



がな のを® な 策は】 九 s 】 年の おがから 新時代 じ 入り’ 從 來の經 
濟巧 論じて が 明し がき 多くの 問題を 巧し っ、 •化 因の 興隆 じ 貢がを 
巧け てゐ る。 み じ ナチ ス のな 治下 じ 於て をれ がをだ 顯ま である。 

巧る がをおな 巧の が 巧を 說明 する のが 本 害 執 華の お 旨で みる。 
がれ ども 攀 糸は 叙說の トー じ おか 史論め 色彩を 附し ，若干の 批判を 加 
へた。 をれ じょって お來 建設 さるべき 新を お 理論の 封を の 所がを 
巧す と共に > 巧 树を强 政策への 適用を 考を ずるの 資 巧を 提供 せんと 
かした からで ある。 

說述 のがが はか 策の 巧 お 過 おじ 從っ たけれ ども、 み 章じ獨 ホの 論 
义 たる 體 がを 巧へ てが' ホ ある 部み の選讀 にが じた。 


おがの 獨文ま 寄 論說 のの’ 本書の w が じ閱な ある もの、 少數 をが 
かしてを 章の 餘錄じ 化め 柄は 一 こ 一一の 拙 論を もちれ じ 添へ た。 本文 
の 不備を 補 はんが 巧の 企 じ 外なら ない。 

不 H 扣 版すべき 拙著 「巧 逸の 巧 時を 蘇」 を つて 本書の 始篇 とな 
し* 巧 逸のを 讀巧策 じめ ける 平時と 戦時との 巧 面 じぶ る 論述を ぶ お 
ずる 豫お である。 

索引の かぶ じついて はが 濟學 古山 口 巧义が 君を 煩した。 村 巧が 
貴 集なる 巧 おが 間を 割いて 其 巧を 執られた る 好意は 筆 おのを 謝が 
< 能 はざる がで ある。 
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‘ 第一章 一九 年の 金 離恐餘 
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饰金戲 恐慌の 裳が 


j つ I 、'—， 巧^ 的—^ 广 化 V ダ 外を の お 入に ょってぶ- わせんと した 巧 逸實業 ホの 風 おは、 巧 お 巧を 巧が 
j - 气 卡ホ乂 令 J みを 四が の 巧から ホ 巧に あ 階と なった。 かがや ラィ ヒス パンクでは 巨 巧の 一知 期 
、^如 ミミぶ 心と-を 换 とし、 ホは ラィ t ス パンク 治 巧から 一 殺貨お 家に おつて 巧が を 巧へ， 
'. I .* ：を 設けて 地方 円 治 巧の 外資な 入を が 制する かき 方 巧を 揉った。 され ども • 

! TS しては 之を が 制すべき 巧 期が なく、 か 之 ほ 脚には 外資を 巧迎 する の 巧 論が 巧 


打瞒の 

であつ たから •大が 行では な t 多く 外 W 規 なをを をを 入れ、 これを ホ 巧の 貸 W に 充てた ので ホつ 
た。 其な 時の' ホ 巧は 一九 S 々年 お 月を 局 経を お 件 巧 ( Betrie す wi ミ diafter ゴち ng ) の 巧 上で 化 
林 取引所み おにして コムメ グッお 巧に も 脚 係を 有する ラィン パ 卜 ( staatsra * 》 einh ミこが 巧說甘 

第一 0 々 M る 巧の ft 来 ~ 二 




第一章 一九 一二 一年 css 巧 W 
し 巧 じよつ てら 明で ある。 巧は をく、 巧 論 的には、 逊 火の 約 化は 不自然 じろ 巧を で ホつて. が 成 
し 巧い けれどら* 巧 防 的に 化る と •が 巧け のが 化が 然ら しめたので みつた。 おしが 巧が 巧 夕化供 
された る 外な をを 入 心中に 之を が 巧 甘 ば、 巧 逸の 巧 濟ホじ 閑ぶ のが 巧の 利な に W 巧す る ものと し 
て大 なる 非 巧が 來 たで ホら ぅ。 共 外 じ 化 人が 巧々 じして 巧 あする 所 W が 化が あつた。 それけ 巧 巧 
の 外 W 侣 用は W がた る 商業 上の 目のに 巧な つので ない 化り、 巧に 後日 じ まつて を 期な が ボがじ 化 
义 する ものと 考 へ、 をぶ がの 巧 別なる が 化を 巧が しな かつた ことこれ である。 がるに 巧ぶ 巧の 巧 
朋；^ る 事 巧 じよつ て’ 外资 がを 化 やかが に轉 化する ことが 化 げられ、 彼 かに ホつた 化附 .•而も 平 
巧 にがては お化さへ 及ばざる 巧 化の 化附 にぶつ たので あると。 

巧 逸が 巧带蹇 な累巧 S 外 巧を 臨 入した かにつ いては 人々 ミつ て寶巧 b を 皆す る。 ブ 
タ ー . ゲグト アィス (Walter 〇内 ュ ei こが 茹战 を參 照して 饼兜 しだる 所に よると •が 祐额は S 
巧 一一 一十 巧 化 ラィヒ スマ グク にして. これを 巧讳 するとむ 期 巧卡二 化、 が视巧 六十 二 化 •外 闲人所 
有の お 巧 物件 六十な となる。 此內で 一九 so 年が からのな な 恐がに 巧して 姑ら 多く 巧进 のみな 巧 
.を 巧 ませた ものは おか 巧のを 入れた るが 巧 外 巧で あつた。 巧 化 巧は 規巧外 巧を を 入れても 么をお 

卜 リ： ■こ' 与...： こ’‘.^ 良：、‘,'，. • 


巧 上で 芭 別して* つたので；--* いらし く， 其かず 巧が 典 や 月 ホ 巧 借 巧 照 おな どを 巧ても をれ が 何程 
の 额に丄 るかを 明 おして ゐ ない。 併しの おお 照 来の A 化の 部に がける 「巧 他 のれ 化， 厂い (sons 一 ige 
巧 reditoren) の 巧に セ n 乃 ま 九十 R 期限の 巧みと して 大部々 が々 ょれて 巧り、 且つ 「化 引 先 だ 用」 
CKCndschartskredite) の 內に も级巧 引な モ おの おぶ にて 化 引 化の 爲 めに 檢乂 甘し 外 巧が 夕 くな ま 
れてゐ るち の 挺サ ，っれる 5 で ホろ。 而 して 一九 so が 六月 末に 於け ミ 巧が 巧 照ぶ を 化ろ と‘ 乂 
がが おがに て • r 化 引 化；：；； E 用」 が 十六な S 千 巧‘ 「其 化い な 化」 が八个 九が. 八 千 巧に 上り、 巧が 巧 照 
を 於 巧ぶ する そがが にて は 前ぶ が 二十 備六モ 巧、 化ぶ が 巧 十 S が 一中 巧 ラィヒ スマ グク となる。 
巧るな がは 化が の 外が なか 中で 九 巧を 趕 ゆると 云 ふが に巧坚 なる 化かを み わるもの である。 をれ 
が 一九 S 1 が お 巧の ォ ー ブト リ I の 火が がの 破な 娘 K から 化かに 外 例 化攤 ホの 3 用を 失 巧し、 五 
巧 二十 SR な ホな がに 引 巧 げら れんと すろ お々 にな じ* 尙 はが に闲 巧が なの 化附け もが 末した 
ので あるから > ホが 行の おがの 一ぶ らの もので あつた ことは か 化に 餘 る。 巧 借 巧 照ぶ をを おす 
るを 級 巧の 外 ホな をは 五バ かから セリぶ H をの 脚に 二十で なの 千 巧 ラィヒ スマ グク を媒 かしてな 
る。 レ ー トン 巧た にょろ と、 一九 S 1 がの がみのと ヶ巧 巧に 引 巧 げられ たる かなは がが かおみ に 
第一 節を M 巧な 《 B 來 五 



第一章 一九 =11 年のを M 巧な ホ 
巧す るみが 十四な •が 巧に おすろ かが 十 置 借と 計 巧して あるが、 み 外に 資本 巧 避 も あり、 且つ 外 
闲 人が 巧な 闲內 じて 所有 甘し 有巧拘 件を 處 々して 其 代を ぉ 持 ホつた 额も少 くないで あらぅ。 

巧 W 巧を の化附 におして はが 行は 勿論 內 巧通货 をな て支拂 ふので あるから •ライヒ タ バンクの 
化 巧 券 巧け 商を 增 かせし むる。 又 外を の 引 巧げ は 金 又は 外 巧を 要求す るので みるから > ライ ヒス 
パンクの 金 及び 外貨 巧 有ぶ をが 少甘 しわる 結 ホを 來す 。ライ ヒス パンクは か 何な ろ 方 巧を なつて 
金な あ 巧に 巧した かとち ふじ、 をれ は 利子 引 上 巧と お 用 制限 巧と をを 行ん •巧に 進んで 自ら 外を 
を 輸入 せんと 奔走した ことで あつた。 而も をれ ずは すべて そ 化に 巧つ た。 卽も ライ t ス バンクは 
一九 S 1 年 六月 +巧 日から 割引 ホを を ニ ホ 方 引上げす がと ホと しぃ 一。 又が 行の 化が にょつて 手形 
の-みお 引を K すに をり 共 送擇を おが じし、 巧に 外を ホ 化の あ 急がと な b たる 六月 二十日 からはを 
人の 巧 引化賴 におしても 手形 K 巧 方 かを なて 巧み、 七月 十一 日からは おに 一な 之を 强化 したので 
ホつ た。 巧れ どもか^る 方 かは かを が 巧な じ 巧ず ろ 倍 お 失をから して 引 巧げ られつ S ホろ 巧 じが 
ける 巧 巧と しては 極めて かな 的で ホり、 姑息 的で あつて •お 外め じ 何ず めぶ ホが なかつ たのみな 
ら中 、♦々巧 內的じ ホを を ホし むので ホる。 卽ち年 セ ホの 巧 引 ホ かは 货お まを な ホ おめ て 見る 巧 


利率では ホる けれども > 外 をのな 出を 阻止す る 巧 力なく •巧ん や 外資の 巧 巧 入を « 巧す るが 用は 
をくなかった ので ホる。 か 两人俩 の 不信用 じょって 巧來 せし をな あ 巧じ處 して 巧 引 ホ 合 引 上策の 
無 巧なる ことは 巧 田 じがけ る 一八 六々 年の あ 巧 じ 科た ろな# に 巧しても 巧で ホる。 美 巧な 行は 同 
年 五月 十一 日から 八月 六日まで 蔚引ホ 合. 一 おのな 率を 維持した けれども •年 阿 ホな 下で ホる か 巧 
西から を 本を 巧 化する 能はなかった。 化 巧 も ライ t ス パンク 巧 有のを 巧び 外 巧は 一九 S 1 年 五月 
末から と 月 中句までの 巧 じ 巧 二十な ライ t スマ グクを 巧 少し、 わ 月 十一 日 じは 一日の 內じ 一おブ 
イヒ スマ グクの 外貨 おおが ホった とを ふ 有 おで ホる。 又 信用 制 化 巧の 强 化は 諸 保 巧の まがを み 期 
速を を， 巧 おならし めた。 巧に ライと スバ ソク自 みに ょろ かまの 輪 入け せ 年 正み 勒 引か 巧の 巧め 
に 五 千 巧 巧を 輪 入した ことが ホ 今回 も外两 中央 化 巧の 巧 巧を 化が する 息み じて 其交涉 を巧始 
したので ホって、 六 さ 一十 五日に 一值 ホの 巧 巧 か 贵< 支 拂巧ミ 早々 をが 巧が な 巧 •巧が 巧 級 巧 
ホ 田 W 巧 苹備巧 斤 •两巧 決濟 を 斤の な问 じて ホ 立した。 しかし、 巧を ホ 菜 界の巧 カホの 共同 巧 謹 
の 下 じ 冗 金 巧引织 斤を おして 五な ライヒ スマ グク のを 巧 外を を按 入す る 計 まの 下に 七月 九日 ブ -jr 
t ス パンク 巧巧グ I タ ー が規巧 巧を 規 ばして じ おあび かれに 到 b 巧 力を 乞 はんとし たる 巧には、 
第一 節な Ms 巧 SB 來 屯 



第一章 一九 云 一年の 全 Ma 巧 八 
历 w らち 曲ら 形々 一 巧して グ—夕 I の 申 的に 應ぜ や、 かを 1 ¢ 乂計查 はを くすぶ 巧に 巧つた。 

ブィ t ス バンクの 割引 ホみ 引 上と 信用 制 化 巧の 强 化は 巧を 巧が を 巧 謹ず るな めの 方 巧で あつた 
らぅ けれども. これにょ つて ほ 巧の 諸が 行は 內外 巧が から S 化 おけ じ おやべき ま 巧を 金の 調達に 
を 巧した。 巧 じ ダ ー ナート 銀 斤 •卽も ダグ ムス テヴタ I .クント •ナナ ォナ I グな 行の かきは を 
て 巧 逸 巧 巧の 巧 化と 巧 へられた ろャ コップ. ゴ—グ ド シュミット (す ko ヴ 〇〇 互ち h 3 id ) のちを すろ 
大 銀行では ホろ が、 をに 七月 十 S 日に 至つてな 時化 業を 巧を 甘ざる を 得ざる が 態に なり •巧ぶ の 
なな 恐慌け なにを 筑热じ 巧した。 

第二 節 金 戲恐滿 の 激化 じ對 ずろ ブリュ^ — ニン グ 
內 聞の 應急策 


プリ ユ| ユ ング內閣はダ|ナート巧行の巧庙にょ6巧逸を化じがける巧附があ1 巧烈となつた 
ので 十 S 日の 夕 巧 じ义ん でれ 巧へ や！* 斤 化 日 じ！！ する 大巧 巧 令を 發 する じみした。 巧くて 十四、 



.十五の 巧 日に ぶり、 ブイ ヒス パンクを 除く を 金な 巧 M の 化 業を 命じ •閣 內饼 外に おする 一切の ま 
拂を 禁止し、 尙 はを 凶の 化 引 所を 巧绝甘 しめたので あつた。 ホいで 十五 日に 外 巧ぶ 拂 手段の 取引 
に！！ する 大が W か (づけ 『ミを-』 另 むで 巧 巳 3 Verk を 『 3it auslandische ジジ 111 ミの $ ョ！ミ 111) を資し、 
十八 日に を 本 巧 避が 化か (<erordnu ミ gegs die Kipita 吉 UC て) を 出して 外蜗 ながが 斑に 巧手し 
た。 抑 t 金な 恐がに 巧處 して 従來實 施された るを 通の 方策は 中央 お 巧の 贷出條 件を おがし’ お 巧 
がを ホ 巧して •諸が 斤の 支 巧巧備 を充貨 せし わるに ホる が、 ブ リユ— ニン グ內閣 が 採りた る 方策 
はこれ と異 り、 巧め て织斤 おが 巧を 间 おする 畢に 出で、 を 闻を軸 機 W におして 其 支 拂をお 巧し， 
且つ ライ t ス バンクの 貸 出 利举を 一層 引上げた ので あろ。 卽ち 十四、 十五の 巧 H のま 拂巧 比日が 
あぎてからでら’ かほ部々的モラトリクムを命じ. 其ま拂を巧お‘ がが. 巧巧. 利モ等の巧巧；^ 
るら のじ 化を し 八月 六日まで じ々 巧^ か々 (* "十々 曰 •二十 白 •二十 ミ H ， 二十 八 H . 八 巧- H * 々 H ) を 出 
して か々 に 之を おかした。 又 ブイ ヒス パンク G 劑引ホ 合は まる 六月 十の：：： からが セ ホに 改 ぶされ 
たので あつたが、 セ 月 十六 日から をを 引上げて 年 一割と し •おに 八月 1 H な 後 お 引 ホ かを 年 一割 
から 一割 丑 ホに、 貸付 步 合を 年 一割 お ホから 二割に 改めた。 か 巧 支 柿の 制 化と 利子 引 上とは 巧 お 

第二 節 含 Ms 巧^ 澈 化に 對 卞るプ 9 ユ I ング巧用の*る策 九 


第一章 一九 =1 】 年の々 M 巧 度 5 
つ て巧#ホにがけるま拂手段の供給をお小すること /^なるから• これによつ てを菜ホは現金巧速 
のな めに 巧 品を 資 焦らざる を将 や、 外 巧の 巧 お をら ホ 現み 巧が のをめ に 外 巧を 資 焦らざる 能は ざ 
る 巧 おに お詰められる 巧で ホる。 商品の 資焦 b は 商品が がの 化が を 巧し、 巧いて か界ホ おにが け 
る 巧 逸 商品の 進出を 促進す るな 因と な b か 貨巧将 の 巧な を 作る。 义外 巧の 巧 焦りは ライヒ タマ グ 
クの 巧を 巧 巧の 化が を 化 止す る お 因と な h > 、且つ ライ ヒス パンクの 外貨 所 おな をみ かせし むる ま 
果を ホす。 巧て 政膊は •一方に がいて 巧を を 巧 じ 巧手し 外貨 引 採 ホに を 本 巧 巧を 防止す る ことじ 
よつ て ライ t ス パンクの 巧が 単が 化 下を お止し、 化 方に がいて 支 巧 制限と 利子 引 上と をを 行し 支 
み 手段の 供 がをお 小す る ことによ つて 巧 ホ 制度を 巧 巧 甘 A と 企てた ろ ものな b と萌 つてよ いと 考 
へられる。 而 してな 巧の ま 巧が 限を 撤去した るを は 外 W を 巧特 巧と 信用 制 お 巧と を 巧 化して 貨巧 
の 安を に 巧め たので ホる。 

混 A せろ をな ホ 場 じ 巧 巧を 舆 へ、！！ 局 じ 巧れ ミ 諸な 巧を 裝 巧して 巧 巧 力を 巧 巧せ しむる ことは、 
恐 巧を にがけ る 巧 巧の 一日 も ゆるがせ じする 能は ざろ 巧內 的を 巧で ホつ た。 かおは 七ち ホまで じ 
な 巧の ま拂巧 引に おする が 限を 完 をに 化 回す る 方 かの 下 じ 左の 巧 b を々 其 巧 巧を をめ た。 



其 一は ダ— ナ I 卜な行 及び ドレ. ス デン お 行の かみで ある。 ダー ナ ー トな行 じ おしては 其 巧 金 及 
び 手 おながに つきを 府よ b 無限の 巧證を 輿へ た。 ダ— ナ—卜 お 行に ホいで 强く毁 取され たる ドン 
ス デン 級 行に 巧して は 巧 倭 先 株式 S 借 ライヒ スマ^クを 政府 にがてい 引を けた。 ダ I ナ ー ト銀行 
に對卞 るか# 方法は 巧 巧の 當扫突 嗟の 間に 立案され たもので あつて •玫 がに 採つて おお 多く、 を 
惡の 場合には を府の 支が ふべき 資化 巧が 十 お 借 マグク にも 上 ゎ 得る もので あり、 而も か/' ろ居额 
の 巧 金 及び 手 おがみを か府 から 支が つても ダー ナ—卜 が 巧に 採つ ては 何等の 巧を をを 巧 得する こ 
と/' はなら ないか 點が ある。 ドレスデンが 巧に おする か濟方 化は 巧が にがいて 巧 巧 式を 引受ける 
のでみ ろから、 最 おの 巧 合と がら 其 危路は S 借 ライヒ スマ^クに 限られ、 お 巧に 採つ ては 化 お W 
じよつ て 巧が まの 巧 面 だけの 巧を 金を 收受 する をが る 長所が ある。 をれ は 兎に 巧と して、 この か 
巧に よつて おお 行は 開店の 可能性を 得た 譯 である。 

其' 二は 株式み か 引受 保 おお 巧 (Akzep で 一: nd oait 呈 anlc A..O.) の 設立で ある。 化 錫 巧は 贵 
本を を 一一 借 ライヒ スマ グク とし、 內一僧 四千 六 巧 萬を 闲 美化び な琼 金融が 期に て 引受け、 殘餘の 
五 千 四 巧 巧を 民を をな 巧 曲 じて お 巧し、 四 かの 一拂込 じて セ月廿 八日 じ 設立せられ •八 巧 一日よ 

第二 節な H 巧 Ks 激化に IK 卞るプ 9 ユ— *1 y グ內 n の g る 策 一一 


第一 車 一九 I 二 I 年のを M 巧 巧 一二 
b 業が を閒始 する こと/' した。 當 行の 巧が とする 所は お 行政び が お金が のを ホを ホ勒 化ず るに 存 
する ので あつて、 其方 法は、 ライ ヒス パンクの 割引を みなき キお におし 常 巧が 亮游 して 其資 がを 
舆へ るので ある。 されば 託な 巧は 其 常が 巧 越を 引を として 融述モ お (亞 ミミ vvechsel) を おかし、 
常 巧に がいて をれ に 巧 海 又は 引を をな し、 ライ ヒス パンクに 劑 引を 化が して 金な の 化を 巧ろ。 を 
巧は み乂 的の がな として 設立され たので なく. 唯が 時 的 あが 的が 設 であつ たけれ ども •致 一九 S 
二 年 二月の 巧時紀 みの 巧議 によつて、 なな 行わが をが 斤 (ロー n > ご 0 P 一-田" 昏 >..〇0 と改 巧し、 
業が S 巧 阁を巧 娘して がな すろ ことと された。 

其 一二は 邱助 巧の が 巧で みる。 補助 巧の が逾额 を闲は 一人 施 二十 ライヒ スマ グク から 一二 十 ライヒ 
タマ グクに 引上げ、 緒が にがいて 六 借 お 千 巧を 巧 加 せんとす ろな 巧は 本来は がか々 巧 上から 立 ま 
された ので あつた。 卽ち 補助 巧の 巧进 によつて 巧ぶ はが 额 がな 祝の 八 巧を 利が すろ からで ある。 
が も 恐慌を 支が 化 引の 制 化 じよつて 觀满 ホが 通 巧の 不 化に 巧 しんだ か .1’ これを 巧 かする 一助と し 
て 化 巧 これみ が 行した ので ホろ。 が 助 巧の 巧 巧は ライ ヒス バンクの 巧が 制 化に 細な をが しない か 
ら巧府 はを 易に これ じ々 手した ので あつた。 


其 巧は 巧 巧 外資の お 搜に巧 力した ことで みろ。 巧 あのな お 上の 不 巧を 閣外から のを 本 的が 化に 
ょつ て 一巧 せんとす るかは 巧に グ ー タ ー の夕 化サし 所で ホる けれどら 、まだを 然 なおされ たので 
は G かつた。 闻 巧み 诉ぷ 巧は セ 巧 . H 二目の 例 巧 巧が みに がて 此則趙 をが 巧し、 セ 月 十々 日を なて 
支彿巧 化の 巧來 すろ ラィ ヒス バンクへの 一攸 化の 短视な 用を 向 ふ S ヶ月 脚が 视 する ことを 巧 巧 
し •をれ がが 現された。 而 してが 後掛逸 かがの なめの な 談 やみ 谋 かじ おにら おがに も閒 かれた け 
れ ども、 巧に クンデ ィットを 許を すると 云 ふ阿趙 には 巧 色が 多い から、 巧 かは と 巧 S 十一 日ょり 
一 短 巧 外を の お 償に ついて 巧が を閲 おする こと、 した。 化し 化 交が は 漸く 九月 十 セ 日に まつて 巧な 
しこのでぁつて‘ 巧訊お巧なを (Istshalte > bkom 9 en - ^ andsti'l > gree 3 eno がこれでホる。 

み 外に 玫 がは 巧が 低下 かがを がわして 巧 逸 おな の 巧 外 巧 巧 力を 强大 にし •巧广 
ことじ 巧 力した。 

巧 S 節 ダ ー ナ ー ト 銀行が 店な の 民間 銀 巧 應な策 

参 

第ー ニ ■ ダ— ナ—卜 銀村团 巧な 八 氏 巧 g が ft をた ニニ 


る 


第一章 一丸 I 二 一年のを tt 巧 巧 一田 
巧 巧 お 行の が 急 巧の 一は 七月 十八 日に おを 組合 (ごす rweisungsverbaml) を 化を した ことで み 
る。 これは お 行 巧の 巧 借の 差 巧 か# を 一 » を 易に し 現み ちがの 必巧 をな かする 爲 めの もので ホる 
が 、* ブト リゥ ム のか 廢 によ b 解散した。 

民 巧 お 巧の おな 巧の 二は 巧 式 みれ 巧巧證 が 巧巧貨 付み が (Libardkas ま) の 設立で あろ。 これ 
は 伯林 印 巧 化かみ 行と 伯が が 人 おけ 菜 ホとの 出を によつて 設立され たる 伯が 仲 巧 人 組な 巧 式み せ 
(B を mer s を马 - vereinA .- G .) をな 逛せ しもので ホつ て、 をネ をを 巧な ライヒ スマ グク とし、 巧 
巧-わの がま 中で と 五％ を 引を 巧 想 級 行ぷび これに 密 巧の 曲 係 ある お 行に がいて 引を け、 セ 月 S 十 
一日に 伯林と フランク フグト •アム. マ インと に 巧彿を 巧いた。 當 行の 目 巧と する 巧は 伯林 巧 巧 取 
引 化かな を喊 にか 入せ るみか 行に 巧し •巧 巧 おがが 巧の 貨 せを なす じある。 卽ち 取引所の 閉巧じ 
.よ b を. 侦證 がの 資 巧が 巧 おであるから ホが 巧の 所有々 化 巧 おを 巧 巧に がいて 巧が 化する のでみ 
る。 巧 方法は 一が 巧に おし 十 巧 ライヒ スマ グクを 限 巧と して 巧 かの 依 巧に 應や るので あつて、 ま 
か 依が ホは 巧お證 がを 巧 供し •がぶ あにつ いてを 行の ホ諾 する 巧 面のを 韓キ おぉ 常が おに お 曲し 
てぶ 引达を ホめ •これを 引を 巧巧鎮 巧に 持參 して お 引す る。 引を 巧 あながは 巧に これを ライ ヒス 



バンク じて 巧 巧 引す るを 得る ので ある。 

银巧収 引 巧 削に 抑す る巧備 工作は 巧が じがいても •民 巧に がいても •一應 あがした から > 巧が 
は 八月 一日 附 のか々 をな つてを t 八月 お 日ょ b がを 巧を 化 外の 一肢 みが 取引に おする 制限を 化 ホ 
する 昔を 巧 巧した。 

第 四 節 金 戲恐谎 時の ライヒ スバ •ンク 政策 批判 

ライ ヒス パンク おな；^.- 夕 I のな が あ惦對 巧を 要約す ると、 お 制 維持に 中 ふを 潰き、 利子 か 巧 
とな 用 制 化 巧と を 併用 レて •銀行が ザを とを がが 備 低下を 巧 止せん とし •巧 間 諸 銀行の 支 拂ホ備 
の充ガを輕巧した。 恐慌のな前にがてをぶホみを引上げるならば、.をれは>巧の信批とも；^^、 
ホは 利子の なきを あ ふ 內外利 巧を おを 巧收 する になぶ つで あらぅ けれども* 巧 逸 じ 巧す る 外闲巧 
を 菜の 信訟夕 巧が 巧 因と なつて 現は れい 一ろ 魚が なる 外資 引 巧に おおして 利よ 引 上を 巧 ふこと が 外 
をを 巧留 する 上に 何ず のぶ 力なき ものな ろ ことは 巧に 述べた ろ 巧 b で ホる。 又キ おを 巧理 して 巧 

第 巧 巧 々« 巧 巧# の ブイ ヒ K バンク 致 策 か 巧 -五 



第一 車 一九 一二 一年の か M 巧 巧 一々 

割引の 化 觀を巧 制する ことは 級 巧 券の が 巧を 回避す る 一つの 方を では あるが、 併し をれ は 民閒諸 
おわの ま 拂巧備 含が お；， 本ら しめ、 巧 金の 拂戾 を闽 おにし、 恐 俺を 益 t 激化せ しめる。 おし 外 巧の 
引 揚げを 抑が サん がな めに 諸が 巧の 支 拂単備 をが お だら しわる の 巧を 採りた b と 云 ふなら ばを は 
をく 掛 巧な b とがす るの 外は ない。 何 かかとを ふじ •鉛 巧は 其预金 ホが 巧闻 人た ると 人た ろ 
とを 問は ず 一 摸に お 約を 胜巧 すべき 立 おじ あるので あつて、 支拂 準備が 手が なろ がか じ 外 W 人の 
預金を 支拂は 中と 云 ふが かさ 盖別的 待 巧を じすを 姑 K い ホで ある。# ろ 速に 巧が に提 謀して 斯る 
を别 巧が 迅 をな しがる 法を 的が 巧を 作成すべき であつ たらぅ と考 へられる。 

外を の 化 出に け ひ ラィ ヒス パンクの 赛 タザ 備额 はな t 巧ク し、 一九 S 1 年 セ 月に 入つ てを をを 
巧牟備 率た る 四 割の 推 持が 田 難と なるやと 巧と 日 じ 邦 お 貝み の 同な を 得て がを を 化 率を S 割 じ 引 
下げた ので あるが、 巧 巧 十五 日には 現實 の单備 ホが 一二 お 六 ホに 化 下した。 これは 外貨の 引 保じ對 
して 特別の 取が 規 ぶの なき 化 b 止 わを 得ざる 所で ホる。 而 してな 替を 巧に お 手して から もみぶ び 
外貨は 试 かの 一を をた どつた けれども •裙端 G る 通貨 收お 巧を 揉ら 中 じ* 巧つて 巧み 利 巧 巧を 赁 
巧し •嚴 ホなる 巧特を 巧を 巧に 活用して 貨 おの おかがが を 維持せ る 手 R はな 讚 じ 値する ものと 怖 


はなければ ならの。 . 

第五 節 銀行 か 引の 巧 開と 外 闕爲替 管理の 組織化 

八月 五日よ b 貯お谓 みな 外の 一 殺な 融化 引は み 自由を 快 巧し、 ホが 巧は 其 巧を 開いた。 金な 巧 
のを 氣 は平穩 じして プリ ユ— ユングを 巧を さへ おか 甘 だ。 又 同月 八日から お ホ 巧 金の 支 巧 も冉巧 
された 0 

ブイ ヒス バン々 はが ホの かく 八月 一日より 巧引步 合を 年 1 お 五 ホに 巧 付 ホな を 年 二割に 引上げ 
てを を需 巧に 俯へ たので あつたが •級け 冉閒 をの 取引け 息 外に 巧が にして’ 八月と 日の ライヒ. ス 
パンク 进 報に 現 はれた る 巧では' 巧引キ おが 前 巧 ホよりも 五 千 セ 巧 ま ライ C スマ グクを 巧 かした 
けれども 巧 付 巧は 半が し、 金 ホ 巧ら 增 かし、 ザ 備率も 巧， を 化した 有樣 である。 巧の かくが 濟ホ 
はキ 巧に 巧し、 引 巧き を 巧に 推移す ろが 向が 試め たれた から、 ライ t ス パンクは 巧な 利 維持の か 
巧な しとし、 八月 十 S 日から 公を ホみ を お ホが 引： 卜げ 、询引 ホな をが 一巧 じ、 巧 付 ホな を 年 一割 

第 元** 巧 化かの 再 W * 外！ I 巧# ず 巧 $«« 化 一毛 
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五 ホに 改 をし、 尙は 今後と がら 益 I な 利 引下げに 巧 力すべき 育を が 明した。 

ラィヒ K ご クが今 ホの々； 轴 恐慌に て 巧は され だる 寞任 がは 外 W な特薑 のを 巧で ホる。 か 
两な辑 巧 斑は 旣述 のかぐ •ホろ 七月 十五 日の 「外 W 支が 手段の 化 引 じ 期ず る大 透をから 出 香 
し’ 八月 一日に 及んで 新 じ 之み あ 巧した る 「か W 巧 おを 巧々」 及び 向跑 わかの ボおぁ b をれ じ 
ょつ て 外 巧の 取引が ブィ ヒス バンク じ 巧 中され る こと、 なつた。 

巧が 巧 巧の 目的が 資本 选避 及び 外 巧 引 揚を巧 止せん とする じぁつ たことは 制を 當 時の 事情から 
を 易に おかし 得る ので ホる が、 巧 お 制度の 推 持 や 两巧巧 借の 巧 巧を 巧 現す る ことじつ いて をれ が 
巧 一の 手段と 考 へら？ か 巧 か ミいて は 曇 かみえ 諸 ホの 息 見の 巧には •ホは 賽巧 巧を な 
つて 巧 巧 制 おの 巧を を 維持す る 目的の 下に お 外支拂 バランスを 人を 的に 巧 制する ものな りと を 
ひ. ホは一巧の巧带巧巧^^^と說くをがぁる。 ラィヒスバンク巧おはこれをか何にがしてゐるか 
と 云 ふに、 同行 巧 举ドョ I リング (ロミー 38) の說則 じょる と* 「巧が 巧 巧の 目的は 巧 じ闻內 にが 在 
する 外巧议 巧に 巧轉 する 外貨を 成るべく 殘 b なくな おして これを 闲民經 ホ 上の 需巧じ 適合す る や 
ぅじ おかし、 なつて お 入の 持 巧を 巧ぜ じし. 巧 外な 用 化 引を 巧ぶ の 巧 b じ 推 持す るを 将 しむる じ 


ホる，」 と。 

巧を 巧 巧の 方を は 第一 じ 外貨の 化 引を ライ ヒス パンクに お 中し* 巧 二に な 巧を 巧 巧 (Devisen す- 
え ュ sdiaft 旨 gss を 13) を 設けて 外 巧の 巧 得 及び お々 を 化が り、 を 二 じ 自巧乂 及び 法人 じがして か 
货 提供の 巧が を洩 し、 巧 四 じ 巧を 巧 巧を 公を して 外貨の 取引 じこれ を强制 適用 甘 しめたる ことこ 
れ である。 斯 くして 外 货の化 引が ライ ヒス バンクに 巧 中され るか も •ライと ス パンクは 巧 じ 巧 か 
支が 手段 9 バランスを 明かす るを 得る ので ホる。 がな 同行は 或 我- 废の贸 み 巧 巧が 可能と なり、 庄 
つ貨 帝制 巧 維持の 巧戚 にぶつ て特理 する を 得る こと、 なつた。 ライ ヒス バンクは 巧 じが おする 外 
貨 ぶび 新に*! 科する 外 巧を W ほ紹 W 上の* 巧の 巧 巧に 從： 'て祀 かする を 腺 則と し •お 入 巧に 巧し. 
て 一を の 割な をぶ めて 外 巧を 供が する 方 かを 巧つた。 此方 かにつ いて ラィ ヒス パンク 紀巧グ I .夕 
1がキーグの巧巧にかいて說明せる所は次の巧りであろ。 云く 「か、る方かはお入を引がめろ巧 
めじ 之を をて たので なく、 者ろ お 入の 自化的 制 化み 衡か しめんが なめに 之を 巧つ たので ある 。 W 
巧の 媒巧 力の ホ 巧に 適 巧す る やぅ お 入を 制限 せんと するめで みる。 ま 人は 资 本ぶ 扣 ぶび 物資 お 巧 
を 可能なら しめる を 隙を 作らざる やぅの 巧 巧を 講じなければ ならの」 と。 これは 巧に 巧 巧 計 巧 巧 

策 お 節 《 が 化かの！ ¢拍 i 外 W 巧 ササ 巧の 巧！！ 化 一九 
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濟 ( Devisenplan え rtschaft ) で ホつ て 致 外 化 支の 巧 巧を 化 方法 じよつ て 巧 現しよぅ とする もので ホ 
ると 見て よい。： 化に 巧を を 理法は 金ぶ び 外 巧の 先物 化 引を を 止し、 ライヒ スマ グクを W 外 じ 持 曲 
す こと ホ じ 外 W じ おする 信用 附舆 制 化し、 なつて 外 W じめ ける 自 W 支が 手段を 人な 的に 不 をせ 
しめたので ホつ て、 公を 巧 特巧巧 5 强 制と おじを お 巧 巧の 化 下を 巧 止す る ことじ お立た しめたの 
で ホる。 化 巧 じついて ドョ— リングは 云 ふ、 「巧が 巧 巧は 外 W にめ ける ブイ t タマ グクの 自由 だる 
供 拾を 巧 制して •巧 巧の 巧が か 巧を 商き 程 化に 安を せし むる やぅ じ 其 供 松を お 小し •をして まを. 
なる を 本 かがに 巧して 巧な のをな 巧み W 巧 ホを お規 的な ろ 巧 脚に 椎 持し 料る ことを 巧歷 した」 と。 

其 言の 如く •ライ t スマ グクは 一九 S 1 年 セ 月 十 S 日から 一九 年 五月の ホ貨あ 巧まで 一が じ 
巧し 四 •一ー ニニ マ^クを 雜 おした。 化し 巧 逸の 巧な 强 制が# か 巧 巧 制が 椎 持に'^ いて 比 K 的# ぶ 
績を ♦げ 得た のは ライ t ス バンクが 巧轉巧 巧と ホに 信用 制 化 巧を 十分に 巧 用した ことじよ る もの 
なる を 看 巧して はなら «。 


第 六 節 短期 外資 お 置谋を 

外闲級 行から お 入され ろが 巧 資金が 引場 げられ 中に •巧 巧じ么 餐街搜 かし めん 巧め のな 藻は 巧 
述 のかく 一九 S 1 年 お 巧 S 十一 日に 巧始 された 。これよ き ホき > 夕 、米 •巧‘ 巧 •が' 白、 日の 
• と ヶ闲代 ホは セ 巧ニト 日よ b かがに みなし、 巧 W を 相マグ ドナ グド 巧技の に 七ヶ闲 巧が おみ 巧 
(Ministers conference ) を 巧き 巧 巧のを 蘭 恐 化に つき おおした ので ホつ たが’ 其# 護を まだした 
る 息な は 巧 逸に おして 巧に 倩 用を 許を する よ 6も> 巧ろ 現在 殘 がせる 規 巧な 用を みを お傳く べし 
と 云 ふに ホり、 化总 ホの ホ 巧の 巧 おが W 巧され た。 又闻 巧み ホ 化 行が 八月 八日よ. 〇 パ I •セ グじ巧 
集した るを 負み じがいて は、 巧， 麻、 日 •伊、 巧、 瑞阳 、瑞典 •ぶび 巧 逸の が 中央が 巧よ b 推 お 
された るを 貝が 巧な し •チユ I ズ •ナシ •ナグ か 巧 頭 化 クキプ ゲンを を 貝 長と して 巧を をな 恐 巧 
の閒坦 を硏究 したので あつたが、 化# 讓 にがい てらみ お 論は がかみ 藻 じがけ ろと M 巧 じが 巧 外を 
巧 漬の巧 曲を 出で なかつ た。 巧くて 巧 巧は 外を の 巧規お 入の 絕 寒なる ことを かろと おじ 規巧外 巧 
第 ホ 0 外實据 ■& を こ 一 
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据 置み をの 成立ず べき 見这を 得た から、 可能なる 方向を 還んで な 巧を 進めた ので あつた。 

巧 巧 外を お 置の 巧 巧は 一九 S 1 年 九月 十七 日 じ まつて 成立した。 おぶ のを 事 ホは 外闲 巧が 級 巧 
と 巧 逸の 諸 お 行と であつ て •巧 逸み 級 巧の 內 には ラィ ヒス バンクら 正金 割引 鉛 おもを ょれて 居る。 
化し これず が 巧は 中央 鉛 巧と して 參 加した のでは；^ く •巧 逸の 諸 お 巧に 對 レて 巧 證を巧 ふる 級 巧 
として 干 巧した ので ホる。 協を の內 をを 見る と、 を 約 巧 巧を 六ヶ 巧と し、 巧 逸に がけろ 外闲银 巧の 
巧 化を 巧 巧が がの 閒題 につきえ 乂 的の 解決が 得らる/' まで 存續 せし むる もので ホる。 はを の 巧 巧 
じ 巧す る 一知 期 巧を はか 閑な 行から 供が したる をが お 十五 谊 力ま 六十 おな々 ィ ヒス マグク である。 
なな S かめ じ 巧 逸の 諸が 巧 じ 供が される 分 だけ じ 適用せ しむべし との 唐見ジ 特に スキ ス 側から 出 
てあつた けれども •結局 巧を 適用の 巧 巧を 巧 おし、 巧な の 工業 及び 巧な の 商業に おして 供が され 
たる 巧 沉直巧 信用 (Direktkre ら t ) の 巧で、 外 W 织 行が 巧權ホ たるみは 巧を にを まる、 こと、 なつ 
た。 : 

外两 銀行が 公共 w« じ 供が サる巧 巧 まを は别 のな をを 作る こと/' し、 化は をから 除外され た。 
有價巧 巧擔 巧の 巧せ ぶび ま 節 的 M 巧の々 も 同じく 化な をから お外され てを 巧みと なつて おる。 化 


巧を じがいて を 度び 外貨 谦巧 のち る閒 隙を なす ものは 外聞からの マ グク巧 巧 金で ある。 マグク 
貨巧 金の 內で 巧を S 先物 おのから なじた るを 巧權 •卽も 巧 逸の 諸を 行に がけろ 「巧 巧 勘定」 ( Evi - 
de ミ ko ミ en ) は 之を 巧 巧し ない。 其 化の マグク 巧を* 卽ち 小切手 巧 金は なを 戍 立と 閒時じ 二 お 五 
ホを •其 後は お 巧 一巧 おホづ 、を 引 曲し 得る こと S 甘ら れ た。 但し 一割-五 ホづ S の 引出は ライヒ 
ス バンクが なおが 態を お驗に 巧れ る 恐々 b との 理由を なつて 巧 期を 闻 巧み# 鉛 行に 申 巧で たろ 時 
は、 これを ライ t スパン クじ信 巧が 巧 甘し わるを 得る ので ある。 化 巧 合の 爲 ザ 差 巧 •卽ち セ 月 S 
十一 日の 巧媒と 現せの をれ との 差は がが ホの 巧な で ホゥ、 なが ホ不 ホの 巧 合は ライ ヒス バンクが 
其 黄 任を を 巧す る こと、 を めら れてゐ る。 

短 巧 外 巧据贊 のな をが 巧 立し、 これを 實行 する じついて は、 外 巧な 巧 巧 巧に おする 信用 度 巧の 
方法を 講中る こと、 した。 信用 確保の 方法は 正を 巧引银 巧を して •がみの 巧 巧に 従 ひ、 其 五 ホ 乃 
ま 二割を 巧が りせ しむる こと、 ホ じ 巧が 巧 行の 巧一黃 巧の 上に 化 じを 後の 信用 使用 ホに 巧 二 寅 巧 
をな はしめ る ことこれ である。 化 姑 後の 侣 用が 用 ホは 自己 お 巧を 手形を お出して 之を 外闻巧 巧な 
巧に 巧附 する か、 又は 巧な ホを 薄を 作 巧して 之を 化 巧な 巧 じ巧斯 し其資 巧を ま 巧ず るので ホる。 

第々 C 巧 巧 外 《« s 任を 11111 



第 I 車 I 九 21 年の 巧な IIN 

巧に 引 巧 信用の 巧 かには がな 權 がせな じ 巧 易 上 よれな 生した る ものなる ことの® 巧を 化 おとし、 
これによ つて 巧巧韓 をお裝 して 作 ホ さる、 がみを ホ 除す るので ホる。 

お廣仿 なに 巧す る 利率は 之を なめを め やじ， 當事 ホ 闭の 巧を じを ねて ホる。 併し、 其 時々 の 金 
巧# のが 化に 適なず る ものた る ことを 巧す る。 

上がの 如く お 質な をには お干の 例外が なめられ ており. 且つ 巧 巧ち ホる から、 をれ じよ > 金 及 
ぴ外 巧は な 出し 供る 巧 でぁる。 又 ブイ t ブ パンクは か W 有が 巧 ホの 賀 得を をな 韓を 巧の 巧 巧から 
お 別に 化れ ふこと に 罔 息した ので、 外 W 人は ちがの か W お ホを 巧な W 內 じがいて 責 ザし、 み資巧 
をを 巧 かじ 持 出して を 本 あおを 企てた。 巧 く- て ライ ヒス バンクから ホ 出 甘し を 及び 外 W な隹は 
一九 S 1 年 十一月 末まで じ 十二な ライヒ スマ グク にを したと 玄 はれる。 

ホの 外に 中央を がの 一時的 借 入の 外資に ついても おおな をぶ 立し、 一九 S 1 年 十一月 わら 里 一 
九 S 二 年 十一月よ でーヶ 年の 巧 巧と なり、 其が W 巧は 一千 あち 五十 巧 ブイ ヒス マグク 、みが 率は 
年 六 ホ おがから 六 ホに 巧 下された。 かけ 州 及び 地方な お W 度の 借 乂お二 巧 五 千 萬 ブイ t スマ グク 
も、# なじ 巧べ たる 化く、 一九 S 二が の 巧の なをに よつて 一巧 だけを すみつて ー ヶザ« 巧と な 


b 、 利率は 六 ホ 巧 一とな つた。 

一九 S 1 年 九月 じ 巧 立せ し 上 巧の 巧 巧 お S なをは 巧 日到來 とおに 巧 巧« 巧され たので ホる。 

巧 二回の なをは 一九 年 二月 二十 八日 i での 巧 おを 慶 めた。 化は をは 事資 にがいて がの 巧を 
の ーヶ年 おおに おぎない ものでぁるが、 今 网は巧 逸の か 業が 外 W にて 巧话 せる ホ ホ じ 借 入れた る 
化が を も 含む こと、 し、 巧み 合計 五十 S 僮 かを お涅 くこと/ 'だつ たので ぁる。 がして 其處 置に つ 
いては 巧た じか 權か 巧の 委 貝み を 設け、 年 四 巧みを して 時宜に 適する 巧 謀を なすこと、 した。 又 
一が 巧權 のを 巧 化を もを めた。 お 月の 外 货挤は 一 おに 化 下された。 

巧 S 回の なをは ナナスの 巧 巧に 入つ てからで ホろ から 後 だを. 5 .ぶべ る。 

巧 逸 か 巧 辑巧巧 W 上に 巧 じお廣 なをを が 結した ことは 一 おすれば 属上じ 尾を 直ね た 巧がない， .J 
ともない 。からを 样が 巧の 一を だけで 资丰巧 おや 外を 引 巧の 目的は 巧 甘ら れる をで ホる。 がる じ 
巧 逸は 二つの 施設を がつ て 一つの 目的を 速成す るに 充て、 巧る ので ホる。 かに 化 巧 合の お辑 はを 
は 化 «w におして ぶが 的の 態度を なつて 巧 巧を 理を巧 ふじな 立つ ものと 巧なければ ならない。 

<々節 短 巧 外資 据 ■!! を 二 五 
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第 セ 節 銀行み 統制 

巧を では W お 又は 地方自治 巧から 直を 巧を にな 巧が 制を をけ る お 行が な 前から 多 かに 存在し、 
巧に 大巧 後、 其 » も > 其巧 力ら •膊た 其 巧を ち增 大したので ぁろが、 民を 化 行た る 借用 纽巧 (Kre- 
ミす nken) や 巧 乂煤行 (pri ミ bankiers) じ毋 する 闲ま のな をな 制は 未だ 巧 重 じ 行 はれて 居る 譯で 
はな かつじ。 々論法 巧は を ホの 信 賴を裳 巧と する 菜が で ホる から、 をれ じな 宵を かふる ことの 必 
巧は みに 離 おの 巧じ慶 めら れて 居た。 一九 〇 1 年 じ ラィプ チ ブヒを 行が 巧 おした 巧 じは アド グフ • 
7 グナ I が 「续 行が 終と 续斤巧 制」 (aankb るを 0 unci aankko ミ 311 3) と强 する 謀 文を 巧まして 杜 
み 的 政治的 側 巧ょ b お 行に 對 する 蘇 巧が 制の 必 巧を 叫び、 义 一九 0 八 年の お 巧 巧を 會 じがいて は 
才—プ スト かおの あ 田した お吿 薄に 某き 論 藻を 進め •其 示 ゆ じょつて ホ闲 護み じがけ ろ 巧 行 法を 
員み は 巧 斤を 巧を の 鼓 巧を 巧 巧した。 ホ W 議 をでは な 巧 問理に M する を 設を貞 を巧設 する ことを 
可決した ので ホつ たが、 おじ をれ が 巧 現され やじ 今 巧のを なをぶ じ 及んだ ので ホる。 がる じ 民を 


巧 巧の 多くは 今度のを な 恐 巧に ょつて 巧 勘を おなし、 ダ I ナ ー トぶ巧 や ドン スダン 绝巧 のかき 巧 
巧の 大お 斤が W おの 致 巧を 受けて 漸くち 脚し 得た とお ふ有樣 であるから •牌 ホは をが 行のを 業を 
巧せ じらし わるな めじは な 斤な をを 强 化する ことが 肝 巧で あり •あじ 進んで お 巧の 貧を 運用を 巧 
おして 1 闲資本の能率を高めろことが巧逸の現巧じがいて巧巧^^るを設めざるを得^^くなつた。 
玫 がは 九 人のを なをして 化閒 おを 巧せ しめた 巧* 大夕れ の 意 おら 闲 おの お 巧を 巧を 必お とすと 云 
ふに あつたから •なじ 至つ て 始めて な 巧を をの 制 化が 巧 逸 じ 採用 さろ^ こと S なり、 一九 S 一年 
九月 十一 日附 いかを をな て 之を 公布し、 同日 附の巧 ホ會化 法の 一部 改お と共に 十月 一日ょ b 巧な 
したので ホる。 な 巧を 脊に W する 大 がが かの 內 をを 巧め すると 左の 巧り であろ。 

諸な 一打のを 業を 巧 制しを をす る 島め じ‘ ブィ ヒス パンク じ 「な 行 菜を 巧 局」 (巧 C 3 ミ 『一 C 3 を r 
を 》 を nkge ミを e ) を 設け、 其 下 じ. な 巧 巧 W として 「化 斤 菜 おを を」 (Rekh も〇ョ missar fu " das 
田 ankgewsbe ) を棋 き、 晰が がみ 大巧 之を 巧な する。 化 巧が 巧を なて 聯が 巧が 反び ブィ ヒス バン 
クは S 萬に 上ろ お 巧の 待ちが 態を 隨 時に 檢査し •且つ 一 おが 行め 巧を を 照 的 利益の 立 巧から 巧 一打 
する 可能性 4 .得た ので ホる。 化しを 巧 巧と おを をとは 巧を の 巧が を 有する だけで あつて、 ながの 

策 韦巧偃 巧の が 《 ニ ホ 
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を 柔上 C 白ら 養し、 又は 干？ る ことは 規 をされ T 保ない •か C 塞け 完 豪る お巧济 上の 資 
任を 巧 持す る 課で ホる。 

巧 斤 柔を巧 おは 五 おのを 員を なて 之を 巧 ホす る。 ラィ t ス バンク 紀 巧が を貞 ちで ホつ て、 其 下 
じか 巧 經# を 及びが 巧 大巧る からみ おを ( staatssekir 二 おち ラィ w こ ンク巧 巧の おぶ せ 
る 同行 理事 一ぶ、 巧び 巧 巧 業が まを がを 員と なる ので ホる。 

煤 巧 柔冷查 をはを 理局 S 行證で ホる •畫 かは 惡勇大 括 Q 巧 象 下 C 立つ を 吏で ぁつ 
て 聯巧巧巧のお寒1.!ょゎがが大巧巧之を巧か卞^^。 最_^のかきぜとして巧みされたのは前ご 
ィ セン 巧み 省 薄 記を フ，— ド， ブヒ .ゴ グン スト (Fri を ric 》 田 rnst ) で ホる。 • 
を巧 局と 檢査宮 と Qg 厚 •前 ホが 規单 をを め— が 之を 資 巧す るので* る。 を 巧 局のを わる 
規 ザの 巧 C は特 一.! 巧 借 巧 巧 表 公表 G おみな き 巧 煤 行 c おし 了 •お査 をが か 何な* 巧 ままで 其！！ を 
を 巧 使すべき かを 蓋し；^ ければ なら 3 とし T 居 え 蓋 r > s 局は，： こ； とみを をと 
の闭 のは 力を か 巧す る。 尙ほ S 局は ま 企業が 巧 行と し T 檢を衰 暮 をを くべき 資椿 ホら や 巧 
やを 巧 巧す る樓 おを 有し、 その みぞは 巧 巧 巧# じ f を g を 巧 巧す るので ホる。 を 巧 巧と み！ 


との 两じ巧 巧の ホ じたる 巧 合 じは 巧 巧 之を 巧 かする。 

巧 巧 業な をを の 被な* J 巧に な 行 反び 佔用 お# のがが ど 期を し •特に 义 をれ の お 外斯巧 (巧を 化 
則) をな 視 し、 一肢 のな 斤な 巧を 巧な のみ おお 巧の な 巧から お 導す るに ぁる。 化 任 巧を が一 打す る 
なめ じ •か査 をは おの 權 化を 有する。 

一、 お查 をはな 行 反び 其 業が なおな W におし 業が 上の ホ 巧に ついて 巧 がをお ホし •お 巧、 义み > 
及び 其 化 取引 上の 巧 ぷ を 胜寬し •說 明を ホめ、 且つを の 期 査のお 巧を 巧な 化 巧のを お 上の 巧 
巧 n、 業な 執行 檐 供の 巧な (な奄 巧)、 並に を おのを 脊 をを くるが 巧に ホ b てけ 度 巧を 巧に ぶ 
みし 得る。 

二、 あを をは 巧主紀 を、 其 化の 巧 貝な •及び 菜が な 巧 巧 W (監査な) の 巧みに 出が し、 且つを 首 
する を 得ろ。 . 

ご 一、 お ホな はが 主 給な •共 化の 巧 おみを 巧 化し、 業 巧轴巧 巧 W の 策な sn 時 •おじみ 巧每 巧の 
通吿を 巧ボ卞 るを 科る。 

‘ 又化巧な外のホにおしてもな查をは賊みお巧に必が^:^る化りじがいて巧がをホゎるを得る。 か 

«よ《 お 巧 3 g « 二 九 
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ち 巧を W 內じ 住所 •居所、 又はを 菜 巧を 有する まから、 其 巧 かが« 及び 巧 外な 巧 のぞな じつき 巧 
かを ホむ るを 得る。 これは か货 のが 巧 及 ぴお外 お權衔 がの 閒趙 がが ホ 益々 重 おとなる 見込が ホる 
からで ある。 

おを をは 其 お 査のお 巧を を 巧 局 並に めが じ おかし、 又 ラィ ヒス バンクょり 諸 ホ ある 時は 其 理事 
みに 巧が 呑を 提出す る。 某 本 的 お 巧の 事件を 化か ふじつい ては ホめ 巧 巧 巧の 同を を 巧を する を 巧 
する。 不正を をち したる 巧な には これが 巧 巧を 立ます るので ある。 

尙は织 行のを 菜货巧 上に がける 一 股 的せ 巧の 巧 本 方 かを 立まして 之を 管理局に 巧 出す る こと も 
お査 をの 獲 化で ホる。 而 して 之が 巧 否を 決を する おはを 巧 局で ホる。 又な 巧が 巧 護 巧 b として 巧 
がすろ 有巧證 かょり 稱ろ 決讓權 をか俩 なるな 件の 下に ザ行す るかの 巧 本 方 かを をむ る ことら 亦た 
がを をのが 限に* する ので ある。 がち 巧 逸では 化來巧 おじ 巧 謹 巧と して おを すろ 有が 巧 おの 巧 巧 
巧が 织巧 のぞ 行す る 巧で ホり、 これ じついて IT 論爭を おを したので あつて、 化な 斤な 督じ H す 
るか かとみ じ 布が された る ホ まを 社を 改正 じがいて は 化が じ 觸れろ 巧がない けれども、 上 巧の 化 
くに 巧が はが 巧 巧 巧 ホの か 巧 獲を お ホを の 度を の 下 じ 置き、 なて 化閒 巧を 两巧 めに ながした ので 


ホる® 

掀 巧、 諸 ザ 及び 地方 自が 巧のを 麻は おを をが 其な 巧を. ザ行す ろに おし 採 助を おへる ホが を 有 
する。 

おを をのを 巧を をけ ざる 金な 巧 期は おの 巧り でぁる。 

一、 をな 巧が 巧 行 及び 巧 巧 正を お 引 煤 斤。 

ir 不 かま 巧を な 行が 不動を 巧を なお 法 巧 荒條じ 規定 甘る 巧 巧を おゆる 業が をを まざる 化り じ 
がぃ 

ご 一、 建 巧 貯を局 巧び 一九 S 1 年 六月 ホ 日のを を 巧 お窠お 巧を にょって 建 巧貯み 局と 同ず じを 化 

さる、 を 菜。 

四、 一九 so 年 十二月 一日の 巧を か 巧 七 部 巧 S 章のを かじが けろ なを 巧を 業。 

五、 を 法的 おなお あびな を貯を 局と 间 巧に 其 所せ 化のを 巧から お 巧を を < る おを お金 局。 
右列孽 する がが 金な 巧關は 巧が たる か 巧 おを におして 例外と なる けれども、 併し、 お査 をが お 

外が 權な あのが がをお ホす るが 化に おしては •これ 等の お 巧 巧 關と雖 も化從 しなければ ならない。 

第- 度 巧 巧の 巧が 己 二 
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巧进が 一九 S 一 伞化 巧の 大巧 巧みを なて をめ たろ 巧 行を 巧制废 の 大巧は 上 化ず る 巧の わくで ホ 
る。 此規 をを 見る と 巧を なお 巧が 巧 巧の 能動的 業な に まきを 営いて 居る ことが 明かで ある。 化 ホ 
はを 大 なる 息 巧を 巧す ろので ホる。 卽 もな 巧 度を は 従 巧の かく 部 か 的の もので な く- i て、 义巧金 
ホの 化 ホに おがす るので はなし じ、 一 W を 金を を も 有 巧 じ 運用せ しむる 様に 巧 お 巧 導す るので ホ 
る。 化つ てを の おを は 従 ホの か ミ お 式 的な ろ 事な 席を に 止まら 中‘ 事前に がいて なされ* が來の 
かき 巧を 的 巧 巧が じ 非 やして •直 巧 的 巧 極 的 じな される。 巧くて W 索が 自ら おんで 煤 巧な 制の 目 
巧を 巧て •お 巧の 菜を 執行を をな する ことが 出 ホる やぅに なつた ので ある。 化 ホは か 行の まがを 
な 行自 かにを 甘て 直かないで、 巧 まが 其 巧 任を々 巧す るので ホる と茄 つても よい。 がして W おが 
みがす る お 斤巧發 上の 巧 化 乃 ま W おの 煤 行が 制は 級 行 おを 巧 局を 通 こて 事货 にめ いて ラィ t スパ 
ンクが 其 巧に 巧る 譯 である。 勿論 か 巧 搔替の 巧 おが 巧る と畢ら ざろ とは これを 巧 ふ 方法 如何にも 
よるが •をれ よりも 尙は檢 をを の 人物 如何にが る 巧が 大きい。 なに かがが 檢を官 の 人 逆を 巧ら ざ 
る 巧みに がいて 始めて 巧 巧が 制の 目的が 难 甘ら れ るので ある。 


第 八 節 物 價の强 制 引下 

ブブユ I ニン グ內閒 は-化に 一九 S 1 年 十二月 八日 じ まつて 物 巧 か 下げに 關 する 巧な々 (Die IV. 
ミ tvcrdmlng) を ホルり した。 其、 內 巧の 大巧け 左の 通 〇 で ホん。 . 

を 吏 S 作が は 之を 一期 方が 额 し、 巧衡巧 なは 之を 一九ニ セ 年 かの 巧 おに 引す ぐる 餐巧单 として 
をな 一 お 方巧颗 し* おし 一九 S 1 が 七月 十五 H な 巧 引： 卜げを 行つて；^ ければ 一割 五步が •お属 巧 
巧 巧は 一 肢に巧 前の 巧 林よ b 1 お 方が 巧す る。 巧 品が ホは j 肢じ 一巧 ホ 化 下 甘し ゎるが、 巧じ自 
由 巧 椿の が 巧に 度ず るな なに おしては を 巧を 贸き てが 巧が をな 巧せ しなる。 摧ホ 《は旣 にな ホ 巧 
巧官 ( wi ミ cha す beirat 】 のかを によ b 一 わ；^ ぶ 水 ホな 下 じぁる から 之を 除く。 利息は 化ての 長期 
巧を に 巧す る々 はが々 ホを 下らざる ことを 巧 巧と して 約の々 の 一 化 下し •ホを の 利子は 之を お 外 
する。 巧 巧を々 が 巧の 巧 子は 念融巧 期の 化かの 巧を による。 

ホの 巧 お ほか 引 ドげ の 巧 化と 问時じ 巧 巧 か ( lJ 3 sa な S す U さ) を 0 .八 五％ から 二％ に 引上げた。 

» 八 節 か 巧 《 引下 ミ |二 
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物 巧の 强制 引す 巧が か 何な ろ 巧 魚を 示した かもを ふに、 巧 直を のが 巧は 巧 年 一二 月まで 巧が じ 現 
はれて 居る。 之を ホ 巧 かが おにつ いて 見ろ と •其 おかは 一九 S 1 年 十二月の ニー 10 •四から 巧 年 S 
巧には 一二 一一. 四に 巧 下した。 叉 卸 黄 おかは 一〇 一二. セから 九九. 八に 巧 下し、 其 內裳ホ 原 巧が 化 
四. 五から 九 六. 五に 巧せ して 居る じ 巧ら 中 》 完 ホ 品は 一 ーニ〇 •四から 一二 0 •とじ 化が したので ホ 
る。 巧 化 巧 巧は 化 巧 巧に 巧 化％ 方 巧 下した。 • 

•法々 を なつて 物 巧の 引下げを 强 制ず ろと 云 ふ 方 巧は’ ft に ィタ 31 がか ホ 恐な にお 巧して 實巧 
せる 巧で ホる けれどら •自由 ホ お 結# に 巧す ろ 方 巧と しては •をく 非 お 手段で ホる。 プリ* 1* 
ソグ 內说は 白め ホ お ホの 論難を 巧が せ 中じ此 ホに 曲で た。 期す る おはな が ぞ 出を 化 城す る じあつ 
た ともをが ベく •义巧 逸が 品の 世 ホが 巧 じがけ るが 巧 力を 巧乂 すろ じみつ たと ら考 へられる。 ブ 
71 ンの 如きは 化 巧 急かの 闻 おかめ 上の 必巧 巧を 巧視し •ン ュムぺ J タ ー ゃシュ ミットず は 巧 おか 
巧 上の 巧 巧せ を强 期して をん。 巧 逸 巧 品の 巧が が 低下して 世界 ホ 巧に がける 規ホ カが 强大 となれ 
ば， « 化は 巧かず ベく •おつて おか 巧« が增 化し •マ グク のを 巧 巧 巧を 巧 化 甘し わるで ホら ぅと 
ょを みに 推断し おる 巧で ホる。 がるに. ぜ 巧を なると •化 おなか 巧 施な に 貧み が おに 改善され たお 


な もな く、 义マグ クの巧 巧 巧 おが ホし きな 炮を呈 しても おない。 さすれば 化 巧を かは 貴み や 巧を 
が 一 なお化するのを化止すろだ2:;.の巧おをがしたのでホらぅ。 何れじしてら闲みが化巧念かをな 
つてが おが 上の 巧を をが かの 主にを 巧 度まで 作用せ しめ、 デフレ ー シ ■ン巧 巧を 强 化した 巧を 注 
目し なければ なら の。 

第 九 節 金融 機關の 整理 

.金な あ 巧に よつて 巧 避に 巧り たる 諸が 行が、 がかの お 魚 巧に よつて 一先 づ閲 巧した ことは 巧ぷ 
の 巧 6 で ホる。 W ホタ くの お 行は 巧 鋪を閒 いては 居る が、 巧の 取附 けによ つてが 動 資金を 巧ひ盡 
^ 巧 巧 金を 得る こと 困難なる が爲 めに、 新規のを 金 需要に お 4；. る 能力を 喪失した 巧 おにな つた。 
がな をが は】 九 S 1 年 十二月 六日に お 引# 化 (Diskont oom ちち ie A . 〇 ムみ 設立して 私を お 
引 ホ 合を なて する 手 お 貝 入巧關 たらしめ、 巧 じ 一九 S 二 年 二月 二十日の 大が巧 かを なて か 行 ホ W 
の爲め 一一 おお 千 萬 ラィ t スマ グク までをが々 に 支出し 石 fon を perd ろ、 且つ 四廷 までの 大》ゴ 
策 九 節を MM—C 巧 巧 一二で 
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ながを 貨舆 するな 能を 巧 科し、 同 二十 二日 じか 行 お 巧 S 大 W を發ま した。 今回の お 行 お 巧は 一方 
にがいて か行資 ホを 切が て •化 方 じがいて 巧 おからの 大巧ち 巧が 巧が とおを お 引裝行 じよるな 巧 
巧 ま 引を とを なて 巧资 金を 供が すると 去 ふ 方を を 採つ たので ある。 而 して 此 なお 巧 わか 巧した 巧 
行は、 ダ— ナ—卜 が 行 (口ち 3S を d ミ end Natio ミ Iban で、 ドレスデンな 巧 (Dr 泛 d ミ r 历 an ご、 コ 
ムメ グブ化 斤 (〇〇 ョ 3erz- C 日 ci privatbank )、 デ デ 巧 行 (Die De 己な cho 口 anil imd SSCO ミ ogese ぞ 
schaft) の 伯が 四乂巧 巧と •パ w メン皮 行 (Barmc ， 历 ank ミ n: 呈 、アド カ (Allgemeine Deutsche 
oredit-> ミを t) の 地方が 行 一 一巧と である。 解 巧の お果 •ダー ナ I 卜鉛 巧は ドレスデンが 行に* パ 
グ メソぷ 行は コムメ グヴが 巧に をれ ぐな 併せられて 、これず 二 巧は 消诚 した。 ホが がは 大巧 巧 
窥 券のを 附を 巧け、 闽 索の 巧證を 得、 闽み ホに おを 割引 お 巧のを 本參 化に よつて あ 巧を ぶが した 
ので あつて、 爾ホ ホが 巧に 巧ず ろ 阳を皮 ラィ ヒス バンクの 統制は 著しく 强 化された。 

貯金局 (sparkasse ろじ 巧して は、 一九 S 1 年 十月 六日の 大が烦 かを 化て これが 改 逝を 巧 ふこと 
とした。 これより 先き、 ブィ t ク パンクは 同年と 月 二十 二日と 一二 十日の 兩 巧に 一 借 お千电 百巧ブ 
Tt スマ グクの « な 3 E ながを なし， 又 巧 おの 引を 巧 括な 巧よ 6 五 巧まで 巧 巧を なめる こと、 した 


ので ホつ たが、 十月の みめに 巧 出 巧が 旣じ此 巧 巧に をした。 がな、 化 種を 巧 機 M を ホを する こと 
となつ たので ある。 み 阿の 改巡 はおな 巧に 巧 立の 法人が をみ 備せ しわる ことによ つて 地方 自が巧 
の 巧をから 之を々 巧し、 巧く してが 余 おに おして 化 方円 治 おが 干が し、 又は これを 利用す る こと 
をお絕 し、- 史に おじ 八月 お R をな て ライ ヒス V ンクよ 明せ る 所の 円巧胎 への 巧 巧を お々 中止 
して ライ ヒス バンクの 巧 出を を 巧を 支拂の 目的な かに 化 用す るみ 阿 避 せんとす ろな 旨を 徹 ほせし 
め、 を ホの ホ 勤れ に W する 條化 4 .巧 巧 じし •おみ： 5 と ライ ヒス パンクとの 巧を 一な あ 巧 G らしむ 
る こと、 したので ホろ。 卽 ちか 貯 ななは 其 化 おかを ホ 31 部々 を お聘中 かおに 巧 巧し、 お 巧 中央 
W は •化に をの 一部 かを 卜：か 巧 期た る 化が の 巧 逸 おが 中央 W に預 部し •最後に 巧 逸 おお 中央 姑は 巧 
記された ろ 流動 か ホの かく も 半が を ライ ヒス バンクへ 巧を として 巧 入ろ、 こと、 したので ある？ 
此方 法に よつ て ライ ヒス バンクは がな « に 巧す ろが 制 力 をら 巧が した。 

をな 恐が 後の 金な 巧 機の お 巧は 巧 家 及び 巧な あ 金 巧 引が 巧よ b がかみ 巧 ふること によつて 一應 
がを した。 これが 巧 一 の お 巧で ある。 巧 ー ホの 稱巧 にがけ るみ 诗 なお 巧 細に 對卞 るが 化额 をを . 
示す ると 左の 巧 b で ホる。 

第 九 節み MIR 画の gs I ミ 
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爾ネ爾 巧* 府のサ は 一九 一-一二 年 田 月 一日 9 ホ 

正な « 引鑛 巧の サは 一九 一ニ ニ 年 十二月 巧 現在 
•巧は* 巧 « まの 引受 


くの かく、 两 夕及ぴ ラィ t ス パンクの 化 巧を せた る 正を 巧 引な 巧が ホ 種を な 巧 M のを 巧の 巧 














めに 邑额 のが 巧を 巧へ たので ホ こから •これ 等のを 铅巧 佛に對 する 闻お ぶび ブイ ヒス パ ソクの 巧 
力の 巧 大した ことけ 當が である。 卽も此 あ 巧な 巧が 然 たる ほを の大お 行と おも 闲お义 はおを 割引 
を 巧のを 本 的 巧 助を をけ、 其ち おに 服す る こと^な つたので ある。 伯林 乂な 行中で をく 自由の 立 
巧に ある ホけ 巧に 伯林が 業# な 一行で ある。 而も か、 る自 山の 立み に. ある お 巧に 對 しても、 巧述 
の 通り じ •一九 S 一年 九月 十 一 H 巧が のが 巧 おおに W すろ 大統領々 にょつて お 巧 業な 査 をの 監査 
が ある ことは 勿論で ある。 かにみ 间のお 行 お 巧は 闻ぶ ホに ライ ヒス バンクの な 融巧制 力 お 热大强 
化する とかに‘ が 巧に 巧す る 巧 ホの 信が を 快 巧す ろぶ 巧を をす ろ もので あつた。 而 して ライ ヒス 
バンクは 化 じ劑引 ホな を 化て しては ホに まム をみ へた。 卽ち 一九 S 1 年 九月 二目 じ 八 ホに 引下げ 
たのを 十二月 十日に セ ホと し、 現 年 S 月 九 目 级巧整 巧と 共 じ 六 ホと し、 阿月 九日に 五 ホ 半、 四月 
廿 八日 じ 五来と した。 

第 十 節 信用 銀行の 巧 整理 

» 十 宙巧用 «せ5 巧*！ f 一二 九 
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信用 お 行は 恐憔 時の 庵な 施設と して 設立され たる 引な 巧 巧 お 巧が 諸 お 巧の 融通 キ おに 引受を な 
し •ラィ ヒス バンクの 巧 引を がを 巧へ たろ こと や •又 永 巧 的 施設と して 巧設 された る 割引み 化が を 
お 脚 巧の 流動 資金を 坡收し 公閲ホ 場に 出動して キ おの 巧 入を 行つ たこと や、- 史じ稱 a に 巧して ホ 
錫 巧が 夕 火の がかを 巧け たこと ずに ょつ て •巧 じ 活動を 閱始 すべ, rr 巧 巧と 化が とを 得た ので ホる。 
なろ に 化界め 恐がが 益 t 巧 刻 化し、 巧 逸の エお界 がを 不 がに 陷 b たるが 巧め •织 巧の エ柔 巧に 巧す 
ろ 巧 付 や、 阳 安は 不 ながを 巧 だに 巧 有し ホり、 化 儘に か 巧 すれば 煤 巧 巧 ホの 一大み 巧と なる 巧と な 
つた。 がな、 第ー ホの お 巧 後 巧に 四 ヶタに して 巧 二次の が一れ 解 巧 か 企てられ ろに まつた ので ホる 0 
第ニ ホの が 巧 お 巧は 巧 ー ホの をれ とを く 方法を 毋 にした。 卽ち今 问の婿 巧に がいて は、 別に 巧 
巧の 乾 巧 巧 W を 哉 立し •が 行の 不良化 權 ホ：： i 不を ホが 巧が を これに ぷ 波して ザ' 巧 ホを 巧 化する 方 
法が 遇 ばれた ので ホる。 おな の おおが 峨 は 一九 S 二 年 十二月 二十 S 日に 設立され た H 巧 倍 用が 巧 

をが (Die ゴ方 旨 gskasso f ミ gewsbliclle 巧 redit が巧ゴ Ika) と、 巧 逸な なな 巧ら eutsche 田 n 旨- 
zierungsilitut A.-G •なお D を 又は Fi ミ ごとが をれ で ホる。 て菜侣 用 巧 却 金 巧は 民法 上の 一巧 
合で ホつて、 巧 巧 化から 化 巧 お金 (Tilgungsfc 百复 をが 巧し、 エお 仰から 巧® お金 (0 ち stiefo 扫 を】 


を 巧 巧し、 化が 化を たなて なをが の 抑々 補 巧に 充てる。 而 してが 行は 其す 良 巧 權を额 巧が 化 じて 
をを がに お渡し 巧 巧 巧を 巧を がに おすろ 化樣 にが 料へ •斯 く- i てが 巧の エ莱じ おする 不を仿 巧が 
を 念 巧 じ 巧す ろぶ を 化 おに 巧 巧され る 巧で あろ。 なかが は满 巧を 巧け たる 不良が 巧を が々 じ 巧 巧 
する のでみ つて •共 化 劫が 念は 不 なが 槐を持 这ゎ鉛 巧が 持这额 にお じ 一ぶ の おな をな てが 込む の 
で ホる。 义巧 逸み お# 化は 巧 ホみ 化で ホつて、 巧 本 金を S 千篱 ラィヒ スマ グク とし、 巧 一千な マ 
グクは 年 五步祀 なのが 化 巧であつて、 巧 逸 冗 金 巧 引が 巧、 引を 化 證が巧 •巧 逸 工業化 ホな 巧 じが 
いて 之を 引を け •巧が の 二 千 巧 マ^クは 普通 巧であつて 巧 巧の 援助を 巧くべき 化 巧が 之を 引 巧け 
る。 株式が 込が は 阿々 の 一で あつて おがな 內に 解散すべき ものと をめ られて 居る。 巧# かの 巧が 
とする 所は が 巧が 工業 や 手工業の な ゅに 出 巧し、 或は 其が すを 巧 おすろ 等の 脚が にょつ て おを 甘 
しめたろ を ホを 謀を け、 之を が勒 化する にある。 が 巧から 巧 杯 かに 持込みた る 物 かの 對 巧は 持 & 
鎮巧の 常# かに 巧す るが 巧と なる ので あるが、 持 込が 巧の セ おお ホの 巧阁內 にがいて が 巧から を 
々かおに お 巧手 おを お出し、 をみ 化が それに 引 巧を なし、 巧 じ 引を 巧證お 巧が ま窜 をな して > こ 
れをラィヒ プパ ンクに持參して筑引を巧けなること^^をめられてあるから、 ぷ斤は化ホ法じょつ 
策 十 節な 用！！ が^ 冉 Ra 田 I 



第一章 一九 云 I 年の 含 M 巧 度 曰 こ 
て 巧を まを をが 動 化ず るを 料る ので ホる。 曾を おの 巧 主たる 巧 行は 此巧 をを 享 をす るので あるが、 
一行の 巧 出し 得る々 巧 證勞の 化 度は をを せへの 出を 巧の 十倍と し、 瓦つ 同一を 化の 巧 祭は 五 巧 巧 
ライヒ スマ グクを おゆる ことを 得 中と ぞ めて ホる。 尙ほ 巧巧屉 おを をを なに 讓 渡した るな 巧は 其 
谋渡價 みに 對 して 年 四 ホの 利息 又は 巧 益 おを を 巧 巧す るを おすろ。 

ほ 巧を がは ほ 法 上の 組合と して 成立し 巧 菜の ま 本 的參舆 をを けて ゐな いけれ どら、 前が 及び プ 
ロイ セン 州の 巧 別路 巧の 下に 當 かれた。 巧を 金 巧を せは 正を 割引 お 斤 •か 二 巧の 巧を をを 入れ、 
且つ 其 引 送け たろ 手形は ライ ヒス バンクに て 割引かれ るので あるから、 其を をが 巧 まにして •な 
査 巧には 巧閒級 巧代萊 ホが 巧 かに】 ぶ だけ かは り、 完 をに 巧 まの 巧 制に 化した。 

巧く の 如く お 巧の 氷結せ るを ホは づ Ika と D をの 二 巧 巧 巧 關に煞 渡して 之を を 巧す るを 得る 
のをが 開かれた から、 不良を をを 有する 鎮 行の 內でデ デ 銀行 や コムメ グプぷ 巧は 此巧 化を 利用し 
てを々 じ 整 巧の. なを 巧げ ろ 方法を 採つ だ。 巧る じ ダ— ナ—卜 を 巧を な 併した ドレスデン 巧 1 わの 不 
なを ホは これず 巧 斤よ b も あに 夕 巧であつた から、 化 特巧巧 期 じよろ がな 的なる おおを おけ、 な 
まに よる 巧を 巧を 巧つ たので ホる。 アド々 も ホた がまを 巧 巧した。 而 して デ デ织巧 も。 ムメ グブ 


鎮 行ら 一九 111 一一 一年 じ 入つて おに 巧資 にょる 巧 一ニ ホを 巧を 巧つ たので あつた。 

巧 逸 金な ホの 中 也 的み 力た る 信用 級 巧が 恐 化に 巧して ま 外に 化く 巧 巧を お 露せ し 巧な の 巧 本 的 
巧 因は 短 巧の 外 巧 ま 金を 長期の 巧を じ 面を せしめ じる 巧に 存す るので ホる から、 ブ> ユ| A ング 
內销 がな 行 巧を 制 おを 設けて な 行のを 業を 度 おする の擧に 出で たる こと •並 じ 巧 巧 W あ 巧 機 M を 
設けて お 行の 氷結 致を を 化 動 化すろ 方策を 煤り たる ことは かしてを を 得た ろ ものでは ない。 みれ 
ども 贵氣硏 巧 所の 調査に ょると 尙ほ百 八十 借の 一 紐 巧を 金が 長 巧に 固を されて 居る から、 其を 巧は 
をみ でないで あらぅ。 巧に をな 恐な を 激化せ しめたる がは 一つの 原因が あろ。， をれ にお 到す ると 
これ だけの 施設では まだ 倍 用 お 巧を 十 かがを に 巧 復 甘し わるに 足ろ とは 茄ひ おいので ある。 なに 
をな 恐 巧を お 化 甘 しめたろ 尙ほ 一つの 原因と ち ふは 化で もない。 自己を 本に 封す ろ 外來を 本の 巧 
大 なること これで ある。 自己を 本に 對 する 外來を 本の お 合は 巧 前の 一九二 一; が じめいて 平均 一 お 
四で ホつ たのが、 一九 S 1 がの 中 巧には 一封 十 おとな り、 其 後 不良を ホを 切が て、 巧 格 じが ほす 
れば 恐らく 一封 五十 とらなる であらぅ。 斯 かるが 態に ては 自己を 本は み 姑 $ おの 巧々 たろ が 巧の 
巧 能を お失せろ もので ホる。 自己を 本 じ おする か來を 本の 割合を 少ぐも 一巧 八 位の 程度に なます 

藥十 巧な 用讓 がの！ nl 二 


，一章 一九 一二 laK み Ji 巧 巧 两《 

るに 非 中ん ば 信用が 行の 巧 巧は 脆 巧で ある。 而も 巧 一ー ホぶ 巧 S ホの 椿 巧は この 巧に 手が 届いて 居 
ないで はない か。 尙 はが 巧資ホ S 化 動せ にを 目す ると 之 亦 未だ 十分 じ 改ま さる/' じ 至らず と 雨は 
なければ ならぬ。 巧 巧みが にょる あ 巧は 不 をが 巧を おお 上の 任を が 巧に 轉 みすろ だけで ホつて、 
化 動 化すろ 巧では なく •巧 逸み がみな じ お渡した る 有が 證 ホ だけが 手 お 化が じ巧改 され 何時 じて 
も ブィ ヒプ パンク じて 割引し なること、 なつた じあ ざない。 おに お 巧の 現み ザ 備が常 じる までな 
い。 中間 貸借 對 おおを 巧を すろ 級 巧の 現金が 動を (現み 有な と ブィ ヒス パンク 及が 化への 巧 ホみ 
巧 金の 合計】 が 一九二 一一 年末 じは 六. 七％ •一九二 五が ホ じ 四. 九 かで ホつた のが* 一九 一二 0 年 八月 
未に 僅に 一 •五％ じ 低下し •其が 巧 か 改まされ たけれ ども 一九 年 八月 末の をれ は 二％ である。 
巧く 巧 巧 だろ 現な 巧備を 有すろ が 行に 巧つて お 巧 ホ じ おする 多くの 貢 獻を巧 巧す る 能は ざるは 云 
ふょで もない。 則ち な 巧を 巧は 巧 はれたり と 雖ちザ カの 快 巧は 今後に 巧され たので ホる。 

な 用な 巧の脊 力 化 下 じな して 所謂な を お 巧 ( a ず ジ吉〇す Banks ) が 信用な 巧の 巧 巧 じ お 曲し ホ 
つたことは 注目に 隹 する。 巧 前に かいては 巧を 局 や 地方な 巧 (1、5 を sbanks ) は 巧 巧な な 業み を 
巧 どなは なかつ たが、 一九 S 二 年のを 巧 巧 ホを 見る と、 これ 等の み；® 機 M は 合 か 六十 おの 巧 巧 巧 



をを 有し、 短 巧を をの 供 おじ 參 典して 巧る。 巧 巧を 金の 供が じを 典す る おみを を 示す ろと 左の 通 
りで ホる。 


な ii « 巧 

な 用 《 を 

公 管 顏 巧 

R をち 


一九 1 一一 一年％ 
ょ一 
二 一 
置 
=1 


九 =1 二 年％ 
五 0 
一八 
一八 
一囚 


斯 くを をが 行 やおを 局が 短期を 融業 おに 進 巧した について はを おな 期 相互の 閒に巧 巧を ホ 中る 
けれども 信用 かおの 巧 動力の 化 下を がふに 役立つ ものと な 料る ので ホる。 

第 十一 節 ライ ヒス バンク 政策の 指導 精神 


一九 S 1 が 七月の 金融 恐 化な 来、 プリ ュ I ニン グ內閒 が 立 まし、 且つ 巧 巧せ し 諸 施設は がだ夕 
巧で あつた。 なには ラィ ヒス バンク か 巧に 曲 係 ホる もの だけを おげ たに あざない が、 それでも 尙 

» 十一® ラィ ヒス バンク 餐夕の 巧 巧 巧# n 五 



» 一韋 一九 I 二 一年の々 M 巧 巧’ ち ハ 
ほを 本 巧 避の 巧 止と を ひ、 かを のか 留 とを ひ、 物 巧 •貸 お. 利子の 强制 低下と 云 ひ、 おお 巧 M の 
な 替 とを ひ •ホは 其 乾 巧 改造と 云 ひ、 實に十 巧を 巧しても 尙ほ餘 り あるを 見る。 ライ t 义 バンク 
じ 脚 巧 ある 巧 巧は 勿論 グ ー タ ー 紀巧の 方寸 じょつて ホ おされた ので あらう が、 なまの な 巧 又は 目 
標 として 遷 ばれた る ものは 巧 t 何で あつたら うか。 をれ はを ふまで もな く 貨お制 巧の 推 持で ホる。 
貨巧 制度を お 持 せんがな めじな 巧が 巧を 赁行 したので ある。 貨お制 巧を 椎持 せんが 巧め じ おがみ 
をめ あ 度な 定 をが おした ので ホる。 お出 品の 生 ホ 巧を 化 下し、 外网ボ 巧に 於け る 巧を 巧 品の 巧爭 
力を 强大 ならしむ ろ 方 巧を 資巧 したの も、 乃ち お出の 巧 進 じょ b 巧 か 巧 權を巧 料して 巧 巧の おみ 
巧が を强 巧に せんとす る もので みつて •お 局、 貨巧 制度を 維持 甘ん が爲 めの 巧 巧で ある。 

ライ ヒス バンクの 巧みは 巧に 貨お 制度の が 持 だけでは ない。 がるに ブイ ヒス バンクを 巧は、 貨 
巧 か 巧のを めには 信用を 巧を 巧 巧 じ 供す る ことを もが 巧し なかつ た。 何 化が くまで 货お制 巧の 椎 
持を をお視 したので あるか。 

人ぶ は 化 問® じを へて を ふで あらう。 インフレ I シ •ンの ネき巧 巧を 有する 巧を 两 民は 貨お制 
巧い 推 持 4, 度 巧規廿 ざる 內说 •又は ライヒ ブ パンクが 巧の おを をを をし ないから であると。 が り、 


巧 巧 制 巧の 不安ぶ が 巧ら すかが 上 おが 上の 動 おは •何人 か內 牌を 飢 煤す とも、 將 V : 何人が ライヒ 
K バンクの お 巧 じな 化すと も •をら がる、 所で 本る。 併し •か、 る 事 おはな に 論 謀すべき 限りで 
ない。 

巧 お 制度の 推が を必 巧^す るが 巧に る 巧が 上の 巧 由を 考裝 ずろ と •其 第一は 巧な の 巧 お 制 おに 
巧す る 外 W の 信 巧を 巧. 货 にしなければ ならぬ ことで あつた。 長 额の賠 巧が 巧を 巧 ひ、 旦つ經 がが 
典の なかに 多额 G 外資を お 入 甘ろ 巧 逸に がいて、 巧が ホに ライ ヒス バンク お 局 ホが か 巧の 信 巧を 
宝 巧規 する のは 當が である。 • 

貨巧制 巧の 雄 持を 必巧 とする お# 上の 理由の 巧 二は、 巧 おい おかが 化を 化 下す る ことが 巧 巧の 
巧# じ 取つて 有酱 無な であると を ふ 事 かであつた。 巧 論 的に 云へ ば货 巧の がかが 値が 化 下 サばお 
入を 阻止し お出を 化 進す る 作用を 現は す。 巧れ ども. 货巧 的に なれば 巧辑 化が のを 上に がいて ぢみ 
は 巧つ てな おの 現を を呈 する。 卽ち內 W ではが 來 のな 巧 化 がをおを して 外 W なの 買 付を 急ぎ、 か 
W ではが 來 一思 化 ホに 臘 巧し 從 べきを 期待して 巧闲 品の 巧 かを 踪 巧す るので ある。 巧を では ホ 巧 
必龍 なを かめ お出 品の 巧 巧は 之を 外 W に 仰ぐ ので あるから •マ グク巧 巧が 化が すれば 生活 必 おお 

» 十 一節 ブイ ヒス バンク 致 策の 祐巧 « 神 H 屯 


» 一章 一九 I 二 一年？ 含 Ms 任 《 八 
の 巧を を 末して W 民の ホ 巧に 負 巧を 化 ふる 巧 ホ ホる のみなら や •巧 か ホに 巧衡貨 巧の jg 责 をが ひ 
輸巧 品の 巧 巧を 巧 か 甘し める ので ある。 

貨 巧. 仿 化の 巧ぶ を ホ おする ことは 巧 巧が 化 お W たろ 地な にがいて をが 不利を であり、 义两巧 的 
生 ホ ホた b 巧 巧ぶ たろ 地 化に がて 利益が 疑閒 である。 化 見解は 何人もを みに 教わる 所で あろから • 

巧に プリ ュ I ユング. グ—夕 I に 止まらず， ナチ スの 天下と なつても、 ッ トラ— 巧 統が在 巧を ホ 
のち 张を がて、 巧 お 制が 9 維持に 巧 かし、 シャートな 巧 ホた この 义 かを 果 守して 巧る ので ホる。 

化し 闲 巧のを： 一巧 まは 化 方 かが 巧 巧され ろ 限 b 解 おしないで あらぅ。 •なれ ども 化 巧の ホ 巧 W が 巧 
み 上に 巧 巧の 巧を お 脚す る や、 所期 おが マグク のが' 巧 化 引を 許し. お出 代金の 化# に 之を 化 用す 
る ことを をめ 下、 事. が 上 じ マグク 巧の お 外が がの 化 下がを 態 的 じ 生じて 居る のでみ るから •ブィ 
ヒス パンク 巧 巧の お 巧 巧が たろ お 制の 雄 持は 化 方 かょ b して 崩が したと 謂つて ょい* 化かが がを 
面め と；.* る や 巧 やは 化 ホの 化 目す ろ 所で あつて •あく 金プ "ック がが 逆した る 巧. 巧 逸の が 制を 
掉ち亦 じがる 危 まれた ので あつた。 而も 巧に な 巧 ホを 巧额 のな々 の 一 じ おぎざる お 巧 ザが を ホし . 
ながら 巧 制 雑 巧を 旧な する ラィ t ス バンクを 巧の タカは 多大で みる。 巧す るに 巧 进の貨 巧 制 巧 d 


巧 持され て 居る のでは なく、 ホ 巧に 巧 お 態に 轉巧 しつ、 あろので あろ。 ラィ ヒス バンク 巧 巧の 巧 
巧は お 局 化 新 おおの 貨巧制 おの 硏究じ 一を する 課で ある。 

ooe ; eis * oiuw »} uungs - undi < rf < li - politilcDeutsch _ sd ，『 liis &" l 920 bisFIU } 1 jah " l 932 . wur 2 bcl - gl 93 ^ ws . 
6 — こ. 

のこれ 等 二#! 八 外資は ちが 巧 H じみ® S 巧 巧を たしつ、 一九 年を* で « 巧し、 巧るな にみ 巧が を » された 0 - 
巧 巧 爪 巧 巧 「お 巧 巧ぶな じがけ る扣巧 大« 巧 S 巧 巧 及巧卞 のみ » 推 お」 (おが 》 を 第 十六 «) •巧 和 八 年 央巧巧 巧 お會巧 巧が ■ 

き 一ち ゾ 
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1933. S. 62. 

巧 06瓦呂- * •，〇 • S . 62. 

か 公共 wfs に 巧卞る WH * わからの « 出 にせでは ホ ー九 =1 二 年 四 巧に まつて 笛を がぶ をした。 これに «卡 る々 巧は 州々 ぴ 
4 ホ 白 お 请務 二は 五 千 巧 R . 2. であつて 巧め 期而 をーヶ 年と し 1« づつ のま » にて 巧 子は 年々 ホち 一。 

の I 八.^ |一 一年に 下な 巧 A S 弓 ミ marm から 巧を 化が 巧 おされで 巧る。 (Ob ち • orund&tzHch"," 2 ミ Dankre す rm. Die 
Betrieb ミ iltsnha ブ •ジブ rg * 1934 •古 •夕 2-) 

の を Chts 3 •ミ， Bunkwcsen •••これは 巧の ホを ぞも gen 芭夕 第ニ ホ 第 ホ 巧 五 セ々 巧 W 下に 教 ♦しで わる。 

巧 巧！ irte ミ skun ジ ei. Abf • 巧 5kw2cn- ZI * •な I. 

藥 十一な ラィヒ パンク A 策 S 巧 巧 « 神 W 九 


第 I 章 一九 =一1 年 s々al る 巧 SC 
W 不ま香 錫 行な 巧芭ホ はす S 蓋 夕行 S 8 S 田を 望.、 る も S でぁつ で •其 巧 曲は す 動産 惡 R せ •不 S 化 
巧谓參 « が 《 外によ «s 巧務を W 舉 して 曲を 3 れで おる 0 
川精ス A 本，* な々 » か！ Ml 第 田 ニ セ HAM。 

巧 <を N を n. oie L を 33 der を utschs prcissaku 是 sktion, CC 弓 •を J • す b. -933. 

2 zahn. aib . 沪 ド 

W Schc3pe5, WehkrUe end 『inll3PCHlik. Dcr を utsche Volkawir ク 6. ジヴ写 Nr •だ • 1932- 护 7 を W 夕のを 目を 
Defutionslui* end zotverordnu ち ■ Zcitschrift fu 『 B 泛 ri《bswirtshilft 2 •夕 1 さド S* 4. 

の •が^ « 巧お濟 について は績兒 . A ネ •巧 g を 第一-一 «巧 お 章に 巧 ホして わる。 «化《 巧* 屯 月 巧な 任に たける 
wfc 乂 の Ka ぶ 巧 干。 を ttIB 巧。 Me 古 in 巧 ！ ■■ Die groMc pnkenberein を ung, oic BanK ご 3 户 々 W Stolpe ク 
Banks ご aicruag - D レ uuch 。 VoHc ミ irt* 6. Jahrg • ミ • だ 等 參历。 
w Cnte 3 u を cn * ds Bsk ミ s ミ 193 ご • ジニ • ド 巧も • の • ま • I? 見 * お 本、 前 巧 巧 巧 w 六 w 巧。 

の VgL Me ミ ng* •• 产〇 * 

め vt. Ob 夕 orund ミ Nlich 2 Ncr ぞ曼 reform. Di •巧 ctri*b*wil:t ち huft 句 • ち 一写 1934- Heft 户 W ， グ Wandl ミ 巧 3 
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WAhrg. 1 さ 6i Heft 7- 
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餘お藥 


ヮ—グ マン r 恐がを 策の 中 削 媒吿」 

W ぶ einn- zwischenbilsz dcr KriaenpoHtilc, 田 ei-lin I ミ 5. 

太*に；^#大»*:*}|にして巧を女巧班巧巧をとして々名{^る 王ルンスト.ヮ|ゲマ ン巧十；か^;3{:る巧巧資な來五トザ閒じ巧い 
て ホ « 苗に 資 施された る景 一双な 巧 S 巧 巧' ザ 巧 巧 甘る も & で ホる。 其のを 口 五 章に み C れ •巧 一章 ダ 「巧 巧 巧 策 じがけ る试 なち 義 
i 自巧 ま！！」 卜 を し •巧 一一 章 r 「ホ： 巧 JR 巧 G なな 濟め 方法」 とし 》 さ|1 ち* 「租 aat ； 巧と 巧 W 調爸」 とし 》 巧 内 章た 「巧 巧 巧 巧 
の W お IMS 的 方法」 とし •巧 五 拿 t 「巧 巧な 巧と 巧 巧 M 巧」 とし •を 後に が錄 として •一 •ホが 凶- 3 思 巧 か 巧 一巧と •一一 •巧 十 
aa しついての* 一字 一 « とを 巧へ て 居る。 

第ー ザた る 「な 巧な 策に 《け ス巧巧 ホ ♦> .円 由 ホ義」 ( Alcli えき S end で ber 己 U 35 in を r W ミを をち 色 ざ ごは これち- 
B じみつ •« 一面： 2 巧 来の 巧 巧が 巧を 吟ホ ずる ことのる* を 明に して 巧る。 化 度い 巧 巧は ョ ，ロ ッパ謙 苗が S 十 年 » 巧 W 巧 始め 
て ミレた 程の 乂打擊 r が 《巧に 巧へ たも 3 でみ つち 卽ち 一を 完巧 If す 巧 2 W 己一を ミ 03 をから】 を r - n 夕誦) 
じ おる ち ♦け 四 年 陆じ失 菜 ホけ 年.}.. をぅて 巧 加し 》 巧 巧 巧译 けな-おおし、 化 巧の a 巧は を-が おし •其 化裤巧 巧の 巧が 面に 絕乂 
の#掘が琪はれた。 而も其；；：||たるやな6じ大じして，提巧巧はち力じて«生すろ能けざるに至>たるかがじ、 巧おか其カト加 
へて R 濟 W 0 かを。 » 事 巧 r 巧け 甘 y るを 巧ざる こと、 C つに 〇 斯くて 幾多 0 巧 巧 巧 策 か 貪 施された 0 で ホつて、 巧な 巧 一九 一一 一 
餘 ♦第ー ヴ I ゲマ y 「巧 皮 A 巧の 中 巧 顧吿」 五- 


露-章 I 九 I 二 I 年の 金 巧 五 二 
立年なホ«>|55^じホ氣化化5^ i :;^がらじなそ初めに Gf -ホる。化し两家--^.巧^ F 的じ景な ft 巧ゎ讀わ卞ること og 巧いぐや 
巧やじついて顯く共論が巧けれ來つた。巧ら《英巧じめいては巧巧>に巧する进3が*しく，ホ^にがて&ルー,スゲュルトの-- 
ュ！ デ 4» ルに 巧して 巧擊が 化 へられ •佈 w 巧に めいても 少 くも 其 信用 » 巧が 批巧 S 的と；，* り •田を じ 巧いても 無暗 巧 か JifnS 
奇 度 巧に 巧し す-ホ 巧 八 Ir ^ 巧つて ゐミ がち ！ le 濟 巧。 巧迎に 興 巧 ゎみ する 巧は •巧 固が 巧 透 ホに 巧して K 施 甘し 巧 巧の 方な 
と 巧 おと ゲ • 一 お， 化 約め い 下にが 中べき 化 巧 n 迫れる こと 餐 « 知す る* tl ぁる。 で- ••今は 化 巧 巧 巧か间 化ん 巧 ー ホ ■"巧み 
化した が，^ りで ホる から、々 日 U す 巧い 化 判 U 中な か 巧と 4 まふべき も G じあ ざ。 い。 され ど、 巧 巧い 巧め じ 巧を 巧 y 負 ひて 间 
復 2 を 込け。 き巧濟 部面 -r 巧 ざよ <» 金し たるま 3 わ S が 巧な で ホつ たこと 卜化 中閒か 巧に よつ て 巧 h 巧る G で ホる。 

ホじ巧二節じは巧巧じめけろ巧巧的自巧ホと巧しで-論でるのでホるが， 巧«じけみ巧な巧-^じ巧化せる衍读ホまとち巧ホまと 
じ i た 興へ、 わ 債 及び 巧 本 利子 じ 現 U " たるち 巧 班 巧の 理 なか 一と 置 01 IS - W ホの 十 年 乃 ま 六十 年で ホ > 短期 放の み をれ かれ 七 
年^るをホし、お巧巧のには巧巧上の自巧おが曲められるが* ち巧波曲は巧巧か；5力によつて勘かされて陌ることをを^けれピ 
なら 归〇而 しご 今 ホ。 巧 巧は » 巧の 自力 だけでは これ 含 巧 おし 巧べ'-〜；： > いから • #5 な 的 ホ 满巧 巧-いか 巧で ホ 4 とし、 巧* 5 極め 
"*る巧1|1!^3^巧》なが濟的方巧と巧ホ巧巧的方化とじみつてを执を示しておぇ な链巧的巧巧巧お策は* 1!テ フ レ I シ> ンホ巧 
の巧巧な货， 二， 價^:^上巧* 巧じ？^^£債がい引下げじよるもの、 |う巧を巧巧ち 巧、 巧巧おおホ-」巧悅向をの<§<?8で*\ 
团家 g 濟 的る 巧 巧 R 巧け •一 •を 共 0 巧 かゎ 巧 財して 巧 巧を 巧-る こと •二 •巿 巧が 制 •闲 おのま 巧に よつて ヵルテルを « 巧す 
る こと、 iir 其 化 S 家 巧 巧の 巧 曲の 巧叟货 みの 闲ホ巧 占 •巧け 巧 S 闭巧) で ホる" 

を 貴 にがては 恐 巧 巧 《いな 冉 《の 方を ゲ徐 巧して おぇな 巧 一節は 巧织化 巧と 巧 級なん ⑩ぞ巧 逸 •巧ち 化 ホな ホ 田の 呈团 
じついて 吟味し •巧に 米 因 W ュラ政 おの 生ま 能 ホ •勞働 者が 人 及び 田 巧！！ 頁 力に ぶげ 甘る aww じついて はれ 校 的 多くの 巧 S を拂 
ひ •更に さ W 準と 巧せ 輪 化と GM 保を 考 巧し T 居 ミ 第二 巧は 貨 K 偵な 引下 巧 r ， i 巧 場と 巧 となな « 化との 2$ じ 



がて なし、 巧一裙 けみ S 巧み 情 及び 巧々 巧み 巧み 巧ち 米の 巧 巧 A 斤に がける 巧 出 巧 > ♦巧 巧な > 巧务 巧々 巧の g 化を HOH して 
ななす るに 巧て、 ホる 0 

巧 三 章は 「巧 薑濟 括濟況 巧」 を* ミミ ミを を end Wirtichaf ミ.' ess ミ】 t . 巧し* 巧 一饰に 巧巧增 かの 轟が ち 巧 
巧 か 這し <卞* 窗 情を 路 巧し 若 r 節 じを、 け 所謂 I 巧け 诗則 J < ds をを 一 を" さを P ) か 出 づるレ 計つ てんる かを わと 云 ふ 素 
かじ 巧 かじ， R 巧の ま K がぶ るべ < 巧 じさ 甘 いやう じと ち ふ » 巧 U おじ おんで 巧つ たこと •巧に » 巧 ゥ巧馆 にょつて 肉 巧が が 
增 する-** 人の すを 扛 .短な 巧な SS 巧で 满 巧し •おじは 巧 W 夏む の危 占 方 巧が も 採 川す る じち -0 ことな どか® に 注べ、 を 一一 
節 じ 又つ て 巧ぶ W 政と ♦氣 との M 巧 r •こむ ホた， 商 巧に 巧いて 居る。 而し T 巧 w 節から が 近年に がける 租 なを サ努巧 巧の 
な 地 わ ^ 考巧 した も S で ホる。 曲ん 巧 四 節 U 「景氣 政 巧 折历巧 方た か 論じ、 巧： 立 怖 だ 巧を とのを 出 わ 脚け てゐ るが， 化 方 かを 
實現すろなめの巧推及び巧お制巧の閒迎を巧摄つて巧る。 *菊な巧的方かと云ふ巧0ものは>を共巧？^の化入もま化4共に*巧 
。なな じる 合 甘し め ，な つて 巧宋 g 巧 i な W 巧が 共 巧の «み ♦ぐる やう 面* する か 訊 ふ G ザ-ホる。 化 方れ ゎ 責现す K 毎め じは 巧 
巧と ま 化と 卜少ぐ も 一巧み ピ けにても 巧の 的 0 巧 巧 じあ； お 巧ず る。 おしを 巧 計 C をな 心 通じて 邱力性 如 巧々 甘し レる。 らば、 
サお 巧な じ 巧 じて 其れ 入- = ま 山 支 口 H め r ** な 地 M 巧'* 巧ん 卜 巧ろ！！ であえ® もサ氣 ir •おじて を 货バ么 4 .'引 ゲげ • 
巧宙 ，いち 巧は 么 t 引上げる 卜 ち ふ 方 巧み 煤る ので ホつて* か、 る ホ 巧を 租巧 巧* の 切 巧；。 30 ブ丢ミ 《 を" St さ ミ ミ ich ろ 
とお づけて ょいで ホ じう。 化 方 « け 巧み 结濟が 田 巧 持 巧 如 助 味す る 新調な おとして 巧； ので ホる か自 •租 おけが 巧»» の 一手 ほ 
じ 之.* 巧な する ことか 化 « る。 化 方かバ 々度 S 巧 巧 期に がて 洗 財 0 M 政 巧に 巧 山した るかた ろ。 巧 中 巧を 則 巧 おお 巧 ホな 的时を 
siw の 巧に 採用され たので ♦つて •化 根本が なから して i に 又れ られ たる 方 巧は 左 0 通 b 了 ホる。 1、 巧 巧 じ W すろ を aai 
#• ir «おわ<*>46じ巧すろ補化. 1う巧巧巧わゎホすス巧資巧に巧し巧ち没で円を。、二から二をの 】パ1セントにが巧甘しこ 
と、 四 • け y お 《たる こと •五. 家庭 百 人 じ » し 巧' Hnl 大 にす る こと •ろ 巧が 巧附 おな 巧が じ 巧す る 免 巧ち 失 巧者 

S0^ 7— ゲマ yFS 度 ft 策の 中 n« や」 さ二 


iU 章. 一 か II 二 年の 含 ！！ tWB 五 W 
扶助！！ 化の# な •八 •自を g ちに 巧して H 没を 宽大 じする こと， 九 •反 巧 方 巧を 巧 巧 じす さ；。 

巧 出 節 じが 論と して 巧备 へる A 0 け 没 お及びを 巧 巧 度^ 閒 狸で ホる。 を 者け 现 わ’ い 巧を い 巧 执ぉ人 巧 • si 巧*® wir 巧 S 
巧.！ 一巧む 五拍 にを パ 巧 かそ 】 00 としてみ 巧 0 巧' 氏が 占ゎる 巧 合 ぉたた おを* » 巧に がて 人我 か 比 巧 か 巧 下した 6 じ 反 
し •わ 巧い 巧し 巧 化 甘る を 巧 《て 巧る。 巧ち 一九ニ ー车と 一九二 九 年と を 比は てると* 人投 (で SSSI ミ uern) じ 一一 一ち 八 か 
ら sir 吉 パー セント じ 巧 下して 居る わ 巧 (夕 s _ ま 53) はーム ハ* おわ 互 一八： 五に 巧 巧し、 义巧 W 及び わけのを 巧に « すろ R 
巧 も » 巧 巧* ぶに ょ h 巧し く增 加した" 更にを 巧^ 田巧耗 巧の 影 Hr おる SS じは サ氣单 的 is * か'^ 租巧 ぉ々 巧す るの 要 ♦>、 
巧々拍をに^^^卞るめけ*い巧かザみ^'て、--||!巧巧(ロミ~"ミ"ミ3)、 巧々巧(0€も1ミ53】> 巧《巧；2ヴ3巴を85§3】 の己 
|5とすると*巧巧巧度び£^け巧下廿るじ反し* 8^>64^が二九，ニパ 1セ ントシた囚巧>とじ^^?サるを巧る。 巧るじ巧田をを 
ると、 其 田な U 所 巧投や W 々巧を 增 なし 巧る じ も 巧ら ス 生* 巧 及び 雲 巧は 巧 ドして 居る。 卽も祈 有 巧 •か 二八‘ 〇 い t 四 1 、 九 
パ， セント じがな サ るに 反し •な營 我は の 1， 六から 己一. ホ じ 巧 ドし、 § 巧 も ホた ご 10’ 四から 1 H ハ. 五 パー セントに 巧 下しに。 

R 巧 韋ょ巧 巧 巧 策の 用 ホ UK 巧 的 ホ 方 巧 (口^ Rsswi ュ sh を lichen Me を ods を r Icrissbesmp す ミ】 卜を やる じ ホて、 居 
る 0 

其お 1 面は失巧教巧ホとして最巧巧的：^る雲のおおじついて* 其お巧か.气 お巧^な巧とじ至つて卖ホ^の貪巧ゎ^^巧し、 
ホ ニ 班は 巧 家と ft おと 0 S について (な 間趙 •巧 も S 產 h 價路 い問趙 をを の閒 迎采冉 じついて) ■農** 補 ホの W 狸 
《英凶 じついて) 巧 自由の 閒挫 (巧を じついて】 •を お 泣つ て 居る。 を 二 節は 巧な 巧な 巧い 方法と 目的と 趣し、 新 巧 ま A 巧の 
方を • 巧 巧 度 巧 •巧 ま » 策と 巧 反 去 操 バランスが » ザら れて 居る 0 

《五 5 著ぶ い蹇 マホつ T ， 累 粗夕み舅 で- 埋し •其 空 節に 忍 舅 巧 S 家 塞 度，？ 饰运巧 SS 撞 とる 

•巧 一岳に BRSiB ザに 於け る ま 扭 ar « の 節に g 来の M な* 論じて 本； ir 終つ て 巧ち 巧 四 •第ぶ の二韋 及び 


阳 巧は 巧 ホ 巧 ホ じみ 化の 巧 曲に 巧いて 宵 施，- る 巧 ホ 的る 巧 巧 巧 V ® し* 之 ザ 化 w する 上 じがいて 夕照 する じちろ お！ 巧で ホ 
る 沉 つてょ い 〇 

要と •ヮ —ゲマ > 话 ±. い 新著に 巧が g 试 じ！ された る— の 巧 巧 巧な 共 寡# として、 巧 ザのを 两巧 巧！；： 巧 . V 萬 » し たもので 
♦るから* 巧 巧 巧 巧の 巧肤 ホに 棄 ：一 々拍 向を 觀が f る 上に 於いて 見津 ずべ かじざる 好 义獻で ホる。 化し 巧 論 的じヴ ー ゲ マシの 巧 S 
み. 巧 巧す る らピ •化 小 巧 じ もち 十の おながを t れて 巧ょぅ。 現じ 雄# 3 ミミ* 3 ミづ •田 己.】 至。 ジ > じ 巧 はれた ろ 本爵じ 巧す 
る 化 巧の 化き も 么卜巧 巧す る 一例で ホる。 化し 巧に して 巧を 巧に る » ぉ标 をと して ホけ 之で 巧 坊の济 巧 巧に 巧め たいので ♦る 0 
巧 j 巧な We ! ミ .i ミ；； h ち ミす • >ahiv 2 •た Hnft W じを 巧せ る P 3。 ゴ 3 bers。 G おで 0 C * ミ i ミ ive ? ち 3 を， K ミ. 
を も tur ミ Ihik Q 化さを か 甘て 一巧せば* る 巧が みいで ホ ぅ。 

な錄 第二 

リプター ス ハゥゼ ン「獨逸信用制がの改巡」 

H . Rhteraha 63* Der Neubs 么 CS を utshs 巧 reditsystess . 1932- 
《VCI-I 另 von 03 rg Stilk 夕 Berlin ) 

著 ホは 巧 巧 マラ y タブ ルト •アム •マ ィン 大學の 巧 職に み たじ 

ttK 第二 —ブタ I K 八ゥ乂 y 「巧みな 用 « 巧め 巧 あ」 お 五 


第一章 一九 II 二 年 C 々 M 巧な 五々 
cie す r 3 der \fcn を こ cscrheitsbstimmun 巧 
> 『 beit* 1081 gk た t cud Kapit 己 blldcs 甲 
>m IraKe 日 ach dA ョ Ncsammosbfcch- 

等 S 说も お出し •义 近く 
〇 さ ZACbvc dca cioctshes Icrediuyttemp 
至 ypolhnlcn 5 b» 31 cwete 3 * 

の一一を卜巧作した巧年學巧でホつて， 右3巧害の巧容や論巧からして療卞る巧巧淮1* 可^^ゎ巧卸力じ巧む人でホるらしい《 
巧 じ紀か 甘ん とする 一 奮は、 巧な 跑 じょつ て 1 巧ら る、 巧り 》 W をい な讯巧 度の ホを を 論じた もので ホつ て •其 巧 巧は 二な じ 
みた 巧 一部に めて 巧を な 用が 巧の か 拾わが 巧し •を 一巧 じがて 一れ がま 3 の# おわ 示して おる。 

ホづ巧 器と して 著者は ドクトル .プリ ユ ー こ ングの 言と、々 黄 研 巧 巧 t い パン プレブ トじ妃 が 甘る-巧 とお 引用して 巧る。 ブ a ユ 
» - I ングの言とは、 彼が 1 九1!1 一年十一 巧お日じ巧お甘しもので、 「なてのを的及び化め仍闲1:«は 1 口〜み<巧前3«巧<{^*1 
なる 巧 則 じな M し。 けれけ G ら S 」 とち ふ G で ホ h •又々 M 巧 巧い パンフ レ， 卜じ紀 巧 甘る 一巧とは*】 化 S 1 ザ 度 巧 己 « じ 
ホる •「巧 W が 度ぶ びな W お* の 巧 本 的ホ进 のみが W 巧 快 化への を ザ 巧 巧し 巧べ し」 > -訊ム I ので ホる。® も 巧け 巧 一^びな 用 
のが* を 巧 善し •ホ 巧の ホ！ 1« 曲がして g 前の 巧を i ぶ 巧巧拍 舟に 巧 H 甘し むる ことが、 巧を^ 肉 巧 持 巧卜巧 典す るのを。 b と 
.考 へて 巧 4 G で ホる 〇 され' •レ 著者が 目的と する 所は 化硏巧 じょつ て KW 及い 谢^ 制度 ホ 善に M する 1 0 の 巧た r •る W 巧に る 方を 
を 示さん とする じ ♦> •巧 i 其方を じる や、 「 ft じ 巧 まじ 於て*! 臉 され 》 今 日では を 却され て 居る やぅで A るが •巧 方を こそ 巧 
巧の累。すを巧わ巧«甘し*、 な»巧の百大^く力4-かがょ>«»し*麻巧；-|ち化において向曲じ事わみ巧サしめ》 致4^的 
巧* 的 S ただ 巧へ 雜 き 反 ■巧叟 巧 かじち 化す i じ 巧 立つ* で* る」 も (? が S —」 


巧】；！ たる 「巧を む w が g の咕 巧」 じがいて を 中る 所け 班 巧を が t 巧 巧への 巧# じがうて、 ffi な の 資け上 じか 何 G る 巧 巧 
が现 はれた か •又 巧 行 巧を の巧乂 •巧け 流動け. い 巧 化 •及び 巧む の 巧 巧が 5 何に るるべき かわ 巧 巧す ろに ある。 

を 否 じ る r 面る い怕制 KS 巧き にがいて は’ 巧 一に 巧い W が ホの 巧 槪ぶ化 巧 蓋 ミ 巧 二に 巧ち 巧 大巧け ま 店 か 巧 一 
して 大小 切手 巧 けみ 巧 化すべき を 提言し ••を 一一に 1 度の 巧 巧手 巧 y 示し •第 巧 じ お々 巧け 及 ヴな託 合な の伟務 を； 31 じ •巧 巧に 
ち 論と して 度の な W 肤と效 なわ 巧べ て 防る 0 

巧者 か 特に* 化する 巧は ライヒ KX y ク 6 巧 巧 巧 かすみ 抵帝 じして •おお 券 巧が-いみ 曲 巧 巧に- 0 巧 巧を 巧 かし •巧 かるみ 動 
» ホた S 巧す る ことわな て 寧々 中 巧 巧け の 巧 巧 G るか の化>觀 おまし •巧の 商 巧手 お-い sis じょる 巧 巧を » への 用 巧 かな • ea 
と：，； つ、 み* こと T ホつ て (な：!： お A )、 か、 K 巧肤わ 打 » するな めじ ライ ヒス バンクの W ' 巧 V 巧が する のを# おが ホして 居 
る。 度巧#滅の方巧として>を：^るぞ#共同齿卜结攻し(巧千)* 小切キお引わ化化ん巧卡)， ドレスデン度巧を巧な讲が度の 
中む に 面き、 V ナ—卜 巧れ を 巧を いてな を 巧け とし々 巧け の 岡 巧の 變 '之に 巧 没ず ご； 品け だが*) と 5 やうた な 見には 抬く 
ベ S 巧 4*れ ど i •义皮 >じ 化 上の 論に g ざた る やを 度 ザし わる。 ライ t スバ V ク (巧 巧少 Rw ずれげ 巧进 ^な闲 な— が 外 
巧への 巧 ■い* 巧 ホし •巧き じ 失する ♦巧 U 円 t 巧 下し •巧な 引 S 阳巧か Qvf のがし •失 巧閒猫 も ホた 巧 程* ミで 〇 ら W かずべ 
きけ (け^ 趴) 何人も 巧 レる 巧で A らう •化を かじを. ホタ .f 從數 き々 抑 y 巧みず る 小切キ 。ホ述 V 巧 巧ず る 曲な どな だ ホ 巧が ホ 

る f 军 ミ.^ 

なけの 林の 辨巧 ± ヘルマン • ミごヒ《口，を|\至533。2ミを)巧け本巧巧巧卜年卜巧じうして巧杆閒拽《ぞ1をミミ 
空 Mle ) G る 小 著 か 化した。 化 小 巧け！* をな W 獲 わ 5 巧 倩み-巧 巧し 巧で 上に « はる 季の 闲化卜 が « つて执 ミれ 小* を 併 甘て 
1 a すれけ リブ*— ス ハ々-* ン のな おおか 巧す るに 一層の 明るさを ホず で ホに う 0 

餘 二 —ブ *1* いゥ < y 「»» 巧 用 M » s お ホ」 五よ 



第二 章 s の nr わ 業に たける 修 《か靖 神 

第一 一葦 巧 逸の お 巧 業に あける 傅が 的 精神 

巧进の 近代化 行は 余が を ホ 「巧な 信用 化け 論」 じ 述べた るかく* 义 ァド グ 7 .クち I バ I か 巧 
が 「ち 巧 級 わ 比較 豁 一に 詳說サ る 通り •巧闲 の 巧み 法 巧と おる ま おなる 特色を 有し をれ ヵーが 
に 大陸 巧と げばる^ ので ホる。 其 大陸が 化 巧 制 巧の おお 的ぶ び お 念 的ぶ 巧を 巧究 し、 其な 誠から 
して 謀 制 皮 _」對 ずる 黨 S 雲を 抽出 甘ん，」 とを 試 わる ホが ホ*^。 7 ， ヴッ • V * グク •タタ 
ィナ ー ( Dr . FrUz 0. W を ミ 0 が をれ で ホる。 巧は あ 代 信用が 巧のを おが 肚 おちを ホた るず y • 

シ：の 思 程 ホぅ」 とを 見出し •琶 十九 若の 五 玉代 C 《て憲 想が 堇達 たる 透 西 

ょりも、 寧ろ 巧 逸 及び 中央な 洲の倚 用 制 巧に が# を 巧へ、 をれ が 引 巧いて 今日に 及んで 巧ろ こと 
を 逸め たので ホる。 化 巧に がいて はブ タィナ ー の說く 巧を な ぷ卞ろ こと、 する 

第一 節 サン •シモン ホ義 思想の 巧槪 


サン . シモ ン伯が十九世紀にがける教もお烈：：^るああぶの 一 乂でホり、 四十华にぶる化溯ホる 
おおを おを せる 大を 「十九 世紀 じ 於け る 巧を 的 巧 作 巧說」 ご ミ 3 <istion aujctravaux ちす ミ ifiques 
dc か 日 0 si か cle ) を 一八 0 と 年に を 策して、 歐洲 の稱肿 生活 •せみ 立な •ぶび 緒 濟制废 に煤大 
なる が 巧を 典へ たる ことは 云 ふまで もない。 而 してを 斤 菜の おぶ に 脚し 巧 ホ ホろ 息 見を 發ホ せし 
致 みのものは 一八 一八 年に 巧 化されし 「ホ 業 論」 ( L * Indus ミ e ) の 巧 二を であろ。 化 海の おがす 
る趙 能は、 「おて がを 策 じょつて •なて がま 巧の 爲 めに」 ( To ミ pa ， IMndustri タミ ミ po ミ 己一 C ) 
と 云 ふので みつて •能く 其 內をお 特色 づけた 言葉で ある。 一八 ー セ 年から 一八 二 お 年に まる 巧に 
パン フン ヴトの お 態を なて 「ホ 業 制度 謀」 が巧衛 して 刊行され たので あるが、 じ おの 大 銀行た ぶ 
ラ フィ， 卜 及び テグ ノ ー が 化 巧 じ 巧ぶ し’ サン •シモンを 巧 巧した ので あつた。 

上ぷ する ホ 業 制 庇 論の 最巧篇 は 一八 二 五 年に 巧 行され、 「义 巧、 巧 巧 及を 業に W すろ 患な」 (〇 を- 
を on こミ马 air 泛 ，巧 hil 泛名至 ques et in を S をを 泛) と 題した。 本 巧の 巧が U サン •シモンが 斑が と 
する 人 おな# を 現 化するな めに 現 かなを 如何に 改 逆すべき かを 述べて おる。 がち 化のを おは 斯ぅ 
である。 巧 かがは お惰 乂を驅 巧して 巧 術 ホ 巧を W みとな し、 此巧脚 ホ 巧 ホを 分つて ホ お 乂> 巧 お • 

巧 ♦ y . シ * y ホ義巧 巧の « ホ 五 九 
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教 術を の S 巧と する。 化しを お 並に 藝 あまは ホ 業 人の が 在に ょつて 生活す る もので ホる から > S 
巧 化の 內でま 業 人が 中、 む 勢力を 占める。 而 して ホ 業 人 巧な は 物な 巧 造を •摧 巧、 両人に みれ るの 
で ホる (巧が 供が ホと 巧 衡需お ホとの 巧の お 別は サン •シモンの 巧には 未だな されて ゐ なかつ た) 
これ 等 S 巧のを ホ ホ 巧れ のが 自は 自己のを みの 巧 巧を 守り、 一巧な 等なる 一 艦 的ぶ つか M 的の 行 
爲 について は、 彼等の 上位 おが ホが 奋せ して、' 其 ま 行を 統辖卞 る。 化 お 巧 ホは 卽 ちが 巧を でぁ 
つて •化 行 家は 實に巧 業 おな のま 晚ホ でぁる。 

サン. シモンの 巧 巧は 一八 二 五 年が がを そつて 後 も •其 思 おを 現を におな 甘し めんと々 めた。 
而 して 化 巧 力は ホ 巧に ホ 業組话 及び 信用 組な のな 造の 阿 巧 じ 向けられ たので ホる。 化の 巧 向は み 
じ 一八 二 六 年に サン •シモン 巧 巧 じょつて 妍刊 されし 雑を 「坐 ホ ホ」 (穿 oduc す U こに めて 明のに 
ぅかく はれる。 其を 時 サン. シモン ホ 巧は 「不動 ホ 巧を お 行」 (0 もを e 宙 ypothecaire ) の 頭 化た 
る 口 I ドリ I グ ( D .》 を rigu 泛) を中ム として 一围 おを 作り、 なな 行內じ 巧# して 巧 巧 討 巧を 化 
して 居つた。 化"-- ドリ— グと云 ふ 人は ユダャ 系の 金 貸 お ホの 一 ま 巧から 巧ゥ 、巧 引 巧 じがて をを 
を 造つ たので ホつて、 同联 巧の 人々 を 引き 乂れて サン •シモン のぶおに 共 巧 甘し めた。 かち 其 あ 



Eu を ミ • 其 從义 ホた る 田 mile Pereire と Isaac Pereire • をれ から oustavo cTEich を al. oh ち les 
DC ミろ 夕田 百で ntiri ずが をれ である。 

一八 二八 年に 其を 時 中む 人物たり し nl ド， I グ 、アンファンタン 、パ ザー 作 等は サン. シモン 
學說 の 講義 巧を 巧設 する の 企 於 立て、 パ ザ I グを 謀が じ 任じ 「不 のま 巧を が 巧」 を講 まとし、 一 
八 so 年の みめまで 化 巧で 關講 したので あつたが、 夕 おのな 講 ホを 得 •従つて お、 か；^ ろ特閒 ホを 
見出しに •其 巧 化 用せ し 講義 おは 「サン •シモン ホ第說 明」 田ち OS 吉 03 を la Doctri ミを int - 
留日 onienne ) と 擅して 巧 則され てあつて' サン •シモンち おの 巧學的 方が ぉ說 明せ る ホ 要 薄で あ 
る。 な 行の 組 巧に 期す る此ホ 菜の 思想は 巧 セ 阿の 謀を おにぶ ベら れて ほり、 其趙 目を 「化 ホの 化 
制 •化 行 3 化话 」 constitution d こ a 巧 ropH かを organi ミ ion des Isanqu 法) として 刊 巧され た 0 
化# は サン. シモン ホ お ホが 共當 時の 大 ホに 對し > 化 テ ー マに つき 云 はんと ホす ろ 巧を 玻も ょく 
說 巧し、 をして 現代化 おモ 菜の 先 お ホ 速が お珠 的なる せみ ホを 的 ィデ ォ C VI から 出を して、 お 
巧 菜の 巧 お 戍を化 進せ しめたる 一巧の 思が が 巧が に巧述 されて ある。 

■サン •シモンの かおに つき パ ザ ー ^ の說述 する 所に おへ ば、 なに おすろ 唯一の 巧が •卽ち ホ ホ 

サン . シモ》 ホ « 思 巧の gw 六 I 
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を か (instrumen なをす avail ) じ 巧す る處 々植 とは •生 巧を かぉ 適 営 じ 化 用す る 能力を 甜 ふので 
みる。 ホ乂が日己の能力に應じてホホ巧力を巧用サんとな甘ば‘ 現巧のかな化巧を改进し^^けれ. 
ばなら ない。 現せの か# 制な をが 用の 巧 おかた おおす ると、 地 まと 資本 菜と がを ホ贵 かの 巧が ホ 
(を positair 在) で ホつ て、 彼等は 其を かみ 巧 化 ホに みおす る 巧 目を が當 して 居る。 併し 彼等は 其 
巧が の 巧 巧 じす おがで ホる。 化 等は か、 る 逆 巧に 生れが ちた だけで が 化かを 巧つ て 巧り、 をして 
彼等め 外 じ 立てる 巧 化 ホに 贵 化を 供給す ろので ぁるから、 彼ず が 巧みの 巧 巧に す お 練 ド* るは 寧ろ 
巧が で ホる。 ホ產 をして 完全なる 稻 度に 到らし めんが 巧め じは 三简 S な 件を 充た さなければ なら 
ない。 其が 件の 一は 化 ホを 化 (1 さ in ミ usents を ミミち を をれ の 巧 所と をれ の ホ 策 部 
巧との 龍 巧 じ應 じて K 巧す る こと、 が 二は ホ ホを 化を ホ 人の 能力の 巧が じ 従つて 配分し •なて を 
もち 能の 手 じ 之を 巧用サ しむろ こと、 其 S はま 業に が 事す ろ ホが 自己の 部 巧 じつき 何等 生ま 不足 
又は ホ產 4 がを 恐る^ こと K き やぅ 生まを かがす 5 ことで ホる。 現を のな々 がが々 あ 巧の 巧 ホ じ 
巧 ふは、 產荣主 巧 ホで ミで を ご 口を ミ 定の进 揉を 俏 がの 出 巧が じを ぬるからで ホる。 

これに 反ん サン. シモン ホ義 のが 來の巧 か# じがて は 一つの 巧を 的 化 巧 じょつて 勞« のか 織 じ 


す ザな からしめ る。 がかみ 的 施設け 生ホ資 巧を 所 巧し、 ホが の ホ ホを 指が し、 且つす 巧を 設けて 
ホ 地と 建 巧た 巧ち* ホ ホ 業 部 巧と 連 かを 揉り •尙 ほんての 巧衝ホ ともおぶ 。がくして ホ ホを 巧擇 
し、 なて ホ ホと 巧 巧と を 巧 巧 甘し める ので ホる。 此巧み 的 化設に 於て は ホ ホを 巧を 巧 も 適を；^ る 
巧 か ホ じ (aux imlustriels 一空ら ち 2 ) おり かけろ こと なる ので あ 4 が' 現代は 巧る 巧 巧の 化か 
ら 未だ 遠く 姑け 離れて 巧つ て、 只が 行 策 だけが 化 方面に 巧し く 進 ホし 巧つ たのを 歲め 得る ので あ 
る。 「斯業の が ホは 巧 かじを がに 封す る 巧 一歩 であろ」 (La or を ticm de ミ す industrioost rtvidement 
un pre 吕穿 pas vers I _ or < lre)o 

巧し 今日み るが 化き か 行 おはす ン .シモンち 巧の 巧 あとす ろ ホ 策 ホ腳 ホに かを する ものでは な 
い。 現を のな 行 おはを 本を 巧 有する ホと‘ 資本 お ホ ホに 化 用 甘ん とする ホとの 巧を 仲 かすろ にあ 
ぎ；： 5 いもので ホる。 巧 等は 利己的 直つ 《巧め 利益を なて 巧 巧され、 巧を の おが ホと 供が ホとの 巧 
々5 一から 巧れ する の货じ 巧る。 彼等は 义巧 出を なすに をつて •巧 巧 的 化 證をお 至し、 借 ホの 能力を 
一一巧 する ので ホる。 之と 巧り サン •シモン 制度の 下に ホゥて は. 現を のか 巧に 代つ て 巧み 施設が 
巧 巧す るので ホる。 化 社# 化 巧は 現 おのか 巧を 化 中して 一つの 乂が巧 制 おの お 態を 俯へ る。 而し 

■Iff ♦ y •シモン ホ « がぶ 5«槪 大互 
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て 化 大化行 制 皮で ys 要ョ〇 的を 瓜 ral des す nques ) の 尖端に ぶつ ものは 中央 织行 であつて、 これが 
物货 ホに がける をが の 地 化を みめ (『み 『を 3な ミ le ち uvcrnem 呂 "を ミ ー-ミを 0 ma 策 neiy 闲民 
的 生 ホのを がを 化 進し、 巧がず ろので ホる。 卽ち 中央な 巧の 下に 凡ての 生 ホ 巧 巧を 兑 典し‘ をし 
てな なけから 其 お 巧を かがず る。 化 中み 化 斤は 其 化 おを あ 巧す るな めに、 補助が 巧を ホ 菜の ホ 巧 
化 おに 質く が、 併しが 補助 化 巧は ホ 菜の ホ 巧 部門 じめ ける 地 ホ 的 化 化に 袖 はれ ざるら ので ある。 
巧くて 中央 化 行な まと、 ホを 資 化と、 巧衡モ 段との をが' 卽も今 U が 人の 化 ホを 巧戍 する もの^ 
を 巧を 巧ろ ので ある。 

第二 節 十九 世紀な 來の 銀行業 態と サン. 

シモンち 義 思想の 浸潤 

..上ぶ すろ 巧が サン •シ ホ 巧 ああの 巧 おで あろが、 斯る思 あのを 装され た 巧から 後、 化 巧 菜 
は 巧 巧 上 化 何 G る 態 巧を 現は し ホつ たかは ホに 說 かんとす る 所で ホる。 十九 世紀の 前半は 化 人な 



斤 まの 時代で ホろ。 ホ おなる" スチ ャィ グド染 は ナポレォン 戰 巧の お 化の 內 からが がし. 巧 巧ら 
^^洲ホおがホにはお卞の化乂か一わみが巧おをおつて巧つた。 其巧巧にがけるが巧おはあホにがて 
ロン バ八ド 人の-柏 梓 策 ホが なせし 所を を與 したので みつて、 まとして 円 己 資金を がて 兩 お及びを 
をの 化が にお じた。 而 して 僞用莱 稼に W しては 俩人 めに 取引を 閒 くこと •かかん ど 例外的で あつて、 
主た ろ供总 化は 闲 ぶで ホつ たので ある。 闽 みけ 答て は 凡ての 大が 巧なる 經濟 めか 巧の 出 發撕た ゎ、 
がつてんての 民が のか 橡化引 中の みを 巧 巧 おた ホ 巧 お瞄 であつ たから •化が ぶを なて、 ホら 
ゆる 目的 じか： 巫：：^ るを をを 供が する 化を じな まとした。 戰巧 やの 化 9 鉛が じ おし •ぶは 盛 化に 巧 
し、 がた 武人の おが ホを 滿す について ちが 人が 行み が 巧を のが 給 ホであつた ので ある。 州み はぶ 
巧ち 義 め 化が から 出 巧して •ホ 巧の か 策 •巧に が述業 やが 进 おの 投 かに 力を入れ たので ホる が、. 
をれ ずに 巧す るを を 巧 速に つき 何等の 闻 難を も 巧 じなかつた。 かわぶ は •かかが 巧 巧な 收權 ゎが 
し冉巧 とじ 化が する がれ じ、 巧 金 S 元利 かじ 十分に 化證 されて 巧る ことを 信じ、 をんで 闲 おの 資 
なぶ 巧に おじた。 されば みがの 闲 化は •ょし 其 市 巧に 巧 動の 牛 やる を をれ ない にしても、 說外 W 
のな 引 巧 化 引に 上 巧され、 闲巧 的の 巧 巧ぶ におし 倍 W げきむ 巧 物 ホで ホ ゎ、 义お巧 物 かで も あり • 

Kll » 十九 かお W 來 の 巧 わ ま 巧と サン ■シモン ホ 巧ぶ 巧 S 巧 巧 ホ-五 
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巧 冬 話 《ホ 蓋 行ぶ は惹总 先た る 闲ぉ に 資金を 供が する 一」？. がに 援^ S 方法に 化つ 
たので ホる。 な 之’ お 巧の ホホ莱 におして は 化な 時の がが ぶは 何等の W 巧を ホせ 中して •車ろ 巧 
々な 用に を 化を 供が した。 かがの 巧 人、 が 浪の巧 ホ •を ホぶ のか 結 人 巧が 化 •わぶ のがが 息 化で ホ 
つた。 されば ホ ホ 菜を 企てん と 巧す る 人は、 扫己所 ホのを をを 化 用ず るか、 がら やん ばぶ 人 巧の 
巧 おこす がらなければ ならな かつた ので ある。 斯る巧 態 ^ サン •シモン ホを ホの 化 邦す るかく、 
ホ ホ 菜を してな かに 资 ホと 能力と を ホ 俯せる 人々 の 巧に のみ 巧が せし わろ に逊 ざず して. 巧た じ 
巧 典すべき 方を は 巧され てあつた。 W お經 W 上の 資本力を 巧が せる が 水 化と 活動力み る 水が との 
两に 未だ 何ず の述 がが 開かれて ない が 態で あつたと 部へ やぅ。 

十九 世紀の 前半に がける 化 巧を •典が が お 態から おる と、 ホの 通ゎに が 別す るを がる。 共よ 端 
じ 立つ ホは# ホ 化 行で ホつて、 大小が かの 阴じも 之が 設立され、 而も それが 化げ 代に 於け る 巧き 
巧 論 的硏 おの 目 巧と •ボお 巧を が 巧と して 巧が お •行に W ずろ な 制^-か 案され た。 化發 かか 巧 
はキ おに 巧し 化 巧が を發 がすろ 巧ら、 かは 支 拂仲か 化に あ 則 策な にがす ろ お干の 業が を 化が ふけ 
れ ども、 ホし をれ のが 力を なて がか ホの 化 進 じかつて 巧棋 的に 荣 b 出す ことは なかつ た。 


ホは 小が 巧なる 不動 ホ 巧 巧み 稱 巧！！ でぁつて* これが 化 所 彼 所に がせし. 巧 巧の 巧が ホ 巧 じ お 
し 化 ホ 的に W 化された る 巧 脚に 於て、 かが W 化が を 巧した。 巧 他には 後に 卽述 すろ 所の 俩乂か 
行 まが' お干の 例外的 現み を 除いては •活動の かがを みめて 巧つた。 俩 人が 巧 おとを ふは" スチ 
ャィグ ド 家並に が觀巧 ホで ホろ。 俩人か 巧みの 巧ら じは みかの みかが だが ぁつて. 歐洲 2 おでの 
がぶ にがて 相 巧 S 化が を ホした が、 これは みろ 例外的 現条に 巧す る もので ホる。 併し 化 例外的 现 
み ゎ 巧て かが かみは 义陡的 かがの が ホに がけろ 巧 速 3 巧 芽と あむので ぁ^。 化が の もの、 中で か 
も顯お4;^るは揭巧プ " ィ セ ブ の 「お化おホな化」 ( seehamlFng ^- sociest ) とがす ろかがでぁる〇 
此が 巧は 十九 世紀の が 半 じがて かせす るが 巧が エ 策み 融 について 不+ かじ b しか 的を 充 さんが 巧 
じ 生れた ので ホつた。 化しが 巧 ホは 化 ホ 曲の がをぉ かせ ざ b しが 化に •巧みを 时化廿 しめ 、ぷに- 
一八 お 〇 ザな ホ エ莱余 おに W すろ 讯 動を 乂 に 制 化 甘 ざろ をが ざろ にち つた。 ホに 巧ぐ ベ ものは、 
一八 ニニ ザフ リユ ッ七少 にがりし 「 W 比エお 拔 がみ か」 (soci ミ- 〇产 豪 ral ミミ favori ミ ご ndustrie 
rationale) とおす るが がで ホろ。 巧 巧は 巧贿王 御の ネ巧闽 をな てな おがが とし、 闲 でと 取引 脚 ホ 
を おび、 大に 里： ホなる 巧 割を が 巧した。 巧 S 化に ホる ものけ が化紀 のが 午 期 ぶじ 巧 逸の キ 3 グン 
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累二章 の但わ 業に 巧け る簿な 的靖神 六 八 
じ雨設 されし 「シャ ー フ バゥ •セン か 巧が 合」 ( A - Schaa き auscnsclle， 田 ank ミ rein) である。. 化か 
行は 村 地に がける ホき お 人 かが アグラ パム •シャ I フ バゥ ゼンの 事莱 をが 巧と して 巧り しもので 
あつて、 巧ら 巧 引ち 巧と n をが 引 じ附隨 すろ おな 菜 巧と をれ なつた。 

斯 かるが 態に ありし 大陸み 行 震に 巧し サン. シモン ホを ホが 巧 ふるが 沖は ホ 巧に 化 上の 化 日を‘ 
おき、 な々 共 巧 ホを 增 した。 ナポレォン 巧 爭のお まがが 利に 時し、 お洲 到ろ おにが 姑な が 現 化す 
るに つれ •現 かの お# か 巧 度び な 行が 巧の 不備が ホし くぶ ザら る、 じ まつた ので あろ。 な 十が 閒 
は巧船と巧がの時化でホつて、 化巧發剛を巧^^界の登おに利用甘んとすろ偽大なる巧力が到るお 
におぇた。 而 して 新時代の 巧 本的带 要に 應 やる 巧 一の 方 化は 株式 制 巧で あり、 株式 制 化の 巧 及が 
疑イ なく サン •シモ V 主義ぶ あの 巧が を 浸 巧せ しむる 巧 化で ホつた。 ホぶ かかの 化設 U 好に 巧 時 
じがけ る お 人のを 本 巧 力に 巧し 一つの 巧が タカを お 巧せ しわる：* > ので-か 能の か 策み はこれ じょ 
つてな が 的 大事 菜を 速 化しが ベく、 村げ におを を 持つ ホは 之に おなして 事 莱に巧 かすろ たがる。 
おして 此巧式 制 化の ホ 及 じ 巧り、 大鉛 行と 巧 も々 論 其 岡 巧 資本金の みでは 諸み 化の かを 速ぶ に 十 
々でない から、 化 ホ 巧 式み 化の 檐 M として •を ホの これ じ 巧を すろ を 仲 かしが かする こと S だつ 


た。 化 事は 特に n スナ ャィグ ドを が喊洲 にめ ける か 道 事業の 巧 巧に 關输 して 斯く あぶと なつた の 
に 巧しても 明かで みる。 

化 時代は サン. シモン 巧 波の お 行 思 おを 赁 巧す るに 適 巧の が 巧で みつた。 其げ 現け な 巧 おのな 
力 G ろ 信を にる ペレ I ^ ぶ 巧に よつてを 巧され たので ある。 ペレ ー グ兄 ホけ ボグ ドー 於 おして、 
じ 里 じ 巧り. 〇スナ ャィグ ドを じ おはれた。 併し このが 職は 化ず 兩 おが サン •シモンを 波の お烈 
なろ 信 ホと なり、 がを 說 のを 設 にを 巧す る 上 じがず の 巧 砕ではなかつた。 此巧 波の 巧お說 度び 信 
用說 お、 講 巧に よゎ、 且つ 父 一八 1111 がの 「地 巧」 (G10 す) •試 上に 連が 論文と して •、お 閒 したる 
はなに ィサ I ク •ペレ I グ であつ たので ホる。 

* サン •シモン 巧 波の 人 速は を敎 的が ホ 的 協 M おの 一つの 巧みと して、 巧ら に 胳大； ^ る 巧 お 鄉メ. 
♦•1 グ モンタンを 作つ たが、 一八 S 一一が に巧綻 した。 化 破な じよつて ペレ I グ兄 ホは 貨防界 に ホ 
.〇 出す かふを 巧め、 にお サン •ダ i ン 巧の 续 道を 設じ期 係した ので あつたが、 がが 媒 から、 ロス 
ナャィ 4 .ドみ を まつて 巧 立に てが おな 铺を 閒始 した。 化し 化 巧は サン. シモン ホ 巧 ホを 巧 菜て た 
のでは なく •化が として 巧ぶ との 聯 巧を おつた ので ある。 

度 一一 » 十九 巧 紀« ホ s « わ 美 巧と ヤン シモン ホ ♦巧 巧の 巧 « 六 九 


第二 車 の* 巧雖に 巧け る娜巧 的靖神 お 0 
二月を 命は 巧び サン •シモン 主を 的 運動を 巧を 甘し め •ホき 信を 速が が 方面から を 集した。 な 
中 ァンプ ァン タンず は 一八 巧 八 年 十一 巧を なて r 信用」 (ro or を it ) と 擅す る一雜 なを 巧刊 して、 
なを 事業 •巧に 续 道の 建設と、 信用 化 巧の お備 とを 化した。 而 して これず 謙 計 まの お干は ナポ レ 
ォン S 世に よつて 貸 現された ので ホる。 ナポ ン ォン S 世は かくと も 或 期 巧に 互 〇 サン. シモン 主 
まの あが 的が かを 有した ので あつて (we 岂， L - EC 010 wail 一で Si 30 nis ミ， P . だ 9)、 夙にな 巧を 常時 
からか 道ぶ び 道 おのを 設じ 着手して 居つた。 义 年を 巧みの 借 巧は あ ホ 七 およで 失 化に 巧した のを 
ピゾ I 大巧 卿に よつ てを 巧され たので あゎ、 而もを の ピノ I が ホき サン •シモンち 寒 おで ホる。 
其化大規巧；：？る公を造物のを設はホ1ス マ ンのを手甘し巧なれども， をれよりも十な年な前じサ 
ン •シモンち 寒 ホの 立 おせし ものが がぐ 货現 された のじ 外なら ない。 かほ 一八 五 五 年の 巧 巧みは 
巧け 代の 待が におす るぶ 仰を 强 からしめ た。 巧くて ホ 策ぶ びかな の 巧 巧に がける 巧 ホ 巧の おて は 
大 に一肢 のは 息を おき、 < ナンの かきは 之を なて を 術 並 じ 詩 ホの 巧を なりと 鼓め たおの 狀態 であ 
る。 巧る 時代と 巧る 氧 分との 間 じがて ペレ ー グ兄 ホは サン. シモンぶ おの. 巧 現に 従事し、 巧 ホな 
巧た る クレディ •モ ー ビブ ユー のが 玫を 企てた ので あつた。 


クー デイ. モ— ピリで一 のが 巧は 巧 谷の ぷ がの 巧に が 一を 加へ る もので ない ことが 巧 巧 甘ら れ 
たのであつて •「みけが 行ぶ に ホず」 ( J0 ミ 》 ui » pa " す nq も er ) とブミ I グ .ペン J グ がを にを 
つた。 ぺ ： i — グ义 おのが ぶゼ ろが 巧は をく サン. シモン ホを 的 かを の 巧が にがいて 一つの 中ム巧 
所た らんと す るら ので あり、 此 中む 巧 巧に 闲 はの 拍 ての 资本 をを 化し、 此中ム お 所から 巧 ほお W 
の 巧々 なる 述 神に々 化せん とすろ ので々 つた。 クン デイ. モ I ビブぶ I は 一つの お 巧 制度の 化が 
に 立ち、 クン デイ. フォン シ H I をの-巧 附巧 付な 行と し、 クこ アイ •ミユ ー ナユょ グを小 ホを お 
ホへの 巧 か 局と する のでみ る。 

ペレ— グ兩 人は 巧に 巧 お* グ說 ，、に 止々 や •自らを お 業な に 四々 の 一世紀 じ 互つて 従事せ し 巧 巧 
をな 巧と して 巧が の. な 現じ 邁進し にので あつた。 彼ず はか 府 あ 巧の 喊 なを 巧つて お 行の 巧 巧を 
巧 固 じし •なて n スチャ イグド おに おがず る W 力を 作"、 义 なおの 货策 ぶを 券 お 人 じ 網 おして 級 
行の倚用を萬め. 巧ホ. 闲巧的巧巧の巧闽を大：：^らしめんとしじ。 创立シンデヶ—卜じ列甘ろお 
巧には じ おの お 巧ぶ じる 口. L. Fou 立 巧び Fou 乙 0 ミ enfieim ホに ツ 1已ーミ Fr か res & 00. が ホ 
b 、 外闲侧 がらは* 3 グンの W 巳. 〇 ミ S す i ョ を？ 巧 ご’ク 巧 馬の T ミー 》 Qe . ^ ン プがグ 
第二 》 十九 世 ホの 值行窠 « と サン. シモ. /ホ« 巧 巧の »调 七 一 



夕一 々 ss ち s_」 が ミ s な > ^ 

の 呈〇— まま 》 Cie が 列し、 其 化に 季 名のせ 巧 さへ 化は つて 巧え 客〇 を 》一§ 晏口 C 0 

を 〇 を 穿 a 巧び 露 ホ ニ ラ こ 器 皇女た る ご 百を— すぶ 女王の かきが をれ で ホえ 

こ デイ . T ピ， TS 造を お考 すれば 聖 がの 抱 •がず ろ サン. シ * ソ ホ 巧 化が'"^ の S 
が 巧に されえ 璧行 S 裏蒂 巧を な 卞もの はお 行篡 S 琴* え 化 お 行 化が 獲 一打の 許 S 
じ 巧して みに シユ ，ごは •こ デイ .T ビ， T のを おめ がみを 『お 大ミ器 7 ラ ソス的 
なろ 華計查 でみ つて •サご シ： ホを の 化 おみをから 出 巧し、 巧 拿を 的 「ホ ホ ホ」 (ミを で 
を 0 にょつ て 巧に 二十 年に 五つて 絕 がされたら のが、 クレー；. T ビ， T のを 款中 じ、 而 
して また ペレ ー グの 笠々 たるが 巧 中 じ 助 現して 巧る』 と 云つ て屛 る。 

巧 缘を巧 について を款 にぶむ る 巧け ホの 通りで ぁる 貧. ち) クン デイ . T •ヒリ T は 幕 巧が 

じ 投資 甘る を 额を化 b 碁 sf •巧 行卡る 為。 器 券は おに 舞 《寫 する 有馨 f •なて 
巧 巧 蓋 .V 巧 ふ。 葵蓉 2 •巧 的 限 废寡式 拂蠢罕 巧と する。 ーヶが 聞に 遵 さるべきな 
ち ♦^當 座 巧を S 巧 -8 に 伴つ て 巧 巧 さる、 けれども、 巧式資 蓋の 巧 抑を 超 .る 二と t 巧夕 
は 一資み 又は 四十 五日な 巧の 巧 日と なすべ から 中と。 

■s—§ 1■1 i rsn—tlvs t ■ ■^tnfKitt.unMffklBBSmDISUBmmmmmBSKKm^KmmKKtmm^Mtmm^K^ 


ペン I グ はぶ 款 のな ぶじ 從ひ 二な がの 化が をを けす る こと、 した。 巧 一はみ が 通が であつ て、 

巧 面 百 ブラン、 巧 化 四十 お H 乃至 ーヶ 年、 發 わ緒额 化を！ 馈二千 萬 フランと し、 化の 一は 動 ホ 巧が 
ス 空ぶ . itio ミ 日〇 星を es ) であつ て •额面 おな フラン、 期限 五十 ヶが 、年 S ホ 利 附と甘 ろら ので あ 
る。 此る 本， 期 速の 巧 用は 四 ホ ホ 乃至 六 ホと 巧 巧され たので ホつて、 なげ 强闲 とが もがな 化を 额が 
债 ホの 五 剖 化 下にて ボ みに 出さく る 化は ざり し 巧 巧の て じあ b ては 諷に 化な K る 巧 州で あつた。 

再 人は なじ クー ディ •モ） ピリち— が 其が 設巧 本な 六 千 巧 フブン を 巧が として 六な フランの 化 
おを 巧 巧し、 尙は 一八 六 六 伞に巧 式を 本 巧を ほかして 十が フランの 巧が をを がし •なて M 额のお 
巧 おが じ 金 就の 使を 巧 へんと する 計 まを 見る ので ホス。 其 常 巧の 巧を が 態に 巧 比すれば •化 巧 ホ 
窗-わ 計 まは クレディ . *1 ピリで I がが たる 一大 巧 許で あつ. て •をれ の巧现 にょつて 巧' わは フづ 
ン .ス のが 满 ホを 一な 進んで が 制すろ 地 ホを 巧 保し なる 巧で ホつた。 されば 化 企は サン •シモン 主 
巧の 現が たる 巧 W ホの なおを 一の 中央が 斤に あ 中 せんとす る ことのが みに 外ならぬ もので ホる。 

巧が をけ 計 まが かがに 當 巧の 歐洲 かみを 驚かしめ たる かは •之に 巧す る 世 がをおれけ 巧に 窺 ふ 
をがる。 夕くのお巧の內で巧色あるもの/ 1 つを擧ぐれば巧逸巧ホ年巧(一：^111^*)にぷぶろ巧がホ 

第二 節 十九 か CW 來 の僅 わ 巧«4 サン. シモ y ホ* 巧 巧の 巧* S 



第二 ♦» なの* 巧 第に 巧け る！！ 巧め な 神 

の 通りで ホる。 「此 特權 のを ませら る S やが 巧と まかの 叫 がをお 洲 じを ゥ> 巧 じ巧闲 じがて なほを 
極めた。 ジ 3 ン • " I のぞが 恰もが 巧の 巧を のかく じ 地上に 現 はれた …… 世人は 巧 ホを 行の ぜ現 
じょつ てァ ，シ A ァ ホが あ 時代の 巧 ホを あ 巧した …… 」 と。 • ~ 

、 • 

• . 

第 S 節 クレディ •モ 1 ビリエ I の 出現 

クレディ •モ I ビリエ） (詳しくを ふと woe 衣を 〇 をを al を or を k Mob ミ er) は 一八 五 二 年 十 
一月 二十 n 「な 巧」 (Momte ミ universl) じが 示された る おか じ 某き 其莱 をを 開始した。 其 美 巧 
の 巧 巧の 巧大 る ことは 巧 策のを 巧から 見ぇて 居つ た。 巧に 续 道み® にがて 花々 しきものが ホつ 
た。 一八 五 五 年 じがて せひ じろ 大口のを 融二 十六 口の 巧で •十 お 口まで が A 道み 融 でぁつた かき 
が 巧で ホる。 巧 化 〇东ら t Foacier や 扣〇を 在 をで づ e ミ e Mo ミ agno の 化が をが に W 舆し •巴 お 
の呆 が# 化 度 ホ 合 巧 卓# 化い な M に參ホ し、 wocid を を》 wmmenbles を la IRue 玄さ li や nom- 
pa ち ie sn を 巳 c M ち itime のが 巧を 引を けたる は閒 おを 巧の 事 じ 巧す る。 一八 五 お 年ォー スト 


リ •- の闻あ A をのが 設に參 巧して 活動の 巧を ホ闲 にまでな おし* 巧 後 释^< スペィンに n み du 
lvl】bnli さ E：sp ぶ ミ ーを 設立して 致 巧の せみが が级 けと し、 續 いて ィ タリー にごを 万 1^0 星 穿ブも 3 
• を •オラ ゾダ じを を 系 〇 をを と Nfeerlamlaise を' ± ザ 古 じぎ nque Chtcma ミを ロンドンに 
す ternjtion 己 Fiaascinw oompany を 巧した。 • 

闻 おに おする 金が は 事 菜 金な じ ホいで 化か はれた。 一八 お がには 化 巧 西闻が 巧が 二 僮 五モ巧 
フランを 引を けたる 後 •尙は ホ 場じ資 巧され る S 千 苗 フランの 阁巧 をら 引を け、 かかの が 巧を 迎 
ふる 爲め 巧巧ボ 巧に 化 引を 有する が、 お 巧者の 总 中には 巧 道ぶ 每 策に 巧す るを なが ザ 化に 凰 かれ 
てあつた ので ある。 

クレディ" モ>ビリエ|が事莱金なじ進出するな前の巧態を巧ると、 當けが閒設の巧期じがて 
巧 策 ホに 封して なせし 巧 獻と效 巧の 大 なること 化に 比肩すべき もの じきを かるで あらぅ。 常が は 
只 化 造 的な ろ あ 想ぶ の頭瞄 じの み 巧び ホる ベ >大 おなる 考察を 立て •サン. シモン 巧 巧の 思想に 
現 はれた る 逆り じ、 巧々 の 企が を 中ム的 お巧稱 神に 結な 統一せ しわろ ことを ぞ がし、 问げに ペレ 
1 グが n タチ ヤィが ド 家の 巧鋪 じめ て 巧 待サし 巧の 巧け 裳 巧と 取引所 資巧 策が とを 化な つたので 

第ー ニ 巧 クレディ.*— ピ 9 王— の出毋 五 


第二 車！* なの 巧が 藥 じかけ る傳 巧め か神 セ ホ 
かる。 されば クン ディ •モ 》 ピリ 玉 1 は 十 年を 巧 ゆろ 久しき じあつ て歐洲 か 界 のが 巧の めと なつ 
た。 ながの おを ホが 發お廿 し 思 お、 並に 巧货が じょつて 現 はれた る經 W 上の が 巧の 巧 例け がれを 
だ 多くして 一々 かふべ くもない。 而 して 化剌 巧は 一 股に 巧 動を 巧へ、 それが お 結す る 閒にク レ デ 
ィ •モ I ビリエ ー は 其 巧 績の巧 邸を おぇて しまつた。 

なじは クレディ. モ I ピリ エ ー の 巧 亡 おを 詳述ず る條 白がない。 而 してを は旣に 化の 莱述袭 の 
なした る 巧で ホる。 ペレ ー グ义 ホが 大 なる 抱な をな て 開設せ し當 がが おに 悲 巧なる 化な じ陷 りた 
る じついて は 化 お 上に も 物 巧 上に ら當 がの 運命に 影 巧す る 原因が がせした ので ある。 卽 闽お 
化が まを 的 かがを おが 菜な 及び かか 巧 巧の 要件 じ おな せしめん とする かては をら 定大 なろ なおの 
源み であらねば ならの。 おが 菜は 一の 巧な なろ 企 菜で あつて、 をれ をが がた るが が 的 巧 巧 化かの 
ものに お 合 甘し める ことは •何れの 時代 义 はがれの 闲 のがが 史を 見て ぃからる/' 通 h がに お换な 
る 企てく ある。 ペン I グは クン デイ •モ ー ピリで 一 の 巧ず が 巧 示す るかく、 此 ディ レンマの お换を 
な一行じ及ぽさしめざるに留おし、 其巧ををを々夕くおが^|&的見地ょ^巧巧するに巧めた。 されば 
化 おおの* 化は お干の 巧ぶ ホる 巧 巧 •例へ ば-ィソ リ ，ヒ .ザ ットブ I に 91訂9 け •が 一の： •ミ) のかき が 


器 わる 近り' ホ 苗-をまで ペン I グ をして クン ディ. モ I ビリで 一 が サン. シモン ホを の 巧が を 巧 
現す るを が 巧す るの 息 思を 抱か しめたので ホる。 併し。 がら、 クレディ. モ J ビリホ ー が 殺のを 
巧に 於て は 方 かが 斯く獲 化して 辟な かつた。 卽らみ 巧の クレディ. モ ー ビリホ I に 於て は、 W ぶ 
化# まを 的 巧が とを 菜 的 巧が とが ホ义 化が 稀 G る お あを ホし •巧 時化の 鞍# 化に 始めて 見る 所の 
巧を 示した ので ある。 この 巧 巧 9 二 動 巧の おをから して お 待 上に がける が本閒 狸に 曲し 多くの 直 
大 なる 誤を が 生れた。 サン. シモン ホを S が 本 化 あを 巧 業 上に がて 闲 守し' 化 一打 化 おの 巧 巧を 巧 
おして、 適を の 時 巧に 円 巧の 株式 巧 本を か 巧 おぶ 巧の 转 化に 應 じて 巧额 すろ ことを おれ. 义常巧 
が 設立し 又は 余な S 化を 巧へ たろ 企業の 夕 くが、 巧 目め と 構成と にがて、 巧 業 上の 動 巧からょり 
ち 寧ろ 巧 治 上の 動 巧を ホす る もので あつたから •なに 白 行が 亡の 巧 巧が 化 化して 巧つた。 ペレ ー 
八が 此义が じ 於て サン •シモンち 寒の 巧 义に十 か 益す 能は なかつ たこと、 ホに をれ 化 じ 巧々 に レ 
て 6 姐 W だり しことは が 化する におく はない のでみ る。 而も ペン ー グ はげを あぅて が 友 巧ら のが 
巧を が おする ことが を々 K かを かへ た。 一八 六 S が アンファンタン がか 識晚 おが 巧 ( n ， を 一 《一？ 
t 色 lec ミ el) の 巧 立を 巧 留しザ b たるに 巧し •ペレ ー グ 巧は もはや 化と 巧のを おじしな かつた か 

第 I 二 節 クレディ. モ—ピ 9 エ I の 世 現 七 
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其 一つで ある。 

クレディ •モ I ビ リユ— が 失 化せし 原因を 巧 索して 巧 < と、 ぺ ；^1 グ 等に 其を 時に がいて 円 巧 
の經を •ぜ おじ 關 する 何ず ザ 巧の 巧 巧 も 又を 例を も 有しな かつた こ. とじ 巧 目せ ざるを 将 G い。 卽ち 
がず のな 前から がせず ろな 巧 も、 ながを も •おに クレディ. モ—ピ リユー の 取 かふが かき 業な に 
つき 只 部々 的の 經巧 をち する じあぎ ない ので ある。 かじ 斯る巧 機 かの おな を ザ 化する について は、 
其 経を ホむ る ホは 巧 < が々 に ホを 進め 一步 々々の お 巧を 巧窗 する の# じ出づ べき もので ホつ た。 
巧る じ ペレ ー グ はか^る 访 里の 態 おを 取ら。 かつた ので ある。 クレディ. モ ー ピリで いが 菜 巧の 
巧肢じ 邁進 甘し 速 巧は 巧に 巧みの 如くで ホつた。 ペンー グが ホな を 菜の が設 をが 化する や、 其 企 
業が そ 化に 巧る じ まつて 始めて をな を 業の 目論 お 者を 注 おし、 保 巧の 資金を を々 これ じ お 又 固ぶ 
せしめて なて 自己の 理 おを 巧 現しょぅ とすろ のでみ つた。 自 巧の お 業 方 かを して 非 巧を さけ ざら 
しめんが 爲 めじ、 义自 斤の か 設し巧 護す ろ 企業を して 世評み 失を せしめ ざらん がな めじ •がた 自 
巧の 引を 巧が せる 有が® おを 取引 ホ 巧 じがて 常 じ 巧を するな めじ •クレディ • *1 ビ 9 *1 はた 
A 化 引 巧との W 巧を 东巧 にした。 斯くてを 化は 其 ま產を 死亡 的 じ 固を 甘 しめたので ホる。 


クレディ •モ I ビリエ ー のが 巧は をれ のが 逆と 巧 莱か策 中に •肋 因が 化した のみなら 中、 ミた か 
ホめ 事 獲ら かは つて 大に 力が あつた。 をが はかが なる 銀 わょ 6 も先づ n スナ ャィグ ドを に 巧が し 
て 設立 れ たので あるから* 自ら 閲莱の 初日から これと 焼を しなければ ならな かつた ので •ホる。 
されば ペレ I グの對 巧 ホた る P ス チ. ャィ グ ドは 防 絮の陳 に 千々 のぶおを 俯へ、 之を 化 用して ペレ 
1 グを なやました。 ペレ ー グ はを 時の 個人 おわ 莱の巧 力を g おし、 自 わの 大を 本を 尙 一麻ち 大 G 
るら のとな さんと する 息齒を おした から、 個人が 巧を ホ 等は 之れ にお 杭す る 巧め ホ自 のを 本 金を 
お 合し、 共同 じて を 業 じが 事す るの 巧を 揉つた。 一八 五 五 年" タチ ャィグ ド おの お 撕の下 じ 組な 
された る 四 里の 「间人 お 巧 由 」 (wy 口 色 2 一を" ヴロ ロ占 も 3") の 如きが をれ であり、 資本力 じ 於て ク 
ン ディ •モ ー ピリ* I に 匹が し、 諸 外閉の お-わ 業を と 古くから 巧が せる 點 じがて クン ディ •モ ー 
ピリ* I じ 巧 おず る もので あつた。 お 人 おがの 大 なる ものは 直ちに ペレ I グの 巧を 見て、 巧 まが 
資を蘭 速の 最も 巧 利な ろ 手段なる を かり、 がを 時の 巧朗 のを ふかく、 大を みを 巧 式 化が にて 秩巧的 
じ 且つ 必要に おじて 巧 巧す る ことを なつて ペレ I グ义 ホの 巧ら したる 幸 一 賄なる を 巧な りと した。 
この 事は ロス ナャィ 八 ドみ が ペン ー グの巧 じ 則つて 歐洲 のぶを 地 動じ クレディ ■モ ー ビリエー を 
さ 岳 クレディ.* ，ビリエ— の 出 巧 ミ 
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創立す る じかした ことにょ つて 明かに 窥 巧され るので ホつ て. 巧 も ペレ— グ をして な 己の 巧 明せ 
し 巧 嫌を なて 自己を 巧け しめたの である。 ロス チヤ ィグ ドを のをを にょつて 創立され し クン ディ. 
モ ー ビ リユ— は 一八 五 五が に ブィ ー ンじ 設立され たるら のが をれ であり、 今日 も 尙は间 化の ロタ 
ナ ヤィ；^ ドみ がを の 牛 巧を あつて 居る。 义 一八 五六 年に ィタ リ ー の トリノ 巧の 一 おわを 改逛 して 
クレディ •モ ービリ *1 としたの ち ホ をれ で ホる。 じ おでは この 現を が 一八 六 巧 年に まつて 始め 
て 現 はれ、 ながは 芭 ちの なず ぷ わを おぶ 甘る S 十-わを をして 「佛闲 お エあ達 助ぶ# か」 (赛 一を 心 

〇 をを 巳 pou 『 でミ王83 le Developpcment を 00 mmerce et を l*Industrie 3 France」 を# ホ 
する のな 許を 巧へ ぃ一 。其 巧が クン ディ. モ I ピリ 玉 1 は旣 にな かとの 脚 係を 巧ち、 « ユ ミ I グ • 
ペレ I グ がが 人的に 皇帝と 巧 巧 あらしに 止まつ たので ホる。 . 

クレディ •モ— ピリ 玉 1 の 巧 かのを 巧は 一八 六 七 年 じ 到 巧した。 卽ち S 十が 巧 化の 巧が と 千 お 
巧萬 フ ラ ン をを衆に巧出して’ 自れのみがじ巧をせろをホぉホ動化せ ん•^^せし計まが失化じ喊し 
たる ことこれ である。 ペレ— 火は 巧め 化けに 端 ふる 巧め 巧期两 巧れ じ 泣を いた けれども •佛 W 两 
巧 わは ぺ グが化 わ 巧を の 化 化を おくべき を 巧 ホした。 巧くて ペレ ー グ义 ホは 其 大計を に 巧 巧 


を ホした ので あつた。 

芭 里の クレディ • * 1 ピリで I は 其 化か 巧な をの 巧 かを 巧て ペン ー グ のをが が も 永く 蒋 巧した。 
而 して ペン I グの巧 おはむ 里の クン ディ. モ I ピリで I の 運み から 巧 立して がび て 巧つた。 歐洲 
のみ 巫 巧 地點 じは ペン ー グの巧 巧の 括 神 じ 従つて 巧々 として クレディ. モ I ピリ がが 設 され 
た。 これず はぺ ：^ — グの稱 神から ホれ た 子を であつて、 其 生を じつき クレディ •モ ー ビリエ I に 
幻 ふ 巧夕大 であるが、 又 ペレ I グ のがと もな つて 巧る。 化し ペレ— グの巧 神は 今 口まで か 巧して 
ゐ るので ある。 されば 大陡お 巧の 紹巧 ホの 內 じは おお 或め じを R も尙は ペン I グ 式の そ悅 みなお 
巧が 巧 どじ 化 用す ろ ホが ある。 . 

クレディ. モ I ピリで I が 化 n み 天の 巧を 巧し、 ネ歐洲 の 巧な が じ 里 じが 中 甘し 巧に がて、 巧 
巧の 經濟巧 巧は な 時の 巧が じな 巧す る 批判を： 卜 した。 アド グフ •ヴ グナ ー は I 八 五 セが じ 出版せ 
しお 巧 論 (rhre < on を n Banken , S . 30 夕) にめ て、 ペン-- グが サン •シモンち お 的 巧せ 無 か 
ら 巧ら 巧 b たる 請 巧と してがん で 化 ホじ宣 化せし ものに 巧し ホの 巧 b 論が して 巧る。 曰く 

「巧 人のを 近代的 おがが 器を すべき、 义 はが 巧すべき 廉巧 なる 巧本棋 則な 银 けが おめか 策卽 ちが 
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さ 妾 s の缓 が藥 にを る s か SI ； 八 二 
人で あると を ふこと で ホる。 故じ银 巧が 其を おの 宫巧じ 商業、 エ 菜、 を 業の 巧 巧と ち ふが かき ホ 
ら ゆるな 尙 なる 目的を 列擧 する は 大じ笑 ふべき ことで あるち々」 と。 

がくの 如きが 經濟學 ホの 息 見で ホつ たので ある。 あれ ども 一巧の 大 ホは 巧る お 巧 じ 注目し なか 
った。 

第 四 節獨巧 近代な 行 じがけ る 大陸 迎の 成立 • 

巧を 义び巧 太 利 じがけ る 巧 代な がは クこ アィ •モ ー ピリ* 1 じ 巧 現せし 巧 おを フランスの 两巧 
をが えてが 巧せ しもので ホる。 を 巧の 巧 ー ホは 一八 五 四 年 じ 巧な の ダグ ムス タット 巿じ化 立され 
たる 「商工 巧が 一 ( 口口 昏 5 , 苗 口口を 一 end Industrie )、 卽ち 後の 口ち— tab ミ und Natsnalbank 
じがいて 之を 見る。 當巧 のが 立は キヨ グンの アブラ^ム •ォブ ペン パ ィムが を 巧した ので あつて 
彼は 巧て じ 里の クレディ. モ 1 ピリで I の 設立 じ參舆 して 居る。 アブ ラ、 ィム •オブ ペン、 ィ ィムは、 
當時キ 3 グンの 巧 人な 巧シヤ ー フ 、ィク，* y をが ま 化 ♦じ « おし 其 ホ 度な 營ホ として 有ぶ となつ た 


グ スタ ー フ •フォン. メ ゲィッ センを なて •新設の 商工が 巧 じ 於て 自己の 斑 あを. ぜ 現せし わるに 
を も 適を なる 人物な b と 認めた。 この グ スタ I フ •メ ゲィ ッ七ン も 亦た サン •シモンち まがら 出 
た 人で ある。 彼は^ ィン リッヒ •、ィ ィネの 菩物 じょつ てが じ 一八 so 年代から サン •シモン 主義 
が 思が をな てかられ ており、 匹 里 浦せ 中 じがて その 得た る 巧みを なくし、 之を 化 巧の お# 巧 態の 
巧 おじ 適用し •政治 上 じ 於て は ラィン 自由 おに 巧し > 巧 逆の 巧が 生活を 速の なめに S 月 革命な 前 
じ大じ 活動した。 一八 四 五 年に 彼は キョ グン じ绝 行が を 行の お 巧 ある 巧 ま 化な のみ 巧を 創設 せん 
としたが、を定の反おじ巧つて之を止め>其なシャ》フ パ ゥ，セ ンお巧の改造じをましたのでホる。 
され ど一织 わの 改逆 や、 ラィン 地方の 巧 巧 生活 改善 等 じ おする 盡力 だけでは 尙は せら 中と し、 進 
ん でを 巧な をな て目窝 とした。 若し 最初の サン •シモン まま 的 おおが ペレ I グ じょつて じ 里に 創 
立され なかつ たなら ば、 必 やや メ ゲィッ センが サン. シモン 波の 织巧巧 あを 黄 現した であらぅ。 
がるに ペレ I グが先 巧を つけたから、 化は 田 里の クレディ. モ ー ビ リユ— のがに 化つて ダグ ムス 
タヴト 煤 巧を 設立した ので ある。 ダグ ムス タブ ト巧 斤のを おは クレディ •モー ピリ ゴ1 の それを 
おなした もので ホつて、 特にが おを わの 思 おを 化 入れて 居る。 か 之、 クン ディ •モ I ピリ ゴーの 
露 田 節 M « 巧が 《 わにた け 《 乂 R 担 《度 立 八 乙 
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幹部の 一人が ダグ ムス タブ ト 化が のが 部に 巧 巧 廿られ た。 メ ゲイ ッ センが ダグ ムス タ ブト かがの 巧 
1 M がホ紀 をを 巧 化せる 巧、 おプ n グラムに 述べし 巧の ものは々 く サン. シモン 束を の 巧 神を あ 
がし •ょた. ヘレ ー グの义 巧を 備 へて 巧る。 曰く T 巧エ ながは 他人の 巧 金を なて、 円 己の 巧 化に め 
て、 巧が；^ろ乂か策じ出巧し父は巧かをじし、 なて之れがお速をかけ、. 巧逸のみホ策をな所ょり 

て •か 巧 ムと巧 本と を 適切なる 恥 おじ 向は しわる ことに 協力す る。 巧が は 巧な のぶ 巧と 化が と 
の •供が をが おし、 これにょ つて ホ 策が 巧を 巧拓 せし むろの 巧 能と 化 巧と をが する」 と。 

ダグ ムス タット おがの 巧 則の が 動は クン デイ •モ I ビ リタ I のぶめ たるが 道の k - を巧來 する も 
ので ホつた。 巧 道の 巧 鼓 •エ菜 巧 まわ かの 巧設 度び みおは 巧 かがの 巧 ー ホに めて 巧 ホ 甘し ちので 
あつた。 併しが 外 じ、 クン デイ. モ I ビ "エ —の規 巧を おぇて、 ながは あ 則 化が 策な をら 化は ひ、 
おがが 立の 化 巧を 巧大 し、 巧くて 巧が は 匹 化の クン デイ. モ I ビリで I の 巧 本 あおに がつて 巧 立 
されたる乂座のホ勒ホ化がじ巧し一 つのをき巧巧を示ム、 巧化がお虛の化々だる«化の-^じが大 
なる が 巧を 巧へ たので ある。 

ダグ ムス タット 化が ががく 巧 かの 巧 一宋を 巧み 出した る 巧に •じ 化の クン デイ •モ I ビ リタ ー 


の おおか 歐洲乂 睡諸阴 にお 大 p ♦るが 黄を 巧へ、 多くの 巧 ホ 化が が 巧 斑され たるの みなら 中、 父ク 
レディ. モーピリ*|のな前がら化處彼おに奋せする巧まか城のががが、 鼓立お巧及か巧お巧の 
方向 じ 進んだ ので ある。 斯くて プ ラ， セグ じは W がた るが をみ 社た b し Moci たか 〇 をを 己が 円 己 
のみが やに 化が 甘る 子み かの 闲巧證 がを な ホじ資 出す ホ b 、 义巧逸 じは シャ I フ 、，ゥ ゼン かがが 
グ スタ— プ •メグ ィッ センの が 巧の 下 じ 設么巧 蘇を 巧 姑し' おじ 化 林の 巧 引み な (Directicm der 
Discontog 泛已 Is をを) がメ ゲイ， センと 閒 巧に ライン 自由 巧 貝た る ダグ イヴ ド •バン •セ マンの 枪が 
の 下 じ 一八 五六が 巧 本を を增 祝し •従 ホの 勘 引 お 巧を 巧 彼して > おお、 巧 近 巧 •ホ じ エタを 巧 極 
的 じが 助す る 方 かを 揉つ た。 

が 後 招な く 巧な の ホ 州には クレディ. モービ リユ— 巧の おがを 哉ぶ する が 巧が 巧々 として 現は 
れ た。 マィ ユン ゲンには 巧 本を 二 千 四百 巧 マ^クの 「中 巧 信用が む JCM ミを eic す 巧 re をす 3 ご 
がを6、デッサゥには村じく巧本を二千巧百巧マ火クの「エか侣用巧^」(す€ら立ミ立11?1? 
dstrie end 古3口を1)ががホされ、 コ|ブググには兰千巧マグクのコ，プググ"ゴータ；；；|£化みか 

S を jr で oothaische 03 を gcsllsdlaft) が閒設 され. ライプ ナヴ t には M じく S 千 巧 マ》 クの II 一 
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露 二 章 It 遣 〇鑛斤 類に 於け sg 統的请 神 八 六 
投巧巧 信用 巧 M」 (を Ig き ci ミ Deutsche oreditas ジ It) が 現 はれた。 尙》 ゥキ ー ン じめ ては 一八 
五 五 年 じ 「才 I タ トリ I 巧エ 信用 機朋」 (ocstrtrroichisdle Cr を ha ミを It fc" 里 sdel 旨 d oewel-be) 
がみ 千 萬グが デンの が設を 本を 抱いて 立ち 巧 巧 ある 巧 巧を なした。 

此 年の S 月 じ 旣じ芭 里の 取引所に がて クン ディ •モ ー ビリ で I の 巧 まが 朵 度を 示した。 これは 
ク レディ • モ1ビリ エ ーがクキー ン じま巧化斤を設おするとをふ巧が立つたからでホる。 かちゥ 
キー ンは其を時大陸のか巧のお巧的地教であ6. じ里のク ンディ • モ》ビリ *1の巧主はクネー 
ンに 新設 さる 巧 斤の 巧 巧 巧を 割當 てらる と 見られた に 由る のでみ る。 クレディ •モ I ビリ * 
1 はォ ー スト リ I じがて 巧じ闽 有が 道を 手に入れ、 フランスのを 本を M にが 巧 益を 典へ、 お 力な 
る化ホを占めさせて居つたから‘化巧は1巧多く倚中るに足ろらのとされた。其外じクレディ. 
モ|ビリホ1はクキ1ン==トリ玉 スト两の鐵道建設じつき、 义" ンパ グド鐵な頁收につき》 巧じ 
ク キーン 不動を 會せ 創設に つき •才 —ス トリ ー なおと ながす る 巧が あつたので ホる。 されば 才— 
ス トリ I じがけ る ま 巧な 行の 設営は をく ペン I グの おお 巧の 直な 上 じ 巧た はる もので あつた。 

ペレ ー グは化 支な 巧 行 敎廣の 免 巧を 轉る ことじ 失 化した。 化を ホを S かに 摄 つた ホは n スチャ 



ィグ ドの 外 じ 何人もな かつた。 彼は 才 I タ トリ ー のサ巧 巧 級の 一曲と 共同 じて を ホの ホ 許を 巧て 
「ォ ー ス トリ ー 信用 巧 W」 (oesterreichisho nredi な nsslt ) みか ホした。 化が 巧は 凸 ちの クン ディ. 
モ ー ビ リユ I とおな 上の が 巧が なかつ たけれ ども •化て じがて クレディ •モ ー ピリ 玉-- の 巧 化 じ 
外なら ね もので ホる。 を 巧が 立の 巧 念を 中 じがけ るを お點 は' クレディ •モ ー ピリ ホ— の 巧みの 
かく， 义 ダグ ムス タブ. 卜织 行の 巧な と 同 巧 じ、 巧が 巧 巧 計 ♦で ホる。 がが おか 巧 もじ 巧の 化 巧に 
則 b 、 义巧进 のを 巧 ホの 示せる 巧 巧を 巧を する もので ホつた。 

ォース トリ ー な 用 巧 期の 創設は ペレ I グの巧 おを 欧洲 大陸 じ烘大 ずる ことじが ける をみ の 巧 段 
を 巧み 上つ たもので ぁる。 ペレ ー グ义 ホは 强巧 たる ロタ チヤ ィグ ドを との 脚 ホに がて 一 一巧 まで 化 
巧を 見た。 卽ち巴 巧と ダグ ムス タットと じな 行を 拥 いた ことが をれ で ホる。 がる じクキ ー ン じめ 
ては n スナザ ィグド おが 其 巧 巧 ホから 巧 器を をつ たので ホつて、 自ら ク ディ. モ ー ピリ 王— の 
計 まを 採用し、 斯 くして 巧 巧 せんとせ し武 おが 自己の 手に入る じ 巧んで がつて それが 白 己の 巧 力 
を 巧じ增 をせ しむる 手段と なつた ので ホつ た。 

なじは が 行 巧のを 速を 詳說 する 暇は ない が •巧す る じ 大陸の か 斤 業は ダグ ム スタ， 卜な 巧が 始 

露 巧 《 « 境 巧が «わ にかけ る大 B 巧の 成立 八 屯 
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めて 巧 巧を 示した 方 か •卽も ペレ の抑忠 のかく、 設立 菜が 及び かな ホ 巧と 冗 則な 座 策な との 
おな にかつて 進んだ。 而 して 一八 丑 セ 年の 大恐 巧は 巧 まか 行に 巧す るを 息を なるお 訓 となつ たの 
で ホる。 これ 等 諸 かがの が 中に ホるな 價お ホは 莫大なる 値 下 b をる け、 巧 あおの 下に 閒お 甘し 策 
おけぶ 火なる 义 化を ホし だ。 か、 るが 巧に よ b 多 巧の 巧え を 巧り たろ か 行は •自己を 本 金と 宿莱 
のが 巧との 巧 巧を 化つ 能は 个 •世人は 之を 信が 甘 ざろ をな て， ♦祭 か 斤 じかつて お 巧を ホむ るの 
止い きじ まるので ホる。 化 時から して 大座 おみ 巧が 巧 田 おか 巧に 巧して 巧 巧す る 巧 色が 巧 生す 
る。 其げ 色とは 信 州 おれと 中央を みお 行との 巧の 従屬 M 巧が をれ で ホる。 巧 逸义び ォース トリ I 
のがが は •一八 五と 年の あ 巧から な々 正則 當座お 巧 じ 力を入れ、 哉 立 策 巧を 巧 二位 じ 的く の ザな 
るを 器め ホつた。 か/' るな 巧より して 現代 信用み 行の 大陸 おが 形戍 された ので ホる。 フランスに 
がて は クレディ. モ ー ビリ HI の 逆を を 目前に 化め、 且つ « 巧なる が费 をな けたので あるから， 
其が より 巧を みがと かみな 行と を 分 巧し •漸く 近年 じ まつて 化 分 ホ « が 巧び 若干 明のを 欠く をな 
るので ホる。 


第五 節 ナチ スの 銀行 政策 じ おへられ たる 問題 

上述す る 所の フリッツ. ゲ ォグク •スタ ィナ ー の硏 おは-- 口 W 己で >3 己'^ = の】 化 S 1 年 五 W 1 
日が じがぶ された る もので ホつて、 が 後な 何もな く 余は これを 巧 W のが 巧硏究 同が おじが かして 
おい；！。 巧る じ 今 またな じ： みび おの 硏究を 揉り ホつて が 火 巧を 說ぷ寸 ろ 巧な の ものは、 巧 巧 化が 
みのがが 的椅 神の 湖 破が 巧 明され て 居る からで ある。 卽ち スタ ィナ— のが 究 にょつて かる 如く、 • 
大隣 逝が 巧は サン. シモン ホを 的 思 あから 旧を してを るから •が •わぶ がホ莱 上の ホ臘 ホた るを 化 
て化命；^6とするは傳がめ辟がであると甜はなければならない。 化化が的巧がホるが化じ‘ ャ^ 
フエ， が 化 多くの 識 ホが 度む る 通り， 化が みは 租 W の お 巧 巧 おおじ 絕大 の巧獻 をな しがた ので ホる 
が、 をれ と 化じ往 々にして 聖 がに 甜ふ 所の お 巧 羊の 地位 じ ホち •おか ホ お 化の 巧 化を 引* L 被 ふら 
される ので ある。 盎の 金融 恐がに 巧して 破な せし 才 I スト リ ー •クレディ ット •アンス タグ トで 
も* 巧 逸 の ダグ ムス ブヴタ I •クント* ナナ ォナ I グ化 巧ても ザ 化 巧 巧 じ 立つ^ 託 かすの 化き 

第五 節 ナナスの 銀が 致 策に ♦へられた る 巧 M 八 お 
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皆を の 巧で ある。 鎮 行が 巧 巧なる 商人と してを 巧に 巧を し •自巧 じ 汲々 たらん じは、 か^る 巧 巧 
には 巧ら なかつ たでみ らう。 がれ どもが 行が 大巧 後の 極 巧な ろを な 逼沮に 巧して かを を 輪 入せ や、 
又 貸 出を あ々 引綺 むれば‘ 巧两の おがな 舆が 望みが たきの みなら 中' 產業 ホに 巧 ホ 巧 出し •夕お 
まは を々 巧 かする であらう から、 巧 民 お# 的 必要から 見て ホ 巧の 企業を 巧 巧 甘し めざろ やう 相 曾 
のを金のお通を巧續しなければならない。 而してな行からを金のな巧を受けつ/^あろ企菜は• 近 
き 內じ好 巧が ホる のでなければ、 借入金を 返濟 し、 まは 巧 式 やかな じ轉巧 する 方を ぉち 出す 能は 
中して. をに これを 固を じならしむ るので ホる。 一九 S 1 年の 金な あ 巧に がける 倍 用な 斤 巧な の 
巧を おが 的 原因を お 巧す ろと' ち 巧の 巧が かまを 受 入れ、 これを を 座な 巧 金に 固を 甘し め、 而も 
之を 證 が 化して 公 おに 轉巧 する 機を を轉 ざり しこと に存 する。 されば 巧 逸の 信用な 行を 始め 大を 
型の 諸 銀行は 一つの 困 巧なる ディ レム マに 直面した 譯 である。 卽ち巧 菜主胳 ホた る 傳巧的 巧 神を 
固守 せんと すれば おを をを ム する 能は や、 巧を をを ふせん とせば ホ 業主瞄 ホた ろ 使 かを ぶ棄 しな 
ければ ならぬ ので ある。 化 ディン ム マが 如何に 解 巧 さる S わく ナナ. スお 行な 巧 にがてな 目 さろ ベ 
き 中 也點で ホらねば ならない。 


o « 著、！！ 逢 巧 用 僅 斤 ！ r « 和 二 年。 
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第 S 章 巧な 信用 お 巧に 於け る經營 上の 菊點 
第一 節大 銀行の 業態 

巧 逸 S 大お 巧の 一として まなの 信 巧と 樓巧 とを お 持した 6 し ダグ ムス テ ヴタ！ ク y 卜 •ナナ 
ォナ I グ おがが、 一九 年の 金な 恐 巧 じ 巧し •巧 金の 念が なる 化附じ がふる 能は 个 して 胎 くも 
セ 月 十 S 日を なて ま拂を 停止し、 其 他の 諸な 巧 も 自お上 同日よ b 1 をが な 上の ホが 手の 現を 引祥 
• をが 巧し、 十四、 十五の 巧 日 巧を な 化 日と じすと 云 ふ 大巧 領の 巧を みに よって 事ぞ 上の 化 策に 向 
り •支が 停止 日が あざてから でも かは 部分め モラ トリ クムを 巧 巧し. 其 巧、 两 おのか 濟 巧を しき 
をが てが く 八月 八日に ま b 巧び 取引の 自由を 使な し 巧た 由は 巧 一章 じ詳說 して 置いた。 巧 巧な W 
がわが 巧く 巧が じ おりたろ 所な の ものは 么を 巧を 經濟 上から なて を 菜 方 かの 义 おの お 露と 設 めて 
よい もので あるか 化 何 か。 




先づ波 期の 尖が じ 立ちた る ダグ ムス テ ッター •クント. ナチ ォナ ーグ おがな 雜 SWIS 强 抑が ジ 3 む 
お 巧) を 巧え を 巧は S 大お 行中で が 哉 ホを も ホく、 一八 五 S が じ 巧を か 用两の クン ディ. モ 
1ビリホ《じ换つてが設されたものでぁろ。 尤もク レディ . モ1ビリエーとは巧6化が巧巧の特 
推は 許されな かつた けれども、 クン ディ. モー ビリエ ー 設立 ホの 一人た ろ アブ ブ バム. 才 ，ペン 
ィムが を 巧の が設に n 巧して 巧る から •最 みょ b おおみな じ 力を 巧 ざ、 一八 五 五が 铺が化 巧た 
る 巧 巧を がな 行を 巧して が 巧が 巧 巧の 巧 權を得 甘し め、 一頭 二 お 的の お 巧を 巧 巧して、 巧 道 巧ぶ 
ジ 巧逝エ 菜の 金な に 進化し、 闻巧 •地方 巧の 引を じ も 力を をし、 かほが 力を が 太 巧 •白 巧を、 巧 
太 利の な瑞ホ じまで かべた ので ホつた。 一八 七 一年 伯林に ち 巧を 設けて 巧 おの 本 巧を これに 巧し、 
一八 九 五が から 化 巧 じ 化つて 巧な 巧を ホ 化 じ閒設 し、 をれ が 日を 巧て ぶ 巧す ろを 見る や、 一九 〇 
二が 南 巧を ホな 巧のを 巧特獲 をぶ 案せ しめてな 行を か 同し >« 巧 他の が 巧じ扣 巧して お 巧の 巧 巧 
を 白 巧のを 中に 化め、 又は 利益 共同の 供 巧を おびた る もの 少なから 中、 巧に 一九 一七が から 一二 
が じ まろ 巧に がて 盛 じが 化の 大小な 巧を 併が し、 一九二 一が みょ > 宵て 前 ラィ ヒス パンク 紀がシ 
ャ パト 博 ± がが 化た b し 大お巧 巧 あ ナチ ォナ I グが巧 じ 巧 巧し、 同 十一月を なて 么 とか 时 し、 従 
第一!! 一大* 巧 e 業 e か _ 二 



第 _ 二 ♦ ng 巧 巧麵せ にがけ る ff 警 上の 巧 » 九 n 
前の 巧號 たらし r 商工 か 巧」 の あを 改めて 現せの 巧 巧と し、 これよ 61 » 勢力を 巧大し 世上の お 
巧を おからしめ たので ホる。 巧 あ ナナ ォナ ー グな 巧との < 口 同は 一 化 一四 年 割引み 肚 がシャ ー スー 
ク •センな 斤を 併を 甘し 巧 件に ホぐな 巧 ホの 一大事 變で ホつた。 

巧を の 巧な 巧は 大巧な ホの インフレー シ ，ンじ 伴ふ貨 巧が ぶの 巧が によつて 何れも 其 タカを 著 
しく 化 下した。 イソ フン ー シ ■ン 時代 じがいて 大巧を がぞ 巧され たけれ ども、 をれ は 巧す るじ攤 
のぞ 醇 にか ふるに 片田 をの 巧 度を なて する もので ホつて、 活其 巧の々 量は 巧 化した けれども 品 « 
ちしく 劣 おとなら、 一九二 四 年 一月 一日 現を をな てを 貨マ グク じが 算卞 ると グナ I 卜巧 巧のを 本 
金は 六 千 巧を マ グクで ホつ た。 戰前 たる 一九 一四 年 二月 二十 八日の 現を を 見る と ググム スタ ブト 
商工 か •わのを 本を が】 巧 ホ 千 萬 マグク 、巧 逸 ナチ ォナー グな巧 爲化お is 巧 t 巧 詳ババ 7 ュ —7 * r ィブ W 
だ八：1;:だけに巧おお齡巧$巧がパババ；1だがぃだ1;:ぷをれが 一 值二千一青萬マ グクでホるから、 巧 
をのを 同 や 巧を を お外して この 兩 巧のを 本を だけを 合計しても 二 值八千 S 百 巧 マ グクじ 上る の 
じ、 前ぶ の 如く 六 千 萬を マグク となつ たので ホる がれ じ、 ダナ I 卜な 行は 貨巧« 化 巧が じよつて 
少 くも 二 巧 二 千 一二 百 萬を マグク をた つた 巧で ホる。 おしてを の 後は 其を 本を が ホ 千 萬 ブイ t スマ 


グクの 化で 止まり、 巧な 金が 一九 so 年末に めいて 一 一千 巧 ライヒ スマ V ク がり 巧 かして 六 千 巧 ラ 
イ ヒス マグク となつ て 居る。 

ダナ I 卜な 巧の 巧 金は 一九 1110 年末に がて 一一 十二 值九千 巧 ライ t スマ グクを 示して おる が、 が 
年 ホよりも 巧 一な ライヒ スマ グク のが 少 である。 お 行の 巧 巧す る 巧 じよろ と、 內 S 割が 外 W 巧 金 
であつて 二割 五々 が 外 两巧巧 巧 化、 お 分が マ グク巧 位で ある。 か两巧 金は 前が よりもな 额 ■にがて 
四 分 方の 巧少を 示して ちる。 ホ じ 手 お 引を 巧を 見る と 一な 二 千 五 百 ま ライヒ スマ グク であつて、 
前が よりも S 千 おな 萬 ブイ ヒス マグ クの增 かで あるが、 「が 化のを 化」 なろ 巧 目 じがて と 巧 巧 ラ 
イ ヒス マグク のが かで ある。 巧す るに 一九 so 年 未 じめ ける ダナ I 卜织 巧の 負な 勘を け > 外来を 
をが 前年 末よ b も か 六 千 セ 巧 巧 ライヒ スマ グク ばか b が少 せる じ 止まり、 特に 注目す るに 足る お 
しき お 化が 現 はれて 巧ない。 併し 外巧贵 をの 內 をに 立 入つ て考 へる と •前述の かくが S おまで が 
か闲新 金なる のみなら ホ、 巧が のの W 巧 金と 雖も •巧 工業 巧が 外资を 仰いで お 巧 甘る W 保から， 
が 大部み が、 化かが じがけ ると 问撲外 W から お 入され たる 資金 じ 外なら ねこと をみ るので ある。 

ダナー ト かがのを ホ おぶ 中で おも 夕 巧に 上る ものは をが 貸 お金で あつて 十 借 ホ 千 八 巧 巧 ブイ ヒ 
第一 節 大錶巧 《雖態 九 五 
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スマ グクじ 上 b 、 之 じ ホで 小切手、 手 お及び お 引 巧 巧 巧 ホが お 借五モ 九ち 巧 ラィヒ スマ グタ 、巧 
S 位 じが 品 巧が 巧 出が 四 借 五 千 S 巧 萬 ラィヒ スマ グクを 示す。 これは 一九 so が ホの お 字で ホろ 
が、 これを 前が ホ じ 比較す ろと •小 巧手 •ホが 巧び 割引 闻が辭 がに めて 減み し、 巧 座 巧 越と 巧 品 
巧が 巧 出と が 巧 加して おる。 一巧 巧 逸の：： 用 おがは 英乂や 巧 閑の おがとは 異 り* 巧 座 巧 越 おが ホ 
しくちが に 上 b 、 而も 大口の 巧が が夕 いので ホろ。 而 してな 業 ホに 云は しむれば、 諸 巧の 巧 巧 ホ 
を 化 引 先 中 じ 適當じ K なし、 資 をぶ おの 巧 阴を巧 じ 期 節すれば、 间 一の 巧を をが 巧に も 述用ナ る 
ことが 出 巧て、 何等の おおを 戚 じない と說 くので あるが、 大巧 後の 巧 逸の 如く 巧を なじを しわ 巧 
にあつ ては 巧 越が 圆ぶ する のみなら や、 巧 巧みの 方が にめ ける 资力 のが 退に ょ b が 引に 巧す ろず 
おが 少のお 巧、 を 座 巧が の需 おが 一巧 增 かする ので ある。 商品が 化 巧 出の 巧 かも ホ 化が 巧 じょる。 
がして 商品 巧 化が が 下 b と處 かおの 佑 險を伴 ふことは なじ 云 ふまで もない。 

協巧巧借お照表を見てもダナート化がはか宇の上じ巧別なる獲化を示してゐ^^い。 巧らば何化 
巧が が 支 拂巧難 じ 巧つた ので あろ か。 ながの 期 化は 何 おじ あつたか。 前述の かく ダナー ト おがは 
巧 おを が じ 力を 注ぐ を 設立な ホの 化 統的方 かとして 巧る から、 巧 出が 巧 も すれば 岡を におる を 巧 


れ なかつ た。 併し 巧 ホが 巧の 巧は 化 固を 貸 出は をれ の猛 ホ 化 じよつ てな ホに 轉 巧し 巧た けれども、 
巧 年の 如きを 金欠を のがには これが 田 おで ホる。 よつて か/' ろ 固を 貸は 之を 不巧ホ 巧常织 巧に 巧 
代りせ しむる のか じを がない。 一九 so が當 行が 卒先して 多くの 不動 ホが 常が 行を 「巧 逸 中央 主 
化 信用 巧 まみ 杜 J ( Dst ちす ジミ ralbo を n すを it A .. O .) じ 谷 併 甘 しめたろ がかき、 又 アム スブグ 
ダム じ 巧 鼓され たる 「不巧 ま巧當 貸付 中央を な」 CCp 吕 P ぶ nio 0 さ ミ 1 を3 P をな す 3 ci ミ) と 巧 
巧せ しかき は •固を 巧 出の ホ お 化の 方を を 開 <爲 めで あつたら ぅと 察せられる。 化し 巧な たるべ 
き 不動を の不 十み なる 貸 出金は 之を か 何とらず る おはない ので あ 4。 をが ま 要 取引先の 一た るノ 
グ ド. クオ ブレ のかき 大 毛な 3 ンプ * グンが 無法なる 投巧 によつて 俄 じな 大 の巧义 をな. 〇 たろ ホ 
ミいて は 其 貸付金が 結局 巧夕 となる。 巧じノ グ 

する 支が 伶 止と あが 證券の 巧が とじよ b 鉛 巧は 巧々 巧 失を 被つ て 居ろ。 をれ がた ゆ 1 九 so 年度 
の 利益 金の 內 から 一千 巧 ラィヒ スマ グクを おいて 所 なぞが 證 ホみ 引受 巧が 證 がの 巧が じ 充てむ け 
れ ども、 貨出 上の 巧え は 巧 巧され て 巧ない なで ある。 他方に がて 前 巧の 通 b お金の 大部分は 外闻 
をを であるから •外闲 の 資本を が 巧 逸の 巧 ホが 巧 及 かを 狀 おを お 巧して 巧金囘 化のを じ 出で、 巧闲 
第一 « 大 銀行 《窠 B 九み 
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のを 本 まも マ グク巧 の 化 落を 憂 化して 自 巧の 巧 金を 引出 すじめて は、 な 巧は 貸 曲の 巧 おじょ つ 
てま 巧ザ備 金を お干 S 富なら しめた 程 あの 巧 巧を なて しては、 到を を 業の 持な をを ぅする 巧は な 
いので ぁる。 之を か 字 じ 巧す る じ 現金、 巧ヶ を、 德 おち 尋 手形 •化 引 巧 通用 あが 巧 券 《巧 

贷 を合舒 して 九 お 九 巧 萬 ラィヒ スマ グク でぁつて、 を 巧 巧を が 巧 かに 引出さ るれば 實じ十 S 巧 八 
千 音 巧 ラィ** こ； の 不足を 來す こと、 なえ グナ ，卜か 巧の おを 上の 巧 ホを 一言に して 蒙 
ふと •一方 じめ てを 座 巧を の おおの 下 じを 乂れ たろ をを の 流 巧を が 益々 あ » となれ る じ 巧ら や. 
をが 巧 越の おおの 下 じ 貸 化した るを 金の 流 かせが みんどを くそ はれた る ことが がち とれで ホる。 

ホ じ ド i ス デンな がを 見る。 を 巧は 一八と 二 年の 設立で、 其を 時のを 款 じは 「本を 社の 目め は 
を 機 脚を 巧げ て かが 菜 •仲 立 菜を 經 をし、 巧を 業の 計 臺をも なすこと を 得。 义柔 みを 巧の 方法と 
して 支な、 化 巧な •巧び 巧携會 せを 設立す るを 得と して ぁつた。 卽ち ドレスデンな 巧は 巧 菜を 篇 
と共に 巧 菜 金な じ も 力を入れる のでぁつて、 一八 九 五 年に なかじま 巧を おけ‘ 一九 0 ホ 年から 夕 
み 金が じ 目立つて 勢力を 巧ぎ、 かほ 一九 〇 四 年 巧を を 巧 化な かわを 引を けたるな 來> ホ 民を なの 
中 ふ 巧 M ともなつ て 巧 力を 巧つ て 居る。 な 行 も 大戰な 來の巧 巧 巧 化 巧 落 じょつ て 其 貪 力を 巧 なし、 



一九二 四 年 一月 一日の 金 マ < クあ爲 バラン ツ じを 本 金七モ 八ち 巧 マ グクを 計上した が > 其 をの 併 
を じよ ■り 現在は 一 借 ライヒ スマ グク となつ て 居る。 一九 so 年 じは、 イ レの 巧 人な 巧 ブイン ホ ー グ 
ド •ス ブック ナ I と ラ テ ノーの ラブ ノ I か 巧 化合、 プラン デン ブググ の ブランデン ブググ 巧 巧 か 
かを 巧 化した。 曾 巧の 巧 金 巧は 二十 二 億 二 千 巧 ライヒ スマ グク 、手 お引受 巧は 一 お 六 千 四百 巧 ラ 
イヒ スマ グクで ホる。 まを 巧を の 內で首 化を おむ る ものは 化が 巧と 同 おじ 當座巧 おを であつて 十 
一 お 一千 六 百 笛 ライヒ スマ グク •これにみ ぐは 小切手、 .手形， 割引 閣库巧 夕 であつて 五 僮 一千 五 
なお ライヒ スマ グク 、巧 S かじ 商品 擔保 貸付の 四 借 セ 千 八 百 萬 ライヒ スマ グクが ホる。 を ホの 巧 
で 何時 じても 現金 化し 得る ものは •現金 •巧ヶ 金 > 他な 貸、 取引所 通用 ぞ巧巧 ホが 巧 貸であつて， 
合計 八 借 一千 巧 ライヒ スマ グクじ 上り、 若し 當座巧 金のを 部が 俄かに 巧 求 さるれば 十四を ブイ ヒ‘ 
スマ グクの 現金 期 速 じ 苦しまなければ ならね おを である。 有 巧 あを 化 下りに 對 するな がは 一九 S 
〇 がの なる 金 •中から 六 百 萬 ライヒ スマ グク だけ お b 巧 けられた。 

S 大 D な 斤 中の 巧た る ド イヴ チで •バンク. クント •デ イス コント グゼグ シャフト (5 巧締巧 I け 5 
パ 巧は 其 あおの 示す かく、 ドイッチ ホ 化 巧と デ イス コント ゲゼグ シャフト とが 一九二 化が 
露 一節 大顏わ e 巧 巧 を 
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十月 合 司 あ 立せ る もので ホる。 デ イス 3 ント ゲセグ シャフト 卽ちお 弓 貪せ は 一八 五一 專じ 設立 さ 

れ たる 伯林 信用 音 端を を」、 主として 下 化 S 巧衡 ホ、 下紋 《宮公 ち 小 空 業 菱を融 《蜗 
たろ の 目的で あつたが、 がる 目的は をみ に 速成し おはない ので、 一八で々 年が 巧を 變巧 してが ま 
合を み 社と しを 本 金を 一千 巧タ ー レグに 增大 し、 E 里の クン デイ. モ ー ピリ 去 1 や、 ダグ ム .タタ 
ブト 商工 お 巧 じ 化つ て おお 金 巧巧视 たる ことを 目的と する じ まつた。 巧くて を 行は おか 業 じあ 巧 
なる 曲 係を おび、 且つ 諸 公 巧な 巧の 引受を がに 參 巧し 蔚 々成功した。 ド イブ ナホ •バンクは 一八 
と 〇 年 じ 設立され たが お 引を 化とは 異 り、 巧 業 金な 及ぴ あが 事な を 回避し、 みろ ちみ かな じ 力を 
义れ 、巧 逸の 外 巧ち みのを 展じ貢 巧す ろを 使が とした。. 斯くて ドイッチ 义 おがは お 外 ま 巧 設畏に 
先鞭を つけ、 がに 一八 七 一年 上 おと 巧 巧に 支店を 開き、 ホで 一八と S 年" ン ドンに 姉が おがた ろ 
なか 巧を 銀 巧を 設立し、 其を コン スタン チノ ー プグ 及び プ ラヴ セグじ もま 巧を 設けた が、 一八 九 
〇 年代ょ b お 業を なじら 參 みする こと、 なつた。 大 疎か 來の巧 おが 化が が じょ b 兩が 共が. 货 力を 
化 下し、 一九二 四 年 一巧 一日のを バランスに ては 割引み 化のを 本を 一 便 ♦ド イヴ チす. バンクの 
を 本 金 一 借 五 千 巧 ライ K ブ マグク となつて 居る。 一九二 九 年 十月 じがけ る 巧 巧の 合同は をし く 社 



をの 巧 目を そば だた しめた もので あつて' これにょり 新が がは を 本 金 二 借 八 千ち 百 萬 ライヒ スマ 
グク となつた。 巧 金は 四十 一な S モ六百 萬、 手 お引受は 二 僮 四千 五ち 萬 ライヒ スマ グク であろ。 
资 をの 部で せ 位 じある ものは 化 巧と 同樣 じを 座を 越で あつてが 额二 十二 借 九 千 I 育 巧、 ホで 手 お 
巧 割引 闲巧巧 ホが 九な S 千 八す 萬、 巧： 二位 じ 商品 おお 貸が 六 值九千 九 百 萬 ライヒ スマ グク である。 
を もを 巧 じ 現金 化し 得べき 巧 叛め贵 をを が ひ 上げて 合計す ると 十五 値 五 千 九 百 萬 ライヒ スマ グク 
となりを 座 巧 金との を额が 二十 五 お セ 千 七 百 萬 ライヒ スマ グク である。 

巧を のな 巧 策 態を 英闻 のをれ と 比 おする に、 ドク トグ •ク I グ I 卜 •ゲイ ク トリ クスの 硏 巧に 
ょれば 左の通り である 《ぞ襄 HArchi < 》 XIX . Jahr ち 3 g Nr •ミ。 • 

一を 一毛 年 一を 一八 年 一九 I 完年 一を 一よ 年 一を 一八 年 一を 一九 午 
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( tt ) 巧に ホ tt » 麻と 云 ふは 境を • H ケを •巧 w キ がで わる。 


ホのを こよつ て 巧を 信用な 巧の 近年 じがけ るが 向を なると 左の 巧 b じち ふこと が 旧 ホる。 

一、 自己を 丰 をの 割合が 英 W よりも 多し と 訊 ふ 巧は ざる じ まれろ こと 

二、 巧を 及 ぴすお 引を 巧の なをが 英 巧と 伯仲の 巧 おに ある こと 
S 、 貸 出金の 巧 合が ち 巧よ b も 多き こと 

巧、 流動 か產の おみが 漸次 化 下して 巧网 のをれ じ 巧 巧 せる こと 








» 逸の 信用な 行が 畳 巧なる 自己 ま 本を なし、 巧 行 巧 巧の ホ脊 じよ (て、 大口の 巧 齿金ゎ 巧々 化 
し、 巧 じ 之を な あじ 轉 がせし 巧 巧 上の 强 ホは、 大巧 後久し きに ぶる 巧濟 ホのを おじよ つてを く 失 
はれて しまつた。 而 して 英 W のが 巧 じあ b ては な座貨 おを 避け、 手 おお 引と か、 おが 又は 巧 おを 
巧 巧と すろ が 巧せ の 畳 かなる 貨 出な 目が 巧 ばる/' じ 反し、 巧を のが 巧では、 英闲 のをれ よ b も 巧 
出を の 割合 多き にら 巧らず、 が 內じ夕 巧のを 座 貸 巧を 含ましめ て 巧る。 •而 して か、 る 貸 巧の 巧を 
を 化 動 化すろ 爲め これを 活 ホ 化しても お 濟界の 不景氣 じよつ て資 巧が々 しから や > おじ 其 大巧々 
が自 巧の 巧負这 となり、 事 お 會杜じ 封ず る 永 巧 的 出を の おじ 於て 巧ろ， ム とが 往 々にして あろから • 
巧 行經巧 上のを ふは 巧闲 のな 巧に めける よ b もがち 大 なる 巧で ホる。 

第二 節 信用 銀 斤經替 方策 じついての 
一實を 家の 辯 護 

巧ぶ 信用な 巧の 义 巧が 巧 露した じついて は 倍 用 制 废な遣 謀が か 多く 巧が し、 巧 又ち 巧な 斤 制度 

第 二 g 巧 用鑛わ Nilli ホ 貧に 0 いての 一賈務 まの 1118 101 二 



第 己* ns な 巧 g 巧に 於け る 巧 g 上の 巧 tt 一〇 田 

の 優劣が 巧な の おが 巧を 並 じが 巧. だ 巧を 巧の 問題と なつて ホた。 之 じ 期し 化 林の 巧 巧 巧 巧な 用な 
巧 取が 巧 ゴ^ン スト. レー マンは おが 評論 ( Bank - Archiv ) の 一九 S 1 年 八 巧 二十日を がが 二十 二 
化に 於て 英巧化 劣 論を をを し、 巧 逸闲に 於て は 巧 逸式經 をの 適當 なる を歷 化と 闲巧 におして 謀 お’ 
し、 おいて 同年 九月 十八 日を' わの 巧 誌 巧 一一 十四が じがて 論 ホを 進めな がを 菜の ホ 部 巧を 巧を とし 
て硏 巧した る お 巧を 說述 して おろ。 をれ にがいて は 巧が 巧な をで ホる 所から 巧逸大 級が の 巧が お 
なのを 巧せ について アド グフ .クょ ー バ ー の 英巧お 巧 比 巧 論じ おろ 能は ざる 論實が 現 はれて ゐる 
ので •なじ 之を 取上げて 一巧を 典へ るで ホら ぅ。 

一、 扣な乂 化が じ 於け る 巧が 策 巧は •をれ がエ 菜を な •船 かみ 杜 •巧が みかの 株式を 巧みと す 
る 化り にがいて > エ 菜 金 お菜 巧から 出 獲した ものである。 を 座な 链の 形態に て 巧 巧した ろを をを 
をけ 巧が じょつて 巧が 化し •之を 巧 金 ホじ資 出して おおを 轉巧 ずるに ついては、 おがは 巧 式が 巧 
に 於て 則 あ 作用を なす 必お v & b •且つを 释 おぇで 化な の 巧 ホを りら 所 巧して、 巧 夕の船 巧と 化が 
のを 额を 巧# する に 充てなければ；^ ら ね。 而 して 自ら 巧 巧ず べき 化 種が ちが 式の々 なは 巧を W 巧 
«定が巧#にえつるにおるを化て十みでめつて、 をれな上を巧有ずるにせば；^い。 巧に巧. ホ含 



がが 制度は かして 大 がわが 事莱 なかの 巧 式を 永 おめ 出を としで 夕狂じ 巧 有する をな ホず るので な 
く、 巧つて 斯 くの かきは 巧 逸の 鉛が のを 速 じ お 合 甘ろ 目め じ 反する ものである。 卽ち おがは な々 
巧 展卞ろ エ策的 おが 职 化に 對し 巧を を 供が しつ、 •而もを 篇を策 部門 じ發生 する たおから 免れる 
のが' 巧 逸の 化 巧に めけろ 本 巧の 目的で ある。 勿論 •エお 的 企 策の 巧 式を 長期に 互つて 巧 ホ L - 
これと あ 巧な ク脚 係を おぶ ことは がわに 取つ て 不利で あり、 巧 かる 不 巧は 巧 閑の 煤が 制 废に陆 け 
せ 中 •又 理論 上は 巧 逸の が 巧 制度に も おな せざる ものである。 併し. が 巧 上 じがて は 巧な の なれは 
聲巧 かかに をし 永 賴的出 巧 期 係を がすろ ホが 少なくない。 其 巧る 所な は 何れに あるか。 

理由の 巧 一は か 巧が ななが 巧 じ おし おか だろ ながを 巧 はんとす るホ黨 であ 6、 巧 ホ 3 巧 二は が 
行が ななが 菜の 巧 主 巧な にがて 巧 讓權を 化 用し をのを 菜 か 巧 やが 震の 巧な にまで もを 巧す ベ 
能せ を 巧まん とすろ ことで ある。 

ィ 、巧 逸の 化が がエ栄 おの 巧 金 北 巧 ホに 巧して 嚴 かなる 監 巧を がふの 必 おは •巧闻 の 巧を 化が 
とは 異ゥ '巧 じ 兼 巧 化が 制な の あ 速と 關 蹄して 生を した もので あろ。 な-わが 多くのを 策 部門を な 
おして 經を する ことにょ つて •エ菜 あのを 金 お 巧 ホのを お 上の 事 巧じ參 巧し、 巧くて 之ず の 化な 
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ミ ー車 •ミ 巧 •巧に をる S - M の s 5 六 
まじ 巧して 皮 « を 巧 ひ 得る ので ホる。 云 ふまで もな く、 な 巧は 巧 巧なる 巧 おを 巧げ、 且つ 之れ じ 
かつて 巧を 上の か 業を 來 したから 今日 じがて は 巧々 の 取引先のを 業 か 巧を 往 おすろ ことが 巧 g で 
あら •义 をれ 化 じこれ をを をす る ことが をみ で なくなつ て 居る。 巧 ホ 上から をれば、 ネ 巧の 巧 ま 
を巧有して代ままをな査巧會に送り达めばをぞは巧巧でないやぅじ考へらる/^けれども、 巧巧.！^ 
じがて は、 をを® による おを は必 でしら 十分な b とは 謂 ふ 能は ざるら のが ある。 これ r 巧 時巧进 
の 巧言 論な 期が をを 方を 改 をの 必要を 叫ぶ 巧な で ホる。 

がれ ども、 よし 従來 の巧督 方法を なて 足れ b としても > 若し 信用を をけ A とする 事業が 巧 待 さ 
る > '程度の 巧 逢を をげ て 居なければ 、おけが をち 上から な 用を 舆 へる ことが 困 雌で ホり、 又永續 
的 じ 巧 まを 巧 有する こと も 可能で ない。 何故かと 去 ふに、 みがが か/' る 尊 柔の巧 式を 巧 有 ずれば 
之を 何時 じても 資る譯 じがかない のみなら 中 •义舆 倍 お 巧を 解除 せんと すれば' よしな 巧が 巧を 
を 後らない じしても •巧み ホた る 企 菜の 收益 ホを がかず る あれが ホり、 おつて 化が が 巧 あすろ 當 
な 企業の 巧 巧に もが# が あるから •巧 曲の 回收 をな 路 せざる を 料ざる こと/' なる ので ホる。 

«、 ながが 事 菜が をみ 巧 的 じ 巧 有する じ まるが 二の 巧 惑は 事業み せのを 業 上 じを ホし •且つ 事 



業の お 合 や 解 おじまでを 舆 甘ん とする ホ 3 が これで ホる。 巧 巧が 一を 企業のを 巧を 巧け て 化 補 事 
かの 巧が じ當 るので ホれば 巧 論 上が 等 あ 巧すべき ものがない。 がれ ども 化 前を じよる じ 非 やして- 
巧んで 银 行が 主 巧 ホと なつて 此 種の 巧 巧 じ出づ るので あるが なじ、 か、 る 指 巧 ホ 巧 巧 巧が ホして 
正常なる 意 巧で がさるべき か 否かく 頗る 揉は しいので ある。 

工業 巧 企業の 巧配醉 がか 斤のを 意 じよつて 行 はれた ろ おちを 見る と. ホ ホは 巧 巧を 示し、 ホ 巧 
は 失 化 じ 苗つ T 居* 0。 H 案 li 於 W る 集中 運動 S 促進は 葦し も 常 C ま 本節 ： ee 囊 S 合理化を 巧 
現す るとは 巧らないで •巧つて をな 部門 じ 於け ろを を需巧 ホの 盞毎巧 困を 巧く し、 且つ 危 おみが 
のみ 巧を 巧 ホなら しむる こと、 なる。 义 ままの 集中は 必ずしも 常じ收 益の 增 かを 來す譯 ではなく， 
ザつ て ft 爭 のが 除と なる から •信用 お 巧 じ 巧す る あを なる 方向を 失 ふこと、 な b 、 か 之* ホ 菜 じ 
巧す るな 行の 巧を を 益々 巧を じする こと^はなら ホ じ、 寧ろ、 一事 巧と お 巧との M 巧が 益々 榮巧 
する じ まるので ホる。 されば H 策 や、 が 巧 菜 や、 巧 巧 等が 巧 中 じよつ て 巧 占 讓業じ 近き お 態を 巧 
ふる じ 至る ことは 信用 菜 巧の ホ 巧よ b すれば 必中し もな 巧の お 益では ない。 資 をの 供 お ホと をを 
の お 巧 ホとの 建 おが 餘 b じを をし、 巧が ホ 仰の 巧 力が が 權ホ佛 のをれ よ b も 優る じ まら 归 とち 限 
藥二 節な 用 •巧 glN ホ 策に ついての 15 家の 辯* 一 0 セ 



巧 一二 章！！' なな 用 銀が にあけ る 經巧上 S 巧 B 10 八 

ら ぬ。 此點が 巧な 制度の お戚 であつて 巧 巧 制度が 巧れ りと してみ 日 お 巧 甘ら る S 所で ホる。 お 行 
と H 策との 巧の おな を ホ 程度まで 弛める ことは 一部の 人々 の ホ 祭す ろ 巧の かくな ゆろ けれども. 
併し 本 巧の 巧 逸 制 巧 にがてが 行が エ 菜の 勃 巧 巧 じあ 废のお 除を な 巧す る ことなく、 义 おりじ エお 
じ 巧 入りす る ことなしに 十々 のを 融 上の 巧 巧を な 甘し 期な を 弛めょ とを ふを 化では ない。 

二、 织行 家は か 巧に 巧して お濟を 巧の 巧 巧 ホる ザ行 ホと な b みい。 が お 巧と して 银 斤ぶ はエ g 
コンッ ょ グンの ま 巧 ホの 如う ホょ 6 も 一 B をみ に 巧# め 混 化の 資 化を 巧附 けらる、 ので ホる。 さ 
れ どな 行に おするな ホの 化か 並に な ホが 其を 金を 適を じ 速 用す る ことじつ いての が 行 じ おすろ 3 
巧は 巧を 的の ま 巧せ をが する もので ホる から、 巧 行 業 ホは 自己の 常 かめ 巧 動の 巧 困 じがて お； 能 
はざる 恐 巧 現を じ 巧して 黃 巧を 巧らざる やぅ おめ て か 也め 注を を 巧つて 居る。 之 じついての 適 W 
は 短期 かを の 借 入が をれ である。 今日 1 化にから る、 所の かく •あ 巧のを お 恐 巧は 外を の 引上げ 
が 念な なりし ことじ 政大 のが 因が がする。 而もな ホは 化 W なをな て 资本巧 用の 失 巧と 見 化し、 が 
寅を な 巧 じ 負は しめて 巧る。 を 信 菜 巧の 1 を 部々 は 巧に 必中 同 おおな じ 局限 甘る 巧 信 巧 巧の 部々 
を 化て 適合せ しむべく •巧して 化 M におを がみつ ては ならに いとお ム巧 巧な 巧を が 勢力を よめて 



居る ので ホる。 下じ擧 ぐるが は 化 邊の事 おを 說巧 する ものである。 

ホな 巧が 嘉ミ 利率 孚 C 外資を おた、 もを 引 譲が とか 外 闲霉《 受 とかの かく W 
巧ぢ巧 G を 班 C 琴る 時は‘ を變 側ら 麗 S ら霸 なろ 質 於て 性質が 一を して 巧る。 この 
巧 態を 只# 態 的 li おるな'-^ ば てが 明瞭 マ ある。 然れ ども 议巧上 C が T はお W 生活は $應 がの も 
ので あつて、 巧 巧の 巧 巧は 絕ぇ 乎變 化すろ に 巧ら 中、 か^る 莱 巧が 巧に 速 おして 取 巧は る、 力ら 
留が生 f ' る S で ホる。 若」 か WQ 贵 金が 從ミ b •も 一舟 夕 かにを ならる、 なを 化 巧は こ 
れこ巧’ノて巧信業巧を巧張し、 毋じ闻除巧みのをがじ一巧多くの巧をを供がすろのみなら中^ 化 
こ 阴內こ 於け る 化 Q * 々なる 用 管 も 巧 出す こと、 なる でみ らぅ。 がるに 接 外 W の霸巧 おが 
巧が 上の 斑 由からで なし じ、 な 治 上の 巧 因から 巧 巧 引出さる、 こと あらん か、 ながは おがして お 
讓務 の 圣方 面に 互つ て囘收 巧を 課 じなければ なら n 二と、 なる 《で畫 。斯くては か變 じを 
化のを る や 明か マ ある。 此举 情から 推 甘 ば. 將巧巧 阿の 巧 C 則り 闲巧贸 みのな がを 特 がの 巧 W じ 
をね、 大慧 をしても から 手を 退か」 むる か、 或は 大 銀行が 逝秦る 外 巧を おたて お妥に 
供が する こと》 避けし むる かの お論じ 到 速し 料ろ かか 何 か。 

夕舌寬 銀が 巧 ♦ホ 化に ごでの 一 ま ss 一 0 九 



さ妄 倍 用 銀 わにを る！ Ut 上 SB 110 
ィ •巧 前にが て お 闻の大 な 巧は 外闲员 易の 金® じ おし •工業を なと 閒巧 じ、 力を 注ぐ こと 少な 
く、 フォ ー ンン •パンク ブ とか n C -1 ァ^. バンクス とわ 去 ふな 巧の 特 巧な 巧が 比較的 僅少の 贵本 
金を なて 化 巧みを がを して おつた ので ホる。 反 之、 巧な の大な 行は 巧 前から 特に 引を 信用 おじ 外 
W 裤爲 を 業が 巧を 化な ひなて 巧を のか 蜗 巧みの 金 おじ 使した るの みなら 中' 义か W 巧の 闲 巧め 巧 
品 化 引に も大じ S 巧なる お 目を 巧 じた。 巧が たる か； お 的 じは •この ことは 揭 なの 巧 行が 多 かの か 
闻ま 巧を おした から W 能で あつたに 反し •英 W の 大巧 行は •ち两 巧 力の 巧# 甘る 外 W の 世 ホ巧柔 
巧 巧 じさへ、 直接 じが 巧 巧を 設置し なかつ たので ホる。 巧を のか 行の 巧る 斤 巧は、 疑ら なく つ 
の 偉大なる W 民 巧 » 的 息堯を 有した ので あつて •之れ によつて 巧を の お 巧 入 巧# は 所謂 invi た 泛〇 
exports として 舒上 する 巧の ものよ b もを かじ 夕 巧の 金 巧を 巧 方の 彻に 資した ので ホる。 されば 
お 曲の Vassar ん日ぎ Com 日 ission はち W のが 巧が 今日は か两資 あのを なじつ きお 來 W なのな 外 
巧 行の なした らし 巧の ものよ b もを かじ 多大の 巧 力を なさ くるべからざる を 唐 おしてち ろ。 父夕 
闲を 巧の 巧 力の 下に 設立され たる 巧 W おか 巧 菜を 社 (す hish ovcries Trade Corporati 呂) の 化 
きも 上 巧の グ ァサ ー グ H スミ ブを 貝を の おを じ おいて 出現 甘し もの じ 化なら ない。 されぶ 中 W 巧 



巧の み 顆を 巧を 大化 巧の 手から々 離して 特 なが 行じ讓 渡すべし と 云 ふ 巧 論は 誤つ て 居る。 巧る 特 
別 巧 關は只 外 W の 一を 地方に めて めみ 巧が する を 巧と し、 景 おを 動の が# をを くる ことは 化 巧ょ 
b もを かじ 夕 い。 故 じ 巧 逸の お 巧は 巧 日の かく 巧ぴ 外闻员 易の 金融 じを 出し、 巧な な 巧の 引を 手 
おを 世み じ 通 川 甘し め、 巧 前と 问 巧に 短が のか W を 金を使 用して 巧 巧 甘ん ことを ホ 望せ ざるを 科 
ない ので ある。 

甘、 をを じ、® あが あ乂 のか W を 本を 引 入れた ろ ことじつ さ 巧 逸の か 巧が 巧 任を 負ム ベく •少 
ぐ も 外を 輪 入を 一: 避す るか ホは 之を 巧 小すべき であつ たと 云 ふ 法論 じ おし 一言し ょぅ。 

巧 逸は 長额 のま 拂義 がを あする がか じ、 利率が 外闻じ 比し 一九二 四が な ホを しく 唐 化 じみる。 
外 W が 巧を の 巧 濟を侣 用せ しを が じは 外資は 巧 華の 窝 きを 客んで 化 入し ホつた。 化し か W の贵丰 
まじ 巧して 化資 をを かが ばか b をく 巧 逸 じ 固を せしめ おく かを み 中る 能は や、 又 外 閑のを 金と 巧 
网のををとを巧がお別し、 か闲を金の引出じ沮ひてら化の經#にが巧のが爸^^*。やぅお巧し超く 
ことは 到 お 困難で ある。 巧な の 巧 カホが 先年 此問巧 じついて あおした ものが ホろ。 巧 云 ふ 所は、 
一を のを 金は 之を 一定の 目的 じ 使用す る ものな りとの 考 へを 長期 资金ホ 巧から 阻止し、 が 巧 じ 出 

第 二節 巧 用錶わ g ♦ホ！！ {についで e 1 資務 家の 瓣麵 一こ 
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づ るを 金の おて は、 を 巧の 巧# の 目的を 充 たす 巧め じを まれる ものな b とがした いと 云 ふじ 在 ミ 
化を 說 がを 生す る 巧な の ものは、 外 W が 好んで 巧を じ 信用を 巧へ たる 頃に、 が资 なをぶ をせ しむ 
る ことを 困 巧 a らしむ ろを 巧が 採られた からで ある。 卽ち チヤ ヴプ マン 計を は 米闲安 金を なて 巧 
なじ 住を 巧 巧を 巧さん としたので あつたが、 を府は •住を 建 巧を 金の かき おかを もの 按乂 をを ば 
ホして •か 田 じがけ る 巧 巧の 抵を範 夕 にを ネ收益 枕を 巧 除ん なかつた 。又 巧 逸の 不動 ホが 行が 自 
治 ほな ホぶ びが 巧 巧を か 巧 じがて 資 出さん と 企てた けれども、 ラィ ヒス バンク 紀お シャバ ト はこ 
れを蔡 がする 態度を と b 、 かな 巧な 所 もまた シャパ トと闷 おの 態度を なつて これに がんだ。 これ 
等は まだ 世人の お语 じなる 通りで ホる。 かくて 自治 おはみ 計の 速 用を 誤 り、 なをを 築 も 不な規 な 
る a 巧と 方を とじょ つて 巧 現された ので あつて •自が 巧 や、 住を 巧 巧 や、 が 化 多くの 方面 じな 入 
された ろ お 巧の 內闻を 金は 其を 固を してし まつた。 而 してを 巧 じ 固ぶ する を肢 はざる 外闻 安な が 
輪乂 されても •巧く して 固を せろ 內 巧を 金は 化の 目的に 向つ てが なさる^ こと、 はなら なかつ た 
のでホる。 何となれば外责の供がホ速は長期の巧付を；：？すにをり、 巧用目的と確巧方化とじつき 
巧 力を 本き 機械的なる 條 件を 巧 求 甘し がかに、 をれ にお 中る こと 困難 じして、 をろ 化 件の 巧 巧な 



る 短 巧 巧を の 方面 じ 之を を乂れ にからで ある。 されば を 金 巧 通の 自由を まやる が 行 じな つては、 
化 等 貴 巧な く、 ま 巧を 負 ふべき ものは を 巧と 义 一部分に がて 中央な 行と である。 

.な 上が 玉 クン ス •レ ー マソの 所說の 大巧で ホる。 

第 S 節お替 方策 じついての 卑見 

惟 ふじ サン •シ * ンま義 に 巧 おする 巧な のな 用 化 巧が 祖 巧の 經み ホじ對 して お 巧め の 虑废を 持 
して 巧み、 巧に 巧 エ柔じ 巧す 金® 機 W たるに 甘ん ぜ 中、 進んで をれ 等の 巧を 資 行を なをが 制 甘ん 
とするな 也は、 巧 逸の 巧み 的を おの 上 じ 夕大の 巧 巧を 巧して 居る。 されば ま 乂もホ 巧な おわ 制が 
满み ホと おじ 化 巧 おじつ いて 巧 巧の 批 おを かふる をが しない。 巧れ どもが かたろ 經を おがの 立 巧 
ょり 見れば、 信用が 行の おを 貸 行は、 前章 じがいて おがせ る 所の 如く、 無 おなる ものと して おを 
しおきものが ある。. 巧な の 論を の夕 くは 信用 銀行の 闲 民經濟 上の 赫 々たろ 偉 おじ 化遵 して おなお 
巧め 批 巧の 方向を 誤つて 居ろ。 レ— マンの かき 巧 巧 おじして 尙ほ 且つ 共が るを 鼓め ざるを 巧ない。 

第 =1 節* ♦方 巧に ついての 卑 A ， 1 1 一二 



巧 己 ♦» なな 用 ST 行に がける 輕 » 上の 巧 お 11 R 
巧ん やリ ー サ— や、 アド グフ •クち ー パ ー じ 於て を やで ある。 

をて アド グフ •ヮ •グナ I や ォット ー •ブグ シャゥ ア ー 等が エ 莱金错 .V な 用な 巧の 手から 引離す ベ 
きことの ま おに 巧 息を をした ので、 此 かが 問 题が大 に 力を 将 たこと がみつ た。 がる じ パン プググ 
の 不動 產化巧 重 おフリ I ドリ ヴヒ •ベン ブィ ク七ン はこれ じな おして‘ 「巧 逸の 工業 ホは 資本 供 
給の 不足を 巧 中る のでな く、 巧つて 自己を 本が 不十 々なる ためじ 信用の か乏 じを しわので ホる。 
化に これが か濟 巧は H 策が 當 化が を設 ホす るが 如き 方な にて 巧 出め 巧が みを 逛 るよ b も. 单ろエ 
菜 家が 白 制の 方法に よつ て 白 己の かおの かかめ 化 巧を 巧 おにす る じあり」 と 云つ たこと がみる。 
此 ベン デ ィク センの ち おがみ H のが 化 じも尙 けぶ を じ 適を する ので ある。 卽ち 巧を の 企 策 ホが 巧 
なじめて 巧 前に もがりて 白 己 巧 本の 不足に 巧し み、 巧 助を が 行 じ 乞ぅて 巧る。 企 巧 おは 巧な たる 
お 巧が が 上から 巧れば をが 白 己 巧 本を なて 期 巧すべき 巧 巧の 巧 目にまで 、銀行からの 借入金を 巧 
乂す るので あるが、 ながは 斯 くの 如く 旧を する 巧 巧の 資金を 巧 化 貸 越の お 態を がて 供給して ゐる 
ぞ巧 である。 此點 がな 巧の 巧 巧 巧 巧と して 巧に 巧大 なる 誤を をな てす ろら のと 巧は ざるを 将 ない。 
去 ふよで もな く 當座巧 健なる ものは がか 巧せ がか 行 じ 巧つて すが じかくの みなら ホ、 な 巧の 倒 か 



^ はを 座な 越 金の 仲 おを が 制する ことを く拍 巧なる もので ホる。 詳言 すれば •お 巧が 化 引 化 じ 巧 
しを 座 巧 越 おめ をが おした るな 上は、 化 引 化は おの 巧 陶內の 余额を 自己の がが か；^ るげ 機と 期閒 
とに 化 用す る じ 反し、 おわは 白 己の 都な 上から 之を が 制する 能は ない ので ホる。 然る じ 巧 逸が 川 
化 行の 巧 出 巧 目 じは 何れも 斯 ろせ 巧の がが 巧 越 金が 巧 火 部 かを もめて 巧ろ。 されば か 巧が 平な の 
巧、 父は 妓乂上 かの 時 じがて はな 座な 越 かを 證 が 化し、 么を 公衆に 巧 出して •がけのを 晚を公 ホ 
じ轉 がする ことが なみで あるけれ ども •が W 巧 動の ホ祐 甘る 巧に ありて はな 阳 をの 巧が 化が おん 
どを く 不可能で あるから、 级 行が 巧 おに かつは 巧が であらねば ならぬ。 

巧 座 貸 越の 尙ほ 一つの 巧 火なる 缺规は をれ n みじめいて 流勒 化のを を缺ぐ ことこれ であろ。 巧 
引 ホ おはこれ を 化の ながが W じて 再 潮 引す ろ ことじょ つて 化の 化しが ろ けれども* 巧 座 巧 化は 巧 
が 利を 他 じ 謀 獲して 現を 化すろ 能は。 いので あろ。 此谢 がまた 請が 化の W 巧な ろげ 巧に めて 揭逸 
の；：；； E 用 鉛が が 资を闲 を じを しわ 一成 因で あろ。 

みは 上述の 巧 かょ b して 夕撕 のな 座 巧 おが 巧 逸： 用 化けの 禍 がな b とないろ ので あるが、 掛逸 
はち 闲と巧 b 商 ホ 手形が 巧ぶ でない から、 む 用が むが 巧侣裝 巧の 中 ふを ホ お 剧引じ 的く 能は ない 

巧 己巧經 ♦方 巧に ついての ホ见 一一 五 


さ 二 ♦ s 巧 用累に 《ミ* 管 上の WR 一二/ 

こと 巧で ぁり、 又 巧く する ことが 巧を おみを をの お 史的 あち じな し、 お满ホ 巧の 特異せ じ 一を し 
ないものな^<5をかるホでぁる。 化じみは信用な行がエ業金なから巧巧廿ょと？^主おしない。 ォー 
プ タトな 巧は 「信用 织 斤の 喊 みは 工業を 従 ホの 方法 じて 巧 巧す る じぁり、 併し エ策も お 巧 もが 自 
の 巧 益の 爲め信 巧の 巧を じ 自制を 化へ ざろ ベから や、 义エ策 おは 自己の 巧を の規 巧を 自己 巧 本の 
巧 じ巧應 する ものと なすに 巧 わるを 巧す」 と說 かる、。 化 レ、 信用 あ 行が 工業を 巧 巧す ろ 巧め じ 
は， 何とし てら 従 ホの 方法に 若干の な 良を かへ なければ ならない。 卽 ちな 行 おを 上の お 巧た ろを 
座 巧な をな 皮す るを おする とみは 考へ ろので ホる。 巧 田のを 巧が 巧は 巧 あの 當 が 貸 拽と时 おの 意 

ホ じがて 冕 手形を 割引く が、 累 手形 S 引は を赛 越ょりも 蓉 0 額为を 働か」 わる 斯じ 

がて 巧 合が ょい。 なじ 巧を の 信用な 行ら 當座貸 泣を なめて 巧ぶ 手形の 巧 引と なすべき でぁると 思 
ふ 〇た乂 しかし 巧 因 じがて は 特別の 場合 だけ じ 限つ て 巧ぶ 手形の 巧 割引が 可 化 づけら る、 じる ざ 
ない けれども、 巧を じは 捷 まを 肚 引を お 斤 (含ぶ を 0 百 ザ >-HO ムが ホる。 此か 行は 巧 一 おじ 巧べ 
たる かく、 ft の 金な 恕 巧の 巧、 巧を となを お 斤と をを 大铅 行と がか 同 出 安 じて な 蘇を 本 金 二值ブ 
ィ t ブマ グク 、巧 込 四々 の 一の 巧 式を せ 引を 巧 活か 斤と して 設立され たのを 改 稱存賴 する もので 



ホつて、 其 出を 祝の 上から をつて 两 家は 當 行の 危 おの 八 割 五 ホまでを な 巧し 共 巧 巧は 大 化けの 
あ 出した る ホ 形 12 をを な」 T を 中 塞 行 C て 割引す S 香菱 らしむ ろ C みえ 化 じ 化 化 巧 
の 出動 じょつ て、 従 塞 逸奚級 斤が 誓 C 引受 S おを なして 資金 巧 達の 一方 便と 其 间じ互 
こを あを 巧 じた b し 不安が 一巧 さる、 ばか b でな く、 進んで 大 お-わが 取引先に おするな 座贷 巧を 
巧 あ 手 おの お 引に 變 おし、 么じ自 巧の 塞 おを なし おじ、 引を 鉛 行の 化證を 供て 化の なお 巧 M の 巧 
割引 じ附 する こと > 'せ ば、 信 州 お 行の 固定を をはを み じな 動 化される であらぅ ではない か。 ホ ホ 
(例へ ば こ 二の 如 さ) は 葉 外資の 雙じ大 じ 望つべき をを 巧に 巧して 期待 甘る が、 余は を 
れと M 巧に •化 じ 一巧 巧 本め なる 忍 ホ じがて、 嘗 巧が 信用 お 巧の ホ 要贷出 おおじ 贷 化を 巧へ、 化つ 
てな 用 化 巧 Q 侮 巧； g 使 かなる 空 業者 ろ完 をな S おが ホ 器 化を 岡な 甘し むる C 巧 かつこ 
とを 期待 せんとみ する ので ある。 斯く考 ふろ 時は 巧 两の大 化 行が 朔 弓して 所 ホす ろ 巧夕手 ^ や 固 

巧 化 金の 化勒化 《手段と」 て も 亦た 靈の 引受 箸の かき 常設 的 特稱霞 養 S の 出現を 計 
巧す る ことが 5 的言网 お補餐 巧ょ b もを C がな 寒 ミと 養 得る ので ホる。 

雙記 T こ S ホが する 後段 霞 喜. 卽ち揭 逸が 寞 なを 器を 金を 雙 しちを 養に を 

さ一節 g ♦ホ 策に つい T 《卑 A 二" 


fi 巧 用 銀 6 にかけ る經 6 上の 堀な 二八 

る 甘し め やして 大部分を 不 巧なる おお 拂巧 をの おに 搜き •ながなる 引世に 巧 ひなが 恐がを 巧せ し 

ことにつ きお だに 巧 化。 しと 云 ふ 巧 論は みは 巧が が W 界 のがが に 明ろ き 人なる にお 巧して 之を お 

批判に 巧ん れ る。 而 して 化が の： 3 堵賠 かりし 巧贿お 巧で さへ が视外 巧の なが G る 化附け じぶ 巧し 

てが に 世 ホのを が ホ おた る 巧# をまでら が 策し をの 巧 渡を 巧 止せざる を $ ざ りし 巧 巧を 眺め •こ 

れを 巧ぶ の 現が に 巧 比ず るけ •巧 化の 大巧 巧闻 のを 闻 ほの 巧 力に M がの 巧を 注が ざろ 能は ない。 

おし をれ、 巧 巧が がの 避 化を も 班るならば、 一九二 五が から 一九二 九が じ まろ 巧に 巧 逸が 巧 入れ 

たる 外 巧は、 巧み 仕 入のを めじ 之を 化 用 すれば、 一九 S 1 年の 腿 巧 力の ホ じあぎ ざる もので ホつ 

たから. 巧进 はなが G る 外な 引 採 じょ b 夕大の 巧® 上の 巧 失を もな つた 譯で ホる。 これ 卽ち 支那 

の 巧 巧に がふ 巧の 「禍不 巧 巧」 でぁつて • S 十が 巧 巧な ホ妃 めて 賴巧 したと 云け ろ S を 巧が おす 

る じを り ホる ではない か。 

U > を 万 h W •《ミク Beitr を e Nur L. を 3 <on deii Banks, 1857* 
p o な o ミ 5 ぉブミ 3 • 巧 hyti 巳ち ie を 『 deutschen Banken* 190 产 



獨 なお 行 協を 編嚴 「獨 逸經が 生活の 諸問題」 

probln3» <!*« flActsnhns wiftschBwtalebea ， nnstrebte" end 巧！： reich す， 

巧 ~3» M « mm _ c 3 K <03 AbhvsclIcflBn 己- herticsge 巧 bes <om Deu ジ Cne 9 
law ご tut -f Gr 田 Mslcwlsesschw ク C 3 d aMsfwesen , 田 erha unb 尸 cipzig 

ミ 7. 

末 « は ライ t * パ'/ クな a 、 历巧稱 巧 大臣 》 な 用 財 度を 巧 巧に るャル マ—. シャハト 博 ± (Dr. Hjal35 schsho G 滿 六十 
巧に ましたる を拓 をず る 巧め •巧を 巧； にがいて SI 巧した る 4 のでみ つて •巧 巧 入 巧 六十 巧の 义 ホで 本る。 

ン ャハト 巧が を 的 牛： 巧 じ 入つ たむ*」】 を 二三 年 十一月 じが 巧 巧 W が 巧を なじ 巧みされ てからの ことで* るが •其 巧な 何も U く 
して ライ ヒス バンク 總巧ハ 1ゲ * ’ ノス* イン 0 お ホ じょつて さおと なつた 巧 巧の 巧 子 お占めた •一九 1110 年 网巧か vTlll 年 岡 ft を 
上の 巧* 巧の なめ じ 退 « して 巧つ たか、 ヒット ラ— ' い 巧 谢班巧 じょ >、 巧び 迎 へられて ライ ヒス バンクな 巧 じ したので ホる。 

W 巧 巧 巧 制* をぶ W ホの シャ "卜悚 芋い 巧 助は 用 巧が 巧い 巧な と 穿-おじ 開 祝して 防る •巧ら 巧は 公人と しで-巧 巧 W 拥巧 3化 案 
じ夕 巧して 巧を 輯巧山 おがと 化 巧に カゲ 致し、 巧 U な 人と してれ 巧 巧め 巧 性と 巧 巧 的 R 巧と^み 上に 巧め •巧は 巧 ホに 在つ ては 
巧を と共に 巧な S ず 巧い 化 W た r * し， 巧け 巧び 巧を S 中央 巧む 3 巧を ii >\ 又が 巧乂朽 3 史 巧衣投 つて， 巧を 3 が 濟的寡 表の 

tt ♦第一 « 进銀が 任 會 IIMIrn を W 巧 生 巧 C 巧 巧 6」 I 1 か 


タミ s な 用 •巧に 《ける g •上の s |二0 
巧 善 巧 化に つき 病ん ど 超人的 SltES をな しつ、 ホる ので ホる。 

シヤ " 卜巧い巧«は巧2巧力とがは巧とじついて 1 拓3は巧また^!^すべ>擅巧.2»をでホるとして*用！^}3{^{:58會が8£^|^の 
な巧を乞ぅて巧>しにものが乂#でホる。 |||^けが巧3巧保にホるを巧や、 巧巧3指導的请化じホる«8;^^|^や、 巧^^^巧の国巧 
と硏 なじ 卞る 巧ぶ 巧で みつて •それぐ 自己 •い 助 巧な S 巧みを 巧を して 巧る。 

みぞは 四 巧に みれ てち る。 巧 一巧が 巧濟 ホが 巧、 巧 二 碑か两 家と 巧ち 括濟 、巧 一二 巧が R 民 at 巧 i 巧 巧短濟 •第 四 巧が おホ閒 巧 

となして ホる 0 

巧1巧にる巧濟<#:^|5£: 《畫ュ—一一を古ミを】 と狸する巧じ巧錄甘るみ义はおの十一篇でホる。 

遞 巧を 巧乂 む エルプ. リユ） ベ ナブ ハ、 面を を 巧 a 度の 一# E 粗。 

巧を か 巧な 道 巧な ュリ 々 K •ドル プミュ I レ ル •一九 一入 乃 ま 一九 己 六 ザい 巧 iSWMS 巧 通。 

霸巧进な巧巧杞な々 イ ル へ ル ム • ォ I ネゾ ル ゲ、 巧^^巧郵巧じ つ い r 。 

ブイ じス グル， ベ 巧 巧 部 まみ ォ ，卜— •ク U スナ y ッ •フイ， ツヤ I •巧を 巧 巧！！ 巧* 巧 巧！ SSKIM と 巧 泣。 • 
プロイセン 州參 H だ •巧濟 グル ブぺ な！ > c ® け 部 ま ホフ U 1 ドリ ブヒ .ブイ y ハルト、 巧 巧 巧 じ 於け る Wii 9 ?s 巧 巧 0 
巧を レ y テン 巧む 及 巧を レン ナン 巧 巧な 用を 社把麵 巧へ 4 マソ •辛— スラ-- •イン ブ レ-- ン，ソ な ホ の產 含！ 10 
ライ tK グル， ぺ巧萊 巧 ま ホ. ブラ y ク 7 * 卜 T ム マイ ンエ 巧® 巧® ヵー ル.， ユ ー エル、 巧る 濟 のな 本 閒 巧。 
ライ ヒス ゲルブ •へ 巧 險巧ホ 巧 エヴァ ルト .ヒル ガルド、 巧る いなお 巧。 

ライ fcK グル？ へ 動力 巧 ま 事 ヵ ー ル •ク レブ ヶ 、扣逸 S 動力 稱 巧。 

化 巧 ロイド* ca 首 度ち* 巧々 1 ル-リン デマ » 巧ょり 一九 一 云 ハ 年 じ 至る ttw なにめ ける 巧 a の 巧ち 
ライ ヒス グル， ぺエ 巧が ま事プ ブト フリ I ド. ディ 1 リ ，ヒ . 巧3エ 巧の 巧 f 巧を。 



右 w 十一 巧で 巧に 巧 白 四十 二 頁に 上 6 木 巧 w 半み がガ たされて ゐ ミち をれ 巧 じつた をし くが 介す う 一とは 巧 R の 巧を か 
ら闲 巧で ホる. 3 で •なく 大ざ つば じ» 文の 巧な お 巧べ る じ 止めょう 0 

エ ル ブ.リ ユ 1 ぺ ナヴ ？ 《 p*cl Frescr ， V 03 wltz -» ubensh 】 の諷义は、 巧进い巧巧巧が 1 九1111一1年の闲巧な巧ホ巧的^^5&な 
巧其巧#じるを通^13じ巧化をホし， を迪い巧制が肉余〇手じがゥ、 义かずボ化人山^15£にま班された部門4肉荣巧巧じま«さ 
た风 家の 巧 W に 化すを まつた ことか 巧 巧し •巧 巧 巧な •巧 巧 巧 化を 始め、 A 巧い 巧 おを 通 ホ じ 巧送萊 及び 化れ 紹介 巧は 
あ < 巧 巧を 通を 巧な (ミ 害* ミみ eh ミろ ので じが おされる S であ b •巧 巧を 通 巧バ 巧 巧を 巧 大臣 お寫 とし •持 巧. 文化- 
惡巧 3 ホけ お 巧. を お WM 化川ネ として 巧 S として 化 « サられ •ホ 巧い を aw 曲 ゎが 濟 の®! 達の 巧め じ •文化 か sasssa 
化 3 巧め じ 》 化つ 巧 朱い 巧 內的及 巧 外的# 抱： 2 巧め じ巧连 甘し むる やう 巧 巧す るを 巧み i する ことを がぷ して W る 0 

ユ リ 々 ス . ド ルプ ミ ユ ー レ * ( DI -. 1另. C . h . 】£is 口0ち3臣ミ) 0な义は巧巧《巧-い化巧から》 を进度巧及び8!£:!み巧卜 
注べ、 巧が 巧た 巧き、 な 巧と W 防と い 曲砖》 論じ、 が 財 巧 や 巧 巧 口 待遇 や* 堯 なじ 巧す る材巧 W 莲む襄 じまで がか 盤め、 お 後 
じ巧巧8|巧ゎ路巧して居る。 巧を树々«巧3巧巧を^^{ずるじ巧卞るを义である0 

ゥ丰ル ヘルム. 才 I ネ ゾルゲ (D ごす g. C. h. Wilhelm ohnesrgc) い 巧 巧 巧が じ 助す る说 文は •化 づ一化 一八 年から SAB 連 
卜路 巧し、 ホ じ！ 巧が い 巧ゲ巧 明して 巧る。 巧 化み 巧 巧の 巧 巧 じめ ては 巧 迫 g を • ，化を 1 巧" 施設を 这 ベ、 

巧々 化さ 路を 九议を 巧し* 3 兵 送 ニモ 着 ミィ- i C 責 、で 类な 養と’ 3 を 通 t 2 巧 巧 ハ 十二時 巧 復化罕 < 

時 M でみ さ； •巧 化 小 切キお 引が さお 巧を 玄み V 化 進せ る こと •巧 巧 ホみ. い 欠 巧‘ •る こと、 巧 化* 巧な について 3 施ち 無 
な 通な じついての 巧# 巧 見るべき 巧で ホる。 

ォ ブト ー •クリス ナ T ン .ブイ ッシヤ I 《 Dr. jur. et P ミ I. otto n て ミ i 5 wischer) の 巧 巧が 度 G 苹 巧に M ずる 論文は 入 十ち を 
とむる大作である。 フイブシヤーは巧巧/な63巧ホをに>、 本&文^6^巧じついてホ巧を巧ホして》る3で*るわら、 其論ス 
&雜 第一 »な 偃が « 會 « Mirn 进 W ホ ホ 巧の が 巧 曲」 ニニ 



第一 一一 韋 WAS な 用* 巧に 於け る « 含 上の 巧 巧 一ニ ニ 
i こ-力作 Q 一つで ホる ことは 巧 巧で ホる。 フイ ブンヤ ー はホづ 巧け ち 巧い®! 巧から 芭 して 何が 巧 巧の 巧 巧 巧 じがけ 4 常 R 
r ミ かを 明 じし、 ホ じが 5 が 巧 客 本い 巧 入と 巧？ ミつ て 養され た 質を 巧き •進んで 巧な 巧 SS ホ 請 班'^ 进 ベ、 
を & じ 巧け S 資ミ 巧受詳 巧して 巧る。， イブ ツヤ— は 特に 巧け’ い 巧 巧を g 巧ず るので ホつ て、 其 資務は 巧が がち ホ* ほち® 
巧じつき化つ企巧树巧につき十泛巧管々」运めてこ5^ををふ卞る.5る0でホミ論じて居る。 

7 リ， ごご •ブイン ハルト ( F を drich Reinh 呈 のを 文け な 巧 獲け に 巧 卞る霉 3 が II をな 巧つ て 居る。 

ヘルマン. •キ ブス ラ- (口 こ 弓 •互 §i 》 を "0 S 文は 巧を' い. 个か產 を融 ミ； レ 巧と* 巧 巧 時と‘ ナナス 巧 巧との 
一二 巧に かつて 巧 明して 巧る。 

力— ル. リユ-； ( D こ さ PO 一. ご rl riler ) の 巧 護 巧が 资梁閒 巧と 班す る姜も 亦た をい 一？ ホる と 見 1。 
彼は 化ち Abs 互と がま. a — ろぇ 助 安； f 巧し •裏 巧？ 进き •ホ 琴い 小 gs 店 靈 し、 を 巧 
が 巧 なた る 「おけ 化」 (2 己き 宗 ミ曼 3 が 望 3 南蓄 とか 向上の が窗 とを 巧べ’ 小 賢 專巧巧 C な爱ぴ 巧 お 

的 巧 逢 ザ 巧し •枯 論じ 達して 巧る。 

よ》 アルド. ヒル ボル ド (邑 srd Hif ろ SS 巧 苗 巧 じ S する 姜 はなお S 巧を 及 本 ミら ね 《て •浸と 爱 •一九 
;1 闷勇ま 一九 一二 巧 年の 巧 覆 《な 巧 巧な S 蹇じ 及んで 居ぇ 就中 巧 牛は 巧を に 於け る 巧な S 現 狀及ヴ ナナスな あの 巧 
巧に 巧ず る麽 度を 巧る じ终 .•るな がで ホる。 

力 — ル . ヶ ぃッヶ る『一 Krecke 】 〇面资お力巧巧 (日ミ管ぇュ至呈 と地する篇文はエ巧 . 巧^®^ . ま巧 . 夕ちホじ於 1 
ての 力い 巧 お. かな •巧ぶ ずるので るるが •をれ じ » して 化 沼 瓦が. が 化 おち 巧を U る お* じがいて 巧 力を 巧を する わ 巧 務と卞 
る妈濟じついて^一葦るもいでホる。 化づ巧畜ねい巧荒姓害じ’ ホじ 一 九呈丢ょでい巧力輯巧の靈を巧し、 おんで巧 

を楚制卜努が资襄蓋い5ミ 賓辑巧《巧粗《化5部みバ寶3ミ辜々らぇ 


力， ル. 9 y デマン ( K - 至 Li 己き i ) S 巧 进い诲 速じ閱 する 进 文は R 前から； H 另す その 巧を お 巧での！！* を 路ぷす 
る もの じ 巧ぎ G い。 • 

ゴ ブト フリ I ド-デ <1 リブ ヒ ( oott 宝 己 口 t 正 g ) の 論文は 扭进 じエ菜 3 がする 限り •塞 i じ 巧す るな*! 化設が ホる とし 
て 伟宅巧 巧の 巧 巧を 巧 巧して 段る。 

巧： 1 .3 两 家と 闭 巧が 巧と 巧す る 部 じは 左い： 立* TV 巧 巧して々 る。 

怖 巧 火な 大お シユ サエー リン. フオ y . ク ロジック 、稀 巧を 計と！！ 巧时 政。 

怖蔓 プロイセン 轉 巧ち？ SiS せ ハンス. ユ ルン スト. ポッセ •巧を 巧 巧 巧 策の ホ 方 か。 

斯巧 大巧 巧需 ちな フ ー ゴ I . 7 リブッ .ベルガ— •胳 はな 巧 S が お 0 

ライ ヒス バンク 剧な敍 •な W 制度 監 0 ホな 化巧フ a I ド リッ じ. ドライゼ， ライ ヒス バンクと W 巧 制度。 

内朗書おな長* 巧巧化け財總巧々 ナルフガング-ライヒァルト， 巧|£{^^をなおの巧本ちなと巧よ巿巧。 

巧 抽仲か あ 失 巧が 拾 お 巧が フリー ドリ ッヒ .ザイルー プ 、巧衡 おおと ホ！ 巧 巧の が 政 的な 義。 

これ 巧？！ 义 3!^ は 左の通りで ホを。 . 
シユホェーリン-フ*》.々 ロジック (rutN oraf wchwerin S 3 巧3己を) の論义は巧なの中央时巧を賴前か^^おなじ忌つ 
て 巧 お 甘る もので ホつ て，* 髮 g 巧の 时は V 、 ナナス 招 巧な 興 策 じ 於け る 財 玫巧奇 々の 巧らん となす ろ 谦閒粧 じついて 大要 S 
巧 W が 巧ら れる〇 

ゴ ル ンスト . ポブセ ( Dr . jur 五3ミ 田3» pose ) 3巧逸巧巧巧策じついて3篇文は巧1 じ共巧ホ、 巧二じ|8^81十年閒2巧 
策、 空 一一に 化 巧る 巧 時い踩 巧ピ谦 困むな 巧な 策 •巧 巧 じ ナチ ス巧 下の 扣を 巧莱巧 策の 改を 、巧 おじな 論と 肤巧 V - お这 して おる。 
化 論文 も 亦た 大は 論じ 巧 ざ じい。 

な ♦第一 優 巧 tt 會 nsrjK 进 W 巧 生 巧の 巧 巧 H 」 一二 一二 



第ー ニ ♦ »8 用ち だ 巧 一ニ ロ 

フ—ゴ •.フ リブ ブ •.へ ルボ， ( Dr . 言 fo Fri なぎ ミ】 の お 貧が じ 助す る受 はお 爲 題の 巧 巧を 拓 つて 居る。 

ドライゼ (Fried 正 chw . Dre ミ) の 論文は 大載 をの ライ ヒス バンク 政 巧を A 化して 居る ので ホ ミ， これ 4 大薩 ミ* る 
が •な 巧の 逆 货政货 W 方れ を 巧る じ 足る もので ホる。 

々オル； yv . ライヒ X こ 穿 享 Wo 春 ng R 暮 h - rdt 】 G を 叉は 貨窒賣 ホ S 迹 3 柔 SMS とを 案 場の 謹 
を詳 巧して ホる 〇化づ 一を 亩秀至 一を 亢 年の 巧 巧 的 及びが 致 墓 達の 巧 5 なべ ••ぃて 巧資矣 本 愛、 本のち 
巧 • R かな 支と W かな 巧， な 用なが^ お 巧 •一九 一ー ニニ 年な 来の 巿 巧^と 巿巧育 巧 •一九 己一 一一 年が 來の »本§ の 巧 まを®® し 
て 巧る。 力作の】 つと 化 はれる 說义で ホる。 

フリ 1 ドリブヒ . サイループ ( Dr . Phil . Friedrich wyrup 】 の&义はナナス度巧5勞働供^^|まじ巧けるさかか及失巧保6 
局い i を詳規 して ほる 0 - 

巧 S の 巧 巧が 巧と 化 巧が 巧と 狸 卞る部 じは 左の 一二 巧が 餐 されて ホる。 

化が 大 學わ 巧 コン スタン ナン. フォン. デイ— ブエ 、特に 巧 巧 閒 狸 わ 中む としてを にる 用 巧 お 巧と^^ 巧 巧。 

争— ル 大巧 ijtJSK •同大 巧 化 巧 持 巧硏巧 所長 アンドレアス. プレド al ル 》 エ 輩と® が 巧。 

ライプ ナブ じ 大^-^ 这 ク I ルト .々キ I デン フ王 ルド、 商 巧に 巧け るに 用 巧 わ 

化ず かは 何た 巧 ぷ巧囊 卞る弯 ホる が、 力作と か 巧が-^ かと 55 も SK 。 デ— ヴエ (口， •ミ •を？ ミ— 吕 
VOI 1 Diets ) じを，- て 巧な、 また プレド a — ル 《口 ご 3，- P 色 • >3 を 2 •で，* もむ プ こじが いても 巧 b である。 た乂 々キ I ブン 7 * 
ルド (日 こ ミ. •る 芦 et oec . 巧ミ wieds でさの 裝巧巧 じがけ るな 用な むと 猫 する 論文の み 幾み なしく 倍 用 巧 巧の な 外 巧 
巧を 傳 へ 5 る C 止ょ ミ 比 § は 概し T 蓋 おじ 中ち ミ え と 雨 ひ*!! ぃ。 

巧 巧-ぃ柔閒 巧と 篇 ずる 部には 左 当一篇 がれ 《て* る。 



巧な大**巧， 估^^*濟大巧巧お々 エルナ|.ゾムパルト》 巧巧親と》 巧巧と， 狂巧と〇 
伯# ホ iMMsr 巧 大學焊 濟巧巧 巧 巧ち ユ*； : ブス •へ ー デ マソ > 法と 待 巧 
おな 大累泛 •肉な 農 巧は 合闻 真； クス. ゼ I ， y グ •せ 3 制 じがけ るな 的 巧ち 

ゾ A バルト (口！ •• 口ご Werner mo 3 b 5 t 】 0 論文は 先づ窠 BKWdtsshsung ) •巧 巧 (wi ミミ ch もろ 巧濟 (wirtich を】 
のちち を 巧 じし •これ 巧を 「及び」 と 云 ふ 巧辭 で 度いで 「化 巧 R と 巧 巧」* 「サ提 巧と 巧# J •「巧 巧と 巧 巧」 の S つのち 合を 作 
b * をれ/ぐを 記 明し •是 なじ 巧 時化に 这 なする 稱巧 巧い 巧 化を 期待して 巧る 0 

へブ デマ y (口 こ ミ •ちき - W き el 3 田玄 einfo の 論文は 巧 巧 法制 3 致按巧 おを お 巧つて 巧る。 

マ， クス •ゼー リング (Dr. r さ ミー., を r. •る il. Ms weri さ】 の 論文は 「 I 用 巧が 採用し 巧 持す る お 含 治 的 お 旗は R 巧 
のを S じょつ てを 主る のて はな < •历 巧の： tut と 歷史の 巧む る 所でみ るから* 巧 在の お 巧を 巧 ホ じ 置つ て 5^ する ことお W 巧サ 
んが 巧め じは 現在の 巧 巧を 巧 まわ vT 穿まサ しむべ さで ホる」 と 云ム苗 ippolyteTai ミの 巧 かた 3115 {して、 スゴ ブト ランドの 七 
ント • アン ドリ 1K じ阴 かれに る陋巧 S 巧な 含での 巧吿を 巧 正論な した もので みる 〇 巧】 じ 大巧 巧 田の なを M な •巧 一一 じ 巧 巧の 
をた 空 II じ 巧 スラ》 巧 B のをれ を 注べ •相互のは なをな し， おなじ 济风の 裏な 巧 上の B 萬 ホぶ か 化 巧の 巧 巧なる をが 巧して 
これが 巧 お〇必 巧を 巧き • g 巧 ミの 文献た 巧へ て 居る 0 

巧ろ 八 豆 ハ 十 頁の 大巧に る 末 窗 はシヤ 八卜博 ±3 々十を の 巧 牛： 日を おを す るげ 巧の 巧みで あ ミ if 後 じがけ で 巧を の！！ 巧 ホ 
倩と 含 おな sms ? はま 一巧の 巧 じ 十み にお 巧され て 居る から •れ 方面 じ H む わ 巧ず る 人達に 巧つ ての蔓 塞た るを たはな 


A ♦さ I « ミ貨 IMK 巧 M 度 ホ 革に ■ナる 著 香の 內 から 二一 五 



第云韋 s 巧 用 銀れ にだけ る 巧 ホ 上 s 巧 一二々 

餘 终さ一 

獨 逸の 巧 幣お行 制度 改革 じ 脚す る ま 帯の 的から 

1. を す eclit Fofstsann, W ぶ 0 Mil §tio§lsoziali をち！！ er CJadlIC3dit 

imd W 穿 r 旨ち politik •Berlinl933. 

2. H. zicklisch- zsn D ミ tsche wirtschafs をす u 另 • で utt ち rt 1933. 

• 、 3. otto ohr. Fischei:- oas Bank ミ sen im nationalsozi 巳 istischen Staa ヴ 

B さ li ミ St ぶ luz. 

巧 一^ アル V レじ卜 .7* ルスト マンの 巧け 通 巧な 策' 川な 巧 あびぶ 化な 巧を 巧 民 おを ホ お 的 立 巧よ > 論ぶ サ るが 化 s 巧 地 
ミる から •塞がで S #’ い 注な を おく もので ホる。 畫 は化づ U 化しに 7 ド； - t ご ラ - S 詔^た る •人は 裏に 
巧して を 累 すろ 召め じ圓 ふ； 雲を すと 云 ふな ホい 一巧を 巧け て •ヒ ，トラ— ホ 義’い 共 巧 さる 塞を 蠢 して 巧る。 
其 内を たなる〜 全文が セ 巧よ b 巧 巧 一巧が 巧 巧 •を 妄 が巧垄 鼓’ を ニ ザが 巧 巧との 巧 巧 巧 « が 巧で ホち* お》 
ぉ巧 巧と 巧 ホ 制度* 巧 六を が 巧 巧と 织け •巧 セ 巧が 巧 愛策 •け 川 か 巧 •本 化な 策 及びる 巧 巧 八 巧が ぉ 論で* って •これ じ參 
夕艾 找リ锋 .V 巧へ てがる。 か、 ろが 列 山な 巧よ > 推ず と 一つ。 お 巧 巧 的い 内が どなす るか じな 廿られ る けれども， をぅ で じな 
<、 马进的化巧的'3巧かもか：^からやな山されミ 巧に第岂巧のずない巧巧路な力の巧叫化巧8円八で？円九5 のかミ巧者 
Q な もまむ サ S 所 マ* らぅ。 但」 本 巧が 技站 3 季通 be 受か 6 蓋に がける 货巧装 S 十み に ¥ 巧た わと 云 ふと をれ 



だ蠢备 ちし n 、 单ろ投 なは ヒごラ i 巧とは 曲雙し c 两に 山が 上 h •管 出版い なじ おひ T 斯 4 巧變附 おえ、 
化 くで ホる 0 

雪に 褐 げたる- 1 ク リブ こ 巧 资 巧み じ 巧い 柏を せる お进 r ナ ルガ-ザ ナナこ S 季差 として 巧け されに ミので ホつ 

て •笛に 军セ 頁ぶ 妥わ ども’ 賣§ホぷ 的 巧な 鬟钻 濟 巧#'. だ 初 2 なかとして > 蓄 巧な 空 ホ 巧 基 想が 十を 
じ 盛 ゥ込声 T 居 ミ？ ザ S 巧 占 巧」 分 《的 ミみ 論ち ホに § い 分 邸は 巧ち' 薄 占し く霎？ を f 、 進んで 
巧 お 州 趙ら巧 本閒管 巧を か講 組で ホろ 巧 蚕 ぺ 、おを にが 巧け 轉巧货 化 者め なめ 岛ホ 巧， い 祭に よつ て じび ミな し. ち 
问 な を 巧す *0 ことじよ つて 雲を 巧て 巧な する 巧な を卞 張し 一, おる。 

ユク リヴ こお 投 む巧 巧が 巧 巧 2 立 巧 U 巧 山 巧みき 巧ぷ じよつ ザ 曲く 知らた も b . 巧 じ 巧め て 云 ふを 巧 じ’-.: が* 併し 巧 
は 管 人 も 人 S 謹 i •人の 莫 的け 巧を ら山强 して •巧 58 い 穿 關巧蓋 葦る いで ホる から、 本 寄い 分巧 論じを 
て* 班み 巧 巧 じな. 0 がかき-か 巧 3 半： ま襄 上じ义 ばす 作 复論 でる Q では わ‘* くして •欲 現と 愛と 雙力 とおが 和襄し 

な 的 鼻 ホ f 塞と すを 《が 拍鬟 巧」 是す襄 .ダ お 巧」’ えが 摇芒 我. 进访巧 お育霎 度 3 S を 
巧いて码ミ 而」玉寶薑兵這茜受§ち 賓費霸」5§化，為？.0むき2泛屋じを 

る もので ホる 0 

本 巧 3 ホに 町 巧 本と して i SAUfw ミ こ V 已 k - Wi ミ ch を M を ehjs 及び - pro ず Ichrc ?: 3 i 涛 ホり •义 巧な •.ぎ 
ミ b ミ iih を - C 葦來 I -賣か 合— 留乂 にめ ける S が霉」 と V r 輯 《巧 巧 學と功 諸な ホぎ.. かと 學る 菌义 
わ 离まサ るか、 これ 巧は 璧去巧 X 駕 A 巧*： J 窜 ，0 けれど、 化し I 巧 ミし T 、 お霉巧 巧に をる 寶お奪 おか 

巧 神を お瑪 する もいで ホる。 

窒 一の フ ィブ シ卞！ 〇 巧 書は 其 JjgJ が 「两巧 おを まみ 的げ 朱 じがけ る纪杆 をと みる 通ゎ > b ご ラ— ホ 巧い^ と 貪 K と J じ 
& ♦第二* 进の« 巧 集が M 度 改革に ■する ホ 巧の 巧から 二 】 b 



さ 二 章 s な用鑛 斤に 《ける s 上 SR ー ニス 

ミ* ら 3ミき 巧 行 愛 度 ぴ倚寫 gs をを 論述-^ た'*® ミミ 巧者は W 養 斤家襄 客の 裏 者ミ楚 C ホ b •一 

九 111111 年 巧 ま 一一 因 年度！！ 金 合に 巧て B 巧な 织 けの 誤れるな 用み 策と 庙卞る 巧 巧を なした る 人で ホる。 末 書は 化づ 巧け 巧の 巧が 0 

巧な から ミ 担し* 田 进巧奚 8 養 >》望 し •襄 養から 筆 S 紀行と 琵 保 巧と SS 命 留保 ぉ f ホ じ K まの 
IS 巧* 巧と 巧 わ 致 巧-^ の 閒じ巧 巧 ミ M 巧を ミことの 巧 巧を 进 じ、 長 巧みち 中小々 g じ畫 進め、 巧 じ 巧 モ間粧 巧の 巧巧吗 
趙じ乂 つて 居え 雲 2 奪 lIcSiHK 巧に ついて 二つの 晒 巧が 巧畫 b とまえ R 巧み 一方け 巧を ホ 仰で みつて 奪な 巧 
巧の 巧 動 ホと iWil と 化さ 巧を 考 曲し* 度 巧の 化め 一方 じは 巧 出 お 巧者が みつて 巧 出 巧 ホの 巧 乂と巧 子の 巧 ザと 手 R 巧の 巧 下を 
巧苗して巧.0 〇 なに窒一者.か巧巧巧じ巧卞る^>*か化巧を睾じついてはちのーーまの何れの立《じ立つてもなら中‘南#のま 
を 杏サじ IK ' S 卞 るを 巧す ると 著者は 考 へて 居る。 

著者が 今日の 巧 巧 巧 巧 上* 巧の 间搜 と考 ふる 所' 31 のは* 巧の 資 をを f じして 巧 働ぶ じ 看を 與* ぅ」 とでみ b 、 而 4 を^ 
は 巧 か を 巧 じする ことじ 巧 巧す るから •か 田货 るのを » を 巧る にす る ことが 肝 巧で ホる。 

巧 論じ 於て 巧 巧の ホ# 廚埋 がな 巧 はれて 居 ミ かづ 巧け 巧 じめ ける 巧 去の かき 失 化は、 第" 巧 度を ホ ホす さ 一と じょつて W 來 
これを JB 城し 巧を 巧 かの 問題 S ス巧巧 巧の Rg が 貪け ず 可 化なる 所 W ぉ論じて 居え 巧 《菌巧 お 的 じる « 巧と 巧 巧な 巧 
との 閒こ R をヒ 及び 貪務上 S ネ 面が 存化 ずると 云 ふので ホつ て •か、 る 論 巧け そだ 何人のを を じも晉 れ ざるを ミミ 巧ぶ 
ilBII こ 巧 わ 反び すぶ の 巧 織. 巧け と ラィ じス バンク あび 一巧 巧 巧との M 巧な 用 化 織 巧 互の ぉ 論ぶ し 巧け 巧 巧 巧者の 巧 
* が 田 巧な 6 ホ 義的两 家の 本を と ホ K じ 巧を 卞る I のたら ざるべ か 白 f るを 巧 巧して 居る 0 

田ち 化會ま g 的の 疆じ かふな 用な 受び巧 巧 巧の ホ 請 猫 じ M しては、 論 »卞 ミみ も I のが a つて K る。 これ 巧が か 何 
じ R 巧 さ ミで ホら ぅかは？ じ 巧つ て さへ 大 なる 巧 f 巧へ え 来 巧は 巧巧羣 g (ぎ 客 占 S す】 おけるな 巧 韋蓋後 
じ S ♦された る賽曼 S 《文と 芒 巧を 奠 SS 硏 否を 又； 一秀？ る ことが W かで みぶ。 



ダ！ 才 I ブス ト 「貨雅 .銀行. 巧 引 所論」 を ミ 版 
とアー •ゥ ユー パ-- 「巧 巧 お 行 比較 論」 巧 四 版 

ceog Obst , 〇 と d * wank * end ま aenwesen , 30. を？ ジミ 香 rt I 公 7 §么 
Adolf Weber ， 〇 召 ositenbanken end JSpekulatio ミ banken , 4. Aun . 
Manche?Leipz^l93^ 

巧 9 レス ミ大 學の敎 s じして •巧者のは 曲の j 人た るゲ ナル ク .す ブス 占吉 一を 一一 入 年 十ち ちか# 巧 じない— 
々十五 3 のさな つて囊 し •擎巧 板の 「巧 W 巧 巧 お 引 所論」 窒子 巧が 巧 じ 巧み 《巧の 查 V なつた。 

另窒 巧な ぉ 空」 は 巧 書中で お A 夕巧 及サる & Q で ホつ て* 巧ん ど W 年毎にが 正 巧を 8 巧し. 巧 一手な じめいて g け f 
S 计 十二 さ 一千 巧 eg した。 同書 •か 巧 ふ. g ; おが 芝は 管な つて 巧賣 C 巧 化 3 ミ 巧な 0,* のは •巧 巧が P -- をる 理 
論と 貪 民と 卜巧 CS # し T •こ？ 巧が？ 襄を WTSV 幸る C 庄つ巽 U 靈— から T 畫 。化育® し T 香 こ 巧 

窗 某 ミな を •養 巧 《大爱 2 餐を助 话ま霎 「を 矣を 急き’ を」 ミ C 寡 C るえ ミら ぅ。 

本書の 夏を 見る じ、 巧还 《累 やを S 奠舊 じめい T け 巧 ほ 4 何 S る 所が G いけれ ども •襄 .巧む.. 巧 引 所の 巧 雨 じ 
現 はれに る 巧 まや 雲 ミ g 化は 近くを を 巧 巧 してが す 巧がない 。而も をれ 等を 塞し， 轟す ミつ いて* ょく g を 巧 
S して 居る Q 了 至。 な U 吾 巧 抜か 持つ 人 t ホた 此窒 一十 板を 蹇 占 へて ょい。 

お ♦ 第 I 二 ♦— プ スト r».i { 巧 . ホ 引 所 AJio エ I パ — 「巧！！* わ 比 «論」 1 二.,^ 



さ 一章！！ 这惊 s おにを S 5 上 sis 二ち 
述の 巧で 注 肖すべき もの、 一 一一 一一を 舉 がるなら W 左の 通 h で ホる 0 

一九 量 年 二月の 巧 逆が 濟惡装 建 ミる ラィヒ Ki な 會從巧 部 (をを f ロミ？ も 呈〇爵 •巧 i **® 

( Deutsche を beitsfrost ) じがけ る r おわ 巧 お ラィ bK 巧 ホ同坦 。巧ぶ」 巧。 杞ぶホ b 

一九 己 四 軍 一 頁の 喬が度 化に ついては 管 十二 5 巧して 巧說 し、 「舌 人怨巧 5 から 養せ ろ 巧 わ 2 家 i 十 年来 ホ 
巧 甘し 巧 ホは き卖 たされた」 とさんで 居え 又 巧赛薑 墓に 助す る霸は 置ち じ 巧の して 居る が***^ 巧 施 巧 巧の 巧な 
じ 巧 肖し 下 如 じ て t から、 录应 供を 巧い になる ミミ 更 C 1 を 一二 累ら始 t れ SS な 2 ぴ巧 Hi ともの 巧 
望た *0 か 夏け ミ 聞のを SS 巧 (塞— ミ fis ) •レ. キ スタ， マルク- ァ スキ 《を (を ■1 き—。 を 1。 
香 Inlshf 星’； ご ル ジオン K ヵプ セ# にぶんで おえ 其 化 近年 寡 S 務を 巧へ 下 室 甘し 多 ふを 巧 巧 行 じつ 
いても 一 ♦これを 列 ♦して 我 明して ホる 0 - 

巧 引が G 雰 をな fi 九 一一 宝 年 一巧 一日ょ b 堯 S 詔 含が つ 5 なし T ?。 却ち 雲 引 雲 s 巧 S 則た ま 
現して •巧理 ミ 涅蠢 度とは 廿中 じな 命 制度と し •巧 ザ おえ 茎 唯一の 資 巧者と し、 奮務が 『お 引 巧し がいて 巧 舅 Kg 巧 
化 じ 取引 愛 引 じ 拥巧襄 する まみ CSJiw ! び 小 採 麦 巧 f 巧まず る ミる こと 巧の 化き 巧 引 所の S 上の 塞か。 •巧 
巧の 巧が じ 瓦る 巧 度は をく これを 巧 g して 没 明して ホ ミ 

ナナス 政 おこなつ てから •蓋. なけ. なが 巧 方面 じ M して 巧じ馨 された る攀な 令は が だみ く、 人を して爱 じ 店 G ろら 
し る ミミて、 巧雙 だけを 見を 卞 る。 ら S K 8 h-Roed さ？ RS すを dstshcn Bsluch . fr •ぎ す- 1930. 
S 吴-皂 十二 5 大巧 か畫 たど 6、 *- プ； S 本 言を § s 新を 愛 中 f 2」、 - ちを 潭 K 護」 た 曲 じ S 

債な が存 ずるので ホる • - 

w 堯な 「奪 g 巧」 がナ ，ブ ストを 巧つ た詞の 巧に 巧 这丢理 を やみじ 達して 夫 ホ化サ しことは‘*— プ ストの み 時 お 0 



客で 堂と？ やぅな t 蒙畜 が* つたと 霞す を •本 香 こを c ち 教資 建を 囊芝化 表れな も？ ♦る。 

ミ ユン こ 大學の アド ル T 々王， バ-お S 「 S 努 g 較 論」 は 一九 〇二 年 じ— か 巧で、 S で 占活を 解す をを 

巧 雲の 注：：：！ する 巧 ミら、 さを 前 •ご 5 々美 か 香 時 じ 護され— 一版は 可？ タタら、 一九ニ ニ 年の 
は 護 じ 比し 巧 論 的雰じ 巧し 示さ 中 •まに 巧け のを 巧 巧に つぃて 加？ れ た，, ，ので ♦るから •呈 R 
か 巧 か 5 しい。 fi 

巧 じ 巧 か# をす S 畜皮基 S 塞 C がぃ T 護 if 思 SV 其 舅に 5 TUI まき 巧 ミれ た S が* ホ OH 
A 奎た a 括 論 li 今？ 尙じ襄 とし 呈壬ハ 年 前〇餐 め ミ i 同？ 言。 襄義 ちつぃ 5 M - パ— よ ホ si 

つて Ss る® 

r 巧 一に •一田— 用な 受びま 8S ホ 田 じが ミ特 巧の 累 から 靈 したえで みるから •化 尚の？ 琴て 巧つ て 重 
ちじ 自 巧の 巧と なすべ から や。 il じ孽奚 の 松 合 客‘ 特に 鬟 なわ と 勇 契 "え おな 口 •肉ち 寡 的 じ 化て •す § で 
^ なく ミ 巧 逸に 巧 ミ さる 巧な ミる。 史 iiss 巧を 巧. だが ぃ 昼 疫累ホ 巧に 2 しつ、 t •面 S な 
f 菜 じがけ る 巧 化と 器して、 屋の 巧け §’ ぃ 差# か を； 少し ミホる。 結 粗に 曲し 了 護は 巧 ほに めける よ 一ち 

ち 塞 寒 a 赁ぉ 塞」 たと。 窒 > 藉占 著ら？ ミ 4 を； 塞す さ」 と 基」 ミ」、 巧に 之 S ミけ、. 主 

G ら St •巧 じ？ 巧 へられに る雰 だけを が ひ 上げて 見る と •をれ さへ 囊 口は 5 に 止 よら •••、。巧ち-' 
ィ •巧 巧な 巧萊 S 養を なし •巧 豪 ホ 化を 巧 巧なら しめたる こと。 

口 •畫羅 巧が とを 融 蓮え 助が じ考巧 S め •巧 巧寞第 けの々 蕾 巧に がける 巧みと 方 おぉ受ぷ しか 列 サる こと。 

ハ* 巧む の ^と 巧展の & 巧の 巧ち お 補 巧 甘う J と。 

ュ 巧を 霧と 面蠢 巧と 題す る 一哲め ぃ 5 巧 巧 だた 2 預 ホ-お 资を 舆を 巧气 小切手 護 占 替雲 S み' な‘" 
《《第 I ニ ォ— ご卜另 巧 - g がん 引 巧 《」 とゥ 王— パ - r 夕 S 廷 2」 一 II 二 



き 一章 " s 用累 にを ける s 上の 巧 巧 ニニニ 

の 通貨 f 山 力と なお 巧 中央 巧が W 預を巧 巧が 制、 巧を 巧 巧の 巧 巧 速度 巧 巧を 巧 巧じ抽 する 巧巧閒 猫を ぶじ •がに 巧 相 巧 お 
の 本 K と 其 ま 巧 性 •をれ の 巧 巧 じかけ る 差異 巧を ホ 明 甘る こと。 

ホ •巧む のす 正 助 巧務を 班く じを つて •恃じ 一面を 設けて 巧 凶の 巧 巧な 灶を論 巧し， イン ゲエ スト ィン ト .トラストの 本 K 度 
歴を》 インダ エ ストィ y 卜 • トラストと织がと〇助ち が役本的なり的巧 化巧が巧る5^^2-じがける紹な* 巧巧お巧上の考 
巧 •る®® » を！！ 節する 作用の々 巧、 ユュ ブト. トブ ストの るな に發達 甘る 巧な •ユュ ブト. トラストの 化链 •それと 火 巧け 
との®* 巧を 述べ、 巧を 計賽 をを 巧し •麻 ホのを 法し を お 巧 レて 招る こと。 

右 列 » 甘し 託 曲は 巧 じ ホ 巧され たる〜 の S 巧で •特に 期 著なる SSiJ ? でみ るが、 M 化從 ホの 巧 巧され たる ♦饰 じあ b て も •內巧 
はち 巧 十五 年間 じ 現 はれに る « 巧 上の 謡 煙 及び 巧 立な わな 入れて 巧ん どを 巧書替 へられて をる。 

« なの 化く、 な； 一はな 巧と して 巧の 化く •巧る まの お 合 制 巧け を 震 化し •巧 巧 ホの 人 巧 じ 巧き を 置き 》 パ ジオ ブト 0 - g * 
isure ， but 33* を 至言 Kb として 繰 おして ほる じ 止ょ る けれども •一 の 行程 じめいて 巧 じみく の 义献と 巧 巧を leap * 
s 實確固にる美餐を巧き上げたる^^^ f !は• これを多としなければなら《。 j 

才—ブ スト RS か R じ 化 巧され にる じから や 》 の 巧 OV レス ラ々 大巧 じがいて オ—プ スト 化生の 前な 者た b し T ドルフ. 
々エ >バー敎巧が、尙け化«じ學の 1をじ1|5^サらる、をたて|?^じ巧こ^い。 ミ ユ y へ ンの閲巧じ巧巧し典！**1ざ>し日た巧 
a しつ、* じ；* わ 表する • 


第 四 章 ナチ スの 信用が 策 
第一 節を 說 

世 ホ大戰 後、 巧な ライ ヒス パンクが か 年間 ぜ行 せし 所の お 用が 制は 巧 お 制度のを をを 目的と す 
るら ので あつた。 一九二 阿が 八月 化 日を なつて ライ ヒス パンクの 改造が 巧り、 新 お 巧 ホが 巧 巧 さ 
れ ると •が 来 示す る 巧 巧が 化 ライヒ スマ ク をして. 巧內 的には 一 化 紙 マグク 又は ー レン テン マ 
グクに 巧當す るら のとし、 巧 巧め にはが 四. 二 0 をな つて 米 巧 一が に 巧を ずる ものた るの 地 化を 
確 化せん とする のが、 ライ ヒス パンクの 巧 力す る 巧で あつた。 其 努力は ちとして 級 行 券の 巧を を 
间避 する 方向 じ 化 中され たので あつて、 がな めには 信用 制限 巧が から 適 巧な b としたので ホる。 
ライヒ スパン ク紀巧 シャパ ト巧 A は 一九二 四が 五月の ライ ヒス パンク 中央が 諸な 皮び 巧ホバ 例み 
じめいて 化が をな 昔して 巧る。 をして をの 信 W 制 化 巧は 町が じして 不な巧 巧なる ものから •が雜 
第一 節 ザ R 一 量 
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じして 比 お 的を 巧 的なる 信用 割當 巧へ と 進展した ので あつた。 卽ち ライ ヒス バンク 改逛 のな 巧 じ 
がて は闲 まに 巧す ろ 巧 出を 最な 一な ライ t スマ グクじ 制限し、 而も 巧 出 巧 巧を あな ー ニヶ 巧に 化ぶ 
し •且つを 菜 年度 末 じは 巧抽 をを 部 巧が して 皆無と すべき こと、 しお ゎ， 义巧 巧郵化 及び 阳巧逆 
道 こ 巧して はを 巧 二 値 ライヒ スマ グクを 限り 巧轉を 金を 供が しおろ こと、 して あつた。 一九二 六 
が 六 巧 八日の おか 法を じて ライ ヒス バンクは 巧に 巧 巧 S ヶ 巧な 內の 大巧ち 猜 ホに して、 闽 ぶの 外 
じ尙ほ 一ぶ の支拂 能力み b と かられた^ ホが 巧 巧を々 巧す ろ 巧 かに、 これを 割引す るを 得ろ こと 
とし、 巧 おに 巧す る 巧 出 额の玻 なおが 合計 四 借 ライヒ スマ グク じが 大 された ので ホる。 が 人 じ 巧 
する まぶは 一九二 四 年 四月よ 日 現が の •貸 出 巧を 化 度と し、 をれ な 上の 巧 曲を なさず とを めた ので 
あつて •これは 利子 引 上の 方法 じょる 巧を 的 引 巧 巧を 取ら やじ 直を 的 制限 巧を 實巧 したので ホる。 
化 直 巧 的 制限 巧が 恐 巧を が 化する を 見る じ 及んで これを な 巧し、 信用 お 當巧じ 待 向した ので ある。 
をれ でも 尙 ほを 菜 かは 金な 難に をし み、 經 をの 合理化 じょつ てを 巧を 軽 巧 せんと 巧め た。 これが 
巧め じそ柔 ホは 夕く巧 出した ので ホつ た。 

巧 巧のを 巧 ホは ライ ヒス パ ソクの 信用 制限 巧 乃至 信用 お嘗巧 じょる 金な おの 外 じ、 又 輪 出の 不 


提 によるを 巧ら 其大 でろ つた。 お出の 不 おはみ 两の滕 貝 力が 巧 お 甘し こと、 なお w のエ集 化が を 
巧せ しこと‘ ァク タグ キ I の 接頭 じよつ て 脚 巧 障 盛が を々 巧な 化 甘し こと 等の 巧 因から 現れた の 
である。 なる じ 一九二 九が じ义 つて 世界的 恐がの 巧 巧す る あり •巧述 のかく 一九 S 1 年 じは が 巧 
の 外 网を丰 が 魚-巧に 引 巧 げられ、 且つ 巧 巧を 本の 外 阐じ进 おすろ 额 も英大 じして •其 おを によら 
金孰«Mの巧巧、巧をエおの巧な巧巧し、これがまた失菜ホのお巧じ巧巧をかけろことy^なつた。 

巧 許を おる と •一九 年 おじが けろ 失 菜 ホ おは 六な 萬を おゆ。 これは 正 じ扣逸 なお 巧の おか 
の 一二 々の 一 じを ゎ、 またな 人口の 十々 の 一 じ も 巧を する。 巧く 多 かの 失 菜 ホが 現れた ので あるか 
ら 、由々 しき 杜み問 巧の おを さるべき は必 がで ホる と 謂は ねばならぬ。 卽ち無 ホ ホと 巧を ホとの 
お 立が 尖銳 化した ので あろ。 無產ホ 側は せみ まを 乃至 お 產主第 じ 走つて お ホ ホを 巧 巧し、 大中プ 
グジ 3 T はを 巧 巧と 巧 巧して これに おおした。 小プ グジ， ァは 自由 ホを がな も •なを ホを 乃 まか 
ホ 主義が な も 自己の 化 化を 改ます ろじ 化ら 中と 息識 しながら、 無 ま 巧 おへの な 巧を 巧す るから、 
上述の 巧 巧 立脚の 中 巧に ホつた。 而 してな 賊 巧の 巧め じ絕 望せ る 巧 年 知識 階 おや、 軍備 偏 小の た 
めじ 進 巧して 巧两の 巧じ堪 へざる 軍人 巧 おは 小ブ グジ 3 ァを應 巧した。 されば 化 中間 脚 ほのか 的 
第一 節 ザ 度 一互击 




第 巧 ♦ホ ♦ス のな 用 » 貧 一 f 

巧 力は 巧 じ增大 し、 大中プ グジ， ァ とを 巧 巧の 巧 應の下 じ 現が を 巧 巧 せんとす る ホ 望が 其 曲に 巧 
巧と して 輿を しつ/' ホつ た。 

中 巧 W 巧は 白 由ち 義と唯 か 主 巧 じ 立が せる 化# 主 まを 巧 化しなければ ならぬ とが じた。 又を 的 
备利巧 能の 巧 人 主義 •を 的 か 巧のを 息 じぶ 巧す る 自由主義を ホ* した。 而も 巧 巧 じて 自己の 巧 命 
を 關 巧す る 力を がず ると を ム侣ホ じ 巧 おを ホ じ* 巧き 化賴 也を 某 巧と する 共同 巧 精神が これに 代 
つて 勃 典し. をれ が 彼等の 團 おを 索 岡 じし、 現が 打 巧の 勢力を 强 化した ので ホる。 

なつて W 巧 的 巧 境を 化れば 列 巧は 巧 逸の 巧 典を 阻止す ろ ことに 巧々 たる もので ホつた。 列强の 
巧を じ 巧す る 巧 近は グ* グ サィ ユホ 巧银巧 じがいて 最もが 巧じ規 をされ てゐ るので ホる が、 なな 
巧の 巧 巧から 巧 巧す るな ゅ じは、 巧な は 萬 巧を 巧して 巧 巧が 力を 强化 しなければ ならな かつた。 
此巧閒 巧 力は 化 やし も 外闻じ おして これを 化 用す るを ホ 甘 やと も、 か W から 化て 巧ぶ に 十々 なる 
巧閒 能力が ぁり、 巧 忘ら 亦た 巧な せる ことを 巧裝 する 必 巧が ぁつた。 化 巧裝の 方法と して W 巧の 
强化じ 力を 注がなければ ならね 巧 勢が 迫つて 居つた。 

がくの 化く、 經# 的 •せみ 的、 曲な 的 巧 巧は 巧 逸 W 民を 益々 巧 巧に を ム もので ホ り、 この 現が 



をげ 巧 せんとす るな 巧が 巧 勃と し. て ほつ たので あるから •がかの 播 を じ 其 装 巧が » をせ ざるを 得 
なかつ た。 アド グフ .ヒット ラ— は. ザ じこめ 巧 逆と 闻 巧の 一が 生活ぶ おとを 明 怒して な 速に 巧 巧 
のかが ホ じを 巧した ので ある。 

ヒヴ トラ I は ナナスを •卽ち 巧 ほ 化か 主 まめ 巧を 巧化黨 (2 ち ionalsoziali を sche Deutsche >r- 
bci ミ hp ミろ を 引率して 一九 一ニ ニ 年と 月 s 十一 日の お 迭をじ おみ、 一巧に、 二 巧！ 二十の 琪 ホを 獲 
がした。 义 同年 十ー パ 六日の お涅畢 じは をれ がが 少して 巧 化 十五と なつた けれども、 巧び 巧 一な 
たる 地 化を 獲 巧した。 これせ じ 多年 小 お 分立の 巧 じを しみた る 巧を の 患 か史に 於いてを 則の が 巧 
でる る。 をして を】 か 一ー ニー ー年 一月 一一 一十一 日 じを 推は なの 手 じが もたので ホる。 

ナチ スは强 巧 じょつて 巧 巧を 巧轉 した かの かく 調 ふ ホがないで もない。 强 巧に ょつて ホ 巧を 巧 
がした と茄ふ K らば、 此 手段な か b 甘ば拍 なじ ナチ スの 時代が ホら なかつ たで ホら ぅとち へな け 
れ ばなら ね。 化し ナチ スの主 おする 「公益は をを じ 巧 先す」 て ふ お 本 思 おが > 巧 あのけ 代 « 神に 
なをし、 をの 巧 巧 じ 適な して ゐ るので 巧ろ 結果が 生じた ので ある。 


第 田 ♦ナナスの な 用 致 度 ニニ 八 

第一 一節 國 民社會 主義 思想の 生成 

ナナスの 思 あは ヒット ラ— じ 至つて 始めて 出現した ものでは ない。 時代の 推を じげ つて 闲 をと 
経 祷と的 曲な がか々 じ變 化し > をれ じ 隨從 して 网 ほかを ちを 思 あがが 生し、 巧 速して 今日 じ 至つ 
たので ある。 なじ ラィプ ナッヒ 巧 巧 大き 敎巧 パグゾ ィン •ペン ドグフ (田 alduin Pennd 弓 f ) じ從 つて 
な 思 おの 生成る おを が說 する。 

抑々 中世の 巧进は 巧甜グ グン ドへ グ シャフトの 生成の 時代であつて、 まだが 一せ ろ おが 巧 巧と 
去 ふやぅな ものはなかつた。 巧 元 一千 年 巧、 卽 ち巧阐 でを へば 巧が 時代の « 孰 巧で、 ホ 地 じな 巧 
や 巧 尚ず の 主 地 大巧 ホが 現 はれて 巧つた けれども、 都 巧と 云へ ば 只を 都た る 平 巧の みであつた 巧 
じ •巧进 では々 巧 じが ボ W をが 成立し、 が ホの 手工 策 並に 巧 巧が 陡巧じ 向つた ので ホつて、 巧 都. 
巧 閑 まじが ける 手工 策 ホの 巧濟 上の 行 勒が巧 じ 今日の 巧 語た る 「なをは あなに 巧 化ず」 とち ふな 
巧に ょつて 制 巧され てを つた。 シユ ー ン べグヒ はまく、 「巧 お 的巧闽 じがけ ると 同 巧 じ 巧み 的 巧 



巧 じがても お ほのを 今が が 化の 巧者ょり らま おされた」 と。 曾 時の 同 おが 合で あつた プ ソフトの 
規 めじ 於ても 常 じ紀巧 巧な のをめ じ 化 人 利を を 制 おする の條 巧が 設けられて 居つた。 义 中世 じが 
ては W をの 巧に かを が あつて 巧が 上 じぶ 乂 なるお 巧を 义ぽ し、 巧々 じして 巧みの 巧 力を 凌ぐ の 巧 
を 有した ので あつたが、 おを の 執行す る おみを 巧 及び 敦 をの 信を すろ おが 道 巧な るら のは、 無制限 
なる 巧捆あ 及を 否ぶ し、 自由 班が を 否ぶ し、 を 業ぶ の 利益の みを お举 としてぶ める 價ホ巧 巧を も 
ホた 否ぶ する じある。 か/' る 巧を の 巧 本 ああは 何れに あるかと 云 ふに、 をれ はかで もじい。 卽ち 
ホが 人は が 地 化に おやろ 化 入を 得れば 足り、 をれ な 上を ホな べきで だいと ち ふの がが 本 思 あで あ 
る。 か/' ろ 思 あはみ に 十 S 化紀 にめ て卜 I マス •ァク ィヌ スが說 く 所で ホり、 又 複式 巧 記の がみ 
の 著 薄た る パチォリの 巧 二を にも 述べられて 巧る。 巧 じ糸敎 改革 ホた ろマグ ナン •グ I テグの 著 
游 たる r 巧 莱と媒 利 じな て」 (<0 ョ K 口 C さ andel unci Wuc す r) と 題す る 一を にがては ホの 通 りじ 
苗いで ホる。 「をは 余の 商品を をが 化 ふ 化 b なく' 又がず ろ だけな く 巧へ やぅと 云つ ては ならぬ。 
寧ろを はかの 巧 品を をが 許される だけの 化で' ホは 冗を じして 化 巧で あろが 段で がへ やぅと 云は 
ねばならない」 と。 、 
さ 舌 g ほれ 會ホ « 巧 巧の 生ぶ 111 克 
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千 五 百年 巧 じ 至ろ と w をは 化 おかの 化 おじ 一を せざる 方 巧を 執る やぅ じな つた。 卽ち 巧み や々 
グ テグが 巧つて 或 株の 巧な に 人な 的の 巧 格 巧 上が 巧 はれ、 化 上に 非 巧の 巧の 時し きに 巧ら や、 を 
巧は 之を 十々 おがろ 能は 中、 あじ I 五 ir 五が にぶび ヵー グ 五世が によつて 城 物 巧の 巧 おがな 許さ 
れ たので ある。- 而 して 巧 占を 公許す る 理由と しては をれ がな をで あると 云つ て 巧る けれども •が 
巧は かか も おみ も ホ 巧に がをおに お り、 がが 解の 爲 めには 利潤の 犬なる を 巧を 抱き込よ なければ 
なら；.击かつたのでホる。 化の半面からをへば、 が巧おみの時代はまつて‘ を々資本主義的；^る《 
技經 みの 時代が 巧つ たので ホる から、 め 巧 も、 おみら •逝去の 见がや 方策を 固執 する ことが 巧 難 
となつ たのは 止 わを 供ざる 所で ある。 而 して 此 時代の 變化じ 伴つ て 現 はれた お 解の 一例を 巧げ る 
ならば •ャ コップ •フブ ダー のをれ のかき が 化を 的なる ものである。 彼は 去く、 「ホ 商人は 自己の 
能 ふ 化 b 高がに 货 つてよ い。 をれ は 決して か# 法を 破る 課で もな く、 巧 巧 じがる 答らない •何れ 
かと 一: ム ふに 巧 人は がが 化を 巧る じなり 仕乂化 段を 切つ て 巧 失を あばなければ なら n ことが 巧々 ホ 
るからで ホる」 と。 

重が 主 まの 時代 じ 入る と W おの 勢力と 私人の 利を お濟 とが 最も 强く おび 巧いた。 





化 巧の 巧 まじが けろ 大巧 巧が 巧の 巧 おじ 現 はれて 巧る。 卽ち此 時化に がけろ 闲 おの 巧濟な 巧は、 
一巧の 巧 巧 巧 勢力を を 本ち 義的制 おの 促進 じょつ て 却 上せし めんと すろ じある S 而 して 化 目的を 
を 成す る おめ じ、 巧 まは 巧々 の 方策を 講じた のでる つて、 巧 ホ G るら のは、 闲を义 は 玉 侯が 岡 ホ 
のを 業を 設立し •個人 又は 個人 闽 巧に 巧 巧を 附 巧し' 巧 速せ しめんと する かお じか 化 金を おかし > 
を 人の おがを 取締り •を 本 主 ま 制 化の. だ 巧 おとなり •自 W 外ょ b か 業み 及び 手工 菜 ホの 入 ホす る 
やぅ 巧 » し 自执の おみの お 外が かを 巧 化する こと 等で ホる。 巧す ろじ 巧が ホ 菜の 時化 じがて は闲 
菜が おが じ 巧して おな の 化かを おめ たので ある。 

かるに 十八 世 巧じ乂 つて •巧英 のをを 哲 巧が 巧 行し、 ァダム •スミスの かきが が 哉の お 准 ホ^ 
を 位に ぶつて 論が を 驳るじ 及び、 諸 文明 闲の おみめ 巧の 巧 じ、 〇 か ホ おの あがが 巧本瞄 則と して 
» せし、 がが 人は おが 的が なの ああ じついて をが rt ホで あ b 、 が おが 的む がは 只 あなから のみな 
さるべ きものとがせらろ>^じ至つた。 されば闲をは闲ほの巧み巧がを推持するだけをなて化がと 
し， が化についてはがずの«化をら卞巧をも；^さ中、 ホが乂の自ホに化化すろこと、なつた。 化 
自由 あおは々 日 じ まるまで 巧濟 生活を 巧 則と して ま おして 居る。 

第二 節 画は 化會ホ 《な》 の 化ぶ In - 


第 四 ♦ナナス 0 な 巧 « 巧 一 さ I 
十九 世紀の 未 菜より 说な たろ 自由ち をは ホ 巧に 其 形態を 酱 化し、 两 おは 夜 巧 ホた る 巧 巧を がま 
して 巧 極 的なる おがな 巧を をよ ねばならなく なつた。 例へ ば搜 地金な 巧 脚を が設 し、 巧 謹 朋巧ゃ 
巧 率 引下げ 等を 巧-わし てな 策を か 助す ると か、 を 莱の白 由を 巧々 的 じ 削 化する とか、 同 策が か 法 
を 巧を すると か、 巧 かお おの 自由を 巧 化すろ とか、 杜 を 法を 制を すると か、 巧に 進んで は 自由 貿 
巧 じ 代 ふる じが 謹ち み 巧を 講じ、 が 民を 巧を を 巧し、 が 化を 統一し、 巧 おを 巧を とし •巧 巧 制 お 
及び 银巧 券を 行を 两家 じて 統制し •中央 おわを が 鼓す るず がが 現 はれで ある。 

上述の 如き 變 化は 两 民主を (Z ち ionalismu との あがに よつて 巧に お 巧した。 化 两民ホ まは おか 
生活 じがて をを をな てを 益に 巧 先すべき ものと 度む るので あろ。 而 らお ホ 上 じがけ る 两民ホ 巧の 
化 おは 巧に あまにが てが々 共を を 現は しつ > 'あつた ものであるが、 千 八 百が に フィ ヒテが 「巧 巧 
め 巧 菜 W ま」 (Der geschlie ミ 古 andelsstaa ごを 巧ぶ して 闲民 おがの 思 おを 說き 、巧 じ】 八 巧 一 
がフリ I ド ブ ッヒ •リストが 「な 治 お# の 闲民的 描ぶ」 (Das ミユ〇ミド SystcmcierPolitischcn 
oekoni ミなる 一巧を 出して 闲巧巧 ホの あがを おお 化し、 進んで 化 ホ 大巧に‘ 及んで 化 思 おは 一 
»を ホした ので ホる。 



今 目 ヒット ラ— のを 张 する 閑 民せ みま 菜は 巧な 阴 をょり 贼が脚 お 闲みぷ t ぎを staat) への か 巧 
變 史を說 く。 卽ち喊 巧 脚 お 的 自治 制の 昂揉 である。 用な 巧 白 治の 巧を はな 然化 におく ものでは；，* 
く、 格 有 化を 制 じがけ るお濟 上み 目的なる 巧 白 由 主 寒で ホり •孤立 巧自 がでは；^ く， を ほの がな 
內 じあろ 自が である。 闽植的 自治を 巧 # 諸 部門 じ. が 施す る ことにょ つて、 が 化が W 主 巧を して 曲 
な 巧 巧の 一員た る自 をを おせしめ、 ホが 巧が 保 ほを して 巧民經 ホを おのが 巧め 一部 かとして 巧 巧 
せしむるのである。 が處じは政治激がのが狹なる巧なををる、の餘地；^く* また利な巧曲の巧的 
巧 策を 施す のをがない。 企 策は 网 民を おの 巧 化 じ 奉仕す るを が 倭の 目 巧と し、 瓶を ホ じ 企業 巧 巧 
のを 貴 巧を 負かせし める。 されば 阅民 化み 主義は マグ クス 波の なみま 義 とは 巧つて •従 ホの 逆り’、 
化 巧と して かまの 私 おを 鼓め、 お 人の がを をせ® し， おかおの 利润 獲が を驻慶 する。 化し、 自由 
主 まの 時化 じがけ るが 如き 巧酣 I-aisseN を ir, laissez ち sser のな ホ じがて 私人の 自由を 許す ので 
なくして .、所謂 「なをは 私を じ 便 先す」 の 原則 じ從 つて 之を 制め ずるので ある。 ヒヴ トラ I はを 
く、 巧 民は おがの 巧め じ 生活す る じ 非ず > 又 巧が はを 本の 巧め にが 在す るに 非ず •之れ じ 反しを 
本は お濟 にお 立ち •おみは 闲民 にお 立つ ので あろ (一九 年 一ニ リニ 十一 二日の 两 み 巧 巧 ) と。 また 
第二 巧 ■巧な 會ホ « 思 巧の 生成 一田 I 二 


第！！ ♦ *** 《巧 用 致 策 一目 H 

經濟 大度 シュミット はちく、 を 人の がをお 及に ついては 共同の 幸な、 巧を のを ♦、及び 巧 田の 利 
益を 無規 し、 又は 化を しては ならぬ と。 • 

巧る あおが ナチ ス のを 張の な 本を なすので ぁるから 現が 打 巧の 巧め じよ b よき お 巧 ホを 待ち 甘 
し 巧な 巧 ほが ヒット ラ I を将 て、 を 巧 化の 巧 秩序 じ 多大の 巧. 巧を « 甘ろ ことは 決しての がでは な 
いので ホる。 

第 S 節 信用 政策 じ關 する ナチ ス黨 のま 張 

ナチ スの 信用を 巧 じ W する 主張は 巧 部 二十 五ヶが 巧 綱の 巧 十一 化 じがいて これを おろ。 利子れ 
な 制の 巧 巧が 卽ち をれ でぁる。 巧 巧の 如く ナナスは 私 おかまを 度め、 ホを 巧 巧 じがけ るが 人の か 
总を 巧ます るので ぁるが、 ュダャの 超网 まめを なを 本 じよつて、 闻 まもを 人 も 巧 束 サられ 、利子 
支 巧 じついて かな じず しき 巧ぶ じ 巧つて 巧る のをぶ 大篇 し、 巧み ホを 一 艦 金が を 本の 巧 巧よ b 解 
ホかん ことを 叫ぶ ので ぁる。 但し ナナス 巧 論を の 主張す ろ 巧は 巧 子のを なでは なくして 「巧 橘が 



巧 子 化 下」 (organischc Ninsscnkung) で ホる。 

有 墳巧巧 子 化 下の 方法と して 巧擧 する 巧の ものは をな 巧 W の闻 有、 两ま巧 信用 か 造の 增 か、 金 
本位 制の か 棄 でぁる。 

をな 樓 M の两 巧は をな を 本を W まじが いてを 巧 せんこと を息间 する もので ホつて、 ナチ ス 官用 
巧 策の ま 化 じ おかれて ゐ る。 巧 ま 的 信用 か 逛の巧 かは 两 まの 逛常 高な によつて 巧 巧 及びな 用を が 
をし、 其增 かじよ つて 田 まを 巧 子 かなたる 巧 巧よ. 〇 離 巧せ しめんと する もので ホる。 金 本 化 制の 
か 棄は 巧な がを 產出 巧の 僅少なる 現 巧 じか 應 ずる 貨 巧が 巧を 資 巧し、 且つ 两夕的 信用が 造の 增か 
をを 巧なら しめんと する もので ホる。 

ナチ ス 信用を 巧の 主 巧は ホの 通りで ホる が、 を々 巧植を 獲が する じ 及んで これ 巧を ホく 巧 巧に 
ぶした かと 云ム にさぅ ではな かつた。 ヒ ，トラ I を 巧 のぞ 行 甘るな 用を 巧を なると 嘗て 巧を とし 
て揭 げた 6 しな 本 的なる ものを 巧 « しと 巧し、 最も 手近な 應を 的の 巧 質から をモ した かの やぅ じ 
をめ ざるを 得ない。 かち ホ 黄と してな 化 甘し な材な 巧、 失 おなかを 巧、 化かな 巧の 巧 行を 扶 くる 
爲 めの 極めて 現な 巧なる 目療 によつ て、 信用 巧 巧は 巧 かれて ゐ るので ホる。 がして をな 巧 W 闻巧 

«|二節 な 用 致讀に ■十る ナナ* >3 ホ « 一田 五 


第 n タナ めな 用 ft 策 一因 ホ 

の 巧 巧は 銀行 制 巧 調査を 員を を 設けて 巧 巧せ しむる こと、 した。 

巧く の 化く t ッ トラ— を 巧の 信用を 巧は 一度 «濟 を 巧 じ巧應 してを めら れ たる〜 ので A るか 
ら •其を 巧を 說 くな めには 巧を 一 おな# を 巧の お 建に 主で お 長し なければ なら « こと、 なる。 が 
な、 巧ぶ 倍 用を 巧の 巧 明は を だち 大 なる ものと じらざる を将 ない。 

巧 巧を 巧して 倍 用を 巧 巧 斤の 目標を 巧め すれば 左の 四 巧と なすを おる。 

一、 お树 にがけ るを 人 及びな 共 W 粗の 巧 おがみを 解な せし むる こと。 

二、 利子を 特にを 丰ボ巧 じがいて 化 下せし むる こと。 

ご 一、 ホら ゆるを 本の 巧 泉を 巧 ホす る こと。 

四 •巧に 巧 生せ るを 本を 两民 g 濟的 おかょ 導す る こと。 

ホの 目 巧に 巧つて 巧# 四 ヶ年計 まが# なせられ 、おじ 两巧巧 化 も、 廣 巧«# の 建設 も、 をから 
離 化せる 巧 固なる 巧 お 制. あの 實現 も、 この 巧 倍 用を 巧 じょつ てを々 をが 廿 しめられて ほる ので ホ 
る。 これ 等の 两巧事 巧 及び 通貨な 巧は 別 じ まを 改めて 論 和る こと、 する。 



第 四 節 を一^^^^^じ蘭卞る銀斤調を會の廉を 

ナチ タ黨 は、 お 巧の かく、 巧 巧 業の 两 替わ 信用を 巧の 首位 じ おいて おつた。 f し、 十 かなる 巧 
巧 巧 獲を ホせ ざる 网 おは 强 力なる 田を でない とを ふを 謀から 出 登 すれば、 巧 行の W をはを なの 主 
张で ホる と 巧は ざるを 料ない。 何 化かと 若 ふに、 今日まで W みの 巧 巧な 權 は、 巧 货 として 巧 巧な 
る 巧 化を みむる 巧を 巧 巧 じまで ぶんで 居ない 甚だす 十々 な もので あ b 、 巧を あ 巧を W おの 巧 巧な 
がの 下 じ 化 甘し わる じついて はな 行 W なが 最も 化を 的なる 解み であろ からで ホる。 巧れ ども か權 
が お々 ナチ スの 手に入る と、 ヒット ラ ー はな 巧 W をを 直ちに 黃 行に 巧 さやに、 化 づか巧 策 じ 伏な 
する 短巧义 期を 調を し、 义其お 巧を 巧 じな 巧 せんとす る 態 化を 執ら、 な 巧が じつき 學油お 巧 ある 
人 巧を みなとす る 「お 行 制 巧！！ 査を 負み」 (untersudhcngsausschcsw fu， tlas uankwcsen) を 設け 
て 巧 查 を 進めし むろ こと した。 「な 巧 巧査 み」 (历 ank-Enque ミ ) とげば る ものが をれ で ホる。 

お 行 W 査 みは々 ホ 始めて 阳 現したら のでは なく、 旣に 一九 〇 毛 年の な 巧 後 •» 巧な を 阿 曲が 巧し 

第 》節 « が 業な 革に 画する 銀が HA 會 のち 見 • 一闺セ 


第 田 ♦ナナスの だ 用 致 策 -内八 

かつた 巧に、 がを がの 巧 おが 之を 設け •一九 0 八 年 五 巧 一日 か# 藻を 閒 いて 泌者 をして 硏巧討 巧 
せしめた ことが ホる から • じ， トラ— も 化 例に 化つ たので ホら ぅ。 今回の 巧を みは ホみ M の硏究 
巧が を 持ず つて 一九 年 化 月 六日 じが 討議を を閒 いた。 

巧 巧巧查 をに がける 巧 お ホは おお 一一 十四ぶ でぁつ て、 報吿が 左の 四 部 じ 大別され て ほる。 

巧 一巧 巧ぶな 斤 案の 現 時の あ 巧が おと 其 原因 
第二 巧従來 のを 巧ボ巧 

巧 三！ 巧 ラィ t ス パンクの » 巧を 巧 

巧 四が 參考 をみ 

これ 巧の 巧吿は 「一を 一二 一一 年度な 巧 菜 硏巧卑 巧を 林 J ( V ミ bereitcnde * Material •ぞ rlin -93 づ 
とおす る 二 化の 者 わじ 巧みされ て おる が、 尙ほ討 巧みが 上の 巧 巧 巧 旨と それに 巧ず る怕巧 なろお 
がは パン ス •ザ ィシ ャ I プ (口を .- K す. Dr . Han " weischab ) が 巧 巧 晒な 「巧 巧 の 1 .*3 云 
四 年 二 巧 -s 巧の 二號 じがいて 之を 巧まして おる。 义 、巧ぶ A 巧 業 や 央巧會 の 編輯して 材討 巧み 
じ 巧 出せし、 - A 行 W 査 # 单備を 巧」 (2 a な rialicn ZU ， Vorb 马 eiisrdcr 田 anken - Enque す 19 な)、 



• ■ « 

巧 逸 巧を 巧 及 «替»»の» 巧せ る 巧 逸が をな 及び おを 中央 お 編 巧み 「化 行 巧を# へのが 典」 (田 口 

Bcitrag zcr Bank さ — Enque す ) と 垣す る 報 かを も ホる。 

ホの 調査 巧が が » まさる > 'や、 をれ じかし 諸 おの お 巧が 諸方が じ 現れた。 巧 中 一九 S 四が 二月 
一日 號 のな 巧が お ( Bank - ATChi とじを 巧され たる 力， ヴ レグの 論文 「ナナス W おにめ ける 化 巧な 
巧」 ( Dr . V . Ka なータ Bankcnpol 苦 k i 日 natio ミ Iso を ご sti ち he 。 W な at )、 閒巧號 のが 巧 巧 W (Die 
々泛 ricbs ぇュ scha で) じがが 甘る ォ—ブ スト か 巧の 論文 「化が 改蓄じ W する 化 本 事 巧」 ( prof . Dr . 
oeo ぶ Obst , Gr 旨 d をな liches Ncr Bankreform ) ホ じ s 巧 十五 日號 のか 巧が 論じを がして ホる ヵス 
すンホ グブの 「な 巧 信 巧の ム 巧- ( Dr . J . Kastenhol ジ Psycholo な 《 ties 历 ankkrecH だ】 ずは 化 目す 
る じちる もので ホり， かは 一九 S 四 年 二月 二十 二日 伯林 巧 エ# 寒 巧で 閲 かれた る 巧を 化が おやか 
なみの 犬み じがけ る 巧巧說 もな 巧な まじつ いてが が じ ig する もので ホつた。 巧に ォ ー プ スト 敎巧 
のか 巧 文は 同 お 巧から を 巧に 筆 ホに ホ 巧され たから •其が 蔥 をが する。 か 論な じは 期を みに がけ 
る 諸 巧が や、 おがまの お說を ホく 巧 かする ことは 巧 難で ぁるので、# の义 巧を がかし •をれ じ 巧 
干の か 巧を かへ るで ぁらぅ。 

第 0 節顏が 業 改革に ■卞 る讓 が！！ ♦會 S ホ兑 一内 化 
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r 麵逸 « 巧 業の 現 時の あ 化が おとがが 因に ついて^ 部門は 巧 か ホが 十一 おの ネ かに 上る。 

先づ巧 巧の お 巧 案じ 皮 ば 甘る 巧爭 及び 巧 ホの ぞ餐が グリ 1— ガ I (Archival Dr. 〇 を g さ) によ 
つて 報が されて 居る。 巧は ホ 巧 だの 巧 借 おおを を々 ホし、 巧々 の おを 巧 目を » 細に* 查し たるん 
じて‘ 一九ニ ニが な义 のな 巧 經# の 巧 化を 巧 巧した ので ホつて、 をれ によると 謀が 餐 はが やし も 
ホ* の 銀行を 巧 じて 一巧で ホる のでは ない。 民を の 信用 化が に ホ b ては 巧を がを 巧し、 支 巧 期日 
がな 巧 じがつて 不利と なり •かは 引を 巧が も 巧 巧して しまつた 。おが ホに がする 巧 巧が は、 巧 時 
中は ホ かの 一 じよで 滅 巧し、 巧 巧 おと •ホみ 巧が と* お 巧 か 巧 付とは おかして 一 B となつ た。 巧 
ホ 業 巧に がける か 失は、 み 同 曲を と 化 供 巧への 出資と から ホて 巧る。 ホ お荣巧 じがて は 公を なわ 
及び 貯 かおとの 巧な が顏 をで ホつて、 公を 巧 巧 及び お金 おじ ぁ b ては 巧 出 巧が 僅 じぶ 巧を がかし 
たじ 巧ぎ 中、 其 化の 業み じがても 打 •の 耗- 巧が 巧 化で ぁる。 而 してを おのを も 义 な るは 疫 かお 用 
化を でみ *0。 此期 W じがけ る 特異と してち るべき ものは、 两を じがず る 巧 出の な 巧せ る こと 么れ 
でみ る。 わ/' る «壞 的なる 巧 巧の 巧 じ > な 行のを 本 金は 如何 じを 化した かと 云 ふに、 南 巧 化 ホの 
ilf 僅 巧に ついて 觸查 せし 巧 じよる と、 本来の ィンフ^ — シ》 y によつて 被つた 自凸ホ 本を の 巧 失 


は、 僅に 一 お々々 で ホる と 云 ふこと である。 か、 る 巧 査の巧 巧が 房 巧 的の ものな り や 巧 やの 論は 
巧く 巧く も、 化が 闭 じがて な 巧の 巧 造 じ 獲 化の 生じた る ことは 看 あし 能は ざる もので ホる。 巧に 
なをな がと 巧を 巧と が 民 巧 信用な 巧のを を 美 部 巧を 益々 巧 おした こと、 及び ほ闹 倚ぶ か 巧の 間 じ 
お 中 運の のた々 おが 甘し ことは を 易 じ慶め 得る。 ホに フラィへ グ •フ *ン •ビブ シゾグ か 巧 (P3f. 
7hr. V. BU も另) はを 本のな ホと 其 代用 巧と 留 し、 を 利が# 的お咨 のがが のみ じついて、 自己 資 
本を 及び か ホを 本 金の ま 巧が 巧を 巧查 巧が して おる のでみ るが、 巧は 巧 巧を 本を と 巧 ホを とを な 
て r をネ」 SKapital ■•となし、 か ホを 本を をな て 「資本の 代用 物」 ••を ミ Surroga す， •と 巧て 巧 
查を 進めた。 おして 其 巧 巧 「を 本」 が* かがの 巧を が 織の 如何 じょつて、 を 縮の 巧な じ お 巧を 現 
はして 居る かを かを 調べた 巧 •ま 巧 おの 夕 きじ 従つ て、 をネ ホ なのち だしきを み b がた。 特に こ 
の 事 巧は 伯林の 大お巧 じ 於て 巧 著で ホつて‘ 巧 立を だけを なて しては 资 本のを 夕 を捕墳 する 能は 
ざる 有樣で ホる とち ふ。 又 外 ホを 本を’ 巧の 巧 巧 「を 本代 用 物」 がか 何なる 巧 化を 示した かと 玄 
ふじ、 大 ながでは か！： 資金を 巧 化して 巧 金9 巧少を 補充した けれども 、地方 化けは これが 阳 ホな 
いから、 預を« 少の括 巧は を 巧 巧の や 巧 減々 ホょりも 下！！ つて 巧る。 なにを 菜 巧 報を なませ ろな 
露—！！ 偃 行 業 ホ 革に ■サ & 值朽 II 夕會の 意 A 一 五 I 
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だに ついて 一九 一四 年の 數 字を】 九 年 六月 末の をれ じ 比較ず ると •自己を 本を は 四 お 一ニ ホと 
な b •外 ホを 本を は 九劑八 ホと なり •手形 引を 巧は S おと ホと なり、 巧 立 金は S お八 ホに 城 少し 
た。 か > 'るが 態を 速に な 善して 自己を 本 金を 充 資せし むる ことは をら 必巧で ホる と說ホ 巧に をめ 
られて 巧る。 而 してな がの 食 業を をが 大巧な ホ 上 巧の 如きを 化を 示した お 因は 么や しも 一つでは 
なく •ホく の 原因から 巧して か、 る おみが 生じた ので ある。 其 お 因の 主なる ものは、 巧爭 巧び ィ 
ンフ レ— シ ■ン にょる 資本 ま 失の 大な b しこと、 おが 支 巧 じょつ て 巧を 本の 生ぶ が® 酱 されし こ 
と、 巧 巧が おぶ 支 巧 及び 巧を 本 生 戍の方 巧 じつき お 巧を 重ねし こと. 一 化の 人な がを 巧 前には ち 
巧に 失し、 巧 巧 中には 悲観 じみぎ たる こと •巧 局が 巧內 めじ も 巧 外的 じも不 まを ならし こと、 巧 
で ホる とビ ，シングは 巧が して 巧る。 

巧 年 巧 巧の ホ 植 をな* M が 次 巧に 其を 業 IP 目を 度 おし 互に ホ 白の 巧 巧を 巧しつ^ ホる 事せ は 巧 
じ 世上の 論 度を 巧いて 巧た ので ホる が、 かを 化 問 巧 もな 巧 巧査を 貝を の 論 巧 じ 上つた。 プグプ か 巧 
(prof. Dr. W 己 b) の 巧が が をれ で ホる。 巧 も 現が する 夕 くの 金 就 am は •をれ^ 巧を 異に 
し •.をれ の禱 逆に 盛は ホる けれどもな 巧に まつて は 1 巧に •自 W の 巧# 化 雄內じ 巧け る 巧 巧 



の ホ 巧と ま 本のみ 布と を 司る ものである 。かじ ホを なな w が 各自の 巧を とすろ 巧を 持して 直に 议 
巧す る ことが 望ましい 穿で ホる。 今日 巧 进じお 立す る 金融 巧 11 を 其 構造の 異る じな つて お 別 すれ 
ば、 巧 まかが、 化 人な 巧、 州を 巧 行 •なをな け、 自 おな 行 苗、 金融 化を、 巧を 局 等と なる が、 が 
巧 巧 人み がの 現が じついて はが 人な 巧まモ ー レ术 舌. V. Moll ろが 巧吿し •をが 化合 じついて 
は ライ ヒス パンク 巧 事 ド イマ I (Dr. Dsmer) が 巧が し、 が 金 巧 じついて は ノイマン (Minis ミ i- 
己 dire だ 弓 Ncuinn) が 巧が して 居る。 而 して 之 等が 如が にな 菜の々 巧を 稱 立せば 能く 巧 巧の ホ 
おに 完 をなる 巧 制を 典へ、 有能 K る おおおじを 金を 低廉 じ 供給し、 お 巧を な ホ おも 短期み 1* ホ 巧 
もちび 个 々に 活かす るで ホら ぅか、 が論斯 である。 級 巧のを 業の々 巧は 何を 巧 巧と して 之を をむ 
べき か。 ホ ホは 化 引 ホ 3 業が のな 巧を 巧 巧と すべし と 云 ふけれ ども、. 化ち おは 夙に 巧 ホから も货 
みまから も 拒 巧され て 居る。 巧 謂な 期 巧が はお お 分 おの お 則 じ 停る。 义 化の ホは 曰く •巧の ホ 巧 
級は おを 局と 化 引し、 中 產を莱 ホは お金 お 並 じ 金 苗が 合と 取引し、 大巧 おのが H 策 ホけ 巧を なが 
と 取引す べしと。 併し か、 ろ々 巧の 货巧 し# きは スブ ，ヶン か 巧 (prof. Dr. M ミ Ck3) もちむ る 

巧で みる。 スヴ ，ヶン かおが 化が 巧査 なにて がが 甘る 所に ょると、 一九ニ ニ 年な ホ ほ 巧の お 用み 
第 《節 值が業 ホ 革に 画する 《 巧！！ 資會 の度兑 一 五 I 二 
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がは 其數夕 しく W 々したる じだし、’ がかが 織の か 巧は が 數を增 かし、 をを なけ だけが 著しを 增 W 
を 承して 巧ない。 これは 民替 信用 巧け 巧に 巧 じか 併が が はれた お 巧で ホる。 がして 巧 巧の 巧み 巧 
ぶび 短 巧の 巧 巧 巧を なれば、 それが 技を の 信用な 巧に がいて が だしく 巧 巧し •巧 出かと 巧 0 化 « 
から 五 巧 OS がに 下 り、 巧 金が 八 お 化 ホー 煩から々 お 六 ホ じ 化 下して おる。 民を な 用 おがに めて 
巧试 した だけ、 なを 銀行の々 前 じがて 增 化し、 がな か 峨 のが 巧の々 前は 避 化を 示して ゐ ない。 こ 
れ はなを 巧 行の 巧 巧を 語る ものでぁる。 

をを 銀-わの 發 度に ついては ベン* 敎巧 ( prof . Dr . Ben す) が 巧が おにめ ける W 架 及 円が 度のを 
巧と 巧して 巧吿 して 巧る。 をれ にょると •公を 巧 行の 外 ホ まを は 一九ニ ニ 年 じがて々 W を融巧 W 
の 外 ホを を 中の 巧 巧 七 か一庙 じを つたの が、 一九 S 二 年には 六 割 一ニ ホ八膊 をみ めて 居る。 巧る 巧 
巧は をを & 巧が 民を な 用な 巧と 巧夕 したろ おまで ホる。 がちな 巧 巧が は 本 ホの 巧 巧 巧两 をせ ぇて 
民を の 信用な 巧のを 美 巧 困 じ 巧 入した ので ホる。 而 してを をな 巧の】 種た る 於 金 巧が 一 化の 
的を ネ にげつ てを « し •中小 ホ 巧 巧の 信用 巧 M として 巧 巧す ろに まれる ことは 巧 巧 おしなければ 
ならない， か^^を化上げてゾィ マ ンは報がしてちる。 巧の巧査じょると今や巧をのな巧巧巧を 



おぇ， 巧を 巧 お 二 千-百 五十 巧 冊、 s 人 じがき 一 化の 巧を おおを 巧す る 巧 合と なる。 ホ も •中 ホ 
巧れ の資 みお 巧を 充卞爲 めじ d 巧 巧の 巧人價 用を 許を しなければ ならわので みるから •か、 る 倚 
用 附舆の 方 巧が 巧を の 巧を をを する ことなき かの なをが ホる。 しかし、 おを おの 業 巧は 法を とを 
ホと じょつ てが 限され て 巧り、 其 巧 巧 的なる もの じあら ては、 短期の 巧を をを 供 お 巧は 巧 巧貯を 
おの 巧 金な 巧の 二分の ー パ ー セント じ お化し •如何なる 巧 合に がても 一人 じつき 十 巧 ブイ ヒス マ 
术ク をせ ゆべ から やとし、 かほ 巧 人 倍 用は 之を ± をの ホの みに 限を して 巧 金の 巧みを 期して 巧る 
ので ホる。 なじを 巧 金 W のな 出 種別を 巧を# げ ると > ず 勤 ホ 巧を 巧 付 金 (八け？ なけな) が 五十 五な ラ 
イヒ タ マ ^^^ク、 巧人信用ご巧非^^一が二十化ライヒ ス マ グクでホつて、小中ホのなエお巧二十巧 
人 じを 本が かがされて 居る。 

小 巧 ホの な® 機 W として 今】 つのが せは な 用 かか 卽 ちを なか 合で ある。 これは ド イマ— の 巧 巧 
すろ 巧で ホる。 ホ 美が な 五 巧 二 千 巧の 內 で、 巧 二 巧が をな かなでみ る。 ななが か S 巧で 二 千 二 巧 
化 だけが 工業 ホの 金篇 化かで みるが、 其 n 己資丰 をは S 借 ライ t スマ グクじ k , り • n がの な 業 A 
» 巧みの 自 百を 丰 をの お 巧に 上る。 

寒 C 節！！ ■ずる 集わ 属 巧 ♦の 廉兑 一 五 置 
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民を 信用な 巧 •お金 局 •をな 巧みの S ホが 巧 巧の 小额 みお じ參巧 甘る おみを 示す と 一 
九 三 S 年 ホ 月末 現 巧に がいて、 •民を 信用 なれが 九值 ラィヒ スマ ク じて 一八 货 、巧を 局が 十四な 
ラィヒ スマ グク にて 二八％、 をな 巧を が 二十よ 值 ラィヒ スマ グク じて ち 四％、 合計して 五十な ラ 
ィ t タマ グクに 上る ので ホる。 

巧 巧！！ 董 を じがて は、 デ ディな 巧 化 巧 巧 ム メグ (巧 ummtl) ラィ ヒス バンク 巧 事ノグ ドホプ 
フ (Mordhofo の兩巧 じょり、 ながの 化 益 巧 閒擅义 びを のな 動が 脚 題 じつき •をれ ぐ詳 ななる 
巧 査が巧 げられ て 巧り. 又 ラィ ヒス •クレディ ヴト .ゲ •セ^ シャフト 取 巧 巧 オット— •ク > ス チ 
アン •フィ， シャ ー (Dr. 0 き ohrist. Fischer) の 巧れ る 倚 用な 巧と 巧す る 巧が にょり、 改良 
すべき 巧が 巧 《されて 居る が、 大 はから 云 ふと、 巧ぶ のな が 及びを な 制が のな 巧が おい 巧では な 
い。 卽ち英 W の專 業な が 巧 おじ 巧して、 巧 巧の 巧 前が かなわが 巧みな 巧が 巧な か 巧 巧*) はお 菜 
W まから エ窠 W まへの 巧を と 有# 的に 結を して ホぶ 甘 るら ので ホつ て •其 巧 じ おを が 現 はれても 》 
をれ は 制な 其 かの 义括じ 原因す るので はなく して •が 巧 巧 用の 巧 じを る 人々 の 揉る 方れ や、 資 がす 
るが 動のを しから ざるに 因る ので ホる。 されば 諸 お巧闲 にを 美の々 巧を 確を すると 云つ てら* 巧 
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を柔 巧を 巧 夕 ちがから々 離しなければ なら 0 のでない。 又 巧 金 局 あじを 巧 化合 も 小 巧を おにつき 
大 なる 巧な を 示して 居る ので あるから、 巧る 歴史上の ホ かを 無 おじ 巧 巧し ないで、 寧ろ これが 本 
がを ちれて 巧 利 じ まるを 巧 制し、 貧 出 利率を 制 化し、 化み 貝 及び 巧巧椎 おじ 巧して 化が なるな 巧 
を かふれば よいので ホる とち はれて 居る。 而 して 铅 巧の 経を をが 上 巧 巧 岡 狸た ろ 流動せ の 低下を 
お 何 じすべき かじつい ては ゾグド ホ ブフの 巧 苗す る 巧で あるが、 をれ じよる と、 巧ぶ の 化け 巧 じ 
がける 流 かおの 化 下は 一八 化 五が な ホ 巧な めじ 現れ ホつた ホ赁で ホつて、 其 原因は 巧に かがの 巧 
中と お 現を ま 神化 引のを 速との お 奪 じがす る。 尙ほ其 上 じ 近年 じめ ける 揉 おの 資を堯 も ホた をの 
原因の 一部を なす。 外闻 では 法を 班を をな つて 銀行の ホ勒 せを 保持 甘し めて 巧ろ 例が あるけれ ど 
も •ラィ ヒス バンクでは これを 金 S 機 曲の 自由の 配ぶ じ 巧せ、 巧 じ 法律上の 化 動 巧を は 閒 巧に 預金 
じ 巧す る 法律 的規 あを け ふので なければ な果 がない と考 へて 居ろ。 また 世上 じは をな 巧 供の 化が 
がを なめよ V とすれば お 局 まを 需要 ホの 負 巧を 巧 化する ことじな ろと 云 ふな 巧が ホる けれども、 
ノグド ホプフ はこれ じ 反 巧し、 な 動せ 苹 がの おを を 巧 巧して 巧る のが 注目に がする。 卽ちホ お 性 
ホが の おを じよつ て 化を 性の 化 下す る ことは 信用が 逛じ 巧す るな 衡的 制が 巧た る 作用を なすと を 

第 《節 * 巧累 改革に ■する «巧 肩々 會 の* 克 一 五 七 
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ふので ホる。 而 してが ホ 巧 動せ 問題に ついて なされた る* 案の 內 で、 メ wn クップ (2 を さ C えな) 
は 現金 苹備 をが々 じ 巧 かして 一巧 じを せ しむべし とを ひ、 ヮ I ゲ マンは 巧金 巧货 のか 致と みかの 
煤れ 菜 巧との 巧に お 別を 設け、 巧を 进货の 頂ら なに 教 する I 割を ブイ ヒス パンクに 巧 入すべし と 
主 おする が、 ノグド ホ ッフは メレ C クイ ブブの 記 じ 左 巧し、 かは をれ が 上に 外 W 巧を じ おし 巧に 統 
制を 化 ふべき を お ホして 居る。 

あ 巧に 货おボ お及びを 本巿 巧の あ A と 題す る 報が が 巧 あかが 業 中央 疆 ■事な を* プ—グ (ご ロト 
rat Dr. Tcwaa ごじょ つてな された が、 巧は 巧に 巧夕 ぶび イン ブレ ■ンの 影 春に ょるを 本の 
巧盞 、金 マ グク巧 »货 化の 巧に がける を 本 巧 出の 不巧 等を 擧げ 、イン 7 シ ■ン 後の 巧が 及を 
巧を 金巿 巧のを 巧を 詳說し > を 本の 分 おじ お A を 生じを 巧を をが 巧 巧 ホ 巧に 入り •巧 巧資 みがを 
巧 ボ巧じ 入り、 を融ボ 巧を お A に 時ら せた と說 いて 居る。 尙は 巧は Ara 坦じ M 聯 してが 二 巧に が 
いて 資本 ホ 巧に 巧みる 干 巧 巧を 論 巧して 巧る。 

二 •化 ホの 巧 巧 お 巧 方を じついて とおす るが 門 じは々 ぶの 報吿 そが ホる。 

先 づブブ ，ケン 敎 巧は 巧 逸の » 巧柔 じがけ る おや 巧 巧と 其 反 HlH 力 及び かわ 化. 化との 《 


なじつ いてみ 吿 して おる。 巧は 一 乂二九 年な ホの 化 巧の 集中を 詳 ホし •集中* 巧の 巧 ♦ずる 巧 化は 
乂お 斤の 巧 巧せ じぁる から# 來も尙 は化值 向が S くで ぁらぅ と 見、 巧爾 おみな 巧 ( universalbs だ 
の お 態は 之を 存續 せし むる を 可とすと をめ てち る。 

ホ じ デ ディな 巧 巧が 巧グム メグは 巧 一巧 じがいて ながの 化を 性問篇 をな がの 經をか 巧の 巧據か 
らお 吿し たものと MW して、 をが 一一が にがいて 化 益せ 改善の 試 まを 提出して 巧る。 巧は 巧 菜々 用 
の 化 下が 化 引 先の 負な を鞋 なする 島め じ最， i 化 巧なる をを め、 ホを な檐 M じ 共 巧す るな 一巧の 巧 
算 方法を# ぶすべく、 其爲 めじは お 巧 巧 目の 巧 別を 巧 一す る こ i が 化 巧 巧 かで ホる とする。 がし 
てま 拂化引 じ 生やる 巧 用じ充 つる 巧め 巧 ホ揉預 をの 巧ら 料を 巧し、 付を 取引 や 小 切モ化 引の々 巧 
を 化 下す ス 方法を 巧言して 巧る。 

巧 わのを を規を じついて 两お力 か 何なる 方 巧を 執るべき かは •へ— グシユ (口 jlskt ミ Dr . す cr ち ヴ】 
の 法んだ 題目で ぁる。 巧は 化 ホの な 巧 巧を をの 巧 巧を あ 巧し、 せちの 事 巧と 人 わとの 兩 面に 里つ 
てな 良すべき もの ホる をを めて 居る。 而 して 其 改 をの 方を としては 法 かを なつて » をを のを 巧の 
巧 巧を を わる こと、 卽ち 巧が 業 じ 巧す る 巧 巧と 干が とを な 巧せ にれ いてな し 特る壤 能を をむ る こ 

gnit « 巧藥 & ♦に ■卞 6 鑛 巧！！々 會 のち 兑 I お 九 
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とが 前巧條 ホで ホる と 報が して 巧る。 

一九 S 1 年のを 巧が 巧 じついての 批 巧は ライ t 死 バンク 巧 事、 ィ， *( 五 SS ) の 論® でぁつて- 
.巧は な あ 巧のを 生は、 お 局 •世 巧 巧 巧に がける みを 巧が にな 因す る もの Kb とし、 恐 巧 巧 巧と し 
て ザ 巧され たる ものは 不十 みなる 正を 手段た る 割引を 巧の 外に •非常手段 としてな 行か 日と 支が 
お 巧と にょ bw 內 じがけ る 信 巧の 巧 ホを 巧ぎ、 が 行の 資任ホ 同 巧を がな し > 引を お 行 やお 引# か 
を 創立して みがを 產のホ 巧 化を をみ にし、 巧を 巧 おやを ル 支み ism 巧を じょつて 外來資 をの 巧 出 
を 巧いだ けれども > まだな つて あ 巧 巧 巧と して 完 をなる もので なかつ たこと を あめ > 化 ホの あぶ 
巧 止の 手 度は 外を 巧 誤 巧の «限« 乂 、巧 金：！^ の 所有々 巧證 ホを 其 巧せ 化 じがけ る ライ ヒス パンク 
まみ 巧 じか. 巧と してを 供す る ことを 許す ことず を お 巧して 巧る。 

巧 金 あ貨が 巧み 手段た る 宝 巧なる 作用を なしつ、 ホろ ホ 巧は 何人も 度 わろ 巧で ホる が、 をれ が 
巧々 じして 巧 巧の 一巧 因を なすから、 これを W まじが いてが 制ず るの 化 巧を 生ずろ。 化閒 巧を 巧 
b 上げて、 ライ ヒス パンク 顧問 ク イッブ (口 ご Wit す) は巧吿 して 居る。 巧は を 的 あ 巧逛出 W 巧で、 
な 巧の 逛出卞 る 巧を 巧 貨の必 巧を おめ ろと 共 じこれ を 巧が する の忿 巧を 說 き' 其' 化の な 的 巧 巧の 


な 出は お濟 的ち 由の お 用な 6 として 之を 排斥す るので ある。 

テヮ I グは巧 一部に めけろ 巧が に關输 して 當巧 二部に がいて はを 本 ホ 巧 じ おする 闻 まの 于涉巧 
を披 巧して 居る。 を 本の 形成を 化 おすろ 處 置は 二つで ホつて、 其、 一が 巧 枕め 巧 的 のらので あり- 
其 二は 貯 おがな 巧の もので々 る。 巧 巧 政 巧 的處廣 じは また 巧 失 巧 巧じ對 する 巧 巧 もを まれる。 お 
蓄化峨 的巧值 はな々 じして 倚 巧 ホの ちめ 巧を 侵ます る あが あつて 巧 巧が 巧 おで ホる。 を 本のな々 
じが# を舆 ふる 总闻の 下にな さむた る 方策は 化 底 的で あつて •取引所 巧 巧 巧 制 巧 や’ なか 闻 巧の 
巧 巧な 制 や、 補助を 巧 巧 等 じまで も 及んで 巧る。 巧 巧 金 か 巧は を 謀 事 菜の 收益 おを 改著 する こと 
から、 巧巧じ資本ホ場にお巧を舆ムること、なるのでホる。 テブ1グの至巧規する巧は巧じ立を 
じょつて 巧め 巧 じを 本ボ 巧な 巧め 干渉を 舆 ふること でぁる。 元利 金 支が につき 伉が ホの 負 がをお 
がする とか、 强制 執行 制 おを 改正して 巧な ホを 巧 謹す る こと 等は 巧の な 巧と すろ 巧で ホり、 尙は 
ラィ ヒス バンクの 擔巧 おな 付を 巧跟 して 贵本巧 巧に めける 金® 巧を おかずべ く •巧が 供が 金な の 
度續 《大 じょり、 な 的が 忠が 益々 强く おおし、 媒正 だる 資本 ホ 巧の おぶ が 化 おさる、 であらぅ と 
說 いて 居る。 

第 田節鑛 わ柔 皮革に 面する g わ！！ ち 貪の ホ义 一々- 



第 田 章 ナナ* のな 用 致* こ ハ ニ 

I 二、. 巧 S 部の なが 菜じ對 する ライ ヒス バンクの な 巧を 題目と する 部 巧 じは 五夕の 巧が ホが あ 
り、 がれ も ライ ヒス バンクのを お 諸 巧で ホる。 

先づド 31 ブング (Dr. D 巧 in ごが 巧 前 及び 巧 時の 间 顧と 題して 巧が して おる。 巧は 一八と 五 
年な 巧の 巧# 巧 達を 概 巧し、 一八 セ 六 年から】 八 九 五 年に 至る 巧は 信用 巧 巧の や替 なる をを 巧で 
あつて •ライ ヒス パンクが 其 巧 巧を 货 おがが 問題と 振を 鹏 巧大 とじ お 限した ことが 巧 色で ホら、 
一八 九 五 年から 一九二 一一 年 じ 至る 巧は 信用 おがの 急速 だるを お 期 壬 美 金な、 ライ ヒス バンク か 
らの 解ぶ、 巧 立の 巧を 網が 設) で ホつて、 ライ ヒス パ y ク がが 巧 わ 件の 不 せじがん だ 時代で ホる。 
而 して 巧 時は 化を 巧 あ 巧を 化 巧した。 無 現を ま 巧 巧 引が ライ t ス バンク じょつて 巧 用を 推された 
ことは 時局の 明 巧から して おがの な 護に 巧 立つ もので ホつた。 而 して をれ が 民を 巧 行の 巧 巧 じ « 
大す るに まつて 考 度すべき 勘 現み が 生じ おめ たので ある。 かがの 集中と 支な 巧 雄のを がとは 益々 
化 現み を 巧な にし、 巧 じな を ホな の 割引 巧 巧を ライ ヒス パンクの お 引 ホ 合から 解かす るに まつた。 
なにが いて 信用 巧 巧を •みび ライ ヒス バンクの 勢力下に 引 巧ず 巧め じは 煤が の々 化 化、 おが 網の 巧 
一、 巧嘗 巧を の 制限、 手 おお 引の々 散 化、 大巧れ 支 巧に 巧す る 中 巧な 借 おがまの 强巧 巧が 脚扭に 


上る ので ホる。 と ド ング は報吿 して 巧る。 

次 じ インフレ I シ-ン 時代の な 巧を 揉 上げて スぺ I グ (Speer) の 巧吿が ホつた。 巧は マ グク巧 
の 化 巧の 原因と あおを ぷべ たるを* ライ t ス バンクの 割引を 巧が 久しき に 互つて 巧 行な 巧 的 手 採 
として 何ず のま 巧を を 持ち 得 や、 渐く 一九ニ ニ 年な ホ 手形の 巧 出現と かじ ま 巧 巧を 网 巧し、 信用 
制 巧 巧 や 手形 巧 巧の 短 お 等の 方を によつて 巧 巧の 收巧を 巧 ふを 将 たと 說 いた。 がして 現金 巧货の 
統制と 共 じ 巧 金 巧 巧が 制の 必巧を 叫んで 巧る。 

おがの 巧を とが 巧に ついての ライ ヒス バンクの な 策は フブ I ドリ ヴヒ .ミュラ I ( 口 S 臣 す，) 
の報吿 する 巧で みる。 お 制 巧を 巧と して 現 はれた. る ものは 一 •九 ニー 年な ホの 金 マグク 計算、 一九 
一二 一一 年の ライ ヒス パンク じよろ お值 巧を 貸 出、 へグフ 》 リブ ヒの レン* ン 鉛が ま. シャバ ト のを お 
案が ホつ たが、 な 中； i ン テン おお おのを •行と 巧な 貨 巧のを 巧 巧 止が 巧 巧 巧を のがを をな した。 i 
ユラ ー の お 解 じよれば 货巧 巧を のが 現した のは 巧る 計を の 結果では なくして 、主として 巧 貨巧巧 
のをし きを 将た 巧め で ホる と。 

.おじ プ I グ (PC 己) は 貨巧市 巧 及び 信用 ホ 巧の 岡な と 巧して 巧 おして 巧る。 巧 巧の 巧をから 一 

第 内 一一 銀巧乘 改革に ■♦る 《巧 調を 會 のち 見 一々 互 



第 H ♦ナナスの な 用* ホ ー々 内 

九 ニ セ 年を 巧 取引 巧 W なのを なを 巧 制する じ まるまでの 巧は、 巧 巧を お 巧 巧 巧 巧と して、 おお ホ 
おあび 鎮 一行 引を 手形の 買 取を 巧閲 した こと、 あを ホな の 割引 ボ 巧を 復活した こと. 規巧ホ 巧に あ 
を 割引な がを か乂 せしめた こと、 公金を 中 かじ おやした こと 等の 處 置が 巧 はれた。 かは 利子 引下 
げや •手數 巧の おが も赁 化せられ、 ライヒ 义 パンクのを 莱 がみの 改革 も ぁつた。 其 後 1 九 S 1 が 
のを 融恐 巧に まる 巧には マ グク货 のな 外 逃 おじ おする 防止 巧が を も 目立つて 巧る。 をを 巧 巧を 化 
のな めに ライ ヒス パンクが 資 巧せ し處猩 は' 貸阳 限度の 巧が、 驳地 がみの 巧を が ホの 貫入 •携お 
巧を 巧勞の 引を •外を 相談所の 設置ず でみ つた。 をして プ は 今日 かほ 十々 硏究 すべき ホが 決 
の 問題の 巧存 甘る ことを お 《した。 

を 後 じゾグ ドホブ 7 はみ 行のを 業報が な閒 .•巧 巧せ なま. 巧 巧 かまに ついて 巧吿 する 所 ホつ た。 
を 菜 報が のな 開は 巧 巧 巧な 善を 剌 我す るら ので ぁつて、 其を 巧に 逛れば I 八 九 六 年から 始まつ て 
巧る。 一九 0 と 年から】 九 〇 八 年 じ 里る を 化 後、 中 巧 巧 借 お 照 まのを まが 實 だされ、 をれ が 大巧 
中 及び インフレ I シ 3 ンの巧 巧は 一時的 じ 巧 行され なかつ たけれ どら、 がを じがいて は j ぶの 巧 
式に ょつて お 月 貸が 巧 照 まを 作 戍し么 をな まする 巧 行が ホ 巧 じ 多き を 化へ た。 义ホ 動お閒 巧に つ 


いても ライヒ ブ バンクは 旣に 大巧 前 じがいて 巧 極 的の 渡 度を 持つ たけれ ども これを 强 斤す るには 
時 巧が 恶 く、 其 巧の かが 調査み も 毎ザ規 をを 設ける ことじつ いて 巧 極 的の がみを 巧へ なかつ た。 
而 して 大巧の 勃を にょ b 窝巧 規定の 設 をが 巧 げられ、 イン フ i 巧の 後 •ライ ヒス パンクは 規 ホの 
制を を 巧した けれども ホ だな 現す る じ まらな かつた ので ある。 ライ ヒス バンクの ホ 望す ろ 巧は な 
がが 現 お 巧 お 商を 增 かする ょりも.# ろ ライ ヒス バンクへの お祥 預金を 巧额 せし むる じ ホつ た。 
又な がの 貴 巧 かまの 問題 じついて は ノ八ド ホ ヴフは 煤が 巧の 條 かなを だけて は ライ ヒス バンクの 
化から なて 巧 値な きらのと し. 進んで か 閒現お 保を 巧 (Kassen ミ reine ) じ 於け る 現金 化が なを 增 
额 する こと、 不 化を a るな 出を 制 化する こと、 取引が かを 巧 一す ろ こと 等が おなで あり、 ライヒ 
ブ バンクの 援助 的處 巧と お 巧 的 態 おとは インフレ I シ ，ン 後の 化が 巧の なぶ じつい てら 巧 巧を 巧 
らした とみ 吿 した。 

四、 巧 四 部の 參考を 巧 報 かには 左の S おが ホる。 共 一は 倍 用 がれの 巧閒 じがけ る おむ の々 化に 
ついてのライヒ スバ ンク巧事ドイマーの巧がでホり、 巧二はお.伊.米兰闻じ於けるかが恐化に 
ついて ライ ヒス バンクの 巧 W 及が 計 巧に がいて 巧査 せし もの S 巧を であり、 が 1二 は 煤が のげ « 閒 

«n 節 偃が 乘 改革に ■する 銀が！！ 查會 のを 見 こ ハ 五 
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巧 じ W 卞る义 かじついての ク レ— マ ー ( 口 r . Kramer ) の 槪說で ホる。 しかしな じは これ 巧の 紹介 
を 省な する。 

ホ 巧ぶ る 巧の 巧 查 みじめけ る 諸 報 かの 巧 巧は 巧 巧に あざて、 をの 大巧を さへ 傅へ 得ない けれど 
も' 而も 巧吿 ホの 何人もせ ホの な 行 制 おを が 本め に なぞし ょぅとす るが かき 息 おを 巧せ ざり しこ 
とだけ はこれ じて 巧に 看取し 巧る でみ らぅ。 

がる じ 世上の 夕行 制 废なザ 論 中にはな 巧 業の W をを ま おする ホが ある。 巧に ナチ スが これを 黨 
のま 巧と して 居つ たことは 巧 巧の 巧り で ホる。 な 行 W をの 息 ホを 正確 じ 云 ひ 現 はせば •シャ 、ィト 
のを ふかく、 な 巧の 柔 巧じ勒 して 两 まが 絕對 的の ま 巧を 負 ひ、 W をの 任 かせる お 貝が W おの 命 
々の 下 じ ホつ て 業な* をの 衝 じせる じ ホる。 されば 巧が W をには S つの* 巧な 阿 題が 存在す る。 
其 一は 人事 上の 閒 垣で ホ 6、 其 二は 两 まの かかの 巧 題で ホら* 其 S はかを 上の 問ち である。 をを 
はな 巧 業 巧の 經 ちじ 不お 常なら とを ふ 特別の 巧 由を お化し 難いから. 人事 上の 脚 菌は哲 く 巧き， 
考慮すべき は々々 上の 巧 巧と 財 致 上の 閒題 とで ホる。 み 令 上の 脚 巧を 考 ふる 時 じは ォ ブトー •ク 
!夕*ァン . フィッシャーのお摘するかく、 巧 巧なる g 濟と W 巧 父 巧との 阳じ 存寸ろ 観念 上 及び 


資ホ 上の 巧 本 的 チち じ 注目 甘ざる 能は 个 、义 かを 上の 脚 巧 じ 到る と、 巧に 闻を裝 巧が 巧 夕を巧 b 
たる 場合 じ W おかを をを くす る ことなき かの 爱 ぶが 接® する。 

巧 逸では S 乂な一 わたる C 口— 口 M ロド ロミち— ロミ 产口 3 を 口 さ 口 gf の內で 二が までが 一を 二 一年 
の 金な を 巧 じがけ るを 巧 じよつ て 事を 上田 家の 保 おと 出を とを 巧と じよつ て 存立す る ものと なつ 
た。 ペン ブか 巧は これを を 立 化 行 じ おするな 的 巧 謹 (な 巧 3 ま che Beschirmcnw pri ミミ Banks ) 
と 云つて 居る。 巧るな 的 巧 謹を をく るな 巧を 巧を とお 化すべき か 巧 かの 浸 单は w をの 出資 巧 じあ 
るので はなく して、 當 謀な 行 じがけ ろ 巧# 上の 巧 神と な 巧と じある。 これ 夕巧织 行の 巧 お 巧 神 度 
びを 業を 巧は 企 窠家巧 巧を 巧符 する じ存 する から •之を 闲 をと 誌 わろ 能は ない ので ホる。 义お H ;- 
の 州 ホな 巧 じみ りても 巧 利 經濟の 方 巧を 持して おる。 

W を 巧 巧が 被る こと ホるべき 損失 じよつ て おを 两 おかな じ 及ぼさく らんが をめ じは、 や 索より 
巧 失 巧 巧 お金を 巧 立て、 置かなければ ならぬ。 化 巧夕巧 巧な 金は 其' 化の 諸な 用と おに、 巧 出 利息 
とか •キ數 巧 とかのぶ 目を なて 取引 ホに K 課する もので ホろ から . W をを 黄が しても 利息 やモ數 
巧が かじ 大 にほ试 される 譯 でない。 

第 n ■鑛朽 業 改革に ■卞 る倾 巧！！ 資會の ホ 見 こ ハ-^ 
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かがの 苗を は两 おが 信用の 適を G る K 々を貨 がする に 便利で あると 云 ふ ホが ホる。 しかしな 用 
の 適を なる 配々 は完 をなる 計 まなみを 實 がする に 及んで 始めて 赏 現し 将 るら のでみ つて、 がら ざ 
る 問は おがの 蜗を だけを なて しては 其、 貨 現は 困み である。 が 化かと 云 ふに 闻を かがと 雖 もが々 の 
取引 者 じ おしてが々 的 じ 貸 出 巧を をむ る ことが 出來 ないから である。 

灼 おせ# 主義 W まは を 有巧產 制を 訟 め、 巧 人の がを をを® する から •必中し も おがのを 部を W 
を じしょぅ とする 方 かで ない と 書 おを をた るフホ I ダー (Reichsekretar F*e を r ) は 言 巧した。 董 
し諷 を# ぶび 誠 ホの おなが ナチ スな 巧の な 化する 巧と なつた ので あらぅ。 巧くて 化 巧巧査 みのを 
おを ホ 法 化した る 「信用を」 ( Reicllsg 泛 etz iiber を8 巧3 色 twes さ) が翌 一九 S 四 年 十二 巧 五日 じ 
な ホせられ た。 只な に必 巧なる ものは ながの な 巧と 田家のを 巧と か 巧-をす る ことで ホる。 ナポ 
レォンが 一八 〇 ホ 年に 伟曲 西な がに ついて 云つた ことが 今日の 巧ぶ のな 巧に も 通用ず る。 化は 曰 
く 「化 巧は 巧 じ 巧 主の み じ 度す る もので なく、 また W まじら 巧す る」： ご Banque 百- ap {> ミ ient 
paw W さ lemn 百 • WCM wctlcnalrs , nlln pppar た n ミ wcssi 於づ田 tat : と。 卽ちお 巧 業'^ 巧 W なる あ 菜で 
はなく、 货に 一つの 巧が である。 化 息 ホ じがて なけを は 赁に大 なる 資 任を なする 巧で ホる。 


t II i 


第五 節 利子 低滅策 

ナチ ス ぶが、 お 巧 的 利子 引下の 方法と して 巧 一 化に 擧 げたを 融檐 WW 有の ホ おは 前節 じがべ た 
るが 化き 徑 巧を® みて 巧が した けれども、 巧 二の 主张 、卽ち W ま 巧 信用が をの 巧 かによ つて W お 
を 利子 化隸 たる 逆 巧よ b 離 巧せ しめんと する をは 巧 述の應 急 的；^ る 巧 目 巧に 従つてを 手され た。 
而 して 巧 念なる ものは 巧 逸の 巧# が 久しくを しむ 巧の 巧 巧の 負 巧を 巧が する じがす るから、 巧 巧 
の增 かじよ つてを 巧の 自ら 化 下す るを 待つ 前に、 半ば 强權を 用 ひて 目的を 逮 化せん とする， 擧じ巧 
たので ぁる。 卽 ちまは 化 令 じより、 ホは をな をを をの 干 巧に よつて 利下げを お 巧せ しめた 巧 面が 
其 だ 多い。 巧ろ 利 羊 じ 封ず る W まの 干が は 非常 巧な の 喉のを 巧なる 處置 とな 化される ので ホる。 
シャ 、ィトは 其 著 「巧 逸 お濟な 巧の 根本 ま」 の 內に化 閒理に W して ホの やぅに 說 いて 居る。 曰く， 
利子 巧 巧は パンや 巧 かの 巧が と 闷摸じ 市 巧の 白 由な ろかを じを ね 得る ものでぁるが、 併し 若し 巧 
かみを を 巧なる 無が 脚 係に か 化する 能は や •义 パンの 巧が 供ぶ じを つて 化を 巧く 其 限が をぶ むる 

第五！！ 利子 巧 城 策 ー ホ 九 



第 H 章* 《巧 用* 策 一よ 0 
巧 ホ b と 甘 ば、 巧せ を 本の 利子 巧を だけを 不可 觸のお 事と して 放 苗す る ことは ずを 巧 極まる もの 
と 巧は ざるを 符な いと。 かも 巧は 特巧ま 巧の 下 じがいて は 利子 巧ぶ じ于 巧せ ざる ことを 巧つ て不 
合 巧な b と考 へる ので ホる。 

ナチ ス なかの 低を 巧 政 巧の 內で强 制 的 性 巧を 有すろ ものは 一九 三 一年 十二月 八日の 巧を かじょ 
る 利子 おなで ホった。 これは 不巧產 巧を 貸金 •確を 利 お 巧# (化し W 有錢ち 優先 巧 式 度び 外 伉を 除 
く) おじか！ 一の 巧 巧な まを ホ 巧 又はを お b とする 內 两巧權 じして 年利 ホ ホ 乃 ま 八 ホの ものは これ 
を ホ ホと し、 八 来な 上 のらのは 八 巧 六の 比 ホを なつて 巧 下し、 一巧 ニ ホを 巧 ゆる ものは 先 づ其粗 
巧 ホを 半分 じが 下げ •巧ろ トー じて 八 巧 ホの 比率を なつて ほ 下した。 ナチ ス のをが じ 入つ てからは、 
先 づを林 じがけ るを 人々 びな か W 巧の ホ お 巧みを 巧 巧 化する 處 担を 化り •沒 いてを 本ボ巧 じがけ 
る 利が を 巧 下し、 これと とも じを 本の お 因を 涵 巧し、 進んで 巧 じが 巧 さる^を 本を W 民經濟 め 見 
化から 適切 じ 巧 巧す る ホ 巧を 講じ、 其糕合 じょつ て 一 化 じ 化 金利を 實現 しやぅ とする ので ホる。 

巧 一の 巧 お 巧みな 巧 化の 處展は 一九 年 ホ 月 一日の なま 負な 巧 巧を がを にょって なめの 巧な 
を 巧手 巧を 巧は しめ、 又 同年 ホ 巧 二十 一日の ボ ー? 材巧 みあ 巧 法を なって 地方 自お 巧の 巧 巧を お 巧 


お 合の 化 ii じょつ て 巧 巧 化せし むる こと > 'したの が をれ である。 これ 巧は を窠 巧び 化 方 w 巧の 規 
巧な 巧を 整 巧して 巧 子 負 巧を 鞋な せんとす る もので あつて •其詳 がは 後 節に がいて 說建卞 る 巧で 
ホる。 

巧 二の 資本 巧巧卽 ちを 巧 金な ボ巧 じがけ る 利率 化 下 巧 じついて は > 一九 年 十月 廿と 日の な 
巧 巧 捕 則にまで 巧つ て 巧 おする を 巧す る。 な 補 巧は 进夕 单備 がが 外の 場合 じ 巧 氧な下 じ 巧す する 
を 巧め' 巧 巧 じがけ る 巧 引 ホ 合 巧び を 巧 巧の 巧 巧を 度した のであつて > これの み じても 巧 巧の 巧 
巧の 自由が 巧大 しな 巧 ホの 巧 巧が をみ となら •金利 低下 じが おがを 巧 ふるものと 考 へられる。 巧 
るに其上、 英巧銀巧ゃ* 米《が巧ホ備な巧ゃ、 がたタゴ1デン巧巧と同巧じ、 な閒ボ巧巧巧を-^^ 
ィ ヒス パンク じがいて 巧 ふを 得る こと/' をめ られ じ。 かち 巧 行は すべての W を 巧 附有巧 巧 券 (エ 
柔巧 ホ 及び 外 W おおを 除く) を お 制限 じ資 貝し、 をの 巧 入れた る 有が 巧 ホ ホ じがが 附の 要求 拂巧 
出金は これを 巧を のを ホ 巧が に充 つるを 巧る こと、 なつた ので ある。 此な閒 ホみ か 巧は を 本 ホ 巧 
の 上に 顯 をなる 巧 春を 典へ、 をれ 化 前から かがが 巧 力して 巧 たお子 巧 下の 目的に 乂 じな 立ち 得た。 
がくして 一九 一二 五 年の 巧め じは 巧 巧 巧 ホ 巧みが なおに あ 巧した から、 お ホの 商が は 巧 逸 お 巧 のれ 
« 五節 剌子だ 城 貧 一ち 
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巧し 得る 巧に 非す とおめ、 これ ジ借替 を 行 ひ、 其 巧が 夏 營逮 したみ？ ホる。 おに 二れ とかじ 
ホ 子の 强ぉ 弓 下げ も 巧 はれた。 卽ち I 九 壁 年一县 四日の 「金融 講利モ 低が》 養を ミ N 
uber die Durchff 呂 g eincr zinser — 泛 gung bei 巧 redita — 一す n ) じょつ て’ すべての 《化を 
务 獲巧資 は芙ホ 及びを s 吏 蒙を 草る 靠 w が援菱 び 地方 篡養勞 s し 蓋 

篡巧靈 び 外 KC 了を たた K > 巧な 疆 者を 除く) S 所 ホを U 封」 これを 低利 芒 引！ ¢1 へる 申么 
( U ミ auachjebot ) をな す— を将 たので t 。 器 利 伉は 间年貫 一口な 降が 率を 年罢票 
とし、 引替 Q 管 巧 更百か Q 二に 羣す 5 馨 金を 引 葉 雲 C 巧へ え も C 巧いて 同年 一一 
51 十 セ ロ じは r な霸子 巧な 化 」 (Gesetz Uber zinser — 臣 gung を den 5 ず ntHchen Anleihcn ) 

を 公 ホし ラィヒ •諸 w . 町材 •巧 巧のを 行す ろ 公 仿らホ 前記 同 巧の 方法に て 利 ホを 四 ホ 五が に 
化 下す る 二と こた。 (管 惡— 想を. 舅 化 引 巧の 取引に 上 巧 さた— を. 累含 . W 串 
巧 おは 除外)。 を S 一一 法律 Q 制を と共に 巧府は 巧き 袭 C がい T 年 四 ホ 五历を 超吵る 商利の 巧 
券を 巧？ しを さ S やぅぶ QE がを なし、 君ど靠 のめ 勞 所有者を し 引下げ 
じ问 息た めた。 S 人 s 不巧囊 を 利子 も 一を 一一 六 至 月 二 H の 「不 薑蕃季 を」 (〇 ミな 



f 『 苗名0を11€37乐8ろを巧つて自由お巧じよつて引下げしむること/'し> 一 化 じ 一 雲を が 五 
ホ ニ 巧 巧を が 五 ホ 半 乃 ま ホ ホと する 方 かで おんだ。 尙ほ货 巧 ホ 巧 •卽 ちが 巧 金な 巧 巧に めける 巧 
子 ほが 巧を 見る と、 これは ホ まじぶ ぶる 巧の 金 お 巧 期が がか 會 ( spi な 3 ミ r 昆 mien , Wirtsc すクで 
gsppe。 end F " ちぞ ru ミ en を r Wrediti 3 ユミ e ) 代を ホの 出が する 伯林 中央 倚 用を 目み にめ いて 
支 揉 利息 及びを 巧 利息 (手 おみを をむ) のを 商 ホを なをし をな おを. 行 ( Reich を 033 i£ar fa， das 
wre も twesen ) の 同を を 得て 之を 實 化する のでぁつて、 一九 s ホが 十二月 二十 IIH 仍 中央 侣 用を u 
會 のか 示 じがいて 各種の 巧 金 及び 貸 化 じつき 利子 巧手 か 科の 最な ホが 發 おされ 菊 一九 S と 年 一 W 
一日より 之を 實 化する こと/' なつた。 なじ 其を 部を 巧げ ろ 巧を おけ 其 一部分を おかす ると、 無 ホ 
おかの お ホ 巧 巧を は 年 ー ホ •十ニ ヶ月な 上のを 巧が 蒂巧 をは 年 阿 ホを なて あな 率と する。 まにあ 
化 一巧 五 千 ラィヒ スマ グク のを 期 預金は 期 巧のを 短じ應 じ巧乂 常時の ラィ ヒス パンク お 引 ホ 合よ 
b 若干 ホを 巧 除した る ものを なつて 最髙 利率と する ので ぁつて •例へ ば S 十日 乃 ま 八十 九日のを 
巧 巧 金は ー ホ 五 煩 引、 S 百 ホ 十日な 上に 五る ものは 二が 五毛 引' ダ あ 商 化 巧と する。 を 化 巧な は ラ 
ィ ヒス バンク 巧 引 ホ 合より ー ホ 商を 窝单 率と し、 巧 出キ かみ 巧が ザは 之を ーヶ月 じか 八々 の ー パ 
等 五節 利子® 城 度 一 ま 一 
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I * ント とを めた 1 L 11 
今 ホの 戰爭堇 鬟襄ポ I びを 棄 1 C 化金霉 が一 S を 甘 しめられた。 卽も i 一 
二 年 九月 二十 二日な ホ 年 四 ホ C 器と されて ぁつた ラィ t こンク 割引 ホを か、 一 畜〇年 四月 

苦ょ 丢ー ニ畫授 引下げた、 こた 傅 ミ 上 著 中蹇用 費— を 利 f 胃 一王 二日 

の 塞 貝 會寞 をな つ 5 境 叢に 一 ーミ i 八 か—- ミ 方 引下げられ、 而; 

贷出 利息を ラ： こ； GS 5 引 ホ 合 C 8# し 華* つたの が 度 をれ た。— は贷出 ホを 
霉 率は 四 ホ •毒、 こた 手 S を襄す f 當座 Is ザ 率が 寞 ホに 化で 襄で ホぇ 
又 巧 金利ぶ Li ついての 巧— 照は 巧 cff が 利子 引下げ つてが 囊 金の 襄 がを ニホな 
て ミ、 S — 始まつ？ らち k ざる こ- を 作つ。。 がな、 富は 巧を の 巧 迫 計 舅 
法を 巧を ち義 となる やぅな ち •又脖 金を i 溝 引出さ や C お 度く 黃 おし sf 餐 

する 等の 方な を 講じて 巧 足を 巧へ て 居る。 

窒 一のを 本のが をを 霎 する 方 巧の 現 はれは を 本 會杜の お 當が 化、 な 巧の 嵩 貝乂で ホる 化 

方策は 一を一 亩年一 育二 十 か 日のを 本會 せじ おする 5 本 ミを (星を— 巧ち呈 として 


現 ょれ、 巧 じ をれ を 修正 巧 足して 同年 十二月 四日 じ 「を 本會 せの がを かお じ M するな 律」 (を 8 な 

iibcr ciie Gcwinnv ミ eilunw bci Kapi を geseUschaft 呈 、是巧 「を 巧な 金を」 ( Anlcih ミ odcgese 复 

として 公布され た。 

を 本な 入を はを 本を 杜 •卽ち 巧 ま會杜 •巧 まを を會 化. 巧 民會肚 •巧 業な 上の 巧 山 化合. 有 化 
ま巧會 せじ 巧し なほ 貝乂墓 金を 形成す る ことを 巧 求す る ものでぁる。 詳しく 云 ふと、 (ィ) 一九 S 
一二 年 十月 一日ょり ー ホ S 四 年 十二月 S 十一 日 じ まる 閒じお 了す る これ 等を 本を せの 年 巧 じがい 
て. 巧と を 本に 勒 する 利を 配せ が 前年 巧ょり な举 なるとき、 ( n ) 利を K を 金が が这を 本を じ おし 
年 六 ホの 巧 合を 巧み するとき はを せは 公め を 金を お 裳す る義 みを 負ム 。がして 化 公が％ をは 前啤 
度の 利益 K 當がホ ホ 又は 六 ホな 上なら ば をれ を おみす る 本年 巧の 祀當 巧を なつて とに 充て > 前が 
巧 じがけ る 利を K 巧が 六 ホ ホ 巧なら ば 六 ホを 巧 おする 本年な お 常 巧を なつて 之に 充てろ。 を 化が 
をは 利益 巧々 じ M する 巧 ま 巧 會の巧 巧を 巧 巧 だく •ラィヒ. 州 •地方自治 指のを 巧す ろ 公 化じ么 
を 技 入し、 みせ じがいて 巧を する。 をが 某を はなを にを むる 巧 合の 外、 一九 S 六 年 S 巧 S 十一 日 
まで 之を 法を 巧を じょつて 處 分す るを 得ない。 がる じ 化 化を 化 巧 後の 戍 巧は ま外不 をで ホつて、 
» 五節 利子 巧** 一よ お 
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みせは 巧々 にして 》 巧 法 巧 巧 じ 出で* な 巧の ち 入が 巧々 しくない ので •別 じ 上 巧の な 巧が 金 化を 
胡を し •其な、 な 巧な を 法の 巧 一一 化 斤 令を なつて を 本 金 十 萬 ラィヒ スマ グクな 下の# かに 之 於 適 
用ィる こと/^ し、 それな 上の 會杜 じは 公 巧な 金 法を 適用せ しむろ こと、 した。 なな 寡を 法の 規を 
する 巧は 大巧 ホの 巧り で ホる。 

巧 式會巧 •巧 式 合を み 冀化 S 本 的 惡の會 社が 一 雲 年 巧 じ 於いて 現 f なつて 祀 なし 得 
ろ 利益は 巧这を 本を のムハ ホを が ゆろ ことを 得 中、 前を 窠年巧 じが' いて 年 六 ホを おゆる 利益 富を 
なせる ものは 年 八 ホを な' ゆる 現を K をを なすを 得 中、 前年 巧の 巧益拓 をが 六 ホな 下なる ものは 六 
.本までの K 當を なすを 巧る。 而 して W 益 中 化貞じ 巧 屬 する も 現を お當を 許されざる 部分は 利を « 
當じ M する 巧 巧 ホ b たる 後、 邁巧 なくみ 化ょ b 之を 伯林の 巧を 正を 巧 弓 巧 巧 じ 巧 巧し な 煤 巧は 
右 金 巧を 芭 ちじせ な 社員の 巧め じ W かじ 巧を し、 を 託を として 之を せな のな めじを 巧す ろ。 而し 
て 化な 律 施 斤 後 S ヶ 年のを 業 年 巧を 巧 あすれば 元利 ホ 其 時の 巧 主に これを 引渡す ので あるが、 一 
. 化 一二と 年 十二月 乂 日の 化 ホを なつて これを 五ヶ 年のを 巧 年 巧 じ 改め 適用 巧两を 巧に 一ニ ヶ年廷 長し 


巧 巧が 利益 祀巧 制限ぶ びな 倚 巧が 巧 义の方 巧を 貨 施せし 巧な は •これ じょつ てながの 巧 化を を 
好なら しむる と共に K を 制限の お ホと して ま 中る ホ 式 巧 益の 化 下を 通じて 一 お金 利水 単の 化 下を 
化を せんとのを じある と 見なければ なら 0。 

をり が 巧ぶ 金 支 揉が は 一 か S 化 年 十二 巧 中旬から 始まろ ので •ながは 巧 巧 九日 巧 S 化 巧々 を發 
し i かた 方を を « ました。 其方を は 田家が お金 割引み 巧の 巧 有するな ななを たるな 巧を 時债じ 
て 引 巧ら、.^^ 巧と して 巧な 巧 お ( stcuggctschci ろを 巧 面 巧 じて な 巧に 巧附 し、 これを みれ じ 引 
がすので ホる。 巧 巧 巧 券は か 巧 じ 巧 用し、 化 引 所 R 買 じ も 上 b 支拂 手段た b 且つ おを 巧 ホで も ホ 
ク たが、 一克巧 巧 二十 d の 巧 巧を か* じ毋 する 巧 四 化 行か じょつて、 同年 四 巧 一口な 降 ホ 
のま 11^ 巧に る を 巧 « せし ゆたから、 爾ホ おを 巧が たるを 巧の みを 巧す ものと なつた。 化 じ 
安本 會 化は ななおみ を 巧 巧 巧 ホ じて 巧な り、 巧 巧 巧 ホの おおじて おを をな ける 奔で ホる。 

種れ 引 巧 巧 引の 改造 もを 本 おを 巧 養に あ 巧の W 巧を 有する。 卽ち 一九 S 网年 S 月 お n のれ 引 
ホを な 正、. 同 九ち 甘 八日の^ 巧. 不 巧を 巧を 銀行. 及び かが あ當な 巧の 巧 巧に M する 命令* 十 
一 百 巧 日の 有 巧 巧が 化 引な (G ミな iibe 『 を口 W ミで pierha 日を) 等を なつて 取引 巧ち 取引 巧 义 
1 •五節 利子な た 《 一ち 
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を 杜は往 々じして •說法 斤 巧に 出で、 な 倚の 買 入が 巧々 しくない ので， 別 じ 上述の 公め 其を 化を 
制を し’ 其 巧、 な 巧な 金 法の 巧 二 お行かを なつて 資本金 十 萬 ラィヒ スマ グクな 下の みなに 之 4 .適 
用-. •る こと S し、 それな 上の 會杜 にはな 巧 お金 法を 適用せ しむろ こと、 した。 なをぶな 法の 規を 
する 巧は 大お 巧の 巧り である。 

ホ 式を 肚 .巧 まみを# 化关 化のを 本 的が 織の 貪せ が 一を 業 おおじが いて 現金を なって お 當し得 
る 利を はみ 这を本 金の 六步 をが ゆろ ことを おず、 前を 業年废 じがいて 年 六 ホを 垣 ゆる 利益 世を を 
なせる ものは 年 八ず をな ゆる 現を 记 をを なすを 得 中、 前年 巧の 利益 K を 年 六 ホな 下なる ものは ホ 
ホまでの K をを なすを 得る。 而 して 祐を中 か 貝 じ お* すろ も 現を おを を 許されざる 巧々 は 利を 记 
當に M する 決 藻 ホ b たる 後、 邊巧 なくみ 化ょ b 之を 伯林の 巧な 正を お引织 斤に 預託し、 な级 巧は 
右 金 巧を 直ち じ 當談せ 員の 巧め じ W 巧に 巧を し、 を 託を としてを をせ 員の 巧め にを 巧す ろ。 而し 
て此 法律 施行を S ヶ 年のを ミ 年 巧を 巧 あすれば 元利 共 其 時の 巧 主 じこれ を 引が すので あろが、 一 
九 S と 年 十二月 化 日の 法律を なつて これを 五ヶ 年のを 業 年 巧に 改め 適用 期 巧を 巧 じ S ヶ年巧 長し 



なおが 利益 お 當制巧 及びな 巧 巧が 巧 入の 方 巧を 資 化せし 巧な は、 これにょ つてな 巧の 巧 化を 良 
好なら しむる とかじ おを お 限の お ホと してを 乎る ホ 式 巧 益の 巧 下を 通じて 一 肢金巧 水 ホの 化 下を 
化 進 せんとのを にある とおなければ なら 0。 

ちのを かぶを ま拂 巧は ー ホ S 化 年 十二月 中句から 始まる ので > 巧 がは 岡 巧 九日 巧 S 化 行々 を 巧 
レ i みお 方を を « をした。 其方を は圃 おが お金 割引な 巧の 巧 有するな なぶ 金た るな 巧を 時 巧 じ 
て 引れ ら、 . 其巧價 としてを 巧 巧# ( stsggutschcin } を 夕 巧 巧 じて 化 巧に 巧 おし、 これを みせに 引 
g すので ホる。 巧 巧 巧 券は 納 なじ 巧 用し、 巧 引巧責 頁に も 上らで 巧手 段た b 且つ お資强 ホ でら ホ 
ク たが、 一先 巧 Q 年 S さ 一十け の 巧 か 巧れ 畫じ毋 する 巧 四 化 巧々 じょつて、 同年 四月 一日な か •ホ 
のま 巧手を にる jW を 巧 « せし ゆたから、 爾ホ おを 巧 夕 たるが 巧の みを 巧す ものと なつた。 化 じ 
資本を せは ななを をを 巧 巧 證夕 じて を 巧 り、 巧 巧 お ホの おおじて 巧を をな ける 譯で ホる。 

0:1^巧引巧れ引のほをもを本巧を巧*に巧巧の》係をぞすろ。 がち 一 九己巧年兰月お日の取引 
.巧を巧正、 .同九巧廿八日の^?15?巧 . 不がまな巧银巧 • 及び巧舶巧をな巧の巧ぞじ曲すろかか、 十 
二 巧 四日の 有 面 巧 ホ 化 引な ( oes な Ikbe ， を 3 Wert で pierhandel ) 巧を なつて 取引 巧 お、 化 引巧义 
< 玄窗 利子な 城 《 一ち 


第 田 ♦ナ ♦ス 《巧 用 致 策 ー セ 八 

巧 ホ •上み® 券、 化 引 時 巧ず じ お 限を かへ' ラィ t 巧み 大臣のを をの 下に 置く こと、 した。 巧く 
して お ホ ニ十】 ヶ巧 ぁつたれ 引 巧が 九 ヶ巧じ お 合され •巧 面目なる 巧を ホの みを 化 引を ま ホと し 
な 寅なる® おのみ がれ 引 物件と なる じ まつた ので ぁる。 

巧 四の 巧 じ おぶされ たるを 本 •を W 民 巧 巧 的 見 巧より 適切 じ餐 巧す る 方 巧と しては 一九 S 四 年 二 
月 二十と 日の 巧 惠經巧 有 巧 的稱成 ホが 化 じよつて 設立 さろ^ 巧巧函 巧を なつて 自お的 お 巧を なす 
こと 及び 同年 十一 一巧 五日の 信用 法 じよつ てな 行を 金を 統制す る ことが 共 最もなる もので ホる。 こ 
れ 等の 巧な 團巧 及び 信用を じよる 巧 制は ホ 章に がいて 相說 する。 

ゴ ブト フリ ー ド. フ *1 ダ I が 利子 おな 制 打破の 方を としてが の 金な を 策 的 巧 則のを 化に 擧げ 
た 方策た る两ま 巧び 巧 民のを なを 本に おする 巧拂 巧みのを 除の 一項は 上がの 化く 巧 子 化が 巧 じよ 
つてな 巧 上の 解 巧を ちた ので ホる。 

第 六 節 多種の 信用 霜 祭を 行と 特巧 
が 行の 任 お «大 



一切の 大親 巧なる なを 事 窠じ勒 すろ をを！！ 速は おが 子の 巧巧證 ホを 斤 じよるべし とを ふま おは 
フユ ー ダ— 金な 巧 巧 的 お 則の 巧 S 位 じ 巧 げられ てち り、 また 有機的 利子 化が 巧の 巧 二た る W を 的 
信用 か 造の 巧 化と も M 前を 有する ので ホる が、 化閒 題を ナチ スを おはか 何に 化な つた かとを ふに • 
をれ は 田 まが 夕 a の 信用 巧务 をを 巧した ことこれ である。 信用 巧务の 主なる ものは 失業 技# モお 
(をす i 立 bcscha き 曰 gswechsel )、 巧 巧两巧 おお (を ヴをぉ 0 プミ 23 <山 8 旨の 3 )、需巧充を夕(田をミ£ 8 - 
deckungssclleine ) を附 巧が ( spendenschei ミ)、 利子 捕 巧が (zinsv さを ミ 日 gssch も ミ)、 巧 巧 巧が 
(S な g ぶ utsch も是 •其 化のを 巧手 形 並 じ お 利な 网巧證 ホで ホる。 これ 等の 詳 巧は 巧 六 章 じがいて 
說巧 する 巧と する。 其 上に み 回の 巧爭 じよ b 酉 巧の ま 巧 巧 券 (we すョ aoh ミ erptliditungsschei ミ) 
が一 化 三 九 年 九月 十 ホ 日の み 令 じよつ てを 巧 せらる、 こと、 なつた。 これは を 菜を にがす る 前 巧 
の 方法で ホつて 企業 まは 之を 金な の 手段に 使用す るを 得る ので ホる。 义小 なの 需 おじ 充 つる 巧め 
レン ブン煤 行 ホの ー マグク がと ニ マグク がを も發 巧す る こと、 した。 これは】 九 S 九 年 九月 四日 
の 命 かぶび が 示を なつて 巧 まされた もので ホる。 巧く のかく 夕 おの 信用 粧 おのを おさる、 ことは 
巧 巧を 巧を をみ じする ものでは あるが、 併しな じ考 ふべき ことは 巧く 多 かの 信用 夕發 巧に よつ て 

第 ホ節夕 H のな 用 s#s がと お 致 銀が の 巧 務振乂 ー ホ 九 


策 巧 ♦ナ のな 用 致 « -八〇 

W 家 か みじかが なる が 春を 巧 ふる か、 又 巧 巧 巧 巧の 卜： にか 何なる 閒 おを あ 巧す るかで ホる。 两夕 
巧み じ舆 ふる お 審と しては々 論 W おのな をを 增 かする 誘で ホる が、 これ じ 巧して 大巧 大巧 クロ ジ 
，ク (V. wrsigk ) は«ほの巧#力が增かするから憂化するを巧ゐないとちふ息おでホ^。 义ぶ 
巧巧あ上におなする巧題はィ ン フ レ I シ • ン の懸をであるけれどら》 これも巧巧なる巧巧巧濟が 
巧 ( Bew ミを ha 方 U 3 gs 3 ac 9 ahlne ) で 解 巧し やぅと する ので ある。 

巧 一の 巧 •卽ち 闻民經 # 力の 巧 進が まして 現は れつ/' ホる かを かるな めじを 本 著 巧の が 勢を R 
ろじ'々 論 物 かの おなじて 巧 資された る 巧 分の かきは 巧 乳 巧 じ 巧を し 難いから あ殖 じは 巧らない 
が 巧 金な じ 巧 巧され たるが 分 及び あ 巧 巧 ホに 巧 入され た ミ 部分 だけ、 かち、 貨 巧を 本の 巧が 
だけを 话 て〜 典增 かは 巧 著で ホる。 巧を 巧 •信用 化な •な 行 •建 巧 おを 巧 •巧 巧 倍 用が み •お々 
ホ 化合 •エ巧 巧が 局 じがけ ろが を じついて おる じ、 一九 S 二 年 ホの 現を 廣を 10 Q とすれば、 一 
化 ミ ーニ 年 ホは 10 巧 こ 一とな り、 一九 S 四 年末は 1 一〇 .五と ら 、一九 S ぶ牟 未は 一一 九. 二と 
なり、 一九 一 云 ハ 年 じは 二三 ハ 去 じ 上って 居る。 ホが ホ 巧 M の 巧で、 建を 信用 化合 •巧々 ホ 化を 
エ <1^ を 巧の 巧 金は なる して 居る が、 これ 巧は 一九 sra 年 ホまでに 解 巧すべき 巧みの もので ホる 



からで ある。 が 化の お葉 機 M の脖 をは 巧 化の 一を をを みつ、 ホる。 おしてが 巧 かは， 一九 ss が 
は 利子の 元を 巧 乂れが ホなる ほ 巧を なした が、 其 後は 年々 巧巧乂 巧の 增 かじよ つてが 大 しつ、 あ 
るので ホる。 新 巧 入 颗の增 化は 一方に がいて wa の 所得が 增 化した る こと S 他方 じがいて W 民の 
巧费 節の まは 巧 巧 « 長の 巧まで ホる。 

巧 二の 點 、卽 ちを 话經 みを 巧 じよる ィンフレ— シ ，ン巧 止と して おるべき ものは 物^が 制と 爲 
特锭 巧で ある。 物 巧が 制は、 旣に 一九 S 1 年 十二月 八日の 巧み 粹巧令 じよつて 巧な 巧と してを ホ 
せる 巧で ホる が、 ナチ ス かがは 史じ これを 巧 娘し， 一つの 巧 おろる がな に完 ぶした ので ホる。 ナ 
チス のみ 巧が 脚は 巧 « なる 化 格 引下げ じ 止まら や、 化が 吊上げに も、 が おの 割引に も、 膊 たな 巧 
化 下 巧 じ も、 其不當 不正なる ものを 巧进お 止す るので みろ。 其 巧め じ 従 ホの 化み 巧 巧 化が 巧 化か 
修正され たる 外じ夕 くの 化 律 命令が 巧せられ た。 巧 巧が 椿を をを (一を ミを 二月】 •巧 引 化 こ 九 ミミ 
年 十一月) • H おおみ 及び ホ 巧な 巧 引 巧 (一九 ミ 田 ザ f)、 植維エ 菜な 巧 か 引ん 巧 止 かこ か ミ W 年内と 、お 
金屬化 格を 一を- 亩が もち 巧 品れ 引を 一を- 亩年 を】、 化 格 巧 ホ 度か蒂 S 格 引 上 巧 止々 こを 二 巧 
革 一 夏 等が がち をれ で ホえ 而 して 巧 ホ 巧を の 成に をら しむる おめ に、 パー ペン* 2：$ 巧时 .にが 

MMOB 多 « の*! 巧 ホ 錶 わの 巧務 巧大 一八 一 


藥 田章ナ 巧 用* 策 -/こ 
けられ じる «が を 巧を 員み を 巧 ホし、 其 巧を 部 巧の な 巧 じ おつて、 これを を 巧な 巧 大臣 じ 又は 巧 
濟 大臣 じを がし、 おじ 一九 S 四 年 九月を 巧 局を 巧品租 別にょ り、 伯林を おめ み 化が 化じ設 超して 
統制 事な を 司ら しめてち る。 ナナスめ 巧に まつて、 巧 おを 特に 引下げた のは エ菜お 巧で あつて 
を ホ 物の 巧 ホは を化债 がを をめ、 事ろ 引上げられた。 なを 物の 巧が 水单を 引上げ ざれば、 投 民を 
巧 ホせ しむる ことが 困難で ホ b としたから である。 巧么 、ナチ ス なおの 物 巧 統制は 巧が 水 苹の巧 
をを W 巧し •ホ 化の 巧 格と して、 巧 互 じがを なる 閱 なを 保持せ しむる じ 巧め るら ので ある。 而し 
て此 事は 貨 おのが 貝 力を 巧を せし むる 巧 巧と もなる ので ある。 义か两 を 巧が 巧は 一九 兰 一年の あ 
巧 巧 巧の 一として を 手して から •巧を を 巧 有する 化 巧 じ 輸入を 止む る 方 かの 下 じ 其 化 弓を ラィヒ 
ス バンク じ 集中し、 共れ なを 嚴 なにし 巧 巧の 教か巧 化を 巧を せしめて 巧る。 

フ A 1ダ》の金な致巧的お則の巧五たる無巧子貸付を目めとするなを建巧產菜な巧がおの主张 
は 之を 巧 現 甘ず じ •在 來の巧 巧な 行を 改 遺し ホは 巧 巧 巧を 巧へ て 之れ に 代へ る こと、 した。 巧 じ 
巧爭勃 巧な ホ、 產荣 ホの 巧 巧 力を 增大 する 巧め 巧 巧を かけた のは、 00 ず (口 S ミす 〇 ミミみ を 
さ r まさを chc を btite 白 户ゎム もす d ミ 耳 iebs をと、 をれ から 》 WG (ミ妄 skre き 巧窒 をを) 



との s 巧 じ 巧して く ホる。 

Ocffa は 失 まか ホを 巧を 巧を 甘し むる 目的を なて 一九 三 〇 年 じ 設立され > 1 化 S 七 年に 其 巧 巧 
を 完了した ので ホる が、 今回 またを 業 ホの 巧お教 がに をる こと/' なつた 譯で ホる。# 巧の 方 巧は 
手 g 引を と 巧 巧の 二方を による。 jfndustrict^ank は历 ank を" deu 巧 nho Industric.obligatio ミ 日と 
巧し、 を 巧 工業 ホの 負 巧す る おぶ 支拂 をを 易 じする 目め をな て 一九二 四 年 八月 化 日の エ巧 負か 法 
a 口 du ミ I をを stungsg 空 es) じよつ て 設立され なおを 行の 特權を 有し 巧 H 金融に 巧 かしつ、 ホつ 
たが、 今回は 巧 需品 生產 じな を せんとす るエ菜 まじ おし 設備を 金を 供が する 任な を负 ぅたので ホ 
る。 

RKO から ミ ich サ Kredi でを sellschaft >.-p は 一九 一九 年 じ 巧 巧 巧 任々 巧と して 設立せられ 後 
現 おじを 稱し •一 乂二四 年 じ 巧 まが 織じ鲜 巧した る もので •あみのを 巧は なおに M が ぁろを エを 
のをな 巧 M で ホつた が、 ナチ スの 失お軟 # 事 巧の 巧 巧に も參 巧した。 今回は か W 巧 化 及びち ポ I 
ラン K 共和 田の 地域 じみる 宙逸 W 民の か ホ 又はを 巧 物件を が 巧 化する 島め、 W おの 化 おの 下 じ 之 
を 巧 巧と なし、 借主の 巧の したる S ヶ月 又は 六 ヶ月の 班ぶ 手形 じを 行より 巧 巧を 舆 へ、 これを 巧 
« 々節 多種 》 々用 がと 巧 巧の 巧務 掘大 一八】 二 


霧 B 章.- wt のを ま 一八 田 

引巧巧してお引かしめ、 ^?5^^なしたる巧行は巧に之を正を巧引巧巧の巧お引じ附すろ方法じょ 
つてを 巧の 巧を 供す るので ホる。 - 

第 セ 節 ライ ヒス バンクの 信用 巧 張 

フ エ 《ダ|をな巧策の巧二たるブイ t ス \ ン ク及び巧夕巧行の巧を問題はな斤巧査をで巧じあ 
巧し 盡 された。 义 そのな 四た る 巧 巧牟巧 じょる おお 確立の ま おは 一九 S 三年 十月 甘と 日の 织行法 
改あじょら銀巧の巧巧の自由が著しく巧大し、 又同時じ公巧巧巧巧巧を巧巧し得ること/^な b 巧 
じ】 九 三 九 年 六月 十五 日の な 正にょ つて 銀行を 巧實 巧のを 化が 巧 大した。 こ 姿の 巧 巧は 窒ハ定 
じ讓 ろ。 かに 化處 では 巧 ナナスを 巧の 信用を 巧 じ 巧す る ブイ t ブ バンクの 巧 巧 だけを 說 けばを る 
とぶ ふ 0 

ブイ ヒタ パンクが ナチ ブ のな 用を 巧 じち 應 してな りたる 方策は 倍 巧の 續 張で ホつた。 信用な お 
の 目 巧 じついて 巧 事 ユ グン タト • t ユグゼ (Ernst 苗臣 se)u ホの 巧 b ホべ て 唐る。 曰く 「ライ t 夕 



バンクは 何よりも ホづ 巧ぶ に 現 おする か 止 巧 化 力と •未だ 利 巧され ざる 巧# 資源と を •巧び 两 おじ‘ 
巧 立たせ、 をして 後 じ経濟 上の 運 巧を 巧 巧せ しむ'^」 と。 巧る 目 巧の 下 じ そ おが 濟ず おを がめ み 
なの 手 おや 小 切 ホの 割引を 巧大 し、 巧 ホ ホ じ 巧け る 寶金巧 巧を 润巧 じし、 をれ じよつて ち 巧のを 
が 規巧涵 お 並に を 巧な 巧の 巧 化を を 易なら しめ、 おじを 巧 巧 おの 巧 化に よつ て 通貨の 胺脏を 抑制 
する 方向 じおん だので ホる。 而 して ラィ ヒス パンクの 信用 巧 お 方 かは おいて 民巧铅 斤の 倚 用が を 
の 增大を ホし、 をれ によつて みな 信用 巧 券の 消化は 一巧 促進せられ ると 共 じ、 巧# 巧への 巧貨供 
が も 巧 巧と なる わら、 が 企業の 巧 かお 力が 增 かし、 收 をを 巧 かし、 かか 的 某 巧 革 固を かへ、 巧 本 
の蒂 巧が 可が とな り、 巧を がおかし、 お巧投 をが 增 化し、 お 巧の か 造せ し 通 巧が 再びな 行に 還流 
すると 云 ふ 一巧の 巧 巧せ る 運が がを々 巧 巧と なる ので ある。 

第 八 節 お 語 

利子 化隸 がの 巧棄 から 出 巧した ナチ スの侣 用を 巧は W 內を 金の 活用と 利子 巧 巧との ニ ホ® じ顯 
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まなる 資 なを 示し 巧 逸の 巧 力 巧 進に 夕大の 貢がを なしつ、 ある ことは 何人も 巧め ざるを 得ない 巧 
で ホる。 而も 尙は巧 じ 巧 お 巧 上ょり 信用を 巧を 考お するとが 巧の 理論を なて しては が 巧し 難き 巧 
事を の 曲 現し ホ たつこと に 驚かざる 能は ない。 先年、 チユ I ビンゲン 大巧 か巧エ グァ^ ド •グ々 
スが貨 お 萬の 一書を 出版した ろ 巧. 本を 執筆の 巧 おを 巧 巧して、 おを 實の 巧が に充 つべき 巧を の 
を設 にあり とちつた が、 なじら 亦た 巧埋 論の 巧設を 要求す る 事 ザが 發 ホして 說 ホの が說を 待つ の 
で ホる。 其 巧 巧 巧事實 とは かで もない。 利子の 作用 じを じたる 異變 が卽ち これで ある。 

な ホの 畢說 にがいて は 利子は 巧# の 進行 じを 大 なるおを を 及ぼす ものな b と •し、 其な 或から 柏 
巧して な 君 利子 か 巧は 立 I れた 。をち 霉 としての 利子 操作の かき 巧 かなろ 例 湿で ホる •又 
をを の ミ 巧 も 巧 巧 も 利子の 作用 じが ホす る ものなる ゴ とじつ いて 何人も 巧 ふ 巧な かつた。 化 巧 級 
からして を 金 お 巧と しての 利子 操作が 巧 はれた ので ホつた。 がるに 巧の 世界を 巧な 來 •利子の 的 
るな# 調節 作用 じついて 巧を 化かざる を 得ない ままが 績 々として 現 はれ 巧つ た。 ザ 事 巧の 著しき 
ものを 巧 巧す るなら ば、 巧 巧では あ 巧から 一九 S 四 年 じ まる 間が 利子のを もな ザな 6 し 巧 巧で ホ 
つた けれども 两內を 本のち 巧 じが 巧 巧 巧を 巧 ふろ 巧なかつた。 化 事 實を目 > すろ と •巧 ザが る 本 



を 資 じが 春を 舆へ ると 云 ふが かきが ホの 說巧じ 左 巧す る 能は ない こと s なろ。 がるに 一九 s 五 年 
じ 入る とを 本蓄 巧を 何等 阻を する ことなしに 高が 巧が 化 巧 憤へ 巧々 としてを あじ 乘 を へられて 行 
つて 居る。 化 事をから 考へ ると、 を 本の 蒂裔が 利率 じ お爸を 巧へ るので ホつて •を 本の 需 巧を 巧 
巧するものは利ホょりも|^;^其化のホものが有力であると巧はゎばならないのである。 利羊な外 
の 有力なる ホ 物とは 何 わ。) それは 何ょりも えづ W 民經濟 じめ ける 活動の 旺 巧で ホ b が 别巧濟 じ 於 
ける 化 益 巧 ま 巧 巧の 增大 である。 巧なる 巧な を 事夕じ 巧して お 巧す ろなら ば、 恐ぶ をな 年 巧は 巧 
# ホが 巧 滯 のを じみつた からま 本のを 巧 も お 巧 も 巧り 得なかつた。 而も ヒブ トラ， I 巧 おぶ 立が ホ 
をが 巧み ゃ失荣 ## に 力を入れ 經 W 界を 巧が じ 向は しめたから、 お 述のあ b を 本の 蒂務が 巧ん と 
なり •をれ が お 春して、 化を 利が 巧 現した ので ある。 又 従 ホの 畢 ホが 巧く 巧の、 をを は 利が のな 
きを 迫ぅて ホれ ると 云 ム巧論 も 現せを 解 巧す る じ 足らない。 卽 ちな 利 ホを 支が はんとしても をを 
巧を 難 じを しむを 業ち ホれば、 ほお 举を拂 つて 畳が なま 金を使 用す ろ 企業 もみる。 化 巧 ザは がを 
物語る かとを ふに、 まなは W お 巧# 上 ま 巧な ろ 方ぜじ 化れ るので あつて、 徒ら じな 利を 巧ム もの 
でない ことを 巧 巧して 居る ので ホる。 ホは 云 ふで ホら ぅ。 斯ろ 現み は乂 がを をの 巧 動を な 制する 
第 八 節 巧 0 一八 ホ 
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からで ホつ て •これな くば 必中な 巧の ホ 巧に 巧れ る 笠で あると。 併しみ は考 へる。 をを の 巧 巧は 
それ 自らの 力の 現れでは なくして 人の 氏 化に 従 ふので ホる。 資本 お、 卽ち資 をの 巧を おがな 巧を 
ホめ てが 方向に ま 金を 巧す ので ある。 人が W 民 おがのを ほおを 十々 じ誌識 せばまを 巧 巧の 方 かじ 
變 化の 生 中る ことは を ふょで もない。 尤も 巧 巧 資金は 今ょ で現貨 にがいて 寓 利の ホ かじ 巧いて お 
り、 又 巧 W ま 的の ユダャ を 本 も 亦た がりで ある わら、 化 ホの 學 巧. 卽ち 自由主義者の 巧 論は 巧 巧 
ボ 巧と 超 W ま 的を 丰ホ巧 じ 通用す るに 止り、 を 巧 主義 W みの 金な 現を を 巧 巧ず るに せらない もの 
で ホる。 を 巧 ま 巧 M まじは を 苗 主義 的なる が# 巧 論が を 巧され わ ばなら s"o 

U ot Betriebtlrttclu タジ ictchtift fUr HS を r<iMenachll 巧 ミ d Hasclelsprsf Heft U Jssr 1934 - 

み tt 巧 並に や 一 乐5» 文は US 言 報-九 一二々 年度 第二 九九 蒙に 运 栽され ており •义含 Ji 巧な を！^ たる Icoch-Rocds DS 
巧 echt を " deueschs Baak え ミ chlft * WV . Teil に されで 巧る。 

お Ha 适 ssberlchte wur wiruchaft&age, schrifts ds Istitu? fa" Ko 五 unkturfortchu 另 • 14. Juhrg 1939/ を - He 巧 

2. S • ご 9 參 M 。 

か 》 2chthsshalt und Heichtf 目 ssn, problei CIS ileutschen wirttcf ク己 ehe ミ • 1937* s * 44W 巧 
か HObe, Problem der を utschen BankpoUtik seh 1933, DAnklArchiv 15. Mai I 93 a ‘ 



旬笨 ta * 巧* を K する に 巧つ で K き 大學が 巧 Hohlf •己の 《文 Fun 星 oswsd 正 ds zin * ( Bank.Arc 至 V- 言ち. 
fi . N こ 8】 わら 大 なるお ミ 待た。 


巧沒 第一 

利子れ 謀 制げ 破の 實巧 

ナチス||が4ぶ1^14'6{|#お^?*^のホ8は風じゴ，トブリード. ブ王，グ| (0さ*舌*&1*をユ の巧が甘し所のものでホる。巧 
ふ巧の巧モなな巧とは何かじ つ い て巧の！にる 「巧巧^*^びな會的巧巧じ*つ巧巧田お一 (口3 をミ*を》 wi ミ， ミをミぶ 
und 8tul5 osndyge ) を 見る と •巧は これ . >> み*! 的 にを 現して • A グャ 人の 巧 巧 的 ま 记下じ ホ SS 5 K 巧の W 巧 とがべ 》 

か、 る ま责 S 囊苗 そゎ 7 義 く 3 SSS ? バ； SGigs 彼壽 章：# 者が S お 巧 や 

文化を 808 しつ >18 ホ お* わて しに I ので ホる わら •これが 打 度は 巧 お 田を が 巧 ホす る 巧ぶべき 巧 巧れ 3 化 和 巧 ふ 巧 一の 
をで みると R いて 居る。 

一九 一を 一巧：. 〇 .ドレ クス ラ ふ ザ ゆる 巧 籌 8 のな 雄ず、 问年六 巧，、 ユソ こじめ いて 黨絮題 さ ミで 
'ブ ょ， V , は 巧 子れ なな 廷の閒 組を 提げて 巧な. つた。： はな 當巧 ホだ烤 巧の 一ち uf し アドみ フ •与 トラ， じ 多大 
の Igg た 巧へ •彼を して M ミ！！ 黨じ 第 セ乂 目の 巧累 としてん 黨しミ ナナス 黨ゎ巧 繊卞る じついての 館 ー ホゲ度 化さし 《に 

IHHiM 巧 子 度 SS の資 « 一八 ブ 



策 田 ♦ナ 三の 寫 政策 一九 0 

程94ので々つにと»へられてゐる。 化事わヒブトラ—は其* 「«が»ザ」(20!。 Kaspc じがいてホの'言巧^なつて*;*して 
ほる ので々 る。 「余は フュ 1VI の 巧 子れ 巧 巧庚棄 じ M するな « の 巧 一巧 お. 一} 巧して •こ^じ こそ 宙巧两 巧 麻 来に 巧し おがの ミ 
を&つ«理が理論のじ巧ぷされて&ること-^な感した」 と。 フュ1グ1は更じ巧年九月巧モれながな窠»爭巧巧た»巧し》 績い 
て 巧 子 化な 制 R 巧を 言を a 巧して 大 じれ 法 S じ 力を入れ たの T ぁつたが •其提 巧は 一九 1 10 年 一 一旦 一十 因 日 H お S ナナス 反 病中 
0 第 十 一條 じ 採 巧 さた 黨致 綱の わ g なにる 里 巧 おわ » 巧し、 义賽 子むな 巧 Rgwf •巧 巧は 一九二 111 ザ じ ナナス 黨 じを 巧して 
な々 貪 巧 力を 强 化した。 

ヒブ トラ I がフ H — VI の f じ 共 巧 甘し 所がの 4 のは •巧 著 r 巧が ■争」 じ I 注ぶ るが 化く 》 at るの 函民 w 濟を ユグャ 人の 赶 
团家 的々！！ 巧 本の 巧 巧 か なする のが 巧が 痛切で ♦る-^ 見た か 心で ♦る。 卽ち黨 大** の！* は 》 な g 巧々 じ ホつ る 
8めじ借乂れたる巧む巧本じょつて苗巧ま操の>おじ苦しみ， i に多くの巧巧 ai 濟上巧巧 a るを»が^^巧本わ a じ、 圧つ マ ル 
キ シ.ス ム蓮動の«巧じょつて田店的巧«じみされんと卞る巧巧*|&を巧へ、 团^?*道さ へ&このお»の前じ晒さる 、 じ至つた。 
而 して わ、 る々 « 巧 本冢の tt 梁は を# « ホの 巧 則に 样 >、 H お！！ 濟 « 巧の 巧 巧を；，* すが 巧 じ、 この 巧 行 巧 本 及び 巧 ホ 資本のを お 
と， をのち巧にる巧モな巧制と4.撃お卞るこ4か巧をの«濟わ更生サしむる^:1?了ぁると考へ'1,れたのでぁる。 巧くしてヒブト 
ラ |は8房を»巧本じ巧卞る両ザをなつて* |1を»おかをのな濟上め巧么巧とち由とわ*»サんが3めの|^5-*の巧巧^^る雰 
とした 0 

上な する 巧が ヒット ラ— の 巧 度で ホる けれど I •ちれ だけでは ナナスの 巧 ふ 巧 S 「巧 牛 化！ MIR 棄」 のな ホが 明 «でじ く •寧 
々利子 わを 巧 巧な する かの 化き g わ 巧へ る。 なに E に ナナス *11 の 不備 わ 補 おする 目的を なつて フ * I グ ，の せし W おれ ♦ 
主義め 辆 巧 (口 S ミユ〇 ミ IstuliatiKhe prognmitn 】 をた ると •其を 二な じがいて AM な 策 的 巧 助 卜權げ て •「巧 度は S 家 
の 支出 下 じ 立ち、 金 Ji 力を なて K 家 巧 じ B 家を 立つ る ことを 巧で ホ じ fw 巧 子れ！ MSSi ：：* たか ■ずと 法‘ へ、 拳 巧と して 置 



巧を 巧攀し •而 fc をの 巧】 なじ 》 「 R お及び H 巧た してを g 資本 じちす る 巧誘義 » よ > 解 巧す る こと」 の 一巧み-® いて 巧* 〇义 
こ， V - は 化の 機會 じがいて 两じ 利子れ なお慶 棄が 利子を R を 意 巧す る もので S となべ たこ ミホ ミこれ ず ゎ夕 おして M 
K すれば •ナチ K が 巧*! し# 擊サん とす* 巧 子は 舍一 一巧 本の 巧 子 •巧ち 何# 勞卞る ことなくして 化を 甘ら る、 巧 本 巧モ所 巧で* 
さ J とが 巧で みえ 蓋し ナナスは を瞧 資本 冢が 勞卞る 巧な しじ 巧 子を 化を 卞さ 一と じよつ て生審 の 宙勞所 巧を R 縮す るを す 巧 
を？ と芳 へる i 共 じ •巧モ がを 巧 おの#! 濟 上のは 巧 じ巧存 する i のな さ 一とを をれ て 無暗 じ wi ■ゎ 巧 求す るを 不合理 Kb と！！ 
める ので ホる り 

巧モ 化な 巧の 复は ナチ x* が 致！！ を «> 實 わ なじ 乂るじ 及んで • 巧 沉落的 利子 引下 巧 じ 5 しに。 西 も 致 巧は 巧モ 制度 其 
みの 巧 B とを ふが かき J 8 -K なる を II を 巧 巧し、 手 あな 巧 ホ 修正 かじ 巧手した ので ホつた。 何 巧に -^ 、 る 方を ゎ* んだ かじついて 
は巧かな巧明がな化されないけれど1 , » 卞る折 * 巧木的 ^ るホすは巧お上お考のお化ホきを <? 18 ^ しにと共じ田巧々*じ 一 乂 » 
化が 生じた わらで &* らぅ 《 

一九 己一 年の 的 金11 巧*^ が两 R 的 資を巧 通の W 迫を 巧 壊して な來 、两 房を » 市場 じが ける 外 田々 巧の 奇 わが— じぶ 
少したことは»者^る<|||<でホる。 これゎ倫な巿場じ度いてをるじ、 巧巧じがいてはか巧々巧»巧商が 】 化ご一〇年じーニ • ーニ巧 
W ® で ホつ に 0 が •忍 巧の 巧 a 甘し 一九 111 一年 じは を* じ滅 少して 巧に 一 •屯田 宙 巧と Gb •囊年 じは を 巧を むが K く •一九 
S 111 年に 五 • 111 巧 iiBjj の a 巧た 見た るの み じて、 其な は 巧 無で ホる。 又な 靑巧 場を をて A •一九 一一 10 年 じ 五 巧 セ. 九 阿な ホで ホ 
つじのが》 1 九吉 一年じは巧〇 . 九巧^8|<^じ巧下し》 更じ 1 九吉ニザじは二" ホ巧巧ホじ«8した0 斯<て美* 米》 »» 和>巧‘ 
スエ I デンの々 大巧 場 じが けん 外 苗* Jg * 巧 苗を 巧な すると* 一九 吉〇年 じ ー セ 八： C 苗 巧で ♦つたの か*】 化 111 一年には 一二 二け 
§ とな# し •一九 己五 年 じは 僅 じ 一巧 g 巧と まふ 最 巧# をボ して 居る。 

斯 くの 化を 田 巧を！！ の g 塞は！^ が 資金 じ、 よた 巧を 巧 巧 W じ も をれ'^、 巧が 卞る けれど、 巧に ホ W にがけ る S れ 

& 祿 第一 利子れ な M 巧玻 s 一一 一九- 
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ホ. ♦ A 《 l 致 策 一九 こ 
S の赛が ■一 Ml ® の爱じ S 性を 與 へて 巧る と ■《忌なら ない。 巧金^^^^が化險*巧巧し* 《をの巧そ巧じイみ"ホ 
♦. Mt ふことは 何れ S •何れの さ 《いて ら S が* たる 忍 赁ち寶 巧け ぉ舊 する 所な 0 ものは 巧務 巧に めけ 
る乏當 sg じ*^ を 生じ •葵 巧を の 自由 ミホ 巧た 餐し 巧ざる をな ミる ミホる。 又 巧 本巧妄 じめいて は— 
の 金11 巧 巧の 房に 外を wtss すべ わらざる 現 貪の >訓 をを け* 多 巧の 外 巧を 入して 持 濟め窠 'をを てた を ♦は 外 巧" を ミ 
る 則 A が じ i して 絕 をち 巧 S たので あつに。 而 してを 田は 金* 巧 巧の 一 玲的巧 巧と して 巧け 券の^*^ 止 や、々 gs 
ItHf 化た 巧 ス 田 房 さ 在ち S 冨を 加へ た 巧へ、 更に 一九 一号 军ヒご ラ— •か 巧る の 玫灌を S り •軍 巧 塞と 共に 树巧 力の 
g 化を こ 貪 巧し •其 化の SSS もこれ じ®# せられて プロ ブク g 巧と か 》 巧 巧巧濟 とわと 云 ふ 化き^^ ホ義 的. 自由 ホ 義が括 
濟にチ巧卞る巧|5?!^巧古^ し、をれわ1^8しお《てから田房々融の画巧はな*阻巧甘らる、じまつたので*ミ 巧くして外巧 
隐入 のれ ミは 城 少じ伴 ひ S 巧 の 巧 巧を ホした。 これを 3 I ロッパ w 闲 じない て 化れば •一九二 八 年から ~ 九_ 一宝 ザに 至る 
巧に 《いて 外 《滅 かの S 口ち ミミ キス、 イ てス、 3 フン ス 、イタ，— •ド イブ 巧で ミ •か •窝ミ タン スは 一巧 
セ I 完円 g 法を 誠ち イ * 7 は 九 二〇 夏 a ラを 滅 じ： トイ ブは r 1 一二 買き フイ じ スマ ルタ £ じて 居る。 巧る じ M 窩 
じ 於け る 《用 寡な なは フランスが 田 一二、 ち ニ セ 円 g 巧イ *? が一 入 •九 巧 置 巧を， ラ、 ド イヴが ち 五 0 々巧 巧 ライ ヒス 
マル* で ♦る ( Burkhei さ* Die zaion •丘 Li ミを • m な ■を 3 di ミ Bank.Archiv XX 3 CVL )。 西ち 外資の# 少なょ >4 的抗 
の 香 扣の累 巧に 多い の ミミ さけ 巧 巧 じめい rk 亦た 巧 6 で ホる。 巧 巧の 外 浸は 化巧閒 じ】 ニー 巧 蚕を 少した る 
じ 巧 圃 巧は 四、 五八 一巧を の 增ま 示して 巧 ミ 化かな'* 少と巧 巧 化の 現 《は 巧团 の^^**'^ ヶイン •を 巧を し て、 R じ 一 
九 1111 一幸の 春、 r 余は II 唐の み 一一** を# 巧なら しめんと 考ム る考」 » してち〜* 辛ろ これを；* ミら し* ん占卞 る ホ 
じ巧情卞」 《 lKeyncr ， N 5 i§le selbttgencgMunkeits in wchilra J ^ hrbuch . "こを夕- 戸 ミを*0<1- m . ミ.)とたはし 
めた る 巧 ミので* つ T •ま 来 装の な妥 c 现 はれた る 一つ ss の s ミミ 人 度は もを 「受招 ss 化」 



《 N ミ iosAikieruag a8 扣 Ulau-Krcdiu) と & を づける。 

ナチ X の惡避 ♦る s 家 的な 東は 巧 ti の f と ♦じ ホトタ ぅて 則 s られ •旦 つ襄の ユグヤ •<* なじょ つて •ま 
■ 巧 じは HlWh * ベを 多くの I の ミさざる 琪责 となつ た〇而 して パ！* クィ ♦! の 云 ふれ 家の 巧 ミ 金は を わ ホ 場 じ 
巧いて！！ まする rw 家な 用の 巧 ■化」 だけて はなし じ • Kg 濟 SW 巧 資金 A ホに をが 么ぉ內 K 市場に 於いて 11111 しなければ なら n 
日が 到 ホした ので ホる 《 g じ* グヤ 々本# 巧を 日療 とする 利子は！ MH ;:# の 巧 i はヒ ブト ブ IftIHKe の 日 じ « じ 失 はれて. 
巧 4 巧の も G はわ 何 じして 巧 g じがいて 化 巧 » 金 わ 調 速ず ベ S わの 间 ほで ♦つた 巧で* る。 ナサ K のま！* は 1 S して ミ 的 巧 子 
引下げと なつた が •な 巧 曲は 貪 じ 化 sa の 解かに 存 すると 巧は ざる か 巧 じ。 ちし をれ 巧モお 度の ホ ホと を ふが 化*.‘ 巧 本 的 ga 
じ まつ r はなちの 巧を すべを 巧 子 BMi がナ じよつ て！ wa サられ ダるなら •これが at ホは 至雜 で* る 0 


巧 巧き 

マー レック •ブラィト のをな 巧 場 巧 論 

はしがき 

舉ホじ>重さる 、々丰— y の阔巧1|^1£|||| ミ g . ミ* ぞホ ご を足ると* ，が萬田>馬 

博±や》 V ル y のマ ルフ レ，-卜 . アそ 》&巧*ィ* ナのぺ1<卜，ルト. — 》シ*》*ニアのハ》ス. ナィホ》5* 
♦錄 « ニ マ— レブ*. ブブ ィトの々 «ホ««<| -九 一二 


藥 B 章ナ 于* のな 用* 策 一九 《 

目下ポルトー . a ン n 1じ巧在サるア ルバ ，卜 . ？ I ン敎|5$|^とホんで. ポ—ラ ンドの首巧ヴ ルッ —じみる マ 1レ，ク • プヲィ 

卜 《ぎ rek ぎ it ) 巧が を g 巧 場の 理論的 硏巧じ M する 1 論文 わ a まして 居 ミれ 論文は 巧黨 場 及 巧 本 ホ 場の g 論への 一# 興 
sin B を ミ 2 ur Theo をを Ge 己. 旨 d 1 C をを 35 kte ろと H し* か 巧 來の巧 巧 じす 滿お 抱く 所から, を じ 補 ホ サんと 
して 巧 作した i のでみ つて •注目ず る じ 足る 內 をを 巧す るから •巧 じ 之を 巧 かしょぅ もな 卞る〇 

お文の3^^62ホ0通革ホぇ 塞一 音於2曾？95在家臺を批対し， 停 M-chlup 6育&し了委くの言 

巧 S し、 且つ こた 8 ずる 講題皇 じて ゐる •を 一巧 じれて は坦 巧な 用が を 期 寫じ變 化する 巧？ 研 先 《巧 f し •垃 
巧な 柏の 巧 ホと！ 盾の 巧 辛 i のがの M 巧 ホに 巧 巧者が 互 じ やちす るが 向に* さ J とを 或いて 居る。 を 三が じ 《ては 彼の 硏 
巧の ち 巧た デプレ ブシ ■ンの ggj じ！ め， をな の ff 見 あ 計 巧の 問 巧を 保 巧し •な 局 これ# の閒迎 は！！ 濟 の 度 田 巧 じ 於いて 娜 
巧 さるべき i のなる こ 4を« めて 居る。 巧 じは « I 巧と 巧 二 巧 i を 51,^ する 0 

寒 巧 ホの 单就 じ對 する 批倒 

-た巧 巧 W 理論は 著しき 巧が わ 示し • g 巧 巧 論 中 稀 じなる 1111 を呈 して 居る が* 巧 だ ホ だを をの 城 じ 速した とはを ひ！！！ い 0 
シ ユムぺ ，タ ー が 巧 著 rR 濟的 8111 の 巧 al」 (Theorie der wirticha ま chs 田 ミ wiklung - -926) の 第二 皮 中 じ も 舌へ る がれく • 
を融巿 場の a 論は を 巧な S し •巧 《じ 於て を 方面 G 巧 論的奚 のた る じぶ る，* のが 現 はれて ミい。 を 萬 場の 巧 象は 単が じ 
• WC 上の 间篇 としてを た 巧 後 ひ 》 巧 > 上ょ b は 論 巧し 難い I のとな 化されて ゐ るが かくで ♦る。 巧くて 函巧 W 濟學 者は •化 巧と 
して、 ^£巿場及巧^5場^巧^4{*象(例へばち巧巧子と巧巧巧モとの閒のだ久的じろ巧離の5き4の) を»明する能は中して》 
これを 「巧 宿 現 表」 < ssr § srtclw ぶ C ミ乏じ 巧して* く滿 ぶを 巧て 居る と 云 ふ 寡で ホる。 《じ 出 Jdt 理 a じがけ る缺 なは 



々を 理論の 痛切 じ g なする 折で ホる。 巧ぶ かとを ふじ* 么 でし〜 巧 w 寞 なホ說 じがいて をら る^ば か b でな く* 一巧の サみ學 
巧 じがいて 現 はれる まだる 巧 見の 巧 遠は、 を！！ 巿 場の！ MUf お 十み に 班 明す れピ解 氏の 巧ら れる 問跑 でもぶ。 卽 ちね 萬 現象と をら 
る、 I のを 一 ■正 » に 1111 し •巧 じホ氣 か*® から 上异 へと » 化する 現象は、 を il 巿 巧の 事象を 巧 W じ 巧 振ず る ことじょ つて 了 
解し 巧ら る、 ので ♦る。 巧る じを 藤巿 « じたけ るな 事象が » 濟的 規則 巧を々 する ことじつ いて、 巧來滿 ちじ 器 巧され て* だいか 
ら> 景 氣學 巧は 巧 8 じれ* じついて はまを お 化する だけ じて 化 巧-い 本 K を 明快に 茜 K ずる 能は 中 > 巧 つて 大巧 かの 景 g 理論 
は 》 化» じ 於いて 最大の® * を® ずる I のと 4,* つて 巧る。 

を 曲 ホ 巧 巧 論の お A 1 お 的なる 蒙 は、 ホむ 二つの 两 狸を 解 致す る じ 巧す る。 巧趙ん 第一は 巧 菜 巧 及び 資末 市場 じ 於け る 巧 
をの巧互！1?8でホつて、 これを需巧の供と供おの俩との巧方面かた巧お卞る〇 两涵の巧二は巧巧巿場あ巧^^巧じ於ける^^ 
る IS * 巧 立で みつて •巧 巧 市場の 巧 ホと 資本 市場の 巧 巧との 巧 じな する だ乂 的なる 間 南が 何を ま 因と してぶ 化する か、 又が®^ 
の 曲 じか 何なる M 巧み b やを する 0 で々 る 0 

上 ホの 11 巧® を 解 巧卞る ことは 》 化 やし 案で ない。 しかし をれ じついて 巧 おする 阳巧だ •これ 等む S * 甘る 聞 狸の. 一 
つ 一つ じ 巧す る 巧 明かな けて 居る ことわに 来る ものは K だしくな いが、 巧つ てこれ 巧の 閒 狸のを ほじ 瓦る 提一 的の みけて 
居る こ i じ 於いて 困雜が 大きい ので ホる。！ •巧には 一 おじ なられて 居る をな 市場 現み じ § サダる •圧つ 化の 巧 巧 じがけ る 
凡ての 8 巧 巧を とも 18 巧 甘ざる 》 一つのを* 市場 巧 编を巧 巧 甘ん とする ので ホる。 

__ 巧 ホの 畢說 にめ ては、 巧 お 巿 巧と 巧末巿 巧と Gffl 冗 M 巧を 巧 解す る じついて •をし くを 巧め お 式 的を 地 じお枯 甘る 巧が ホ 
る。 巧 W 市 巧 及び 資 狸け 固を 資本 及グホ W を 本の 閒 がと ホを じ M 述 甘る ものと して 之を 巧 解 甘ん としち か、 るを W に 
ょると •巧 か巿巧 じがて は 專ら巧 助 資本 じ 化 用 さるべき 巧を の 巧 借が 巧 じれ* 巧 WE 巧 じがて け專 Vi 闷ぜ » 本 じ 化 用 さるべ さ 巧 

»» 第ニ マ I レ* ク •プブ ィトの々 » ボ巧巧 お 一九 五 


第 w ♦ナ ♦ス の窝致 策 I 九 太 
を S 巧 おが 行 はれる ので ホる。 而 して 資金が we 市場に 巧 けられる か， » た 巧 末 巧 場 じ 向け たれ 4 かは • ibSM ? や！ Ht # の SS 
資を i を fa * 場に ♦る ♦ SINS じよつ てを まる。 巧を 者が 佑 用を 巧 巧す るか 否か •ホ じ w 容 された るな 用が 上 何に JS ® 
甘ら れ るかの# じついて は、 HUB 場 共 じ 何等の H 則な sfc のと 巧て ゐ る。 

上な のかく じ兒 市場を 店巩 すると、 短期 利 辛と ち 巧 巧 辛との 曲に 何等の 巧 互な 巧の* なさ もの i をなければ なら W こと、 i ,* 
ミ なれ ど A 資度 じがいて はなら や。 か、 5 見解た 有す a ♦は • I 巧 倚® 場 じ？ 的なる 巧 一-が ホ b と考 へ、 其 巧 やは 巧を 巧 
がの供の機溝に よ つ て—卞ると考 へ る。 わ 、 •0ホ場わら見れゴ？8;<£^場の利辛と資来ホ場0巧率との肋じ閒«の生中る 0な》 
た 乂 巧# の れ害巧た W じ 巧 -き い も の と 巧 は な け れ ば な ら « こ と 、 な る の で * « 〇 

化 置〇爱 含 を批巧 ♦さては 《じ » り、 ホ づ巧巧 ホに ホの 111 # をが 摘し よえ 

一、 化を 解ろ 何 巧 じ** 来は 毎 巧 信用を なて これみ* まし •固を 資本は ち 巧な 用 ゎなて これを 巧 ましなければ なら 3 か。 
巧 巧* 缺 くでは ないか。 

ir 1 度な 規ホ場 じがいて 利 ホが や 巧 さる、 と 云 ふじつい ては •一巧の 巧 提« 件がなければ なら 3。 

貨 l &! B 場の巧率と資■^4^ B 場の巧♦との閒の s 乂的なる ar か> ね*^象じよつてをでる1のな>として&其©*|?<||か何 
巧な 乂 的な 4 のな b ♦の iBB がなければ なら no 

を 1 HB 場に ■する » a わ！ 的に すぶ ことは 巧に 之た 巧け るが、 J . s <* き 3 ミ や、 A . spshofr や、 G . pf や、 

J . M . Keys - や， 又巧くは A . 5す巧の«ゎ見て1* 塞じ巧*し雖い49で々え をは*| 6 ^ 6 ま資棄«の控ゎ 1 
»かなる§*^資本»た甚赛として1|巧廿んとしてちる。 か、4 aw は今日多<の信^ IHIi し• 巧じ *を< M . CMU 々 のか 
さは 最 I 巧 細 じ 岛つ雜 々的に 之* 记« つてち るので A か 
巧 下 マハル I プの » を g なして 見よぅ 0 



s マ バ ループの見1|の中概た：>す*の《夫の裹で*4* 凡*^<1產は扉じ么^1すると， 一おミ的なホじがいて«に巧 
巧れ i >> と 巧 ふべ- のがない 〇 i 的を！！ の M として •論者は、 IWtt ： の 田を 的 巧-一 4*4 t じ 巧 巧す る *® K 本 SIHIt げ るけ 
れど I •それは S を 巧ない 〇其 理由と して Mitchlu 々は 巧つ の！！ を 巧 清して 居 40 

一 • iK * から 遠 ダかつた 巧 » にたけ るを 安木 S ホ產 は、 すべてを わなな 生 產のミ の 巧に 入れる ことが 曲 表ない のは Iml で 
♦る • g とわ ••とわ、 又は 度 瓦と か •、生を されて > 資本の じ 其！ llsf として 巧 入され ると •其 {ま 件が at 
甫さ 在、 4 で 其# じ g る 0 ** の 生— ，賴 の 生 g 者は 巧 巧の 後 じ 其を 產 じな じた 《> 在を 西 るが、# し 之を 寅つ た 化 人が 
をれ だけの 巧 金 なじ 巧巧サ しのる 譯で ♦る • 

一 r 巧 費に 巧 接 サる巧 R 巧 用 じ » けるな のを 產 の— にはれ 車 象 か 一見 すれば を<§ を 具 じする がか < で ♦る •卽 ち； tw の 
けは 永 *€ のな 巧 じ® される のでは ない。 巧れ ど I 單じ & の 时 が 巧 用され てち るず 巧の #58 的 害 巧 s だけ ミる じ 止めな 
い T 、* かじ 生まの 迂向 K たおつ て« 巧の 巧 巧に i マ IHI を* め 4 と •化 ミロ じたて A 亦た » じ— i とんて 巧 《すべ SIS # 
〇異る 4 のな さを 巧る ので ♦る • ■ • 

三 「商 級 生 i 巧 じたけ る 法 g 巧 本の 生を を 巧 現す るで 4 な、 ^た前§ を fc 表現し » ない がの 1 口 じは 巧は 巧 《 べき* 0 
が ♦る 〇 a ちれ & のホ產 じょつ て®* じ • ic 巧 級 巧 巧の なの iHlW を增 なする こと、 な a や 巧 や* 《じれ ■のけが 巧® S 差 
の* じ law 甘る 新な 巧の 巧 立 じ 巧# のちを 與 へざる わ 否か •、巧ち これで ♦る。 

巧、 じ# SS * 本のを 產は大 f が 一圓 お 6 の 事象では なくして、 a * めの もの。 る こと 卜 忘れて は らちぶ じ 巧 »巧 本 
のを 產の S めじ#! S サら る、 巧 用は、 た乂 •新に じなんす る じ 自由で ♦る だけで々 る〇し わし g 8 た H 巧して 巧乂 される 巧 SHK 
木は 固定 巧 本から 巧 別す る ことけ Eli で ♦る。 

Msf の 論 •は 8 巧* ざた 4 のとな つて 《る •興 巧者の •が ミ？ じつぃて を ゎる 历 をは 共材 K * が じたる と 8 ，- 
餘餘 第ニ マ》レ**.ブ9ィトのな8|巿«理論 • 一九 セ 



第 田 章* 《巧 用 致 策 一九 八 
はない 。巧 巧の 巧 用は さ 期の 巧 巧と 同程度 じち 巧の 生* じ 5® される 巧で ホる。 巧 本 わ 巧 巧 的に 巧 用す ると 宏ふ ことは をく ず 巧 
能でホん〇 50|!濟5を地からしてお！8*^本で々つて1» 共！1»巧のな化からすれば， ち*5|^本でホることホ\义をく巧本^^ら 
ざること1ホ.^0 巧本がを*迂巧おの何«じ化用サられるかを決をするものな、 をれの巧巧巧とわ短期巧とわではわ：^くして* 巧 
本の B * と 巧 本の 巧 給と で* る。 

■は 上 巧ぶ る 化さ 28 互 CP のを W じ 巧し •これみ 化 巧す る じついて U 末 論の 性 K と SH とを 賴 み，* A 寡 木 的なる 聞® じ 
0みこれを止》ダるを々ない。恃じ化を3|は巧1&^£場及び資本巿場じ於ける責度巧辛のお巧される巧な>解明すスをが缺<1の 
で ♦え 寧々 彼の 巧 じな ふと SSJtiS 場と 巧本巿 場の 巧が をぐ 存 巧し いこ ど、 じえ なれ ど I 巧は 巧 巧を の！* はじめいて 斯 '、ょ 
で 遠く 論及して ち U い。 巧な 現 ♦の じは をな おんで 巧かない ので ホる。 生憲〇 閒趙 じ 巧して 巧は 巧 意 して® 
4けれど1* をれで1尙は》 *!€資本の生産は 一お^濟上わ^^おれば、 巧じく巧塞 產でホるとホ巧し》 巧来巧はれたるな！^ 
ぴ一 *35 な 用の W 況は 1 でない 卜 論かず るので みる。 巧 か* ま！* で* るから、 巧 巧者が 自ら 《巧を 巧 本 じなんす るが の ホ 巧者で 
はな<】 直後じおなな用わ固巧巧木じ於ける巧本みホのを麵じ^5^し巧4とか> 义は反巧じ1巧本の生巧わ*^5的じ巧«し巧 
« t わの 可能性は 彼 じ 於て なれられて 巧る— で* る。 しわし 》 後じ进 ぶる がかく •閒 なの 中む は責じ 巧に 存 する。 巧 巧# がか 用 
の巧^9^曲じついて||!1むでホる巧じがて始めて、 マ ハル》プのま巧は#*8々る1のとなるので々4。 

更に ま 巧 本の® SE じ K する > 論は 何# 巧 巧すべき ものがない 。特に 2 を宮の —— 生 靡 期 閒 の 1111 の ミ じ 
!1 して 巧 b で* る。 Ms 玄 up は 生 iS? 助を 1 して、 「がが 卡 ベての 生 巧 巧 巧を 狂て を じ Rg し 巧る 兩宙じ JS した 巧 おとなる 
ょでのを*55卜巧ム」として巧る。 化生產巧閒5||!^じは生巧迂间路3'を巧わ通つてなおされるので*るが》 巧かる生§|5«0 
IIM ♦が# Wi な > や 巧 やの C 巧は 之 女« く'^ •(比な 解 じょる と 各 生 > 巧巧路 はま 曲 じ S い 4 の 巧 々わら 



巧及卞れけ382818おして》 巧巧^^る巧*€1|*©||:8を巧失ふ じまる ことをホ意し^ければなら《。】化|6^はま人が巧じ專じ閒 
巧と する 巧-いが 舆 された るな 用の 巧閒 との M なじつ いては •確か じ ホを 目的 —— ！ K * I とは 云は 中と も I じ！® 18 されに る もので 
ホる® 

巧しな用巧朽の巧»€8^ま的|巧曲が" 實房の生ま辜象の巧間とを<2^わする1の^らば》 資巧じ巧用を附巧して»巧上。 
巧乂かかの»連わ巧巧4^らしめたる日時だけをなて、 化事象2化»點とを化してよい巧でホぇ 化場合じは巧なが巧を塞する 
じ 要する を IIK 具の g を 巧 聞を HflS じ 入れる 化* I なく •义當 な W 用 巧め じよつ て 集 iSKB の內 じんれ ら る、 じ ま > たる 巧な や 
» けの 生 巧 巧 M を 4 考慮 じ 入れ 《 化 » がない。 出* 一巧は 巧执 じ# な 巧闲附 巧と 一巧す a 生 巧 ほ 巧で Ab •お 巧は® された る 生 
巧手 ほじよ つて 巧 資し 巧 ぺき巿 場れ じ！！ 化した る & ので ホる。 

を 185閒の§ 卜斯く 局 W して « 解す る も 2 ■をち の 化 巧のを 巧 巧は 自 おき A のとな ミ 巧 人は 今 •生 巧 巧閒を aw す 
るじ當つて**!8資本に*>ては其生產巧閒がか何£^る場合じがいてもな用の與へられにる巧間と冗確じ 1巧卞る1ルだ>とま 
a 甘ん と ホす るので はない 》 た乂 ま 人が 力說 甘ん とする 巧の & のは、 巧 かる 不一を が sshlcp の 貪な では 常 じ 現 はれ* と卡 
じ#し》 吾乂の巧解で は窜々53^^^*な卞4の である ことたれて ホる〇 

a 上 巧す る 所の & のは « て 固を 的 資本 物 ホの 巧 K を 有する M じ M して.、 は a い。 而 して 巧を 的 巧 本； g 4 t じ！！！ しては 2 *cwcp 
の 化！ 一が 拒み 雑き もので ♦る 0 

生 iH ? じ 巧して 規 SS の* S 巧 本た るが として， 短な 的 じを* わ まくるな じ ホ b ては •巧 巧な W 的な 地よ > すれば 《ホ 曲 
じついての 再 人のを 解から して li た】、 一つの 及き 生 巧な 阿 巧み 現寸 ことは 巧 巧し 巧ない 〇巧じ 於て 巧 かじ】 つの デ 4 レム マが 
♦ b •而 fc それは B 巧の デ < レム マで ホる。 

II 録藥ニ マ I レ* ク .ブブ ィトの 含 «市« 巧 A 一九 か 
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がれ ど I Michhip が を iai 廿し化 場た 巧棄 すれば •化閒 題は 之を 解 する じ 曲 難 わ « ぇざる じ まる 〇卽ち sshlup じ 
度つ ては 巧 本と してなん 甘ら れ 《 がの あ 巧の M 苗のを* は - iHiW の® して 之た 供 かの 痛から* ac する ことじ » られ 
て 6 る。 反ろ 巧 本と してが 入 サられ じ at する！ ansgii と • gw * じ M 巧 ♦« 事情 Gga とは 植 のを <11 直サ yawTA 
« •篇 くして 彼は 巧を 的 度 本 A ホを ミす るみ子の 生を じ » しては •巧 巧 巧 通 巧 本が それ じ 巧 ■ずる だけ 供給 サら るれば ちる i 
の aas て 巧 io 

援 論は、 これ. だ » く 解 卞るも gs 度の 空 性を々 卞ミ R し < 云 ふと， 若し 巧に 一度 永 8 巧 本が が生產 されて* 4 
と》 其度本なじ»ザ*需»の巧«れることは»よべ41ないではないか。 其巧本なは何8わの106卜なて終じ責巧されるので* 
つて 其 B には の® 41 宙が £ されて 巧た わ 否かに 巧らない •若 レな 童の かかが 申 包がなければ 1111 le のを 4, 巧 》 な 
ければ ならない • 

なれ ど Aaa じ こ t は WW じは！！— ではない が、 ||8||理論わ 書す る* ので g か iw ふじ • g かる S 

R 巧 U 含 理論 じ SIS まじ B する からで 乏〇巧 *0 じれ 两 ほは 客！！ 的侧 面と 共 じ • . V れょ ii ♦く 表 幹 赛 
走 有する •例へ ば laaWSilf は IMe # {公 わ 借人れ 巧る わらと まふので •直ち じ SUsM - wlB * 卞 All ではない 〇爾け 其 上に 瓣 城 
の 16 1* の 有無- MW ! し；？ ければ なら 巧なら 中ん ばな 生產 はな 術 上で 勇して* 一!* 上では 失敗 じ か 4 なれない •それな じ， 
巧 人が 貪 皮 じ IBISil 濟 かの H •じ 主で IMS ん で 眞 貪 わ 把 摄サ んとサ S 先づ巧 RR じ 耐 する Itui * 一巧 サる 方を じて 巧 M 的 じ 
巧 巧 甘ら れ た* <2^ かとの 阳 の*# じ » して •何が ItW する かを 見を 》 なければ なら； >い* 

困を 的 資本財 sg をが K 存の夕 本# ホの SH 內 じたて、 援 3 扣じ 於て 長期な 相の » 巧を 巧 しないと まふ ことは 一つの 典两的 
の で ♦る。 本來の EBBS 存 す* W は 資本な 入 者が 巧 M の 資本. する ことなくして •資本 投入の 目的 卜* 18お* か 否か 
じ在卞る。 ：^£苗の硏>は》 1方じたて巧冉|5^とま|535との曲じ§かの»^1:;*1が存するか否かミ巧ず《*<|^{$\ I 



方じがて生塞亢度の*58の 1 ■巧》、 «は 1 |^{>生產が^|^^1するか卜ちをめる#*た巧るのでホ*。 巧くして巧達したるなお 
は • 單が じ！！ ての 巧 巧 か# し S 價隹の 4 のな* とを ふ 巧の i のとは 大じ 具るべし。 又妄 ミが# 本の* 1 S * 抽 と® の拘巧 巧 
間と が 正確 じ ホ 巧ず ぺ S で* ると » く W の I のと 着し く眞 a 。 

娜 IIK 巧 巧な 州と ち 巧な 用との M 巧 

- 固ち 的 資本# かじ W する々 職の 间理ゎ 巧 巧者の ホ use * じ* W して i する〜 何れの 場合 じ 巧者 倒の 巧 g が 巧 A 
と 不一 ! の ■保 じ 立つ •又 じがいて な 用と 巧な 巧 用と が 等しから ざ さ」 と 4« 《ざるを 巧ない 。併し •わ、 
る 聞® は 巧に# じ 論 ザん と卞る 巧の I の T ない。 なじ w** する のは •兵 期な 用と 巧 巧な W とが iB* 上ょ bA れけ 一る する I の 
でむい けれど 4 •これ 等が 巧 本物 件の々！！ じついて •巧ぷ じ 巧な する 可 巧 性を 巧す るか 否かの 怕 巧で* 4 •吾人 はれ 化かの 巧 巧 

性 £ む a 者 ミミを な 用 ミつ る S 金 マ 短期な 驾 巧た 巧を で、 借 ま •卽 ちな 違 巧者 C ミミ 2 巧 場 
やさ巿場じ»する觸—カト||!3^したことじ於て具る所が^い》 企*!^^!?は其れ書ずる巧の生ホホをじ化巧^る？&^モた， 比わな 
巿場ホ じ！ fRI ! 巧！！ じ 於いて— まする ので ♦つて •か 11 頁 力の 宙 泉が 何** じ存卞 るかに ついては •此巧 場の W なする 巧で U 
い〇又 か# HI ? の 借 入々 がか 何なる： ので* るか じついて I •化巿 場の 巧 巧す S 巧では ない 〇化巧 場は た V 需 WS * の a — 
を R 要！ •卞 タピけ で ♦る。 

巧かるホ»で*るから》<*!#的じは種*なる1**の^^の間じ化なの可化巧が常じ|^^することが巧で々《* ならばミ上か 
らして、 巧 かるけ にゎ 夕へ 巧る かどぅ か。 卽ら巧 かろ 化 化が 巧 利で ♦& かれ 何 か。 化 ♦はか i の 巧 g じ 上る 多 < の ♦情-^ 
を有卞る〇 化何なる條件が化を卜巧巧；^らしむるわゎ考へ《3めじ，先づ巧5^5場ぉな觸卞&ホ1 の巧素がを巧で々>、 さ 

♦錄 « 二 レ •* •プ ♦ィトの 金融 巧 «理論 二 0 一 


露田章 ナ4^ KC 巧用 ft 度 二 0 二 

巧 辛 i 短賓 ザ〜 巧 BW の 動 《わ 同じく し、® ells 問の 巧 じ# 勘の をら ダる & のと 巧を しよ ミこの 前 巧の 下にみ b 
ては* か# HUl が 短期 倚 用 よら* ち 巧な 望 巧ぶ ことは 巧 ふて A ない •何 ホ かと 云へ ば •巧し 持な な 用を 使用 サば •无 巧を の 崩 
濟じ充 つべ S ホ產か 又 i ま携巧 W との 間に 時 聞め 巧 巧 かみつて、 ホ お；^ るを 巧れ ないか， ^ で ホる。 化咕 w け 巧 日 巧 じ わ ま 
> つて g 巧' HM ずると か》 度は 巧 日 巧に 借款た たす とか •巧は 巧 巧 古 ど ふと かの 方法 じよつ てを わ 巧 含廿 巧る として \ これ 
じは iSW 上の 巧し •又 ホ度 上 雨 神との If 巧 & みる g で ♦る 〇 か； 費用 や§ はな 用 化ち 巧が ( xred ; 玄 ub を ミ tiosko *. 
ten ) でみ る。 

ホ じ • 辛と 巧 巧 利率との 巧！® 巧が】 巧が » で* ると 云ふ$ 衣 及 ホつ て考 へて をる。 巧ぅ 卡れば •をな, fcH じ て 
はま^^よ 了 巧 ホが 雙曲 サや 》 一巧の 巧畫じ 巧つて 崩さ 巧 ふ v. 巧る じ 反し 》 巧 巧な 用 じ ては 近> 特來の 巧 ザが 巧 i つて 围 
る だけで •遠 ホの 巧 ホの gs ミいて か！ がす まなる 援 じ® かれ. 0。 而 してを ちまが 巧務を 巧な じ 置 ミ ま 《ず るよ 
での间じ》 11*;3巧子>資店巧子とじを卜生じ， 巧差巧はよた 1 

—に 一奋受 巧資じ 近づけを S めじ •前 お藉 をを がを 商々 萬 場の をれ じ 接る。 なる 時は 企 は 常 じ？ し* 巧 意の 
を •わ ホ 場 巧 辛で 借 又れ 巧る i 丢ふ Ur ない ことを ■ 《ざるを 巧 K い。 巧ち 一を 9、 寧ろ を ホの 巧 おがな 用 巧 巧者 じ 加 へられる 
ので ホる 〇其觸 坂は S * で ホる が 》 R 巧；^ るな 州 巧肢巧 《 Kreditkontingentieru さ) が 行 はれる 場を じついて 考 へる i •化 ミロ 
じ巧てはを a ¢^!¢は^ ga サられたる巧み s 巧で 1 巧の利ホをなて巧用.>巧巧するのでホつて，$^得ずるな則の巧は冗«じ曲巧さ 
れて居 比 巧た 巧 S しては g 巧 じな 用 わを ける 巧 巧 巧がない。 又な 巧 巧* 巧 (六 reditrationieru ち) が 巧 はれる と、® テ i を 
f じ 巧して 一巧の 巧 i では 巿場利 ザで な 用 卜斯與 し •其！！ 卜巧 ゆれば 巧 ホは 巧 進す るので ♦る。 巧 斤が 巧 化 巧の 增 なする じ 巧 
つて 巧 率を 去る ことじつ いてけ 季の巧 明を 巧す ミ タ着じ 巧 巧は 巧 化 巧の 增 で-せお 《增化 表 S を#* し。 ければ 
ならち 义其<|^.^|8*なるぞ«と|6£とじ分|8卞2こと卜1|<*へ なけれけなら〇〇 



♦■ WMT を i の* •わら ずれけ 》 巿 々巧 夕 だけ かな 用な 巧 GSB & と るので なくして、 價* の 巧 ザが 11* となる 〇而 して 化 
** の 巧 ホは な 用な SW * と共に if るので ♦る" されば 巿場巧 ホは 巧 じ 化 個別 巧 ザの aw » 又は 一が みとなる じ 邊>« やし 
て、 ess 巧 ホは それよ， な 上 じ 上昇す ミ 化 es 巧 ザ 曲 保の 上# が 何れの® じがて 巧 i るか •而 して をれ がか 何に i じ 上昇す 
るかは 》 な 5¢ 常 巧 GR 祐の巧 度 W 何 じよる のでみ b ， e に それが 當な 生まのを なじ 巧す る 巧 信者の 見込の 上 じ 著しき だ 響を 輿 
へる 0 

上巧のかくじミをおめると， 巿場巧ホの麻来の巧動じ巧する«巧だけをけて、 企^¥^|?は狩ホの巧な又は«^^じついてのれ查 
を 立て、 はなら 中〇巧 つて 兵な な 用 じ 化 ゆる じ 短 巧な 用を はてして 收 巧 性の 滑 化お进 K し 巧 G いこと を 知る。 ホ 巧 巧 ホの 變 化は 
な 巧 W 6 を 子の 一つが* 化する だけで ホつて •をれ な 上の 何 & ので もない。 i たこれ わなて « 用演 $ の 化の み 子の じ 巧す 
る 巧！！ と 見る も 誤で々 る。 よた 巿場巧 ザが 巧 ドしても を 巧 まじな 甘ら れる值 巧 巧 ホが をれ じ « じて 巧 下す るとは 阻ら い。 個々 
の企# Hlf じ»卞る w 用 E 當の巧♦の«»じけじ止 i らゃ》 を市場の 一 81 ^^||巧數も亦に此場をじ巧ては«々：*る變化ぉ現はす 
ので*る0 なじ格來じ巧する请想は巧じホ場が率だけ卜をて么を巧めやに， 其化-」を#;^^^の«*の巧ザ曲议。のきじまを巧ム 
る 病 巧 素^ ネ ■た 通 « して 之を ホ 巧し けれぶ ご い 0 

尙け 巧に ホ 意 すべさ こと う 上ぶ する 巧の 化き 資巧 上の な W 巧な 巧 度が •其 一巧® 巧 じがて をくな 闲巧當 な 度と 间 る 働 
?卜 ちずる こと 之で ホる 〇 かと 云 ふじ 巧な"-— 巧 巧 制 曲が ホる 場合 じは •化 巧 巧され にる 巿 場よ b かで な阳 巧みを ホめ 
ると •巧 利 ザは 自由 じを よる けれども •を* み i のと るの か 着み でみ るからで ホる。 化な 川 巧みは •巧 故；：^ » が 度の 下 じ 於い 
て 巧 辛が 巿場巧 ホな 上に 巧を 的に 七 井す るのと をく 同 巧 s » きをす る。 

要と， 吾人は 論 ホ. 技巧よ bi して •ほ 一 ほと «» の 現 K じ 近づけて 巧 明した ので あるが •をれ じよつ て 巧 > 巧た * 巧け • 
固を 的 巧 本 ** わ 巧 巧す る S めじ « 巧な 用 わ 化 和す ぶ 巧 h じ •巧 巧な 州 V . 巧 用して 之を な 巧し！！ 績 して 巧く と 》«|| じついて 0 

♦録 第ニ マ— レブ ク .ブ ヴィトの ♦» ホ ♦« 翁 二 0 ミ 


章ナ* 巧 用 政策 IIOB 

S 用 や** W 来の 巧 申 g 動じ 巧す る 巧 込 g 等 じょつ て 11511 gg 又は 巧 g 巧の 失# が 生やる こ， . J これで* ミ か、 る g 巧 や 失 巧 t ; 
して 左を 「乘換 9 巧」 (ゴ S •を nmtioMkofts 】 も 呼ぶ ことじす る。 

II ngg 巧の 两容は 一巧では ない。 卽ち 巧な 巧 巧を 絕そ中 《塞して 更ホ卞 る 場を 用み 子は 常に Igl * 的の 大さ 来现 はし* 

た •、度 か S 芒 於：. 5 *t 管を 勇 的 了 至。 を 反」、 挤乏於 ミ 括 勢 辛 ss 涵 S ま！ 8 了 S 寄 差り •且 

つ 巧に 度 « する • IMI 的 じは：^ 巧 巧は 現存の 短 jfiir 用を々 ザ y I する こと •又 的 巧は 巧な 的 客 じがいて 現 實の巧 
率 4の閒 じ 聞 囲た を や ミ 巧に 乗 5 用は g 的の 大さ でみ， 0 こと •巧な 的の 大 さで ホぅ J と* \ 麻た を 無で* さ J と i 
を 巧る。 こ SS 《、後置 一つ S 可能 5 •巧 i が襄 S 短 寶牵と 巧 蒙 58 辛と 6 赛 V 考へ •其 さが 比 aSJWI ■で 
#! 巧サ るな 巧る* し • K 巧 8 して 巧く# 相 S ふか • 城は 資規 . V 債， て！！ ホる かの S が 巧ち て 居， 0 ことゎ 巧 提と卞 るの 
で ♦る® 

されば 固を* る 巧 本 A 件た 巧* する S 《じ 短な W 用 ゎ 巧 用す *0 ことろ 出！！ K ® じがけ る！ 利率と 現存の JBU 利率との g じ 
依存す る 0 巧 ホ 4 •短}® B ： 率、 主た 乘|!5# 用 fc なられて 居れば •を 巧者 じ ミな 巧の 化 b じ 短 舟な 巧を® す ミ； の K 
ちを 巧 巧す る じ 十み；，* る資# を 持つ 师で ♦る • 

III 上* の 通 6 じみが して 夕 へる i •巧 来の 學 a が g する じ 田 雜とサ し I つの 间« が#* じ W 巧サ ちれる。 畜 ai はれ 傳 
なる 巧 辛る T 本來 の巧モ とすべき かの# 同卽ち これで* ミ サィ/ごの 學 おじ 《ては 『實賓 さ 香|3 ぎを ちの 
槪をじ適をする1のは«かとの§ゎ5||*して巧ミ 舌人の理||の||8じおては比；*£は么4-||するじ*|1で{じ， #も«*な 
る 巧 SSK # 率が 巧を Tf « 8 面* • ょた 明かで をけ 巧 巧 本を の度 立が 巧 はれる か、 又れ 何たる ■ 



坦の巧 用た はて 資金が 麵巧 甘ら れ の阳 巧ち 何 巧に て Aft 巧 fs - v 巧る ので *3。 » 末 A 件 Q 度 立 じ «* な 《條 ホは •た •、 
化な 辛が さ 期 巧 辛. 又は 短な 利率と MMW 巧との 合 かなわ 卞 るか 否かで* る •なし § tt が 同 巧 culls : ホ tfw ずる こ 
とはな 中し〜 せ 巧では ない。 かし 巧 ホの 方が iWHMMa よ >4 幾分 T も 巧ければ •を i は 巧を 巧に み 麵 た與 よべ 5 源泉 去 ホめ 
ん との 考慮た g ら卞 で ♦らう 〇 

企まの 窗房 的！* じよる-*--* 巧® と 担 巧な 用と を 巧 合して 5® する のが 普通で* え ミ采 とし 下 « じ 現 はれる 4 のは • * 
« なる 巧 辛 じ 於け る 借用の み 通は 責皮 じがて 個々 の值 なじ 巧して WA じみ 巧され る ことで* る •« へば 一つの $じ» て、 
ち 巧 倍が なの r と •ほ 巧な 用 巧の y とを 5® し、 两な用 じ 巧し 巿場巧 ホに 巧 應 する 巧 モをま ♦つて 居る と 卡る〇 化 W 度卜越 そて 
借人を な 3 んと ♦ば、 を！* は 資み淹 « 巧の 多き にがつて な-ちき 巧 子を ま 挑は ねばならない。 巧 じがて •巧 巧な 財の* 放を 巧 則 
し畫卞よでは》 乘#費用は巧東**へ巧巧1!5$わ3!^£卞ることを巧ぐること、なる0 しわし、資末巿場の巧ホが50||>上昇卞る 
じ巧ス お 期な 用の 巧爹 用は 之れ じな してち 巧 城す る！！ 巧と な >、 巧 {して g じ 固 巧 的 資本 A 件 じ短赛 本を 化 用ず る 事の 
巧ち が 止む がで* «0 

巧 K ホの 下に 於て は巿 場の 自夕 をち か 巧からの 何 巧の 巧な G くと 4 比 方 A じ 於て をく 同货 のか 用 わな t 例へ ば 一つの 霎 
が 度* K # わ a 巧して 巧を を 吸 化サん > '欲し •而 A 巿場 じがて はさ だけを 巧 化 卞るじ 止よ \ 大16^ が W 巧 6 となう J と 
が 々え か^る 場を じは 巧 務扭を sa 巧な を 增大卞 る じな つて •其 相場は な> 巧 ドし •利子は 上 b •企 ホ じ 巧つ ては • 寧ろ 巧 巧 
W 上は 巧 巧な 用を 化 用す るの 巧 巧 K るを ち 化す じ まるで ♦らう 0 

— 更じ硏堯すべ きは 1 かほ5^場じがける巧化の田ち||濟€||稱&理#を*#巧と卞る閒|8でみえ これは||^5な5^£«の利 
ザとお巧な©0場の巧率とかサ均卞るの化巧せじ！*卞る&ので*る。 ：^巧<1*»巧するじついては、«本じめて巧かる巧巧；？5な 
化ず るか 巧 か •巧し 存在す ると サば • 巧は. 5 何 じ* はれる わを 菱し なければ なら U い。 

♦雜 第ニ マ I レブ ブ •プブ ィトのを «ホ« 理論 二 〇 五 



Kn 車ナ is ス のな 用 致 策 二 0 太 

巧來 の 學巧 じがて は •を 顯巿 場の 巧 田 じ 於け る 巧 ホサ巧 Q 巧 向は 巧 ど 自明 0 ものと を かして 居 0 た。 なれ ど i か、 る學找 は* 
巧み K る 1 の 生を じめ けるな 巧な 用と 巧 巧な 用との 巧 互 se 换 の問扭 じを 巧-巧を 巧へ や •巧つ てな 用！！ 巧の 助 巧 じめいて 》 
それを 均 巧 じ 導く 所の 力た 4® 《巧ない ので ホる。 化* では 7 .プ リナ U として •只 供が の «の« 位 だけが R 巧 じ ホる。 卽 ちれ 
巧に 巧へ ば 者 (巧 巧 S かく 本 來の貯 巧と 共 じ 巧 加め！！ ち 力を も gw する 考 も 亦た 化 巧 じを む】 が 其 露わけ な用巿 場の 一巧 
みか 片 化ぃ 雰じ S がする の 了 ♦つて， S 位は 巧 w 市場 巧牢と 資本 市 《巧 系！ 一巧 じがて •短 沿 巧を ホ じ 巧餐を じ 巧ず る g 
巧 g 濟 slt » のは a ® の 巧 度に 巧存し •用 宙の巧 ホが を< ち 衡卞る 主で ttw 化は# 績 する ので ホる 0 

巧 要の W じがけ るを の W 化の 巧 巧 巧を 無 巧 甘る ことを 巧く 措いて I 、 化 を冗當 とする S めじは R れ たる I つ G 前 巧た HA 
じければ なら 2。 其 前 巧とは 巧を を 巧が する ホ* 一が 何れの 場合に も •巧 巧 あび 長 巧の 巧 本が 下 じついて 同一の 巧 巧.^々 する こと 
これで ホる。 しかし •か/' る！ §« のな g な ♦、ことは 明かで ホる。 何 かか i 云 ムじ蔓 巧の 巧 ホとの M 巧 じがいて •一 技 かま ミ 
力 及び 同 待の 要素と GM 巧 じがいて • g 濟ま « が大 Gh 小 Gh 巧 S か©* 安 まを 塞ぶべく* 而 してれ ♦は 種*;,— 時 曲 的 巧 巧の 
下 じ ♦る 巧 本 投入 じ ！|卞《 巧 巧の 上 じ 現は れ來 るからで ホる 0 

吾人 5 ホ WK からを やれば， ち 這 向の 巧 巧は なが ホ 場の 供が の 供 じみる のでは なくして 需 巧の 供 じ存卞 るので* る。 扣 
る巧間的巧巧々るな所が互じ«位卞る可能巧ホるか化じ》 1 つのあ度の巧ホが生中れば， 1^力を巧ホ卞るホ巧家は^£^£場か 
ら 場 じ ホ# へ •又は S 5 BE 場 か 巧 じ ホみ へる G で ホる。 おとして 巧 じち 巧の 巧 向が 生じ、 而 i をれ は 與な者 
が 株* なる 巧 おわ 巧す る お 巧ぉ不 巧み じ巧價 する じ 巧らない ので ホる 0 
々巧り じ ホ 操 HE が ゼロで ホる とし •卽 ちを 巧な 用の 化， J じ 短 巧 巧 用を® する じついて 何等の g 用を 要しない こ i 、 して ネ 
へて を ミれ 時 じ資棄 場の 115^ が 場の® を 15,^ するならば > か ！口 其 わ 利子の 巧 ♦なる 方の ホ > じ 於 T 充 
さんと する でみ らぅ 〇巧 < て 巧 ザ K る 方〇巿 巧は 上 异卞る じ 反し、 な ホ；，* る 方の ホ 場 じ 巧 下の 巧 向が 巧 U れ るので* る 〇 »< G - 



かくして ち 巧が 一 する。 されば 長期な w と 短 巧な 財との 巧 互 じ tt にに 何 巧 s 巧 用を 巧し；. •いならば 》 な© e 場に めける 巧 辛 0 
平 巧 化は 化な 来る ので ホる。 巧る じ 其サ巧 化は 巧 来の 巧 班 わか <® の 化から をる のでは なくして、 お 要の 供から 來 るので ホる。 
巧ち 大な h 小な b の 程度 じがて 短 巧 的に を まけた る資木 物件の « から 生起す るので ♦る。 

前述の かき 單 純なる 場面は 稀 じして •た •、巧 巧な 用を 巧換 する じ 何等の 巧 かか 费 用を 巧サ •さる ミロと か、 文は gw 的* 換#® 
と 巧 WS 乘换 とがを 巧ち 巧を 巧つ 場合 だけ じ昭ら れてゐ えなれ ども か、 る 場を でなければ I 而 して 巧資じ 於て はわ、 る 
場合は を 難い —— 巧 率の 平均 化は をがない ことで ホる。 巧 ホの サ巧 化を 化 巧卞る ものは 巧】 じ* fiK « 用み 子で あつて •をれ は需 
要の « から 来る ので ♦る〇 で〜 おがの なじめけ る 化な のむ si 巧 程度の 貧 巧 巧を 巧す ろが、 併し をれ は 巧が 巧み 1 f で ♦つて 
又 巧を <特 巧 W る 事情 の 下 じ 於いて 存卞 るの みで ホる。 供が 3 巧 G を 巧は 巧 かじ ホの 二つの おなじみれ る •其 一は キ M か 巧 K の 
化 R で* つて、 其な 度は 巧な 巧 濟の巧 動 性の 度を と ホ 巧の S 巧し ホつ。 ぶじが 危險は K 々一， •ろ 巧 閒 のな 用 じ 巧す るな々 なる** 
の 本来の 巧 巧で ホる。 な 二は 寧ろ 客觀的 (度は 1 as と 云ん 方が 一層ち 常。 らん】：^ の 危なで ホる。 例へ が i 巧 場 や、 ま 梅 
B 豫 や、】 お 的 ま ミ 曲の g 化# が をれ で ホる。 ま觀 的を 險と 的 おおのを# の 巧す ろ 所け 何かと 云 ふじ •ホ觀 的を » け 巧 ど 
々« ♦の IMS じがいて 沒 A じ 働く じちし •ぞ觀 的 危なは 凡ての 巧 巧 ホ* S じょつ て 自巧じ 巧 どち ず じ 許 巧され て おる ことで ホる。 
比 事から して 符は ホのを 異が 生やる •ホ觀 的を 苗 じめ W る# 化は 巧* の IliK ホ « の 上 じ 巧々 じ JWi する わ t 、 共 愛は た •/ な 用 
巧が 曲篇 み** の# •又は 個* の 巧み だけを W 化し 巧る。 巧る じ 客 觀 かを おの* 化に ょる 供が 曲 巧のを なが をれ じ 度 じて W 化す 
る〇何 なかと 去 ふじ 》總 て 0 巧な 者は 化を 6 に* でる 巧值 巧を 巧が 價 かの 巧 じ 計 入し なければ r * ら n からで ホる。 をれ かじ 客觀 
めを » の 程度は 巧が W 历の巧 ザの* お 巧 度た 作り， 巧 巧は ゼロ 主で 巧 下して A 巧は 化 W 度が が 持す る こと 三‘— 〇 # 觀 的*^ 
は 一 お 的 巧 給® の$卜 巧め る じ 反し •其 水 巧の のきは キ * 的を 險が么 ぉを むる ので ホる。 

供が のかの お » は 何 かの 巧 立 的お審 わを 巧 巧 子と 短 巧 巧 子との 搜の上 じ 巧へ 巧る か 巧た 巧は 巧危 » け* 换巧 がむ$ な 下 

tt 雜第二 マ— レブ ク •プブ イトの を »巿«|!» 二 0 ホ 


露 圓章ナ サス 《な 兩致策 •グ ニ 0 八 
じ 又はが 上に 巧 率. vfl わし 巧* わ 0 

Ml 的 の か &||4>轉 じ r •與な 者の S が 巧 の ■由から して 變化わ 来し •巧つ てが 表の 巧 資が巧 巧よ 巧 利と 
な < ち这 となつ たと ♦* •されば 資ホホ 場の 供»£ は それ じよつ て辕 組な 進 わを 示し •のをれ は をれ じ 反して す— じ 
とよろ 比 場を じ 業 ミ 用が ss » 化わ來 ミ ご 10 とすれば >11 巧 ホの 田の* は！！！® を东さ 巧い 0 で* ミ 何 かなれば ミ 
巧 ••のみが それ じよつ て 上 井し：# »« と •巧 EHf 巧者が R 本 市場から ホ \ » じ資 場の twisar かお ais 辛の •*! に！！ 推 費 
用を 加へ た* のと さ 文 卞 a じ ま ミ 斯< の わ < して 最泛 じ！ liSS 率は llWf き柔じ 上* •而 * 其 助 W はす 變で ♦るから • »换 
費用に 變化 S な 5 ことわ 示す の T *«» 

MgG & 沒じ 下の责 が A さ-とわ 前 ♦して & 巧は 闻 一で ♦ミ 巧は 杜穿が lEOf じ 巧して A さ J とわ！！ 提 して* 亦 
たな--'。 一つの 場を じは ^#©1 の 出»*の 抽 W は 巧 R 巧 ホの み R じ對 して 有 i マ ♦る • の 現 U れ るのは ，露一 じ 化 曲 
雇が 其當巧 存在 卞る • MMKEV . i し • A つ それに 加 ふる じ 巧が aar か 巧 じ ■して 磯 かなき を々 ず 4 巧で* ミ § かと 
*ムじ、 さ利子が18||巧子と藥ミ用との合巧な卜巧かれゴ， 其巧じはよた巧^^^><ホホ場じてホ《たる||要が*#^場じ轉化 
しなければ なら 0 からで ホミ をれ じ 4 掏ら ♦ち BFW 子は た •、値 わ だけな 下し 巧る •藍し ち « 利子は 化«な*§ じたて 1¢ 
巧を の！！ K な 下 じ»> 巧：* いの T ♦る •反 之 •巧 巧巧モ はこれ じよつ て 上# 卞ミ おして 巧 8 RSH ' が 一 ■上 ♦して 長 ¥本 巧 
<1|1|に||卞るか1 义はをれ^^越义て巧は上井するわもをふじ、 をれは巧定甘ねばならち 1^|8:^れば> 18ホ的§<^|はた，、餐 
B に i 卞 なて 巧ら れ るから、 巧な 利率と 巧 iilK ® との <を« がよ た 其 IT じ »8| 利子の 下 じ 止よ るので ♦る • » 
<て«じ巧子のちが生じ， 其ちは4|1**用よ>1大なる4のとなる。 併し化事は巧ま上巧巧な用じ巧する需巧がをな|£*したる 
場を だけ じたて 巧 能 T ♦る。 

これ筹め| 面タミみへ方からして、 】 つの*»:^るな論じ||卞る0 |<#|上巧巧巧モと«*?5?モの>街卞るの巧お；，ぶな》 



lE ^2所ホ場め¢¢曲巧 s £ wtt とおむじ M して化べたる巧ホをホ卞時だけではな<■ 更じ 1 1 ■巧 巧 G る is として I 巧 巧 
じ* A 巧 した S 巧で ホる。 巧れ ど- = 巧 寅 じがて は 巧 かる 二 が おたさる、 巧を はな 待し 巧べ く い •なつて おどな 
じ南巧ホの間じをが巧するのでホる。 化し§はな化巿巧の巧お？！^じ歸卞べきものではなく， これとけだ巧じ巧*|*^が巧在 
的でホるか、 巧は整巧が巧 1 巧 G ^ i ^じ々るかの時じがて、 な州巿巧け喘長到子占.短巧巧モとの抽の差の巧巧の巧をじをれ 
のちが を 巧 化し 巧との で ホる。 

U Mtri 色の 景氣 巧！！ (巧ち it 己 end prodcktion- Wi さ 19 と) の 巧 ♦.巧し そ 一例で わる。 

巧 Bdrseskredit- lads ミ ielcredit end 巧ち italb ミ iin 夕 Wien 193 ご S •こ 2 — ご 7 夕ぴ 179 — 1 89 - 並に Th こぶ uid ミ を 
the aho"tterm spit と • Econo 吕 1S- >cwc ミ •一 AW2. 

巧 Economis •ご クタ 277* 

々 Econofnicn •ご C •夕 284- 

W 化 槪 ホは を お 0. Morgestern お 「生 ♦期 面の 巧な についで」 とほす る 《文 •巧ぴ H •夕因 ミが 「巧 巧 巧 巧に 巧す々 
生 度 W 历の 度義」 と 醒卞る 論文 にん 巧 用され •竣 巧なる 巧 巧の 下に ■かれで & る。！！ お义 ホに Neitschrift fa ， Z も？ 
ミ ーを onomi 夕 193 夕泛 •夕 H * 2 に 巧 巧され で & る。 " 
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策 五 章を M 統 二 10 

第五 章金齋 統制 機構 

第一 節 自治 機 蘭と しての 實 業图體 

ナナスを かの 巧濟巧 おはが 巧が 部 巧に 巧 巧 M 巧 的 自治 制を 確立し、 が 巧 巧 w « をして 闻 民な 濟 
を 巧の 有な 的】 部 かとして、 活動せ しむる ことじょ つて 货現 せんとす る ものである。 かじが 職な 
巧巧 じ 巧す る 巧 巧 ま® は 曲 巧 巧 巧の 一員た るの 自 々を 某 巧と して 白 己の 菜み じ 従ます るので ホ 
b 、 义其 自治は 巧 己め なる 化 立 的 自治では なくして、 巧 民を ほの 幸福 じを 巧すべき 巧 巧と しての 
組な 的 自治で ホる。 

一九 S 四 年 一 百 二十 セ 日の 「巧を 巧が 巧檐 的# 成が 備 法」 (0 ミな N ミ < orb ミぎ ぶ 巳 es 0 ぶ a . 
sisclle 。 > c さ au2 を r dessc す 3 W ミ schaft ) 及び 同日の 巧 ー ホ 閒な施 巧 令は ナナスの 巧 おとす る 
有機 《なる® 巧 由 巧 H ま ( standes だ at ) を實 現す る 巧め のな 巧め 巧# 法で ある。 化を を じょつ て 



テイ t 巧» 大臣は 巧を 經» の 有機的 « ぶの 巧 巧の 巧め じ 左の 餐 巧を おがした (第一ろ か 
1、 經# 化合 ( wi ミ OEtsvcrb ぎを) を. 當を經 # 部門の 巧 一の 化 まと 乾む る こと。 

二、 巧濟 化合を 設立し、 解な し、 又は 相互 じ お 合する こと。 

一二、 經巧 化合のを を 巧び が 合 契め をを 史し 、補充し、 特に お 巧 おお 則 ( F 臣す sgsndst とを 揉 
用す る こと 0 

四 •巧 巧が 合の 巧 巧 ホ ( Fchrer ) を 巧 あする ことり 
五、 を 業 ま 巧び を柔 を經濟 がを じか 入 甘し むろ こと。 

か 之 •ライヒ 巧# 大臣は ブイ t 巧な 大臣の 同を を 得て > 本 法 化 行のを め 命 か 及び 一 お 行政 規巧 
をな ホし、 义 補足 的 巧を を あずろ 規を をを ホす るを がるので ある 吴 二ち。 

ならば 巧詢 r 巧濟が 合」 とは 何 か。 をれ じついて 巧を 姪濟 をな 的 巧 成 ザが 法は 規 をして 云く、 「經 
巧 化を とは、 企 菜 ま 及び 企業の お濟 め おが ( W ミ sclia ミ iclie 田 elange ) の輔巧 CWalir ミ hmun ちを 巧 
あとす る M 巧 及び 面は のが 合と 卞」 と (第 一條 第二 巧) 〇而 してな にが 巧と 譯 したる Wahr 日 ehmunw 
なる 語は 「お 切なろ 注 息を 巧へ、 且つが 巧な ろ考 おを かふる こと 」 (aufmerksaln und envagend 

第一 宙 白が！！ 圏と しでの 資 ホ 函 tt 一二- 
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betraclite 日) とか、 「ホ 物 じ 巧し 盡 力し、 巧く 巧 息す る こと」 (を， etwaa Sorge すぶ 3- sorsam 

を rsmfach すろ をを ホす るので々 つて •同 法 化 斤々 ミ 十々 條 第一き じめいて お# 化な の 任み として 

をむ る 所を なると •巧 一一 する こと (す 3 ten ) 及び 巧ます る こと (b 泛 reu 3) の 二つを 巧げ て 居り • 

、< 

巧に この betreu 3 はを ザなる K 化を なつて 保護す るつ rccsrgemi す schiitzs 】 を 謂 ふので ホ 
る。 化 じこれ 等の 文字 じ 現 はれた る 巧 だけを なて しても •两 索が おが 化かの 巧 務に大 なる 期待を 
巧ず る ことを 巧 巧に おかし 得る ので ある。 かち 巧 巧の 經# 巧 制は. が 業 巧に 多くの 經濟 化み をを り • 
をの 活かを 巧 じて これを 巧 はんとす るので ホる。 

なじ 獨巧經 # 有機め « 巧苹 がを 巧！ 次 お 巧を じょり 巧# がかの 構戍を 巧べ る (第 一條—* 屯 條>。 
經 it 組を はを 業 (gewcrblicho Wi ユち hjlft ) じめ ける 巧 巧の 異る にな ひ、 且つを 巧 化 巧の 巧る に 
がつ てみ 歎に ぶ 立す る。 

が 巧の 異る にがつて ぶ 立す る巧濟 化合は 六 化で ホつ て、 これを ラィヒ 肺み 曲 (を ich ぶ ruppen ) と 
巧ぶ。 エ菜 中央 斯な曲 ( Reic すち CPPC す d&tric in 里 au ち grllpps )、 手工 窠 かみ 曲 (Flcidwgruppe 
Hwpd ミみ y 巧荣^ ( Reich ち ruppe Ha 扫を 一) •な 巧 斯を顯 (ぞ ichs 巧ち pe U ち k さ)、 巧みが 



か M ( R をす gru ミ 0 Versicherulig 3 )、 巧 力 巧 巧 w な M ろ ei もぶ 2ppe Ene を cwirt ち haft ) がが ち 
これで ホる。 これ 等の ライと W 合 W は 巧 じ 其 下 じ 若干の 巧# 曲 ( W ミ schaftsgrupp さ) を をら •を 
れを必 巧 じ應 じ、# 巧 曲 (すを gruppen ) 及び 專 門下れ 田 (す 0 ザ 11 ミ ergru ち 3 ) じ々 けて 《》 お 今* 
二 《】 ホ 化 別を 業を 巧な する。 

地 巧の 巧る じ おつて 成立す るな 濟 曲は、 巧み か 巧を をめ 同な を 業を これ じが 合して かな さる、 
地方 闻 (ミ Nkksgspp 呂) 及び 化 方 下 巧 M (Bezirksu ミ さ grc ち 3) が をれ である。 これず は 巧# 
用 及び 尊 巧 下な 曲が 止む を 併ざる 經# 上の 必巧 ホる 巧を じ、 一 お# 化 巧に おして、 又は 一巧# 化 
巧內 じめいて、 一を の 巧# 部 巧を 化 巧 的 じ 統合して 巧な する： 卜巧 W 巧で ホる。 而 して 若し か乂ホ 
が必 巧と おむ る 時は 地方 W を おみ 地 巧に 造ら •地方 下な 曲を 商工を 藻 巧 地 巧じ設 くる ことを もが 
る。 义 巧る 地が 化が なき ライ tw 合 M は、 ブイ ヒ说合 W じ所屬 する 地方 的 W 巧 及び 何れの 地方 W 巧 
にも 巧が せざる か 菜を 一つの 地方 圓 じがを する をが る。 地方 W は々 巧を 設けても ょい。 地方が な 
の地方下級《- 及びライヒがな《の設立する化方用の々巧は、ライヒ經^6大巧のか々じょり、巧エ 
會巧巧 じ おを する ことが ホる。 化 巧な じあり ては が 巧 ま 巧は 化 方 M 及び 化 ホ w 々巧 之を 處 巧し、 

第 1 ■自 ■としての 資累 —tt ニニ ニ 
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化 方 的 ま 巧は 商工み 巧 巧が 之を 處巧 する。 化し ライ •ヒ お# 大 居は 任な の々 おに M しか 令す. るを 得 
る 0 

巧 化の 巧# 部門の W 巧は 事ち 典 岡 ほを 構成ず るを 巧る。 

巧濟 曲度 ひが 巧 立み 巧 曲' 巧 門下な W 及び 地方め 曲 お、 並 じ ライヒ 输合 M 巧* の 地方 围 はを 律 
能力 ある おせた るを 格を 有ず る。 、 

旣 おの お# M 巧は 可能なる 巧 b 之を 專巧的 及び 地方め W ほに 改 化し、 これにょ つて 新規の 法的 
お 巧を 化 得する。 化を 化は 旣 お M 巧が 之を 巧は ざる 化り、 ライヒ 經*; 大度から か 令を なつて 實巧 
せし むる。 

巧ろ 巧をのぞ菜經# 呑ミ3妄0す wirtshaft ) は夕くの巧#»巧から化话されること/^なつ 
たので ホる。 

次じ資 業經濟 化な への 巧* を か 何 じして 巧ます るかを 見ょぅ。 をれ は 施行み 巧 八な 乃 まな 十が 
のをむ る 巧で ホつ て、 大巧 左の 巧 > で ホる。 

W 巧の 尊 巧 巧巧别 ぶび 專巧的 巧 巧の 決まは ブイ 巧 大臣が 一 お 的が々 をな つて をれ をな す。 


企業家 及びを 巧 (自が 人 及び 法人) じして 巧 円 的 巧 巧 じがいて 巧 立 じを 案し •又は 巧ろ 巧 巧を 巧 
始 したる ホは、 かか じょり をな が 巧め 及び 地方め W 巧 じ おなされ るので ある。 なをの 經をも 亦に 
企業 C 見 化して 同が じな せ はれる。 又 か 巧 企 巧の 闻內ま 巧ら 巧 进のお 濟じ巧 巧の ものと 見 化され 
る。 ちじ 两巧じ 支店を 設置せ やじ' 两內 じがいて 外 巧 企 巧の 爲 めじ 規則的に 巧 かする 企 菜に つい 
て も 亦た 同じで ある。 

を 巧 家ぶ びを まのを 的 代 ま ホは、 巧 巧の な 巧と なる 巧 策のを 斤 •閲始 及び 停止を をな M 粗 じ 巧 
曲で' 且つ 所 巧の 決を じが 巧な ろ巧吿 をを 出す るを 巧す る。 巧 巧 曲 又はを 巧 下れ 曲への 巧が じ 明 
する 疑義は 經# 曲 巧 導 おこれを 巧し、 巧# 由 又は 巧# 地 巧への 巧 巧じ规 する 疑 まは ライヒ 巧# 用 
おなお 之を 決し、 工業 W じちして は 中央 W お 巧 ホが 決を をみ へる。 

第二 節 銀行界の 自治 機稱 

な 巧の 自を巧 巧 お 機 期は ライヒが 合 W 巧 四 部であつて、 これを ブイ t が 合 W 巧 行 部 ( Roi をぞ 

第二 節 錫 巧 ホの 自 お«« ニー 五 



第五 章 金1|« 細！！ 馨 I ニ ホ 

gruppe を 口 ken) と 巧ぶ。 ラィ t 前 合 K な 行なは-を じ 左の 六 化の なみ 圓 に々 れ え 
ィ 、民を お 行 巧满曲 (W ミ schafts 巧 一一ち〇 Pri ミ te* Bankgewerbe) 

口、 巧 巧 巧 巧め をを か 巧 g# 围 (wirtscha ぎ gru ち。： 6fFS 二 ictie Bank さ mit を nd ミら ga す 。--) 
パ、 な 法的 信用 巧 M お濟围 (wirtschaftsgru ち 0 Sffe 口 tlic 产 rghtlidl 。 巧 re ら tanstalts) 

A 、 貯蓄 金 摩巧诗 画 (wirtschafts 巧 iippc sparkasss) 

ホ •信用 化を 巧濟曲 (wirtschaftsgru ミ • Kreditgenossenschaften). 

へ • 雑 巧 信用 企 巧 巧# 函 (wirtshaftsgrupp" kreditunterneh 目 ungen V ミ chiedener -Art) 

ホ 六 巧の 巧 # 曲は 巧 じ 其 下 じ 巧つ かのを 門 w を 持つ。 

民を お 巧提濟 脚は 一九 S 四 年 八月 二十 セ 日の ラィヒ 巧 巧 大臣の が 示に ょり、 を 該巧濟 な 巧を 代 
まする ものと 鼓め られ 、別ぶ をを 錄組か 巧 逸 保 行 業 中央が み も ( centra ミ rband を r Deutsch さ 
を nk - end B 呂 kiergewe み e e . V .) とげび、 化 林 じ 巧を し •民を の 巧 ホ 巧び 巧 限 資巧巧 巧 二百 八 
十六 行、 民を 不巧ホ 巧を なが S 十 巧. 民を 化 人な 行 一千 S 巧、 巧 ホ ホ 巧 仲立人 百 五十八 巧、 巧 外 
仲立人 S 百 十 S 巧を 族 おし、 其' 下 じ をれ の 專円函 を 巧け て 居る。 



特巧 任が のをを かがが 濟 曲は 一九 s を 年 十月 四日の ラィヒ 巧# 大 おのが を じょり 其 か 入 ホを を 
めて が 巧され たる もので ホつ て、 を 巧の か 入な がは 十 S 巧で ホつ たけれ どら、 一九 S 六 年 一一 一巧々 
日 及び 一九 S セ 年 四 巧 一日の ブィ t 巧み 大臣の か々 じょ b •其' 巧 五 巧が 饰除 された。 現せの か 入 
织 がは 左の 巧 b である。 

I^recBischo mtaasbank ^*lsnotlwnciIU9n) 

Deu ち che Bode?kultur-Aktiengesellscha 。 

Doutsclle oeselscha でを 『な AFen ユ ictie >fbei す n, >kticng な ellschaft 

Deutie miedi 目 。 sbank 

oiskont-kompi 一巧 nlc_ >ktlesnesI18nhw ジ 

Tilgcnskawse ミ 『 gcwn 『 b=cho ICr を itn 

DACtscfn wlnunNlefcsgs- >Icti09ge8e=wnh»ft 

oeutsche Isac, end Bodenb さ k Akti さ gesellschaft 

化巧濟巧はホのホ化巧の巧 】 代おとしておめられたるものでホつて > 化巧^|£«もが下な脚もホ巧 
第二 節顏な C 自治 變禱 二； 
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じ！* がする 方 巧を 黃れ する を 許されない。 

な 巧 的 信 巧 巧 M 巧み W は •一九 S 四 年 十月 二十日の ライヒ お# 大臣の み 令 じより を 法的 信用！* 
關と 巧を 中央な ( Girozcntralen ) とを なつて が 巧され たる もので ぁつて、 別ぶ を 巧な な 法的 信用 
機 MW 合を ( vcreillig ; ung ; 包 eu な Ch 3 6 ず ミ liclle ， ICredi な ns を t ミ) と 巧す る。 化 巧# ffi もが 扣乂 信 
用 機関の 唯一 代 まとして 設 めら る/' ものなる ことは 云 ふまで もない。 而 して 化 巧# 用 及び 其 下な 
曲 も ホ 巧 じ M 巧 ホる 方 巧を をが する を 許されない。 

が 巧を 巧 經# 曲は 一九 S 五 年々 巧 二十 六日の ブイ ヒ 巧# 大居 のみ々 によ り、 巧 巧の なを お 巧を 
巧、 公金な 巧の おおを 巧 巧び 公 巧を 巧が お金 がをお 合して ぶ 立せ る 巧 巧 W 巧で ホる。 巧を お蓄金 
巧 及び 巧を が» が をれ じを 9 •化 入 甘る が おち 金 巧の 唯一の 代表で ぁる。 

信用 化を 經濟 W は 一九 S 六 年 十月 二十 S 日の ライヒ 巧 » 大臣の か々 によ b が 巧され たる もので 
ホつ て > 度 お 信用 かな 义 商工 巧 信用が なの 治て が これに か 入して ゐ る。 か 入 ホは 商工業 信用 か 合 
じついて は 巧を 信用 かか 掀 合を が これを 巧を し、 度 巧 信用 かな じついて は ライヒを 巧な ( Beichs - 
nahrst さ d ) が 之を をめ る。 化ち# 田が ボ巧 じ關 なする 方 巧を ぞ おする じついて は ライヒ 經 W 大巧 



又は 食な 疫棄 大巧のを 許を をく るを おする。 

义巧 をを 業 化合 说 合を (口 e ミちす 030 ま 0 ミを" 巧 ミ さす 口な) は、 一九 S 々年 十月 二十 S 日の ラ 
イヒ 経が 大臣の か々 にょ b 、 ホ 巧 商工業 組な じ おする 唯一の 最廣 がが 聞と 鼓め られ た。 此输 なを 
はまた 商工 巧 か 合に 巧し、 がな に 期す ろ閒 題に ついて 巧言し 巧 謹す るを 巧な とする ちので ある。 
巧 あ產業 化合 瑜 合を のか 入 者は、 

イ 、を おせる 巧 工業が な、 お 貝が か 並 じ 其 化の 信用 巧 M じして 法人 格な きもの、 又はが おせる 
が 合な かの 法を お 態を おしが 合と 同 巧の 巧 造と 任 巧を 有する もの。 

口、 を おせる がかのを 律 形態を 有する すべての 中央を 摩ぷび 商工 菜 組合の 中央 牌 買 巧。 

パ、 を 業 組合の な 査脯な 脚。 

ユ 、其 化 イロ じ擧 げたる 巧が のか 策を か 入 巧のを 部 又は 主要部 かとする 聯 なをに して 何れの 經 
濟 曲に も化乂 せざる もの。 

右の 巧 巧を 業 化な 斯合會 も ホ 巧に 側な する 方 巧を 巧れ する じは ライヒ おみ 大 括のを 許を おする。 
雑な 信用 企 菜 おみ 曲は •一九 S 五 年 S 月 十八 日 お ライヒ お ホ 大臣の 命々 に i り 左の ホを が合貞 
第二 節 偃が ホの 自巧 1111 一二 か 
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として 化な せられ、 をな 巧# 部門の 巧 一代を とを めら れ た。 

ィ •民を を 巧が 蓄 金が 
口、 民を 資尾 
- 、 巧 拂化資 企 菜 

此の お» 曲 もボ巧 じ 関 巧す る 方 巧を 巧 巧す るを 許されない。 

巧が 巧に 成立せ し 專巧的 自治 檐 # は 冗に 上 ぷの巧 b で ホる。 巧く して 倚 用 柔のネ 巧が ラィ； J が 
な 期 じな 一せられ、 共が おがを 易と なつた のみなら 中、 ホ w 信用 機 M が 巧 直 じを 巧して 其 おな の 
白 巧を なくし、 自 ホの 上 じ 夕大の 巧を を将 るに まつた ので ホる。 

か 巧 ホに がける 化 巧 的 おみは 今日までの 巧、 二十の 地方 曲がぶ 立し、 地方 的 閒題巧 じな 巧 巧の 
巧 爭巧制 や、 み 行 おの 美ぶ じ 従事して ゐ る。 

第ー ニ 節 巧 おの 事務 執行 «開 



夕 案な# のが M 巧は 巧 巧 ホ (尸を er) を 巧し、 をれ が 法律上の 代ぶ ホと してぶ 巧 ほじて 任 がをお 
巧す る。 ライヒ 斯な W 及び エお 中央 M のお琪 ホは ライヒち 濟大お 之を 巧 巧し •巧# 簡のお 巧 ホは 
ライヒが な W お 導 ホのを 巧 じょ b ライヒ お# 大 おこれを 化かし •义 ライヒが 合 M お醬 ホの 息な を 
巧して ライ t 經濟大 お 之を おを する。 が 巧 W 及び 尊 門下 お W の お 巧 ホは ライヒ 肺な W お 巧 ホが 巧 
おが ホのを 謀に ょつて 之を 巧 かし、 义其 ななを 巧して 之を お 巧す るので ある。 ライヒ 说か闻 
の化方《お巧ホ义び化方期分曲のお巧ホはが#稱のお瑶ホが、 化方的喊おの指巧ホはお^!!^«巧稱 
ホが お娩 み 满巧 おなおと な 巧して 之を 任を する。 

地方 W おの 地方 的 下な 脚に して 巧 エみ巧 巧 じ おな せる もの、 及び ライヒ 蹄 合 脚の 地方 脚々 がは 
み 巧 的 事件 じついて は ブイ ヒ输を M 巧 巧 ホの お拌じ おひ、 地方め 事件に ついては 巧エ み 巧 所み が 
の 抬拌じ 従 ふ。 

W 巧 お 巧 ホは 必 おにが じ 上 お 脚 おお 巧 ホの 同 息を おて 代理 ホ 度び 一ぶ 若く はわ あのち ななが お 
を 化 命す るを 得る。 其 執が ホは お 巧 ホの 巧阐じ おひ 日常の 巧な を •わ ふ。 

右の 規 まじ 従つ て 任命され るが 巧 W の 抱 巧 ホを なると‘ を これを な界の エキス パ I 卜で ある。 

第 III 節函 «e 事務 執が 機！！ ニニ】 
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ライ t 斯を 曲の 巧 巧 巧は ライヒ 信用が 式を 巧 取：® おであり、 两巧商 窠會讓 巧副會 頭た る ドク トグ • 
ォヴト I .クリス チ アン •フイ ブシ卞 I (Dr. otto ohr. Fisclie こが 之を 指導す る。 其 下 じ 於け る 民 
をな 巧經 巧！® の お 導 ホた る 地 化 じ 置かれた フリー ドリ ッヒ •ライン！^ グト (Frie を idi 》einh ち t) 
は 巧 まを を コムメ グブ々 ントプ リブ I 卜な 巧せ 巧を 査 おであら 、且つ 伯林 商工# 謀巧會 頭、 伯林 
取引 巧 巧 巧を 兼ねてち る。 特巧巧 巧のを を 巧 巧 お# 曲 じお络 おとして 任 かされた ドク トグ •.シ * 
リ 9 I ダー (Dr. wchroe を 0 は プロイセン スタ ー ブ パンクの 頭 化で ホる。 

ホ じ お 巧 ホの 巧 寅に ついて 考摸 する じ、’ 巧ぷ のかく 化お濟 がみ 制度は、 をれ 户\ の m 苗を して 
み 專巧巧 巧 じがいて 其 曲 員 じ 巧言を 舆 へ、 且つ これを 保護せ しわる をな てち 眼と する もので ホる 
から、 お 巧 ホの 联 寅は 化 助言と 巧 まとを 一定の 方 かの 下 じ 行つ て をらざる ことじ# する。 而 して 
施 巧 令は お 導 ホの 揉るべき 方 かを 巧言して 居る ので ある。 卽もお 導 ホは 巧 民な み 主義 的两 おのを 
巧 じがいて W 巧を 指導し、 をして 用 巧 度び 其 用 員の 事は 貿菜 巧濟 のを ほ 的 利を を考 巧し、 且つ W 
まの 利益を 掩護して 之を 化を する を 巧す る。 一而して お 導 ホは M 巧 及び 上な W 巧 巧 巧者 じ 巧して、 
團« の 巧 巧 的 お 巧 じ M し資 巧を 負 ふ。 



拾 導 ホ 巧び 事が お 巧 ホは 事を をな 平 じ 執行し* 且つ 破が 上から 自己の かりが たる 柔が上 ホ じな 
を 上の 巧 巧を 何人に おしても がろ 堯 巧を 有する。 、 

を 實ま闻 ほに 顧問 (田た 20 を 置く。 ライヒ 输な阁 の 巧 巧は ライヒが 合闻所 巧の 巧 ホ W お 巧 ホと 
化方團 指導 おとが 之れ じ當 り、 尙ほ ライヒが 合 田 指導 ホは ライヒ 經み 大臣の 同 おを おて 其 化の W 
貝を 巧 問と する を 得る。 

專巧 曲の 巧 問は 其 部 巧 じ 於け ろ 下な 曲の 指導 ホが これ じ 常る。 上 お 两のお 導 ホは 地方 團の おな 
まを も 巧 問と すべき ことを をむ るを 得る。 最下な 脚の 巧 問は な M の お 蘇 ホが 上れ W お 謀 ホの 同意 
を 得て 么を巧 かする。 而 して 上 おお 導を の 同 息 ぁる 時は 其 巧 具を 巧 問に 巧を する を 供る。 

ライヒ 聯合 由 巧 巧の 化 ザ 曲 巧 問は、 其 お 導 おが ライヒ 说合苗 お 巧 ホの 同 息を 得て お 謀 おこれを 
巧 かし、 地方 的 曲 ほの 巧 問は 當該化 巧の 經巧曲 •尊 門 曲 •又は 巧 門下な ffl の お 導 おの 同 怠を 巧て 
を 謀指游 おこれを 巧みす る。 

顧問の なみは 曲な のま 巧 方 巧じ參 みする じぁり、 其內 特に 喊 おのみ 計 方面の ホ査じ 巧る ので ホ 
る 0 

露 己 節 ■« 《事 S おわ 機圓 こ 一ニ ニ 



第五 章 金 蠢统 M II 娜 ニニ M 

W お# おは 曲の が勒 度び 化 巧が 態に ついて 曲 員が ま讓討 讚す ろ 巧 期であつて、 其、 謀 決に ょツて 
お 巧 ホの 黄 巧を 解餘 し、 又 其、 信 誌を 保持せ しむる。 巧みは を お 年度 お 巧 後 六 ヶ月 內に 之を 脚く の 
であるが、 两貞 二百ぶな 下の 下級の 喊 おでは 少 くも 年 一巧 さを 開催す る こと、 して ある。 

な 上は ナチ ス なおが 货業 あじ 巧に 化 巧せ しめたる 麻 巧 W ほを 專ら 法規を ながと して 概說 したの 
でみ るが、 これを ちれば ぞ業巧 じがけ る » 巧 W 苗は 左の ほ 系を 巧す る ものなる ことが みられる。 

卽 ちを 上 化 じ 六 化の ラ ィビが 合阁 (ミ ich さ uppen) が ホち、 き 岳 じ をれ ぐの がか W じ 巧 
屬 する 幾つかの 巧# w ( wir 立 cliaf な grupps) が 設けられ、 を 二 化 じ をれ のな 濟 W 巧！！ の 幾つ 
かの 尊 巧 W (F'achgsppe ろが 置かれ、 巧 四 化 じ をれ ぐの が 巧 《じ« する 巧つ かの み 門下 
(F-adlun ミ gs ミ 3) が 巧を する。 而 して 別に W 內を 若干 おのな 濟化巧 じ おがし、 巧# 曲 去 巧 g. 
及び 專門 下級 W はか 巧に なじ、 をれ の 化 方 曲 (Bezirksgrupps) をな 濟化 巧に がいて が 織す る 
ので ホる。 

ょたが M じか 入す る 曲 貞はを なお 巧 ホの おか じ 化が する を 巧す るので あつて、 巧 海 ホの 人 巧 方 
法は 上 » ホが 下 わ ホを 任々 すると 云 ふ所訪 をが 的で ある。 化 おな 來 のがな がむ 員の 人 法 じついて， 



涅 巧と 云 ふが かき デモ クラナックな 方 化を 株つ たのに 比し、 をく 巧を 異にする。 斯る巧 巧 的な 方 
法は 上な 下 速に がみが ょい けれどら、 てな 上违 じは 至つてが かが おいでは ないか。 而 して 下を 上 
巧の 方 化と して 化 制 巧 じ 現 はれた る ものは 巧 脚の 設 釣で あろが、 巧 脚が*^ 热ホ じぶ がさ ろれば 巧 
ん ど無总 かなが をと なることは 云 ふまで もない。 巧闻目 おかの みは 巧 巧 ホを ホ 制する を 得る であ 
らぅ。 何と なれば 脚 おな# はお 巧 ホの 巧 巧 解除 度び 信認のを おを か 巧す るからで ホる。 化 指 巧 ホ 
の 巧な 解除に ついては 擧 ホを なつて 巧 巧し 得べ く、 巧 謀 ホ じ 巧す る 信 誌の お 無に ついてはな あむ 
ミに ょつて 之を かすろ と規 ぶして ホ ミミ 巧 施が 令き 一十 二ち が •巧ろ 藻 か 方 化の 菜 おは 巧み 巧 能の 
本ち じついて は 巧 巧なる 脚 題で ない。 

第 四 節 信用 機關の 監督 

4 .ナス 巧が 在 巧 時代 じ 叫びし みな 巧 mm を 論は、 一九 年 九 巧じ設 おせし かが 制 おお 査 みの 
揉 州す る 所と ならず して、 な 巧を みの 巧 か 當じ現 はれた るな おを 巧 巧に 巧 巧して 一九 三の 年 十二 

第 内 《 な 用 «— のを サ ニニ 五 
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巧 五日 斯の 信用 去ろ eiclisg 泛 etz iilje " を S Krc ら twesen ) がが をされ 巧 一を 一一 五 年 一月 一日より 
化 巧され る こと/' なつた。 化を をが 制を された 巧な について 期を 會の巧 お 害を ちる と、 お 局 •「巧 
なの 信用 制 おにが ける か 陷は其 巧 造 じがす るので はなく、 また 巧 お 態に せる ので もな くして 何 
よ b も先づ 信用 巧 曲の 菜 巧 巧を がを しきを 得ざる ことじ 巧 任を 姑すべき である」 とを ひ、 而 して 
「これ じ 封して 巧 民な を 主 ま 的 運動の お 指 的なる な 治 息 思は、 旣じ斯 くの かきら のとして、 化な 
の缺 おの 巧 現を 不可能なら しむる 一つの 確を なる 巧 巧を 與 へて ゐ る」 から 化 巧を 田を じする 化 巧 
なく •從來 の 巧 じて、 これ じ お 巧なる 巧を を かふる をな つて おれらと する ので 本る。 又 ライ t ス 
バンク 副な 裁 ドライゼは、 信用を お 巧 生活 じがけ るモ ー トグじ 比し、 信用を を 巧 化する ことは、 

特に 今日 Q 巧 s 下 C ホり 5、 恰も 一つ SH 場が 動力 藉を 養し T 、 送甚繼 率を 髙め 

ん とする がかき ものである として 曰く、 「適當 なる がかは、 只、 闽 おに 十 かなる 干が W 能 性を 巧 
おし、 而も 自由の が おじ 十分なる 活動 餘 地を 舆ムる にある のみ。 此お 則より して 倍 用法は が 立て 
られ た」-^。 云 ふまで もな く 信用は あ 代の 货お 制度 じ 巧き 曲 おを 有する ものであるから、 貨お制 
度の 捷護 ホと し最 巧の 化 位を 巧 ホから 巧 へられて ゐる ライ ヒス パンクに 、信用み 梅の おなお 巧 ホ 


たる 化み をを « すろ ことが 適を の 巧 置な りと ちへ 得る けれども* しかし 信用は 巧 じ 貨ホ制 巧 じ M 
巧を 有する だけでなく、 あに 直を じお濟 じが 巧を 巧へ、 法 生活に も 反映し、 をに 田 巧のを 生活 じ 
巧 まを 巧 ぼす。 かに ライ ヒス バンクと 巧を 巧と ナチ ブ黨 との 代ぶ ホ まを なて 一つのを 員會 をを り、 
これを を 商の 巧督株 M と 巧す ことが 必要と なる ので ホる。 

信用を の規 をず る 巧の 重 おなる おは、 金な 巧 期 S をの 爲め 巧ち 局と おを をを 價 くこと 、を 宿 局 
のをむ る ホの 現を 巧が 巧び ホ 巧せ 巧 備を廣 くべき こと、 お 現金 支 巧 化 引を が 制ず る こと、 化々 の 
典 信 おみ じつき 化 件を をめ だる こと、 を 菜 巧が 香 巧 出の ま 巧を 課した こと 等で ホる。 

巧を 巧 ( AU を chtsit ) は 其 局長 じ ライ ヒス バンク 接 巧を おる 金な 機關 おを の大 網を をめ しめ、 
别じ おを を (ミ i を 兵 03missa 。 fii ， das 》 re < li ミ esen ) を 置き 直 巧 お 行の 巧 じを らしめ‘ ライヒ 义 

パンクの 干が！ S ' 能を を 巧 大して ホる (巧 おに 巧乂 巧け おが S な郎 2)。 

な 行の 有すべき 現金 単 がをおを をの 自由 巧を じを ねないで、 お 巧を 應が これ じを 巧す る 制度は 
巧 家 S 巧 巧窩權 の* 張で ホる。 お 用法 じを むる 所は、 巧 W にがいて 化 巧 义は貯 巧を 巧 菜 巧を をむ 
一切の 企 巧は 手元 現金 •又は ライ ヒス バンク 巧 金 及び 巧が 小切手 局 おぶ ょ b 戍る 巧備 をを 巧を す 

第 wli 巧 用 » ■の e 督 ニニと 
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る ことを 巧し、 其 ホは 適を じを 巧 巧 じめいて これを 巧ぶ せし むる こと、 し、 其を 化 率を 一〇% じ 
巧を して ある。 单備 をを 保 あする を 要する 化 巧は 巧 金 •取引 化よりの 交互 計な 巧 b 巧な (巧 座 巧 
金 巧窩) 、化 引 化の な 化 法 巧よ b 借 入、 當方口 巧が •なを キ おの 引を 巧び 約 巧手 お 並 じを 诗モ おの 
お出 (キ おのが おする 化 じがて) のぶな 巧で あろ (な 用法 第 十 《條 第一 巧* 受 。これず はか 巧の お 巧が 
逍じ廣 巧の W がをおず る 巧 巧で あるから、 苹備 をに よつ てこれ をが 制する もので ホる。 みに 其苹 
備苹を 法規を なて 一を しないで、 これを おが 局の 推 化と した 所に 金大 なろ を まが かする。 卽ちお 
を 局は ザ備 半を 動かす ことじよ つて 信用 抹 期 の 巧 巧创逛 力を、 まは IT 张し 或は お 小し がろ こと^ 
なる ので ホる。 

流 巧せ 苹 備につ いてな 用法のを むる 巧は、 が 記ぶな 病の 化な にを し、 な 時 おのを むる ホを なて • 
期限 九十 日な 內の巧 巧手 お、 及び ラィ ヒス バンク じがいて が 化附巧 付を をけ 将 るが 巧 泣 券の おお 
じがいて 巧 巧す るを 巧し、 其が は 信用 機 期の« 巧 又はが じより 巧る を 得る が •如何なる 巧な じめ 
いて〜 一一 一〇% を 化 下し r はならない とち ふじ ホる (* 十々 な 第二 《»«】。 化 規を はお 巧を ホの ホの 巧 
を 巧 巧せ しむる ものなる とお じ、 又 化 巧の 巧 货が近 力を ホ 巧み かの 側から 巧 巧す る ものである。 


而 して 巧が ホ變巧 巧を 巧を 局 じ 巧 典せ る ことの 息 おも •前述す る 所と 同じで ぁる。 

お 現な ま 巧 取引の が 制と 云 ふのは、 從巧鉛 雑を 極めた おを 取引 (oiroverk を 0 巧 系を 巧 便 小 切 
手 取引と ラィ ヒス バンクを 中 ふとす る ものとの 二つ じ改 をす る 企で ホる。 其 お 中の 程 巧は 信用 制 
度を を 局の 決を する 巧で ぁ り、 巧存巧 関の が 續を然 じ > 其 巧 巧を 命中ろ 巧 おら 監替 局の 有する 巧 
でぁり、 おに お 現金 取引の 巧關 のお當 は、 倍 用 制な が査 をの 度 可を 巧す る こと^し たから、 をを 
巧のを 阁 するな の おを 化 引 お 系を 現出し 稱る 詩で ぁる。 巧て 世界 大戰 をげ、 巧を がな 巧が ザ 巧を 
圆 おする 一ず 段と して、 お 現を ま拂化 引のを 逮化進 じ 力を入れた 事資を 巧ろ と、 提 お 制度の 化 中 
は 巧に 無 現を ま拂化 引の 巧 速 まを ずの 爲め ばかりでなく、 义 ラィ ヒス バンクの 巧が 巧 巧 のぶおを 
をみ ならしむ る 上 じ も、 大 にな 立 つらの なること じあ 到せ ざるを 料ない ので ホる。 

其 化 •化々 の 巧 信 業が につ？ が 件を をめ たこと、 か、 を 業報が 薄 措 出の まみを 課した こ-^ ずは • 
鉛 巧の 業態を 健を ならしむ る もので ぁり •巧に 前 ホの 規を にょつて 同一 取引先に 巧して、 みおに 
長 颗の巧 巧を なす 巧を 巧 あし、 が 行 おなおの 私利 的 巧 動を 巧 制すぶ を 科、 义後 ホの 規を じょ b な 
がを 巧の 巧 化を 巧朦 にな 巧し 得る をな て、 これが おがの 上に も、 監 巧の 上 じ も、 がた 巧巧ぜ 巧の 
第 H 節な 用！！ 觀の E 餐 ニニ 九 
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上 じ も •一段と 便を がかは るので ある。 

お 之、 ナチ ス のを おが 制な 巧は •一方に 於いて 信用 法を 2 ぶ go す r 乙と して 金な 巧 供の 活か 
能力を 增大 し、 他方に がいて お 行 M の 創設に ょつて、 を融巧 期のを 莱方 かを 两 まの 息阁 する 方向 
じ 指 巧す る ものである 。外形的には 金 お 巧 M の 個別 的が をを 鼓め ながら、 を 質的 じは 巧 おめ 巧が 
をを 現しょぅ として ゐ るので ある。 而 して 取引を たる ホ « 企業 じ對 しては 同樣 にが# W 巧と 別に 
をむ る 巧を 制度と で 化せに 向は しめる。 

第五 節 我 國の金 规が制 方法と しての 考察 

經# の 計 ♦化が を々 おな する じつれ て •巧 巧に もを なが 制の 强化 となら ざるを 得 a い。 先年 一 
巧みの人速の閒じは金な曲をの叫びが巧頭した。 をれはたく巧頭にボ スタ》としてはら曲された 
り •また 小規 巧なる 巧說會 じがいて 主 おされた 程 おで ホつて •一肢 世人の 巧き 注 患を おか 中 ホは 
巧 論を 巧 かすまで じは まらな かつた。 併しを ななお 巧 至な 行統 がを 現在の 巧 じして 進んで 斤つて 


ょいので ホる か 否か c ついては 疑閒を 持つ ホが 夕 い。 巧 c を® w をの 叫びが 巧 時 ホ 金の 巧 比が 
擊こ»斯をせすろス "1ポ ンとしで現れたのを見ると、 巧じ 一 つの巧巧なろ目的をかへたろ余な 
巧 制が お討考 ぶされ なければ ならね 時機が 來 たので ぁる。 

を衰 制を を盡 動の 方向を 巧 制し おがす る 施設と 解す ろなら ば、 旣に 農を 金 期# 法の 存す 

る ホ h 、 を L ! て畫 S かも かれない。 賽覆 S 蹇 S 寡 も Q と 見 S なを、 外两 毎を 
を理夕 萬 績夕 のな 巧 ミつ て 巨 的が 巧 成さる 石み らぅ。 必 でも 金冀 制と 巧 巧すべき 
化 おを が始卞 るの 巧は ない。 がれ ども 時局は お 期を 設を目 巧と して 巧 巧し つ、 ホる ので ホる から 
益々 ち额 G 資金と 資材と を 巧し、 をた か 含 資金 流 S 方. 沒 規制 も 貨 保 巧が 蓋を の 維持 も、 
菱巧 がな 退 甘ざる のみならず、 巧つ てを々 巧 かし •董じ 巧 じ巧窒 巧の 巧を や 所得の 巧 巧を 
推 持すべき を 巧 さが 其 だ 巧 切 じ 加は b 巧つた。 而 して 网 家な 巧 貝な 制に が 段の 强 化を かへんと す 
ろな か 員 法は、 其曼 かの 巧閣 を巧大 し： ぁを、 巧 十 5 の 巧が 間 巧 ぉ 巧つ て 嗟 巧內巧 
巧ち 大巧 ホる 閒 じを 巧の お 立 畫ちお ホ じ 夕大の 街 動を 典へ、® 孚羣 じがけ ろ掉 をの 大 
波涵を 巧き 巧した るを なると、 を 被 部面 じがけ る閒 斑が 巧 解 巧 じつき 化 何じ大 なる 困# を かふ も 
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の なる かを みる じ 足る ではない わ。 

巧 動 貝を 巧 十一が は 巧 かの 巧り、 (ィ) みせの 設立. 巧資 .目的 獲 お •巧 巧のを 集 •巧を のが 込 
につき 制限 もしぐ はを 止を なすこと、 ( n )# せの 巧を をの 處 々•巧 巧を の 化 計 巧 じ M し必 巧なる 
命々 を なすこと バ 、ィ ) な 行 •信 お •巧みな どの 巧# せの 資を 運用に つき 必巧 なる か々 を なすこと、 
の S つの 規 をを をむ もので あつて、 を；® の强 力なる 闻 まが 制と K を 制限を 息み ずる お 巧 的な が 巧 
で ホる。 事を れ自 ほを なれば、 今日の 時局 じふ さはし からざる 何物で もない。 がる じ 其 獲 かじ 反 
おする 息な としては ホは 「新 巧 段に がいても まを 期を をの 運用で 十々 巧 巧の 目め を 速し がべ し」 
とし、 ホは 「を 化 的な 记巧制 化は かへ つて 產 業を 妻 おさせ 生ま 力巧充 を化酱 する」 と說 かれた。 
化閒 巧は お 局 巧 十一 化のを かじ 大藏 るが 巧 巧し、 巧々 まの 巧を じついて は 陸が 側が 大巧 省 おにを 
巧す ろと を ふ巧郎 「をが 的」 な ホみ 巧 b じょつて 解決され たので あろが、 所 前 「巧が 的」 な ホみ 
が b にょら 中ん ば 解 巧す る 能は ざり しが じ、 再々 は 特に 注目 甘ざる 能は ない ので ある。 

化 刚趙の 解かが 金 巧が がに 及ぼす が 巧に ついては か 謀み ホ： 化から 巧 おおされて ゐ る。 な 中、 お 
期を 設に必 巧なる ホを 力の 巧 充と資 をの 巧 逢が 一巧を 易になる であらぅ と 云 ふ 巧な はを ち强 力で 



ホる であらぅ。 お當制 化の 一巧を 私 巧 濟の立 おから 考 おしても > をれ は 肚內巧 巧を 9 巧大を ホず 
ので ホる からか 菜の 巧を は 一段とを 货 化を かへ、 其 留保な にょつて 設備を 巧 狼し、 おを を 巧大し 
て 生 ホ カを 增大し 得ろ 譯 である。 而 して か 巧® 保を をな つて 生を 設備の 巧 娘 又は 巧を 規 巧の 巧大 
に 充て 巧式资 本のが 加を 巧 おせる もの じあ b ては、 利を 金の がが する 時期に 入 b て も、 尙は巧 主 
お當 はこれ を 著しく 低下す る ことなし じ 事業を 續 行し 得る 强 みを 有する。 かじ 巧 主 じして 企 菜の 
を货 おを 巧 巧し、 化を なる 巧 速を を 巧す ろから じは、 がを 制限に なおすべき でない。 卽 ちな かな 
法 巧 十 一條のを 動を なつて、 巧 法 巧みが たる 巧が ホ 貸 おの 統制 じ おする 巧 巧の 巧で あると 云 ふが 
如き 社を 的 巧 由を 持 巧さず じ、 巧く これを 巧いても を 業 及び 巧 主の あが 濟 上の 考 祭ょ b して •か 
ほ是訟 さるべき 十 かの 理由 ある ことを かる じ 困難では ない。 がる じこれ じ 封し、 ホ 業を を 裕 させ 
るで あらぅ とか、 或は 生 ホ カを 巧を する ものであると 云 ふ 解 巧が 下される のは、 寧ろが だず をで 
あると 甜 はざる を 待ない ので ある。 斯る 誤れるな がが 有力者の 巧から 現れた 巧な の ものを おする 
と、 事 獲 M がの 企業 じがけ ろ 商伞の 利益 祀 をを 該を せんとす る氣 分が、 彼等 じがな せる ことを を 
化する じ 足る ではない か。 巧 か 誇大に お 現す るなら ば、 生ま 力の 增大 をを 現す るな めじ 巧を を 巧 
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出せ しむべし とする もので ホる。 をの やうに 考へ 方を 進めて 巧く と、 巧 巧の 無力なる ポスタ I も 
これを 巧 巧して はなら 0 こと/' なる ので ある。 

なお 的に が 決した る 巧 お 貝 法 巧 十 一條のを おは、 大巧を 局談 じよつ て 替健方 かじよ る ことを 示 
し •巧 じを なが 制を 一 應其お 外 じ 置く こと S した。 かじ 巧 巧 じ 巧 おする を 前 おとして' をな 巧 ま 
は 自己の 自 おなる 巧 断 じよつて 信用の 分 妊を も 方向を も 巧を し 得る。 幸 ひ 巧 W のみ 蘭 巧は ユダャ 
人の 勢力に 侵されて 居ら 中、 おがと して をれ から 巧 立し、 お 財 巧 じがの ろ 人々 じよつ て 其の 菜 巧 
が經 をされ て 居る ので あるから、 两巧 をを 切る がかき 巧 動じ 出づる ことは 萬々 これ だかる べきを 
信じたい。 かれ ども 多 巧の 金な 業 ホが をが 其 素 巧を ずしく し、 其 見解を 一 じする とは 誰が 巧 ほし 
得よう。 み 自 がよくを ほに 卦 する 資 巧を 自 巧し、 をれ じ お 中る 斤 動を なす 能力を あずる としても • 
資 巧の 內を についての 巧が じ巧異 ホる 時 じは' 其 斤 巧が お々 とな り、 を 巧 じ 巧して 好が 春を 典へ 
ないで ホら う。 巧ろ 不統一の 巧番 をが ふ 時 •巧 巧の ラィヒ 巧 柔圓な 巧 部 (Reichsgruppo Banks ) 
の お 巧 ホに して •巧 进な斤 ま 中央 蹤盟巧 事 おた るォ ヴト！ クリス チ アン •フィ サシャ J がちて 「巧 
ぶ 煤巧經 巧の W まめ お 巧」 と 題して 講 巧した る もの、 巧の 一巧を おを 甘ざる を 巧ない ので ホぶ。 



巧は 云く 「ま 人は 巧を のが 一を 巧大 せんとす る 時 •多年 じ 互つて 持 巧 甘る 軍が が 巧 じ大じ 巧ぶ 巧 
ホる を 信 やる」 と。 ぞ巧組 巧 じがいて 見ら る、 を おじる 寅 巧の お 置は、 計晝の 立案から 巧の ザ行 
に 至る まで. をを を一絲 化ろ、 巧；^ しじ 巧が せしめ るら ので あるから、 指 巧 ホ お 則を 揉 用す る 現 
狂の 巧を じがいて、 實柔ホ も 亦た 軍が 化 巧 じ 化 はんと 卞ろぞ じを だるな である。 

金 巧 ホ じめ ける 巧 巧を 一 おし、 巧 家の な阁 する 巧を 一糸 化る、 所な く 巧が 巧 行す ろが 爲 めじは、 

一 •がの 萬 ホ s ふ 如きな 幫 を i 送 頭を 理性が るる。 ち金菌 をと 云 つても 「日本 改造 法案」 

の 立 ま ホ •化 一巧 巧び 其 一 おの 云 ふ 所の 一千 巧 おな 上の 銀行の 化を を おなで 巧 まじを 化すべし と 
の巧 謀には 巧を 巧け 能は ない が、 其 他の 闲あ 論に も 巧 人は 現 おの 巧が を 巧みて 俄 じが 间し 難い、 
巧へ ば 白す まの 巧の 黨 が一 化 年に 巧 巧した 所謂 「ド •マン 計を」 に 現 はれて おる 银行网 を 論 
は网 立な 行 おを 設立し •をれ に大が 行の 巧 式の 重 お 部々 を讓 渡させ •なつて 其を 菜を 闲を にがい 
て 統制し ょぅと 云 ふので あつて* 斯 るが 制 お 態は 巧 本を お經 W じがけ るを 業が 制 じ旣に 多くの 巧 
例を おる けれども* これを 金な 阴パ はの 方な として 考へ ると、 ホ 日の 處 では 明に 巧 巧 おか もので ホ 
る。 巧闲を ± じ 互つて 散在す るが 巧は ホ 巧に 巧 中され て、 典 か ホ 百を 下る じ まつた から、 を W 巧 
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便 巧の 巧が 一巧を な ゆるに 比すれば、 おな の規 巧に がいて かて 閑を に 適せず とは 云 ひ おき も > 併 
しが 行の 自己資本 S 込* 本ぶ 《を な】 は 二十 借 旧 じを せんとす ろ 巨 巧に 上つて 巧る。 これを を 部貝收 
する がかき ことは、 がを 金のを 出 じつき たなる 巧 巧を かふ。 尤も W 巧を を 巧し これを 株 まと 巧み 
する 方法に よつ て员收 すれば 現を を 金を 要する ことかな けれどら、 併しが ホ 舆菜巧 目の 两巧 巧は 
俄に おかす るので ある。 闻巧 巧を の お 因の おおせる 巧の 適 巧では ない。 义巧 式の* お 部 かを 讓巧 
せしめ' を 業を お 制しよぅと 云 ふ 方法 じ おして、 程 おじが てを こを あれ、 ホと 间 おのな お 理由が 
ある。 巧 逸の ナナス おが 在 巧 時化に 利子 かな 制の 打が からま 张 したな 巧 巧 有 謀を、 巧 巧を 担る じ 
至つ てが 斤 制度 調を をの 莊 なを をれ てを 易 じが 案した 事 巧は、 闲有萬 ホの 一顧すべき 巧の もので 
みら ぅ 0 

今は をな# M の网 有と 云 ふが かき 脚 おじつ いて 論 巧すべき 時機では なく、 寧ろ 信用の 巧 制 じつ 
いて 考 化せざる ベから ざる 機を である。 信用が 制 方法と して 世人の 注目を おく ものは 巧な のをれ 
であつ て、 ナチ ス巧 巧が 金 お 巧 M の闲 有よりも 1 » 適を なる 制度な りと して ホ 斤 甘る ものなる じ 
めて、 おじ 注目 じ 値する ので ある。 


巧な の 信用が 制は 化 巧 制度 期査 をが 一九 一二三 年 十月から 村が 十一 一巧に まろまでの 巧 じ 巧 巧 かみ 
巧を 開き、 信 川 制 巧の み陪 を採夕 した 上で を々 お 論が お出し、 其 上 じて 立案され たもの なること 
旣 化の 巧り である。 其 お 論は 「巧を の 信用 制 皮 じがけ るみ おはが 巧 造に がする のでは なく、 又が 
おおじ を^ので もな くして、 何よ b も 化づな 用が 関の 莱お 逆を がを しきを 縣ざ b しこと じな 巧を 
度すべき であ 5 -と云 ふので あつて、 バ ジォ ヴト の甜ふ 所の：！ lot meas ミタ b ミ men - •の 一音 
じ盡 きる。 而 して か > 'ろ缺 おは •闲民 化み ホを 的 運動の 拍お 的なる か あ 持 神に よつて 巧 現が 不可 
能と なると ならる、 から 《 大 じ 闲民杜 をち を 的な 治 待が を 作 典し、 共 下 じがいて 侣州 法の 货 化と 
巧 逸 巧# 有 巧# めぶ 单備化 じよる 銀行 田の 白が 的 統制 じよつて •をな 巧 W のを 莱ホ かを 闲 おのな 
间 する 方 かじ 巧 巧し •が 活動を 蜗 巧 おが 上 最も 合目的な ろ ものたら しめんと して 居る ので ある。. 

侣 州な はか 巧 菜 巧の 監 巧を またる 內を とする もので あろから、 が お 巧に 於いては 巧 脚の お 行 化 
と 其が を M じくし •また 化 あの 主 巧闻で 巧. 巧. 蘭を 除く の 外 じち 制ぶ されて 招ろ。 併しな 行闽 
じよろ 自 あめが 制は をく 巧た なろ 企で あると 部は じければ ならぬ。 何と なれば、 闷業 組を じよる . 
巧 制 tf 他のを お 部門 じは あつても •まだな 健 巧 W じめいて は W ざ b し 所の も 0 でみ ゎ、 をな 株 側 

第 巧 Ms を SS お M 方法と しての そな ニニ ー 屯 



» 五 章を M 巧 《 » ♦ 一二 二八 
じある 同柔 困は 巧 逆の をれ とはを く 目的の 異る ものであるからで ホる。 

巧 逸の 自が 的な 濟曲 巧の 化 巧を おる と 指導 系 巧は 上から 下へ 向つて 進み、 曲 問 巧が は 下から 上 
じ 向つ て 進む。 これ じて 上 息 下達と、 下 息 上達と が 完備して ゐ ると 考 へられる ので あらう。 化な 
巧を 巧 巧 じを すと して 再考す ると 尙ほ去 ふべき ことがある。 然れ どもを な 巧 供の おを をを 苗 巧 益 
じを をせ しむる やう お 巧す る爲 めに 巧る 化な が ホつ てよ い 課で ホる。 

信用が 制 じがいて 巧 じちが 化する を楚 けようと すれば、 巧る 方法は 自治 的 巧 制で ホらねば なら 
ない。 をはを 巧な W じ 自治 M おを 化 巧し、 をれ をして をな 統制の 巧 じを らしむ る 方法は、 事を 扭 
速 適切 じあ 巧し 得る 長所が あると 慶 める。 こ、 じ 巧 時を を 期を 法 じがけ るが 制 方法 じついて 考へ 
る も該法 じがいて は (ィ】 事 菜 じ* する 設備の お設 •巧 おおくは 改をじ おする ま 金の 巧ち (こ 
をのを めの 有 巧 お 券の 應を 又は 引を、 (パ) をの 爲 めのを 集の 取な につきを 巧の 許可を 要する こと 
と •して 居る が、 其 主 育は 金な 機 供を して 化を 义は不 注を で 不を不 巧の 事 案じ 資金を 供 おすろ こと 
なから しむる じ存 ずるので ホろ から •若し 其を 旨を ぜ現 する 1 R 適切なる が 制 巧 織が ま 出さる 
ならば、 をれ じ 代ら しめてよ い备で ホる。 共 上 じな# 生活の 巧を や 巧 稱の巧 街を もを 融 ながの ち 



巧の 內じ 入れる と-が ザ 棘 およ b も 指導 主義 じよる 自 をが 制が を かに 優る ものた るを がは ざるた 
得ない。 

U ジ nderTwuuia 巧 Himdw をな rbuch dcr osttchen 扣ち aclle- 8 >cfL 
巧 ssderTW 臣巧另 • ■•■•o* 
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餘 巧 藥_ 

獨逸お 行 統制 じ おする 若干の 批判 

巧这 では 一九 一 ご 一年の 巧 巧 巧 巧 0 巧 後： マリ ユュ； 巧 M が 九月 + 化 日み なて おめ て 巧 巧 Kg 拥度 vir 施した ので* つたが、 
更に ナナスの 政 境に# つてな •巧け 制 gw 董を 巧を y して 一を 二 己年 九を ハ 日から 十一 一巧 二十日 じ 瓦* 數 凹の S じがいて 今一 
本 的 じな 用な 織の 欠 陷を巧 お 甘し め •が 巧 巧を 巧 おとして】. 凡 己 四 一!}-！- 二 巧 置 日の r な W な 度に M ずる 法 摩」 を 公 巧し •巧 
年 一巧 一日よ b 左 kir 施した ので ♦る • 奋塞貝 g い* なじ 云く、 「巧を' 3 巧 川 制*- 3 欠 巧は 共 巧 透の 巧 じ ASQ で C •♦く • i た 
其 おな S 内に 巧ず る 0 でも：-* < して •ザろ 巧 一 じな WIra !. い 巧 巧が なしき お 巧 ざ b しこと じ B 卞 るので ♦る」 を 〇が巧 ナナスな 
巧では 巧る 欠 巧の 巧 巧を す 巧 能。 らしむ る 良め じな 行を S を 一 » 巧 化し 巧 巧が なじよ マ お 又した 巧で ホろ 

巧け 4 WI い 化 巧は 巧に 巧# のま！* する 巧で ホつ て，】 八 セ S 年 じ 下院 K 貝 ゾンネマンが 巧を 巧 お卜 K 會 じ# 巧して 巧 \ 又ブ 
ィプ チ， 巧の 房 じは T ドルフ. ログ ナ I が 巧む お— を { RMS ： して 其 急# 卜 叫んだ。 がな 一九 0 入 ザ' いな 巧 w 巧みに も 巧 
间趙が a — ランド. リク is じよつ てま 曲 甘ら れ •巧 6’ い 巧 行を ま ならは 巧" eg ちを 設 K 卞べ しと！！ 巧す るまで じちんだ 0 で ホ 
つた。 此 巧に ホ 巧され たるな わを « は 'い 巧が K ; いしつつ ホろ を W 巧 度と 间巧じ •事 巧の たがで ホつて •ホ 前い 巧 巧 r は G か 
つた 〇 巧る じ プリ ユ ー 三 y グ內 田， い 始めて K 施 サる巧 巧技 巧は 巧に々 巧 3 ただ じ 化め ないで 》 巧わ换 ちを をして々 巧け い 
かじよて#<甘しむること、したので4る。 か、 るを巧巧巧は#?5的のもので*るから大じ巧上3をり.}.巧いたむは一おふよで4 



:>い。 巧じナナス用案では0<，トラ，が 「»巧だ絮ん巧めじホ：巧するに典や* 巧巧は巧本の巧めじ巧化するいでない。 辛々巧 
木は » 濟 33 めじ、 而 して 巧 巧は 两 巧の 3^ じ 役 なつの だ」 i -* どと 啤んで 的る のでみ るから、 巧け 巧 もを 巧の 立場 かじな 抽 さる 
ベ* は 巧 巧で ホる として 巧る 0 • 

ナナス 用 ホが おを サ 5 な 則 巧 度 じ 曲す るを 巧は 巧來 巧け^ 巧# ホ じ 巧 用 じな 入サ しす 角み 子 ゎ# おし •巧；；：： K 濟 のな すべ S 囚 
有の巧#を巧ホしたも。で々つて、 これじょつて多くの巧巧はがみし、 巧時化3巧^じ巧ける巧巧だる^4^|!£が十をじ»蠢され 
巧る こと、 なつた と 云 ふの が一投 5 巧 論で ホる 0 

疫じ两 化され じろ を 同 苗る W 奚 濟ぶ臺 じめいて は 巧 巧 化’ い 没け 巧 じめ ける 巧 木 牌 曲 如-法んで 客い 浦曲 巧い！！ iM か 
* つた。 其 巧 出は 巧 時巧抽 《なをで » へられた が > 々•巧 巧 巧# - H 值 As れの另 巧卖 i 巧け g ぎ (ぎ 王を ミ irtshllrt gd 
Ballkpsxi こと 囲す る X ’ い 巧 I 巧と して 「巧を 巧； mi 濟の 巧本閒 巧」 ( orusdfr •巧 。 der D さな chs Bsk もュ shaft ) なる 
# ちを なつて 巧が 出 巧され たから •諸夕 の* 見’ い 内 巧を 巧し くなる を 巧た G で* る。 円 巧 wst 议夕 は# KH — たか 何に 巧 
*:し* 何をなつて巧時化3巧む巧じめける«巧；^る巧巧と卞るか4.考へ*义をれ.^巧厳するじついて巧がな来め化巧巧ホでホる 
と » A てち 4 わ》 まじょ つてな W し 巧る G で ホる 0 

巧え<11^>巧な闲$5理ホじして， 巧を巧；^^々58#|?事ちたる*，卜| • ク9スナア V. フィブシヤー (口ご otto chr. 
互 tcher ) のな 班は 「巧を 巧 巧 の 肉 ホ 的 巧 巧」 (口 ie tta •二 ich •『昏 run* <ler cieutsche 。 Bskwirtsch ■方】 と；. > つて おる。 巧 
は 巧け が 两ホじ 巧して 冉 すろ « 胡の 巧 » が 何で々 るか 合 巧 じし •巧々 の 巧む が：^# ぉ 巧す について 何を：，* すべ S かを 示卡 巧め 
じ* モづ肉 家 iaiw との を »じ« る。 巧 家は 一 お 的の 巧な ゎ 巧へ* w 巧は が內 じがいて « くので ホミ而 して 巧 家は 一度 的 
の前提卜巧へたることじ巧して巧巧を々し*||?巧3實むをす可お；^らしむる化*卞巧や方巧は么ゎおけなければ^>らの0 义1|;濟 
Gg 務 とす* 所は E 家 S 巧へ たる 巧 巧の 巧 じがいす 巧き •巧； お に巧存 する 人々 のな ホ . V ホち する a めじ ホら ゆる 可 巧 性 ゎ 利用 
餘錄 第一 n な 集が 巧 M に W する 巧 干の 巧 巧 二 内 I 



第 あ ♦金 顯統 《 灌 « _百二 

することで*る》 又巧じ«家め巧導と云ふじつ いては 「»家的」 ク5>吉を) なる文宇を！#||し：^けれけ；^ら0として其化«わら 
5*^5用巧卜概巧し， 其巧論として云<» 「な5制度がを«!|濟じ»して巧ふる正しき作5の*巧巧を1方じネへ》 义な^||«3 
ち 用 じよつ て 来る 巧の な 8 WII を tt 方 じ 眺める と •巧來 3 田家の おわに 巧ず る > 力は S きじ 失しに むでは ないかとの »阳 がを >• 
寧々巧霎わををじ固々と卞ることが巧當^^方《でホるかともネへらたじことはない。 化巧閒は堯け»>者む巧»の白由が巧 
は424^として*大であ>» 化なの自由わらし：义ての<^が*|をするとのみネへることじを<ので々る。 余をはつて左^^^をれ 
ば ft ; けを の itao 自由は 巧大に a めら れて 巧り、 ♦々£ 自由が 乂乏 ずると 云は なければ なら 《 が 巧 かみる やぅ じな 中る •若し 
一を 乗 W 巧 it 巧が を*! じ 巧 卞る資 巧た 十み じ自 狂し •が 自 g じ 伴 ふ； i ： a をな 卞 らち 其 行動が 政 巧 W なを じ 反する 場を に 自己 
0 巧 位を 固 巧し よぅとは しない ことが 巧で ホ b •此資 化い ち® ゲ巧 する こ i 、 •これ じ 伴 ふ itSA - なすの 能力と •か »巧 .た 巧- V * 巧 
明す るな* となる ので* る •巧# が 巧 動の 自由 わ 1 IWI 小す る ことを K るし むる 巧 》 なじ 始めて 化 巧者は 巧雖 とを*! じ 巧す る資 
jii * の jpjg とを なをす， 0 ことを 巧て ■家 0 巧を とな* 巧な を 十み じ 了解した るを 巧 巧す るので* b •夕 け 巧の 田 ホ 的 巧 巧 Vi ! 貪 
ならしむべき 凡ての 4 のが 現 はれた と！！ め 巧る ので ♦る」 と。 巧す る じ 7 ィブ シヤー はな 巧の 函有じ 反 巧し •巧* の 下 じ ft 委 
者の資をわ十かじ《巧卞ることが肝巧^-*6と見て居るので*る。 

ホはお林巧エさ巧含功じしてな驚巧^:*^^晒*!の*|?たるブリード，，ヒ • ラィン ？ ルト〇 「興論じ於ける巧むと巧引所」 
(Bsks cad 曼 ITS 。 in を， ま cntliche 。 Mcimlng ) と巧卞 る！！ なで ホる。 巧は ホ じな 引 巧 じ 田 卞る興 論の RI る ことの 甚 
だし》を巧||した&. 巧巧巧は*><じ比種の1じ！1卞る專け的な1|のボ十をミことじ存卞ると度じ、 1*^ 巧 5^ の巧#じ 
ついて 度 巧た 加へ •ち 論と して 左':; 巧 > 法べ て 巧る。 「两 家れ 6 ホ義 的な 濟 ft 巧に 巧 ホつ 大切なる 满 M として々 日 内な わでは » 
る 3«濟 じたけ る— る 因子で ♦る。 な 用 案# じ舆 へられに る 巧# は 巧 巧よ > も ー ザ 巧 力と 拓勉と ita と 案と を 巧 求す る 
こと、なつた0 其者の任務として迅ホじがける貴巧なる**+-夕賴と卜斬巧 



化 3 巧 来す る 巧 3 is じちを し •巧 論は 巧 « して 巧る けれど i をれ じは ホは ないで、 巧を むみけ 巧 じがけ る ホき 餐 庭なる 聲 
空を 巧 時化 じ 互つ て 確 巧す る ことが 肝要で ホる」 と 0 

«己じ巧を巧わ專門賃||のま{^?じしてホま會コ ムイルブ •々 ント .プリゲァ—卜巧なの巧理ホにるルードゥィヴヒ-シユ 
ミ， 卜 ( DP 产 . Kfm . 尸 udwig Schm ミ) の r 巧 巧と 巧を お 巧の 巧 さと 囲す るな 吿が髮 して ホ ミ 化な 巧は ナナス H 夕が 一九 
三 S 年に 着手 甘し 失 菜 教巧方 巧から 巧き 巧し* をれ じついて のを » を 法べ、 ライ ヒス バンクの g 巧 ホ じ々 «巿 場 氏 巧と 一巧 夕行 
巧の ま K の# 化を 叙し > を齿 # 巧に がけるな 巧の 谢位〇 巧を たを じて 巧 ミが 巧 An は ホの 巧り で*. 00 巧を の 巧 が 一九- 
四年な^|^^9慶廿し>巧の內で 1 九己五年こをは 一 つの著しき«巧巧でホつた。 特じ 1 九1|11三ザょ.<?化方、巧むの巧巧ぉ巧*して， 
巧び 篇濟 上の 巧 おなる HM にらし めんと せし 先ち 的 r * る 契 行み 巧が 巧 巧を 巧が 巧た ので ホる。 巧 速 w 巧むな 巧は を 巧*** 巧； 行 
巧巧との間の^^駕の範曲巧じめいて度現されたとまムべきでホる。 ナナス田ぶが一 乂岂一一一年から着手廿し失巧巧巧事まは巧 
巧 巧る •奠 巧ち 自璧臣 お 事 策の 巧る •巧を ホ 止 エタ 巧 g •巧 川. をを をみ のな 塞 巧で ホる か •これと 同時に 住！ 美の 
方面 じ〜蠢 機 5 養沾張 S 方面に も 大規巧 9 け 畫がホ 案され、 を々 貪 巧され た。 これず 3 巧 だょ つて 巧 象 掉巧界 はな 
かじ 含まし ホつ たが •これ じ 巧す る資 をは •巧 美の 巧 巧の みだけ でも 一九 己一 一一 年から 一九 111 置 年に 互つ て お 十一な ライ t K . 
マルク じ 上つ た。 れ 五十一 化の 1 f は巧詢 r 巧！！ 供が モ お」 を 巧て 調達し 》 巧 化 S 部を は 田 W 巧 巧 V 3 巧し •々扇 si じ ■ 
じ么を巿場じ資化したのでホつて》 民脚巧行や》 八ム^¢ e ^ i ゃ、 &^々典* 振を局*巧お6なを3閒にお化されたので*る0 巧< 
居 巧の 巧を 調 违わ田 巧 K らし レるな めじは ライヒ スバ y ク のを 巧 •巧 じ ライ ヒス パンクの々 g ホ 巧 R 巧が 大切で ホる。 同 巧け を 
»巿 巧 わか 巧し •圧' つ 自ら 資 をを 巧が し •巧 だ 化の 資を おが 者 じ 巧 巧 かの ffi {且を 巧へ て •資 かお 達を すっ レめ た。 失 巧々 濟 
じ巧をがま乂されると* をれじょつて巧濟巧は活ちが«*巧上し*々11ボ場か巧々巧そとじり， ^^巧を3化き、 一九一一ーニ年け 
来吉 十五な でみ つじ 3 が 一九 111 五 年 じは 巧 己 十 おを-」 上つ たと 一 占 ふ お 巧で 》 1 ののを おめ 巧 巧が 巧 寒され るか じ •み けが 一九 
餘 ♦第一 nl {« 巧な 制に 巧す 2 若干の 巧 判 二 田 I 二 



第 K 章を rM が！！ 梅 二岂 

一二 一年 かこ 持つて おる を融手 おが 漸ホ试 少した。 而 してが 濟 巧が 巧 巧' Mi けな w ホ 巧じ資 をが 巧 巧と r * る i ラィ t ス バンクは 短 
巧の 勞# 供が ホが 卜長巧 じ* 推へ しむる 方 か 2 下 じ •長期を M ホ 巧のを 備に 巧手し、 巧 補助 ホ 巧と して 公開 市 巧な 策を 煤 さ」 と 
としたので ホつ た。 义巧间 をな の 荣« も 一巧が 巧の 巧 興じが つて ホ 巧 じちげ じを いに。 而 して 淀け 巧 巧のを 化は 一方 じめいて 一 
校 お 巧 3 巧 » じ a ょれた のでみ るが 》 化 方 じめいて 巧‘ 朱 丹 至 ラィ ヒス バンクの 巧 巧 宜しき を 巧た おわで ホる。 そ*^ 巧 じめ パる 
银 けの 持 来の ホな じついて 考へ ると、 一方 じめいて 巧を の 巧む 巧 巧む 凤業的 巧 巧の ホ « ぁ b » 化 方 じめいて 堯 けの 巧 巧 巧 化の ホ 
巧 ホ >、 巧 化 « 々の 巧け S 巧務 3® 巧 3 かきな 織 上の 閒駐 もろる が、 巧进 S 巧 巧な 巧の 木 K は 巧 巧 巧ぶ 巧 巧で ホつて •な 州 巧 巧 
と 君が 雲と を 結な し > はつて 巧を む 產巧じ 巧す るけ 巧巧拥 として 養 甘 さ」 とが 篇 苗の お濟じ 採つ て巧夕 るで ホる。 巧け に 
巧して 化 何：^ る 方 巧た なつべき かを 考 ふる 時、 ま 人 か 巧 じ H 巧に* かねけ なら n ことは 巧 巧 煤け か 巧 逸 3 お 巧の 巧 巧の 这め にみ 
大51卜；^したることでホ>» 化つ今日も尙は»をの田民巧巧の巧なの8めじ。すべきみく0巧なを巧することこれで々る。 
而 して 化 巧# わ* 卞巧 めじは g 巧 G るな 人的を 地から 巧 巧 甘ら れるお 巧 巧 巧が 最も 適を なる ものでぁる こ i お知らねば ならち 
巧 四は め 堯濟巧 大學の 持 巧 始巧教 を-- ク リブ シユ〇 「巧 巧な 巧 か 度の 化な 的な 巧」 (口 S 0 召。 表すを ミ C を dst . 
• ch ミ Banlc ミ si ) と 巧 する Jtw で ホ' 00 巧は 今日の 巧 巧が々 ¢¥¢5 度 じな つて 巧る ことから して 法'! が 其 巧#'^ 巧卞 じつい 
て三つ0巧本的^る》 义巧時じ1<房的{:^る闲餐じ巧巧するとまふ0 阳巧の巧一 はち己の化ホは化入の里巧じょつて之をホじし， 
化ん のな ホは 自己 S 巧 巧 じょつ て 之を ホに さしむ ると 云 ふれ 織の 巧じ存 なする •聞が の 巧 二は ホ ホと 巧 巧の 滋 をた 完を a らしむ 
ることの田巧でホる。 闲巧の巧己は巧むお濟の巧巧じ*--巧巧の«巧ホるものでホつて* ^^^るもの 、ホ»か白巧巧濟じがけ 
るとをく巧ることじホる。 み日3々巧が巧。下じがいて巧けの{^すべ夕作なは巧巧怕な£巧し*5^價«を蘿してこれ''*值 
薑出の#<1^¥じ巧车としザみがし、け巧本わ逆巧じ宙みし*ま揉お引を賓^らしめ、 所な*5^を巧理卞ぅ」とで*ミ 巧わ 
り巧務は«めて巧1 で々6*义公巧濟め巧6<をちする。 4^61^じ度じて公的1が巧はれるのでホる》 织け巧»&巧巧巧乂耗* 



と WE 巧ぶ お 驚と 0 二 担が ホる けれども， 其 何れ ジ巧卞 るかは 一 おお 巧め IK'S を 巧ね て 決すべ ir. AG で* る。 巧を のが； tat 巧は 
巧 巧 巧 まと 專門巧 まとの BE をから K まし •稱 巧つ て 単一 的の lii * を ホして 居る。 な S 機 M の 巧の 自由 ホち 的 g 夕は a * 巧に 巧 R 
審を與 ふるもの でない。 巧 じ 巧 巧が の おを の 巧 巧は 人み S 々無 じ » する の T みつて •巧 巧が 田ち じ おし •田家に 巧し •又 W 濟じ 
巧して巧巧；^る：：1|っ曲巧ミ^*ゎ解かし巧《迫當なる入^を»じ持っことが願はしぃ。 

巧を お 再 ホ さじめ ける B 巧の 巧执の 大巧は 上な の* りで ♦ミ 其 巧 < 巧 おおを すると •巧け のち 巧を を 巧な b とし •これ じ 
肉 家が 指導 i を與 へ、 各* xt じ 《ける 巧 巧 巧’ い 素 W を 向上 ずる ことが •巧を の 巧 巧な 濟の 巧本閱 酉な h --- ちて 居る ので* ミ 
これ 巧 G 巧 R •巧 因の 巧； 巧を a 中る 巧 合^化 山 0 おで ♦らう。 


お 终さ I 

信用 統制の 一問 題 

1、 ザ 巧 

なが3^3|い閒超は* 巧来> ホに巧巧巧巧い上から， 义は巧；^4{巧3上から巧«はれてゐに0でホるが、を巧* 巧防お濟い«化 
か 聚を卜 巧ぐ るじ伟 ひ、 史じ別 S な ホか^ 化閒酉 ぉみ 討 甘ざる ベから ざる じ まつた。 

通 巧 政 巧と しての な讯巧 おはを « が 巧と 4 呼ばれ •巧 IKW かを 融ホ巧 3巧 制で ホる。 巧ち 巧巧數 gsw ® をな つてり 的と し， 
お錄 «|| た 用 jsM の 一田 e 二 巧 五 
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巧 を まとして 中央 SUrt の 利子 と 公 阴巿巧 操作 t におむ る IG でみ る。 養では！ 一反々！ i， い 中む ホ 巧た る 巧な よ > して 中 
央iIわい巧子g巧が巧巧巧サられ•十九化巧3後キじ入bては巧M巧わけ巧に公閒ホ巧f^^を-r巧川して• なつてみ磯が巧いり 
かわ* 巧 甘ん とした •又 »H 巧では 十九 化祀 ホから w 蘭 巧 巧け じがいて 么两 市場 政 巧 来資 むした こと ♦も' 巧を でも 二十 化た ザ 
早 ラィ t ス バンクが これを 巧 做し > 米 田で も 一九 一吉 年 311 巧*^ 法 じがいて 巧 巧* Hg 巧"。 公閒巿 巧が 作を 巧め た。 巧し 么巧 
巿場み巧は装乂>巧なよではな巧債が未だ巧巧ならやして、巧ホ中じはこれをなつてす白巧：>る人な的ホほとして»巧する者 
ホ 6、 資巧上 じ 於いて A 資 むさる、 ことみく •まとして 中央 巧" の 巧モ度 巧を なつて 通貨 « 貴 M 節 S キほ としたので みえな 4 
にホ网 W 巧 巧な 巧が が 一九二 一! 一年 ホよ b 公 閒市巧 政策を 巧 じ 貪む する じ 及び， これが 巧 じ 巧 上い ホり ぉお？ 巧 一九二 击年 Q 
金本位な 巧 BW 来 一-これを® して §'い 巧 まを 化め •化 方 巧を 比 反 的 巧 巧 甘し 体明两 巧け さへ 一九二 九 年 巧から これを 巧 W 
して 巧 り、 でも 昭和 入 年 か。 日本 巧む’ い« がする 巧と なつた。 其 かじ 巧を ではな 刑 制が 度が. 篇し たこと A 々る。 

第な 政 度と しての ながな 制は なな Ms 巧を なる 巧 M を摊 法す るを 中む り 的と する A のでみ つて •巧 方を は 巧 t を g の！* 化* 
ま！ の 巧 巧 巧で ホる。 巧む お> はな 田 をれ， ぐの ザ 巧 じ 巧つて！ aiSSS 度を 巧に する けれど 4 •一 お 的 じ をれ •一九 己ー ザ 
0 を* 巧 巧な 来 著し < R 路 化された はなければ なら 《。 支* * 巧む 巧 央け米 巧 や 巧を じがいて K ホず る 巧。 も リか其 適例 
で* ミ 米 田では 聯 巧® a 事會が 一九 呈一 一年の 器 法に よつ て附巧 さた 化つ 一九 一一 宝 年の 餐け巧 じよつ て 巧 化されに る 度 
卜なつてな巧^*;1:じ巧しぞ<|**ホの引上げ、义は引下げを命やるを巧るのでホる。巧をじがいて11九111巧ザのな5制度法を 
巧つ て •巧 W な 度 お® がみな お|1 じ 巧す る 巧備ホ 巧を 灌を s る ことこに。 

巧 巧 致 巧と しての な W 巧 巧 i 巧け 政策と しての な W 巧 «4, 共 じを 曲 11 曲 じがけ 4 巧を 里 化の i に 巧して 何# のが お £ 
ふる1のでない。 巧るじネ日の的<两防じ；；：；巧の«州とわ資とを巧卞る事巧の下じ*>てはな川4^35た史におな1|{*上ホじ生 
ま致資上よ>ネ巧ずる必巧*る.^1感寸ミ 、*る巧巧の巧巧じ於いてじ、 お 


局||^と巧»の*1<?なる者か||巧を占め， をれ巧の劣巧^>る&のか巧化する0でホるから， ！||^63|^の血巧たる —巧巧を有ず る 
巧を のな 助を 無 計 畫の儘 じな 巧 甘 卡> これを' 巧 織 化して 闭巧 をむ 上の 巧 巧を 巧 巧し なければ なら S からで ある。 而 して 巧を の 
巧拍 をな g 化する 爲 めじは を！！ の一无 的なる 巧な を 可 巧なら しむべ 3 巧 州が がを 立案し •をして 速 かじ これを 實施 しなければ な 


- r 一元的 ぉ 養な の 窒篇神 

か 論 今日の々 » はみ 元 的 圧つ 無 計畫的 の 下 じ a かれて 巧る •而 して 其せ 巧と して 現 はれる 宙 ♦むる $ の 中 じは# 巧 义 は 
不可 巧 0 ♦象と して liPS されて るる 4 のが 少 くない 〇を融 的 R おや 巧モ SK 巧は 其 おち ミ &の で ♦る。！ je 巧丰義 g 濟の巧 巧に 
巧いて は 安幸： なや ホの 性の 巧 件 さへ 等しければ 巧 ホの 商き & のを 巧んで 巧 化し •巧を の 用を を 巧 巧す るの がサ 巧で ホ. 0。 又米鑛 
度に ホの 貝 占に 巧 金を かがし、 鑽ボ ちの 房 じ 雄み ほ活じ 巧を* 供が する がかき；；^ も 得る。 巧る 巧が 又はす 巧を のま 
として i されて ft る々！！ 上の W 巧は 田 巧 g 巧の 化 全；，— 巧 達 のぞ 防で ホる か 特に 格を め 巧 力 g じがけ る 一大 W 巧と U るから •- 
これ 卜絕 城して 巧 無なら しむる 毎め じ 一元的なる ホ ーー ホな の 巧 巧が ホ 巧され るので ホる 0 
おを 的 SS じがいて は闭 ホの そ 替を能 当 一て 的 3 揮が す 巧 缺の巧 かで ホる ことは 巧 か 巧 マ 巧 局. 3 巧む じ ホ 逆す る 巧で ホろ 
巧 gsa わする 小 ホ 子 •「巧 軍 巧 麻の ホ g とな 山な 神」 や r 网巧の 末を とな 巧 化のを 巧」 や T 巧 化國巧 3 本 資と持 巧 » 路」 などを 見 
れば •巧 巧 g 局 者が ネ拍 ホタ的 持濟觀 を々 する ことは 巧 かで ホる が •其 化の 两 巧が 濟 じがけ スホ巧 わ 巧 a する 者 も 亦た 多く 化を 
« 主義 的 括濟麵 巧 巧と して 其 ホ 巧を » 看して 巧る。 而 してを 巧 ホ# 的烤濟 曲は 今日の 巧 本 ホ ち巧 巧の 巧 巧 的 角 神に る 個人 ホ義 
的. 自由 ホ ifSK 濟 ■ じ f ずる 巧坦で ホる わら： み 者の 問に 巧な の 現 はれる のは 巧 巧で ホ \ 1 ホを なつて 化 方 わな 巧ず る 0 

♦錐！！ 二な 用 ttMel 两題 二 



第五 ♦を！！ 巧 M » ♦ 二 田 八 
冉其 でない こと 4 ホた ミされ て 居る。 

を»巧じがい ては巧丰ホ義的篇濟の^^:*;^が多«のち己資本と巧大なる々ホ巧丰とを擁してホ融巧乂家の§§|5;^ を * 巧 
したわら.々 一一 資乂 家の 俩人 ホ義的 •自由 ま 篇 S をを fi - H * 的 g 濟 親 をな つてみ 撃す る ことじは 困 11 が® はる 〇 馬場 g * 
巧が々 » 巧が 法 おじ 失な 甘し ♦情は 其 巧 巧なる 例 田で* る •又 If 巧 じがいて ナナスな 黨が 巧け 1 {驚を ホ » しながら •一九 吉巧 年 
のな 用な* 巧に これ V . ま廿ざ 6 し 巧な の A の I 亦た ♦融巧 本家の まなる ミが これを 化 止した からで ホる。 わ、 る闲難 kR 
めなが^^巧は巧じ 】 元巧み歷3!^の1<^をま»サんと卞るは1|巧な濟の根乂的巧ホが度あして居>* 而1をれが蕃の機6た» 
ふるもので ホる と夕 へらる が 巧で みる • 

を！！^ 一元的なる# は 化 やし A 巧 本 ホ iW 巧 ゎ w» する もので ない。 巧 じ ま 巧サん とす 夕 巧の A のは 巧 本 ま！！！！ 濟の巧 木た 
るをおれホ«と巧巧の自由とろ1つの《で前者じ||れないで、な者じ»し巧来の自由ホ義じ化る^|5*的要棄.^, ミして巧巧卜加 
'へょぅと をよ の T ♦る〇 印ち 巧巧巧 末ホ義 としての 巧 制な 濟ゎ I 巧 面の！,^ をを する の T ホつ て、 現在の 巧 木ホ藝 K 濟を g 本 
的じ變巧卞るので^^く* 田家の巧ホじだサざるお占人の望と巧蓄とは||ミれるのでホる。 巧じを窒義的巧濟觀じ反巧 
卞 るを* K 本冢 と*〜 巧 本 ホ 巧 時 巧の 拐 巧た ttll し 》 巧な 資本 ホ義 としての § 巧 濟の木 K 卜理 w する じ まら ば •必中 や •其 g 
濟觀ゎ •{ミる で ♦らミ 今日の 夕 HR 含の 巧 寒し •因な g 濟 S のる ミを 一を 蔓 をして 其な 度を 窒サし レる まの 
機 ♦て* る。 

ミ、 一^な 気き 者 

众麵い - 无的#8|{トミ卞るじついてだ何人をなつて其ま者にらしむべきか。 巧苗では大^ちじ巧巧巧餐—さ-巧押巧む—* 


ホ巧をわ巧 ^6^^»じをちて巧^:おおわをなし* !し、其ホに特！*巧むじ巧してはをれ，*\の巧わじを巧を卜租いてホる。 纪 
巧 巧に 檢ま R を® いたのは 昭和 百年 五月の iWS 巧 正は おでみ つて* 昭和 曲 年な に まつて 渐く巧 巧わ抹 して か闲 巧む の 巧 末が 巧が 
〇檢査 i で〜 » 斤 する こと、 したが、 それまでは 换 をた* はな だす 十み で ホつ た。® ち 田* 巧 巧 じ 巧して は 明治 お 年 十一月の 田 
化お巧巧例じが い て年巧回な上>巧あ負化の{^巧がを巧«巧じ»化す ベ き ことをなじ、 玫巧は これ じ よ つ て爾地檢ををなし* 
蓄と年 十-- 巧 小 R 化の 巧 巧 ま 巧 受 ゎ 巧 《として 巧 八 年 i 貪地换 をを 巧 ふこと こたけれ ど、 两ホ 巧け なか S 巧朽じ 巧ず 
る 换竟監 # じ まつて は 何等の が 巧が ミつ ち 南く 明治 二十 一年に まつて 巧 菜 巧が 窗の巧 巧 ゎを じ‘ 明洽 二十 ホ 年 一巧 《行が 例 
0 施わ じ よ b 大藏を は||<^ま 卜執れ卞 る こ と ^ p * つ た 。 巧 る じ なわ！* が巧ぶ の ホ巧と な る じ 巧 ご 、 按る監巧卜十み 
じ 出来。 くな つたから 》 大正 巧 年 じ大 R を 内に々 ttws の お金 E * 專 巧の 秦35 だか 巧 かれ* 巧 大正 五 年 じ 大« をに 巧む 局を 巧 お 
し 》 E じ 昭和 二 年の み M る 巧 巧が 義ち充 K の 巧！* じ ■じて 巧 化の かく* 昭和 一二 年 五 巧 巧む 局じ檢 巧な がが 巧され たので ♦る。 

おちは に ミ* 一の 巧む 塞 S びな わ奪寫 S きおを 单* を 專巧ゼ しめて お ミ 護が 郑 がな 说摇 かな よな W 奮 巧 

終 t 巧が お輔 おな' た*}。 巧む 局换 まじめい ザ-巧.。 巧の み 査‘」 一巧 的 お金で ミて. 巧 あげす 巧 曲は 大藏ぞ 所管の 下に* る 
特巧 がわ •普 巧 巧 巧 •巧 養わ > な 巧 台せ. 《巧 时お识 なな ♦ち 無 «雾 .巧 债巧巧 倒 K 巧* 巧者と >大 な •賣巧 ホ 巧の f 
お E 巧い 下 じみる 巿巧 化な 巧 化合. 產ま 化合 中央を 巧， 巧 用 巧 八毋合 6 ホに を ま 化合 中央 會の巿 巧 ホロ 用 契** 丰巧 巧に 瓦え 
化 内 昔 巧な 巧 S みはを 制 上 ガ# 巧 3 みが 巧査 を ¢1* を 冉 し， な 化じ大 w をと 巧 方 ■との 共闷 おな ツ」 とじ U つて 巧ミ义 持巧麵 
だに 巧して おけられて みるた 巧を 巧度バ 明治 十 S 年 二月 》 巧 潰 正を 巧巧谢 化の 店 かた 始められ じので ホつ て 》 巧 時は 巧 巧 だと « 
し、 巧けじ一香の巧巧をた应いた。 化が巧をは明治^-お年一 巧じ《止されてを巧杞錄ぞなゎ、没巧じ»卞るをなは丙サ餐け巧 
例 か 6 用し T 菱 けつた けれども* 明 お 二十 年 セ 巧® 6 S 巧け 巧 ミ勒 巧し S 行を を 肘 S 別 Is 下 じ 置く や •亞军 
一年 ご 頁を 學 巧を 巧け てを 琴 M 度を 空 柄し •巧 巧 じ まつて 化 巧 例に よる 芭理官 一ち わ 巧々 した。 現を では 大 W ち 巧 行 

餘 ♦第二な 用統 M の ImB 二 円 九 
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CSW が 同 巧のを 澤 目を 命ぜられて 巧. 0。 日本 法た 寞 をけ 巧 お 卡五年 十月 同 巧を 立と 问時 じ呈巧 わな 押 巧 二十 I 巧 じよ h* 
巧々 巧みした もので ホる。 常 巧は 一ち で ホつ たが* 二十 二 年 入 巧 じを を 巧 巧して I 二を と；^ し、 更に A 致 あびな 巧に 化 巧 巧が 巧 雪 
されるや、 ^3^:巧ホミたは1||3^が巧时#だをしてこれら巧か店のを巧をなさしむるじいたつた。 昭巧とザ々巧日本巧巧8巧巧^ 
の ホ 正に 件 ひ •專 かを 巧 だ和 面 < こと、 な 班； まだ 中 巧を のま 一巧を これ じ 巧みした ので、 現な では 巧 巧 じ 一を h 外用 じ 
一ち (財み を ゎなつ てこれ じ充 つ】 0 を 巧を が 存在す ミ 日 末® 巧曼 打の 監巧を 口 巧 巧 己 十 年々 巧 向わ 巧な と 问時じ 二 巧の 巧 命 
も 6* 大正 十 年 日を 巧 巧 巧 及び 農工 巧け を 併に 曲す る 法律の おを さる、 じか ひ •同 巧 ホ ホ ま 店に ホ 方ち 导肯が S かれぅ」 と、 
r •つち 巧 在では 中た じは 巧； S 奋を 一ち ジ J れじ 化か 甘ら た 化 方には 巧な 巧# 巧を か 巧 方を 孕肯 化を されて ゐ る。 晨エ巧 
行 W ち If をけ 明治 二十 九 年 四 巧 公 ホの >エ 毎む 法 じ 巧つて 巧 方 商 寒 B 中よ h 巧な 卞ぅ てこ。 つて 巧々 •同 わ 巧が •时 巧い A 務巧 
ちが こた 巧々 され* 0。 日车囊 巧け’ 3 薑 をは 明薑 十一 |幸|二 月を 布 S 塞-巧 巧む 巧に？ 巧 f る ミ？ ホつ て •現な 
は巧；i:^K^♦^だ 一 ぉがこれぉをザられて居ミ |^|?巧がを巧を12明治|11十二年セバな餐巧##を中よ6 1 を.2化みホ>， 巧後乂な 
ぞよ>全 名が巧命され> 現なではl^flf^j巧.爵務§あホg♦をピのl香か其鑽じホミ 巧が巧むたななけのを四十巧年八巧 
同行 愛と 共 じ ssg 巧蹇の 下に 一ち の 店 巧を が 巧言れ • g じ奎十 I 三年 セ パ 同行が 大篇 省を S 下に 巧 かる、 じぶ び • 
大藏ぞ よ 6 A 1 をのを 理 をを 巧 命し* ホで® ■よ 】 ち 巧みす る こと/一なら， 巧 化では 大 W ホ 巧を •巧# 巧ち^^ 

爱 をが 惡 され 5ぇ 程產護 拿 央ホ营 美 军二年 セパ璧 と？ s 寡 ま g 巧よ 6 1 ち 巧 G む 

巧を か 巧を された。 前者 卽ら 巧 i 巧みされ たるを 巧を け ホ 巧 化を » 長が が數じ なき* 巧者 卽も乂 « ちよ > 任み された 4 を 
Wia は 巧 をが 蕃 U 李ら SG ミむ。 5<s く •巧闽 S 巧 K 琶薑な S な史が A じ？ だけ ミつ て、 日 

木# 巧は 巧 接の BSK ゎ 待つて 巧；^ い〇み MAM の 巧を を 巧' ダな つて# じみ MUM。 巧を £ ホに w 寅 性 ゎ 巧 持し* 化 巧 ホ 又は 
《ホの ？5^>>摊|| する QAG&0 とするな ちけ 巧 在の か > 冷まに g お 度 0 下 じこれ み R 巧に 行へ ば ♦ちる で* らぅ。 巧れ ど iA 


酿 s 1 无め巧 换を實 巧 サんと 甘 ば これ だけでは すがで ホる。 

余は 巧 か 中 かなわた る H 本 巧 わじな 用 巧が S 巧當 またる 巧 務ゎ男 ふるみ 必要を# やろ 巧 i 中央 お 行の 巧 務は巧 お 度卜 痛！！ 
し， 化つを»«を後の巧みにることをなつて中むとするだけで^;>く、巧け巧家の々»|£3|じる巧務たも巧するも0でホる。 巧が 
日本 巧む はな 時 じがいて は 一ね ち 机 おけに « する お 巧 的。 ま 持ちて あつたが •巧閒 巧む^ 資力 增大 する じ 伴 ひ •これ じ按 巧を 巧 
ふる 化 巧 ホ a にな かし、 現な ではみ M 巧 巧 一 かきが 巧 巧 巧の 房 じ お 閒巧巧 じ 巧し すみを ゎ 巧が する じ 止 i \ モ 巧は 民間 巧 巧よ 
>ま*15*をゎを入れて居る。 又按な外〇巧エ巧ホも0本巧が。16^ホとなるを巧るけれど1,巧房じ巧いで-化«のお引者は 
宙》 て少 く. 巧つ て 日本 巧む の 巧閒访 をは 巧ん どを 巧が 巧閒巧 村の ま 拂巧篇 をで みつて 巧が 巧々 として 受 入れて 居る。 これに 反 
し •日本 巧な と W 菜との 曲 巧は 巧が として 巧を 了 ホつ て* お ホ 《巧 巧 かた々 日 じ まるまで 闲 がを G 巧 巧を なし •をれ じ附 巧して 
八ム巧^^を1お«つ て巧る。 而して闭味をは乂正十 1 ザ网巧なホ日末巧けの政巧巧をとして巧又甘らる 、 こと、 其巧當巧 
巧を として まけ 入れに る iG は 無巧总 れ ども， が 化’ い 巧を 巧ら 巧な 巧を となれ る をい じ 巧して け 利子を ま# ス 共に H 本 g 巧 
じめいて 巧 意 じ* 用す るを 巧る ので ホる。 而 して 政府け 一時的 じ 巧 巧を S 献乏 か. ホし にる 場合に > -會 巧が 度の OJSW ゎ條 ホと 
して' KK 巧 巧 券 > -發 むし 又は 円本な むよ A 借人を U すを 巧る 0 でみ つて •大巧ち 巧 巧： i - 日本 巧" じ 引 まけし むる こと も 亦 — -A 
h 、 巧に 巧 年 0 ホ 字 公が-い 君む かれ 方な によつ て 巧る ことけ 人 0 なる 巧で ホる。 日 末な むじが いて 引を けたる 乂お巧 巧を ホ じを 
抗〇致 お 手 おみは i 政 か 改 をに 巧 入れる ので ホる か，"、 致 か 巧 ホは 巧が ホを 巧 入れた る f び 大な巧 巧 券 ホ じを 伉い 夏け され 
たる 巧を に K おし 玫府 小切手 3 S 化しに よつ て庄 みされ てむ く 巧で ホる。 巧， り 巧が H 本が むはが むい 法け (を 0 b 5 kc 7- bs で 
たると おじな 巧-い 巧む つ he ち verni ミ rslo たる 巧に じ ホ 6、 々日' い# 巧に 於いて じか 巧。 がが t して G 巧の が 盛で ♦る。 
■5-6^ 巧け か玫 巧と 巧 HU 斗る 执巧 S 下 じ なつことは 巧 も すれ ゴ巧巧 制* 巧 持い 巧 巧 卜閒巧 甘し レる に まると なし > 中た 巧 行 ' V •政府 
0«巧よ>»ホせしむべ&を巧くホ*6、 义をれ.ゲ»施サる凤もホつたけれども* 現時0かく巧巧に打巧0«用を要する店じ於 

•隹祿 第二 化 用 の】 田 ■ 二 五一 
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いては •$ 巧む 3 田家 M 政への S 8- R は絕巧 的 じか 巧で ある。 せじ まなむ はみ M 0 最後の 巧みと して K 家时 反に ちしつ 、 K 
§« 巧轉の 巧み ぉを わしなければ G ら S こと、 なる。 而し てこれ 等の 一一 大巧# は $ 巧 巧 のな 川が が 力 か « 化して 始めて 十み 
じをわし巧らる^^のでホつて* 巧しをれが««^らけ2!{^巧れ1い*!^の巧乂にょ^» 巧は， か巧巧むま巧の店宙じょ h . g „^巧わ 
0 方 かじな 巧 又は チ 巧す る 1 み 巧の 出現が 可能と なる からで ♦る。 巧 苗 じがいて は K に 昭和 セ ザ ホ 巧 資本 进巧 防止を ゎ衣ボ 
し •か K 巧 巧 > 外 BS 巷 •又は 外が ま 示の 巧 巧 其 化 S 浸を 日本 餐赛化 度 巧の 巧を する まじ 資 巧すべき J とを 命中る をなる こ 
と、 し > 巧 昭和 八 年 五月】 日ょ >窗 施 甘る か WS を 梓 巧に ついて； 2 •昭和 < 年 四月 二十 六日 附乂藏 ちを •か 闻爲を 巧 理法に 31 卞 
る 施； じがいて •大 藏乂 巧に# 化すべ 》 巧 巧 申 巧！！ は をを を おの 日本な けを tt 巧す ベ ミ J とを 巧 的 •又 同年 五 nc 二十四日 巧 
々ベ团 巧を 巧 SWWJA ® じがいて •其を 貝 十二 おは ■巧を HW ずな と 日 木 巧 08 巧 及び 巧 田な 巧を なつて これ じ ホつ となし • 
巧は 网日附 G 扣を外 巧 巧 債を 貝を M じがいて、 これ 4 .組 g ずる 六を な 巧の まち 中 じ 日本 巧む 巧|85| を 加へ て 居 \ « じ 巧 和 
九 年 巧 月 セ 日 W 法が 日本 巧け々 H 又 法 じがいて •致府 は々 两じ巧 存卞る S め 大« 大臣の 巧む る 巧に 化 ba 蓋が をして 金 k 
ち人れ之-^巧巧甘しレること卜巧る育を巧ちし* 巧闭径|$:?^{ぴ產をの5|!^8|{の1|*卜日本巧わじ掌巧サしめて巧る0 0ん1^5擁> 
G 必巧 上から して 特拼の 立法を 見る じ 至 6, なじ 巧 ホの 自由 ホ義じ K くみ* » 策に 一巧！！ ゎ 生じた ので* る。 なじ 其 上 じみ： g 操 
篇 S 貪 痛 t 日 丰巧巧 じ 掌機サ しむる ことは •比が 巧に ー ホを おわる IG にる じ a ざない ので* る。 

— •团 巧に i するな 用の 宙み 

中央 夕 打が 闭 家け 致 W 巧理 じついて « 巧なる 役 S をな 十る む S 所は R じ；， ブポ ゲ； ナか英 w 巧； t * 策の 硏堯 じがいて 巧 化 
したる 巧で* る〇 彼が 皮く 巧 0 化く 巧は 法律上は ななに る 民！ Ml 巧で わる けれど〜 H 家 G 出れ 事務を >* サ しこと か 



ら • r め 二 巧 年 0 君達の 問 じ ホ ホじ两 寒が 反と 級け 0 をれ とが 不可み。 一 ほに « なし •第け はが# け 皮の 凑 じがけ るす 巧ない 
一因 じる じ まつ；！」 ので ホる。 而 して 化 お* は 腐 讲乂巧 託闽の 中央 巧 巧の 巧を する 巧と。 b •巧 じ®*®' じよつ て 巧 度度 的 巧 
ホが完巧した。 かしお巧巧の团夕がな巧巧に つ い て 巧巧*^^^の巧 へ た る敎詢は巧 々 に し て誤»され て & る。 卽ち中央巧むが巧 
家〇資 を 巧 ま ww となる ことは イン 7 レ I ン 3 y を 巧す 巧 因 ub と 31 甘ら れ たので ホる。 巧捏 巧を^ ホ W をなる と •ライヒ スバ 
ンクは 巧 家 じ 巧して « 巧'*- する ことを なつて 巧 1 0 巧 巧と 考 へ、 巧に 大篇巧 お W 部 券を 巧 引した。 而 して 巧を む 巧 W ホ 巧 高 
はを おこ 悔 おを fi ね •巧 W 巧が は 巧な じ ホぐ じ 巧な をな つてし •碧 巧は 「が も ナイフを W つて 演中 巧が いお 供を かき i はしに 
るがかく」 じ：；>つた。 か、る巧巧がをれピ》 これをなつて中央法むが致躲货わい逛かじ化なれたお巧でホると巧めるいか巧ぷで 
ホつ て •一九ニ ニ 年の ライ ヒス バンクの 自 ホが 法は 海む 巧 ザ WV '- 巧 寒 S 巧が 滿 から 巧化廿 しめて 拉 >、 又 巧を 化 巧に 助す ス>|^ 
家を 負ら 一を 亩 年の ライヒ スバ ソク化 茲じ當 つて 闲 ホの 巧を 深け い 巧 巧 巧け か。 期ぶ する じ 巧 刀した。 货れ どら インフレ— 
ン ■ン の 巧 因は 中央が けが 肉 寒の 巧大 なる 巧を 廉巧 じ跑 じた ことか 唯一の ものでは な <» ザろ ロバ I 卜 . /3| ルの 云 ふかく • 
巧を 3 巧 巧 篇濟的 CS 用な ぶが お？ 询 しご」 とじが する ので ホ*^。 され ザ」 をみ 闲が ル— ル 地方の 違を 巧け してから •巧 巧曲援 
卞のホ 調が を 斑と。 つた。® も か 巧 巧が ホに ホ產巧 力の がまに よりが 巧の 增 化と 巧 巧の ホ かと かち かを 巧つ 能は ざる じ 至 b •こ 
れ じよ h 巧 帝に 巧す るけ がが 巧-たはれ •巧 满估 じ：^ を かけ 心 •となる のか 冗 巧で ホる。 なじ インフレ— シ a ンを巧 山 甘し め 
ざる 径 めじ 巧 力すべき も 0 け 化 策な が 及びを 產 タカを 巧 消せし めざる ことこれ で ホえ 幸 ひ 巧 聞は 人口 觀な U るが ホ じ 牛 蒲 《力 
0旧汹じついて|||® 卞るを巧し^‘*い。 をれよ6もザ々を巧^?=:^ぶび巧储巧满0«巧と巧致とか巧巧でホる。 產巧需及び*销巧 
巧が « 巧し 巧發卞 るな めじは これに 巧ず るな をの 巧が 含 お# K らしめ。 ければ なら C い。 が 巧、 中央 級け を ホら ゆる々 い 
中む じらしめ 一巧の ig|B 々をた 巧 巧 じ 巧つ て 適 巧に 历 々甘し むる こ i が々 巧の々 な 巧 制’ 2 巧む。 b とちへ デ-るを 将 r * いいで ホ 
る。 な 巧 机 巧 用芭， zszbarichusg ミを を ミ。 でを 己 ■は 巧り。 巧 巧り 一つと されて ゐる けれども， 巧 じ 巧け 巧 巧 

公 A 第二な 用な 制の 一而 坦 二 お 一二 



第 置 章を at なが 潰審 二 五 田 

やを 閒巿 場38 作 だ W る ミして 遙 資が团 G 5 G 利用 ミ？ 描い。 な資 S S 用 U をを 闭典 ••症 ミ裹じ W 
用す る ことじ 存 ずる。 而 して 一 闽 igg 資 をを 凤巧 になつ てを 巧 じ 巧を しこれを 巧み じ 法 巧して 始めて K が 巧 持 〇巧務 i ホた を さ 
を巧る〇でホる。 】 闭^}§^§巧を5お巧；<*る巧みを<現する方法としてをは日本巧むのな用^巧を提巧したい。 

巧に詢ム所知们用巧巧巧はなて巧をいラィヒスバ 》クが巧^6{|<:巧の召めじ巧けしたな用巧巧巧 Fcrcdhkiinglicnlnw や. 
な 用比苹 制すを ミ ニ〇 至 es さの 化き i のを 唐 ホ 卞る〇 で G い。 ラィ ヒス バンク か 一九二 巧 年 巧 月 セ 日 巧 巧の 巧 化 商を la&t 
甘しな刖5&|*巧は#£がの安巧を|^9?廿しめなけれけ；^ら0ホ巧の巧のホ$£^巧でホつて* ^-^巧巧^度としてなめて巧主しから 
f る 4 のでみ ると、 巧； ta 巧が 自白して 居る。 かし 余が 巧 じ ホ 巧 甘ん とするな W 巧を 巧は. 5-^ 巧 巧の ¢5 巧！！ 方法と してや 10^ 
じ i ホ ホ 常時 じ As 施さる ベ 3 方 巧で ホる。 文 巧を ではな 和 M な-い 手 ほと して I 九 二ぶ 年 ホょ でな が 巧 ホ 策を 貪が したので ホつ 
たか、 余の ホ 巧ず る 口 州な 當 策は 闻巧 上* 巧 巧の 巧 無 i ,* る 巧 巧 部門に 巧して けな 州が K となるべき も、 网巧上 巧 巧 ホの みさ ま 巧 
巧巧じ巧してはな用«巧と：；^るのでホつて、 -時的じ資施ずるのでな<, 记久的め方巧にらしむるものでホる〇 

NT な 和な* い 一巧 案 

中央巧わをして 1 元的を；1巧2|の嵌巧者にらしめ， これをして 1 »のな助巧をが闭策に巧つて^?::^じ巧5サら4、やぅ化|6サ 
しむる谷めじは巧菱たる巧烟な||卜»ホしなければ。ら《。 日本餐けが現じけつてゐる§3»だす十み；^ることはち.^ょで 
も4^い。 巧じ巧閒巧けのまミ街をををれぐの巧りの伟巧の«じがいてま入れてゐるだけで巧して何の化巧力が*らぅか。 を 
々3|0じ巧して»力化つ#5?1的；^1〇巧おた>けし巧る巧'>が巧巧して*始巧て襄濟巧門のを度じ瓦る}||^した巧制が巧巧と 
なる のでみ る 0 


な MK め！ MW か 一九 墨を のク a スマスの な 時 大食に 決 » した 巧な 網は 巧 巧を 的 指 巧者に る Ksri を 2 •。のをを 巧つ て 
「ド •マン 許畫」 と ザ ぱた巧 6 の话ん どを R じ 互つ て G ホ ホのを てと して 巧 上のを 目 於 巧いて 居い。 化け 畫巧 明た なると、 S 立 
巧む が 現じ 巧つ てるる aisli をす 十み？ とし、# じ 巧； 行 巧 ホ じついて 0 みで；，* く、 巧 本来の 円 的；^ るが 巧 G 巧 ♦について 0 
な 用み 田 じ ■して i 同な じ、 R 巧む S な扣方 巧に 巧 巧 ぉ與へ 巧る やぅ じサわ ばたら U と 巧べ て々 る oulcijjl じ 仿卞る i ので ホ 
る。 而も巧る，巧巧わ與へ巧る楚じ至ると>な巧み|1じがいてはむが3巧巧わホ巧し. ホ巧巧は村化3巧理. 班みをな共^^*と 
してれ g するな め、 か 巧 だる 方 巧を g やべ しとし、 其方 巧の まじる も QS 巧 一 じ 肉 立な 州院 のがを を 舉げて K る 〇比肉 ホな 和な 
は 巧む のな WSKe ちけ ■,! の 巧 巧 じ 巧は サる ことを 巧 » とし、 巧な 目的め ための 立法 じょ ゎ、 おは 巧 ホ S 靈を 受け •をれ じょ 
6 •琪 ち围 おしてな 財 巧 占を 巧 ふ 大巧む 惡 ほ S 巧 巧 じ ■タミ Kg を 決を めじ 巧へ 巧る 化 巧を 自己 S 手 じ 掌«卞 るので ホむ。 
余は 斯 るを ttlas を おは* 斤 極めて 田 « で みさ J とを •巧 化の 通 6 ナナス 政黨が 皮 揉た « る じ 及んで を » 巧 時の ホ 巧を 巧棄し 
にる IMK や •又 巧 « じ 於いて « 巧 木 前* 巧が ミ 聞 巧 案じ 失 化 甘し 例に おして 巧 巧す るが 巧に •巧を たが 太 巧 じがけ るか 化く • 
巧が. 3 巧* た 曲め-'‘ ♦がら •をれ じ！* 力 r ♦るが 制を 巧 ふること を史 のす るまで ホえ 化な かからして 巧两 すろ 巧の 巧な 化 麵は左 S 
巧 b で* る 0 

r 巧巧のな法をなつて@ぞ巧巧を制ぞし、 々»5{!<^の*<*が0:乂巧わじ附巧すること 

一 r 执を わなつて 信 巧 管 WiiW 貝會だ おを 制ち し > 大« 大臣 じ® じな W 巧を GSNT 共 化な W が理に M する* 要 事 巧 ぉ！！ 
全審 » せし むる こと。 比柔 なは H 巧を 廳巧ず K •日本 巧む 總 巧を なつて 之じ充 つる こと 

ご|> 巧けを施わな化、 ^?^*5{わ巧施が巧則> な巧ま法施け巧助* 產巧な合巧施む巧圳" 產巧せ含中央をが法施。細3|* 無盡巧 
化 施" 角 則 及び » 別 g 行 E 理を g # おを 2 巧 正を だス » をの かを 2 み査芭 W わ i 巧 おじらし レる こと 

餘« 第二 巧用統 Mc-mn 二 五 五 



第五 車を M なお！ I 禱 二 五々 

日本 巧け じを « 巧 裳の W な六财 興す S 毎め じ铃 巧の 立法を 必巧 とする ことは な 巧け のな 巧 的 性 巧 わ 巧みて 巧 かで ホ 4 ジ •な 阳 
宵 巧 法に 巧いて をむべき 巧 巧 事 巧は み 巧が 化 巧み > と 巧む る 巧は 巧を 巧を して をれ じ 巧す る 巧 出 お 巧 止し、 巧肢し •巧 
は拍 巧す るた なやる を 巧る ことこれ で ホる。 而 して 巧ち！®! 5 の这挥 •それに 巧 する 巧 曲の 巧 止 •制 故， 巧は W 巧ず 诉巧 C がい 巧を 
は大篇 大臣 か t な 用を 巧を 貝 台に 該閒 してみ をす るので ホる。 而 して 羹 負に 日本 巧； みな 巧 巧を 巧へ た 4 ことじつ いては 
巧 巧を 巧し ない けれども •其な のを 貝み® 3 KU 1 I の 届 巧を じ 限る とし •巧 問 K 巧 寒 又は 巧閒を M 巧ち わ 化へ ざる ことにつ いては 
これを 巧る をが* ろか〜 巧れ。 い。 化し、 巧閒 义は 福を Mi は 巧 巧 迫 及を：：：： 的と して霎 じ 巧 事す る 入 ご ミが 巧 じ • 
自己^ 巧な の ♦がる やぅに 持 巧 生 巧を 精巧し、 « 网甘 しめんと なする のが 人 倩で ホら え 巧して 巧ら ば これ 巧の 人々 を 巧な とし 
てな 用 巧 巧を** する ことは* だ 危橡で ホつ て、 これを お 巧す る 巧 由が 巧 じな 出さる、 吿 で々 る。 化な W 巧 巧 f を U 巧 お 巧 パ 
じ缺くべかじざるを查1|«で々つて、 -^进むなが巧巧わホ巧する「ド . マ ソ*:*」 じ巧いてさへ、 け^^一貝をを巧けて网立な州 
な S 上級 だ 共 とじし、 化 巧 ホ 0 をな せがな W 巧な わ 巧 ホな 川な にを 巧し •锭制 じついての 適を G る 巧 ほ？ 巧 施 わを 巧 T そ 一とを 
» 言して 居る。 巧 巧が 一九 一一 一四 年の な 側が 度な にょつ て闲 内を ttirgs 監 巧が 制を 强化 ずる こと、 したに ついて A が 持 お f 曲と 
して ラィ ヒス バンクな 巧を ® oK とするな W が 巧監 SK5(>C 至 0 す S 3 こ ミ &2 Kreditwcsen) を 設けた。 又が 太 巧の な 用 巧 おに 
めいて4大段^を設けて巧お巧曲として防る。れ大巧合みは大篇大芭》巧な大臣，協材巧は大防あびが太巧巧わ巧巧の円お/'- 
なつて これを 巧 巧す るので ホる。 之れ 巧 S 度 飼を 見ても な 用 巧 制に ついての わ IMG 化® か 巧 ザ 甘ら る、 では i ：* いか。 

ちじ 煤け 施け 和 則ぉ抬 めみ くのを »满抽 お « を 纪のホ 正 じついて は 上进〇 巧ない 一九 一二 巧 年 十ニ パ 五日の 巧 巧を-い々 じ、 
化 ホな ホ团田 一九 己 五 年 八 巧 二十 S 日の 巧 わ 法 及びが 太 巧の 一九 呈ハザ S 巧 十二 日 (級が 法規が 乂 いじ 參考じ 巧す ぺ さも 0 で 
ホる。 これ 巧 111 闽 のな けを おは 巧が じる 所 甚だみ きものじして， 何れもが 目 かとする 巧は 其な 時の 巧む 巧 巧を かを めじ 巧 巧し > 
巧 巧い 反 化を 巧け •讶 ぶを# い 方 巧を 化 一し •巧宋 がな 濟 上の 巧 巧 巧を をけ する じ 巧して々；*" がを 巧へ* お即 巧け >--£^ 巧 巧 


织ヴる^巧义ご中巧巧券银"と巧宋と《础巧を巧じ巧ぶし，そほな巧0公な5巧面にめける巧广-;^る现化的巧務じ巧して巧巧 
ょる 巧 咐好巧 h い 巧 巧備 .がみ 化する じ 巧す ぶ。 な 中 •げ太 巧に 巧いて じ 一九二 六 ザ お パ 六日い ななを けつて a 券 巧り 含げ 太^ 
たけに 巧 一し* これに 學 けの 芭ぞみ 制と とむ はしむ る こ t こし •かけ M 年 化 巧と H 及び 小ー バカ 日のを々 じょつ て 巧す で 
を 巧 巧よ なち 衍 化か G 取ち 巧を の 巧 用 > 一入 じ 巧す る 巧 化が ホ わ 班 おした のでみ つたが* j を吴 至ち 十二 日の 巧 巧を 
は 巧 ホ" 坊ぜわ 巧 おとし プ 7 ッ シズ ム G 巧 神に なつて 法む のをな が 制 ど j » 巧 化した もので ホる。 新を をに 巧ら むた る 巧 巧は 「ま 
巧が 巧」 と 石 所が 理 の 冉別 じめいで も かにな W し 巧 ミ 「朽 W 巧 巧 ミる 言 巧け 巧 ホ ー巧 じ 巧 なれたる 巧を じ 巧 ひ •な 攫 引 
の ホぶ と 方を と-い 內 じがけ る 牛： ホ 補 巧 ホ 巧 0 巧な じ A となむ るので ホる か、 「な 闲が 巧」 じる 言 巧には を < 巧； jh ろ 巧を か附 巧され 
てゐ る。 卽 ちそれ 4 .毋 じか-ホ 拍 巧の 補 あ 手な* 巧ら 手 巧 i はな 中に* な W 记引 (施ぶ ホび 方を をな つて I つのが がされ じる 

々ほで in geschrsens 05 ミ】 •巧 もが 巧 巧に 巧 列され じる 諸み 子の】 巧ホタ in ザ ま 3 <on 〇 ミ nistorisch S たす derten 
ジミ n 】 京と 巧 3, 持 別 じ 規正 甘るな 埋’ い巧爱 とする？* ミ 巧 冬 班； 接濟 じを 技巧 巧の 《に 於け る 新地 化を 示され •巧つ 
てホ產 じ 巧す る 一を い 祝 かめ 作刖ぉ 巧す だけ じて 巧# なる G で；‘* く •ザろ そ 巧 巧 巧に がける 1 巧 巧を モ として 》 义 を 巧 巧 
じめ ける 公な 巧 ザ® い 巧ち々 子と して •巧 中 特別； > る 巧. 朱 的 巧 巧 目 かを む-いな めじ 巧み K る 手 巧た る 0W を G さわは。 ら 。い 0 
於 巧 •凡て G な W 秦荣だ 公共 的 ホ 巧-いほ 巧に 引上げられ •巧 巧い 巧れ じ ホる 巧# みむ 者は 巧 じむる をして K 巧；，* る# » の 下 じ 巧 
かれ、 巧む 巧が にな 反ず る 凡ての け这け 巧し き 店 巧 ぉな て 巧め られ むだ G ら so 尙 けが ほ S 味ぶ をな して 赁を巧 ホす るち ょ 
たけ：：^が事巧じ つ い一 -8;!^6及び肉夕じ巧巧^|巧なを受夕し* 巧は田巧をホ巧ずるをら、 同巧み巧由わら么-ダ«的しなければな 
ら^?い。 巧するにが太巧’いなが巧おはがる&解を美巧として立ち夕れたみで、 なが〇なと^と巧をとじ ついて巧ホをホ へ るので 
ホ ミ 巧 田の ホ SWM 芭 W 法規 か 正 じがいて &々«« 抽 をし V- な W の證 L 巧と W をと. V- 巧 お 甘る 巧 かまわ 望 せしめ •これを な 
な ♦巧 二 な用试 M の 一间坦 二 五毛 



♦五 ♦な M M M » ♦ 二 五八 

5 ながの «巧 る c る 日本 巧が を » てた を 應じ 提出 すべさ ことを を*! 5*0 •をが 肝 で ホる。 

な 上 A 注す る 巧な な W 巧 巧 4 .ホ 動 A をな み#* む S 么巧じ 巧 化して 考«餐 おめ たので ホって， なを じ 化へ て 巧 案 甘るな 川が お 
an - か* だ 巧 巧で ホち •巧 巧 巧 i 言 H ら ざる i のみき を* M る。 か窝朽 が々 巧' 巧 甘し むべ 》 が 制は 巧 巧に めいて は*^ かの 
ホ麵でホるかた* 豫の十を^*る»る硏巧4^巧ねなければ^*ら^^*い0 ちし余の小おが|#^巧と^6、 巧は巧むの -片ともな>巧ピ 
幸で* る 《 

U 松 「公历 ザ々* 策」 «» 學辭 ♦第二 ♦、靑 木み 一二 「ォ ー プ y . マ— ヶヴト •ォペ レ— シ 3 ン」 み »大» ♦第一 ♦» 
の W 治 た。 井川 ホ 雄 「銀行 橡資 35 度」 か g 大辭美 第- 卷。 

巧 ホ 4«#|! 餐府 々ぶび 產» 一# 督府 々にたいて はが 巧 申 « ♦を それぞれ 銀が 义は巧 •銀 かを 經由卞 ベ ♦、こと fc 命じで 
巧る が •これは モム * で 4 な <«» 銀が 又は « 清 銀 巧が ホ 地の 中央 銀 巧で わる わらで ある。 

A phHippo < ich - 2» Bunlc <s 田呂一 sd i 3 Die ミ t » Aer 田 nszvssltu さ des で St 2- wiea 384- 2. > CA •一 > e*orgt 
ミ n soms づ 1911- 
w Ph 吉 ppovich - flLP ， S . 192. 

巧》 obert N な II 夕 d * Nahm さ De 『さぞ ミ irtschf を cha ICrcdit で nd ブ Ber ご n |934> w •ご夕 
の otto 至 Cy 3- Nur Verteidigung を r ohuruhhsrie . ( onrfui ■夕 hi-g 1916. Bd . 106. 

巧扣 chuch ク 〇す mubil も ere 另 der S 5 k •ぶ •ご 6; ocrt Hsni 夕 Die wtruktuf der cleutschs 巧 nich&anlc end ihre 
巧3ら1ミをぞだミ3至ミご<;すで<12口||ミ古ミ2|924||92度，111*巧ぶご^<11‘ 

巧 大お喊 •巧れ 會 K れ圓 > 最 巧 輕濟历 巧 叢 ♦>« 和 十一 年刊 わ、 は 本れ 直を 紹介す る もので わる。 


S 义 巧 城》 前 巧 書 第 田 五 頁 c 
U 大を滅 •前 巧鲁 » 二 田 1M。 

。乂を 城， 蘭巧》» 五一 巧。 

巧 五. 尸 inha 左グ， -soti< csd Niele der iulienitchen 田 ankcsu ぞ C す - •• を 3k . を chiv JahrK. zr. 15. 

w 小川 w 太 巧* 「7 アブ シストのを！ B お请」 經濟 ♦が ♦お wo 十 亀 « ホ •サ太 利な » 料ぶ 》 、現 巧々 «»濟 を 巧 第 十 力 
W 和 十一 年刊 わ。 

巧！^ inhsd ク f *• 0* 


餘錄 第二 信 巧 MMe 】 巧祖 二 五 化 



第々 章 函か事 ホ！！ 巧に かける* は 度 策 上の 田 a 二々 0 

第 六 章國策 事業 離ぶ じ 於け ろ 
通貨 かぶ 上の 問 狸 

第一 節 序 說 

巧ぶ のが だ 化は 一九 一ー ニが セリ 巧 巧のを がを 化を 轉巧 として 巧け 化に 入つ^ と 加 ふ ホが ホる。 
卽も從 ホ 確げ なりと 度め られ たる 手段を がて、 す 確 巧な b と 巧 化される ホ 巧を 媒 つて’ 巧つ てを 
れが經^!^界にながなる戍化をがらし‘ •而も斯るホ段方巧が一時的のおなお巧としてでけ等く、 寧 
ろ お 州の 巧が お W な 奴と して 適 巧す るら のなる ことか 巧 證サら る、 に 及んで、 を々 侣用 制が のが 
本のな 化を 確 おせざる を 姑ない のでみ ろ。 從前 はす 巧 ばなる 方 巧と 巧 化された ろら、 恐 化な ホ 適 
巧と して 巧 施されつ、 ある ものを 一巧 すれば、 之を げんで 「みな じ 巧す る闽 朵の參 巧」 となし が 
るで ホら ぅ。 金 おに おする 网 ぶの 參 典は 一九 S 1 がの あ 巧の 巧 •な 用が 巧に ょつて おお お ホに ホ 


功し、 巧いて 一九 sill がな ホの ナチ ス 治下 じがけ る ライン パ グトそ おか IS 乱 ま ( Reinhard ち ミ 
. wral ) のぶが じ條乂 G るか 巧を 示して からな t 巧： あがされ、 一九 S あが 巧の 巧備冉 が 张 も、 一九 S 
九が ホの 魄爭 も、 化の 制 おの 下にが いて 巧 用 期 巧を 進めて おる。 而 してち ふぇで もな く 巧 巧が 巧 
には 夕额 のか 州を か 巧と する がかに •インフレ。 き 巧が が ホを 巧 現す る ほめには が ホ 化 制 化を か 
がに すろ か，/ 巧 人の 火に 巧 化 4 .おく 巧で ホる が、’ 偶々 一九 S 九が 九 = :卡お H にち つて •：；£ 用法に 
改 あを 化へ みなな 巧の 椎 能を ライヒ お濟乂 おに 単 据廿 しめ、 な瑞に 巧す ろ闲 みの 巧が を 1 W 强化 
せろ を 化た るを なつて •これを 巧みと して ナチ ス巧 かの 於 巧に ちる までのな おか 巧を M 脚し、 巧 
お 巧が を « 出し、 なつて 述巧巧 巧 上の な 討を かへんと 巧す るので ぁる。 

第二 節 闕策 としての 農民 及ぴ 失業 救 巧 

巧 巧の 巧# めを 巧は 一九 S 1 がのを 化な 來 巧に 其 だしく、 翌 一九 S 二 年には が 年度の ホ ホ 巧が 
一九二 九が のをれ の 半が にあ ざ だいと 云 ふが 態を 呈 したので ホろ が、 此お W めぶが にょつて かも 
誰 11 節 M 策と して CAK 及び 失累度 g 二々】 



»六 ♦さまさに 《ミ 通 2 巧 上の 邑 二す 二 

3 巧に おりたる ホは 搜 比と 巧 働 ホと であつ た。 卽ち 裳は は ホ 物資 上を が 一九二 八 年 じは 巧 二を ラ 
ィヒ スマ； じ 上つ たのに なか 署 後の 一九 三 二 年 じは 六十 四值じ 低： 卜 する お樣 じて、 借を はな 
な g 扣 し、 一九 sll 年 ホ じは 巧 十四 值じ 速し、 な 巧の まが じ 巧へ 切れ ざろ に まつた。 义巧お ホは 
が满 的す 化の 巧 巧 化と ホち 綻辖な 巧 化の 進が とじょ b を々 夕く共 巧を 夕 ひ、 一九 S 三年 一巧 じは 
々業 巧な せる ホ ホち 巧を おぇ、 ホを なの 失 巧 ホ'^ かふれば セ 巧 萬を 巧し、 巧 じを 人口の 一割が 失 
ホした ので ある。 

巧ろ 巧が をが 閱 する 方 巧は 席 代の 內战 がが も $ 巧みせ •る W 奴で みつて、 パ ー ペン 內硝 じめ ける 
パ 1 ペンな ぶから •シユ ラィへ グ內 W のグ ーンケ 巧を 計畫 をが て. ヒット ラ— 巧 削の ブィン パ. グト 
奸畫 へと 進んだ。 

パー ペン 內贿が 一 九 一年み 獲ぶ せる 巧茄パ ー ペン 計 巧 (巧ち さ P 383 日 3) に ホり ては S 值ブ 
ィヒブ マ グクを ま 化し、 主として 巧が 負 巧を*! なする ことじょ つてが W ホを お 典し' 聞を 的に 失 
•お ホな をが かせんと した。 卽ち 一九 S 二 年 十月 一日から 巧 一九 年 九 81 二十日 じ 至ろ 閱 じがい 
て、 一お试 巧の 巧な (資上 巧. 巧莱巧 •化を】 を 完納した る おじ、 み 巧 城の め 四な じ 常る 巧が 巧 



が ( steue ぶ utschei ろを 巧附 し、 父 右 巧 間中に 一九 sll 年々 月 乃 ま 八月の 平均 かを 巧ぇ て 巧 か 者 
をが 俯せる 事 策ち に 巧しても 巧 化 巧 低 ホ ー人に 付き ーヶ年 四百 ライヒ スマ グクの おな をが つてを 
巧 證券を 典へ、 一九 S のがな 降の 五 年 巧 じ 之を みおして お金の 一部に 代用す る ことを 許した。 巧 
くして を 巧され たを 巧 證券は 一九 年 ホまで じ 前 ホに がいて 十 あを、 後 ホに がいて 七な > み 計 
して 二十 二な ライヒ スマ グクに 上つ たけれ ども、 其が 巧が をが でな かつた から おに 化 許 まを が 案 
甘ざる を特 なかつ た。 おがが をが でない と 云 ふのは、 此計 まは 販巧 じがいて 强 化なる 大規 巧の お 
宿を巧利にし、 巧傲にがいて强化；^るや小規巧のお巧を不利にするお巧を»らし. 化么、 を巧お 
がを 货 つて 經 なのか 的 化が を巧閒 じすろ 方 かを 株る ホ 多くして、々 化 需要を 巧を せんとす るな 巧 
の豫 巧が を 切られた からで ホる。 ’ - 
パ ー ぺ ン內關じホいでホ立したシ ユ ライ へ ^^內聞では 一 九！ーニー;年のみめに巧巧巧を計ま ( SO - 
でユ progra 33) を樹 ホし、 を 姑 脚 措を してが 巧の + 木 ホ おを 化 巧 甘し め、 庭 巧 的に 失策 者 じがを 
巧 へんと して、 六 化 ライヒ スマ グクを 化 度と して 信 川 化 趣の 巧に 化 中る ことと した。 併し シユブ 
イへ ^1巧熙は巧あめ巧力训係。巧化じょゥ短みじして呆がした巧め、 此計まはを巧巧化され中じ 

第一 1» w 巧と しでの* 巧ぶ ぴホ ホ教濟 ニ ホ ーニ 



第 A 章阔策 ♦美 M 資 にか ヴる ntftA 策 上の 巧 H 二 六 W 

巧が したので あつた。 

パー ペン おを も、 お 魚 計 巧 も 共に 之を ザ 施す る 上に がいて 不 ぶを；：？ る もので ホつ たばか ゎで な 
く、 か 何なる 計 まとが も、 化づ W をのが 巧备 .承 固 じし、 巧 か 上の す 巧を 一が し、 巧阴 みのが 力を 
巧 立して からでなければ 之を 巧 行して ながの 成 巧を おおき ことが 明かと なつた 課で ホる。 

ヒット ラ ー がか おを 握ぶ に まり、 闻 楽のを 力を ホげ で携策 おがと 失策 おかに 化 中し 四ヶ 年の 內 
じ 之を ぶぶ せんとの 抱負を、 一九 年 二月 二日の めが か 示 じがいて 器ぶ した。 化の 方 かは 化づ 
を 化な 巧、 卽も a 巧 かがら， 巧 巧は 巧 も、 信用め 巧ら おげ てえ 莱 克服 戰じ 巧ぶ たせ、 がる 上、 を 
な闷 化を 現怕 せんとす るに ホり、 從 つてが 棟の 义 巧は 此 大白 的の 化 巧 じ 向つて 之を が一した ので 
ホる"。 

t ヴ トラー 巧 獻の搂 巧 巧 巧け 「なは 財の か W と 維持」 (R ミ 旨 g C 口。 す rp ー ミぶな S 口 P ミ 3 ミョ a) 
じがし、 软 W の 手段と しては 化 づ强制 巧 巧を が 止して 一巧 的に W 巧 上の 於 村 モラトリアムを 行は 
しめ、 巧いて なおな 化の 切 下げ、' 利よ がが • W が 巧が にょる 伉 巧 巧 巧へ と ホを おめ、 推 持の ホ 法 
としては 化を 反び 巧 ホ 化 巧 上 巧を siw し、 投莱化 進 かを 巧して 巧 物の 使用を 化し > ラィヒ々 巧 M 



(夕秦11岂芒ミ旨ろを訟け了な林策义び度巧な脚がホのを部をこれに化巧し、なつて闻巧か裝々お 
の 供が を增 進せ しめ、 ホ 巧を が 制して な ホ 物ぶ かが お 巧 資本の おがを なくる を 防ぎ、 世 巧 携化法 
をな て、 携 おの 携化離 晚を巧 止し •巧 業が がの 巧 住に ょ つて± 化 削 巧を 化 おする ずの 方法を 巧 勺 
た。 巧くて 投林改 おの-なお々 として ホが ゎ、 な 地の 强 制が 贷 は、 一九二 六が から 一九 sll 年まで 
に！ 一一な 件を 下ら や、 一九 S 二が だけで と 千 六十 件 じ 上つた のが、 一九 S セ 年には 巧 じ 一千 八 巧 八 
十二件じ化がし、 披巧じ附サられたろ搜地のが巧ら 一 五云’ セと〇へ クター ^^から 一 四、 一 〇八 
へクタ1|^じ化下した。 义投ホ物巧ホもが々に.が現し、 一九吉とがから一九己八がにがるががが 
巧に めいて は 十分なる 巧 作では なかつ じ けれどら 、化か 部々 を搭 除して かは 十が 前の 二创 一ニ ホで 
巧 加し、 所 部 「巧 ホ 戦」 CESecgungss を lac 是に飢 がが 巧つ たと おじ、 扔： ijS 化が する 携ホ物 巧 
上 をら 一九 一ニ ニ —— が じは 巧ぶ の 如く 六 卡阳お ラィヒ タマ グク でぁつ たのが、 一九 S 六 —— 
S セ 年 じは 八十 九 値に 巧 かした ので ホる。 

ヒ ブト ラ— 內 牌の たお 巧 巧は 一方 じがいて タカに おする おおを 巧を し、 他方に がいて 巧 力の お 
がを 制限 せんとす る ものでぁる 。タカ お： ホ增お 巧は 一九 一二三が 六月 一 n 巧を め ブィン、 ィグト 計 ホ 
さ充 H 托 として SK 々び ホ 美 ホ W 二々 五 
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が をれ で ホる。 巧 巧を を 巧 おする と、 巧 お 自ら 巧な 尊 おとして み ザの 丈 木エ ホを 巧し、 直つ I 肢 
じ 私的 削 患を が 度し 闲 およ. 〇 巧が を 父は 助戍 をを 巧附 し、 まは 巧 巧を が 免して みなの 審 案を お舆 
し、 なつて 巧化需 巧を 巧 巧し よぅとす ろので ホる。 其 おには 何ず 巧が 的の 巧 色は なく、 パー ペン 
計 まに がける がかき 失ち 巧 巧の 巧掛 をが W 界日 巧の お 典に 償く だけに 止め やして、 巧に 進んで シ 
ユ ライへ グ巧閒 にがけ ろ 巧を 計 まの 巧 巧を も 化 b 义れ 、をれ ずを 著しくが 大したら ので ホる。 巧 
力 供が 制限 巧は ナナス 失 おお 巧と して 本 巧 的の 巧 異性を おす るら ので ぁつて、々 力を おお 內じ巧 
巧し、 地域的に 巧 巧し、 年 かによ つて 巧 巧し、 工美 生 ホな 外の 事業に 巧 巧 せんとす 

るので ホる 0 

此 ブイン バ^卜 計 巧は I 九 ニニ ニ 年が ホよ b . 货行 にを 手され じので ぁるが、 巧 記 「失 菜 お 化踩」 
( Arbe .: ミ chlsht) が 其 化を おし、 なお ホな まの 失 お ホ おが 日 おおつて 媒 かし、 早く も 一九 一 こ 五 年 
巧 じは 巧 セ 十离乂 にが 滅 し、 一九 S セ 年 九月 末のを 錄 失策 ホは 值じ 四十 六 巧九モ 人と び 6 、 而も 
み內 十五 巧七モ 人は 巧 化す 能 ホ* セ お 人は 一時的 失 おおに して、 みの 失策 ホは 僅に 二十 四 萬 人と 
なつた。 がして 此閣に 巧 お 皮が が 所がは 巧 化して 一九 S 二 年の 二百 五十と お ライヒ スマ <ク から 
一九 S と 年の S 巧 八十 セ おに 上ら、 エ菜ホ ホ 商は S 巧 セ 十八な からと 巧 五十 お ライヒ スマ i ク、 


とが 增 したので ホる。 ‘ 

第ー ニ 節 ナチ ス 政府の 救 巧 事業 資金 調達 策 

ナチ ス かかの 農 策 おみ 巧 戊び 夕莱お 巧 免は 其. 货行 につきち 额 のを 金を 巧す るので あるが、 をれ 
を 如何にし てが 速し たかはを なか 巧の 考究に ついて 巧 化を おく 巧の ものである。 

先づ* 搜 おおが 巧 じがけ る 资な調 速 方法を およぅ。 ナナスな かは、 一 化 年 二月 十四日の 捜 
を强 制な 巧 保證 々 ( V を str さ kungs ち h ミ Nverorduun たを なつて 搜 はじ 巧す る 化 巧 化 立ての なじ 携地 
携具 じつき、 化 行かのを むる 巧の 例外を 除き、 强制 執行を なず ことを 一時的 じ 禁止し、 續 いて 村 
お々 巧 一日の 披 裳な 的 W 系お强 化； JesetN さ r 》《gelullw d さ landwirtsclia 呈 iclien W を已 dv さ す一で 
nisse) をな つて 搜 はの 巧 化 お 巧. 5 .進が せしめる ので ホろ。 な 法 じを むる 蜡巧 かが お 巧 方法は 自力 じ 
よる 惟 巧と、 をぶ ホ 巧 じよる お 巧と に々 れ 、をまず おによ ろ お 斑の 巧な には 負が お 巧 巧が 巧な ホ じ 
代つて 化 巧 w けの 巧に 化 じ、 が もがが 巧は 琪を义 は 伉が 消 巧 巧 おを なつて 之を なすので ある。 が 

f 丢 ナナス 政府の ね 5 窠 注 策 二 《セ 



第々 ♦ H 巧 にがけ る 通 货致巧 上の 而坦 二々 八 

して 所要の 現金は な 年 一億 ライヒ スマ グク とを 巧り、 かかから 利附 閑が 證 がを 搜莱 をが 稱械 たる 
レン テン バンク 信用な かじ 供給して 現金を 調 速 甘し ゆ、 化 務巧巧 巧 巧 (内 ミ S ヴ己 dus 巧 brie で) の 
需巧 におして は レン テン 信用み 化の が 化 巧た る扣 逸ンン テン バンクが S 傲 ライヒ タマ グク のがを 
巧が 巧が を 巧 巧して レン ブンバ ンク 信用# 巧に 供給す るので ホる。 

ホに 失 お 巧# のをめ の 資を調 速 方法を 見る に をれ はが# 事 菜が 闲 家の 直 宵なる とがらざる とじ 
ょつ て 其る。 、 

ライヒ 直を の 巧 念 事 菜の 経 巧は 巧 巧の 負 巧で あつて、 巧 入金の 內 から 支出す ろを 原則と する が、 
大每菜 じあ b ては 後述す る 手 お前 巧の 方法み 併用す る。 直を 事 菜は、 水が ホ 水胁係 のらの じ 水が 關 
お. 巧 巧が 設 .お 谷が 止 •港' 巧 お 巧 •が 川 化なず あり、 陸 お 交通 脚 係の ものに 自動が 道 及び 巧 道 
の 建設. 巧 信 殷俯巧 おが ホろ。 な 中 円か 巧 おの 新設は、 ヒット ラ ー の提 巧す ろ 「巧 通の モ ー トグ 化」 
(Mot ミ isicrunw を8 vgkeh ろじ 巧 巧 すろ 大事 菜で ホる。 自巧巧 おを みの 計 まは 一を 一二 一 一年 六月 
二十 セ 日の 法律 じょり、 ライヒ 自 のが 巧みせ を ライヒ 幾な みかの かみと して 設立し、 をれ を か 案 
主 巧と して セ千キ n メ ー タ ー をを 段す るので ホつ たが、 が これを 一巧 キ n メ I タ ー にお 長し、】 



九 s セ 年 十二月 十 セ 日 じ ニ モキ" メ I トグが 工事 巧 二十 一 ほ 二 千 萬を 巧して 完戍 した。 が ほ 一九 
四 二 年末 じは 巧 計 六 千 九 百* n メ I トグの 自動が 道が 脚 巧す る 巧を である。 化工 事の 大規 巧なる 
ことは 驚くべき であつ て、 エホ おを をを たる ドクト^ •トー ド (口 『. To を) の 巧 ホす るが による 
一九 S セ华ホ じがいて 巧に 二 便 四千 萬々 方メ ー トグの ±梯 を 動かして おり、 從 ホの 最大 ± 木 
工事た る パナマ 逃 袖の 閒 ちの 巧な よりも 尙ほ二 千 萬 立方 メ I トグタ く、 父が 閒に化 用せ し セメン 
卜は S 巧 五十 萬が に 上り、 これを 货物 列が になめば 其 技 さ 二 千 一二 巧キ "メ I 卜^に 互る と 去 ふ。 
化を お 巧を じは ライヒ 自巧単 道 需要 有化黃 巧みな ( Reichsautobalmcn-aecia を- G . 3. b . 苗.) をし 
てま 巧な 役割を 引を けしめ た。 

ライヒ 巧 道 ぶび ライヒ 泣 信の 巧 張ち 亦た 大工 尊た ろを 失は ない。 ライヒ 錢 道は 一九 一三 一一が と 一 
九！ 一 一四 年の ニヶ 年に 八 借 六 千 萬 ライヒ スマ グクの 工事を 巧 ひ、 が 則 速を 手 お前 巧の 方法 じよった。 
此 失莱软 ホモ おは ライヒ 销 道の エ 華端貨 ホから 巧 逸を 姐 信用が 行の 設立す る ライヒ 续 道化 設な限 
巧 化な 化 CReidlsbarn-Besch 去 旨で- G. 吕. b. 至.) がに なが モ おを お阳 し、 化 鐵 道雖設 なかが 引な 
をな し、 をして 夕述 信用 化が で 御 引す るので あつて、 ライ ヒス パンクら 之を 再创 引に な 入れる。 

第； || 命 ナナス 致 府のお » ♦典 巧み a ま 巧 二 六 九 
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併し ライ おの 化乂 をな つてして 姑 かき 期 巧の 內に斯 る！！：； が のれ 的を 化 おすろ ことは 闲 巧で ホ 
るから、 ホ お游嘗 じょつて 一部分は 一九 S 八が まで、 父 一部み は 一九の 一が ミで 支 拂を延 巧し 待 
る ことにされて ぁつたが* 尙ほ 一九 S 六が 一月を 巧の 巧 ホ 半 利附錢 道化が おな ライヒ スマ 八クの 
內の お々 の 一を 失 美 かが 手 おのが 却に お向けた。 巧り の お々 の 四は 前述の ライヒ 打 動が 道み 化に 
供が し、 な 日 かが 道み 化は が 元利な 进 につき 网 をの 巧 巧の 下 じぶ 化を 巧 巧す ろので ぁる。 ライ t 
函 信は セ 千 ホ 巧 六十 巧 ライヒ スマ 八クを 一九 がから 五ヶが 間に々 御 支 山した 连 がが 通信、 巧 
じを 巧 電送 設備の 巧张に 充てた。 此を 金は かかに がける ライヒな 信 巧 別み 計から 支出され だので 
ホる。 

巧が が 巧 付な 又は 補助を を 巧 かして 失業れ み 巧 菜を 化 おすろ ぶ 化に ついては 一九 sill 年々 巧 一 
日の 失を だか 法 (02C な N 弓 Verm すを run 的 <ier >rbei を osigkeit) がが が 巧を 阳 はが W 上 巧な なる 
公共 事 おに 限を し、 其' 巧 巧の 巧め ライヒ 大藏 大巧 じお撕 十が ライヒ スマ 八 クを化 巧と して 巧 做 W 
巧 巧 ホ (Arbeitsclla ミ iciscnge ろを 巧 巧す る樣 化を 巧へ て 巧る。 此巧衡 闲巧證 おは 巧 ホ 利附き 
で ホつ て 一九 S 四 年から 一九 S 八 年 じ まる 五ヶが 两 じな 年 五々 の】 づ 、化 おされる もので ホる。 


がして な 化 巧な を 巧 化の 方を にょつて 巧 化を なくる 巧 策は w はが St ホな にして •而も 所が ホが 巧 
見し がる 巧 巧 內じ打 己の 巧 力を なつて が 巧し がざる ものに 化る ことを 化かと して ( 一 ) 巧 •地ぶ 脚 
巧 •地方 W 巧斯な 度び 其 化の 公法 脚庶 のな なお々 ホに 住を 隹物 •巧が •巧 化の 巧逛 物の 化 お 度び 
捕を エ单 、(一一: 郊外 小が 宅、 (三) 搜村 化を •(四) が 水' (五) 化は におす るぶ 斯 .かな 水 及び 電期 
の 供が 工事の お 巧で あら、 補 巧な として 巧 付を ク くる 事 策は 一投 策が 巧 抵の化 を 巧び 業が W を 物 
の 巧 お. 分询 .改造、 じな •地方 W お 度び 化 ホ W 巧嚇 なの ± 木工 策、 耳を が 雄 ホに おする 化物が 
典め S 種で ホる。 化し これず の 補助を の內で 十： 木エ ホに 失 お ホを：^ 入れ、 をれ が阳 巧閒ぷ をに 巧 
み じ 化 事 甘し 巧 かに 支が する 一人に つき 二十 五 ラィ ヒス マルクの ホが と、 巧が 巧 ホ じ 巧す ろが 物 
が 巧とは お 巧 充足 祭 ( eed ち fsdeckungssdlein ) を 化て 之れ に 充てる。 かほぶ 巧 お 化が け 職 策に 従 
睾するホ巧の！3?人がお巧ずる巧かじ、 おおお被俯ホとしてのお巧をかホ卞ろを條がとして 一 千ラ 
ィヒ スマ クを化 化と すろ 無利子の おが 巧 かなの がかに も 充てられ るので あつて •これを な 入れ 
夕用巧 ホる 日用 化が 巧に がいて 巧 入" § 代 余の 支 拂に化 川す るを 糾 ろので 水る。 

前 招な 外の 公お聲 おじ 巧ず ミ 巧 かは 阳 な々 化か 戍ホ附 をの 化 入を なつて 之に 充てる。 此が附 を 

• li ナナ； 府 のれ** 乘資を ミ 《 ミ ー 
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はた 莱 がか 化 巧 S をのを わる 所で & つて、 强制 的では なし じ 化 息 的が 附 G ろ ことを 连 前と する。 
ぷ附 Q 拂 込は 現な设 びが 化 お干の が巧衙 件を 化っ てす るを がるが、 がぶ 物件の 拂込 じっいて は 巧 
巧 巧を 巧つ てぶ 附る 理额 とすろ。 がして ホ附 をな したる ホは 郑哨證 が (SP さを ミを 0 一ろ の 巧附を 
巧け、 此 ぶ附搔 が じは が附 ザの 巧 お •を 巧额 •ザ附 るが 日が おがされて ホって、 これを ぶ附 ホの 
租巧轉 がの 目的 じ 使用す ろを がる。 

一九 sill ザ 九月 二十 一日に ちつて 巧 ニ ホ 失 巧な か 法が な ホ 甘ら れ 、ラィヒ 大が乂 はは 化 巧 化び 
巧を のが 巧な 逍 のな めじが 碱 巧を として W がょ h おがを な ラィヒ スマ^クを 化 巧と する ぶ闲を K 
L なること、；^ つた。 此巧 巧を は エホ 巧の 五々 の 一を を ホと し、 巧 別の 巧な じは エホ 巧の ホ额に 
連す るを がろ。 巧は 巧 上 じ 利子 補 巧 をら 巧へ る もので あつて’ これは エホ 巧 中の 補助を ぉほぇて 
支出した ろが かじ 巧し 年 旧 ホの 巧な を 化つ て 一九 一一 一四 年から 六 ヶ年间 補が される ので ホる。 化し 
利す 補のは 現な をな ってせ やじ 六れ の 巧す 補 巧が ( Ni ミ verji ; む ミ ngss を ei ろを 巧へ 巧が 一 かづ/'、 
巧が から 之を 巧 巧す ろので ホる。 

おじナチ ス のた巧牧ホタ莱に巧するをお巧にがいてが目すべ s -巧のらのは’ 前巧 (ィ0>^ミミす- 


33 扣) の 方法で ある。 これは エ巧窥 巧 ホが 失を が满ホ 莱キお ( A を ei 立 b 否 dia き ngswechsel ) を 巧 巧 
し •巧 逸な が 巧の みか ( oeutsc す oesdlscha で fiir 6ずミ 古 che Arljeit 呂) 又は 其 化 巧を の 合 蘇* 期 
が これに 引 巧を なし、 其 上に 工事の 注文を 巧した る 闻夕义 はな 典 W ほの ま拂化 巧を 化り、 これを 
割引に 巧して 資金を 調 速す るので. る。 失策 かが 巧 策 手形は ライ ヒス パンクの 再割引 じ 通用し、 
かかが 巧 做闽が 錠が S を 行に よつて これを 巧 おする。 パ ー ペン 計 ま •ゲ— ンヶが 魚 計 巧. ライン 
バ少卜 計ぶ は 化 ホ おに、 6 る 前 巧に てを 行され、 ライヒ 錢道 •ライヒ 遂信 •ライヒ 自動が 道の 巧設 
もちと して 此方 法に よつ て 資金を 調 速した ので ある。 

之を 裝す るに、 ナチ K かがの 下に 於いて 失 菜 か# を 中 也と してが 满巧じ 巧 入され たる 信用 巧 ホ 
は、 H 失 莱あ濟 ホ お、 じを 做 灼巧歷 が、 巧 おお 充 せが、 卿み 附證お > 巧 利子 巧が みのお 巧で ホる。 
而 して をれ 巧の な用證 をが を 金 調 速の 手段で あつた 譯で ホる。 

一九 がから 一九 S 五が に 互る 巧は ナチ ス巧 がが 搜菜お 巧と 巧 策 かがと じを 力を 盡 した 巧晰 
である。 此 巧に 巧した 巧 用は. がに 五十 1 德 ライヒ スマ グクに 上る。 而も ヒット ラ I 內谢け 化づ金 
なよ b も々 谢 とを ホな b . と考 へ、 大巧が^ 失策 か ホ 事 策を が 巧した のでみ つたが、 年々 夕 がの ホ 

第 =1 巧 十** 度 かの 教 S 巧 f 々調 ま 巧 二屯吉 
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牢 じ！ S むか 巧と •巧 巧贵 本の 巧 おなる おお ホと じがいて 英大 なる 巧 巧を 夕 巧すべき ま 金が 觸 をし 
かられた 拿 巧を ホ 巧と ずる ホ さへ ホる ので ホろ。々 案れ が 工事 巧 五十一が ブイ ヒ タマ グクの 巧 巧 


はを の 通り ヤ ホる。 

パ— イ y れ盧 

ゲ—レ > * ホれ 直- キお にて 一八 八よ. 八 
ブイン 八 卜れ直 一 
細 民# な 

自巧 麻藥 

g ホ 整 a - ブイ じ » 致**' 支出 1 1〇 早 五 

建繁 物修繪 

需要 ホぶ ♦ 

« « 。 * 艾な け 81 々内卡 巧 
ブイ t • a 一 化 九 一.0 
ブイ e * な- 1 がサ 手が 府 R にで -111-0 
，イ II 白 > 車 g ご 二 五 0-0 


合舒 五0九二.お|^^1巧**!5】 

が Schmkt. Dk asks C ぶを r wi*d ミ cfbs der dsttche 百 wimch-ft. Batriebtwiruch^ft 
ミ色 Barik ち - xi ッ Heft ご o ミ nd でち en der o さ ts す a Bankwir ジ chuft. B さ lia 1936 】 

巧は 一九 s 五 年な 來 ず 巧 巧 巧距を 始めた から ホのを がの 內 には 闲巧强 化の 爲 めの 支 巧 もを ょれ 
てゐ ると 去 はれる けれども、 がか 字は 巧 あにされ て 居て 巧 かで ない。 

第 四 節 資金 調達 じ 使用 せらる > 諸 信用 
證 おの 特色と 效益 

巧 逸が 化か 巧 じ もを 融的じ もまつて 巧 巧なる 遊 巧に ホりながら 大規 巧なる 失 おかみ 巧 菜を 舆レ 
たる じついて、 ホ お ホた る ブィン、 ー グトは ホの 言を なつて々 巧を 巧 じして 居る。 云く、 「若し 可 
巧の 事業を も ♦さなかつ たら ば 》 吾々 はなが と时 なじち 额の 巧乂不 おに 化み、 をを 今日と 问 巧た 
だ規 巧め じ 卽ち負 巧を が來じ 巧いで 現せを 切 b のけねば なら 中、 而も それでは 巧 か 巧みの 巧 難を 
が ホし 經# の おがを が閒 する 巧 巧が がられな かつた でぁらぅ」 と。 又え ちか 事業のを を 巧 巧を 

第 麵 ■資 々 a 速に ♦ 用 ♦ らる v« な 用 S 妻の # «と 效を 一一 至 
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なつてを巧；^りとすろ世沫におして* 巧時のラ ィ ヒ ス パ ン クな巧シ ャ パ トは云ふ、「かか々巧ホじ 
找 つては ホ異 とすべ さ 何もの もない。 ならば 吾等の 大規 巧な ろ 失 菜 か# ぶび 冉巧强 化に 化 用す る 
資金が 眞じ何 巧よ b 巧 ホず るかは、 を 巧に がいて かか 的が がの 問 巧で ホる」 と。 これ 等當 がの 巧 
人が«々の巧なじ赛ぶ甘し一苗說をお合すると> 金なか巧^^巧だ巧観めにをキされたものである。 
而 して 前 瓜に がいて おらる、 通り、 五十一な ラィヒ スマ グクの 巧 用の 巧で 約 一二 十一 僮は 前 巧の 方 
法 じよつ て W はれた ので ホる から、 失 おか# 手 おの 巧 じたる 巧 おは 化の 四 巧の 信用 あ ホより ちを 
じ巧乂でホつたと甜は；^ければ；^らない。 がらば何化に失業か濟モおによる前巧ながが資な巧速 
上が 巧し がるので あろ か。 

か 菜 か W 手形は、 巧述 のかく、 工事 巧々 おがが 出す 爲祥キ おであって、 典 おお 人を 巧な 公共 巧 
化が 式み 化 (略 巧 oeAFa ) 又は 其 化 巧を の 金销巧 W とし、 巧 お 人が これに 引を けを だし、. 化に 工事 
化た ホた る闲お 又はを 共 M 括が 其 上に ぞ巧巧 巧を なし、 然る 化 割が じ附 サられ る。 揭 逸な 共々 低 
みかを 始め 其 化巧定 のを お 巧 W •卽ち 巧 逸を 物 ぷ± 地が 行 (ロミな を e 口 s-cnd Bodcnbanlc > o .). 
± 化閒巧 盾 巧 中央 枯 (ジミ rale 巧 『 Bodsk 己 tur - Kredit ). 巧ぶ 巧 住な 一れ (口 e ミ sclie wiedl 旨 gsbank ). 



巧を 巧 あ 信用な 巧 (口 さな oho vgk を ミ Krcdit-Banr iuj .). ホ じ 其が なを お •巧を レン テン バンク 
信用み せ ( Delche 》 enten す nk も redita ミを 0 は 失業が 汾事 おのを 巧に ついて 其 金融 巧 脚た るを 
みを 巧 かされた るら ので ホスて、 失業 かか H 事に つ*- お 巧を おの 許 巧を をけ たる ホは •典 工事の 
巧 巧 じが ひ、 これ 等 巧を 金な 巧 供の 何れ かじ 巧 出を 申込む ので あろが* 併し これず を 熟 巧 細の 巧 
扣 能力は がが であろ から^く の 巧な にがいて 上述の かき ホ お 引 巧の 方 化を 揉る ので ある。 ホ おの 
支拂巧 化は 之を S ヶ月と し 綺を巧 おじかけ るが 化を を 易なら しめて ホる がが W 事 策の お 巧 や 個別 
的な を 巧に ょ b 十 五ヶ 巧 乃 まちがを 手 おのを 巧を 巧 巧して 支拂を 巧を する を從 る。 而 して W お 父 
けな か阐 おが 支 拂巧猛 をな せる は ホ おの 確 巧れ みまな にす ろ 所な であ. 〇、 又 ラィ ヒス バンク も么 
じち 割引 適 かか 件た る ホ設を 巧へ 巧 流動性を 巧が して 巧る。 

失業 ホ# 手 おの お 巧は 上述の 通りで あるが 化に 前 巧 金融を 考 おする について は少 くも ホの 巧點 
を 注意し なければ ならぬ。 

其|は、 夕柔わ^|手おにょつて調逮するを金が前贷金のをがではなく、 をれな外に尙ほ巧をを 
な 巧 曲が H が ホ 括へ を 巧に 贷出 をを なすこと。 

第 n 度度々 » まに 使用 サら る、 K な 用 »ホの 特色と # S 二 屯 屯 
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其 二は. 工事 巧貨 ホが 手 おにを おして 化の 金® 巧 M じ 割引を 化 巧ず るが かにち 拂化沒 をな サる 
巧 ま 又は 公共* 巧に 巧つ ては これは 巧 巧が ホ 僚み たる じ 止 b 其を 颗 がまが じ 現 はれざる こと。 

み 一二は、 前 巧 金の 返# がをおの 化な 收乂 又は 巧 勘 闻巧證 がを 巧の 手 取 金を なって 充てられる こ 
と。 

其 四は、 失 まか# 手 おの 巧 引は な 巧の® 貨造 曲を 增大 し、 巧 巧 化 通商を 胺胳 せし わる こと。 

ホの 內で巧 一の お •卽ち おを 金な 巧 IT か 工事 主 ほへ 直 巧に 前 貸金を 供が せる 单 をは 之を 公 お 巧 
化を かの 巧 出が 態に 巧しても 巧 かで ある。 卽 ちを 會 かは 一九 so がに を 本 金 二 俊 ラィヒ 义 マ火ク 
をな つて 設立せられ てから 失業 软#審 菜の 金な じ 巧 力を 巧け •手 おの 引 巧を なす 外に 自ら 年々 二 
千 四な 巧 巧 まと 千 一 百 萬 ラィ ヒス ►グク の 新規 貸 出を なし， 一九 S セ 年に ま b 其ち 要 巧みを 巧へ 
て 解な する ょでは 朽 十二 S なに 上る をな の 巧を 奥へ た。 而 して 巧 かも 又は 其 化の おを：^ な檐 W も 
ホ ホ# 巧 化 巧では あるが、 資質は W をが 自ら 投 直し、 ホは W 家が 化い 公法め なお 檐 供のは 力の 下 
じ おなした ものであるから、 其を 業は W おの 信用を 巧を として 旧 ホに 巧 はれる。 しかし •巧 お* 
巧の 特谁 なく' 又 巧を の R 收 にも 力を入れな いから、 巧 W 能力は 化 巧で ホ り、 せって 失 集た 濟 ホ 


業の 惠巧上 これず をな 植 M の 直を 巧 曲に 多くの 期待を かけ 能は ない ので ホる。 化し 直 巧の 巧 出は 
其稱 巧に がいて 失 ホ 救濟手 おのか 增を巧 巧し、 且つ をれ の 金な ボ巧 じがけ ろ お 化を を おならしむ 
♦と 謂つ てよ いで ホら ぅ。 

巧 一一の 巧、 卽ら 巧贷が W お 又はを ホ 曲 ほの 巧が としてを 面に 現 はれない ことは 巧 おのか 皮 巧の 
お出した 巧み：^ るお裝 である。 化 方法 じよる おな についての 特定 巧 M はが 述の巧 b 闲お 自ら 殺な 
せし もの か* 或は 闲 を：； 中 也と なつて 設立せ しもので ホる から、 をれ が 手形の 引を 人と して 巧み 
をを ふことは 卽ち两 をが 巧 巧を 負 ふこと じ 外なら ない。 而も W ま 又はを か M はがち 拂巧 おを なす 
ので あるから •これ じよつ てを 的巧證 化な たるを 巧が 奥 へられる 譯で ホる。 巧 巧では 近年 特別を 
お 機 脚を 夕 おじ お 立し、 巧る お 浆を巧 じして 居る が—、 お 泣が がへの 巧裝の 長所は な 巧 巧が たろ な. 
がに化へられたる巧巧を巧かれ、 かか上の巧おを^1£1;^し* をレて後ぶの通りな巧の巧貨造出作用 - 
を 巧が して 金が をを おにす るので ある。 

多 二の 巧 •卽ち 巧を がを 巧の がか 化ん 又は 巧 か W 巧 巧 会 巧 巧の モ 化をから 巧みされ ろ ことは、 

か 技巧な 巧より これを 化れば 化か 化 入 多き じ 巧 ひ 巧 化 W 巧 あ 券を 巧の 必 おがが 巧され、 软み 事を 

M — « ♦■雄に 使用 ♦らる 巧 用 證券の 铸を とか A 二 七 九 
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巧 おの 可能 巧が 增大 さると 去 ふ M なの 存す るをから しむろ もので ホる。 化 じ先づ 化を 化 入を m ? る 
に、 自 巧が エ策や 代用品 エホ 巧への 巧 巧が ぁるじら 巧ら や、 左を のかく、 1 九 —— S 巧库巧 
から 一九 S 七 —— S 八 年 巧に まる 岡に がいて、 中央 化 巧は 巧 六十な ライヒ スマ グクを 超 ゆる# 收 
ホ 6、 地方 かかの 巧 化を か算 すれば、 をれ が 百 八十 僮に も 上る ので ホる。 


を 巧 及 曲 巧化乂 {単嘗 巧 ライヒ こ ル，】 


度 ラィヒせ 稱夕函 没 
地方が 巧 
を か 


一を ニニ ー 
1二| 二 年 
ホ ホ W 屯 

5 二 一 

1 〇 1 六 八 


-を - l-T 

111内 单 
ホ 八 内々 

一二 主 二 五 

一〇五八】 


一を 二 内— 
I 二直 年 
八 ニニ I 二 

I 云 ハ ー〇 

- - As 


一九 |二 立| 

I 1 H ハ 年 

九々 五 W 
I ニ ホ ーー 
ii 


一を 二丫 

ー ミ 年 
- 1 内 九 二 

一二 九 玉 

一 五 间内九 


一九 |ニ セ 1 
. |二 八 年 
ニニ 九々 巧 

め 巧 000 

め： 八 000 


ホ じを がの 增 がか 何とを ふに、 闻 化は】 九 sill が S 月 ホに 巧 十 お 値でぁった のが】 九 =1 七 年 S 
月 ホ じ 百 六十 九 億と なりて 約 四十 八 お ラィヒ スマ 八 クの巧 かた 示し、 闷 巧と 地方 巧との 合計 烦に 
がいて は 同 巧閒じ 四十 一 借が の 巧 化を 巧 甘る， 見る。 

巧を 收 入が 六 年 巧に 百 八十を を增 化し、 而も 尙 はを 巧が 其 巧 じの 十 1 储 おの お 股を ホせ る 事 貪 
は、 な 共 ま 菜 S 巧 大と前 巧 金な 巧 化の 進が とを 詔る ものと 巧は ざるを がない。 巧 出の 完 をな ろ數 


字は 一九 ss 年 一二 月 s 十一 日 じがる# 計が あ. グ最 をと して w を あを されない が、 失 菜 ホの がかす 
ろに かひ 失業 ホ 扶助 巧の ま 出が 滅 かする ので あるから なお 事業の 巧大は 一九 S お 年な 巧の 置備巧 
« おでみ つて、 をれ が闲 まあを のえ 菜 かみ 事 菜 中で 最 要；^ る 部分を みむる じ まれる おじ ありと お 
摸せ ざるを 得ない。 而 して ライヒ 賴娩み 謀 所み 頭 アグ パ I 卜 .ピ I チ ユ (>lbert 巧 ietzsch) の 宿 
巧す る 巧 じよる と、 公的え 業が 濟事 巧に 巧 入せ し 資材は、 一九 年 じがいて 二十 僮、 一九 S 四 
がに がいて 四十 二 億 •一九 三 五 年に がいての 六十 借 ライヒ スマ グク でる るから、 を 年の ま 業が 张 
の 程 巧が からる/' とおに、 巧巧收 入の 巧 化の みを なつて しては 未だ 材巧 巧を 故 ふに 足らざる を も 
おめ 料る ので ホる。 手 おによ ろ 前 巧の 長 巧 公 巧 化は、 一九 S 五 年な がを 巧 甘る 巧であつて、 其 巧 
備にる 金 蘭 巧 おのを 俯 •金 謀 巧 削の が 制. 利す 引下 •な 化强制 所を 等の 方 巧 もがに を 手され たの 
で ホつた。 斯くて 山 述の泌 b 長 巧な 巧が 增化 したので あるが、 手 おじよ る 前 巧额 はが 少した かと 
云 ふに. をぅ ではなく して これ も ホた 巧 かした ので ある。 ライ ヒス バンク 紀栽 シ卞 、イトは 一九 S 
八 年 一一 一月 S 十一 日の 同行 おな の巧說 にがいて 云く T 近年 ドイッな おのを 期が おかと 巧 ホび 短 巧が 
もまた かなから 中 增か廿 る ことは 巧して お あでは ない。 又 今日までの ところ、 巧 期が のを 理 がが 

露 n 宙資ホ M 建に 使巧サ もる、 拓た用 n 券の 巧ち とかを 二八 一 
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了して ゐな いこと も 巧々 のま 貪で ホる。 しかし、 巧巧两 巧の ながに 巧して は、 其增 化は 化 面 民 曲 
巧 巧の な少を 伴つて ゐる こ. とを をれ ては ならない。 かも •問 祖は巧 逸 W 巧の なみな 巧の 增 化に ホ 
ら 中して、 民间 なみのを 依への 置み じみぎ ない」 と。 一九 S 八 年の 两 巧を 巧 も 巧 巧に 行 はれ、 巧 
年 八月と を 年 一月 巧び 巧 月の 一一 一回 じれ S 十を ブイ ヒス マ グクを ♦行し、 田 憤 地方 巧み サて 一二 巧 旧 
十值 となり、 化 程 巧なら ば 「巧を 程の 面稱と 人口と をして 生ま 力を 有する 两 まに とりては 化の 乂 
»じ化するも巧して巧大でない」 と去はる/^けれどら> 化面手おお貸のお態を洛装せる短巧巧み 
の 巧 巧を 巧 止す る じ 非 中ん ばかを の 健を を 巧し 難い。 シャパ トは W 巧の 化 巧は 化を 的に 見れば 歲 
入 じよ b 元利 搏を朽 ひ おる 巧 じあり、 通貨 的 じ 見れば W 家の 巧 巧 借 入が 巧 巧の 巧 則 じよら でして 
をな ホ おじよ b 巧 ひ 得る がに ホ し、 が來の 一紀 巧を を 巧を 巧が 無 化に 績 巧し 稱 るを でない こと 
を 巧め •化 R これを が 巧る ことを 右の ブイ t スパン タ のな# が 上で 言明した。 爾後 同年 十一月を の 
巧阳は 之を ーヶ月 五值 ブイ K タマ グクな 下に 制限し、 十一月な が じ ホつ ては を おの 一切の ま 化は 
巧 巧 又は 長 巧 巧み じよるべき こと/' したので ホる。 が も 經濟巧 論 おの 俩に がいても、 ホ產 力の 上 
を じ 件つ て « 家 化 入と 資本ち 資 とが 著しく 增 化した るに 巧し、 「巧 巧の 手 おじよ る 巧みの 大 •の 


巧みは 巧き »♦ 明か じ 下降す るで ホら ぅ」-^ じて ゐる 巧で ♦るから、 ツヤ^ 卜 のか 虜 置は 時を 
を 失する ものでは ない とぶ はれる。 

巧 四の 點 •かち « 斤の 巧 货造 出を 增大 し、 なつて 貨巧 巧る 高を 巧胺サ しめる と 云ふ考 みに ついて 
はがより ら先づ を® 機 を 業が 吿の證 巧す る 巧で ホる。 卽ち ライ t タ バンクの 手形 小切手 巧 有 
なは 一九 sll 年末の 二十 八 巧から* 增 して 一九 S 六が 末には 五十 四 值凹千 セ 百 お 巧 ブイ t スマ グ 
ク となり、 其两巧 二十々 あの 增か である。 而 して か 行 ホな 通 高は 一九 一二 六 年末 じめいて 四十 九 お八 
千 巧 ブイ ヒス ►グク であつて 一九 一ニ ニ 年末の S 十五 值六千 萬 ブイ t タマ グクよ b も 十四 值二千 巧 
の 巧 化で ある。 かを ライ ヒス バンク 巧 巧の 手形 及 ホ 巧手の 巧 巧が 不巧 である けれども 其を 巧が 失 
おか# モ おと 考 へて はならない と共に 化な 巧に がいて な 手形の お引から 巧 金 逆 巧を 造扣 せる こと 
もちれ ては ならね。 巧くて 通貨の 巧 通窩が 大巧 前 じがいて 平 巧 六十 値 程が で ホつ たのが、 デフレ 
—シ ，ン 巧に 五十 五な に 化 下し、 失柔 か# ま 案のを 巧と 共 じ 巧 化の 巧 向に 轉じ 一九 S ムハ年 巧には 
六十 六 お •一九 S セ 年 巧 じは セ 十二 俊 じ 上つた。 要するに そ 菜 ホが モ おの 劑 引け 金な 巧 M じよる 
St 貝 力の w 巧で ホつて、 先 づ巧貨 の 造 出を 化し、 ホに 其 通貨の 化 用 じよつて 巧 力と 物資の 需 巧を 
9«節 < 金11 雄に 使用# ら な 用 S ♦の# ちと 巧 A 二八 一二 



第 太 章！ ■た ♦柔 M 資に 於け る ItKg ホ 上の mK 二八 田 

增大 し、 ないて これ じ 期が ぁろ 產業 部門の 生 ホ カを 上進 甘し め、 を じ お# 界 のを 般をお 典せ しめ、 
而 して 其 两じ利 洞. 巧 银等闲 民 所得の 一 郁み が杀 巧され て貨 巧を 本の 增 かを 巧し、 金融 ホ 巧を 巧 
すので ぁる。 卽ち 巧な のを 巧が 計に ついて 之を 見る と、 をエ 巧のを ホ 巧は 旣述の 通り 一九 S 二 年 
の S 百 セ 十八 借 ライヒ スマ グク から お 巧して、 一九 S セ 年 じは セ 百 五十 借を おゆる に まつた と ホ 
に 两民巧 得は 其の 巧两に 四百 五十 借 ライヒ スマ グク から 六 百 八十 五 巧 じ 巧 化し、 貯 あな 巧 じが 
ける 貯を额 は 化 巧に 巧- f - 四 億から 巧 六十 僮 ライヒ スマ グクじ 上 b 約 四十 六 僮の 巧 加を 示し、 巧 じ 
一九 一二 七 年に 入つ てからの 巧 加が 著しく* 同年 中 じ 十四 值餘 のが 巧を 巧し、 ブイ ヒス パンクな 巧 
シャ^卜 がが 貸金な 打 切りを 巧 表した 1 九 S 八 年 S 月末には 其 上に 尙だお 巧を 巧 かして 巧々 十で 
值をお あして 居る。 併しな 行の 通貨 造 出 じょる 巧 巧 力 お 巧が 生ま 力を 巧を し、 又み ホ ホ カが お 制 
ままの 某 巧で ホる こと t ッ トラー が 一九 S セ伞 一月 一二 十日の 讓 貪に 於け る 巧 說に述 ぶる がかし と 
しても、 化 巧は 快して 無 おの ものでは なく、 又が 一々 たる もので もな くして 巧 多の 通貨を 巧 上の 巧 
巧を 巧す ので ホる。 

搭菜 巧び 失業 ホ 濟を中 ふとして 巧 濟ホじ お 入せられ たる 巧 ホの 巧で 霜 巧 充足 ホ •を おお ホ •利 


子 補 度 ホ^ 亦た 特色を 有ず。 需巧 充足 ホは、 旣ぷの 通り、 巧 巧 貸せぶ び 巧 ホ 護 ホ じあす る 巧 巧が 
巧の 代 b じ 巧 用せられ、 ラィヒの 巧をから 支 巧 はれる ものであるから 、其を 行は ラィ t かを のな 巧 
である ことは W 串 あ 务と異 る 巧は ない。 巧し 其 特色と して 注目す る じ 足る おは、 無利子 なること • 
ホ遍巧 巧の 局 化されて ゐる ことの 二つで ある。 無利子なる ことは かな 上の ながを をれ だけ 巧な す 
るな を ホり •ホ 巧 巧 困が 日常生活を 巧 及び 家ち 用 お S が 入に 局限され てるる から •パー ペン 內閒當 
時 S 巧 巧 巧が 义び 後が する 新を 巧 巧 ホと 同樣 じ、 貨 巧が 巧 巧め が 股を 其ち 巧に がいて 巧 止す るの 
である。 み附證 巧は 寄附 ホが 牌 ホを おおせの 巧 •これを 現を に 代用す ろを 稱る ものであるから •巧 
巧の前化じ巧立つとホじ义两まの巧巧たろせ巧を有ずる。 何と？^れば巧枕巧がに巧用されるょで 
の 巧 •ながが 規巧ま 金を 化 用す る じ異ら ないから でみ ろ。 が 子 補が がは 六ヶ 年に々 巧して 補給 个 
ろ 利子 補 化を、 現金を なつて する 代りに 六 かの 本が をな r て巧附 し* おが 一 かづ/' 闲み のか かか 
ら巧ぷ する ので あるから、 闻巧お ホと 问巧闻 おの 巧 巧 伉が に 外 G ら ない。 がして これず S 巧の 證 ホ 
じ 化 近せ る 性 資は冉 をの 仿 みたろ おにみ るから、 前 化の 失業 か讲キ おや、 化述の 巧備モ おず と 共 
に、 闲 みの 巧が 巧を が あにす ろ爲 めの 巧なる 巧裝 であろ とがつて ょい。 化しぶ 巧 巧足證 がが 其 巧 

第 田 夕篇 まに 使用 せらる、# な 用 泣# の 巧を とかさ 二八 五 



露々 車麵 齡資 CA ける f 致 策 上 《田 ■ 二八々 
さの 趙围 が時毋 されて ゐ るが 化 じ、 ィ y ブ ー巧 止に なぶつ 特色に ついては とを 巧みして はなら な 
い。 お 巧 充を證 ホ ホ 曲の 巧は か、 る 作用が 豫 巧され てゐ たか 巧 かは 明かで ない けれども. 今日 巧 
W じかい てら 巧 巧 ホ 通 巧の お 巧た 巧 柏す る 一手 设 として 化 巧 巧 苗な 化の ま拂ホ 段を 考 おすぇ ホ ぁ 
る じ！！！ れ ば、 お 巧 充足 巧が に此 作用を お 曲し がる ことを 掃 採して よいと 化 ふ。 お 巧 充を證 がが 何 
稱 g 巧 さむた かの 詳しい 數半 はかられない けれども、 化 おを をな つて 巧附 する を隹 前と する おが 
資を 巧か额 が一 九 年 八 巧から 一 化 三 八 年 六 巧よ でに 六な ラィヒ タマ グクじ 上つ てゐ るので み 
るから •若し をれ がを 巧た 巧 ホを なつて 巧附 された とすれば、 な證 がが 巧 かじ 媒 おする よでの 两 
此 巧の 現金が 用が 節 巧され、 現を が轉 々巧 巧す る ことじよ つてを 中る ぞ ホを 巧 止した 譯で ホる。 

第五 節 第二み 四ヶ 年計晝 

じ， トク— みがの 第二み 四 ヶ年計 ♦は 一九 S セ 年から 一九 四 〇 年 じ 互ぇ 巧两 じがいて、 W 民の 
々力 倒して 經濟 のみが 巧た 育成し、 なつて 經# 的に か W へのみ 存を出 ホる 丈け W 少し •これ 



じよつ て 致が 上の ち 由と 巧 立と を藏化 甘ん ことを 目め とする ものである。 

巧 巧が をみ ぶび ホホ資 がの 不 せを 如何にして 補が すべき かは 巧を にがけ るが 代のを かを お ませ 
る重乂なる岡巧でホる。 世ホ巧爭の巧巧から諸«にがいてァクタグキ》の巧力が化盛となり、 巧 
じ^的な#巧«のが赛じよ^み《がじお乂巧が巧をザ巧するに到つて、 巧逸のお巧は巧お《民 
の 兼 巧す るを 巧ぶ び 生 ホを がの 巧 入を 従 ホの 巧 巧に 巧が する 化は 乎、 化ん やが 外が 巧の 巧 還の 如 
さ •ネく 不可能と 巧は ざるを 得ない が 態に 巧つ たので ある。 ナナスな かは 巧の 巧】 ホ四ヶ 年計盡 
じがいて な 業が 典に 力を まし、 搂ホ 巧が か々 じ增 かを 示し ホつ たこと 巧述の 如くで あるけれ ども、 
膊ホ じがけ る 人： 2 增 かや、 が じよる 搜 作の 呈 凶を 考 化に 入れろ と、 未だを くを ふす るの 巧 巧に 速し 
ない。 化 之、 失 お 克服 巧の 巧 巧に よつて 巧衡 ホの 不足を 巧 やる まで じ 經满界 が 巧が を 星す ると、 
ホ まかの 需 おが 增 かする ばか b でな く、 巧 巧 かの お 巧 も 亦た が ィ，： 旺盛と なる はを 然で ホる。 なに 
がいて 食み 及び ホ ホを がの ながが を々 ま 巧と なる 譯 である。 

e サト ブ I は， をな 及び ホ ホを がの 確 おを 自力を なて 速ぶ せんとの 窟间を 一九 S 六が のな 大 み 
じめいて 巧ました 。曰く. 「四ヶ 年の 巧に 巧 巧は ホら ゆろ をが にがいて か闻 からを 巧 巧 立し、 こ 

第五！！ 羣 二次 n * がか 盡 二八 セ 



第々 《 函 策 «窠！|« にたけ る 通 Kft 巧 上の 巧 a 二八 八 

れ をが とかして 自 W の 能力 じより、 まずの 化 巧と 巧械 生を により、 並に 菩 ずの 巧 策に より > 自ら 
期 速し 得る じ まらねば ならの. 一と。 义 巧が 一九 一一 一七 年 六月 廿と 日の クユ グブ ブクグ じがけ る巧說 
に 云 ふ 巧を 見る と •四 ヶ年計 まの 目的と する 巧は 巧を のをが 巧 じ 五つて 外界から 巧 立せ しむる じ 
あろが、 併し かをから 巧 巧し やうと する のでは ない。 外界からの 巧 立とは 揭逸 W 民のを 巧と、. 自 
由と、 をして 經# 上の 巧ぶ とを 巧 化する を 息 巧し、 ホ ホから 隔絕 しやう とし；^ いと 云 ふ 愚 叱は 世 
巧が 業の ま 巧を をを 巧す る じ おする。 されば 化 ホ 市場に 於け ろな なを 動 やお 巧 巧の が 巧に よつて 
网民 お# が 混 化 じ 巧ろ ことの なきやう 巧 力す るが •併し 諸か闲 とのち み 期な は 益々 之を 巧密 なら 
しめんと する ので ホる。 

巧 ニ ホ 四 ヶ年背 まの せ 巧は ヒヴ トラ I の片 tt たる ゲ，— リング ( G ミ ing ) じを ねられた。 ゲ ， I 
リングは 元 脚に してな 理 大臣 ( Ministcrpr ぎ id さ 0 の 巧 巧 じあ b 巧が 力に 滿 ちた 人と して かられ、 
其 下 じ ナチ ス ななの が才を K し、 特に. 试巧岡 おじ 明るき 人々 を か 多く 化へ て > せが 的 巧酱じ 括る 
を 巧け た。 

巧 二次 四 ヶ年か 奎の部 円は 左の通り である。 



i 、 闻 巧が 巧 度び々 作 贪材の ホ 出 じ！！ すろ 部門 ( 

二 •お 巧の 记 々•々に 巧 iNii 錢 のを 巧に 關 する 部 巧 
二、々 力 か 注入に 期す ろ 部 巧 
四、 を 巧を ホに 期す る 部門 
五' 化 格 構成に 關 する 巧 門 
ム ハ、 外 W 巧 おに 期す る 部門 

ホの 巧で 一と 二と 六とは ラィヒ 巧濟 るの 巧な とし、 一肢 巧# との！！ 聯 にがいて 巧理 する ことじ 
して ホる。 

巧內 じがけ る お 科 及び 巧 作 ま 材の產 聞の 閒 酉は 四 ヶ年許 まの 中ム點 である。 巧み 及び 巧 作贵せ 
の ホ 出と 去 ふは 巧に 従來 のな 巧 及び 巧 作を 林の 巧 まを 說ふ だけでなく、 巧 原 巧を 材を當 おし •且 
つ 外 M からの お乂 をが に 代用し 得べき 巧內ま 林の 能力を も 巧 巧し、 おに 巧 お 巧 造 菜の 化 造と 巧 鼓 
巧ぶ 策の 計 巧 化と によ b 資本の 巧 用を 巧 止す る ことを もを むので あろ。 おや 毛ず の自巧 « 維 にみ 
ら ざる 化 巧な 推の 造が とか、 巧 發灿に 代る ベ 利 力 原 巧を おおよ b 抽田 すると か、 天が ゴムよ 6 

藥 五** 二次 W ヶ年 t « 二八 九 



第 六 ♦麵策 ♦業 g 資に 於け る BIKA 策 上の 两* 二 丸 0 
も 一巧 巧 力なる 人を ゴム 「プ ナ」 (口 旨と を おあ^ おなから 巧逍 ずる かきは 巧に 巧々 ホく からか 
ら る/巧で ホる。 おも 田 逸の 化學 ホが 世 ホに 誇る 巧 W は、 おおと 木材と をな て 巧 巧よ b も 巧く 巧 
よりち 曲げ 巧き 巧务作 資材を が 造 甘る ことこれ である。 人造げ 度 人 逆 木せ は數年 前まで な 巧 巧 さ 
へ 不可 化と 考 へて おた のが 今日では 多くの 方面に 於いてを 巧を 化なず る 巧を 示して 居る。 巧 化 金 
巧褒が じかるべき »巧 品の 巧 巧と か、 アグ ミュゥ ムじ 代るべき 巧を 巧 マグネシゥムを 巧內 じがいて 
な 富な 白雲石から 巧が すろ ず も 四 ヶ年計 ま 巧 一部 巧の 活動で あろ。 巧に ゲ 31 リングは ュ I ム紀 
巧よ h 幾鑛餐 .巧が する 赛 策に 力を 乂れ ており、 其爲 めじ 閑を 參 巧の みかを 巧し' •をれ じな 己の ぶ 
を 冠して をる。，， Deutsche Reithswerke Hermann Giiring J \= o : が をれ で ホる。 ユ I ラが せの 
« 巧は銳 をち* は 比較的 僅かで あるが、 巧 石 其 巧が 巧 宵で あろから、 续巧 ホの な ゆに 巧大 なるな 
義を おする ので ホる。 

四 ヶ华計 巧の ホ ニ部 円た る お 巧 出かに ついての 巧 力は 閑 巧が 巧が 巧な に ホ 出さる、 じ まるまで 
閑が する 能は ざる もので ホつて、 其 巧め じ お 給の 巧 制を 巧 ひ、 なて 巧が の 原 巧を エ莱の 度 おがと 
巧を ホと に 度 じて 供がず る やぅ 巧め 5 と共にな がの おれを 浪 かを 用せ しめ ざち 巧め の述 かを も 四 



ヶ年ホ ♦の 巧 w 內の ものと して 巧始 する ので ホる。 化 あ々 巧 用 防止 運 巧の 巧には > 生活を 巧を 试 
失 甘ざる やぅな 总 する こと、 巧 巧者を して 闲ホタ 用の 巧 巧を 作らし わろ こと 等ら ホる が、 麻な ホ 
わの 回 化には 和 林 長じ責 巧を 舆へ ナチ ス篇 員の お# 巧が 行動と して 力を を さしめ、 従 ホ 案が せし 
を巧碎 かや ホな 度を 巧 化して 居が の おかを を 尚し* 又 t ， トラ I 苗 年 脚は を 巧 草 や チ， コン— 卜 
のな 裝に化 用せ しおを や 其 化の な K あを おめ A 巧ょ でも 柯收 して •外 W 徐 入が 巧の 補給に 充て、 
ちる。 

巧 S が 巧た る 巧 力な 入に 期 する おおは > ブィ t がが あと ラィヒ 巧 働 仲 か 所 (Reich を ミな It fUr 
Ar す ミミ rm ミ 旨 ごの 巧 巧に 巧し、 巧 働 ホの 巧が を 巧 中ろ とがに み 炬エ莱 やを 巧エ 策の 如き ホ 策 
の $ 巧が 巧に々 力の 不足な からしめ、 而も 巧 働 ホの あ 巧な ろ 轉を巧 巧の 円 ホを 防げざる ことじ 心 
化する ので ある。 又 巧 傲 ホに おしてが おに 適する 巧を を 巧廉に 提供し、 且つ これず の 巧 巧 ホに 巧 
巧 用せ を 供給す る ことち 化 四 ヶ年計 まの 巧阁に 巧す るが がで ある。 • 

巧 巧が 巧た るな 巧ち ホに W する 方 巧は 巧 逸のを 巧 巧 立の 大方 巧から して 巧 二み 四 ヶ年計 ホ 中の 
度 お 部 かの 一つで ホ b 、 义巧 一み 四 ヶが計 巧 じがけ ろ巧茄 「增ホ 巧」 の おがで も ある。 ± 化が 用 
第五 0 第二次 n * ザ か 煮 . ‘ こ 九 I 
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化の 化の ホ 巧は 化 然として おわされ ろので あるが •巧 じ 巧 二み 計 まに がいて はや かがに 巧 化が を 
巧 巧して 曲は 3 ホ 巧を 十々 にが 化せん ことを 企てて ちろ。 化し 一 肢お濟 化 おの 巧 巧 じ 従 ひ、 農 案 
々巧 ホい 不足を ホ卞 ので あろが、 これを 避けるな め 巧 力の 记 々に 留息 すると かに •化 巧^ 巧 G ど 
じは 巧 谢お化 M を 動 目して 化 勢 甘し め > かほ 計 ま 的に を 民 巧 住 ぉ ザ おしてな 巧 » を 巧を せしめ、 
W 人ぶ お ホの 巧が 巧 聞を 裳 脚に ホ 巧せ しめ • W 人に 適すろ 搜ち巧 做に お 事せ しむる ずの 方 巧を 巧 
ろので ある。 

巧-九部巧たる巧格稱はに§|する记化は巧お構巧ホ員(巧をす穿3ョ昏ミ 5, ら〇 巧をを丘ミこを 
巧け て 之れ じならしめ •み々 ぶ 巧を 一元化して ほる。 巧 格 政 巧に ついて なをな のがる 巧の 巧 本ぶ 
かは がな の お々 ホに 巧す る 小資ぶ ホを 巧を する だけでは 不十 かな b とし‘. を かの ホ ホ ホ か ^ せを 
の 巧 巧 ホに ちる までのが 格 巧 巧のを みおを 巧亩 しお 巧す るので ホる。 かに 巧し ホ ホ々 の增 かにょ 
つてが 格の 巧 A を 来すべき あれ ホる 時は、 ホ ホ あ 巧 及びみ K 逊巧 じがいて 作 菜 方法を 改 をし、 巧 
巧 計 巧を おか じし、 其 化 種々 なろ 手 採を 藻 じて、 おお 巧々 ホ じ 巧す るが 格を な々 せ ざら しわる じ 
々める。 かと 生 ホ 方法のを 巧 化 や、 ホ ホ 能力の 向上 じょつて ホ產 々用を 巧 かし 偵 巧の® 下を 現 化 



ずる こと も ホら なる ので ホる A 

巧々 巧 巧た る 外 W 巧 巧を 巧は 巧 じ 一九 so —— S 1 がのを 化に よつて、 臣额の 外！： 巧 金が 引出 
? ^れた 巧から 巧 ホし、 W 來巧 々法令を 改 W 補充して 益々 之を 巧 かじして 巧ろ ので あつて、 巧 二み 
四 ヶが計 ホを 閒お 甘し 一九 S セ 年 巧め にがいて 外 W な轉が 巧を な 施せる 阳 々が 二十 八ヶ闲 の夕き 
じ 上る けれども、 巧 逸の をれ はなら K がなる ちの の 一つで あろと 一友は る、 よで じな つた。 まし 巧 
巧 じがいて は 一九 一二 四 年 九月 廿 一日から が 化に 入つた 巧 部 「巧 計を」： 口 さ ミ ue Plan このが 本 お 
助^して、 自 M のちが ひ 料る お 巧を おぇて 外 W よ b 麟义せ 中、 而も か闻よ h 雌 入す る 物 巧 d 白 W 
じか 巧 G る ものを 巧 一とな すべき 诗堅 くを めて ホる から、 化が 本 お 則を 推 持す ろ爲 めに 外 W 巧替 
が 巧 S 强化 はか 巧の もので ホり、 又を お 巧 巧 巧ぶ の 巧め にもを れが必 巧な ので ホる。 巧 巧 巧 関と ■ 
しでは 中央 じ 外 W 巧 巧を 斑 所 (Reichss ミ le を" Devisen す wirtschaftun ごを 設け、 此 おじて 巧 巧】 
板を 巧 巧し、 化 方に 外 巧爲吞 事が 巧 (Devi ま nstelleB) と 外 闲爲巧 お 巧 巧 (Gbterwadl 旨 gsst 己一 3) と 
を 営いて 巧々 の 巧 引 じつき 巧 巧め 巧に 當 らしめ、 をして ラィ ヒス バンクを なて 化 闲な巧 巧 巧の 唯 
一 斬 巧 供 としたので ホる。 化な •ラィ ヒス バンクは 取な ホ 則を をめ •をれ に從 つて 魚巧贷 頁を 巧 
第五 節 誰 二み M ヶ年か 直 二を 二 



藥六章 ■策 事業 融資に 於け る 通 巧 上の 田 fi 二 九 H 

ふので A つて •現む の 巧 則は 一九 S ホ 年 十月 一一 一十一 日の 巧 事 おお 示を 某が とし、 一九 网〇ザ ー巧 
十五 日の 敝 W か ホ 化かに 供す るみを •网年 S 巧 五日の 敝 W か ホ 屆扣に 幽する か々、 其 化 多くの が 
濟乂臣 姐 速 S 旨を rl 8 se ) を 附^ 充 したら ので ホる。 

外闻巧 梓を 巧は 貿み 上の 必お からのみ なら 中、 な 替巧巧 巧を のをめ にも 之を 巧 ふので あるから、 
外 W への 支 巧は ホく 之を 巧 格 だろ 統制 S 下に 辑 いた。 斯くてみ 巧の 外 W 支 拂ホ段 反び 外 巧 ま 示の 
巧 ホ 植を自 W 巧 巧を ち 巧 ひて 貝义れ '又は をれ 等を 自 W 巧 巧を をれ りて 巧 巧す ことを ラィヒ ブパ 
ンク のみに がして み 統制を 巧 ふだけ でな く、 內 M 巧ぶ 示の なが 物件を ホ W 狂 巧 ホと 化 引す る こと 
を も ホた なおを 巧の- に 拘束す るので ある。 故に 巧！： 貨 おの お 巧を 巧 止し、 か构 なが ホに 巧し 巧 
W じがいて 內 W 巧 巧を 化て する 支 巧を 祭 止し •外 W 在住 ホが 內 M にがいて がする 勘ぶ への お 込を 
巧 止し、 な ザな くして 小切手を か W じ 送付す るを 禁止す るので ある。 若し 外 W にがけ る 巧 闽巧支 
拂 をる 巧 巧 巧の 下 じ 拘束せ ざる 時は、 マ グク巧 巧は 外 W じがいて 巧 巧の 目的物と なろ でみ らぅ。 
おして 巧ろ お« じょつ て 生 中る 爲巧巧 巧の 化が を 巧 止せん とせば •ラィ ヒス バンクは 外 W にがけ 
る 巧 W 巧の 資伤じ 巧して 巧 かは ねばならな いが 併しを のをめ じは また ホ W 巧を がか 巧と なる。 そ 



れ かじ 巧 外 まみは 巧 椿 じ 之を なおす るので ホつて、 か w 巧 韓の定 巧な 引を も* かにが がする 
ことは 云 ふまで もない。 か 之獨进 のれ 引 巧に て 化 引せられ ざろ か 巧を 示の おが ほ ホら また 巧替を 
かの 息 味 じがけ る 外 W 巧を としてな 制を 巧け るので ホる。 

をな 巧 巧の かに かは お 外 支 挤か巧 上 及び 貿 みを 巧 上 ま 巧み さる、 お于の 施設が ホる。 其 一は 巧 
外闻 のなか •中央な 斤 又はな がのを おせる 巧 巧 巧との 間 じ淸巧 化ぶ (Q2 『一 38 ミユ 『ぶ〇) をが おせる 
ことで みつて、 巧 二次 四 ヶ年計 ま 閒始の 年た る 一九 S セが のと 巧には、 おが 聞の なを‘ 闲み閒 の 
なをず ホ 试 のらの たを せて 其數 二十 七 じ 上つた。 淸巧 の货 巧は 一九 一二 四が 十 巧 十六 日の 化を にょ 
つてが 立され たる 巧逸淸 巧を 巧 (Deichc Verrcchn き 巧 k 泛 se) が これ じを り •两 をが をみ 摩の が 
巧 じついて 寅 巧を 巧 巧す ろので ある。 これず が « の 巧な 協定は をれ < 巧 なお まを 巧に する けれ 
ども > 何れも 貧み なおの かき 巧 甜外闻 巧みのを が 化を 必巧 とする ので あり、 外闲 巧を のをが なる 
两が淸 巧 巧手 闲 への お W をを み じし •ホは 增 化せ しむる 上 じがいて 巧みのを が 化が 益々 多く 役立 
つので ある。 

巧 か 支拂巧 巧 度び 巧 巧戍巧 k ホ 巧み さる/ 巧の 其 二は 信用な を (ロミ ロ e ミ S すで editabkom - 
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mAn ) でぁる。 化 倚 用は をは 曼じ 一九ニ ニ 年の あ 巧に 巧し 一 姑 巧 外を がか かに 化か けられた るを な 
てと を ホ 止めん としてを 巧间年 八月 中 じが 巧 諸 两の巧 行と が おした る 一知 巧 お贸 なを (パ I •セグ 巧 
を) が巧阳 僅に 六 ヶ月に してを 一九二 一二 年 二月 ホを 巧て 巧 力 y 失ぶ から •巧 巧な の爲 めじが おした 
もので ホつて、 有 巧 巧 巧を 一二月一日よ b を 年 二月 ホ 日 じ まろ ーヶ がと し >爾 化を がちめ を 巧を し、 
巧 ニ ホ 四ヶ年 巧を が おの 一九 S セ 年には 其 巧 七 巧 なをに よつて 支 ホが 巧が！！ なされた ので ホる。 
化な をに よつ てま 巧 iR ホを をけ るな がは 巧 あのな 行 ホに 巧 工業 ホが 巧が 闲 のが 巧から 借乂れ たる 
短 巧が みで ホつて、 を おの おお なぞぶ 立を 時は ブィ ヒス ►^ク じ巧算 してめ 六十 S なにも 上つた 
が、 みを が濟 した かも ホら， よた 外 W 巧 巧の 巧を 巧 巧 巧が も ホつて •が ホが 少し、 一九 S セ 年 じ 
わいて 巧る 巧の 巧 巧 かおは S 十な ラィヒ スマ グク となつた。 併し 尙 はま 拂が » を 巧 巧ず る必巧 ホ 
りと して 巧 限 おじな 定を 巧改 して 巧る。 而 してが 濟 みはなを じよつ て 共 率が 定められて 居 6、 ブ 
ィ t ス パンクのを W ずろ 信 巧みせ じ 巧を して 预 けられる のでみ つて、 これを をな マグク (巧ぶ f 
ミ 日 ark ) と 巧ぶ。 をみ マ；^ ク巧 をは 一九 一ー ニニが に はじめて 作らた 共' が 用を 一を の 巧 W 公社 化 R 
义义巧 付 じ 化を し' 又 巧み ホが 引 巧す じついても 巧 用を み內 W 化 巧乂义 はがけ 巧别 なを ( Reis - 



ミ rkehr すを 口を rko ミと への おを じ 化を し、 なつ ス外 w に 化 出せざる やぅ 闲巧 にお かされて ホる。 

第 六 節 が 巧 法の 改正と 其 通貨政策 的 重 嬰 性 

巧 一み 及び 巧 二 巧 四ヶ年 計晝は ナチ スを 巧の W 巧 事 菜で あり、 みかに W 防充 货の爲 めの 闻巧辜 
柔も かは つて、 をれ 等に 巧す る お 融がお 货な巧 上の 重大 脚 題を おおす るので あろ。 

通巧か巧上のま大事みとして巧目しなければならねもの/^巧 一 は. 一 九己ーニ年十巧二十と日の 
化 巧法改 あで ホる。 化 改正は 一九二 四が の お 行 法 じを わる 巧の、 おけが 巧 巧 ザ 俯が 巧 割の お 巧が 
を 化 下した 巧な にお 引 ホ 合を 年 お ホな 下と なさべ る こと、 巧び 發巧 巧を 巧 かする ことの 二つの が 
かを 撤 度したら ので ホつ て、 法律め 側面ょ b 見れば 化が としてを 巧 本 化 制の 巧 質を お 持す る けれ 
ども、 實巧 的には 田 內の貨 おおが がを が 巧 お 巧の 上に ホつ ことと なつた 課で ある。 抑々 巧 逸の】 
九 二 四 年 制を の 巧 巧 制 巧は 巧みの かく、 おの 一を 量を なて 巧 巧 巧 化を 規 をし. 货 巧の 巧が 义は货 
巧の 膊貝 力と 金の ま材 化が とを 一致せ しむる を 目的と する 金 本 化 制の 巧 本 思 おじな き > なわ 勞巧 
«々節 麵 が 法 5 ホ 正と 其 通貨政策 的 巧 一一 か- ' 



第 ホ 車 Mslls に 於け る f ft 策 上 《历 a 二 丸 八、 

巧 巧の 四 巧を 巧单 半と して 金ぶ びを み 妹 W るを キ おを ライ t ス バンクに 巧藏し • 一 をの § の 下 
じ 化巧单 羊の ほ 下を 許す とおに、 化 下の 巧 おに おじて 巧 ホ 巧を 年ち ホな 上み 增 する 事と し > をの 
巧 時を ホを 行は や、 巧を 巧 巧の 情勢に 應じ 法を 比 巧に て、 ホは ライ ヒス バンクが 巧のを 又は 念み 
か W 巧替ネ おを が 巧が に 巧して 責 り、 ホは か 行 おを なつて 金 又はを が外闻 巧を キ おを 買 ひ， をぶ 
化と 貨 常が 値との 一致を 維持す る 仕 化で々 つて •人 之を げんで 狭まのを 巧 本 化 制と なすので ホる。 
化の 狭義 5 金 快 本 化が が 化な の お 巧 法改正 じょ つても 維持せられ、 巧 ホ ホ備 物件に 依が としてを 
を 中 巧と する けれども* み 中 株た るを のをと お 巧が ホ 巧 巧との 脚 汾が切 巧され てし まつた 巧 
で ホる。 が茲 、ライ t ス パンクは み苹 巧が 巧 巧しても デ 7 レー シ ■ンが 巧を 揉る ことを 强 制され 
ざることとなら、 又デ フ シ， ン巧巧お行中と蒙もか巧じ應じ巧時化のな巧に轉ホし巧ること 
ともなつ たので ある。 がして、 化改 おと 间巧 じを ホ ザ 巧 じがけ ろ 巧な 物 かの 巧 おと ライヒ スバ ソ 
ク のを 閒巧 巧は 巧の 巧 用と が はめられた 。寒 タザ 巧に めける 巧 おかかの 巧 狼と 云 ふのは •巧 巧 ホ 
備 みか、 がち 巧が 化け 的 巧が (bankma 口ぶ ODeckun ちを かじ 巧 策 手 お 丈け に 化を しないで •ブイ 
t タ パンクの々 曲 ホ 巧と して 迸 おのが « おが 巧 ホ、 巧 中 •ブイ ヒ •州 •地方 白が 巧の 化が をが 業 



ネ おと 问を椿 じて 巧が 巧 備に 充 つるを 得しめ たこと で ホる。 よたな 拥巧 巧な 巧の 揉 用と 云 ふのは 
上 連のを 巧 巧が を 自由 ボ巧 じがいで 資 頁す る* 能を ブィ ヒス パ y クじ ♦へた ことで ホる。 

化變 •化の 巧 巧なる 巧宙 としてを みに 化 目され 得る ものは •ブィ ヒス パンクの 巧 貨を巧 上の 巧 巧 
の 自由が 增 大した ことこれ である。 巧に 輕# ホ じ 遺貨の 供が を 巧な にして 之を 活 巧に 巧かん とす 
る 巧な とか •ホは W おがぶ 大事の あ 巧の 巧め じ 通貨を 淹巧 する 巧な とかの 化き にがいて 化が おは 
其 お « を 發揮卞 るで ホら ぅことは 巧 かで ホる。 巧# ホが ホが 化 巧 じ 巧れ るな じは 巧 出 お 巧が W 巧 
し、 且つ 巧 引に 巧す る 手 おの 出*! はり も かいので あるから >巧 巧 附巧出 や •巧 お 手 おのが 引 じよつ 
て 通 巧な 巧 巧を 增大 する ことは 巧 難で ホる。 かじ 一九 一二 一年な 後 お 年 巧 じ 巧 巧が 巧朽 せし 化 く- 
よ た 米 W に 於いても* がた 巧 W にがいても. が 化せし かく •公共 事 案を 舆 してみ かぶび 巧 力を お 巧 
し、 なて 失ち をを 原 し、 » 巧を 巧 化し、 之ず じ おする 支が によつ てぶ 巧が 巧 巧を 巧大 しみが 人の 
巧 3^ を增 化し •わかぶ び 巧 力の 巧需 おゎ々 巧し、 お W ホを 巧が じ 巧いた ので ある。 而 して 化が 一れ 
ホ改 おはがる 致 巧を 巧 巧 卞る について 巧 巧の お 巧を を おじ せんとす るを 脚の 下 じな された る もの 
である ことは を ふ i でもない。 而も 巧 W では お 巧を-わ 化 化を 演 おし •制 化 外 巧 巧が ホを 化 下し、 
第々 g 錐 わ 法 正と 其 遣 gft 貧 W ■要せ 二 九九 



露大章 ■« ♦窠 M 資に 於け 6s 致 ミ 《历 ■ Ills 
又み 巧 巧 計な 方法を 變 おした る じ 巧し、 巧な では 巧 巧の かくを ホ備 のち 苹 率を かおし、 巧 巧ザ備 
みかの W 巧を <5 柴 し、 巧 行 巧を を 度した ので ホる。 化 じ巧两 との 巧較 にかいて 1 應 がれが 適 巧な 
る やの 疑 巧が 巧る 巧で ホる。 

巧 《 のかき 巧® 發斤限 巧の 巧 巧と •巧を のかき み 巧 備巧 # の ぶまとは 制 巧 上の 巧異 から ホる お 
果で ホつ て、 其旧大 K ろ 重 巧せ の 差がない。 卽 ちを W は 所謂 伸 巧 的 制 お 法を 接る じ おし、 巧 巧で 
はな 巧せ るせ 例 巧 巧 法を 取つて 居つ たので ホる。 而 して 巧 酱 では 化 巧の 改正 じょつて 比が 单巧法 
をぶ 棄 したので あり. 巧两 では 巧な として かな 制 化を を巧ネ する けれども •通貨 巧 巧の 必巧 にあ 
じ、 巧 巧 巧 巧の 限 巧を ホから ホへ と讀 巧し 來 つたので ホる から、 ぞ巧 じがいて 化 巧 巧を 巧 限度の 
存 をは 巧貨巧 眼を 巧 制する 上 じか 巧を 巧は して 居ない とちつて ょいが おで ホる。 巧 併し 巧 两の制 
巧に がいて は 保な 巧 巧 限 巧が 张 じは 其が お 法を の 手續を « わを： ホし、 日本み 巧のを 怠を 許さない 
から、 巧な ひの 巧を さじ まる ものが あるけれ ども •其が 重さは 寧ろ 無用の 巧 重さで ホる。 何 かか 
とちへ ば 一 W の 通貨を 巧の ホ當 ホた る 中央な 行が 私を の 島め じ 通貨 巧 巧を 無 おじな 巧し、 巧 巧 制 
巧を 混 A になれ るで ホら ぅと 云 ふが かきことは 考へ 巧る 巧で ないから で ホる。 义巧 巧が 中央 巧す 



巧み おを 化迪 して 通 巧增 巧を 强 ひるで ホら ぅと 去ム がかき 憂が はお 來 一部の 巧者が 論ぶ 速 じよつ 
てな された けれども、 巧 巧が 巧 上 通貨の 增 巧を 必要と すろ 巧 合 じ •中央な 行が を 巧 ホめ 理由から 
み需 巧に おやる 能は ざるが 態に 之を 巧 巧す る ことは 闻巧 のぶ 行を 化 巧す る もので ホつ て 決して 適 
を； る 制 化とは 前 ひ 巧い。 化に ラィ ヒス バンクの 巧證 巧備材 巧の « 類を 巧 大卞る ことじな おした 
のは 非難 さるべき もので ない と考 へられる。 

ラィ ヒス バンクに がける 巧 行 巧のを 巧は 利子 ホ 合に よろ 巧 貨調卸 巧を が 案した ものと 解して よ 
いかと 云 ふじみは がら やと 化 ふ ホで ある。 巧々 を 行 おのが をの 一面の 巧 由は 通貨 增 巧の 巧な. 中 
尖が-わが 其 負说餐 'を か需 おおに 轉が 甘ん が 巧め じ 利子 ホを を 引上げる からを み需 巧を 抑制す るを 
がると 云 ふに あるが、 併し 斯 くの かくじを 巧が とが 子 か 巧と'^ お试 めに 逢 結せ やとら •中央 巧け 
は 自己の 判 巧に よつて 適を にが 子 ホ 合を 上下し 得ろ 茜で ある。 巧 W では 久しく 一 值二千 萬 田を な 
て 保 證を巧 の 化 度と 甘し がかに 制 化 外を わがを 態とな つて 日 化の 巧 出 利 半を 商 かじ 貸き、 巧ら じ 
巧を お 巧 ホの 負 巧を 大 ならしめ たことの おおを がすろ ので ホる から* をが 巧の 存質か ホす か 巧ぶ 
巧 上^か； 消 俺 件とは 考 へ；： > い。 化し 若し 巧け 巧のは 級が まを 幕 巧 ホ じ 警ぶ的 倚が として 巧 立つ や 

• » 六 巧 銀 わ 法の 改正と 其*!** «め—《 せ 一二 0 一 
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ぅの 制 巧が お 田され るなら ば， 共 制が S 下にめ ける をけ おは あ 巧で ホる 譯 である。 巧 迸の ちな 巧、 
S も 一九二 巧 年 八月の 巧 巧 法に がいて をめ られ たるを 巧 枕は 化 黄が だみ としてが 立 つらので ホつ 
たが、 一九 S 1 がの みなを 巧 後 ブィ ヒス バンク 巧 あのを がが 煤し、 而も 尙は闲 巧が 朽 h 通 巧が 巧 
を か 巧と する に まつて は 化* ホ お 號を奋 県す る ことが 困難と なつた ので ホる。 されば 之 じ 代る ベ 
き巧警 ホな がみ-巧 けざる 所に’ 巧 お化け 巧 お 化に 比して み 巧が ある ものと 部 ひがる であらぅ。 尙 
はみ 问 9 脚 巧が が •卽も 一九 S 九 年 六月 十五 日に またも 化が なをな 正した。 

第 セ 節 聞 防 計善實 巧と 信用が 制の 必耍 

ナ チタを がが 失 おか W とか W 巧充 ザと かの W 巧 事荣が 行に ついての 所 巧 巧を を W をす るに 巧 
b •巧が ネ お前 貨 (we をを ミを ミミを ung ) の 方法を 揉び、 巧るべく ボ おのを 金を使 用し. な 巧 
ホの 增 巧を 巧 逆ず る じ 巧め たことは 旣 にぶべ た 巧で ホる。 化 ホは 巧灼 がみ 日の 時局 じ 巧し‘ 日本 
典 業 巧が のめ おを わ 化 巧を 巧 おし 民 巧 巧みを 巧 化して W 巧が 案に お 入せ しめてち るのと、 其 巧き 



ぶじが いて 村 おで ホる。 化 方法 じょれば 中央が 行が 的 巧に 资 をを 巧が する ょ b もな 巧 ホの 膨胶を 
巧 巧なら しむる から 中央が がの 美 態に な 巧 ^る@ 化を 巧へ ざるを 科る ので ホる。 併し 巧 巧の 金融 
巧 M が 化 稀の 金な を 化が ふに 巧つて 操る 所の おなか 何が 通れを 巧 上に 巧乂 なろ w 係を 及ばす こと 
を 閑却して はならない。 がちみ な 機 W が 共 お まを 巧 用す るに 化 わる 巧な と、 をれ ょ b も-化 じぶん 
で 内^ 巧 巧を を阳 してな 出す 巧な とに ょつて W 巧 おが 上に 及ぽ すが 巧が 異ろ 巧で 水る。 « 逸の 四 
ヶ年計 ホみ 中 美までは 失 巧 教# •なび 換案巧 典を 目的と したので ホつ たから、 巧 お化述 巧の 增化 
はぶ わ 巧でなかつた。 かじ’ ほ 巧 お 巧が お 巧の 上に 尙は 円ら 通 巧を 遇 出して 巧な おおに お 中る を 
巧迎 しなた ので ホる。 巧れ どち 四 ヶ年計 まの ホ 巧から、 巧 二次 巧 ヶが計 まを がの 巧 期 じ 入ろ と、 
闲巧充 巧 計を S 大規巧 だろ ものが 镑 がした から、 をれ の實 現の 爲 めに 巨 颗の述 巧が 撤 ホされ ざる 
.をが；， 占いが 巧と なつた。 巧る 巧 勢が 巧 ホす ると、 巧 逸の かき 生ホ寶 源の 巧 おな ろ闲 じめいて は、 
ほ巧织 がが 巧讯を お巧述 用の 巧 巧 じ 化 わる か •をれ ともが お废を 越ぇて 日ら 巧 巧を 逛 出して 巧 出 
91 巧に おやる かが 巧 巧なる 閒题 となる ので ホる。 云 ふまで もな く •民間 銀 巧が 巧 出を 遊资泌 用の 
巧闽に 止む るなら ば、 單祐 なろ 臘巧 力の 巧 巧で ホつて 巧 巧な 巧 上 巧が すべきが 物で もない。 しか 
第よ 》 M 巧 か S がと な 用が M のが 要 I 二 01 二 
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し、 巧に 通 巧を 迪 出して 贷出お 巧に 應 中るならば， をれ は w 買 力の 創を であつ て、 巧貨巧 近な は 
膨股 する。 而 して 逆 巧 膨脹 じ 伴つ てボ 巧に 供が さる ベタ かの 生 ホ も 巧大す •るなら ば、 をれ は 通が 
巧 巧 上 巧 摘す るを 巧ゐ ないで あらぅ。 もつ と 巧みに 云 ふと、 巧が の逛 出す る 通貨に ょつ て 巧は る 
べき かの 供が が 逆 巧の 膨脹と ホ 巧を 同じく して 增大 するならば、 其 巧 じ 少し ばか b の時閒 的ぶ 協 
が あつても •ぶ 貨か 巧上不 巧は ない ので ホる。 何 化かと 去 ふじ、 通 巧の おおと かの 供が 巧 かとが 
ホ 期を 同じく ずる 巧 合には 巧 ホ 巧の 均衡が 巧 持され て 居り •又 其 巧の 巧 巧 的を 瞄が せ-一 か；^ ろ 巧な 
には 化 部； 化に がける 一時的 巧 巧が 巧の が i! が 巧 巧 巧に をぶ 甘ざる 巧に 巧び 巧 巧が 间 がする からで 
あろ。 而 して 化 事は 巧に 民胁 ながの 巧 货造出 じついて を ひ 科る のみなら 乎、 中央 化けの 通貨 造 巧 
についても 閒お である。 がる じ 巧 逸では ホ ホぶ 巧を お •巧に ま エをま おのち な るら のを 失つ て 居 
るから 通 巧のを がな ろ增 巧は 生を これ じ 伴は 中して みがの みなを 誘な するな みがを 巧で ホる。 

巧 上の 化く ちへ ホる と、 W 巧 充巧計 去. 货 現のを 上 じがいて 巧 おぶ がの 巧を を 巧ず ろ獨进 じがい 
ては •お 巧 倩 用の 巧 制が 巧 巧 か 巧 上 设も必 巧 事た るを かるので ホる。 

然 らば、 一九 一二 四 年 十二月-如 日に 公 ホされ、 巧 S あが 一月 一日から 化が された 侣 用法 (Reio す- 





gcsetziiherda * 巧 reditw 否 en ) は；：；； S 用な 脚 9 H 的 速 巧のを めに 如何なる 稱 化まで 巧 立つ か。 此倍 
用法の 迸 用 さる \ 巧闽は •ライ t ス バンク、 あを 巧 引 化が •巧 化 ： r 化び 其 化 お干の 公め 巧 ま 巧 
巧 巧ぶ のをな 巧 耕を 除 さ •なが 業 巧 父は おを 策み みを むず ベての 信用 巧 期 じ 互り、 且つを がは 化 
のな 類の 策 巧わない 企莱 をら 本 法 じ 調 ふ 巧の 信用な W と 巧を する 獲 化を あする ( KWG .* 2.) ので ホ 
るから •統制 的 巧 尚な 棋 めて 巧い ので ホる。 おしてが 制の 巧 力は 闲夕 之を あるが 巧 制 S 局に をる 
ホは お 巧を とおを みとで ホつて‘ 巧ち をの おがの 下 じお查 をが 實 巧の お替を がふ 仕 かみで ホ ら、 . 
巧が ホた るな 巧 化は が W を ライ ヒス バンク 內に廣 き •ライ ヒス バンクな 媒を なて 巧を とし’ 间行 
副な 接を なて W を 化 巧に 充て •なをを は ライ ヒス バンクな 巧の 息 おを « してな 巧 之を 任 かする 
( ICWO . IX .) のでみ るから •結局に がいて ライ ヒス バンクが 典の 巧 制 ホた る琢で ホる。 . 

信用 化は 巧 後期 巧に がける 巧を 化 斤 業の みお、 巧に •巧 巧 外資を ああ じを 入れた ことと か、 を 
座な 曲の おにて なが 巧々 を かおの 大 ななに あ 巧に 供が したと か、 ちが 巧 備が不 十 かで ぁつたと か、 
と 云 ふ 記 邸の 巧 北を モ化 としたが ホ だな て お 巧の 通 巧を 出を 巧 制する には 十々 なる ものとは まひ 
巧い。 卽 もぶ 巧 进 出の々 なみが 制する じ 巧 立 つらのと しては 現を ちみ ザ備規 ぶと •巧 二雜 ザ佛規 
第-\^» —巧か S 寶巧とな用» M の A « I 二 0 五 
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ぶと、 巧 本 じ 巧す ろが お 比が お 化と • Ml 化 引 化に 巧す ろかな 巧 出が 化ぶ と. おがが 巧 付が ぶと 
の おつがが が 力 じる ものである。 現な 支 拂巧備 かぶは ホ 許 現を. ライ ヒス バンクへの W ヶ金 •巧 
巧が 巧 お 巧 村への； 放ヶ をを 化て 現を 支 拂帶備 とし •化 巧卽 もがな、 な 座 巧な‘ 化 引 巧の 巧め 巧 S 
ホょ b の 巧 入， 他 鉛が ょ b の常义 U 化 巧、 爲巧ホ お 引な、 爲 ホ、 約 ホの 化が に對 すろ なが 備 をの 
巧な は 酷 巧！：！ がな お 巧 細の 巧 巧に おじて 別々 じ 之を みを する こと、 すろ が •如 仰なる 巧 合に も お 
なの 一割を おゆろ を かじい として 巧る ( X ミ P ニ ホ > r *- ご。 巧 おの 一 御 じ 當る现 な 苹備は 巧 逸の 諸 
みお 巧 脚 じがけ る 化 ホの 経 巧に 巧 すれば 驚く ベ > 巧 率で ホつて、 化が 五大 錫 巧 じない てこれ を 見 
れば 大稱が 前の か 巧 現み ザ備 率は め お ホと がで あ り、 おが 恐悅前 S 年 こ 九- 亢兰〇 .一二 一年) の ホち 
を 見る と ニ ホ ーニ 姐に 化 下して 巧り、 な 用法 公 ホの 巧 時た る 一九 S 四 年 十二月に はおに 化 下して 巧 
ニ ホ ー 化と なつて 巧ろ ので ホる。 化に 化み の. 五大 绝 行が 巧 巧の 大お 一行と ほ，、 W 1 率の 現金が 備を 
巧 持廿ん とする じは お 二 •三な ライヒ スマ グクの 化な 巧 ホを ホ 化な 巧 ホに 轉おサ ざるべ から や、 
がら 巧る かては 約 二 千 巧 ライヒ スマ グクの 化 益を お 巧と しなければ。 ら ぬから •之を ながに な 現 
する ことは 巧 巧な ので あつた。 併し 困 巧ながら もザ備 半の 引 上が か々 に 巧 はれた かと 去 ふに、 事 



ぜ はがら 中して、 巧 ー ホ 四 ヶが計 菜が T の 頃 じは ホ備举 一巧 ほ 下し、 一九 s とが ホ 巧 ホを なると 
化 林大级 巧の 現 おが 俯 率は ー ホ 八 庵と なり、 巧 逸 金融 巧 脚々 股に ついて をれば をれ ょ b も 巧 じ 化 
いとち ふ おがで ある。 

巧みが 俯は 巧 一が が備 でぁるが、 策 二が 準備と してが 用法け 一ぶ 巧が の 請が け辭特 《 のぶい る 
ホな に 所がすべき ことを ぶめ て 巧る。 巧 二 おが 備 として 姐 用す る 慰が は 九 小 n なみ 滿 期の 巧萊 
ホおなびライヒ ブ バ ン クの巧化附5?:;けじが巧物件たる巧があろがが證おでぁつて、 巧巧 (現金が 
俯の 巧な と M 巧 H ) におす る举備 率は 監巧お 之を ぶめ、 み铺巧 脚の 巧が の 巧る に從 つてが 率を 異 
にす るを がるが、 如何 G るみ 合に も S 割を 超 ゆるを 5^ ない。 而 してんの 桃莱平 おにな まる S もの 
は侣 がしが ろ S おの おお ホる 一流が 莱ホ お、 级巧 引なず お >乂 が 巧 請 お-あび ライ ヒス バンクに •て 
巧劑 引し がるが' 他の ホ おで ホ. 〇 •又 ライヒ ブ バンク 巧が 適が 窥 がは ちとして 大 がが 祗 ホ、 巧な お 
道み か 株式 及び かを > おでの 巧が がか 巧 11 を 巧の 化が、 ライヒ. 州. ぶび 地み 自ホ 巧の 發 がする 
無お义 化が、 が 他 お干の 證が でぁる (KWG. 二 6 を， ど。 巧 ー ホ 四ヶが 計を. が 施な ホみ み 蘭 巧 脚の 
ぶ 二 お 準備は おとして 巧 働 手 お、 乂 がち 證 ホ、 巧び むか 辭 がに て充 たさ ゎ、 而も をれ がな々 ホ大 

累よ 節 M おか K 貪む とむ 用が なのかを 一二 0 よ 
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し、 伉が に 巧ず ろ をれ の お八" は 四 ヶ年計 まの 未 巧に 於いて 巧ん ど おかした。 

自己を 本を 巧と 巧が お 巧との 聞の 化 率 じ M ずる 規定は、 總 なお 中ょり 巧が まを (現み 準備 度び 
巧 二な ザ備) をが 除し‘ 其 巧 巧を なて 無 苹備を ホと なし' 化 お ザが ま ホと 自己を 本々 额 との 两の 
比 半を おを « にがいて をめ る けれども、 何れの 巧 合 じがい てら 巧 巧みに 巧す る 自己を 本を の おな 
を 二 巧な 上に ぶめ る ことを 得 G いとして ホる ( KWG . ここ。 現貿の 比率を をる と 巧ぶ が 巧の 大级巧 
じての 一巧 法 常 •化 人が 巧に て 約 一 お 四 ホを 常で ぁるから •ながな じ 巧す ろ 自己 ま 本な の おかを 
二 巧 ミで 引 k げろには 巧 闲をお 小 甘し，； 5 るか、 ホは 增資 を货巧 甘し めなければ じらね 巧で ホる。 

M 1 取引 化に 巧す る 巧 出 制 化は、 化-わの 自己 ま 本を がを 巧 辛と してな 巧 W が一を ホを ぶめ る こ 
と、 巧ぶ して ぁり. を 巧 材は巧 借 巧 照 おな 計が お 十 巧 ライ t スマ <ク を おゆるみ 曲樓 w じついて 
は 一巧. をれ な ドの ながが W について は 一巧 五 ホと をめ た。 巧し ライ t ぶが 州に 巧 する 巧 巧 じつ 
いては 化規 をは 適用され ない ので ホろ ( KWP 二 ご。 

無 巧 巧 巧が について 此 M 1 化 引 化に 巧し 巧 巧 五 千 ライ K スマ^ク までとし‘ 此化 化を 短ぇ て貨 
巧 ぉなさん とすろ 媒合 はなな 主から 夕窠巧 巧 報が 書 又は 巧な » 照 まを 巧 巧せ しむる を 巧す る S 



• G . こご • 

な 上ぶ ぶる 巧の 五 巧が 僞 用法 じかいて お® 巧 關のお 巧を 出を おおす るに 巧 立つ かを でぁるが、 
夏す る 巧 •な 斤 度*: 局の 比率 巧 定權の 巧 用 じよつ てぶ 巧 造化の々 をが 巧が せらる、 化 化で ホる。 
おして ホーホ 巧ヶ 年が 夕のが 巧に ついては、 民 面な 巧の 巧 金と 姐 巧を 巧 作用と を 動 貢して みなの 
巧に 當 らしめ •ブィ ヒス パンクは 巧るべく 巧 巧が の巧發 お避け、 を 閒市巧 巧 巧に よつて 巧 巧お鱼 
を 調節す ると 去 ふ 巧 方を 巧つ たけれ ども 化 巧 巧に がいて はお 朽 かみの 巧 かによ つて お# ホを 巧な 
じ巧かんとする总网^^なミれて居るのでみるから-化が方が適巧でホつたと部つてよい〇か之- 
« 城 W 巧の 編 巧に よ b み篇巧 W の 業を お 巧に ち 巧 巧 ホを おいた から、 お用附 巧の 方向 もこれ じよ 
つで 自治 的 じが 制サら れた譯 でぁる。 巧れ ども W 巧充 货の必 巧が を 巧に あ b 巧る と、 巧る 巧说 方. 
法では 十み でない と 云 ふの がみ お俩 のせ： 見で ホつて* 巧れ じ 一九 一一 一九 年 九月 十五 日 じぎつて 信用 
法に 改正を かへ、 巧に 同月 廿 五日 巧 じ 信用 法を 編成して 之を が 示した。 此改 あはみ 蘭に 巧す る W 
おの 干 巧を 强化サ る ものと して 巧 目に 俄す るので ホる。 

第 ホ 錐 おとち 用献鎮 《♦要 1110 九 



第 力 章 ■策 事業 gt における 通貨 致 巧 上 《向坦 =110 

第 八 節 信用 法改正の 通貨政策 的 意義 

信用 法の 改正の 說述 皮び 批判に 入る に 先 も 其 お前に がける 金融 巧 供の おおが 如何な ろ 獲 化を 呈 
し ホつ たかを 一巧し ょぅ。 ザ ユンタ ー .カイ ザー (Dr. GUi ミ er Keiser, 田を in) の 期を する 所に ょ 
ると •一九 S セ •一九 S 八の 二 年 巧に 伯林 •五大 お 行の 贷借對 照 まな 計が は-八 0 と 一巧 萬 ライ ヒス 
マグク から 化 〇 1 二ち 巧 ライヒ スマ^クに 上り、 一 お ー ホセ 巧の 增 化. ザ 示し、 地 ホが だ 五十 S 巧 
のをれ は S 二 四 五 百 巧 ブイ ヒス マグク から S 立 ニニ 巧 萬 ライヒ スマ グクに 上 b、 八 ホ 六が めが 化 
であ. 〇、 巧な お 行と 十 セ 巧の をれ は S 五 二八 百 巧 ライヒ スマ グク から 三 五 五八な 萬 ライヒ スマ グ 
ク へと 巧に 八 巧の 增 化を 示して 居る。 而 して 伯林 五大 织行 じついて なると 現金 •ブイ ヒス バンク 
への 巧ヶな •小切手ず の增 化は S お ー ホ ー.1 随 にお ざ や、 手 お あ 商の かきは お干の 媒 かを 示して ほ 
るに 反し、 巧 巧の 大 なち 證券は 二十 割二步 二が のが 增 となり、 闻 巧證咎 及び 利附 大巧ち 班 ホは 一二 
巧 八 ホの がかを 呈 して 居る。 同様の 巧 向は 地方が 巧に も 現 はれて おる ので ホつて、 地方 か 巧 五十 



s 行の 巧 巧 大巧ち 迸が 所がな は 二十 一朝 ー ホ 六贿增 •闲 巧綻薄 及び 利附 大巧る 迸が 巧 有 高は 四 巧 
六 ホ 五が おで ある。 巧に 巧 巧 化が と 十七が じついて 3? てち また 问 巧の 俩 向であつて 'キお 所有な 
は 若 卞の械 かを 示し 《 短が 大巧ち 證 おじ 於いて 二十 潮 ー ホ 九 厢の增 加で みり •闲巧 其 他の 巧を 蔚 
が 巧に 五 ホの 汹少を 示して おる に逊 ぎない。 巧く して これ 巧の 諸が の 所 巧す る _ 短期 大が證 ちがは 
合計して 一九 S と 年の 四 值化千 八な S 十 萬 ライヒ スマ グク から 九 借八モ S 巧 十 萬 ライヒ スマ グク 
を增 化して 一九 S 八 年には 十五 始 一千 四十 萬 ライヒ スマ グク となり、 阀化 度び 利 附大が 巧 趣が 所 
有な は 八 馈お千 一 百 九十 萬 ライヒ スマ グク から 二な 二 千 一巧 十 萬 ライヒ スマ 八 クを增 加して 十值 
と 千 一二 百 萬 ライヒ スマが' ク となつ たので ホろ。 を 短期な 补 すると 闲 ぶの 情あ證 がへの 述 用 資金は 
二十 お 储八千 S 百が 笛 ライヒ スマ グク じを する。 - 
巧 < の 如く、 伯林 大 おけ. 地方 おむ •巧が おけの 一九 S 八が 末 じめ けろ 阿ぶ 化な 湿が への 巧 金 
渾用 棚が 二十-五 化を おぇ、 が も 一が 閒に 十二 健を 抱 ゆる 激 巧を 示せる ことは々 媒 現を として 巧ぶ 
を おく 獲 化で あつて •巧 にがお 反び 遊々 を引稱 けて 公的 ぉがに が 通す るげ 策の 巧れ であろ。 此化 
目すべきな 融现 をの 巧 化 じ 巧な して 信用 化が なお 甘ら れ たので ある。 

« 八 巧な 用法 改正の 通*# 貧め を* _二 一 1 



羣六章 ■策 ♦霞酿 資 における it 貧* か 上の 田 fi II ニニ 

な 用を 改正の 中 ふ 巧は は督巧 M の 改造 じぁる。 卽ち 一九 S 四が の お 用な にがいて は 旣述の 通ゎ、 
岳督 局と かわが をを とを 設け. をを 巧に ま斯を 潰き、 ライ ヒス バンクな おを なて 巧を をと し、 共 
下 じ ブイ ヒス バンク 細な 巧と ライヒ かなを 及び ライヒ 姪濟 をの 巧 事を ハジ aa ミ ekretare ) 各 一 あと 
を K し、： 化に 按 おの 任命す る ー ホと •ライヒ々 巧る 及び ライヒ 內 がちのを 事を ホ ーぶ とを かへ て 
セ ホと した。 をして なだかを を自 をは 巧督 巧の 巧な ではない けれども、 をせ W の# 合 及び 決 巧の 
すべての 巧みに 忠ホ おとして 巧 かする 權 能を がする こと、 したので みつた。 がろ に 化な のな 正 じ 
於いては® 存 局の 巧 員を W 少して、 ライ t 巧濟 大臣と ライヒ 財を 义 括と ブイ ヒス バンク 巧 巧 局と 
の S 巧會 藻と し •巧 外的には ブイ ヒ 巧# 大巧が を貞を 代を する ことに 改めた ので ホる。 卽ち お 巧 
巧は 從 ホの セ あから S ぶじ 试貞 された 巧で ホる。 

化 改正は おの 上ょり これを なれば が 貝で ホる から 事 巧の 處巧巧 巧を 俯 巧なら しわる ものと 巧 ひ 
巧る に 巧 ざない が、 其 •な « を 考 へる とみけ 巧 巧の* 限を ブイ ヒが W 大巧に を おせしめ たもので ホ 
つて 權 カホ 中の 一つのを 現で ホる。 ブイ ヒ經 # 大巧は 巧に 久しき な 前から プ P イ センの ななめを 
» 機* を ft 督し •又を 巧に まつて す 巧 ホ 巧 常 かが 巧び 巧 おがが おが、 ホ じ 州な かがを ft 替 する 權 



撫 を a つたので ホる から、 今日を 巧の ながな 存者 たる 化かを 将 にのは、 お 巧、 永年 じ 互る 巧 お 巧 
向の お果 をを みする もので ホらねば ならない 。今後のを な 巧 期 お 巧が 結み 大巧と、 化を 大臣と ブ 
ィ t 义 X ンク巧 事局との S 頭み 巧 じよつ て だける、 と 云 ふことは、 巧に を 巧の 處 巧を 巧 巧 じしな 
速に する じ 止まらないで、 な 用# 制の 上に 巧 おのな# 上、 及び 巧め の 方 かを おみに ながせし め 
なる もので ホる。 が も 現金 ザ 備率も > 巧 二 « 巧 巧 羊 も •« めみ じ 巧す る 自己 資金の 比率 も、 巧 巧 
有が お ホの « 巧 も、 み 現金ち 拂化引 も •を 化 一一 一頭み 巧 じがいて 巧を せらる、 ので ホる わら* 两巧 
充« 巧 ま 今日の 時局 じ 巧して 必要と する 巨额 の 支拂 手段 期 违は车 をな 巧 期を おげ て 其 任じを る お 
ホに 巧 かる、 ものと 察して 巧して 誤らない。 さ すれげ 巧 逸の 今日の 信用が 制は 通 巧 おを 巧 節のを 
めよ 6 も、 ホろ 闻巧 調達の 島め のが 制と して 街ぐ ものでぁると 調は ねばならぬ。 

第 九 節 お 語 

巧を の 田 巧 事業な をはを おな 巧 W の 巧お进 化か 用 巧 火に よつてが はる、 ので ぁるから •お 巧 巧 

« か 《 巧な I ニニ ニ 



第々 章 M 巧 事業 にかけ る 通 K 政 致 «の 两 B I 二 1 W 
巧 上の 問題は 此 ホち 遣 出 作用の «大 がが ホす る 部面 じめいて を 頭すべき こと 明かで ホる。 而も 通 
貨を 巧ぜ巧 の 手段と して か 何な ろな 巧の ものが 存在す るかを 顧ろ と、 僅に 中央 おわの 利子を 巧と 
な閒ボ 巧な 巧と だけで あつて， 巧に 化 巧ら しき 有力なる 手段が ま 出されて 保る やぅに もない。 巧 
る じ 中央な 巧の 利子 か 巧は 化を 巧を 必巧 とする 現を の 巧みに めいて お止されなければ ならぬ こと 
か 論で ホる とすれば、 巧ろ 巧 唯 公開 ボ 巧な 巧の 一つの みがぶ 貨巧巧 上の 巧 器で ある。 かに 巧 逸は 
一九 sill 年 十月の 化 例を 巧て ラィ ヒス バンクを してを 鮮ホ巧 か 巧を がは しむる こと^してから、 
其 取 披を貨 なじ 適すろ やぅが 化し、 I 九 S 九 年 六月 十五 日の ラィヒ タパ •ンク じ W する 法を 改 おじ 
よら、 材 だが 正則 業が として 手 お 割引の 外 じ 扱 ふ 闻摩證 が 資 買の 化 废ら祐 巧 度 宰相のを わる 巧と 
しか 巧 巧が の お 地を 增 大した。 併し 金な 巧 M の 通貨 造 出 作用な 大 がを々 進 あする にがつて がが 餐 
する 巧 阐は巧 狼し、 其 お 化は 巧 巧を 化へ る。 闲內 じめ ける がなら 一肢 的な ス ものは 巧が じ 及ぶ す 
が爸 であるが、 公 閒ボ巧 か 巧に よる 通 巧が 節の みを なて しては 到 お 化 お 巧を 巧 かする 能は ないか 
ら 、かく も 物. ぶか 巧と 化 ホが あか 巧と をが ひ、 併 甘て がザ述 動を 强 化しなければ なら 《。 叉を 外 
巧 じ 現は るべき が 巧と しては 巧を 巧 巧の 化ぶ でみ るから 外 W 食を 巧 巧と ち 易を 巧と によつ てこれ 



がまぶ をを てなければ なら 灯。 而 して 斯る方 巧の 必巧 なることは 巧 等が を自闲 じがいて 現 貨じ舟 
巧し つ、 ホる 所 のらので あろから、 巧を じがけ る これず 諸方 巧の 必 巧ら ホ 訟 する じを かで ない。 
而もな じ 巧ず がか/' る お 方 巧の 必 巧を ホ 誌せ ざるを 得ざる じついて 巧 かする 所の ものは 中央 煤 斤 
の 近 巧な 巧 的が 力 S 巧 退卽ち これで ある。 卽も斯 る 諸方 巧の 支持を なける じ 非 ざれば 中央 録 巧は 
巧 目の 力を なて あ 巧 期 節の 巧が を果す 能は ざろ 立 巧 じ 巧つ て 居る ので ある。 さすれば 巧 逸が 信用 
暮機 期を 改逍 ，) て麵會 藻と した ことは 信用の 巧 制と 指導を 勇に し、 通貨政策 上 Q 問題を 解 
巧す る 上 じがいて お 怠 まな b と 謂 ひ 得ろ であらぅ。 卽ち貨 巧 及 信用の 管 巧 化 巧が おんど 完 巧した 
译 である。 

を 怯 本 化 制 G りと 云 はれた 巧 逸の 巧 お 制 化は ラィヒ おが 大巧が をが となつて 管理す ろに 巧んで 
巧た なろ 化が の t に 立つ ものと なつた。 現せの 巧を の 巧 お 制 巧を 何と げんで 適當 なり やは 一つの 

間凿で ホえ を；'^ こ ド.； 宗 《总 なに 问ぞて 尙ほ襄 表 制 言と 主 娘したい。 

何と なれば， 勿論 現せの 制が は 物が 水苹 及び 巧 巧が がを 金の 自彻的 期 節 作用に 化 甘て 居る のでは 
- 心、 k が、 併し 上述す る ホ 巧の ぶ 巧に ょゎ 巧 巧が 隹と をが 化との 結な を 巧 おし 且つ 金の 用を が W ほ 

第 S 巧 巧 =一 一を 



露 六 章 ■貧 ♦棄 M 資に 於け る 通 ftgul 上の 巧醒 llj _ ホ 

經濟上 正常 # すべき# み じは 巧を 化 巧に てな 巧みの みを ホを がふから (新法 巧 一四が) これを 尙 
はを 巧 本 化 制な b とを つて 何の 不都合が ぁらぅ か。 化し 巧 巧に 巧 現す るなら ば、 みはを 技が 
理通货 巧と 夕づ けだい とぶ ふの みで ぁる。 

W 巧 事業な を じ 伴つて 典な すろ 巧 巧を 巧 上の 巧 題は 巧貨巧 巧を れ自 みで 解み する 能は 中して 巧 
に貨巧 « 巧 上の 巧 お 巧を 巧 供した 巧 じ 吾人は 巧 目すべき ものを 見出す ので ホる。 

U VfL Has Geiuich， Ncue Icreditpoutik- ordflung cl さ Wirtschaft* Hcf こ • wtuttgart U . ぞを口 1936. S. I. 

巧 尸 udivig wicbcl-r ， oi* ミ US Wege in を r cleuttchs wirtRha 夕 s ミ chs 戶 Beilin 1938. s. 64. 

巧 v>l. Schwrerin <on iCro 色 gk 《巧 ekh ミ linist ミ der Fi ミ 9Kn) • 巧 ei を thsllult end 巧 * ich を ミ se? Probleme d8 
を utschen Wirtschaluleb ミ ， Bedin 戶 Ldp Zigl937- 
A Zeitichrift -oie s ユ snje wirttchlfts 1938 • 至 c ブ I* 

巧 Dstsh •ミミき bsll は 一九 I ニニ 年に まつで 重* なる 巧 巧 務を引 まけた •それは 义卞 巧* の々 A に I 二 巧 五 千 *》 MS 
襄 方な 濟 WV 度夕 • 參 (Osbule-Entach ら dangtbrief とを S わする にわつた が > ft ホ 法を I WA は ft 信赛 巧に 應 用した 
のでみ る 0 

0 < nrwaltu 3 gtb : rich 《 vom 30. |9 ち . 

の JuhE Dorpm £ kr《Gcnenlldirtktor を r D さ ttchtn K*k:btblh9)，Die Dcutshc 巧 •ichAbtfs I 9 l 8— I 936. pl 0 bltlne 



ds deut^chen Wirtschuftalebe ミ • B"rlin u •尸 も pz ぷ 1937 •夕ぶ f. 

か此條 件は 後に 巧 干 巧 正せられ た。 义此 巧せ に 要する 資 かは 者に a 卞るお » 補 か a をを なつで 巧で る。 

巧 Schmitt* a’ll.p 
诚 Ludwig wiebert* ■•■•o. 10 ■ 巧る t. 

o Ob 夕〇 《 Id-Bsk.und 受 rsawcsen • ご • >CA. S • と 7 • 巧な • 巧を w を岂夕 > を をを s を！ 一き ng un<l Fi ミ Nordnung 
ill oeutschla 己 • Berli 日 1936 • タニ 0’ 

巧 其の a 著なる 一例は 一九 一二 一年よ 月 二八 日 巧な のを 8PT 旨 & 02 ミ iebanic AG •でも 10。 巧 わは 巧 巧に ょつて 支 1¢ 
困 » に陌 〇 たる 簾 巧に 流 »« かを 供 おする 目め を 有し 》 关 方 巧は 失 興せ 濟 々« に 於け ると 网樣 に教 巧を みま 十る 錐け t 
して0巧夕に巧巧手お(《を3<6&*1】を巧出3し《*わ么に引々けをなしラィヒ *バ ンクにで巧引卞るのでわる。 お 
しで 富 巧 も ホた 麵 ホが 中 ふとな 9 て » 立した のでみ るから •モ おの 引 まに ょつ で 生ずる 请» は 其* K 上 W おの 值務 でみ 

ミ - 
巧 Si を ert. ■. ? 0. 夕 3. 

W HIT * な 情 化 g ち 巧 和 十 II 一年 第 S ち おず ち ナナス g 濟 « 巧 诏和十 内ち n 々 ll 寅。 

巧 Siebe さ •. a. 0. タミ . ， 
咐 & ザ ホ * « 巧 書 田々 一二 • ち。 

のジ ituchr ミ . .Die ミ ニ〇 ミ ISMialutiscile <olkswirtKh • ミ - _ さ C zr. I. 

峭口 D 巧 Jtshe xreditabkommen さ 3 こ 38- Ziffe ，一 0. 

> 九 》 な 》 H - ^ 



> 々♦同が 事 案 MX に 於け る 致 « 上 の两坦 I 二 一八 
W 1 八-々 年 否 cardo のな おせし 「«濟 めに してを をせ る aft のな お」 はなの 一を a を なって ttllE 単位を 規定し、 巧々 
巧備 はを 力び か 巧 外國巧 巧手 おを なって 么に 巧で， 銀 わ 券の な AM ホに おしでは これ# の ホが われを 引渡し •や ホの 化 
引には々 巧を 巧用サ し： 5 ざる 制 巧でぁって、 明 お 一二 十 年 W ホ S 巧 WS を 本せ がは 化が ぶを 採り 》 かホ大 W 巧が WS 採用 
サ しを 本な 时もホ 化が 巧 S もので わった。 而 して 苗 時を 兌み のが 口る、 が 巧を 廣 巧の々 巧 本位 的と する。 . 

诚 Banic Archive Nr. IN U. 17> 193 夕 

の < 己 . nduard L.ukiiS| >cf ち ben des ce 乙 es. Kt 巨ち ミ F 田 crlin S37* § 2j. 

巧 な 第一 

ル I ド キ ッ ヒ • ジ J グ ル ト 「巧逸縄濟 じ 於け るが進路」 

ItcowiK WIebert- Die seuen W*MA hi dA 『 dnc【scllnn Wi ュ schwft. mc 3> 
chen — 田 さ lin 19 お . 

ナナスの 皮治沒 巧で 論 巧し 巧は 化 巧 甘る を 掌 S 文は 巧：-* りみ 數じ 巧れ たがな はが 按濟め 方面 ゎち も 晒が じ R ぷ 甘る 一巧と し 
て， ジ I ペルト 巧 「 S る链 巧-」 がける 路」 巧 二 ほか 採り、 巧に 其 大巧を 紹 か廿ん となす る。 

巧者 ルー ド 丰ブヒ .ジ I ベルトは » を ハ ィェルン 州の！！ 理乂 巧で ホって、 又け 巧が 巧 十 臣みも 兼 わて 巧る 人で ♦る。 巧 衰が本 



るの 初 ほを 及し；.： SI を IH ハ 年で ホつ て •窝容 は ス丰ス s るなず— が じがいて r * したる 表で みつた s が じは 致 
S 迎 《'ナナ ナナ， ル ゾナ下 主 ムスの お 餐重巧 ぷしミ つち をれ について 藥 巧の 云 ふ 巧は > 巧をい ナナス 思想 ♦しか 尚へ 
Ge 化 商な ミ r •い ミ > でな く、 K 牛 スの的 美 だ R 爭 s.f く、 ィ； レ— シ" ン や； レ— シ ■ンの 巧ち 蓋した こと 
; ••き 胃が いて ナナ KG お 想 拾 重 f をの 辉巧 走必巧 S ベても •巧のを 松を 十を 巧 解 甘し レる こも 田 巧で 言、 口つ 
满 S 者 s 々. vs ? 政 8 費論育 まる 二と を 避けた ミ 重と。 巧 fe か 甘ん とす a 巧 一展*」 § s 巧 じがいて かげ 
と 巧る 巧は いけれ ども •を S ら •圧 S 外 じ 茜し を附 けて 凹 巧に 化 じみに 巧寶 じょつ て ナナス 襄の 巧廣わ 解明して ゐ 

るか 气か板 置た 桌 とす 再ぶ 占ず fG で畫 。季る じ、 畫は十 ナス 藝は 著大で 裴 f 巧らん とする まじ 

巧 ふる 窗巧 K る案內 巧で ホる と 記つ てょ い 0 

巧を け 十一 章 じを たれ* をれ じち 器'^ おして ホる 0 

巧 一巧け 一九 1111 睾一鸟 一十 貴 か 6 巧 巧と 晋 ，藉巧 《前半から 奠 RJ 转 て々 日 じ 及ぶ 證を ちげ、 が韶 おけ 

るを りす ベタ ホ K ,,- 巧 巧して 賠 る。 

をり すべき ザ S 1 つは 再ぶ のな 愛び 誤？ ホつ て、 «ち の 受寨累 察 化 巧 じ 巧」 て i の 出さ 巧ず べき 巧の 巧 
与 か 時》 C 後れ、 又 SKS 舅 的 お 6 装な-」 sf 」5 力。 S 版 動力の 巧が する S 《おら 其累& b •裝 S が巧發 
巧か鬟 ずる 夕葦 展朗 ，'巧を に 前 おし 雜系？ 與 へた マルクスの かきが ホる。 巧る じ ァド；. ヒ ，と T 出で、 ま 蓋 
. V . 访 明し 下 吊を 执 巧の 8 を 巧々’ 琶 のは 豊巧 じがげ るを 巧る 裏なる 舅を おを して、 なつて 火 凄の 巧 さる 皮 巧に 

ホち たる 巧 質 化め •巧を を ナチ ス G 巧 方 かので な 生 甘し むる じ 至つ たと をふ ので ♦る。 

巧 一一 巧け 餐 S 巧襄 かと 猫し •ナナス 裏 巧いて 巧ミ ヒット ラ， が一 九畫 年の 黨乂 をむ 薑 じがいて 注べ たる 
通 ゎ’ 巧 養 Q 沒单 -」 愛助を 塞」‘ 靈の望 si わ 5 av け ミ < 、列？ 巧 方向 C ホら し 4>さ 一とが 么繁 

かな « 一 I ド 斗ヴヒ .ジ I ベ 4 卜 「« 进經 巧に たける 巧を 巧」 ゴー ーヵ 



•第 六 《 阔« ♦巧 M 資に 於け る 通貨 « 策 上 cnn 一ニ ニ 0 

0 で ホる 。 »濟 上の ホを を 巧な 卞る SA じは みを 上内改 をた 巧は ねばなら 

1 九 1 八年のホ命だ 1 1<七§のピ ス マ ル ♦か|8^$***!わ«しにけれど、 をれじ化はるべき建巧的：^る两ホ|^3^わ巧黄し 
たのでは K かつた。 なおを g して， これ 等 わ 巧る 皇 巧に るプ B イセ y 王の 巧 治の 下 じ » く 巧* は、 マルクス ま 巧の さを をけ 
にる 巧 記 ワイ マ I ル 憲法 じよつ て • ？巧 度 わち も 巧乂的 る お tt とする w 度 じ 化 へられに。 化 ロイ マ I ル* 法の ftijia は jss に 
巧つ T を & 巧：*。 る 美# 护設 巧した〜 の.* 巧は ね W なら C 0 何 かかと 云 ふじ、 化が 度の 下 じがいて はを 黨み ホし. 化々 じよ b » 
巧なじよら， 巧巧じよ>、 面巧がを巧卞る莫 を来し* 用寒の正常の||^トミじ巧らしむるからでホる0 

ヒブ トラ） の け 巧 巧 お八 苗 立では。 く •巧 巧の なお じよる 化 法，^ 巧# とし •巧’ い 巧を； と，, を。， achafo を 巧 はんとす る 
ので ♦る。 えづ 一九 呈一 一年 吉巧ホ 四日の 团巧 及び 用 案の* 巧に 助ず るを 巧 (DS 02 ミ Ncr Beh を 有《 <§ < 己 It cnci で so 
をなツてをホ^}3|^*賴法な巧灌と共じライじ度巧の手じかの* ホじ巧年吉巧己十 一 日の謂？ 巧をじ曲する巧ま日5 〇ミな 
8, Grichsht ミミを r Lender ヨ ホを 3 ミ ich ) と，！； 年 巧 巧 セ 曰の な# とじよ > 謙 州 じ ライヒ 知# ( Reinhstat を 己 ミ】 を 
■きて 勢 C 惡 SW ま》 5 毎 人す るを； £ 止し •そし T 州政府 >- 其方 巧 S 決畜 つき ライヒが 霍的 G 勢 さ與 ふる ホと し 
た。 巧 一九 一一 丙 年 一ち 三十日の ブイ ヒの 《構 巧に H ず S 法夕 (口 S 〇 ミ t * tibs <13 zesu さ 5 de ■を ic 呈は州 W 6 を# し、 
州の ホら ゆるな 巧て フイ t じ 移 g し •一九 己 五 年 一月 一二 十一 日の ライヒな ホを 口 州を 巧 SM 負 巧び ホら ゆるを 貝のを々 權 ぉを 接 
じ大 a なじな a ずる お まの 下 じ 州な 巧の awi た ブイ t じ 化め た。 又-を 二 四 年 八月 一日の 巧浄は ライヒ 大が 巧の 繼と ライヒ 宰 
巧の 看と を 火 g 巧の 手 じち 合し、 《いて 入 パ 十九 弓し H 巧夕 もを ホ a した。 かくして ホら ゆる 痛 能と 資巧 だ總 なと 宰巧じ 華 
しにので* る。 巧し 巧 じ ホ S すべきは 州 及び 州改巧 かれ！！ 度の 下 じがいて R 止 甘ら れ にので；^ いこと これで ホる。 化 巧 ザ y 妥 
貪務の 上から なると •ライヒが 州の 行政 わ 自己の キじ なめざる 故 6 じがいて は* 州の 巧 ホの を ライ fc の 复 じ—— 
廿 しこと を* 巧す る。 化を 巧 巧 政は 州 政 巧の ホ 方 巧 A びを 行 度が j つ/ \ じつき ライヒの ち 巧を そけ るの T はなく して、 がな g 



はを の its わ* 巧讲 として 》 巧 么じ實 施す るので もる が 》 ライ to 巧 s たまけ、 ライヒは 州 じが— を與 へる ので ホる o wg 巧は 
aiB の 信賴じ 巧いて す 3 で ♦るから， 州&府 。な 巧は 1 g ホ 加す &譯で ホる。 巧 ー ホ 化 巧 g 巧 巧 没 主では 一一 十五の «|1 
ながみ ゥ 、ナナスの 巧な も 巧は 十 セの 州 巧 6 がみつて •をれ ム\ 政 あ 上の なお 巧な を 巧し、 をれ が往 々にして ライヒの 意 
aw 見に 反する こと さへ ♦つた G で ホる が •今やを を じ 巧 一して ライヒの 反 お 上のを 巧が 一元的に K なする こと、 なつた 》 
ライヒの 中央 努 を！* 化する 谷め にはみ R 政* 度び 巧 合 制度を » 止す るを 巧す として •一九 一一 呈年 七月 十 内 日の 巧 かじょ b 国 
巧 ホ お 的 巧 进 巧！？ 黨 ksMS じ 於け る 巧 一の な* となめ •巧 化の み « の 費は をち じち 巧を じがけ る 州の 巧 美 WMC る ライヒ 
スラ I 卜は 一九 一一 茵年 二月 十 巧 日の 法津 じょつて R 化されに。 ナナス 黨は 巧を 苗 巧の ホを 上のを 巧を 絕巧的 じみ 現す る* のでみ 
つて •巧 ライヒは 化 十 ナス 黨 じょつ て 巧 一 無二 的に ま 持され るので ホる 。 tti は 一九 一ー ニー！ 年 十二 巧 一日 附の 历黨 と！ i 家との W 
一 化 s « 巧に！！ ずる 巧を じょつ て 恵な 的 巧 本が 則に i で进 巧され た。 尙は巧 巧-朱の 其 化の 巧よ 巧 則 じ* ずる ものと しては >恃 じ 
一九 一三ぶ 年 九月 お 日 0 ライヒ 田 巧 法 ホ じ 巧を^ 化が 及び 巧る わ 香が 法 じ M する 巧 痒を 學げ ねば G ら 0。 化な 巧を はつて 巧を は 
巧び 巧を 人 じ 巧 へられに ので ホる。 

を 後 じを*! の租巧 制度の 技 一と > 巧 逸 円 治は 規 巧と、 巧 蕃巧 巧とは けを 七 •巧 方 g 治 巧み 上 •及び 巧 ホ R# 上 じ 於いて、. ブ 
イ t じ巧巧力«巧じ つ い て のお巧^^る前巧を青らした。 

なれ ども 巧 曲を 溝 巧 じついての 巧* 巧は 立法の SS じがいて 存卞 るので なく •寧ろ 固 巧 g 濟を巧 巧と する 巧を 闻 巧の 巧 K 家！！ 
創を する ことじみ >^巧 はわ ばなら の。 これ か 職 後の 巧 巧から 巧を する じついての ホ 巧なる 前提が ホで みつじ。 れ巧闲 寒 觀 は 
«濟 の 方面 じ ♦ b て は 巧み巧 じ 巧 *J れ ざ る を巧巧#;^ る 巧巧巧 で 々 つ て • を れ V 巧を人をちが责巧上十み に 巧を卞 る の で なけ れ 
ばなら：-* い。 巧去數 十 年来 》 巧じ大 i •マルクスの 巧 a がな 巧 お及び プロ レ* リ T1 卜の 中堅 じ 侵入した が •これを ミし 
て、 を 35 巧の ホ 巧。 巧め じ 巧 巧を 貞〇巧 曲 巧と 两巧 總 力の ち 合と についての 历の巧 & わな ホし をれ わ*! しな けれけ； す こ* いの 
餘錄 第一 A » ド 1 •ブヒ .ジ I ぺ* 卜 rjfa *» に 於け る 巧 お 巧」 一ニ ニ ー 



第 ホ 章— 策 事 ホ Mg に 於け る UK 度 策 上の 历 B =1 ニニ 

でみ る • 

巧な 濟 R は 巧 ホルな 巧を だる か も 巧 も 巧 ホ じ 巧 的に 結を して T い® 阳 巧'^ 巧 巧し、 をして 化め 同 曲が H 巧は 同 g じ牵 
化ず ると； ぶ •"ななに 巧まず る I 。 でみ つて •共同 巧 さが 供人 か 利己 ホ 義父け 闻 巧め 巧 ピホ義 に •化す 4 のでみ る。 

ナナスむ 巧 巧 巧 巧け k 速い を wy 巧 おとして 度け さわる のでる るか •化 場を •货巧 年 S 久し さに 竟 つて 發莲サ ろ®^ の円藉 
則 かな 巧し ょぅとず るので 4* く 、主た# を だる 巧 己む じこれ 卜 w 濟生巧 じ 巧け ス巧淮 力 V •函 レろ 0 で ホる。 但しを# の 巧 
觸を来ず巧合じむみ么を巧化甘しレるのでぁる。 ナナスか巧巧度行け自化^^占るかずおの巧をの展閒を必巧と狂め’义ホ萊の化巧 
性が ♦巧な*- い 無が ホ 的 前提た るを 巧る。 吏に ナナス 巧を はが 巧と して 自ら 巧 巧 事萊の « 巧 じ 巧ら 一‘* い。 只特 巧の# を、 « へば 
巧を なの » 巧の かき> な 人では かを 卜； 脚 巧と する やぅな 巧 闭 寒 か 出資 お 巧 お U し •巧は 一時め にな 巧資 巧の 面 じ 巧る こと 
ホる じ 巧 ざ K いので ホる。 

ナナスの 巧濟方 かは 共 巧 ホ# の 巧く 化き け畫愛 ではない 。ナナスは お 濟の計 餐化ー ミ" ミプ をを SC 夏、 巧ち爱 0 巧が と 
»» を 足* する i ので ぁつて， 其 場を 生 巧の 巧 お 力に るが ち时 巧と •巧 « のち 由な 巧と* 巧 巧 化と •巧 巧とは これを 雄 持 
し 》 只两 巧の 幸 巧 4- を 大巧 おじ 促を 甘ん とする 巧き 共同 目的の 下に をれ をな 肢 する じ 止 i るので ホる。 

巧る保巧計賓化はち由ホ巧的：^る#*11:由じ巧程度の巧がをなムるのな巧ゎ生やるのでホつて*巧功おは巧事巧の生巧をが巧 
する ことを 巧 ザし。 い。 巧くて 巧 S ぶの ホ 巧け 巧 R 曲に 互つ て、 巧 巧 刹 事 萊の生 巧 又は 巧が の 巧 巧を 政 麻 又はな 化の 1¢* 朽 
特じラィヒ巧生画 ( Reichssssd ) の同巧.>.巧すること、巧めて25る。 これ*し巧に巧本0追用や誤れる巧資^どゎ 
固* する だけでは r * く •孝ろ ae 濟のホ 巧 門に 巧け る K 巧 事 巧 3 生存 能力 おが 持す* 这 めの A ので ホる。 

ち 後に 巧 巧 計 f は 田 内のを 化た 計 S 的 じ » 坦 しみ 巧して 拓*^6 巧濟 上の H 的に 巧 W ずる 方 かじ 進んで 巧え 其这 めじ：® $ 
じを|?整»所(ミ昏ミを* fur »£38を11ミ】を巧け/」れゎを巧巧**3|と^^こ、 な州のを應たして商エ巧‘ 農巧、 *じ住 



が 及び A 住の じを 值わ 十み 巧 用 する やぅ 宙度廿 しむる こと、 した か 

ナナス 的 ミ 巧 g 化に ついて 巧は 一つ 注 白す ベ S ものは 巧 ホ會 rt をの ホ 正で々 る* これは 一九 一三 セ 年 一巧 二十々 日の 巧 かわな 
つて 1 したので あつて 》 巧 法 S 猜 神は なおめ 無 R ちを 抑 おし •把 g 巧の 資巧か 化 おしなの 诉 巧を 强 化する ことじょ つて お SM ? 
ホ義を資施し* 企巧と巧巧巧者を巧機的の5>^|から巧法甘んとするじホぇ 义巧ぶをせのを本ホがの居巧を史十巧ラィ^ ス マ * 
ク として •巧 本 を* 罔；，* らしめ •をを 巧を K 少して 資 W めに 一 暦な 力；， 本ら しめに。 

ナナス 的！！； 巧 貪 巧は ょた ユ ャ 入が W をの 田 巧！！ 巧 じがいて 巧を 巧を す 巧に 陪れて おる ことを 巧 巧し い。 ュグャ 人が 巧を お 
じす 裂。 ろを を*: へる 0 はな 治 上 度び！！ 巧 上^下 巧 巧 じがいて 巧 巧 じます るので A つて 》 か 、る おが 巧な 化 巧が お w の ！} fj 
を 巧 ふこと から 生やる。 ユ -* ャ 人の 巧 g 的な 来が 巧を 巧 生活に 及 化す おが 餐を抹 * し；， ♦ければ。。 C と 苦 ふの が ナナス** 
な 巧い 一つの 巧 本 巧 則で ホる。 一九 一二 A ザ 六 巧 十四日の み々 はか 何 じる « をに 巧 束を ユグャ 的と 巧 わる かにつ いてな H を規 を 
し •ユ f ャ め « 巧 じは 何人に もる あ >杞 巧を 附し > 巧を 人は ユ •* ャの巧 かじ 巧は G いとを ふ 族 則 か 一な じ なめられて ゐる〇 
斯く のれく 巧 S 来つて 巧 一一 一章から 巧 十一 章に 瓦 /ソ て ナナスの お 巧* 行 じがけ る铅 ar 政 お， 及び 巧 巧を 巧 明し •化 巧 的數 字は 
么ぉ两巧に現はして1日巧がにらしめて居る。巧し化閒じがいて弟者のナナス巧巧じ巧する巧巧をおめても>何わも巧る所^^く*- 
单々巧け；^る巧法でを化し巧るじ過ざ；^ぃ0 例へば* 「五霉巧を人は化ぉ巧か決してか々たるものとだ思じす， 义かなから《6 
巧ち み<の巧力.グ巧するもの-^^-なじてぉぇ 何れ0巧巧と雖もホ巧にょって大き^*柄ゎぉ巧けたものでは^>く、ホく|1^を巧 
ゎて么を§したのでは4^ぃか」と去ふがかきをれでホる。 化し末巧にがぃて採るべ夕巧は跑じなぉ十セ貝の小かをなてナチス 
径 巧のを 松を か 田 人 じ 向つ て やみじ 巧 明した 巧に 巧す る。 これ 余が 巧 聞の 巧 巧 モじ乂 巧を 巧 巧す る 巧；：？ で ホる。 


餘錄 第一 -i — ド 斗 ブヒ .ジ I ぺ A 卜 r » a 輕濟 にたけ る 巧 道な」 互 二 一二 


« 々章 阔« ♦業 Mg にたけ る liK 政策 上 《& 云 二 田 

な 沒 さ- 

国防が 巧の 一一 論ぶ 

W 巧 K 濟の一 ホと 巧して 巧 じ 紹介 甘ん とする 巧の ものは 巧を ミユ y へ y 大學 R 按 グイド 17 イブ シャ 巧冉巧 g 濟 . 巧の $ 
と # ■ 論 (ocido Fijchef- wehl"wiruc?ft. ち 3 orun ら ■ ミ 。 end "rheorien- LeipHiw 1936 》 と、 百 SMafehiv. Nes F を夕 
Bsd 夕 H を - じ 豆 化された ベル u y 火 ItLIfg イ エンス . イエ， 七ン SA 义 w 巧 ！* とけ 度な 策 こ e ミ Ji? Wehrwiruchaft 
C3d 『 inszDohtik 一とで みる c 

7 イブ シャ— の 巧 fi は そ 編. nil 韋 じみち •ホ づ« 一巧 じがいて r 韦 巧の fj パ 巧 沿わぶ ベ、 ホに 巧 一 吾 じがいて s れミ i 
爭巧巧と迎して闲阳な巧の本巧 巧ち 田巧力， 1!濟の回巧わ解明し*巧んで>で持濟の前おと化務* «巧*^|£じめける^|^の 
た 論じ、 を巧 に 巧1!宾 じ 於 い て巧田の 闲巧诗濟の JgJS を巧巧 し て * る〇 

そ 巧 siwf - (？ こ sy すを) の 巧は 巧 さでは ル ー ゲン ド* ブ 恃单が 去る 一九！ 一丢ザ 特に 一 « か 公 じして 論 ホした 巧の* の 
で ♦つて •彼は 拍台的 巧 « の— 化が！！ 巧のを 卜 g 化 甘し める ことわ 巧れ し 》* ちな お 十 ザ 問に がける 巧 巧を 巧巧大 g じ 比 皮す 
れば 巧者は 「政な §」 で* b* & 者け！ ■人民 §」 で* る、 人ち R 爭は讶 巧 あ 净の一 火れ gKa で ♦.つて « に rAesiflKJ 
で ♦ると 考 へに。 この ことは* ais： 大 •じがけ る また 巧 4 者。# みに 巧 巧す る 巧で* つて •巧 •か 巧 W 巧の バン ブ レ ，卜 「ISMill 
巧の 木資と H 濟 義#」 じは ホの じ 述べて 居る。 「巧 代 ミけ#!〜 ベ S 人 有^ 8津《 § の f と 巧 巧つて、 巧の 小 ミの > 
サと18#して》 著し<ま力載の規巧が麵大し， 11家1|86み必史が生じ、 «じ8||*，巧©*か爵胜ぉみずる巧ろミキ巧4な 



つた。® も闲寒 G を！ を* げて w 巧 if 巧に 巧け；，* ければ：-*。 n 巧 じあ £爭 の 末 K が ぁろと •而 して 時 K 省では これお おを 
的圃力 g と 名 づけて 居る。 

7 ィブ シャ IG 田れ 巧濟篇 & 亦た 化 0 そな g® 巧 卽も巧 巧を。 巧 巧 おなめ 巧 力！ K 班な かじ 扣發 して ゐ え ホの » 巧け サ にお 
± とち ± との阳 、なと なとの 脚の 曲 巧に る じ 止 よら や、 廣<-1 を じ I •巧 巧 じ も •« 巧に も， 巧 化 ホら ゆるを 巧が 門 じ 互つ て爭 
ふ-いで ホら •又 巧 乎 A 女子、 資本 寒 A 勞 » 者 A を 其み みに 巧 じ 巧く 化合 3 を 巧 おを ぶじて 載 ふので みさ J とを 第】 韋 S 第一 面 
じ 巧いて がる。 而 して 巧 二 節 じがいて だ •をは 的！！ 巧なる：；" なじ 田ぶ 3 1 が 晒に 化 在ず るか おは 巧 R の按 巧と：-* る こと. M51E 
し， 巧^2巧な’い向上-^巧及を巧ホし> あ化的||巧じめいて巧巧-い巧お4.#£^サんか爲めにじ巧力ゎ强闲にし> 闲がミ*#/幸じ 
し • W 巧 かぶ 巧 わ « たじす る お 要する。 而も SMS 的 巧 巧 两資： ‘*ら やん が 巧* にして 巧が W 神 かが 化 甘し む 4 ホ &>» 又 么中や « 
内 i-; 巧 力を ま 持す 4 能は ない わら， 巧 巧 力い ホ K が 巧に 巧が 巧サら る、 巧け で ホ 6 •巧 化の 化 巧から 一 风の餐 力 わ 巧 岡なら 
しめんと して 巧 ww 濟 巧 がれ U る、 居 わ ホべ て々 る。 

巧； 一巧 K 巧れ 掉濟^ 本 K •巧# • W 队力 •闲 化需巧 • 巧 曰を みやる 巧みに ホ てられて おる。 7 ィブ シャ ー は W 化！！ 濟 は！！ 
巧 K 巧な わでは じくして や 時 W 巧で A ると 巧く。 化 バ巧化 5 巧 治 的ぶ だれ 台 的 =^ sf •化 にがつて 現出 ゴし 1 JT を應 S サ巧 w 濟 
で ホる とを るので ホる。 平時が 巧 U るが ホ じ 巧 化 ^ E 巧なる 巧 ホ. 5. ホす 径 めに 巧み 的 及び 巧 外的に 化 用 すべさ 含の 手段は 角な 
にる や 巧持濟 じがけ ると 巧る 巧は r ♦い •た.、 Hw 掉濟け 今日の 巧を か 及び か 合 的 试お生 巧の » 化に 卽 してや 時冉 巧に 季の •史 
おな へる よで GI ので ホる。 平時 稱濟 にを 十の i {だを 化へ 1» 々力；，* る お 巧を 其が 甘し むる もの か 巧れ 巧 巧で ホる。 

WSW 濟け を大 な濟ホ 巧 巧し， K 家 W お 的 巧 ホ おを なの 目的と する。 せじ 两 巧が 巧は 円 因 S 巧 巧を 巧るべく 白函 のが W 內 
じて 充ち 甘ん とおめ •よしれ 巧 力が W 氏 じ 巧みの 巧 巧か拂 はしむ る こと、 r * つても •をれ は 田家 访 おの 巧 素の 巧め じ 忍ぶべし と 
する ので ホる。 巧 W が濟と 雖も絕 巧め の T 々タルキ— お 巧 化しよぅと 卞 るので だ；，* い。 か 巧 的い 7々> ル ♦1 け R 讲諸肉 じがい 

•ま 二 M&S の 二 >著 ミニ 五 


第 力々 围度第 業 Mg に 於け る 通貨 « か 上の ms I ニニ ホ 

て|*8?不词能でホる0み；‘*らや》 化ホをホ闭にめいてさ <、田雑事でホる。 はじ肉巧||濟は«乂をが巧卞る4のじホやして、ち田 
のな 濟に •巧 じ 闲巧上 じ •化 巧 じる み資 はこれ をな 畫 かじ » 人して 闲 產の不 ちを 袖 ふこと をを める。 

赛動貝じついては入‘ ±地‘ 巧ち ホを巧巧 を丐 商巧. 时政？^諸部門に別？巧巧し， ミぐじめミ旋ホを||.げて 
巧る。 

比を の おを じは かし； JR 夕赛を 論じて おつて •(こ « で 巧 巧の 前 f ぴ巧巧 こご 巧 巧 巧 巧の 两 ぶの 巧 導が 其 巧 巧を なす も 
ので々 る。 フ オン •クラ々 ゼ 々ィク プの 「 R 巧み」 じも玄 へる がかく 》 巧 巧け 巧た K 股 甘し めて •白 己の 度を 於な 巧 甘ん か 爲じ用 
ひられる# 力け 谷で ホつ て •敵に おしてち 己の なをを 强巧 する ことが 目め で ホる。 « じ 化 H めじ 哥 まする われぐ ス敝の 巧が 力を 
喪失 廿 しむる を H なと して » ふ 0 であ ミ 巧 化 奪* し 度 底のに 巧# 化 甘る 裝巧 とぶ タミ 助 負 お 力と わ W て« ひ‘ 而も それが 持 
义じ時 > みさ 轄 巧を 冉す るので ホる から •巧 巧 I 技能く 巧 年月の 度节 。巧 g じな へて を 職ち 局の H め わな 撤し K ければ； ら な 
い •其 巧め じ UK 秦 gs 貝の お 巧が み ミ田夕 總の なと け 巧 か 巧 軍 巧み パ； レ ブト r 帝 肉ぶ ぴ巧 因の 巧 巧 J fi ミ- is じ 1 云 
へる 化く •を •に 方々* 巧# の 巧 ホ定兀 をに 充卞 と共に •； お H 巧 S を 巧 わ 巧 巧し つ、 li ??. のを 朽じ 向つ て， 田家 S を 化 力を B 
g する 毎め、 闭夕 そは たや 時の f ょ bR 時の 旗# じ ホし 》 巧 おの 利用し 巧る 人的 •み 的.々 が •無 お 一切の 巧 巧を 舉げて 》 么 
をな®^ 巧し •を A 含 巧 巧ち 濟的 じな 柏す るの 巧 ま •ホる 〇 巧る 大 >8 か 巧 かじ 田 巧 生 巧の 上に 巧 へらる、 時 •其 ilMli の大な 
る ことけ！ に 巧く。 い。 f の 巧 g ずる Zf 的に 於いて 闲 防巧濟 .V 資施 すればず 幸 じして R ザが 巧 君しても W 防 6 濟 から 職 巧 g 
濟 への «みけ •がな たる や 巧 巧 巧 か. r « 巧 W 濟 <、 0 巧 巧 径に乂 る だ 巧 わ » 巧 巧 じ 巧へ；： > い 巧で ホる。 巧は 义 •巧 か 巧 增 
大 じょつ て® のを 拾を 豫 巧し 巧る か I 巧れ ない。 なじ 巧者 か— 巧 »濟» と坦 ずまで AbG がら、 巧を » 巧 巧濟じ i で 巧 《た 
0口»防«巧の巧巧巧わ巧解甘しむる上じ無«巧で；？い>-巧，レ；^けれゴ^らち 而してだじサ和阳巧じょる径々巧»貞卜3じて 
化 > をな へて るぶ 占 



巧 後-い 巧 かじる す 一一 巧には 米 •巧 •か •伊？！® の 用 巧が ホの 2^ をな 法して ホる 》 今日 ロシ T は闻 家が 自 占な 餐 じな 巧を 巧が 
し • S ぶ 的け ぶが 濟の 下に 巧 巧巧济 V 寅 巧して 巧る けれど 6 •北米 含 ホ 巧 や、 伸が 巧の か*‘ 巧 度。 巧 ホめ. ち 巧ち 義め W 蒙な 
の两 々では 押 - x 的け ぷ稱 巧を 巧は やじ 巧阳巧 巧の 施を となは と 如を へて 巧る。 巧を で資 巧に 巧手 甘る 两巧 錯濟は 平時 g 濟 のま 現 
お巧でホつて巧巧。丙お的巧巧ザ巧巧卞るけれど&、 巧ぶ的け巧括巧の巧なでは：-*い。 5何^^;巧なの闲阳巧巧が巧も|?^な> 
や G 巧 曲は 化萃一 寅を 通ぷ する ことにょ つて 巧ら る^ 巧で みる。 化 巧々 もがた 陡弟 巧の 「帝闻 及び 列 风の陡 ぎを 併 巧 廿が乂 じ 
巧 へらる、 巧が. ホる で ホら ぅ。 

本奮は啤」二巧巧なの小著；-*れどち行义モるじして巧巧が巧巧な0入巧さとして巧齒でホる。 

ホに 面 逸 时巧評 A 巧 31 巧 おを 巧 一 おじ 巧が 甘る ィエ ブ センの 苗 文は が产 趣が 词阳 が- 濟 とけ か 巧を として ホろ 通ゥ 、闻巧 好 •巧 じ 
めける时巧的方面卜巧はつた订でホる。 7ィ，ンャーの巧ぷがな苗的0〜のでホつて》 々日巧闲じめいて硏巧の化巧六^|*ずる 
がな 巧 巧に ついては 媒述 が® で々 る じ 巧し •化 論 义は特 じ 巧 時 C 巧単閒 独の 解 巧に 曲ず るみく の 示 巧を おず る もので ぁるか 
ら •巧に とを がか 甘ん とする 巧で ホる 0 . 

;?!!义は々饰；，らぶミ 巧一饰.か巧5巧巧。巧ぶと巧ち 巧二邸が两阳ぶ巧と闭采けな， 空11怖が巧おなをから巧用巧なへ、巧 
巧 饰かあ 去の！ キほ としての 巧 純 ィンフレー ン 3 ン 、巧 ボ 節が 巧 《方 巧と しての 巧 巧が 抑 巧ち 宝へ 節が 怕 格は 巧. なか 政ぞ 
及ぴ な々 巧 巧の 巧 左 補ち とみ 名され てゐ ろ。 ‘ • 

用 巧が 濟と W なな 栄 のな 迎 として お 巧 じ ホる ものは 一巧 0 U 的を まぶす る じついて 化が：^— 手 巧を か 何 じして を 化し •か 何 じ 
して 化 W する かの 問迎で ホろ。々 日 化 巧の S 5 E は 巧ん どを •巧ち のけ 巧な 刖 じ巧抽 する だけでは 巧を！ 5 巧 巧 巧と S * 巧 巧の 巧 巧 
を 解かす る 能は y るに まつた。 巧に み 數の网 ぶは 16* 巧ん どを 巧 門 ホげ て 的を じ 之を 巧 巧し、 なつて 田 W の 円 的 じ 巧す るみ 
巧で ホる。 

お« 第二 田 巧 《 濟の 二！！ 著 一ニ ニ 屯 


♦々章 雨 策 ♦IMI 資 にたけ る HR 度 巧 上の 巧 B 一二 二八 

»巧稱濟的口的は， 巧時の巧掉が甚ピすや等言なのみ ii ^ i ^にホ b ながら、 一 胡«巧ゎをザば巧巧上0お力じ献くる巧ホる 
と 巧と じ 巧ら 中を 力を 巧-- して 巧 巧は 《 ばなら 0-£*ら》 敝 田 じ » する 武力の 巧 巧の 前提 おかわ « 貪 じする じ ホる •而— て！！ 巧 » 
濟の巧 狸 わななへ S ホく の 論* は 苗 民 K 濟に 巧し か 何。 るな 件を 附 する ことじよ つて 巧 巧 稱« を 巧 化しが るか 於 考 巧して 居る 
0 でみ つて* 其な ゾ ーは • R 巧 g けと r ♦れピ を 速；^ る 巧 お r をく 巧 礎條ホ 〇變化 甘る ホ 情 内 下に ホた さわ ばなら S から •をれ じ 巧 
して 平時よ hsHi み 巧へ るを 巧す ると 云 ふので ホる。 され ゴ两 寒の 时 なは、 两 巧な 巧の； 一巧に ついて、 ホじ閒 R に まつて 》 at * 
巧がを没卞る巧務と巧1|0とを十みに«なし»巧して* をれじ巧でる巧痛を巧大巧す巧。<ちへ4-*ければ；^ら3。 

用れ aae はや 時 舅と して « かじ 一つの* Hg じ 化 まる。 而 して 田み のがみ 妈濟 にがいて 巧 巧 る閒 狸は ii 一つで ホる。 (1)1 a 
生ホわ^:何程’い部みか巧巧拍巧のり的に化刖し巧るた ごこ网巧巧巧のり的じ化用し汾る巧をを巧笨じ搂するじは何れのけ& 
巧 巧が 苗を；，* A や。 ご 云 化 巧 f を两 みじか 巧し* 文 これを 化 用す る じついて* けな 巧 巧を か 何 じ ぷ用甘 ゴ« 巧 じがけ るち ホの 
度を をを もがな じし なつて 社 ♦め 化 巧を！： おし 巧る か。 何ぶ こ S S 閒題 かけな 上 じめいて 巧 巧 かと 云 ふじ •两 おが 两 化のを 巧 じ 
巧ず る 諸手 巧を 巧连 する にを つてれ みに 巧 ふる 巧 巧が 乂 r •れば をれ だけ 田 巧 W 《。がけ 能力が « をされ ろ 寡で ホ ゎ， 反 巧 じ&小 
G 摩 巧は を 大 G が 付 能力を 生 中る こと、 G るからで ホる。 

历巧8|巧の含の巧ホをホち卞る方をとして巧一 じ考へられるものけ 「正巧的貯おか」 (nornwlc nssrniss) を八-<^の离巧 
じよつ て 巧 化する 方を？- ホ 4。 化 方を はお* そぶ にけ はるる、 43 子 あつて • 巿巧 にがけ* 客 曲 的 及び ホ « か 阻 度を M 大す 
る这 めじ 種々；. 占る 手な. かネ 巧され て 居る。 巧 謹け の 巧 巧と^ •巧 S 巧 止と か、 丈 地 や.々 で. 裝 ななの 化さみ 債み かじが 資する 
を々 度す ると か、 外 W 爲を をち ぉ夕 けして 在が おや 手 巧な わ g みサ しわる とか* か 曲 巧を 和 差 押へ 又は* 巧義 # シら すると わ* 
« 巧#! 金 巧 + ゎ 引下げる とか > 1 をの 巧を に 巧して 公が 買 人. i-«: おする とか •其扣 お々 G ホ ほが ホる。 而 して 瓦 巧 を わ 越ぇ 
てめ SW 巧 巧を いが* ♦る 時 U な WM をた 方を によつて これを* まし • K じ 巧 «の 巧冉 又はが なによ つ 一-巧た 巧 をれ るので ♦ 



え 加^\!* 16 »策 . RRgm • を仿坟策の 祝巧手巧^ネ へ ら れ ろ 巧で ホミ これ巧の 巧皮巧じ ついて！ィエブセ y は巧な h 巧 
細 K 巧 論 的研堯 ゎを がて a る。 

li 巧毎濟 の 遂行け 巧 下の 巧で* 6» ni つ IBE 屈で ホる から •それが 解れ^ 巧卜 巧し 出す 上に めいて ィ エブ センのを 文め 化 
さな»じ11十頁の小巧；^れど1確かじ參ネじ値卞る1のである。 

お 巧 さ II 

フオー ゲル 「新時代の か融 方法と しての 强 城ず 形」 

々丰？ / 六！！ か* エマ 3 エ* •ブ ，ゴ I . 7 才— ゲル 巧 ( univ ミミ t . profe き， Dr •巧 mscel 古 占 〇 Vog 企-名 ien ) は 巧 ¢5 
雜な 「巧 巧 襄」 《口 i " ぞ ミ。？ ぇ 「一を ■で) の 巧 ni 十が 度な 十一 「巧 巧 化 S を 融 キ ほと しての* 通 手 おとを 巧 巧爸ろ ミ？ 
wech を C 己 Indslrieob 古 gsio 。 を ミ usitlichn 巧 isnjtielun ち 3 i ミこ -v 酉して 巧 ホ ある 巧ぉ發 弟して が る。 化 巧は 巧を じ 
がけ 夕* 私 か 莱« としてな 論 甘る 4 ので ♦るが •其 內« 巧手が じ H 才 るかは が朱巧 じ 揉 巧 甘る 誤が-^ 是正し 》 巧 時代 じがけ るを 
•手は としての » 巧手が S 末 K ぉ M 明 サる巧 じ大じ K くべ さもの が* る。 巧つ て 巧 じこれ をが かする。 

なお キ がと！！ 姐 手が とは 巧 来 これを W 巧ず るの がをおで あつた •巧 じ 巧 巧を 3 ホ 巧 わかと して •又 曲 巧 R 濟の短 巧 お » 手 ほと 
して ふ A 合に 巧 W 況か おも R 格で ホつ た。 しかし •中 ホ虽 券な 巧が ホと して 爾た〇 を* hum の 巧を 仲介 巧 i なる じ まつ T か 

»»» 一ニ ブォ1 ゲ Ar 新 時が の々 « ホ 法と しで CM * 手が」 一-一二 九 
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ら •化 W 別は 巧 巧 tt ゎ 失 ひ •中央 巧な J 巧 おじ 大會 苗の 巧な 手が を 巧な する こと ホ 巧 じ 巧 少し •これに 化つ て 巧 巧が 斤 及び 其 化 
の々 HAS の 融ぶホ おがさ* 增 化した。 この* 迪キ おの 巧 引 じよつて 商 巧 巧け ぶび 其 化の々 gwM は 始めて！ EfSF ： ホに るた 巧 ホ 
よ > 巧な モお 含な がする 巧を ザ属 達し 巧る ので ホる •巧 じがいて 融通 手 おは a 券な わに 巧す ろ ホを* IIMS 巧を 況津ホ 巧と して 
切巧じ«巧»»の巧品お引と«巧*々し， これじよつて巧け$#!^巧**じ巧するものたるじまつた3でホる。 

化な 化よ h ちへ る i •巧を が 巧 街 ホ 巧 巧の 巧め •ホ じ闲巧 ホな のな めじ 致 およ 巧キ がを 奇行して » をを 巧 ま 甘し 方が の 可 
巧 化 何 か 冗 巧に 化 約し がられる 巧で ♦る。 化 g 巧手 おは 「巧 働 裳 手 お」 (ミ bdsbMch •き ngs ミ chxo と稱し •ち：：：： 上は 巧 期 
で ♦る けれども、 gK は 闲ホ巧 巧い 巧 > 巧 囲 じめい てち 期な 巧で ホ 6* よた そ齿的 W が 巧 濟の庞 きな W じがいて〜 ちな 巧 巧で ホ 
る。 化を«方巧じ巧する是ザの！？1»は， 巧くして||ま廿る巧をの用をい径濟的性«を化巧したる後にがいて；^さるべき1のでホ 
る。 手 おの 約な 長 巧け 巧 じ々 {一巧 巧 上の 閒® じ 巧 ざない • 

々» 巧 じ巧扣 する 手 おを 巧る と •巧府 の 大規留 なる 巧 働け 巧窗 施 じ 伴つ て 巧 ホ K じ 著しい 變 化が 現れに ことを w 巧し 巧る。 を 
れ はなの’ い 巧 巧 巧 引か . h 生じた なお キ おが 试 かし、 を 的の 巧扭 ホる！ 8 a 手 お (巧 誘 巧 お 手が 又け 8^ キ お】 が ホ 加 甘る こと 之れ 
でみ る〇 この ザ 象け 只 一巧 0 巧 問 中 巧 働 ホ 巧知 施け する 巧 巧で* \ 水邊の 巧を Zf て 見れば 巧 巧の 現 ホで ホる 〇 なれと 巧手 
おはれ 巧々 度 じ 巧 文 者た る 肉ぶ と 巧が 者た る； Jjig 巧との ち 合を K 巧；，* らしめ てがるので ホ ミ 卽ち一 おの 用 民 K 濟的 及び ^家» 
濟 的巧務 •特に 助 巧 R が 下々* ルキ I 化' 3 方 曲 じあけ る 巧# じ 巧して な屏 巧が な* は 力 甘》 ヴ るべ からざる 巧 じ •化 手 おは f さ 
るべ si ので G い。 何が かとを ふじれ 手 おは 大巧 巧 r * る 巧 化か 拾 ♦巧を 巧して K 巧の 資 々か 巧® ずる W えと* これ じ參 加す ろ ホ 
« のを ま 又はを 巧掉 巧# との 巧 じかな して •おも 合目的 じ 巧 巧な 用の 仲介者た る 巧 H を 果して 巧る •加 之れ 手がけ 現を . V 使用 甘 
中じ》 巧だの«»上のおをじよつて巧な含巧がずるじ巧いてのた1あな；^る*4£16!でホる。 卽ち巧働惟'が»まじ夕與する者の大巧 
々は 相互に 濟の 方を じよつて 現を を J 5® 甘 やじ 安み たお 了す るので ぁ &。 左 まけ 一九 一 云 ハ 年 ft 半 巧から 一九 S セ 年 ご 一巧 ホ 



i で じがけ る 巧け 巧々 キ おい 總 巧で ホる。 
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并ミ W : ミ 妄 t i 夕 a — こ 936 々 s 《面 N 3 さ-さ 7rs ;】 口— ら 6 . こま-まま •まま -> 含み ま.* ■哥 > 

夕 《 巧ろ ま 《 巧 ま 泣' S * Rg 度 《奇 3 ち‘ ご 一ず WSRSPIhga 巧 HMSrA 巧 swim . 


右 まを をろ と •手が ながは 化な 間にな 丑な から-向 一一 一十-五は ブイ ヒス マルク じ增 かして 居る。 灶 巧は 一一み されて 一方は ライ ヒス 
バンクと おを 剖が がわと か 共 一半 ゎ 巧々 し > 他方け なを-な 巧な 巧 ホに 巧 g 巧が 事で、 巧 お 3 法 行が* ょた 其 一半 ゎ 巧々 せる！ 一で 
ホる。 冊して々 お. いぶしく 巧*: すしな じがいて は ホ 巧な はを； が 度び なか 巧 巧 巧 券が 巧の 流 助 的 巧 巧 A ホと して 比 a ® ホ « 
じ 之 わ 巧 かした 〇卽 ち-九 111 セ ザ S 月 S 十一 日 じは 织 けの 巧 § が 二十 一二 位 V 巧ぇ て 居り •特にを 法め な WHM じ 巧いて 其 巧が 
みく 十 S む！ 千 八け 巧 ライ ヒス マルク じ 上つ て おる。 

«» 第 I ニ フ ォーゲ み r # 時が の々 M 方法 iL での JIa モ お」 一一 11111 























第々 章 巧 M 資 にがけ る 遺 ft 致 貧 上の 历醒 二 呈二 

团 家の 裏* ♦る 多 化 拾 手 おが 一巧み はなを じ ライ ヒス バンクへ 持 込まれ 》 化の 一巧み は 巧 巧 じ 巧* 供が ♦ホ*^ の 級 
巧 又は 其 仲 か 清 曲から ライ tK バンク じ 持 a よた 而 i 巧 融通 手が のな 巧と してな 巧の 巧* ew 苗 券 (>，" ヴを sfBnwei . 
■ungen) 义グ巧 巧 巧 巧 券 (steue 占 巨 schei ミ) を ライ ヒス バンク じを 入れる と 云 J ことは 巧して 何を 巧 巧す るで ホら ぅか •其 ■ 
ホ卞る巧5ものけ，巧家の巧巧ホろ«お冉巧的巧本が導入甘らる、じかならない。 化田民3^^£的巧本け巧化的巧をとしてな務ホ 
又は 《 Is ホた る 田家から 田 巧 巧 巧 5 1 をの 目的 ま 巧に 巧つ て 巧 入 甘ら れ •一巧の® を 巧の する ことを 期待す る もので みる。 而 
してえ が团家 S 巧す 攀形 のが庶 じめ：. T ’ 巧秀 两品 キお及 ミ！！ tMSW 濟 的！！ 挈 おと 苦 •《金 Rt 手 ほと 
して 又ぶ ちの 一迈 として • a 券 巧け じ 可 GhK 巧に 巧 込 i れる〇 である。 巧く の 3< 公 巧 S « G » 通キ おを 巧 ホな 巧 じがけ* 正 
巧い巧*?6^ひ巧用がるに採巧することは巧*ホ難ゎ巧<巧でホるが*併し今の場をは»ホ行良上のホ字护袖巧する巧をと其ホ* 
をち じする ので ホる 〇 夕 3 は 一を のりめ ゎ ま 巧 甘ん が Q めじ K 時 じな w - val 巧す るので ホつ て •巧 ホ！！* れ はれた るが 化き 
因 家の 巧 併 巧 又はな 時 «む不 あ - i * 袖 ホ 甘 が 巧め rsK 巧 巧り じを 巧を 引 まけし める のとけ 闷 一で。 い。々。# 合の » 巧手 おけ 巧 
加の S 巧 巧 あお 卜巧乂 し、 圧つ 裕晓 r •らしむ る 巧 G がまの 巧东 め お# を 巧す 4 のな ので ホる。 

巧 じがい 品冀 手管 — 伝令 香 S G K ? 蚕 K 5 f ミ 農 T は ミ 」 T •公 糞 S 交通 W 窝 とわ， 去 改巧 

と 軍需を W とかで 4-* くても —— がいを 巧 じがい T 巧 民 稱濟の わけ 牛： をに S 巧を 巧す る。 而 して-.- れ じよ づ てま 巧 設備が 巧 動 
を 加へ、 巧* e ：: 巧 あび 巧 巧 WS ザ拂窃 ホ 巧し •をれ 巧が よた 巧 牛： 巧 かじ 巧 W サ - h れる A で ♦つて* がの 巧 ホ 巧 的 を 度 か 巧 
して I •尙け 巧 お g 巧 じ 巧 じれ* ぶキ おの ホ おによ つて 巧 W 及びな 用 ホぶ 3 お 大を巧 山す ろ 巧で* ミ それ 巧 じれ#* 巧が 手が 
4 .,^ して* 政府 巧では W おの 巧 巧 ホる 巧 あ 手が ( reidw た 王 ミ 5 W ミ 3 ミ ch をて 巧つ て 居え 化 手を はを ホ ホ 巧 じ R して Hfy ® 需 
夏 お § ず るかた •其 K にがい す 巧巧卜 •是 巧され •而も 化キ おじ 巧 かしてが W 的 じ 巧 生す る 巧な 手 およ b も 1 g 帝 要 G る •怡 I 
* KiJ ： 機 Hvsw サ しむる か S 々にむ 发に » 乂卞 るが 化き か 用を r ♦すので ホる。 斯 s * 巧手 おの 巧 用は々 働 供が れ賓 巧む の ホ W 円 




めじの み g 路じ K ちされ 4 幻で ♦るから •こ 0 ♦を 前史と 卞れゴ •化 « G » 巧手が け » 巧！ じがけ るは S ' MK のーウ であ b , 
a つ 巧&的 に 1モ* 卞 ベ をの*?*:| びなが抽をの 上 じ A の で * る。 

巧 巧#" やぶ 化 W を融 «M から 化货 ずる 巧 巧 引が ラィ ヒス バンク じ « 少しに ことは、 巧 巧 度 i で 末 まの 商な キお 月な 巧 じがけ 
る 巧® めキ がが 巧 働 巧が キ おじ； 父 化し じこと をな ホし • M 時 じょた 化 方 じたいて 巧 曲 巧が キ がが 一九 S 1 年 0 る 巧の 巧 3ft 巧 則 
さキおW巧んど全巧をWがしたことをなホずる。化ザは叫に發券煤りのR巧^^^S改萬でホぇ せじ致ホ法む，"ホお所4な期け， 
巧 W 供が を » かもる にも 扣ら や， 乂 はじ 巧いて ホ 化して 氏 •ィ い。 化し 穿夕 巧り 化 化の « 巧け 银车 的に！ I ホした 0 で ホる。 此 K は 
大 じを りさる ぺさ 4 ので ホる。 巧し 巧 « 巧おキ おが 巧に 巧 化 的、 巧 保的の 巧濟作 巧と み％ 3 山と を 化ぶ する G らけ •久しき じ 思 
つて«正の巧あキがとを化卞ること^^きを巧るでホらぇ《«供が手おが3券巧け1か1^度とじ巧して無#でホぅミの前お 
は 巧 じな ホが がる 巧の R の » •財 巧巧キ おた 巧な し •なが 甘し レろ « きを：‘* 卞 ことじな する だけで vr •典 かじ 巧 曲々 « が 两巧巧 
濟じ 於け る 巧な キが のみ 撤 ，2 化 巧 甘し むる のでない ことじ i がす SG でみ る。 

巧おキ おとなぶ キ おと 4. R おに M 別サん とする ホの 記 ふ 巧は 巧 » 巧 がの 岛 めじ 巧 巧 甘る 公的 « 通 羊 おけ W を 巧な 巧 資じ巧 盾 
する ことが 化 だ W の お 巧け とネ怕 すると 。巧に 巧 团巧稱 巧の じな て 巧 « 供が S 巧 g にろ# まは 九 剖 i でち 期な 巧 じ ■する 40 
で ホる 巧の ザち 巧ち 丈 ホ 巧ち 巧 河 明度き。 化し •巧 巧絮奠 巧 巧 資> 幸 おの お 想と け 何 巧 ホ怕を 来ず 1 のでない と 
ち へられる 。化モ がは 只 か 巧の 閒 だけな H じ 巧いて 巧に だけで ♦る。 ザろ 公の 手 お 侣 用に ょつ て巧连 甘る々 巧た、 巧！！ 供が 事 巧 
招な ホが 円 己 5 企 おじ 巧 人し •円— JS 巧を 巧 本を 增大 しだ (なが 巧 的 巧 巧 巧資て ホる】 と 立 ふか W か* 巧 日 巧 巧^ 危隨 於' ホ 中る 
巧でホつたのてホる。 化事は巧巧的：^ス手おお巧じオ巧卞るのでホ>、 巧ぶ化用の巧な」はち期^化券；：；2柏にをへて*かぴけれ 
ば r* bn もので ホる。* {RS 化が-い C 《じか 何 G る ホ 巧 ぉを すか • —— 巧ち 闻お招 巧 的 長 巧が 巧い 又け 巿 K の 巧 お 度を > —— は 巧 
巧な じ 巧 おお。 ••，占い。 巧 巧 巧は， 況 達され じる 巧が あむ W か M 巧 か の俩 じが r 豫を通 hs おが 事 巧の み じ 巧 がし 

« 錄第 I ニ フォ 1ゲ*「 巧 時化のを g 方法と しての «* モ お」 一一 一一-ニニ 



露々 章 目 貧 事 «{|資 にがけ る li 貨度か 上 c 巧 B |二= 古 
にか* 巧は其化のエ場設楚罕い化^じ巧又しじかつたかでホる〇 がかかと友ふじ、巧る«巧け|&:*供が事笨が巧れゴボ柏と；^ 
るでは ないか。 よし 巧る エ 巧が' 巧が 何 ホ 化 R さるべ * t も 0 なく， 巧 曲® ホを 巧む の 利を ^ なつて 巧 も 白 己 巧を じよつて 1 さ 
れ たので ホつても •あ 火の 巧 おと；，* >> をし 巧 來巧外 $ 。お-巧 增巧 によつ て-ル-巧 的に かまに 巧 巧し 巧る のでなければ** it 實 
む 上じ禍 ‘：5 1 闲を 巧へ る こと、：^ る。 

右。 巧り じ ホへ ると •巧*! 供が キが艾 は 特則モ がの 作用は これ か 巧裕に 二つの 巧 面に みつて 巧 巧し；，* けれが。 ら «0 其】 は 一 
をの 两 みの 又け 巧 巧 a * 的を なな 巧に 巧ず， 巧 巧 や 巧と しての がな 致 巧 的 Ci つ 1 K 田 巧！！ 巧め 化 用で ホ 6* 巧 一一は 巧る 巧な 巧 交 
じ M 巧サ しか 巧 G 巧闽 にがけ る 持 <6^ •巧め 又け 巧な 紹濟 めか 用で ホる。 前# はなぶ ホ おによ つ T 得た る 巧を をを < じ两を 化する 
わ、 又け巧が卞れけ危な.た>い。 これじ反し巧者はを|?;^^にがける巧巧义はホ巧方かの誤6じよつてあ»わ來卞ことがホる。 さ 
れげ 巧® 化が ホ おあび 巧别乎 おじ， 本 ホ* R ザ じ 互* 巧 W 供が 巧 «0 が 巧手 ほと し •がれ 州 じがいて のみ 错が だる 融 巧 ホ おで ホ 
る。 化し •これ 巧 G ホ お-し 巧 »§ ザを に M 與 する かま 〇ホ卖 い 巧に 巧し r 化な 又は 巧满 a 川 か 巧 入す， 故ゥ •巧 巧 上 •巧 おキ 
おと 间 巧い 巧ゲ 巧ず。 巧 街 巧が ホ おは 化ち 卽 TJ 廣巧 じめ ける 括 濟めリ め 內连 ぶじを 立つ おにめ いて、 巧 お 手が* 共通す ミ 
而 してみ 错巧 わりめ •か 巧な H 蒂 でも •寒 格 泣 巧で も •おお お 巧な でも， 巧は 巧 巧の 巧 化に あせで」 K - か M の半產 でも 何を おス 巧が 
。い。 怖じ】 » がい 巧 ホに 么ゲ詢 へけ、 巧 働 巧がず お* しを 巧め-い 巧 おが 巧 的 ホ 巧 か 心を みが ホが ( GU ミミ ch をと がれ パる 
方 かを をで ホる。 巧 もを 共のを々 巧 まと 云 ふ 烘い見 巧から すれけ 曲 巧ず おで ホ b * 巧 巧 わりの 達ぶ とを ふが いを*! め 巧 お»濟3 
化 場 か. - t なむ ば 巧おキ がた b > みけ 手が で* る〇巧 くして 巧 苗® ホ おは 中間み* じを 立ち R つ 8* 巧 巧 巧 通 卞じ巧 
する^^£^た？-訊ひ巧る0でホる〇 

7 才 1 ゲル 巧技は 巧け > を おめ て 長期 巧 ftG ホ ほと しての 肚巧資 む， なま 增資 及びが 巧 巧 かを によるを 木增 なを 論ち なち 論 
としてが 來の肚 巧 巧 巧を による 巧本增 巧® ち 自己を？ selbs 出ミ艮 ierung ) は 巧 一 じこれ わ » むすべ <、 巧 110 れ じよ 



つて 间ぷ w を 巧 じ ホつべく •採ぶ 巧 末 あかの か 巧は これを 適を じ 巧 巧して 円 ピ 致 本と が ホな 本の 不巧 化か 巧 正す るを 可 
とする 巧を がみ t 、 これを 己 方法を 正しく 括なず る# はち 拭を 乂巿 場を 正常化す る じ 巧 化つ と 注べ て おる。 余け み 巧に 7 才 I ゲ 
ルお投 のな 論 r 巧 巧！ {サ んと卞 るので なぐ •牟 A 懸 通ず おに M する 巧に 巧 巧を 庙 中る W で ホる。 をし 巧 行 家は 巧ん ど 巧！ 一巧ず が 
を 排巧サ A とする けれども •々巧 篇讲 .{•支が じがで' 巧 汲卜 SSa する じを > •ほ 地 じ r 活路す* 第い おが 巧 巧に 巧 じれて 防て は 巧 
底 十 かの 巧 巧た 擧げ 巧。 いこと 巧で ♦るからで ♦る。 謙 油 ホが と 雖を垃 的 ミ じが 看を 與ムる A の G ら なかむ はおんで 么か巧 か 
すべし i 云 はんと 巧して 巧 じが かした の T ♦る 0 


餘な篡 旧 


エ ゾアル ド •ル カス 「貨幣の 巧が」 • 

田 tJuard Luks, >ufsben des oe こ 空 . で uttgart U. 田 cflin -937. 

巧者 ル々 K は 巧を ナユ —ビ y ゲン 乂學の 持 巧 摩； i ■巧 巧で ぁつて •々日の 巧 w ホ* 事 巧 かが 來の巧 益 ゎなつて 解き 巧き みく の 貪 
例 V 示し.：、 ゐる〇 かた 人 共 巧 « G 巧 K なかめ 及びな wft おめ ホ ぁを 解明すべき 巧 W 巧を Ktt 設し •併 甘て 現 巧の わが ft 策め 基 
巧$本'素して* 巧»い晚む力文お巧サんが巧めじ本冉を38^^したのでホる。 

ホ 巧 じ 六け お 十む 巧 じ 直る 乂 かで ホつ てがい 內巧じ 九 巧 わ f- 巧る。 

餘 ♦第 田 エ》 アルド. み々 ス 「 ft 巧 わ 件務」 II ニニ 直 



第ー ハ 章刚巧 ♦業 tt 文に 於け る** 致 巧 上の 闭扭’ 111111 ホ 

巧 一巧には 現 化^ 括 « じがけ る 巧， い $ 本め 巧を V み じて が. 0。 巧 お 5 巧 木め 巧を はと わかつて 巧れ 上の 值 化み かキほ として 
のみな と •巧 お 上-い 債 ^&8{'»キ 巧と しての みさ i の 二つと する。 前# •巧ら g み卜： いがが 巧 巧 ホな i しての な U 巧 帝の W な 力 わ 
巧明卞ることじよつてお 1 巧巧じ巧«さるべく* 巧ホ.巧ら15^ 卜。«1#ち街ホ段としての效なけ巧值美ホの||3|^た巧ることじ 
よつて 巧 W サられ る 通り •巧 W にを れ自 4 田 立せ る 田 値の R 度では； ，占く •巧が 比 松’ い 巧め の 方 化で ホつて •度 & 巧ぶ じついての 
閒巧 的' Mi で ホる。 

巧 一一ち は 巧 を 本的效 a と 巧 IE 巧 g 巧‘ かとな し、* 一の* 本 巧を たるな みとの «仿 巧街モ 巧に る 作用を 巧す 谷め じは び 帝は 
せにたい て 十み で。 けれけ •ら «0 化 ♦は ザフ レ— ク ■•ン の 巧 象 おはるべく をけ よと 云 ふ 巧 求 じ 一巧す る。 巧 一一の 巧本效 さたる 
巧 お 止-いが igf 化む ホ 巧 だる® わ 巧す Q めじは， 巧 度は 议な 力を 巧るべく そを じが C わが じら 《。 れ ♦は インフレ， シ a ンの 
現 ♦ t 哲け よと 去 ふ 要 ホ じ 一を する。 

これ 巧の 要 ホゲ巧 来 化 何 じして ホに して ホに か。 十九 化た •まとして 乂 R 的 じ Ab ては > 巧 w をを じ 持な する 巧が- i-K 守し 巧 
» 值 がと ホ 巧 sit を 一巧 廿 しめ •债 をの ホ ほたるの 巧務を « 化 甘し レ. 0 ことじ 巧め* 巧夕 いみなを 十 かじす るが 度が 巧 巧 さ 
れたるおでホつた。 大>法じ巧る^|^がお*じ變化し*々日では巧巧巧に巧して巧帝5十分；‘*る分な>'なのめじ吐つげ-巧じ化が 
し • E じか 要い 房には な#! 巧の 方法を Z? つて 之を む ふこと、： •* つた。 か、 る 例は 巧 米に がいて 之を を* ベ < •巧に R さじが いて 
をれ が W 著で ♦る。 巧な 巧者は 牌 巧に 巧 W めが » 宋 マ， ヶ ッナの すぐ •» を ライ ヒス バンク！！ 閱 7 インジ— デルむ ホを よで 4W 
闲 して •« 濟巧じ 巧す 6 巧 wtts* 曲い 巧*-」 つ S ホな V み 巧して 居 40 

巧：：； ♦は辑 な 力 S 巧* と g 濟 S 法を じついての 槪 ホで ホる。 ホづ • W 巧* 一巧に 於いて 十を r ♦るみ 巧 3お 父は w な 力 ゎ 供給 サ 
ざろ へ わ じで、 る 巧な U •巧 人の！！！ 濟 s 巧い 巧# 4 .溝 巧す るが 位 則 4^ 换 W し •又！！ 濟巧巧 か 田 巧に むはる、 巧 貪 - hwh する ことじ 
よつ て理 W し 巧る とし，々 ホ* 輯濟化 «3 其々 じ A 巧 供 M を 巧 巧し r 巧る。々 日 0 ホぶ 括濟 じめいて は ホ* とな 来と G 抽じ 


一を を 荣卞ベ > 田 則：.！ 二つが ホ *0。 さは！ tK 力み々 する 者の な ホ だけが サら る/, こと、 其 二は！！ カホ 面の H さと 方 巧と 
が 生 辛い 窒と 碧と V- か季る こと •巧ち これで* ると し •これ を 押と 闲 まを 巧 ひて 養した スち 巧に 資カ ホ 巧の 强 さと 
方向と tj 何 ミつ Tf K 一 かの 轟 s" •二れ •か裹 とし T •赛 カホ SS 梦蹇す ミ G け 蹲 男 著す 又 S ホ 的 巧 

まがをれで♦る^liひ巧るけれどt, ||巧力巧動の强さを巧を卞るものじついてじ斯<^1^じをふること闲巧でホ6, 巧-?、 — 
K 巧に 於け る！* 貫 カホ 巧の 巧 巧 .V 巧 W 供‘ む 化との 巧 的足采 か •をれ であるが •この ホには 巧閒 •ダ ホ じみい i して 一 W ホ 化なる 巧 
巧 ぉ 巧へ て 店る。 

せ 巧 明け. 巧 巧 カホ 姐と 角 巧との 拥巧〇 か 巧の 巧 末 巧 則 も 湖して 巧 へられて 巧ろ。 饼巧 力と をへ ば、 ホづ* 巧 巧 •か よ 
巧 巧--- 巧 巧 力を 附巧 する 取 >、 巧 H 力 巧 持 ホ じろ？： Tie 又は 巧が 巧な じ 内が すろ 巧 巧の 议な 力を 考 へる •化 巧な じは I 巧の 巧 
址ち巧 巧进 W する 街 格 0 下に 巧 ひ 巧る 巧の け 巧 化に 巧 立 甘る ものと なる のでみ ミ 巧 じな じは が 惟 上の、 又け ホ 巧 の .SJ 
巧 待 上の •衔的 助 化を 阻 中に 巧く のでろ つて、 巧して 货巧 廿る衍 wgiig を 見る のでは：，* い。 ホ じ 巧； gs 巧 力 (を ミョ ischc 巧 aur 
ミ で) なる もお考 へられ ミこた な 皮に 离 動せ る瞒巧 力で ホ ミ 巧駕稱 召 力を なつて 暴 巧の ホ備 ミし、 これ S 助サ 
しめ 一-お 巧を ホち する 過程' 3 巧 巧 か块 巧に めけ* 瞄巧力 巧 巧 ( Kaufkr ■す 吉 己 ミ ion ) で みれ 、巧 化が 巧 只 刀の aE ^ みとして？：；！？ 
か潇 巧す るず ベて 0 巧 合を 晚貫如 ホ 動 (巧 Hunts 万 Strom ) とお ふので ある。 

巧を 的赛力 るつ て委 のホ備 ミす 方 巧は 二つで ホる。 巧 一け 巧な 的賽 力の 巧 巧ぶ として 巧に 達すろ S を 一方 か，；. 
化 方に 樓巧 ずる 方を でみ \ 巧 二は 巧に ほかを な 山して を. ゲ-巧 巧す る 方 巧で ホる 0 
巧 巧の 稱巧 力を 巧が 3 方を によつ てを S する 受けは 巧 じ 巧手の ホが 说な 力の 燕を 巧 巧して 併ず-い 巧の 巧 備に ホて 4 に 巧；，, ， 
ないから •巧濟 3 を垃 から 見れ け货 ロカ-い 增 がとは ミ。 い。 併し 巧な-い 資力を 巧 巧， い 反 女 伴 ふ 方を によつ て 揉す る 
場を は 巧ち 换巧 じめ ける！！ 巧 力 巧 巧で ホつて* をれ じは 左 知 五つの が M かち へられる。 

餘 » 第 凹 エブ アルド •ル々 ス 「a 巧の 巧な」 己 =1 セ 



第々 章 两策華 巧 曲* にかけ る 通貨政策 上の 向 B i 夕 
巧 一巧 則 •« 貫 じ 基く惡 S 巧 巧け 同時に g 買力更 巧の 进讓巧 程で ホ ミ 

巧 一房 則 •同 一 g 養 件 STC 於：. T ’ 5 が璧 へし！！ SC 行 ミ、 $ わ。 當 す* 賽力 SSK び R 结じ S 

ずる® 

窒房則 •巧 質 力の 巧れ のなかは 巧 望 巧の 巧 少を巧 巧す る。 

第 凹 原則 •巧 巧蹇 S 少ゎ强 がす & じは 只 a 皮ぉ 巧の 进 营義 し、 其 巧 S の 上 じ於ぃ ての み •行が 巧 能 ミう 
巧 毒 ST 睐曼 SSB さは 5 じ 宣力史 新 巧 巧の 面さと g と ミミを 念。 

なま お 巧 助を 詳 巧し SK 力の 本で 巧 巧 動か 用と を 巧 じし •これを 巧 W 政策 餐器巧 巧知 酿じホ ミ f 。 

第 四 章は 巧 巧# じ 巧す る 巧 通 5^ の 巧少 をな つて デフ レ， シ "ン としをた 巧卞る ^ ^历巧 的の 理論 卜巧 ベて 巧 ミ 巧 巧^^ 
お少 の 護に 巧 巧す る 巧 本-防 S 的 巧 能け じ 二つが ♦、さは 么ゲお 巧す る こと •さ 一は 么わ巧 持 すう」 とで* る。 而 してな 巧 
何れの 方 巧 卜實 け卞 べき かは 巧 へられに る® 合 じたいて デプレ ー シ a y が 作用す る 一®® なか 〇化 何 じ 巧 かる 巧一^^^のホ所— 
於いて 麻 貢 力の 巧 備か不 せして お W 及び 生 巧が 惡サる 《合には ご レ— ン ごを お 巧す る 方 巧を 資 施しな けれな ミ ，*1。 巧 
巧 巧 16 おかの 巧な お 葛す る 方法の 一つは け 巧の 價 がわ 引下ぐ る こと 下. ホり •さ 一は 惡巧義 巧す る 方 巧で A る。 冥 柏た 增 
なする じは 巧 通じ 注 李る 巧 W 安 巧 巧す るか •ち 巧 5 巧 通 速？ ホ 加す るかに ょるので t 。 而 してち 巧の 斑 方策の々 
巧 わ 木 章 巧 十六 K じ 直つ て 6 巧して 居 4。 

雲》 はな 濟# じ 巧す る 巧通惡 "巧みる つて ィ； レ， ンご とし •其 惡爱的 巧受巧 巧つ て 居る •先 づィ； レ— 
シ ■ンの 本 K お SI ち ホ じ 巧 通 巧 空み いれ 思を お 巧す る 方 巧と して •一 •け 巧 S 巧を 引 上ぐ ミと •二、 巧 みする 
ことの二つを1||げ> 5*拍.1-#少卞るじは巧巧じ巧乂卞る**>た#か卞るわ， «は货な3巧泣进度わ»か卞るかじょるとし、 
それ 等のを の寞た g ベ •其 上 じ WUi ** とィ； レ，： ミの ち kwR してを ミ 


巧々》 は 巧 w ながの 巧 巧と しての •ま 巧 SB * 巧 度の 巧 明で ♦ミ ttf は 妾な 行の 巧ち 面 i ! を 中む としてを 化して 居 
ィン ズ との 意を の 巧 化 や 》 巧巧3 現行な 度 じついての を w 等 注目す る じちる。 

ホセ 巧は を* 巧 巧 » で ♦る。 

巧 < 巧は ホな と 巧 W 巧が とほし •ホづ 巧 巧^ 木 巧た 堯め •ホ じ 數> 巧 的な »と篇 巧キ： iwiss 巧 巧 If と G 對 化を 巧べ •巧んで 
トィ ンズ のな 本が 想を 紹介し、 を 巧に 巧 濟巧程 わ 6 も 巧な じ 巧 B サ しむる 爲 めじ 汉 るべ in-g 供が 政 度 わ 論じて 民る •此 ちは* 
じ： 白 五十 K を 巧-) た 力 巧で ♦つて 本書の 中む をな 卞 1 の 了 ホる • 

巧九巧は^;*6巧がと|5:^!8|濟との3|巧を&じて巧る。 

理巧义 は 政 巧を 論 やる 著作は ItiHyKA を G ら ざる§ で* る •なれ ど さの 巧 じがいて 本な のかき は 化 色 G 6 の 
と 品つ てょ い〇 をが なじ 本 g たお かする じついて 巧く 共 巧を じょで 到らな かつた 所な の & のは •ホ自 そわ ホ だ 十み じよを わ IS 巧 
サや》 た乂ひろひ»みの坦度でホるのと，化大»>一征潔じ巧かすることがち雜でホつたからとじ因る0 巧巧政策の巧»^:^る々日 
宝し な* 0 な 著で* らぅ • 

おお 》 五 

ロバー ト •ノョ ー ルの 閔民お 巧 的 信用 ま 本論 

一 々を實 巧 巧. の 巧 じ なじながら、 其 小 聞た 巧 用して 研 巧を おめ •一つの 麵 つた 論 巧 や » かを 化 上げる ことけ •云 ふょ 
餘録 第五 B パ— 卜 .ゾ 3 — A の ■民 g 濟 W 巧 用 基本 A 111111 か 



. u みな M 々ザす；* « にを ける irg 政策 上の EW 一二 S 

でも。 く •巧して 巧县 でけ ない* ぶり 巧け 巧が 英ぶ巧 や •お 本 巧 ホ 巧 巧. いか*、 •巧た. へこず 4 ク セン や シ* ハトタ .いむ' ぅじ K # 巧に 
巧# する 人を の 巧ぶ ^ 巧い W に 巧に 巧 力 じ 巧して 巧 化する 0 で ホる が •巧に 紹介 甘ん とする® 巧 巧 もがた な務 巧の A じよつ 
て 化 上がられた 巧の々 化で ホる。 巧 も？* f イ》 0 す" 一 Z き ミ 3 を" N を 3 e ， は阳 家# ホに 巧學の ドクトルで ホる か， 巧 だ* の 
: S のけ# 台 かたる •か 曲 巧 化な 巧 か (口 t ミを 3 を さ ミミ 家 ミ 弓* P 2. a . 里.】 巧 びれ 貼 巧 化が お 商 ザが 務^^ 
(se :〇 ■ミ e - Handelrund 『inanzgeiellshaft M . B •立.) の 巧 挺 (口 ir を ミ ごを 巧め てがる 入で ホる。 

本 巧 巧は 一九 S 四 年の なめ 05 一ぞ y 35 ミ <0 こちむ"^ 出 ほされた 「闭 巧が 濟 めい 則 巧 本ぶ」 (口 S <良 ミミ S プろ吉 を" 
で 左 itfondA と 囲 する 一巧 じ货 巧め じ 巧 開され てゐミ タタ 円々 の お ふ 巧に よると •本 巧 C 巧 まは W じ 一 些一 一ー ザの W 春 じと 
を 巧め •技巧の 巧 冗 H 4. なじ 一九 S 1 ご ザ 巧 U •が A 术巧〇 巧が けが «*阳 巧 T る お 中で ホつた かも •な ホ じがが 甘し々 M る 巧け 
^ のれ 巧 中 じ 之を 目餐し •本— じ お 巧 甘し 化 W じついて 一冉 円い ぉ 巧； J るを 巧た と共に、 十九 巧 巧の 巧が に 行 はれに ろ 理沿か 
あ巧とする巧；"巧度及び；：；.^川お巧は，々日0をか裝化甘る'巧度エお化の巧巧树1£の巧ホじ適な甘ざる&のでホぅ一とを'?5^した 
と〇 巧くて^^川閒曲のが快につき一 つのななを巧巧甘んとするのが巧者のりめのげ卞る所^のでぁる。 

巧 時な 川 理を巧 じ ィンフレ— シ 3 ン の 理 a じ抽 する 巧が は 採 ホ じがても •ホた 巧闲じ めても •巧 だな でぁ h 、 比つ 痛 巧 もみい 
のでみ るが、 而も •巧 ホの 巧ぶ が 何れ 0 巧に めて 誤 巧に 巧れ るか、 又は 共 巧 苗を 美 巧と サる tt 務が 何れの 所 じが' 巧 お を 度 出 する 
かじついて、巧お巧巧#はホだ先みじ巧巧してゐ^^い。 本巧の著ぶは化論巧みきい川巧論-^の問なに«かを巧；^るものとして《 
SW 持濟 的な 州 巧 本の 巧を K 巧して 防る。 

化を の 溝を はを « ち 一部 じを 0 •巧 一巧 じがて 硏究 のぶ 巧を ホし •巧 二 巧 じを を 4」 よる 憐员力 巧な がみは 闲 氏が 濟 のい 
3<本じ存する巧なを巧>* き二巧じめて闲お持巧的な川お本巧苗^巧がを<|じておる。 个巧；一け十 一 ち 址じめ^は化中しも 
乂；^ るに ホ ざれ ど i ： iC 65 じめ ては じ 巧 沿 さるべ のでない • 



II 巧 一巧に る硏 巧の 巧踐を 論す るの 爲 a 之を 巧 巧に みち •巧 一巧 じめ て c 川 閒齒の 中 也® を おおし、 を 哀 じがて だ 
の 本 巧 か閱 明し •巧 一二 巧 じめ てが ロカの 息を を おちし •巧 四を にめ てを 行に よる 嘛巧 手巧逛 曲の 方 巧を 或ぷ ずるので ホる 0 
巧 一巧 じがて、 CH 川 閒巧〇 中む 勘は 何 かを 巧 おする じを >、 巧 巧は 化づ アルバ— 卜 .へ ブセお 巧， い 巧に 巧つ て 「巧 巧 力の かさ 
と 「が 口 手は。 な 化」 とを W 別して-わる。 アルバ） 卜 .ヘッセけ 「巧 化の が め お 合 的 巧 W の 巧め じ」 (向 inf を ru ミ in を" 
W ミ schaftliclie 旨 d "ON 堅 C Ve ミ andllis tier oe 召 nwart. Jeg 1932.】 と扭 ずる 薄 ぷの巧 じ •瞄巧 力 及び W 貝 手 巧の 巧 茜を 巧 
明して がる (が一ので々 つて、 雲，"' 所 じかぅ で ホ ミ 巧 化 S み 巧め な K' ホ 霧 巧に 巧て は* ホぞ巧 巧 巧 巧 巧 も 巧 巧に 巧 
巧の 强 さを ぶめ るので は；-* く- 5 て 》 巧 巧^ 强 さを 巧む る ものは 巧 じを 巧に よつ て搜 巧し 巧る 巧 胞れ卽 ちを！ 巧 S 可能 巧 (die 

M 量 ichkeit dcs ischweisn 内 rwsb とじ 化。 VTG い〇 冊して 化 交み 巧 巧の 巧 能 巧は 巧ん を みん 《Taschksf 三でぁつて* 

ク H の 巧 巧い 州辩 it 時化 じめいて け •をれ は贼巧 力 (巧 auncs で) で ホ 6* 巧に 义 巧し 巧る W 巧と 巧 巧と じ 巧す る 巧み 力 かぶ 吨 
す ミ 職なん け路巧 力い 巧 明 巧た る 巧 K ホ 巧 (Kaufmittel) を 村て 之を おす 〇牌 なで 巧け 巧 巧'. 巧り 巧 や 級り 放 あが ちれで ホつ 
T* 級りか3川5方巧じ よ>瞄巧力ぉ巧巧する巧に巧な つ と〇 

されば* けけ や 動々 に対する 滿 がか 巧乂 する 巧め には •をれ に應 じて 哄買 f 巧。 分な の ホ 化か。 けれが；^ ら "。映 巧 
化は 进 まじが けろ 巧 巧から も 巧 はれる が •化し • i た •巧に 巧ぶ サるぷ 巧を W 能 じする なめに •巧 じな なめに W 巧では を, jQs 卞 
る ことじよ つて も 现 はれる ので ホる。 巧し 化 巧 か 化の 巧な 平 ほを 巧 川して 巧 巧が ホ かし •化树 巧と してけ 巧 あび®々 のがな か 一 
巧 的に 卜巧 すれば、 とを ィンフレ— シ a ント ■巧ぶ。 衍 巧の k 路は ィンフレ— シ a yg 巧 巧を かす， 0 もので ホる。 

巧ぶ 的 U る惦巧 P 巧のを 出け、 木ち 己つ の 方法 じよつ r- 摄 され， 00 巧 一は 闲 ぶが 巧が 制度 制ぶ w 义 なが 巧 巧に 巧 さ* なが 
，い々 记巧 w 义 じがが わ ホ 化する 方 化で ホつて 》 化 方 化を W て阳车 G 廉巧を ホ じす ことけ W * 其 W のがす ろ 巧で ホる。 其 一一け 巧 巧 
な'"：; S 巧を 特 煤に 巧き 劣け 券 苗： けな 卜化 联サ しわる 方 化で* つて、 巧 券 刺 W がに 随巧か ホれ けが 南阳 巧で 巧け が.：， -» 化すろ けた 
な» 第五 "パ— 卜 .ゾ 31 ASIEKS かな 用 基本 <1 lllwl 



HH ハ 車 w が 資に 於け る* 2 貧 上 《田！！ 互因二 

ども* 苗 巧 巧 おが じ 《巧が なけれ けな 曲 巧を お- g 更 して 9 巧 巧を 贿！# す *0 こと 4 あ ミ さ 一一は 普通 g 巧が® 自の巧 面 じよつ て 贈 
頁 手 巧を# 巧す る 方法で あつて、 比 方 巧 じよれば* 寞 わらな 《じ 巧 巧 わ 巧け う 一とな < 、主た 購 R 手 巧の み g わがな する 
Ss *® 度 ホ じ 3 巧 制度 じ 甘 やじ 、購 頁キ ほを 增 加し 巧べ く、 を 巧 まは 巧 巧からの 巧® ぶじよ >、 な货じ 巧す る需 g を增大 
する を 巧る のでみ る 0 

另貝^^©の#诺」 (巧5妻ヴをを存(§ご と 「||!52;力3削き (穿をミ von Ksfknft ) とは间一 のものでない。 卽ち— 
頁 力け 上 速の 夕 、今 B の 巧 挺 濟の下 ミ > ては、 巧に、 を 《じ 巧 卞る时 巧 及巧勞 ' MW ? し 巧る 努を 寞卞 るち あつて， 
化 a 々力を 資 むして 时？：？1>< は 拓巧お W 入す る i では， 處 みお 力は 貨 W の おなじて 現は されて 居る ので ある •» 頁 手段は g 巧が な 
則 S 3 にて！！ 员力 をみ S する 房 じ 巧 化つ 巧の 補助 手 ほたる じ 適 ^ ない もので ホ ミ か 巧 R 頁 力の 巧な と睛 巧手 段のを 巧と を 
K 巧して 考へ ると •巧 加め じ 資力を 谢を； ことは* 巧 化め じが 賽は面 巧を 每 3 する を 意 巧卞さ ミ^る。 なじ 巧し 巧れ 
が§乎段をホ进し巧るだけじ止よらや* 瞒貫力よで〜巧自の力で^し巧るならば， 巧な的じ^したる晴ち手段わなて巧巧 
めじ 附 巧した るな 相は ィンフレ 》シ ■ンめ ミ 均值苗 巧を 巧 巧し S を ミミ 何ぶ かとを ふじ*!! 頁キ ほの々 S が ホ 化 サるじ 
巧して* は 巧" み 量も增 かする からで* る。 斯く考 へた 上で、 / 3 I ルは な 5E 巧の 中む 巧を おして 居 ミ 卽ち巧 巧は 果して 講 
頁霆 をを 出ず る だけを 主ら や •資力 t 巧自の 力で 角逛し •之 ゎな 巧 的な 解 巧の 方な じよつ て 企 巧 家じ援 して •ィン 
ブ レ.- シ； め 物债 S 巧 来さ 乂 るを 巧る わ 巧 かの 聞 巧が •份 wsa の 来 来の 中む » とを なければ と まふので ホ ミ 

古| き曼 はな 5 ^ ( Kreditv ——】 の 本 及. 明す るに 巧 てられて a ミ 巧者は 村® Mlf と 云 ふ义ネ をな® 與 ろミ 
を tgewjihig } と 同 巧に 巧 W し* 二つの 巧 凶が が 本 K をを むと 巧、 一 巧 H はおの 巧> でみ ミ 
r 村 5 S 與 じよつ てま CSKKIS * 者】 が晴巧 力の >8 わを ける こ も 


う みなくと*同1 み量のさカトな日じまつて興|511?(10|1^じ«濟ずぅミ《 

田ち 「な涅 ( Kredit ) は 抽象的の 囊で ホつ て •之を 巧 ますれば •渋 巧 巧 ホ 苗から 一を-期 閒じ互 h 巧附 した* 窝力 
( で *3 を ’ 已. h. ミ 3 eis 3 8を33 wirtshnssll^kt fUr 至ミ gewu8 SMSer ebslass " 1<*己|€5ジ)な*1巧ふべさ 
でみミ 巧表な$象の本^じ»して巧巧がみいけれども， 其巧者は凡てのな巧お巧じ共る^^る典巧含巧«サざぅ；ミ誤に 
ち > •其 巧者は 抽ミ をた るな 用と な 州 寒* 又け な肇 巧と 卜潭 おせる ことわた ホを 来して 居る •巧 じ、 T ドル ブ .々よー パ— 
がを ふやぅ じ じ 及つて はな の 巧 曲め* 巧が 硏巧 トーち も 大切 G のでみ > •それな じよた デ <1 ル A 巧 巧して 巧 
る な 用 aas 硏 巧に 當 つては •「ながよ hi 窜 々「倚 裝 引」 AKredhvefk を】 又は r な W 巧を ( Ksdugesch * ミ】 を 
1|<'||{卞るのが正當：^のでみる。 化しな用と0刖ホホとは冗に冉巧さるべき&のでは*るが》な闲ま义はなお與の巧みは 「な 
用」 で ホる わら •な 用 の 本 R を 巧 巧 サんと 甘 ば •自ら 巧 用の 车 巧を も 巧 明 甘ざる ベから ざる こと、 なる 0 

近 巧 SW 濟生巧 じ 於て 日* 多 K じ 現 はれ ホるな W ♦《のか おは 甚だ ホな で* るから、 馬と してと を 巧 免す る じを つては、 巧 
個の 倚 用事 象を 正 巧し •之を！® 35 する に特巧 S をな - MR はねけ G ら ゎ〇 

鎮行が||頁手巧を曲じよつて持168^じ巧ふるお響の«大なるじおみ>巧時巧の巧**けみ巧なス巧誤巧禾系巧的じ«巧卞& 
じ當 \ な 用 手段のを 化さる、 巧 巧を 巧 《て > これを とする 場合が 多い。 巧 もな 用モ ほが 巧け 巧自 のむ S じよる W ち キ 巧を 
化 巧 巧から なられた か •それとも 巧を 又はを 巧 巧 込を をな てこれ じ 巧て たかをを 索す るので々 る〇巧 くして レ I デラ— の 
化き は をを なて 巧 化 じ 巧て たる 巧 巧な 用を «» な 用 (を" •を S 巧3 色 ことを づけ 》 これに 巧して •沒わ «自 の巧县 じよつ 
て巧出したる講頁手ほをなて巧化じ巧てにろな用を巧化的倚用 (を" * c&tzliche Icsdio とザんで巧る。 化巧化的な用^^る巧 
は 巧な K る ま 現と をで よい 〇卽も 巧け じ！！ 员キ 巧を 化の 可能 巧 G けれけ、 巧 出度 猫を 巧 程度に 止めなければ U ら〇 ので ホる 
けれど A •巧 巧が！* 宜の itO じよつ て、 W 巧手 巧 V - を 出 すれば か、 る 程 巧-^ 巧ぇ てな W 附 巧を 巧 巧し 巧る ので ホる。 巧に が 

ilfW 五 B パ— 卜 •ゾ 民 經濟 的值用 基本 » 云 HI 二 



第 ホ 掌 》 策# ホ Ms に 於け る 通 K 致 策 上の 巧 B Hnn 

冉自 のけ 巧 じょ > 进出 甘ろ w 巧 ホ ほを：：？ て 巧 化を 行へ け •それは 巧 化め お w である。 

B 巧 百 巧は 棋巧 力の なをを 巧く に ホ てられて ゐ る。 巧 夕はホ おぉ »し>;;5 用附巧 S 巧みけ 巧な 力な b と考 ふる ホで あつて • 
が 巧な 力-い 巧を じ關し 下は へブセ W 巧に な ひ ホの 通 > 巧を しで-おる。 云く •「 热巧 力と け ホ 巧 俺 力 ♦るけ 巧 及び 巧 巧 じ 巧す る お> 
めむ 巧 か 可能 巧で & る」 《巧 sfkraf 二 St を eabstskte Verf ぞ旨 gsm な glinhkcit たす， marktRllige OU な。 ミ么 日 is を eutlings) 
と。 臟 W 力 2 概 をを 冗な じな 巧す るな めに！！ •巧 W や •巧け 改 かや •級り い 巧 出め 巧 巧は 巧 巧 力の 巧を と 一巧す る もの じ ホざる 
ことを 明に し。 けれ ピ U ら 3。 巧 JE •紀 わが 金* 义ブ巧 出 S をは 巧 じ •袖 化 手 巧に 巧 ざ：，* い 4 のでみ つて 人が crj の W 员力ゎ 巧 
巧 甘し わる 巧た じたを 化 州す る 0 で ホる。 巧ち 巧 15 •巧む 巧を •ホ じ 巧 化め 巧は ランス プル t の 用 結を W て 之を 关巧 すると 「贼 
ロカ巧明巧」 (巧ミ？も奋ミミ) とか》 「煤人捣利巧」 (BeNugsrechtsdckumente 】 ともをふべきものじ化： ^ ら〇。 

牌な 力と 賊巧 乎は とゎ 冉巧 甘ざる ベ かた y る 巧 ¥ いも-い U •席な ホ 巧を 增 加しても をれ じげ つて 晚 な 力か增 化する 註の もので 
•-:^く》 义い川む义化にょる稱ロカの巧巧け必ホしも巧；：化朽めの巧巧ホ巧33^のおにて巧はる、とけおらないからでホる。 议 
巧 乎 巧い 巧 M にょつて 瞄巧 力を 巧 M する 0 け ホ 巧 巧 借^ 化か 的 お 巧. ど 巧 ふるむ W 事象 S 巧な だけで ホつて， 巧 中 巧む 巧 巧に がけ 
る：：^川お引かがお：-击るもいでホる。 巧お^^川お引じめては具巧的^^巧巧ホ巧を引巧すお巧を巧らやじ巧巧力ゎ巧がする。 

化 U 力の 宿を はな 川 理論に 巧して 紹巧 的に 巧が： ミな を ゎなす るので ホる が， かも 岗巧巧 巧 ホの 文獻 はな 藻を と M はに 之 ゎ 
找 化に おおつ て 的る。 巧に 巧が おに t てけ 蜗 ロカ 0 巧を か 採 W される けれども 》 をれ は 巧 # ES をが 度值卜 する ので ホる。 化 
ム巧巧^かき化わじ哄巧力と巧へ ることけを，、が装趴巧さ乂る所でホる。 巧巧か换巧卞るので；？，、して入：；,»巧するのでホる。 
巧も巧^&3 l に《て fi ふ巧 s 巧^ e い巧な力とは巧 ie 2を巧«値 (Tstclmert bs ?乙え である。 シュム Y I* 1 でもハ I ンで 
ら佔 $象 の 巧 象は «な 力 じ b と 巧く けれど、 をれ は*1| 的 OHM 力では ぃ く* 具 « 的む § 手段を な ホす るので A つて •典 


じ 誤で ホる 0 

ディ I ル G ち ふかく、 「巧が も 川 も 共に 齡 U 力を お现 する も’ いでは i 一く 》 冗 巧に 宫 へば •人が 其け 巧 又は 巧 巧を 寡 巧と して 
一巧の 贼巧 力を 所 あし > 化 つ 之を W 巧す るので ホる」。々 口で け お 巧 巧 州が 巧 化附な W じ 化して 只な だ 化か {ミ X 巧な を 巧す 
る じ 過 ざない が 》 化 ホけ 何を 息 化する かと 玄ムじ 》 をれ けい 川を 巧け る 人 か 自己 SS まじ おいてな W お カホ hi 通 W し、 をして 
义 巧く 通 川す ろ 限 > じがて いみ •む 川 わが 持す る こと V •な 巧す る。 ぶじを CIS # は S 症 ぉな 巧と して w 扫 力が みるので ホ \ 

附巧 はた x 瞬 ロカを » むず る 化 3 ス 巧を 可能。 らし レる もの じ 過 ざ r * い’ 2 で ホる。 化し ディ I ル じがて はい SS 巧の 方を じがけ 
る添加の晚巧九おがは閒駐とむら^いけれど6> 化しデ ィ| ル け化娩た巧巧巧じろ^^^を|:;?;^して；：2る0 巧もが巧所巧ホかホ巧 
にがて U ホと；-* つて 化ん のけ 巧を 巧 巧 甘ん とする 時 •述 巧は 円 じの 所 か 甘る け 巧を 巧 まじ 反 巧が が i して 引 巧ず じ ホダる ことを 
化 巧 かして： i るりで 本る。 巧 ホが 從ホ所 かサる M 巧と •それを 巧 巧と しでが 巧す 5 賊罚 力と けれ 巧と を 化 W ずるを 巧サ中 •仙人 

ら 一時のに 瞄 U 力を な 川の 方な じて 巧 人れ •これ か 巧 ホ/、 の 支が に 先 つれば ょいで U たいか。 

3 川附 巧は 巧い 4 のけ 産を*: 化する’ いで じい。 併し 化义 じがて、 が 巧 ホ KC をみ にを 3 ら る、 な U 九の み a が > 3 川附 巧に ょ 
つて 一巧め じ*: かする。 い® 巧け 巧い#. 3 け 巧 どを ホ 的 化する G で ホる。 . 

5 巧 巧 巧 じは 织 むか 晚打乎 巧を 巧 山ず るに ついて G 巧 化の ス耐を 巧いて ホる が •なにけ 之.- 夕路 する。 

六な； 一巧は 巧む がが U 力を 巧な する がな として G 阴 wsie め：； 5 川 巧 本 わ 就中ろ' 3 であるか， 篇考の K かとして •を 巧に 巧 行 
か 巧 加め。 W 叫' 財 4. W 舱に する 巧め じ 巧 力に てな 山 甘ろ 臟だキ 巧が > か 何；‘* る 時 > 巧 巧と をな て 甘ち がを 巧 « 巧に 巧の 卜來さ 
ざるクの閒描わ巧げ， 闽おが巧のお巧を八巧じ^別し， 化ホにがける^*^1:なの適川和ち巧してがる。 

ぶ ■ー パ— 卜 •ゾ >1^ の 画は g 濟的巧 W 基本 Ills 五 



» ホ 章 w 请事藥 * 資 にたけ-®* « 致 策 上の 田 ■ 吉 H 大 

第一 お 巧の 巧 民 巧濟は 化の 团巧活 濟と沒 巧 巧の 巧 ホ 丙 巧 巧 巧で* つて‘ 牛產じ » する 去'" ゆる 巧 巧が 自团 じめ てま 化し、 而 4 
現 巧 S 牛： を 施を も おを タカ〜 十々 じ 巧 用され て 巧る。 斯 る# 倩の 下 じぁる W 巧が •巧に めて、 巧し 巧け か 巧 化 的 G るな 蘇み を 巧 
ふなら ば， が e 巧は 凤お巧 巧 じ巧大 G る 巧 巧.* < 巧 ふること、 な* 0。 卽ち 巧な 的 伺解與 じよつ て M 巧に 巧す る 巧 巧 U ホ 化して I, 
それ じ！} じて 时 巧’ い か ザ 化し いわら、 をにィ y 7 レ ー ン》 》めなるわ度3£巧が现はれる。 巧卞るじ比形巧'2巧巧巧巧じが 
ては •巧 巧は 購 貫 手 ほを 133 して &• 11 貝 力'^ 巧ち 的 じ® すろ 能は ない ので ♦る 0 

第二 お 態 s 養 巧 U 前 f 同 技 在 S 養濟と U 囊 零を •生產 C 季 * 聲 5 白 於 T 產學 * が •が 者 ミ 

A つて 未だ 現存の ホ ま 施設 も 生 巧 巧 力 I 十み じ 巧 用され て 巧ないで、 を萊じ 巧す る §158 が 存在 ザる。 巧る 寒 情の 下にみ* 用 
巧 mi 濟じ 於て、 巧が が 巧な めな 巧 ふなら け •其 巧審は 巧ち で ♦つて、 お A 生 巧 物は 巧 巧し* ミ 者は 巧な*^ 見 化し 》ィ 
ンプ レ— ン， ン的 G るか 值 § 口 現 はれない。 卽も 巧む は 巧 じ UK 手段を 需し 巧る だけで K く •巧は w 巧 力と 4 巧を しお ふの 
T ♦る® 

«兰？^の田巧篇濟は化の«巧污濟と共じ巧巧持濟めじ^5><*9し、 而^ホ產じ化巧なる資がはち田じ巧化し、 お巧施**^ホ巧巧 
力が 十み じ 巧 用され て 民る もので ♦る。* M ゎなて すれが 化 未な 索 W の 巧 化の かきが をれ でぁる。 化 お 旗の 田ち 巧濟じ 
《ては •《がの 巧な 的な 5£興 じよつ てけ 巧 じ 巧卞 るな 巧が 增な 甘' •两內 じ 外 巧資替 3 手 持が ♦る wb •外 W よ h け 巧を 隹 又 
して 巧 巧た ホた すで* をっ 〇 併し 輸乂が 巧が 巧ぶ 廿ば 外！ E 巧替 のキ 持け 減少ず る。 

第囚が巧の函民»濟は*18{:»濟的の^><*々>, 而も牛-をじ必巧^る資が^1し， をれがホピ十みじ巧阳されて巧ないもので 
♦ミ ：*^1^盾0田巧16濟じがては> 巧がむ巧加め^5£與はが1巧二お麽3田巧»濟じめけると2|8じ*!!^5^"ミ0ゎ責^卞の 
T* る 0 

« 五 の B 巧 S 濟は英 K 濟 的のを 巧 ホ \ 而4 を 巧な が 巧 S じ ■さじ 產サ やして •これぉ 外 S じ 巧ぐ〜 のでみ え 



さ，、お 巧 SE § 濟は委 おで-同 泛 ♦情 じで て、 巧は ホ. 巧 R 哀 牛：霎 力が， 未だ 十を 巧 用され て 《ない えで 至。 
前 S ち 巧 五 形 筋 S 養濟じ 《ける 愛 寫用脚 巧 《 S は 窒一お 巧の 田 巧屏濟 じめ ける と 巧な じ、 夏》 濟じ存 なする 外 
KS を S 巧々 W じょつ てな 故され るので 走つ て、 巧 加 的 巧 用 じょつ て 岳を にし、 外 田 8 S 々巧 寡 空と る ことが す 
巧 能で ない。 な ホ 卽ち寞 装の 賣 W 濟 •が I 今 B の臺 のか S じ ♦つては •《祟 巧 か ♦つて お 《てれ 5 震の 巧 加々 現 
はれる ミ 《*0 •ちし 《出 V 蓋す* 能 U ざ 易 U •巧 行 S 愛 寫溝受 呂倍停 李* マを ぇ 斯 <丢 者け 用 巧 巧 

巧 的な 闲巧 本は を 巧に 巧す a 巧 麵** と 田 巧 生ち じ必 巧なる 巧 巧な >と» じて 民え 
セを 後の 窒奇は 田 舅濟 めな 襲 本 巧の g 用 ミいての 轟 西 S 巧して ミ。 をな 巧 行を 賣 W 濟的寫 寡 木の ミ 

まとし T 鬟」 、中々 巧 S5 号賣爱 寫冀ま 利 叟賽 なら」 ミと、 赛預 fwTW 鬟濟 めな 

用 g ま 補 ホモ ほと をる 等で* る •を 等は 望 巧の 《巧 ゎなす もので ホつ て、 をは？ 巧 かする 折が ♦つた けれども 巧に 宴 

槪た をべ る 》 ) 
巧け ゎ E 餐濟 的な 川 美 ま 巧理者 (ミミ ー ミ) とし T 由 《す ぅ一 とう* — ルの 巧 創 ミミ# 巧の 巧 g 々何な b や ミ 
、て 巧が 巧閒 h 苗 巧が* る •巧け S 巧務が 巧に ま 拂手投 《が おじ 章る ミは なくして、 倚路 巧の 巧」 本 W 的む る 巧 g が* る 
と 見る 學 者の 閒 じは 二つの 受が巧 化して 居る。 其 ホ S じたいて •髮 め》 力た 弯る學 巧 ミミ •又 巧 お 狸を を 
やる ホ ft , い树 W ホ 巧 巧 ミツ 七 ル* デイ， ル •ラム ぺ 、マン スタ， 卜* 々ェ ー バ— 巧も么 をな 中る fco で ホえ 巧 巧は 巧 巧を なて 

巧 M 產 G 巧 雲と 見 4? 重。 許」 く？ と、 巧け は话を S 脅 5 人 夏 5 雙 S 產か S 」 をる る染 巧の 巧 
みとす f 穿 & で 重。 S ミ f •巧け 雲 S 坂 本は 受奚 育存」 •與 8 SR 他人 S 葛 力が 供 だ 巧附 さる、 

巧 苗 じめいて のみ 可能 ミる 哥 でで 巧つ てを な 巧# はな 用 かか じ ホ > と 云は S ミ n こと、 なえち 一は 巧け S 羣巧 


餘錄 第五 n パ— 卜 •ゾ ■ 1 ^ の 圃民經 W めな 用* 本 A 
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藥 々巧 w 众事萊 M 巧に 於け る 通 货巧策 上の 历 H 云 n 八 

な 化 作 化を 巧 巧が する 巧 巧で ホる。 化 巧け 织巧を W て 巧が わ 巧 h 之を R 化す » 拥 とはな 中 じ •な 川な 出の » 曲で みると W する の 
で ホる。？ — ンの巧 <^ksw ミ SC すき che The 弓 ie &2 田 skksdi なじは 目 巧 じ マクラウドの 化 語を 巧な g として 巧げ てがる。 ホ 
单巧 にょれば 》 巧な 萊 巧が莊 本で みつて 巧な 巧 巧け 只 巧な 巧 巧む 游 生みた る じ 遇き。 いこと、 なる。* ィン •スウ ッュ ムぺ I » — 
巧け 化 哉の ホ 巧で ホる。 これ 巧 0 巧を •巧に 巧して ノ 3 I ルは か 何。 る ホ 巧を 巧る かとち ふに •巧は： 5 巧 其 じす 十み 。 b とを る。 
卽ち巧 一巧け 织 けの 巧 巧手 巧を 化 胞力じ 巧 する 巧 巧け をを がして お > •な 二 おは 巧け か 自作の 巧 貝 手段 G 々じ 巧を の お 態を なて 
巧 人れ たる 化 入 G お ロカを 巧 W ずる ことわが 法して 巧る。 沒 巧は 通 巧の a 巧 じめ ける 化 人な 巧 力 G 忡か ホた る-. 共 じ マ クラ々 K 
や？ — ン の 巧 巧の 巧 巧 じがけ る 麻な 力の が 进# でぁる。 闻巧巧 濟的だ 用ぶ 本の 班に めいて は > 巧 巧を 田 巧が 巧 的： 2 W 巧 本の 巧 巧 
ぶと なめる。 巧 巧が 巧 的な 州 巧 本 0 巧 巧者た る 巧 巧の 巧 じ 巧 巧。 巧 巧が 巧め 巧 巧と 罔を の 化 巧と かなが する ので ホる 0 

中央 巧む は闲 巧持濟 的な 用な 本 4 -巧 巧す る じついて のを 商の 巧 制 巧で ホる。 化 巧 化ょ b して 中 ホ 典け 玫 巧は， 巧】 つと して 就 
沒わ のな W 附巧か 現存 闲巧 巧濟 めな 川 紫 本の 巧阳卜 超ぇ y る やぅ®: ルし •巧 一一と してが 鎮 巧が 肉お掉 W 的い 刖巧 本卜巧 a する 
じつき 凹 ホ 巧る 限 b ホく の沒 巧を 巧 ふることの 一一 巧 じ 巧す る •而 して か 何 4,* ろ 程度まで 巧 巧 巧け かを 行 巧 巧 行 v -® 巧 すべさ かと 
とふに •をれ は 巧 在 巧 巧す るみ 巧 巧が のかぶ ずる 巧では rr •卑 ろ闻 巧が 濟的 估が 巧 本の ホ だ 巧 州され 中 じ 巧ろ 巧 度と 》 だ 引 上 
じ 何 巧 S 巧け 券 咐留を 巧留卞 るかと わな 巧と 甘れば ならの。 巧け— 巧 巧と あ 巧 倫が との 比 ホけ i をが S 決 巧に 化 川ず るな め 
をが 巧 S 化 巧が 增 かする 場合 だけ じな 巧と；-— のでみ \ な 州！！ 肢巧 はを ホ 偏の# 少を 避け. CS めに 之を 巧 ふので け。 くして* 
闲巧が巧的巧則巧丰の巧用か岳度じましたるが巧じ么ぉ資巧すべ きものでホる。 巧じ獲行9!5;88巧おなを所記 「黃み典な動簡の扫 
SISts 」 で &03 atische •扣 ys な 3 der ち sens Bre 3 s ) じを かして 面いて は；^ ら ない。 

八 巧く3化く こ ー ト • / 3 — ル 511お篇濟的信用巧^4論は巧！0^^段と購質力とを«別し* |^**と！1内ををに»するが 


巧とが購貝力の身ホ卞る巧一 の滿泉でホると88め， 之を«て闭巧巧濟的な用巧本とだし* 巧巧がな内脚巧をなずじ巧>化な巧巧 
本の 巧 闲に巧 巧* を 止 わるならば 诗巧キ ほの ホ 加は ィンフレ— シ-ソ の ザ 茜を 巧 巧す る もの じ ホ や >- ち ふるもの である。 化 巧 じ 
巧へ ぱ 巧な ィンフレ I シ ごの 閒巧 4 1 巧 W 決が 巧ら れ ぇ 又# お 巧 巧の 巧 巧に ついて〜 、化を 地 か -r すれば •巧 巧が'* E 的な 巧 巧 
本の 巧 則が K 巧 ミ 巧 巧を なて* 巧 巧と し •をれ のが お 甘ろ 時期を なて 1!^ 巧と 玄ひ 得る。 巧に 巧り’ い 川な 巧 か 巧 w ホ 場 じ 及 
ぶず お 巧を なても •化な 巧 わたす むけ •闻 巧輯 巧 的な 川 巧 本の 巧 かがげ-巧 る じ 巧 ひ 失 巧は 底* « 退 するとみ じて ょい 巧で ホる， 

巧れ ども 巧 わが 巧 加的朽 川 附 巧を K すじを b , をれ が 闲お篇 濟的柯 川路 本 W 巧尚內 や 巧 やを をを めるな 巧と して 何を 巧ぶ 
べきで ホら ぅか。/ ョ— ルの なた でけ > 失巧彷 がが 巧俩 言と なめて W ミ® ち 近年 RgsJ でけ 失 巧が ながな 巧 冗 巧と。 
b ， 吐つ短巧の間曲を2?て巧巧的じ浪おじ發巧されるので》何巧の巧巧^!<;か巧おが巧じが巧卞るかを么じょつて巧>巧る。 而 
して 化 無 巧 巧は 巧 W 輯巧 めい 川 巧よ Q 】 み 子で ホる から、 么を i と 甘げ 巧 WS い 川 政 巧 寅； W け 何 巧 3 阳巧 かちぇ。 いも 云 ふの 
である。 化し/ 3 I ルか巧お輯巧的^^巧巧末は巧曲巧瓶 (>-妄ミミミコ】 1巧巧ホ巧じ巧卞る自巧か巧巧 ( die ミ ら" ein - 
hcimitdje P 吕 dukti 旨 erfcf を rli も • Rohso ず】 との 一一つ。 h としながら •巧 行な wft 巧の 巧 巧を、 巧 じ 巧拍巧 備 のがが のみ じ 
« くけ 理論と して* 1 S 甘 Y , る 巧が ホる。® ち 巧 ホ 巧 巧み 巧資； い^ 一^として みが 巧技 だけが 舉 げられ て 的た のじ 巧し •化^ vr 
の々 力。 る をを 化し， これを# 巧 的じ讀 巧し じる み 巧け. My 巧 巧す る 能け； いけれ ど •これ だけでは 巧け モ巧の 巧た るか 巧 

れだ 0 

た / ョ— ルは 巧 おが 濟 的む 川 某 本 0 みかむ WS 南み であると 考 ふろが なじ， 巧む 3 肝 お 柏々 じ •巧 川— おされた る 巧 W 掷 it 
的な 用 巧 本を 巧び 補充 する だけ じついて 闲 W が 巧 - H の 巧 巧 巧 わ々 する もので ホる となる。 巧つ て '. a 巧 巧す る ことか 巧 W が 巧 
卜 ■巧を である 巧な はに •、現 化の 两お お濟 の。 W 巧 本 •か 十み に 利用され て 居る 巧な だけ じム i る。 闲お 巧濟 か： 巧 本か个 かじ 巧 
な» 第五 " XI 卜 > 31 i SW 巧 めな 用* 本 A 一二 内 九 



« 六 章围策 ♦業 MX に 於け る lAK 政策 上 《历 If 111 五 0 

用されて巧れ叫をれわ補充卞る呂》じ巧巧^溝巧わが*と卞るのでみミ 巧ちか、る場をの4^|>||巧は 「岗巧な濟めじ化を 
( volluwirtschuftlich きミ3<1ざ；^のでホる》 併しわ、る历巧お濟的じ化要な*と#《らる、巧巧の巧巧が》 巧じ巧養をじ巧 
すを 阳卞る こと だけで なつて IISS ? される ので* らぅ か 〇化閒 巧 じ 巧して 「な b 」 とを ふれば •巧 じ 始めて •巧 モぞ 揉が 田ち g 巧 
上お巧：^る巧はを3|明し巧ろ|#でみる。 

化间駐 'い 巧を は* 巧 子定携 が斯く のれき の 巧ぶ じか 何なる Ril ゎ 巧つ かの E ® と®! して 居る •而 & これ じ 巧す るを を 
る巧がじ學间上なすおはざる巧でみる。 何がかと云ふじ》巧モま錄が^&^#じ84||卞るか巧かは人のわ理上のミでみつて巧吉者 
からは 之を ななし 巧は G いでは ないか。 巧 子が 巧ち ^勤機 として か 用す る ことを！！ むる 者は 749 ，ポゲ <ブ チ や、 マ I ン ** や， 
-71 ブ *1 巧で ホる。 反 之.々，* ル や ダ 王，. パ— 巧は ホの Ills が 巧の 羹 で ♦ると 巧 <。 

一 •弦 者 及びが 家 度 GW 来の a 《の 完< ミミ ミれ さち ミ丢 ■一* と 5 乏 

一 1, 持の 毎め の 

岂 •大巧 本 W 自 Agt : 巧 巧ち 個人的 欲迈 ホち のに 《のま 曲が 巧 じ 度* じました る じよ b •をれ な 上 0 なんは 自 S 的に is 
れる〇 

/9|ルは化巧1巧を巧り，£:^*者は》 ^し巧子じ巧卞る»空はな<と1» 生巧#»じ備ム43めとか、 を後の$の«»と 
かの 考 へから 貯蓄す ると 云 ふ。 化 ♦は 巧け 2 a 達せざる 巧 や 巧 じたて 人が を 巧时資 をな K する じよつ て〜 巧で* & •比 R 々プセ 
ルは&^^^をじ巧子-^附甘ざる時は、 老巧じ入>たる人*の內じは巧をわ巧々じ引化して«消し«すで*ら5と云ひ、 /■!* 
も 亦に 之を 巧 《る。 併し ヵブ セル じ Ab ては 巧を 3 巧 巧は 因 巧 «濟 上 任よ しわら 中と 巧き*/ ■)* はなら 中と 夕 へる • /■1 
* はかくの 化き 货 金の g 消が 田 巧 « 濟 上のを 險 はない 所な ゎ 班いて 曰く •巧モ 生 巧者は 利子 化 入 わらを 出して e * 时 
た 巧つ て I , K は iwKtt わな ♦じ 費消して、 共 じ！ 2 じく 商 alt 入 じよつ て國巧 g 濟 3 i 的# ミ ( produkti さ xa ぎ】 



を— の 用 じ 巧す る もので ホる。 巧 子 ゎ » 止せば •巧 来を 巧が 巧 まか 巧 子の おじが いて 化の 巧濟ま tt に拂 つて ゐた睛 頁 力を 巧# 
ホ 肖々 の这 めじ 巧 州し 巧る こと、 なる。 巧 4 上は、 巧な まは 自己の £3 寅 苗に 手を を くれぶ なじ 巧す る 巧 巧 だ® 5 する 可 巧 性 
を 巧し •又 利子 まみから w 巧され たるは S まけ 巧 ホ 巧みに 巧て たる 巧を ゎなて 时じ 巧す ろ帘 巧が お 巧し 巧る。 ち i がく 巧 方面 か 
らの巧 巧が 巧 お 經巧的 时巧市 巧へ 段 おする ことけ K 巧 じがて は G い。 ち 巧な 用い 巧 巧 巧け 巧拌が a く；，* れけ一 兄を の 巧み Iva 
巧 じ ま 了し 巧 え 巧 わけ R ホ 甘る 巧ち 力を 巧ぴ化 3 巧濟ホ M じな 用の 方を じよつ て 化 川 甘し む 4 か、 巧は 巧 巧が 巧 的 CW 巧 本 S 
巧ぶ じ！！ みて， 一? 巧 出か 差 おへる かを 決を すれば よいので ホる。 短期な 川 S 場合 じは 巧 子の 巧 止は 巧 2^ 巧 まの 巧 巧に がて か 
巧家衍の^5巧！|18をる述^^らしむる0 巧だけがお果として^5£巧をな*じをれに巧じて引巧め巧べ<、斯くて巧來5巧化依妨 
ホ 3 强き wsan 巧 U •自己 时產 のを 巧サ るに 巧ら 中 •抑制 さる、 で ♦らぅ。 

な 上の 巧り じ考 へて •/ 3 1 ルは 巧 子が 巧 おが 巧 上がが wb や 巧 やの 巧胜 じつき ホの 拉論を 下して® る 0 
理論が巧单は化閒趙じ巧して発を^る»をを巧へ得る化巧じ巧ない。巧じ巧モが历巧巧濟上么巧^る巧なを巧巧し巧：^い〜の 
である。 何巧かと云ふじ、 理み持|1£#-は》 十みじ巧用されたる巧巧持巧的な州巧本じ巧つて化巧：^^と設められる所の^^^^巧 
か •た 乂巧モ ま# によつ て S み される 1 のなる ことを 決を 的 じ 貪 巧し 化は； A いでは ないた 牢ろ反 巧のを 巧が 巧な にな 在す 
るので ホる。 十み 巧 用され ざる 团巧 お濟 的な 用を 本 じ 巧つ ては •な奠 本の 巧留い 巧め じ投乂 甘るな W に 巧して 巧 モを附 する こ 
とは， 何巧因巧妈巧上化巧：^るものではない。 何なかならば》化#をに於てはな££巧は肝巧とお！8化でホるからで*る。 をれ 
じ も か、 はら や •ちし 巧 乎が をが はれるならば 》 巧 巧 子け 巧 じ 「現 巧。 巧を^ 巧が W お 巧と をはぅ か、 巧け 巧 時の 巧濟 制度の 施 
設 -3 な 巧」 を巧现 する A ので •々ブ セル C 雨 ふ 巧の 「化 食な 巧 的 利子 問趙」 たる じ 化：： >ら；^ い。 

巧くの化く巧巧上では巧子の化巧をす出卞る論據：^く*牢ろ十み巧朋されざる巧巧巧巧的ながを车じがいて巧モがす巧31の 
Gb とせば •巧を じ 利子 ゎ附サ ざる 巧 巧！！ 濟は • ns 上の 化 巧から ちて •をな 々 b 巧る ものと 巧は なければ なら 0。 巧を じ巧モ 
餘錄策 五 Bx — 卜 .ィ - IA 《■民 KgM 巧 用 基本！！ 1 二 五一 
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ゎ附サ ざる 肉 巧が 巧 かちへ 巧る ものと 甘 ば、 巧 K 待济み じね いて > 巧 ホの 程度 卜肢 巧し •巧 制する ことは W じ 可能で ある 《 
おムじ/ 3 1ルじょれば》 巧萊#が巧じおれ*半：巧巧^5が利化され中じ阪ス£^の下にホ6ては》 巧游巧かの巧子卜おし下も， 
丙巧が巧上々苗：-;括巧をおじないとちへ たれるのでホる〇 併し：^が。化班み或をして巧けに巧さぅとすゎ.は， 今《のが巧化» 
の 内に ホ 6 ては 巧々。 る ま 田に 巧 迸ず るで々 らぅ。 巧 一巧 だけが 合 利か 巧 下せば 》 巧 本の 肉 R の ホ 巧が 向か；^* る け、 巧闲 •S 
お# 巧を は 巧 巧から 引 化されて •巧々 巧の 巧 巧に. 问 つて 淹 化する で A らぅ ことおち へ 巧る。 乃ら か 闲じホ 出せる 巧々 け 巧 内の：：：；^ 
川 巧 本の 巧 留じ巧 立たざる のみなら や •巧む の 添な 的" 川に ょる W 巧手 巧进化 能力 おが お 甘し， i るので ホる。 

通 « する に 》 /3| ルの# 巧は なお » 濟 •巧に 巧 化 甘る igg 巧 巧に めける 们 W 巧, として 巧 さる バき iw. ゲ山 甘る も 0 
で ホる。 


第と 章 巧な ライ ヒス バンクの な舆 

過程と 戦時 能力 

第一 節 一九二 四 年 八月の ライ ヒス バンク 改造 

巧の 大巧に ょって お A の 巧に 的った ライ ヒス パンクは ド I ズ まじ 巧いて 一九二 阿が 八 巧に な逛 
せられた。 化 ド ー ズ まは 賠 巧を 貝# が 巧を の树ぶ 化かに 於け ろ 化ち み 適 かせし わろ 手段 及び 巧 逸 
の 巧 制を 巧を せし わる ザ 巧を 硏巧 する 爲 めじ 、ホ 人 ド I ズ をを 巧 おとす ろが 巧 おみ 讓 •ド— ズを 
貝み (口3ミ泛-巧0吕ジさ)を設け*ド|ズ委巧みが「巧入はホづ通巧牌趙を化化はんとず」とて* 
おに 化 巧を 巧み (0 ぷ sisatio ミ kom 二な) を 巧設 して、 がを けに ライ ヒス バンク 巧ぶ シャバ ト巧女 
や •巧闻 のが 巧み キン ダ I スレ I ( 巧 in をを ey) のかき ユ キス パ I 卜を 化へ、 巧 究討巧 方 巧ぬ る こ 
と 八十 一 间* が 未に がく おが 级れの 巧な ょりも ライ ヒス バンクの 改进を 度め ホ 案され たる 

第】 巧 一九二 W 年 八月の サイ ヒス バンクを 巧 |二 五一-一 
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もので ホる。 而 して 其 案の 大巧は ホの おらで ぁつた。 

1、 巧 巧を 化 行は 五十 年 巧を 巧 許 巧 巧と して 巧ぶ にがけ る 唯一の 巧 ホが 巧と する こと。 

1 r 現に 巧を じが 通す るが 巧の 巧 巧 (を 立 發夕 なけが 制限 巧 じがいて 巧 巧す るか 巧が 巧 ぉ除き) 
を阿收 して、 巧 獲が お 行の な 巧が のみを 巧® せし むる こと。 

ご r 巧 化 行 おは S 分の 一の 金が がを ながと して 之を 巧 巧し、 其を が 俯は 大部分を 外闻 なけに 巧 
金の お まじて 之を 巧 巧せ しむる こと。 

四 •巧 化 巧 おは 近き が 巧 じがいて 金た 巧を とだす こと。 但し 當 々の 巧 之を 許さ •、る 事 巧々 b と 
をめ る。 

ち、 巧な 巧は 諸 化 巧の が一 打と して、 を も 確 •巧なる 短 巧手 おを なを お 引が じて 巧 割引し* 又 諸 化 
行の 巧め じ おを を 化な ふこと。 

六、 巧 化 巧は なお とらな 引を なし、 が 期の 巧 業 巧 付ぶ び 割引を なし •おぜ を 化な ひ、 巧 金を 巧 
乂れろ こと。 

セ •巧な 巧は がが ながの 巧 金を を 入れ、 且つ 其 出納 事 巧を 化な ふ。 又斯 巧を が じ おし •が 重に 


制限され たろ 巧 勘に てが 巧 貸付を なすを 将 る。 が 巧め おは 银 行の 巧を々 拓に夕 巧す るを がれ 
ども •煤 巧に 對 してを 巧 干 巧を 巧 ふを 得ざる こと。 

八、 賠 巧支拂 金の 巧 入を をく る こと。 

九 •資本金は 之を 四な 金 マグク として 其 一部々 をか两 じめいて 某 おする こと。 

十、 巧が 行は 一人の 巧 逸人た るな 裁と、 巧を 人よ b ホる 理事 會 じがいて 之を 族 巧し、 が 外に セ 
人の 巧を 人と. セ 人の か W 人よ b ホる 監事を を 設け、 义其 巧より 一人を 迭ん でな 巧 ホと して 
を ホが 態 及が 俯 巧 おを 唐査 甘し むる こと。 • 

ドー ズ おの 骨子は ホの 通りで ホる が、 これよ 6 先き、 み 門 まを 謹の 硏究討 讚が ホ だが おせ 中. 
おつてが 立 まが 何時ち 施され 得る かく 不明で ホつた 巧 じ、 シャバ トは 別に 一の 信用が 行を 英 がか 
巧の 了解の 下 じ 設立し •か两 からの 投資 じより 金を 本を 多な じ 婷# 巧 じ 供給す る 計 まを がめ、 が 
巧 案# 巧 3 を 戍を料 •一九二 四が S 月 十九 日の 巧を によ br 巧な 正金 割引が 行」 (Deuts を e 〇〇乙- 
disko ミす 口で が 設立され、 ラィヒ スパン ク稱內 じがいて 四月 十々 日よ b 閲 巧した ので ホつ た。 化 
鉛 巧は 扣 巧の 巧な 輪 出 及び 巧み お 入の 金な を 曲 巧に し •且つ 巧 巧の な# がか W とのな 引上必 巧と 

第一 節 一 か 二 田 年 八 巧の ブィ t ス X y 夕改ホ ’ 己 五 五 
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する 所の 义拂 手段を 供給す る ことによ つて、 巧 逸の 巧 巧ぶ びを® が 態を 著しく 改ました。 がして 
巧 後ん の ライ ヒス バンク 改造に M する ドー ズ おがが く 完成し、 とバ 十六 日よ b 閒 惟され た份 巧# 
巧に めいて 各 曲の M 息を 将 たから. がな を貨 をと ライ t ス バンク 理事み とがが 玫巧 とがな 力の 下 
に、 これを 戍 文化して* 煤 行 法と なし、 念 速に 巧# のな 巧を おて 八 巧 S 十 H にこれ を 公 ホした の 
であった 〇 化し 化 お-わ 法の がかは 外資 お 入な 巧の-が おじ 曲输 する。 卽 ちが 巧 みみ 謀の 報 かには 外 
巧お入をなつてライヒプパンク改迪計まの1つの竟お巧々：^りとし、又、おだのお生を巧現し* 
巧 巧が 化の 巧を を 巧 化するな めじ、 何よ b ち先づ 巧手すべき 巧が な b と 鼓め て仍 ろので ある。 か 
に外资 輪乂夕 めが 戍 立し、 且つ ライヒ スパン. ク 巧みが 當 がの 改进 とこれ じ W 祝して 巧が と闲 ぶと 
の 巧に 巧 生す ろかな 上の 諸 案 かとを ホ訟 すれば、 なに 始めて 巧 お 巧な ぉぶ 化し かる 巧で ある。 巧 
くて これず の 諸 前 化 化かの 擦備 をな ざ、 漸く 同が 十月 十一 日よ b 巧 化 行 法が 巧 化される こと、 な 
つたので ある。 

巧 か 行なは 大巧に がいて 巧 化 巧 法の 巧 本 方 かを を 化する ものであるが、 が お 式と. 货巧 とじ お干 
のぶ 典が ホる。 お乂的 じは 舊化 がを 立 巧が 巧 巧 じ M する 規 をを も 併せてむ 括して ホつ たのを々 度 


した 點 がまなる もので ホら、 巧 巧 的 じは ぶの 諸 點が重 巧なる もので るる。 

一、 お-わの 巧 巧に 卦 する W まの 干 巧を 杜絕 し、 をの 巧が 上ぶ がを 上の が# からを が » 立 せしめ 
たる こと 0 

二、 巧に 一胶參 謀み を 設け、 み貞の 半な を か W 人と し、 これ じ お 巧の が 巧 上 及び 巧 巧 上の 巧 巧 
にが 巧を 胜 ぼすべき 巧 能を 附し •且つな 巧を 巧 巧を 巧へ たろ こと。 

ご r 中央 巧が 度 地方を 巧 じ 巧す ろな 付を K あじ 制 お 甘し こと。 

四 •を ホ 制 巧 じ巧试 ホを 的 統制を 採用せ しこと。 

ライ ヒス バンクの 巧ぶ 杜を强 化する か 脚は が じ】 九 ニニが の自ホ 推を に 於いてみ めら れ たろ 巧 
であつて、 巧 巧は •當巧 の 菜な 述 をに 對 すろ 闻 家の おが 巧を 巧し、 巧 巧が のみを めかの 手に 巧す 
こと、 したので あつた。 而 して 此法 巧を 制を する に 至つ た 事 巧を 巧ろ に、 一九ニ ニ 年の 早 巧， 巧 
巧が かが 期日 到 ホの 賠 なまが じつき 其が 巧を 申出で たろ じ 巧し、 嚇な W 側は モラ トリゥム 證容の 
ホ 巧 化けと して ライ ヒス パンクを W 家の 巧 力から 巧 立せ しめ、 ft ホ 權をお 立す る ことを 巧 ホした 
から •之れ じが じ、 五 巧 じ まつて 化を をが ホが された ので ホる。 化 自ホ權 確立の 巧 ホは ライ ヒス 
<10 I み |1» 年 ar 《9 イヒ* X y * ホ 巧 I 二 左 ホ 
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バンクのを 業 おがのを 權 がを がに 尊涅 さる、 巧 まを おめ、 が 行のを 巧 巧 向上の 巧め じな された も 
のと 解し 巧る が •併し かな W が 巧 巧の おけ 立法 じ 干 巧す ろを 巧のを 力なろ ものと して 巧 目され る 
ので ホる。 巧な 巧な じがけ ろ 巧 立お强 化の 規を もまた 巧の な ホが 化の 椅 神を 巧が したので あるが • 
其 お 巧 さじが いて お ホを 進めて 巧る。 詳しく 云 ふと •ラィ ヒス バンクを がが か府じ 巧し 巧ぶ のか 
行に してを 人み を 有し •理事み が 巧が の巧拌 をを ける ことなしに 之を を 巧し、 巧 巧め 巧 •倚 用を 
巧. お引か 巧を 決まし、 が 貴に 巧 やる。 巧每 みのがな はが 前と 異ろ 所がな く、 ホが ホた る お 巧 及 
び 理事が 巧进 W 民た ろ ことを 巧ず る けれどら、 拍 巧は 外闲 人を をむ 一肢參 誤み の涅 巧す る 所でみ 
つて‘ 其 巧 かくら 六 巧の 巧な 人の 巧累 をな わ 九 まの 夕 おを がる ことを 巧す る。 お 巧の 化か 嘗 じは 
火 統領の 巧 おを 巧す るので あるが •巧ち ぶは 二 阿な 上 之を が絕 すろ をがない。 紀 ぶの 化 期は 巧が 
で ホる。 巧 ホの 化 命は 一 肢參进 みの 问 をを がて 巧を 之を 巧 ふ。 巧 ホの 化 期は 十二が で ホる。 而し 
てが 前は 巧を 巧 供と して ホ闻宰 巧を 誤な とずる が 巧な 巧 か (Reic す IJankkuratorium ) が ホ- 〇、 お 巧 
を 四 お 中 一 ぶは 皇帝 之を 化かし、 化 S ぶは 蹄 巧み 讓么を 巧 かした のでみ つたが、 新 化 行 法に 於いて 
はか、 る 巧 W をな し •之に 代つ て 一肢參 巧みなる ものを 設けた。 化 一. おを 巧みは# 巧 十四 夕ょ b 


巧り •半 數は外 w 人 じして タタ 伊 も •ホ 蘭. 巧の ホ w から 一ぶ づ/ 'を 巧す のでみ る。 化】 化夕 
謀み はな 巧 巧び 巧勞を 員の 巧 おを 巧を する が、 巧な なろ 庶存巧 M たんじ 止まる ものでは なく、 上 
巧の 化く* 巧 巧の 理巧 及び 理事 任命の 间病 等の ホが じよつて 柔 巧な 巧 株 M の 上 じが 春を 及ぼし、 
又 か 两を貞 の 一 ぁを 巧みを 員 (W03miss ちを" を C zotenausgabe) じ 巧 かし、 且つ お 货巧備 の 引 
下げに つき 一 おを 藻を の 巧 誤を おする こと 等 じよつて 巧 お 柔 なの 上 じ も お# を 及ぼし、 尙 ほ一胶 
參 藻を の 巧な ホる 時は 化 巧は 長巧网 巧を 巧 巧と してを 乂 る、 を 得る 巧の 方法に よつて 貸付 おなじ 
もが 巧を 巧へ るので ホる。 而 して ライ t ス パンクと 巧 おとの M 巧は、 煤 斤が 巧 おな 巧 上 巧び 化 巧 
巧 巧 上の ホ 巧 じ M する 巧 おを を 巧 的 じ 又は 巧 ホ ホ 巧陆時 じな 府 じを 曲す る まなを 負 ふじ 止まる の 
で ホる。 

中央 巧が 巧び 化 ホせ がに 勤す る 巧 付を な 巧に 制 化した 規 をは ホの 巧り でぁる。 卽ち说 巧 かがに 
巧して S ヶ月 期 おにて 巧が 一值 ライヒ スマ <ク 限 おの 巧 巧 資金 •及び 祝 巧が 巧 巧び 闲巧銳 道に 巧 
し巧额 二を ライヒ スマ グク 限度の 巧 巧を 金を 供給す るを 糾 ろが 、其 化 じがいて は 蹄が. 話 州 •义 
は 地方自治 ほ (ホ 町 林 かみ) おじか W なが じ 巧して を 巧 巧 巧を 閒 はや 倚 用を 巧 ふること ゎ 料ない。 

露 一節 一 か 二 田 年 八 ■一の ブイ y ♦ホ 巧 己 五 か 
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巧が 制 巧に 巧械 主を 的が 制を かへ たと 云 ふのは •巧 巧の 伸 お 的 制 巧 制を 巧して 四 おのせ 例ザ備 
制となし， ホ備割なの化下におひか巧ホ稱を典增すること/^なしたる點がをれでホる。 

.これを 巧す るに、 一九二 阿が 八月の ブイ ヒス バンク 改逛 はおが 金の 巧稱を 巧を じせんと する 说 
な W 化の 期待と インフレ— シ ■ンの 巧 巧を 巧 止せん とする 內 W 側の み 望と がおかして 實 現された 
のでぁつて •お ホの 大陸 巧 又は ラテン ホ 菜の 上に 巧 乂巧义 は ァン グ n サク ッ y 主義の 修正を かへ、 
なつて み 朽の堅 •货 せを 大に 向上せ しわる ことと したので ホる。 

. 第二 節 改造な 來の 業態 

巧 級が 法は •外を お 入 契め が 成立して 七 ホ 利 附のド ー ズな 巧手 化 金巧值 ライヒ スマ^クの 外 ま 
をな •且つ ライ t タ パンク おながが 巧の な 道と これに W 斯 してな 行と W まとの 巧に 巧 生す る斯巧 
上 S 諸 案件と を ホ おしてを •渐く 一九二 四 年 十月 十一 日ょり タカを 巧 生した ので ホる。 W ホ ライ 
.ヒス バンク 巧み ホは 巧 巧の お 外な 値を 安を せし むる じ專 ホし、 十一 一巧 四日 じは を » 曲 入の が 限を 


巧 止し. 且つ 巧织巧 法な 二十 一一 化に よるを 貝 入のを 巧を 巧 斤した。 其が がは 语法 じがけ ると 同じ 
く 》 純を ー ポンドを なつて 一一 一一 化 ニ ライヒ スマ グクと 確を し、 化を じ 限を されて 居る ので ある。 
化し お 巧 ホのを 巧は 之を 當 々.が 施しないで •一九二 六 年 八月 二十 S 日よ では、 额じ 制が なくが 巧 
韓を 法を ザが たる 一 化 巧 四 二 0 ライヒ スマ^クの 割合を なつて 黃 巧し、 其な じがいても 一方 じ 巧 
韓 統制を 巧 ひ、 他方 じがいて ライヒ スマ^クが F がして を おを 點を おる 巧 かじは を 地の 現送を 巧 
ふ 方 かを 巧り •一九二 七が じ 之を 現. ザ じか 行して、 なつて 巧 おの 金 じ おすろ 巧 化を 動 おせしめ ざ 
る じ 巧 力した。 而も 化 間に 巧みが 引 結き 逆 調で あら、 お 化 金支拂 のぶが •や フランスの 帝 W 主を 的 
金 班め 巧の が 巧が 夕 いから ブイ ヒス バンクな おの 巧ム は其大 であつ たで あらぅ。 

ライ ヒス バンクの 通 巧な 巧は 巧を 奏し、 なおが 巧は 巧を した けれども •化が じがいて 转濟 ホは 
を お 難に 巧 しんだ。 巧な のホ莱 巧は 一九二 一二が 末 じがいて 巧ん どが ホが 應 にあ り、 インフレ ー シ 
3 ソと其 後い 安を は 巧 動 資本の 大部分を がが し、 を 菜 化 巧に おする 資金がない ばか b で K く、 日 
日のを 業を お 致す る さへ 述轉 をを の缺乏 によつ て 困 おを 巧 すらの が少 くな かつた。 斯くて イン フ 
レ ー シ S ソを 時に 閱 おし 巧 狼した 事業は を 先き じな々 化れ、 規模の 大を おる 义 チン ネス コンブ* グ 

夕 一節 ホ « な來 £» ゴー々 一 
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ン さへ-九 二 五 年々 巧 じ まつて 巧な を 巧 露す る 有樣で ホつた。 みなの 逼迫は ブィ t ス パンクが ま 
曲 じつき 巧が なろお 巧を 持し、 手形割引 じついて は 優を なる 巧 菜 手 おに® をし、 支 巧 能力 おを な 
る S あの 巧み ホの ち あを 巧 ホし、 二ぶ のま あの 巧みは 見返 巧 促 又は 其 化の 方法に よつてな 巧す る 
ことを 法文を なつて 巧 ホし、 巧保附 貸付 じは おなお 件の 巧 巧を 狭く 限を し、 有が 说 おを 巧 保と す 
る 場合 じは 貸 装を 盾 券 時 街® 五賈內 とず S 等の 制限を 貿 行した こを 霎 なる 農を をす る 
ので ある。 巧 巧 改造な 巧の】 ヶ年半 じ 互る 巧は 信用を 巧を 樓 なじして 貨 おが 巧の が 持に がを した 
と 謂つ てよ い Q で* え 一九 一一 六 年からは 汾保 症を Q 巧齒堇 しく 巧大 し、 巧 尚 限度ら 汾器闲 巧 
ぶびを マ グク巧 ホ じ おしては 五 省から セ 割 五 ホ じ 引上げ、 前が を 巧の 獲 行す ろを 巧の 倚み 巧 おを 
巧な とする 巧 曲を 許す こと、 し、 j 九 ニ セ 年 未には 公法 巧 諸 信用 巧 期のを 巧す ろが 巧 おが 勞 巧び 
化 方 自治 巧のを 行す る 諸な ホの 火 部 かを 巧 巧 《件の 巧 巧に 巧 入し、 巧に 一九二 六が セ 月 八 曰に ぉ 
が 法の 一巧を 改正して 一九二 八 年よ ゎ 说が乂 巧る 手形に おしても 貸付を なすに まつた。 化しち 巧 

のが 蕃巧泣 券を 穂と すろ 巧 付は 蓉の靈 資堇姑 曇 立 金の 合計 巧を な ゅべ 

から 中と し、 

大蔵省 キ おの 巧 引及ぴ をれ を 15 巧と する 貸せは 合計して 四值 ラィヒ スマ クを おゆべ から 中と す 


る お 度を 設けて ホつた。 これ 等の 巧眞 じよ b 巧巧附 貸付 巧は 一九二 八が から 著 巧した が、 其 化 手 
お及び かが 大« 巧手 形の 所有な も 左の かき 變 化を 示し r る 

な 田 ARM 】 

キ巧 小切手 大 * 賓モが 》 巧 iE « な 
B 年末 二〇 力 日、 一 一* >0 
五 年末 一九 IBT 八 一 3 一 
ホ 年末 一八 二八、々 1 八 田 
妾 末 吉一 二八， セ —— 屯 八、 一二 

八 年末 一一 さ 一 屯 ， B ぉご 一美、 一 

を ホ ニ S 屯、 セ ー ー田 0、 セ ーー 五 0 •六 
〇 ザ 巧 二ーニ 六ち 六 二〇 々、〇 二 五 力 d 

W 內 じがけ ろを がを 本の 不足は せ外资 本のな 還と、 巧闻を 本の 萬 巧と 外 资の按 入と によつて 之 
を 補つた。 巧进 のせ 外を 本 巧 じつき 所 巧 マッヶンナを おみは 一九二 四が 發 おの 巧吿書 にがいて* 
巧 六十 セな' 五 千 巧 マグク とな 巧つて 居る が、 化 巧 何 おが 巧 お巧定 後じ歸 還した か 巧 巧で ないから 
之を 除く。 

蒂沒 によるを 本增 化が 何 巧の 巧 じ 上つ たかを おる に、 が おを はお々 でぁつ て、 ホ ホは 一九二 四 

第二 》 ホ 巧な 來の 策* 一ニ ホち 
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年から 二八が じ 至ろ 巧の 巧 か 巧を 二 巧 五十な ライヒ スマ クな內 と 巧 巧つ てお^、 又 ホ ホは j 九 
二を 年から 一九 so が じ まる 巧の をれ を 四な 五十 値と 誌め 居つ v > 巧 ホの おおが 巧大 である。 巧 
逸が 計 年 巧 及び 致 氣巧巧 巧 巧 李 巧に 巧を する 巧 計 じよれば 巧 闲贵本 お巧额 はおの 通 b である。 


九 
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五 年末 
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これ 等の 諸 說を參 おして 一九二 巧 年から 一九 so 年に 至る 巧のを 丰蒂巧 抑を 假らに 四 巧 借 乃 ま 
四 育 五十 お ラィヒ スマ グク とな 巧 すれば、 お# 困 巧の 巧 じ も 巧ら 中 巧 巧 力の 旺 巧なる にがかざる 
を得：^いのでホる。 併しこれを巧巧の情勢じ巧化すれば脖蓄力はをだなおしておる。 巧く引斯さ 


れ る々 》グ .へ グフ ''リヴ ヒの 調査に ょると、 一九】 一二 年の が 巧额は 八十な 力ま 八十 五な を マグク 

であつ て •これを 一九二 八 年の 巧 お 瞄貝力 じみ 巧せば 巧 巧 S 十 借と なる から、】 九二阴 年な 巧の 

年々 の 貯蒂颗 はを の 六 割 巧 化じ當 るので ぁる。 又 同 巧の 所 巧じ從 へば 巧 前は 紀 所得の 一巧と ホ 乃 

至 二割が 巧 萬され たが、 一九二 八 年 じめいて はお 一 お ニ ホを 貯蒂 すろ じあぎ ない。 而 して 此稻废 

のを 本を 巧を なつて しては おが ホの 需要を 充 すじ 十々 でない ので ある。 

外資の お 入は、 巧な のを 利が 巧 •ホ. がの 諸闲 じがけ るょ b もを しくな 化に ホつた から、 をみ に 

巧 はれた。 一巧 织行 引受 手形の 巧 巧 割引 ホを 巧る じ、 一九二 四が にがいて ーヶ 年の や 均が かか 

の 六％、 な 育 1 一％、 じ 里 五 . 11 1 % でぁるの じ 伯が では 巧が ホ じ 九 •二％ じ 上つた。 か 何に 

をな お あが 巧 だし かつた かを 知る じせる。 其な じがいても 化 株は な 巧. かを •じ 里の 何れょ b も 著 

， 

しくな 巧 半で あつた ことが 左 おの 示す 巧の かくで あろ。 二* 年で 巧な ♦】 

伯林 巧 が 巧 
九-一 五 田 去よ 早 内 二 
卡六二 田. 1=1 I 二兰二 
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ホの 巧 b 外を の お 入が ホつ たから •闲巧 s を 及び 外闻爲 お 巧が 商は 賠巧 金の 支挪 や、 巧 おの 逆 
巧 や •巧 巧が 化 推 持の 爲 めの 爲棟货 巧 乃 まを の 現なずに も 巧ら や 巧 かした 巧で ぁる。 クキッ ゲン 
をは# は 前記 S 巧 かがに めいて 一九二の がから 一九 so が じ まる 巧に 巧 逸の 巧 得せる 外灼巧 おの 


、 

おみ 及び 化途を 左の 巧 b 計算して 巧る。 (単 化 十は RM 】 

巧 み 

を篇外 情貢乂 》 « a 城み# A.H 

一九二 六 おな 來 i 巧な 銀行 请務 W 增 M 二、 五 
一九ニ ホ 年 3 {来 s «#« 巧が！ 巧サ ro 
某 化が 巧な 用 MW サ ブ yK (ホと しで！！ 巧 力 K 州) 一、 0 
度 五、 田 
か 一， 八 二 
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货お逆 調 S 十は SX 化 時 度を をむ】 々，一二 
巧 巧 二， 五 
巧 1 0、| 二 
を カホ 國 巧を (を增 》 lr 六外國 巧# なか 0 •五】 11 •一 

露 二 《 ホ 巧 化 来 《累《 云 六 セ 



策 セ 車 イ t K パンクの 巧 典* 巧と «時« 力 一二 於、 

ホ れ 二 一 >11 
♦ I ゲイ x を 化 巧 R (こ 一二 d 
か 一八 •二 
がつて ライ t ス パンクの みは 一九二の か ホの セ お 九、 六 巧 巧 ライヒ スマ グク から 一九 so が卞 
の ニニ ー 五 •八 巧 巧 ライヒ スマが ク へと 二の お々 巧 巧の 巧 巧を 巧し •又 券が 巧倘巧 ホの 外 闲巧祥 
々なは 同期 閒に二 五三 •二 巧な ライヒ スマ グク から 四 六 九、 二 巧 巧 ライヒ スマ グク へと 二】 六 巧 
巧の 巧 化を 一で た Q で* る。 化.： 5 化 巧 かは 術 .，， .Q 夕借乂 ミつ T なされた 矣 であつ て. が 巧 
たる 薦 巧の 結を じよる 巧 かいから、 一 废外奔 の 引 巧げ じ 巧へ ば 巧ち じがみす る ものなる ことは 玄 
ムを俟 たない。 

外を の お 入は 巧， ライ ヒス バンクの ホ 巧が 制を 巧 おに 尚ら しめた。 ライヒ こ ンクは i 制限 
巧を 强 化せん が爲 めに 信用 巧 巧 巧 (巧 reditrationieru 另) を さへ 巧 巧した のでみ るが、 じ、 が 巧よ 牛 
まの 巧 さよつ TMfi る ことが 夕 い。 主た 大が巧 や S 企 菜が 蠢 S か 巧を 餘 入す ろを 3 止 
せんとす 5 と、 巧を を i が內 S 市 管 かけられ T •を 利を 巧 著しろ おつ Ti が 策の か 巧 
輪 乂を增 化せ じ わる こと、 なる のでみ る。 


巧 之 •巧 造な ホ 巧 六 年间の ラィ ヒス パンクの 巧 巧は 貨 おの 封 か 巧 化を 巧を 甘し わるを を 商の 目 
巧と してな され. ホ 巧の 巧 出 じつき おがなる 態 巧を 示した るな め、 薦 巧を 本の 不 をと 巧 おつて な 
巧を 逼な せしめ •か闻 をな 巧 場との 巧に を 巧の 大 なる 閒 きを 生ぜし め、 か 巧の 洗 入を 巧 巧し •こ 
れ じょつ てな 巧の ボ 巧が 制 力を M 巧 じした るの みなら 中、 巧 巧が 備に 現 はれた る 鉛 巧のを 巧 巧の， 
向上 も 取に 巧 面め の もの じあぎ ざる 巧 態に 止まろ ので あつた。 

第ー ニ 節 一を 110 年 一二 月の 銀行 法改正と 同年 十 
二月の 經 巧が 政 確保 じ關 ずる 大統領 令 

ドゥズ まがが 巧され てから 五年餘 にして お 巧 巧留の 「完を 且つ 坂が 的」 が 決また る ャング まが 
巧 立し、 一九 一一 一〇 年 一巧へ I グ み 巧での 最後 S 決を にょり、 同年 五月から 巧 化される こと/' なつ 
た。 同 おは 專巧 をな が. がが おめ お 度を 持して 作 巧した もので ぁつて、 巧 的 及び お 巧を を資み 化し、 
支み 能力ち まと W 巧な 調 ままに 則り、 五十 九ヶ がに 互つて 年金を なつて 崩濟廿 しめんと すろ もの 
ミ 否 一を 二〇 年 1I1H 銀が 化な 正と S 年 十二 巧 W 濟財 度# 巧に 田 卡 る大娩 巧 令 ミ ハ 九 
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で ホる。 而 して 其を めじは 巧を おがに おする がみ 闲 側のを 巧议ぴ 統制を が 沿して 自主 巧を せ* し • 
み闲 中央 化-行の な 力に ょつ て两巧 金融の 巧を を间 るを 必巧 とを めた から* 其 巧 旨の 下 じな 行 法 も 
なおされる こと、 なつた。 一九 so が S 月 十 S 日の がけ 化な 正じ關 ずるな 巧が 卽ち これで ホる。 
而 して 化 改正は ャング ま實 化の 日た る 五月 十 セ 日ょ b 巧 化された ので ある。 

今回の なが 法改正は 左の 諸 おじつ いて 行 はれた。 一、 外 W 巧 力の がを。 二、 巧 立 おの 巧 あ。 一二， 
巧 巧 ザ 巧の 維持。 四、 を 本を 巧の 皆 おの 四 おが 卽ら をれ で々 る。 

ブィ ヒス バンク じがけ ろ 外 W 勢力の 巧を は 一お參 護を のがな 改正に ょつてが はれた。 化 ホ 十 巧 
ぶで ホつ たみ 貝を 十 おとし、 半な が外闲 人で あつたのを なめて ホく 巧 W 人を なつて 之 じ 充て •か 
两 人を 貝を 巧した ので ホる。 従つて か W 人たり し 獲が をち も々 止され* 現 巧の 腑 がを 計が 査 化を 
が 其、 地位 じ 巧き、 お 斤な 巧の 審を乃 まが ホ じ 互らざる 巧 勘に めいて をが 菜が をを 期 巧に 巧を する 
こと/^し》 又巧巧の巧擧も*「理事を3をおを巧したる上. と巧な上の夕おじょり一化を謀な么を 
透擧 す」 と 改め •巧に 長期 W 巧を 巧が としてを 入る > 'じは がめ 一 おを 寒な の 巧 獲 ホる ことを おし 
た規 をを 削除した。 


か 行の 巧 立 おのを あと 云 ふのは ライヒ K バンク おおの 巧 かを にがけ る 大統領の をぶ 巧の 强 化が 
をれ で ホる。 お 巧は 大巧 巧の おぶ につき 二回な 上 之を 拒絕 する を轉 ずと して ホつ たが、 今日の 改 
正にて r 巧 かを じは 大技 烦果 ぶす」 とし > 巧 ぶ お 絕じ對 する 制限を 化かした。 化改 ぶじよ つて 义巧 
領 のをに 充 たざる 人物は 紀 巧に 巧 命され ない こと/' なり、 巧 巧のを 力が 化を を 通じて お 巧に かは 
り 料る ので ホる。 

巧 巧 ホ 巧の 巧 持は が 巧が の おみが 一九 一二 0 が 五月 十 セ 日よ b 閲始 された る ことじよ つてが 巧と 
なつた。 が 行が の おみは 化 林 本 巧に ては お ホみ 巧 直ら じ 之を 行 ひ、 ま 巧 じがいて はお 巧 巧 巧な 及 
グ 現金 おおの 許す 巧 尚 じて 之を なす。 而 してを みみ 件は 左の S な 煩 じつ^ 典 行が 適 ぜに逛 巧す 
ので ホる。 

イ •が 時の 法律 じを むる お 化を 目を おする 巧 あを 巧を 额巧 巧が じよ ゎ 

口、 を 地を を 共 時の 法を じを わるな 化を 目を 巧す ろ 巧な な 巧 じて がを せる 煤を 巧が 一千 ライヒ 
スマ 八 クな上 S 千 五 百 ライヒ スマ グクな 下の 大さじて 

•パ、 か 闲本化 巧 おじて を 示せろ 小切手 又は 支が お 腐 お 普を をな 本 化 巧 おのを じみ 巧サ るが 時の 
5 岳 一を 二〇 年 一二 月 錶が法 ホ 正と M 半 十二 ns が# な 巧に ■する 大統領々 ミ 屯 一 
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ボ巧 によら •化し 小 切す 父 U 支 揉お阁 あおの おが 外 W かわは 定 なじ 於いて 么 をぶ める 
み 3 をみ がをは かが 化の 巧に ぶむ る 所で ホる が •附則を なつて 化が 巧を 延期し 巧 b 、 み t を 日に 
至つて 始めて 巧 化された ので ホる。 巧 一が のをみ 物件に を 目 すれば 金 巧 本 化と 謂 ふべ く •巧 二な 
のをめ 物件より 玄 へば 金が 本 か 制で ぁり、 巧 S 巧の おみ 巧が をな つて すれば をな 稗 本 化 制 じ 外な 
ら ぬ。 がも麟 合して 考 ふれば 金 巧 本位 制と 訟め 得る。 巧 逸め 制度は をの 速 用を ライ C ス バンク 巧 
单 ホの 白 由なる K がに 委ねた 所に 特長が かする ので ホる。 され ど 此金本 化 制た る や 白 闲の巧 力 か 
ら ホれ じので なく •かを の借乂 じよつ てが く •货 化され たらので あろから、 シャート のかく これを 
借 入 本 化 制 (gebsg す Wa す un ちとげ ぶも不 をでは ない。 白 力 本は 制では なし じ 借ん 本 化 制と 巧 
び 料る 所に 巧 逸の 現が 本 化 制 おの 巧 巧め なるお 觀 がが する ので ある。 ’ 

な 巧を 本を 巧の 變 おはな 行 法 巧 五が の 改正に よつて 巧 はれた のでぁつて、 後が する 巧な々 なの 
な 正と M がを 巧す る。 か 行な 第五な じがて はを 本 巧を を少 S な ライヒ スマ グク たる ことを 巧 し- 
の 化 ライヒ スマ グク をが 化する を 供と 規定して あつて、 斑が みはが 额を S なと をめ たので ホつ た。 
がして 其 拂么は 化づ巧 ライ t 义 パンク 资本金 一な 八 千 巧 マ 八 クを切 下げて 九 千 巧 ライ t スマ ク 


となし •これを 巧这に 充て •巧いて 一九二 おが 一巧に お金 お 引な 巧の 民 巧 巧 有 巧 巧 面 五 巧 巧 巧を 
拂込额 にがつて S ニニ 六 S 1 00 ブイ ヒス マ グクに 巧 巧して これを 拂 込に 充て、 なが ホを ライヒ 
ス バンク 持 分 泣が に 引 巧へ、 巧に 五 二 五 〇〇〇 ライヒ スマ グクの 持 か 霜が を シユレ スクイブ t •ホ 
< ス タク ンおお化行の巧まじ割巧て/^外闲巧替をなつて拂达ましめ. 斯くして巧込ホ安本を巧が 
一ニ ニと 八 八 一 00 ブイ ヒス マグク となつ た。 此の 拂込额 は ライ ヒス バンクの 資本を としてす 十 
かで ない ことが 典 後の 巧 巧に よつて 明 じされた と 云 ふので、々 阿 卜：述 の 通 b 巧 本が を 一な お 千 巧 
ライヒ スマ グクじ 巧を しを 巧 巧 込 としたの である。 

ホ じ间年 十二 巧 一日、 お# かか 巧 化に 脚す ろ 火が 領 々をな つて ライ ヒス パンクの 利な な 分が に 
巧-化が 化 へられた。 これは 前述の 述む ライ ヒス バンクの 资 本な 额 が一な ちモ巧 ライヒ スマ^クと 
巧定 したので をれ に 作つ て 生じた 终化 である。 卽ち 左の かし。 

r 巧 年の tt 益を 中よ b 化づ巧 一巧を 巧き て 化を ホ 備をじ 充て •巧 巧 ホ 巧が 巧 本 令 巧 じ ホす 
よで これを 巧な すろ。 

二 •ホ じ 持 か 巧 か ホに が 八 ホの 记 常を を支拂 ふ。 おしが 巧な じ不 おを 化 やろ 巧 かじは かを 巧 
第ー ニ 節 一九 I 二 0 年 一二 《錫 が 化 ホ 正と M が 十二 M 巧 »时 お# 巧に W ナる大 K 供 令 Itl-viil 


る 
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をを なつて 之を 捕 ふ。 

ご 一、 利益 记巧 をを お 除せ るな 巧は 左の 巧 b 之を おかす る。 

ィ 、先 づ二千 五 百 巧 ブィ ヒ タマ K ク をち 出し 其と 巧 五々 を W おに •二 巧 お ホを 持 か 巧 巧 ホに 
: 配み する。 

口、 ホの 二 千 巧 ブィ ヒス> グク をな つて 九 割を W まに •一割を 持々 巧 巧を じ记 々する。 

パ、 其 後の 巧 巧 じついて は 九 お 五々 を W まじ 》 五 ホを 持 分 巧 有 ホ じ K 々する。 

化し 右の 方を じょる々 K 金の 內持分 巧 巧 ホ じがす る々 を K 當 金の あかと してち 巧 ふか、 ホは 之 
をが 別 巧ぶ 金と なしが 巧の K 當 や巧单 備じ充 つるかは 理事み の 巧を する 巧で ホる。 

利益々 K 方法の 獲 おはな 來巧 t 行 ひたる 巧であつて、 常 じ 持々 巧 巧 ホへの K 々を 化が して W 美へ 
の お 分を 巧 化せん とする を 目的と した。 今 阿の 改正 も 亦た がゎで ある。 卽 ち、 W おの 化を すろ々 
は 一九二 四 年から 一九二 化が までをみ 均して W 益を の •二％ であつ たが、 今が のな 正にょり 
一九 so 年は 四 五 .0% となら > がをおが 前數年 晒は おち 巧 マグク まで あつたの が • 1 a して 一千 
八ち 巧 マ火ク まに 上つ た。 而 して 法を 資立 をは 二 巧から 一巧 じ 化 下した けれども 金 巧 じめいて は 


五 百 巧 マ グク臺 から 旧 百 萬 マ グク臺 に 下つ ただけ で ホる。 

右說 巧す る 巧 じよつ て 巧 かなろ 化く、 ラィヒ ブ バンクは 化 度の 织巧 法な 正 じよら、 一方 じがい 
て 巧 獲闻の 利を 掩護の 爲 めに 置かれた る 外闻を 具を 巧して がが 春から 免る、 を稱 たけれ ども > 他 
方に めいて お 巧の 化か 薄に 於け る 大巧 巧の 巧 夕が强 化され •化を よ b なおの 巧 力を 容れ ざろ を 巧 
ざる こと y ' なつた。 化 之‘ « を お々 方法の な 正によ つてな 行は 持 分 所有 ホへの 记な额 及 化を 单備 
をへの 祀 々を ほ 下して •化 巧よりも を じ巨额 のか 付 金を 两 まじ 巧 巧す こと、 なつた ので ある。 化 
改正を 用 まかなの 立 巧よ b をれば 巧 じ 巧 ましき ものと 謂 ふべき も •な 巧のを 赁 がを 中 ふとして ち 
•持 すれば 何ず の 改善では なく、 みろ 化を のホ乂 じよつて 巧 かせる 巧 勞が備 をな つてを 巧を 閲 おす. 
るが 如きは A みの 擧な b とが せざるを得ないので ホる。 

第 四 節兌换 開始 後を 愧 までのを 業 成績 

ラィ ヒス バンクは 一九 ーニ〇 が S 月の な 行 化な 正 じよつ て、 な 巧の 経を ぶびを を 上に がける 外闲 

藥 H 節を 換 m お往 S 巧 《 での ♦藥 巧！！ S セ 五 
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か 力を おを し、 な 巧の 巧 か 薄に がける 大統領の 巧ぶ 棋を强 化し •な 行 おの 梵巧 を閲始 し. 巧 巧 巧 
本を 额を 一な 五 千 巧 ライヒ スマ グク 拂么讲 にて 卡 分な. 〇 として この 招 度 じ 確を し •义间 が 十二月 
の お It 化 巧 確 巧に 測す る大が 巧々 をな つて 利益 おを 方法を 獲 おして 持々 出 巧 ホへの 祀お 度び 化ぶ 
巧 立を の お々 を 化 下して お 巧よりも をに ち 额の巧 付 金を 闲 みに 挪 渡す こと y . なつた ので あるが、 
此改 冗は ライ ヒス バンクの ま賴 じか 何なる 變 化を 巧ら したで あらぅ か。 

なおな 來 のみ 巧 報が 薄を 通 巧して ちしく お 人の 眼を おくらのは、 金の が 滅义び これ じけ ふなが 
单 巧の 巧： 卜で ホる。 巧々 ライ ヒス パンクに がける 級け がの 梵 巧は お 巧な 巧 S 十 一條 巧 一巧に ぶむ 
'る 所でみ るが、 同を 巧 五十二な をな つて 當 かとを 巧 止. し •其閒 一九 一四 年 八 巧 凹 日の 巧 闲闻が お 
ホ 度び 织行 ホに M する 法律の 巧 二條の 適用 じよら、 ライ ヒス バンクは をみ 寒 巧を あれて 巧つ た。 
併しを 巧 脚始 じついて は 巧 じ 一九二 九 年 八 巧 一 H の 一肢巧 巧な に 於いて 时 なをみへ て 巧り、 巧が 
の 巧 十七 日の ホ 示 じよつ て 巧 化された ので ホる から. 巧が W にめ いても 巧巧閒 おに 脚す る 方 巧は 
をつ て ホるべき 答で ある。 而 して 一九 so 年の 巧 策 巧 か 誓を なると •理事 巧の ホ かは 进ホ にがい 
て 常に 巧 巧 せし 巧の 化く •今を もを み 巧 ホに をし か两 巧を をな つて 之に おじ •金の 巧 巧は 唯 巧を 


な 巧 上の 目 巧 じの み 之を 巧 ふとを ふに ホつ たこと がから ろ、 ので ある。 而 してを の 巧 有 商は 渐巧 
し •ーヶ 年の や 巧に がいて 一九二 四が は 巧に 六な 九 千 萬が であつた が、 一九二 八 年 じは 約 二十 一 
化 九 千 巧と なら •一九 so が じは 二十 W な阳千 巧餘に 上り 》 文發 ホが 俯 適が の 外 闲径巧 ホな も 一 
ヶ 年の 牛 巧に がいて 一九二 四 年の 二 値 S で 巧 おからが にょ b 可な り 火なる 替 化は ホつても 一九 S 
C がは S 値 六 千 巧 ラィヒ スマ グク であつた。 おじ 余が 備 ホは ーヶ がの 平均 じ 於いて 一九二 阳 がの 
四 巧 九 ホー ニ妨 から 漸 巧して 一九 1110 がの 五 巧 六 ホーが じ 速した。 なる にが 後は をが あなけ おがし 
一九 一二 一年の か 巧は 十よ 化 一千 巧な •一九 S 二が は 八 値 S 千 八 巧 巧， 一九 一二 一二 年は 巧 値 お 千 お 巧 
巧と じり、 巧が 単備 適が の 外 M 巧特 らーヶ がの ホ 均 じ 於いて 一九 S 1 がは 二な が •一九 S 二が^ 
一な！ 二 千 五ち 巧、 一九 がは セ 千 二ち 巧 ラィヒ スマ グクじ 化 ドして な巧備 がは 一九 S 1 がの 阳 
割 0 おが •一九 sll 年の 二割 ー ホ八頗 •一九 がに めいて は 巧に 一 お S ホムハ 厢に激 がして 巧る。 
なと 巧備適 かの 外闲巧 梓と を か 計しても 一九 一二 〇 がが 六 割 W ホ： 二懼 •一九 S 1 年が 阿 劑おホ 吉が， 
一九 S 二 年が 二 巧 五 ホ 巧 傾で あり、 一九 がは 巧に 一劑五 ホセが である。 

巧ら ば 何れに 斯 くもを が じ 巧 お 巧 俯の 化 下を 現出した かと 云 ふに、 共な 曲 S 原因は 粋 ホ k にも • 
第 nlB 巧 換—お 巧 《 で 《» 藥度巧 _二 屯 セ 
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を 治 上に も、 がた か 巧 上に もがした。 卽ち 巧が ホの 贵氣は 一九二 八 年の 中 巧を 巧 おとして が々 じ 
下み しつ/' ホつた 巧へ 一九二 化 年 十月に 至 b 米 闲じ恐 化 巧 6、 乂闲を 本の 巧 入 著しくが かして、 
里 so 年末ょ でに 支 巧 ふべき 賠 巧を S 百な ラィヒ スマ グク のな 祥調 速に 支 時を ホした から •巧 巧 
のな 濟的 がか 能力に 巧す る 諸 外 巧の 不信を 巧め、 且つ 一九 so 年 九月 十 巧 日に 行 はれた る闻 み 讓 
なな 巧 巧に がいて 闲巧 化み 黨 巧び おホ谋 がが 巧を みめた る こと も、 外 W 资本 おを して お 巧 お贵じ 
不 まを 巧ぜ しめ •巧 巧贵 をな 巧ず るの みなら 中 •巧 化 到 ホの 化 樓を引 揚げん とする の 巧 向を 生じ、 
これ じ 化 ふるに ' W 巧 じがいても マグク のか 期を ながして 外 巧な をの 貝 化 錫を なす ホが 現れ 來つ 
た。 がして 一九 S 1 年 五 巧 十一 日 じ まつて 才 I タト リ ー の クレディ， 卜 •アンス タグ トが巧 巧を 
巧 露す る や、 がが* はなもじ 巧を じ 波及し •を 金の ホ 出じ絕 火の 街 巧を 巧へ、 がが 態は がら パュ 
ヴク のかく にして •巧 逸の 化 的巧进 けなに をく 化 巧され たので ホった。 

ライ ヒス パンクが 化 巧 巧 化せし 巧 巧は 利子な 巧と 倍 用を 巧との 併用で あつた。 ライ ヒス バンク 
のホ備 する 金 巧び 外闲 なをは 一九 so 年と 巧 ホの S 十 值セ千 八 巧 巧 ライヒ スマ^クが おな 巧で ホ 
つて、 问年 九月 W み議貞 な巧擧 のを 數巧 巧に して 現 はれた るか 白 方面からの 外資 引規げ じよって 


■ > > 


なかし 始め だので ホる が •これに おし ラィ t ス バンクは 化 斤が のみ 巧を 换巧 しつ、 なを ホ 合を が 
あ ホ じ 引上げて ホ 巧 ホを 推 持 せんとした。 併し 化 巧 力は 巧を ませ やして、 金は 主として 巧 白 方® 
じ 流出し， か W 島を 所有 巧は 巧 じか 货の貝 思惑を なす 人々 の 引 曲し じよつて 巧 少した。 巧 じ 一九 
一二 一年 五月 十一 日の クレディ ット •アンプ タグ ト闭巧 後は 民 聞が 行に めける か货拂 のを 座が をと 
してが せす る 巧が かまの 取 付が ながに 巧 到し、 ほ 巧 か 巧は 金义 はか 闲爲 を 手 おぉな つて 支拂 はね 
ばなら 0 から > これを ブイ ヒス バンクに まつて 調達した ので ホる が、 ライ t ブ バンクは 化が とし 
て 化 巧 巧のを みを 巧 巧し、 六月 十 ご 一日 じ 及んで なを ホみ を 引上げて 年 セ ホと なし、 同時に 信 M 制 
化 巧を 巧 巧した。 年 セ ホの 公を ホ々 は A なや、 じ 里 や、 なぞず のをが じ 比して 驚くべき 巧 ホで"^ 
つた けれども、 外を の 引場を 巧 おする 力なく、 一九 がの 最 巧のと ヶ月 巧 じが 期 まを の 二个九 
化 ラィヒ スマ グク がな 出した。 父 信用 制 化 巧は 巧 引すべき ホ おを K 巧す るの 方を によつ て么 をけ 
つたのでホつて、 外をの流出益々な；^る六リニ十0からは此方かを巧にが巧から巧乂る^ホおに 
巧しての みなら や、 を 人から 巧 入る、 巧な じら 適用し、 且つが 巧乂 をが 巧の 窓口 じめいて かふ だ 
けに 止^、 巧く してな 用が 巧を ぞ巧的 じ 一な 强 化し •なつて ホ お 巧 割引 じよる 外两 巧を 巧 入を々 
»«» 化 ♦—せ ft る 巧* で 0* 興戍讀 一ニ セ か 
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の 調 速を ホ 制する 方 かを 找 つた。 而 して 此日 突かと して ホ闲 大巧 領フ I ゲァ— から 巧逸賠 巧を 度 
びが 闲 間の 巧 巧ま拂 をーヶ 年が 巧す るの 提案が 發巧 甘ら れ たが、 佛助 巧は 之 じ應ザ 中して おじ 巧 
巧 疑を を 引 巧げ、 ライ ヒス バンクのを 苹備 率は 四 巧 〇 五が に 的り 法を 坂 化 半に 迫つた。 がな、.！： 
牛 巧 巧 W の 巧 おを 切が ける 巧め •お. ホ-巧の 中 ホ お 行 及び 闲巧 決が 銀行に がりな 问 にて I 借 ホ 
(四巧二千巧ライヒ ス マ グク)の巧割引假用をお巧十五日を巧限として巧铅すること、した。 を1 
でも 巧は 巧 逸のを なボ 巧は 益々 お化し、 お 巧と 日には 化 巧 毛 巧，^ 化の 化な が哦 K し、 脚な 錫 おも 
ホた 危し とおて 化 巧の 不巧 一な を抵 となつ たから、 金の 化扣 あ々 が 巧と な b よ 巧 十 I 日には 一日 
の內 にか W 爲 辞の 淹お グー 巧 ライヒ スマ グクじ 上る と 云 ふ ホ 様に て、 ライ ヒス バンク 巧 ホの 余 及 
び 外 W 爲 をは 五 巧 末から と 巧 中句までの 巧 じめ 二十 借 ライ t スマ グクを 巧々 し、 がす 所 •をは 卜 
一二な 六モ巧 •か W ななは 一な 一一 千 巧 ライヒ スマ グク となり、 若し 化 調子 じて 外資が が 出す るに が 
ては、 日；；^ ら ずして ライ t ス パンクの 巧 ホ 単備 はを 無と なるべき、 誠に ふが* 化 巧を 迎 へた。 

ライ ヒス パンクの 柔 態に がいて、 をを 巧 備に ホいで 巧し き變 化を 示 甘る ものは モお及 小切手 巧 
有 ホの 增 化で ホる。 一 か so 年末に がいて 二十 一二 粗が でぁつ たのが 一九 S 1 がぶ じは 内 十一 度を 


巧え、 一九 一一 一二 年 まじは 巧び 二十‘ 八始 ブイ ヒス マ グクに ほ 下して 居る。- 化 じ 詳しく 巧る と、 巧 引 
キ おの 增 化が 化 立つ て 現 はれて ホた のは 一九 S 1 年 ホ 巧 十五 日の 遇 報からで ホつ て* ホ 巧と 日の 
週 巧には 十と な 六 モ巧餘 であつ たのが、 十五 目の 遇 巧には 二十 借餘 となり •ムハ 月末は 一一 十六な 五 
千 萬‘ とぉ 十五 目には 二十と おぶ 千 萬‘ と：：：； ホには S 十五 化 一 一千 巧 巧 ライヒ スマ グク となつた。 
巧く のかき ライ ヒス バンクに 於け る お 引手 お 巧 加の ホ 因は ほ閒が 行が 外資の 引 招げ 及び 巧を の 引 
巧には 中る 巧め •ホ 持 もの キ おを ライ ヒス バンクに 巧 込みて-再 劑 引を 化锁し たこと じがす るので 
あつて、 ライ ヒス バンクは 巧 化の 化く 公を ホ 合の 引上げと 侣川制 化と にょつ てこれ じ對處 したけ 
れ ども、 がか 果 はか 與 でる つたので ある。 がして お 引手 おの 巧 加と おにな 巧附 化かなら 亦た 巧 か 
し、 六月 十五 日に 一な ぶ モ五百 巧であつた のがと W 十： 五目には 一二な 八 千 六 巧 巧と なり 、 M の 末に 
は 稍 t なかして S な 四千よ 百 巧 ライヒ スマ グク となつて 巧ろ。，」 れは化 引 ホが モお 巧が 引な 外 じが 
化物 件を 持 a んで巧 出を 化が した ことを 物語る ものである。 

泣 常の 巧 かには 割引が 义び巧 化额 がか 加す ろに 伴つ てが 巧 勞流述 额が膨 化する ので ホる けれど 
も、 ライ t ス パンクに めける か 阿の 巧 合 じは、 お 行 お 流ぶ がは みろ 收 おして 一九 so がぶ のの 十 
巧 内な 巧换 巧か坟 巧ぶ S での »柔 巧 » ゴー乂一 
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とな 餘 から 一 化 S 1 年 五月 末 じは 巧 四十 六を じ 下り、 六月 末には おに 巧 巧 十 S 借 i な b •とぉ 十 
ぶ 日には 四十 一な 六モ おがに 化 下し、 と 巧 ホ じ まつて がく 四十 四な 五 千な ラィヒ スマ グク がに 上 
つたと 云 ふ おおで ホる。 斯 くの 化くな 行 ホ 巧 通 抑は 收祐 せる にも 巧ら や、 此の 巧 かき 期 巧に がい 
て 発が ホ備 がは なが じ 低下し、 金と ホ備 適が の 外 巧な 韓と をを 計して 一九 so がの ホ 均が 旣ぷの 
述 b 六 割の 步 S 席で ぁり、 一九 S 1 年 五月 二十 三日の 遇 報を 見ても 尙ほ六 お八 ホ 四历を 示して 巧 
つたの が •同月 末 じは 五 お 九 ホ 化 巧と な b ‘ホ月 ホには 四 割 〇一 巧に 巧 下し、 と 月 十五 日 じは 法 
を巧備 半を おつて S 割 五 ホ 八が じ 巧り、 其を はと 月 二十 一二 日の お報じ 於いても 、又と 巧 ホの 巧 巧 
ためいても > 兰 割々 ホ】 巧を 術く 維持して ゐる 。而 して これを く 長 巧の 金 巧 巧が 資 らした る おを 
じ 化なら ない。 

ホの 化き ライ ヒス パンクの 柔 おの 變 化を お 合して 考察 すれば、 一九 so 年 五月 十と 日から 巧始 
したが 巧を のを おを 巧は お擧 であると 謂は なければ なら S 。 斯 く韶ム べき 理由の 巧 一は 巧 进の金 
本 化 制は 自 W のを 力から 生れた もので なく' かを の 輪 入に よってが くを 現^れた ので ホって、 巧 
する じか 田の お 巧 信な をな 巧と する 本 化 制で ホる から， お 巧 信® がそは るれば 本：^ 巧 も 亦が 巧 


* I > 


すべき 運 かじ ある ことこれ で ホる。 ライ ヒス パンクの 金 巧 有 商は 一九二 四 年の がが 改造の 當 おな 
がが ドー ス ながの 手な をを 當行じ 巧け 入れた ことじょ つて 增 加し、 巧 後は 巧な のを 巧が 比較的な 
がを 巧 持した ので 外資の お 入が おに 巧 はれた ことが ホ 巧と なつて ながし. 巧に なを ホな 年よ ホ じ 
上つ た 一九二 九が 一巧と H の® 巧 じは 金 お 巧 唐 二十 セな S 千な ライヒ スマ^クに ホん とする' 巧 
わの おおに 於いて 未だな ざるち 额を 示す に まつた ので ある。 されば 外阴 のな 鼓を 失へ ば 外資 引 巧 
の爲 めじを あ 請求が 巧 到して 金 及び か闲爲 な 巧 おな を巧少 せし むる は 云 ふを 佚たざる 所で ホり、 
•而も 巧 おの 比例 ホ備 制なる がか じを 及び か 两巧巧 巧が 窝の 巧みに 巧して かほ 法ぶ 比率を 椎持 甘ん 
とすれば がか 化の 方法に ょ b な 速 じが 行が を 化 おせしめざる ベから や、 がら やん は巧備 がの お. 化 
にけひ累おめ^^^るお巧ホ巧を度課するの規ぶにょり、 銀巧の负おはか速お的に巧乂するのでホつ 
て、 おじ 本 化 制 巧の 推 持を 困 巧 じ 巧ら しむろ 結果を 巧す 誘で ホる。 

お 巧 券のを 巧 閒始が 法 単で あろと 訊ふ理 かの 巧 二は 經 ホに 巧 入 甘る ちがの 巧 巧 外 巧に 巧して 
ライ ヒス バンクのを 及び か闻爲 が 保有 商が あ少 でみ る ことこれ であろ。 ゥキ ，ギンを 貞 みのがが 
が じょれば 、一九二 化 年末 じがけ る 巧 巧 かを が 百 十と なじ 上つて 巧る が ライと ス バンクの 爸窠巧 
藥 《節 巧換 n お tts 度 《 での* 業 成績 吉入 > 二 . 
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が 專を兑 ると 闷年 未に がけろ 當巧 のみ 化 巧な が 二十 二 值八千 与 巧 巧が、 巧が 巧備 適が のか 闲巧祥 
巧 有な が 四 僮 S 巧 巧が にして •な 計 二十 六な 八 モホ巧 巧 ライヒ スマ グク であ. 〇、 正にが 期 か资の 
二割 おじる ぎない。 而 して 此 金ぶ び 外闲爲 なは 賠 巧を 支拂の なめ にら、 外 化 元 巧みの 进 のな めじ 
も' がた 巧 易が 巧# の爲 めじら 化 用され るので みつて' 巧 じ 外奔引 撰に ょつてが 少す るの みでは 
ない。 化 ホは 一九二よ 年の 上半 巧 じ外闲 巧を 巧 有 唐が 約 八な ライヒ スマ グク滅 少した るに ついて • 
シャパ ト巧 巧が 說明 甘る 巧に ょ つても 巧で あり' 义 ライ ヒス パンク じめ ける を 化 入の 現貨を A て 
も おかしなる。 卽ち 一九二 化 年度の かきは まだ 外資の 引 巧げ が あつたので なく* 外 巧 化 入の 玻ら 
夕巧じ 上つ た 年で ホる が、 をれ でら ライ ヒス バンクの なは 巧 入が 五な々 千 巧に 巧し 巧 巧が 十な 六 
百 巧で あつて 前年 ホょ b も 阴化巧 千々 巧 巧 ライヒ スマ グク の媒 かとな つて おる ので ある。 化に こ 
れ夕 のま 巧を 巧 化すれば •姑 期み をの 引稱二 おに 巧 甘ざる 巧に ライ ヒス パンクの な 度び 外闲 はが 
がな なが 堀 巧すべき を みらなければ ならぬ。 巧に な 巧 お 巧 通商に 巧しての みなら や、 巧ぶ 拂化巧 
じ對 して さへ 巧 化の 巧の 苹 巧を 必 巧と 送め ながら (《 わ 化 第一-平 ぉ條】 、巧 巧 化を に 巧して は W じ 二 巧 
じ ま 甘ざる な 及び 外 W 巧を を 化 おする 巧 態の すに がいて 巧卒 にを ホを 巧 おした ので あるから •こ 


れ をみ 擧 と！！ はざる を 巧ないで はない か。 

之を 巧す る じ ブイ t ス パンクのを 巧巧始 はたょ-^ 外資の 舞が なる 引 巧げ じ 巧 巧して 级 巧の 巧 
巧を まし < な 巧なら しめた。 

第五 節 一九 S 1 年 セ 月の 恐 懦裳來 とが 對策 

規巧 外を のな がなる 引 巧は を じ 巧 逸の 念な ホを 恐 巧に 巧れ た。 をれ は 民間 鎮 巧が 巧 颗の外 巧を 
外 巧 巧を 座 沿を 巧び 外闻 貿易 引を 手形の おじめい てを 乂れて 巧つ たからで ある。 前記の ゥ ，ゲン 
巧が 甚 にょると、 一を 二〇 年末の 巧 ま 百 S をの 內で民 巧な 巧の 伉が じ處 すろ々 がよ 十二な ライヒ 
タマ グクに 上る。 をれ がを 一九 S 1 がと 月末 じは 五十 1 優じ滅 みした ので あるから •化かと ヶ月 
巧 じ 二十 一な ブイ t スマ グクの 外 まが 织 行から 引 巧 げられ た 巧で あろ。 これ じか ふろに 巧みの ぶ 
みホも巧本巧巧を企て、巧をを引旧しつ 、みつたが、 巧にと巧よ日プ ン》メ ン の化巧ち巧みかが 
化な をが 巧す る や 曲 巧 お 巧 亦た なしと なて 巧 金の 巧 付を なす ホが が 巧した から、 は 間が 巧は 何れ 
策 五 » -み I 二 _ 年 屯 月 來と关 I 二八 五 
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もが だしき 巧が に 拾り、 化 中、 ダナ— 卜な 巧は S - KD お 行の 一として おがが にがが して 巧た じ も 
拘ら や、 を 化き じ ルれ よ 月 十一 二日が の 巧を 巧 ざし、 同行 系が のがが 巧 も ホた 支 拂を伶 止し • がが 
の お 巧 も 現を 支拂を 制限す るの 巧 急 お茵を 採り •なに 巧を のをな ホは をく 恐 巧が 態に おつた ので 
ぁる。 而 して 化 恐がは 巧 逸の 信鼓义 をから 巧つ たので ぁるから 人ぶ は 之を 呼んで 侣起あ 巧 (ver- 
trauenskrise ) ともを ふ。 而 して かがの 恐 巧 お 巧は 巧 一を じ 一通りな 述 したがが 要斯化 左。 

此恐 なに 巧 おしてを ちに かがは W まの 信用を 支拂 困が じ 巧つ たお 行じ附 巧して これを ががず る 
の 方 かを をめ、 がら じ 十四 ■十五の 兩日じ 互 6 ラィ ヒス パンクを 除く 巧な のをを お 巧 W じが 莱 をみ 
じ、 且つ 闲內 及び 闻 外にを すろ 一切の 支拂 をを 止し •湿 ホ 化 引 所を も 一げ 阴 がせし め •をして 十 
五 H じょ ホ W 支拂ホ おの 化 引 じ W ずる 命令 (ve ミ rdn 旨 g iit>e 『 cleii Verk を 『 3it wuslandischen 
Nahl 旨 gsmitteln) を 巧して 外資の 引 巧と 巧 巧を 本のが おを 巧 止し、 义か H 後の が 巧 支が 取引-み 脚 
じ M する かかを 巧して 支拂を 制限し、 を " 十六 日ょ b を 金な 巧 W を閒 巧せ しわる こと、 したから • 
人ムの 巧が 化が し、 伯み を おめ 闻 巧が 化は 何必も 比較的 平毯に 巧みして ダ I ナ J 卜化 一打 も】 日を 
れて 十と 日ょり 曲 巧し、 化 巧と 间 なじ 支 巧が 巧 かの 巧坦內 じて 支 拂じお 中る を 供た。 其 後な かは 


支挤制 化を が々 にな かしと 巧 末 じは を， 支み 化 引の お 巧を をを じ撤网 する のか 也を なつて が ザ 偏 
を 進め、 八月 一日ち 拂 取引； み閒じ W する 巧と 巧 か々 を あして、 が 巧 巧を な 外の 支が 取引は 八月 冗 
n から ザ 巧 述 b 無 制 おじ 之を 行 ふを なること、 し、 おわ •が蒂 をが •化び お 川 机な にがけ るが 巧 
期ぶ のが 巧は 八 巧 S 日から 问八 n じ まろ 巧が 現を 支拂 を八リ S 日 現な がの 一 おな 內 とし、 且つ 巧 
简 五十 ライヒ タマ グクを お あする をが 中と ぶめ た。 斯くてな な ホは 一先 づホ 巧に W つため である 
が、 此恐巧 こを なな 後の ライヒ ブ バンクに とつて が 巧が のがを さるべき 溢 巧の 巧みで ホ b •父 平 
きな なの 巧# でら ホつ たので ホる。 

な 巧が を賴巧 巧を 化活 せし むる ためじ 探つた 方 巧は 次の 述 b である。 

巧 一 じ > 內巧 巧 本の 巧 おおに 外阳巧 本の 引 巧を 防 比する 巧め、 外闻巧 巧が 巧を 强 化して 巧 巧 k 
のを 巧が 止を； み 現し、 か W 巧 特化 引を 版 則と して ライ ヒス パンク じが 中し、 ホ 巧の 取引に つ > 版 
則としておを巧巧おの許可を要すること^ して外巧ち拂手巧を闲民お^^上がもか巧に化川がしわ 
るの ホ 化と らした。 义か闻 のをな 的 授か じつき よ 巧から 巧 力を •沾 けたが、 到 ほ 巧 現されざる ホ 巧 
あるを：：^ て、 外 W 化 巧 W の 巧 おじ 従 ひが 期 外 巧に つ さ 九 パ 1 n から 六 ヶ= :閒の おの 化を を •おお— 

« 五節 一 か 一二 一年 セ 來と 其»« =1 八 屯 



•セ g HIB サイ **パ./>の《韓*«4辑巧||々 一二 A 八 

じ 0 

巧 二 じ， がか おを 乂 へる お 用な 巧に 支拂巧 引-み 閒 巧の 營お资 をを 化 おする 巧め‘ 引な 巧 あお 巧 

(Akzept.und Gara ミ icljank) 及び 化 採な 化 巧を 巧が ま # 化 serliner r 旨 bard Kic A- 复を設 

ちた。 前 ホ’ 卽 もがを 巧 あな 巧は ホ 巧のを が s じ 巧し、 手 お 引を ホに モ おお 引の 方な にょつ 
て 信用を 巧舆 する もので ぁつて、 巧 じみ 級 行のを 座 期を 巧 越を をな 巧 化する 上 じ 多大の 巧献 をな 
す ことを 度 巧して と 月 二十 八日から M 巧せ しめた。 又 後 ホ •卽ち 伯 採が 化 巧みが 巧 ホ# かは 6 林 
おが 巧 ホ 取引 巧を M のか 乂织巧 及び 例 かとして 巧 式 仲 巧 人 及び 仲 巧 人脚に 巧し、 化 引 所 闭が並 じ 
巧巧附 中止 じ も 巧ら 中 有が 巧 おを 汾巧 として 巧 付を なさし めんと して 八月 一日ょ b 削な 甘し めた 
もので ホる。 而 して 借 入 巧 巧が 巧は 借 乂金全 巧を 额 がと する 巧 お ホ おを な 金 巧が じお扣 し、 をな 
巧 これ じ 引を をな し、 それを 引 さ 巧 巧 鎮行じ 持を して 割引を 受 くるを 姑る。 がを 巧 巧な 巧の ちを 
ホる 手 おは ライ ヒス パンクの 適が 手形と してが 時 じても-み 劑引 じかす るを がるので ホる。 

第三に、 巧 巧は ダ— ナ I 卜巧 巧を 巧 巧せ しむるな めじが 巧を に 巧して 1 肢的お 巧を なしな つて 
ぶ 金 ホを お必サ しわる の 方法を 巧 6、 又 巧 巧の 巧 態に おつた ドレスデン か 斤 じ 巧して は S 巧 ライ 


ピ义マ グクの 巧 ホ 巧を 引を けて 之を お濟 した。 •而 して 爾 かの 巧 巧 甘る をな 檐関じ 巧して は w 夕の 
巧 泣と、 大 なぞ 巧みの 巧附 と、 其 化のを 巧 化 およりの をを 供給と W ま 及 冗み お 引な 巧の 资本參 か 
によつ て 難 村を 打 巧せ しめた。 

巧の じ、 補助 巧の 增 巧を かてと 月 十八 日 じ々 令を なて がを 行 限 巧を 巧 巧し、 同サと 日に まつて 

ぶ ライヒ スマ |^ク« 巧を 一な ライヒ スマ グタ « 逍 する じつき 殘讓院 の 巧 息を ホめ 巧 巧に 巧 ホし 

こ〇 

巧 五に、 を かの 直 巧 巧 制 下に ホろ ライヒ 信用み せ (Die 》eichs-Kre を t.G 泛 dlschaft >.-G) をし 
て化乂 かわ 及び 巧 人 化 巧を のな 巧と して 化 方 巧 金な にお 出廿 しめ、 をな あがのな 巧乂 のが 助を 巧 
へしめ、 义 同じく 巧 巧の 直を 統制： 卜に ホる 正を 割引な 巧を して ホ 巧 W の クレディ， 卜ぷモ 巧^を 
ライ ヒス バンクに 法巧廿 しめ、 おにと 巧 八日の 巧な々 じよ 6 巧 外信 用を 快が 廿 しいろ 日 的の 下 じ、 
ぶ 百 巧 ブイ t スマ グクな 上の 巧 巧を 產を あすろ 巧 逸 エ菜家 千 八十 おの M 巧と 化に お 额ぷ化 ラィヒ 
ス マ グクをニヶが巧巧巧貴巧を分巧せしむること/^し、 孔つが巧外巧が的なぶにがいてか《化が 
ホ 銀 巧み 侣巧機 画た る 巧 目を なし、 なれ ホぶ 忍に 巧して 連 巧 巧 化を なは しめた。 

寒 五節 一を 二 年 セ！： SS 東と 其 S 1 二久允 
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お 六に： お まな 行じ毋 しては、 が 巧 其、 をを が 地方な 典 田 粗 じ 巧す るな 付と して 闲 をが おに ぁつ 
たから 八 巧ぶ 日の 大 がが々 をな つて 巧る 贷 付を 禁じ •引を 巧を 织 行を 通じて ライ ヒス バンクよ b 
ホ おながの 方法 じよつ て 巧 通わ 巧け しめ、-. 化 じ 十月 十六 0 の お# かなが 巧に 期す る 巧 S ホ 大が巧 
かを なつて、 此 巧の 金な 巧 曲の あ 巧な がを 巧 ふこと X じ、 其實 行. は 州 巧 かを して 之に おらし め 》 
aj つ 州め がい おせを 强 化し' なつて が藉巧 金の 運用ん びが 勒巧巧 持に 卞 がを 加へ、 化け ザ備 なの 
巧 乂设び 手 お 巧が じつ ライヒ タマ グク と掀 巧を 巧た し. めた。 

巧と に、 ホ 巧 化 倍 用が 合の 危 巧を がふな めに 巧 化は 化 づ六千 五 百 巧 ライヒ スマ 八ク をの かけ、 
おじ 巧を お 巧め 夕付 金を か间に 瓦つて 供が し、 が 额九千 四 巧 萬 ライヒ スマ グクに 上つた。 

• 巧 八に. がぶな 化 法の 一部を 改正して 資本金 S 巧 萬 ブイ ヒス マ グクな 上 のらのは 巧の 化 巧に つ 
きお w な巧乂のお査をるくるを巧すろこと/^し• さらにお斤を巧制巧を强化し* 巧じな巧監巧^ 
(巧 uratorius ) を 設け、 ライ ヒス バンクからは 炼巧 及び I 人の 同行 巧が •聯巧 大が巧 及び 输巧 おが 
巧から もみ 一 おの 恃お をを 巧に 化し、 ライ ヒス バンク 巧 巧が 局長の 化 化に 化き、 大統領より】 お 
のな 巧な をな を 任を し、 を融宙 M がを 督を巧 ふこと、 をめ •九 巧 二十 一日 之を 巧 巧し •十月 In 


ょ b 實跑 した。 

ホ路ぷ 甘る 巧 巧の 巧 置は 恐 巧 じ 巧して ラィヒ ブ パンクが 中央が 斤と してな すべき 巧 巧を 括 W 
し、 义 其を 行を をみ ならしめ たので あつて、 巧 行の 業態 じが 變を 示す ことなし じ お あすろ を 得た。 
而も 比 巧 的 巧 目す る じ 足ろ 變 化は 左の通り である。 

ィ 、なを ホな の變化 なを ホな は ー ホ S 1 年 五月まで 年 五 ホを お 持した が、 六月 十 sn によ ホ 
じ 引上げた ことは 旣述の 通りで あ b、 おにと 月 十五 日に 一割 じ 引上げ、 引績 いて M リ州 一口に 一 
推して 一巧 五步に 引上げた。 併し 八月 十二 目には 巧び 一割 じ 引下げ、 九 巧 二 円には 八本と し. 十 
一一 巧 九日に と ホと し •を S 二 年 S 巧 八 口に 六 ホと し、 巧 巧 八日 じ 五 ホ五觸 とし、 M 二十と 口に 脚 
本に 引下げた。 

口、 お 巧 券 發行 窝の變 化な 行が 發 行なは 著しく 膨股 しな かつた。 卽ち 一九 S 一が 六月 ホは 巧 
トニ 借 九 千 四 巧 萬であつて、 前 月末ょり もと 巧 巧が かして 辟る。 と 月末は 四十 四 储五千 S 巧 巧に 
して 前 月ょりも 一 馈六モ 巧 おかした けれども 、八月 末 じは と 千 巧を お 小して 四十 S な 八 千 一二 巧 巧 
ラィヒ i グク となつ T 管。 斯く 鉛行繁 膨脹し なかつ Q は 銀行が つとめて 膨脹を 网 避した の 
第五 節 一 か |二 一年 屯 巧の 泣 巧 H がと ホが 巧 一二 か 一 
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と'. 外 ま引揚 Q 島め Q を 巧 G 銷ホが ミで* つたからで* る。 巧 行 ホ胺醫 おの々 力け 外資 引 巧 
が 止を にも 現 はれて おつで、 九月 末 じ 四十 六值 •十二月 ホに 單セ おじ 增 かした けれども‘ 盈ザ 
一片々 ら はか々 に收 おし •阿：：：； 末には 四十 I お 二 千 八 百 巧’ 霉 ホには 一二 十五 皮 六 千 巧 ライ ヒス 

マ グクじ 下つて おる。 

ハ* 巧備 ホを 券 巧備举 はホ備 物件た る 金 及び 外两爲 をのが がに ょ む、 著しく 化 下した。 巧に 
一九 三 一年 六月に 法を G を 化 率た る 阴劑に 到を したので ホつ たが、 おに をれ を 破つ てと 巧卞 こは 
一一 奇六 ホと なり、 十一 百 末 じは 二割 四 ホ. 蚕 年 六月 ホには 一一? ホに 巧 下し： トキ 巧 じぶ 少の网 
化を 示した けれども I 九 S 二 年 未は 二割 ニ ホで ホる。 

ュ 、割引 巧せ S 引手 形は 一九 一二 一年を な 降を 巧した。 卽ち 五月 末 じは 十八？ ホつ たのが、 
六 巧 末 じは 二十 ホ 巧を なえ、 と 巧 末には S 十五な となり、 十 巧 ホには 四十な を おえ •年卞 こは 四 
十一 忌 四千 夏 クイ； こク とな ゎ、 をして 涅年 1 月からは か々 じ试少 レた。 お 引手 形の 2 
は备な 斤が 巧 先 4ら 器した 手 持 Q 手形 Q 違# QAQ だけを 舅した かに、 不適格の えは 
な述の 則を 獲 銀行の お ♦甘る 手形 C 代へ T ライ t こ ； じ 持 & まれた わらで ホる。 を かが 段 


斤# 濟 のをめ じ » 巧した 大藏 巧な ホ も ブイ t ス パンクに 持这 よれ 勒 引手 おじを むので ホる が、 を. 
行のを 菜が かを なると 一九 S 1 年 巧の 化な 鳥が 二十 二 お 五モ巧 巧と なり、 前年に 巧す る 抑に 上つ 
て 居る けれども、 併し 速じ间 化されて が 未の 巧蔚は 前年の 巧 高よりも 著しく 巧 あして 居る ので あ 
る。 巧が 巧 巧の 巧 かも 亦た 巧 かして 居る が •化し あ 巧の 巧證 ホ 市 巧が 闲锁 され、 證 おが 巧が 不明 
となつ たか 心* ライ t ブ バンクで はか、 るな ホは 之を 貸付の が 巧と して かは なかつ た。 

ホの 巧 おを なれば々 巧閒始 によつて 巧 巧の 巧 か 巧 隹を椎 おせんと したを がを がえ 化で ホつ たと 
共 じ、 ブイ ヒス パンク も 亦た な 方策の 巧 行を 不可能と すろ 巧 化に なつた ことを み b 将 ろので ホる。 

第 六 節 ナチ ス政巧 下の ライ ヒス バンク 

を 巧を の 金な « 巧の おかは プリ ュ— ニン グ巧閒 と パ ー ペン 內閒 との 下にを々 進められ たが、 巧 
し 巧 W ホは 不 巧の おを 進め 工業 巧び な 莱の生 ホ おはな 少し •巧みは 萎 巧し、 失 菜 ホは おがし •闻 
民の 困 巧は 念 < を大 となつ た。 其 巧が も t ， トラ— が 政治が じを 場し 來ら 、一九 年 一月 內 聞を 

第 大 節 ♦♦; WTO ブイ ヒニミ ーニ 九 |二 
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かなし、 一一 耳 壬 言 G 巧を にがいて 巧 巧 ミ 法 得し、 巧を 上 及 冥 古更 なを 化を 巧ら す こ 

と、 なつた ので ある。 

ヒット ラ— 內閒も 亦た 巧 おの 巧 外が 化を 維持す ろを 巧 要 親した。 而 して 其' 方法は 規資お 巧 協を 
を 巧續し •据贸 かるべき か 巧の 巧閒 をが 張し、 が々 の 元金が 還 ホ 巧び 利率を 化すし、 巧 還す る ラ 
イヒ スマ^クを W 內じ巧 巧し、 且つ 之を お 巧 化し •おじ 協を じを よれ ざろ 外資に ついても が支拂 

を 巧 期し •をて Q 苗 人 S ? る 巧を •精 證券 i び 其 他 巧 付を に 巧す る 利子 並に 
が 妹 元金、 みなの 投を化 ホよ b 生やる 利益 拓當金 •を 巧. 小作 巧 等は ま拂 期限 到 巧と おに •ライ ヒス 
マグク をな つて 寶れの 巧 巧 おか 化な お 巧 金 お (Konv ミ ionskasse 吉， De ミ sclie Auslandschu 乙 呈 
に 持 込まし めかを をな つて 支拂 ふべき お 巧 のらのと がら ライヒ スマ グクじ 巧 巧して なをが こ ホ 
这 ましめ •な 金が はこれ をが 巧 おのぶ に 於いて 巧巧述 川す る こと、 した。 所茄 トランスファ—. 
モラ トブ クムが これで ホろ。 化 トランスファー •モラ トリ クムは I 九 がと リ 1 円から 巧 化さ 
れ た。 器 一九 S 四 年 じ 入る と化闲 化が 巧は 巧な 巧な 制度を が おして、 巧 逸からの 給 入が なの 义拂 
代金を 円 闲じ巧 巧し 巧 巧 巧# をな す 方 かに 進んだ から、 トランスファ ー •モラ トリゥムの 巧 巧よ 


が おされた けれども 、化しの 逸 じ も 亦た 同年 十月 十六 日の 法律を なつて 巧逸淸 まを 巧 (口 s なを ゥ 
velTechnungskasse) を 設け* 貴 巧 上の 支拂 金を これ じを 入れて 一を の 時 巧 じがいて 外 閑の 同 巧 巧 
阴 との 巧 じ 巧 巧 巧 濟を行 ふこと、 した。 これ 等の 施設は か网 なをを 巧と 共 じ ライ ヒス バンクの 巧 
巧す るを 巧び 外巧爲 をを 成るべく 滅少 せしめ ざらん とする もので あ 6、 义 同げ じな 韓巧 巧の 化が 
を 巧 止す る じ 役立つ ものと された ので あり •义 巧赏 をが の資 をを なつて 政が 證 ホを 引 巧け ろ こと 
じよつ て 鉛 行が の胺 股を 巧 巧す る ことじ も おぶつた。 

一九 年 十月 二十と 日 級 巧 法 補則の 制を によ b ライ ヒス バンクの 活動の n 由は をし く 巧 火し 
た。 此 補則 じより 一 お參講 みはな 止せられ、 巧審 巧と 中央を おみとの な 見】 致す る 巧は あかが 備 
ホを 四 巧な 下と なず を 巧る のが 外が 設けられ、 を ホが 備 がの 低下 じ從 つて 割引 ホな を 引上げろ 規 
をはな 目め でない として 巧 止され •準備が が 四 巧を 割つ て 化 下した 巧な じが 化 ドに 應 じて おわが 
おを 政 化に 納付す るかぶ も 亦た 巧 止された 。おけが 巧の 巧 止 も创引 ホな 引上げが ぶの 巧 化 も ナチ 
スの 化を 利を 巧の 現れで ある。 

ぉに 此 補則に よつて ライ t ヌ バンクのを 關ホ 巧な 巧の がが をが 火し •をが 巧備 物け のが 巧を 巧 

巧々 宙 ナナ > 致 府下の ライヒ スバ y ク ーー ー九 置 



第 屯 章！！*! サィ ヒ * パ y ♦《巧 興 a 巧と R 時 能カ ゴーみ 六 
大した ことは 特に 注目され なければ ならぬ。 公朗 巧 巧を 巧は が ホ とても 巧され なかつ たのでは な 
いが、 巧け 化 巧 二十】 が 巧 四の 規 ぶを なつて 之を 限を し •取引先との 取引 朋 なを 維持す るに 必巧 
なる 巧 度 じがいて 円 己の 期ぶ にめ いて かが 超努 をが 入し 得た ので ホつた。 がるに 今 网は英 がか 巧 

やホ寫 が冕织 行ち 哲 デ is 呈 A 行を Q かく •確 義子 附寫囊 は 巧 工業れ が 

度び 外 W 巧 ホを 賠く 外す ベて 無限 じ 巧 巧す ろを 得る ことじ ホめ られ た。 化么貝 をた る惡巧 
が 及びな 巧斯 して 巧 曲した る 巧 ホ巧伤 獲は 么を殖 椿の 巧 ホ 牟巧じ 使用 寸 るを 巧る こと、 なつた の 
で ホる。 な巧ボ 巧を 巧は ブィ ヒ义 バンクの 巧 巧が お 力を 巧 化する もので ホ 巧が 巧 備み 件の « 
がは 四 お单備 Q か棄と 共 C 銀行 夕 Q 巧 行を を おにす る もので ぁつ T > を 及ぴか W 爲 S 巧少 せる 
巧 止む を 得 ダる 處宜な b と 巧め ざるを 巧ない。 

ナチ ス黨 はを 客 時 利子れ なが S 化 やな 斤 W 有 S 施 f ま おし ホつ た •而し 5 權を捏 る 
じ まつて 巧 巧の かおを ホ 巧 じし、 且つ 巧 金利 巧を 巧 化して が々 じ 其 目め ザ 現じ ホを をめ た。 併し 

お 巧 K ホ 質は 一九 |二 一一 革を 六日 爱銀行 制度 詞審 S 运し奚 甘し 《た 葉. が ホの 巧 

巧を 變：史 する のか 巧な しとを ょら、 其を 見 じ おひ、 た •、信用 « M じ 巧す ろ 度せ 巧 化を 巧 立す るに 


止めた ので ホる。 併し 化 ft 督が 巧の 獲 ホは ライ ヒス パンクの な 用が 期が がを 巧 化する もので ホる 
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から、 ラィ ヒス パンクを 硏究 する じついて 巧 親し 
ては ならぬ もので ぁろ。 义お押 膊巧阁 想の 納 巧に 
ょつ て 自あ的 じが 稱倍 用が 閒 をが 制する の 方法を 
始めた こと もまた を 巧 巧され なければ ならぬ。 こ 
れず じついて は 旣じ巧 五を じがいて 詳述した から 
ぶには 之を 巧 かする。 

ナチ ス がな 巧 巧な してから ラィヒ ブ バンクが か 
何なる お 態を 示した かは b の 一ぶ によ C てが 火 巧 
を かるを なよう。 

のぶを： 一^れば を 技び 外 w 巧が 化 ホな は 一九 S 
一二 年 未 じ 比して •四ケ が 計を 巧 了の 一九 S 六が 末 


じめいて は S 二 S 百 巧 ライヒ スマ グク をな 少して 居る。 巧 も 巧が 単が 比が を 見る とがが がが おに 


露 《0 ナナス* 府 Te ブイ C * パンク 
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第 ま 一!? イ ヒス ご ク の巧 興邊 巧と s 能力 吉九ス 
なしい。 金な 巧と、 巧が 巧備 適が のか 巧 島を とのな 計额 をな て 速 座を ホと し、 かけが 巧 通な とち 
他の お ホ拂巧 巧との 合計 额を なて 巧 巧 負 巧と し、 其 お 化に よつて 巧 前が おなおを 巧 ふなら ば •巧 
二み 四 ヶ年計 ま 巧 斤のを 中た る 一を 二八 年 ホが Q •ミ％ 卽ち百 こク の化賽 巧に おする 速 座 
なをが 巧 Li 丰八 M — ヒ であつ たのが、 閲巧 直前の 一九 一二 九 年 八月 末は が じ 化て て 0 み 
一二％ にぉ ミミ G 了 あ え これを 同が な ホ C 於いて 透靈行 Q 襄富が 百 幸 二 便法が 
じ 上り •英 期织行 G をれ が 同年 君 六日に 於い 三？ 百 萬 巧な 5 C 巧 すれば 管 雲泥 S 革-で ホ 
る。 ホ も 英冀行 Q 余馨？ 前年よ ゎは を 巧し 三 九 II 丟年 Ql ^ 巧よ b も 化 下した。 ライ ヒス 
バンクの 金 お有窝 が巧爭 によつ て 巧み 甘ないで あらぅ とは 何人ら 考へ 巧ざる 所で ある。 耐ら ライ 
ヒス パンクは 業 應に異 がな しとを 語 甘る はず 異で ホる。 

第 セ 節 ライ ヒス バンクの 驟時 能力 
ライヒ こンク の現狀 はがの 夕巧 期なる にも拘らず 、翼は； 一二 九 年 九月 一日が— ランド 


じ 進撃し、 同 s 日ち 巧との w 巧ぶ 巧絕 して、 其 巧 時 お# は イン フン I シ s ンを 巧ら さ .s る ものと 
甜 つて 巧る。 イン フン；； j •き戰 巧 おが (Kri ぶ ミミ schaft を ミ In をを n) の 方 巧と して 揚宫 する 所 
の も 9 はおす るに 化 的 腿 巧 力の 方向 轉 がでぁつて 、巧が 目は 左の 迸 b でぁる。 

一、 公的 お 要 じ 明 礎な ろが 巧を なて、 な 接 巧 巧に W 係な きな 的 ま 的は が 五 割を 節 巧し •化み rt 
ね 括の 租枕 收乂を 成るべく 多く W おの 職け 巧を じ お入れ、 化つ てが 脱 巧 力を 戰時 お娩の 目め にむ 
立たせる。 

二、 我人の 生活 必巧 なは が 生 ホな を ゃが せしめ、 が臟 入を 切 巧 制 化と なし、 化つて 配が を 確 巧 
じし、 み 人の 麟巧 力を 巧げ 經 ホの 條 化の 下 じがいて あを なりと 敲 めら る、 物が と 其 おおに 巧し 可 
のみ 化 巧せ しめる。 

ご 一、 巧 巧の 退 巧を 巧を する。 退が 巧 おは お 巧が じ 巧す る おが 臟巧 力で ぁろから* これを 巧 時 か 
政 じあな じ 使用せ しむる とおに、 をけ がの 膨 化を 其 退が 禁止 じょつ て 些かな b ともが 巧し やぅと 
する ので ホる。 

四 •巧が の 引上げを 祭 止す るの みなら 中、 軍 お 姑 おにょ つて 巧せ する 巧鉛條 がは、 これを あを 

•屯 節 ブイ t * パンクの •巧！！ 力 一二 九九 
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のち 度 じ 引下げる。 

五、 巧值 のか 制を 巧 本 的じ强 化すろ。 

ホ、 巧剌 のな 革を 巧 巧す る。 開城な ホ 巧 時 巧と して 巧が 祝 じ 五 おの 附か 巧を 化へ、 ビ I グ. お 
巧 •巧を に 二割 S ? 黄 行し T 居る が、 蒼 お 巧 巧を受 し て、 篡制ほ ミら ざろ ホ證巧 
のが 入を 巧が して をれ じ 向くべき 牌 巧 力ら •前な つて 巧 巧 じ 典 中し、 父 か 菜の が 洞から 化る、 脱 
貝 力が お受 巧# に 向けら る/' のを 巧ぐ 巧め、 所得 巧の 附化 我を 巧沒 する。 

な 上の 六 孰が イソ フー なき 巧 時經濟 の 中ム方 巧で ホる。 巧して がろ 方 化に ょれば 巧 巧 巧に 巧る 
とも 何ず の 化 巧が 巧 ホし ないで あらぅ か。 

ドクト^ •ザユ ンタ！ 々イザ I は I 九 一一 一九 年 化 巧 十五 日を 巧の バンク ア^ ヒーク に 一文を ぶ 甘 
てが ピ巧觀 的な ろ 息 おを 巧ぶ して 巧ろ。 之は 巧 ホな 巧 貞の巧 益を 巧が し、 消 かか 生 ホの ft 巧に が 
いて 巧 時化を ホの 增 化を 現出す るの ザ 能を， イ 巧 め、 をのが# 動 貝が 今日は おの 大巧の‘ 巧のと は異 
b 凡てが 計 巧 的で ホ り、 其 計 書が 中央の み々 1 下を ちに-だ 斤に 巧 さる、 制 おの 完備せ ろが 皮 こ’、 
ザ R 巧 M と ホ 調を 同じく してを み 巧る ことに 絕大の 巧 巧を かけて 巧る。 化 之、 巧は 巧斯 インフレ 


なき 巧 巧 時な 濟 がな 用 お 巧の 上 か 何なる が 春を 巧ぽ すで ホら うかは 今の 巧 ホ 巧し 難しと する 
も、 併し 巧巧膨 股の テム ポ I が これにょ つて 巧め られ 、又な 巧を 巧 额の魚 巧を 巧 防す ろの 巧果は 
ホる であらう として 居る。 

巧 逸は 東部に がて 魚 速 じ 巧を の 巧 巧を 化め、 ポ ー ランドのを 巧 ぉを 巧し、 ランドの タカを 
使用して 輕濟閲 をと ホ 巧 巧 かみ 現出し 巧ろ じ まつた。 巧 じあ まの 大巧 じ 巧き 招 巧み 官め 、巧 巧ぶ 
むには 寧ろ おが ホ とら 云は るべき 巧 逸人で ホつ て、 臥 薪 嘗胳の 期間 じ 疎 備を大 に 進め 巧つ たこと 
は 推察し 化る。 化に-知 巧 巧 じがいて はが 巧 上を 巧 じ おるべし とは あはれ ない。 然れ どら、 巧彻碑 
となつ て、 巧甜 インフレ なき 巧 時 お 濟を巧 巧し 巧る や 否やは 一 じ おつて お 領地 巧に 巧す ろ 巧みち 
おの W 能 おお 如何 じがす る。 ポ ー ランドを 始め 化巧歐 資源 化 巧に 巧ず ろが 濟支 がが 巧 巧に 進み、 
がの巧があび巧力の化用にょつてぶ丢；^るアゥタ グキ1が現山甘ば- ライヒ ス バ ンクのが態につ 
いてを がする を 巧し ないで みら う。 然れ どもぶ をな ろ アゥ タグ キ—の 現出は 巧な の ザ備の おつて 
をの ことで ホる。 柬部ネ I バ I シ レジ* ンの エ莱地 巧は 廣大 なりと 云 ひ、 ドム ブロ ヴ 地方 ( Dom _ 
す OW と 及び ネグサ 地方 ( olsa ) には 巧ぶな ろち おぁり、 錫 ぁり、 が ぁり、 父 ホな 巧 お 業 も 述轉を 

第- V * ブイ t スパン ク の 冉 時化 力 H 01 


第セ韋 巧な ライヒ X バンプの 巧 Jfa 巧と « 時な 力 田 〇二 

脚始 したと 巧へ てち、 其を ホ额 を巧大 する じは を 本を 巧し. 化つ が张の 時閒を 巧ず る。 两プ ロイ 
センぶ びポ— ゼンは 搜ホ进 剰 地で あつても 其 化 巧が 一. 日に して がられる のでは 決してない。 若し 
を わまでの 間の ち 额の 物資 おおを 調 速す るの 手段を まとして ライ ヒス バンクの 金 及び 外 W 巧祥お 
かなに ホめ る G らば ライ ヒス パンクの 巧 時 能力に ついて 悲 巧せ ざろ をが；；？ い 巧で ホる。 がる じ 巧 
逸は 盛 じぶ 巧との 巧に 爲 を 梢 巧みを を巧大 し、 進んで 廣巧經 林を 化ぶ ずるに タカして 居る。 化 じ 
ライ ヒス バンクの 巧 時 能力は 巧 巧 お# のぶ 巧 じがが すると 甜 はねば ならね。 
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巧 vefordmiaw der Reichsp らた dente 百 ebe" die D53ssdte『 C3C1 zatio3alb»nlc vom _3， Jul 二 93h 
巧 <nrord ミ另 d3 》 た ch ち rAs 己 e ミ en Uber 田 ank で icrU ち vcm 13 •ち I 二 93 ご 

诚此 タレ ディ ブトは a がが 一九二 曰 年な 來其 巧を 準備と して 米 Ms 阔 R かま « 巧 ごま er ミ tio ミ ーを ce ち sec fn ごを ホ 
巧と する 引 そ 苗から 巧* ホ ど 使用 ザで に 今 H じぶん ゼ もがで わる。 

第 ホ 巧 ブィ バンクの 職 巧 能力 nolll 



g 八 章 サ ^ t * パ 田 〇 国 

第乂章 ラィ ヒス バンクの 堅實性 

第一 節序說 

なには 前 巧の 補充と して •一九二 巧 年から 一九 S 六 年に まる ライ t ス パンクのを がが のが 化を 
おがし やぅ。 巧々 おがのを 巧 巧を 論 中る ホは* なち になれ の 巧 ホと か 化との 巧に 於け る 均衡 じ 巧 
眼し、 化 巧を まがな くが 巧し $ るが 遮を ま 巧みす るれ、 斯るお 解は 中央 あ 夕巧 巧を 閒題 とする 巧 
介には 適な でない。 何 化かと 云 ふに、 ほ 巧が が* 卽も巧 利 目的の おけに ぁ b ては がな をな つてな 
采資をのモおが分となし、 巧夕から巧別^^る化巧をもお能をも附みされてゐるのでないから， 柄 
な ホの 權 利を 〇 力 じて 巧 化し それに まふを 巧へ る ことが 信 川を 維持す る 唯一の 方 化で ホり‘ おし 
支 讲を化 止す る こと ホらん か •おれは々 がな 用を 义 巧す るので ホる けれどら' ライ ヒス バンクは 
か-わ ホ«だ の特 « をが しがな 巧は かわ 法が 一巧に がいて 巧が 化 姐 S 巧が •す拂 巧# のを 易 化 •巧 


贵 利用の お 慮と まめら れて巧 b、 其 巧みを 巧 上の がか じよ b お-行が のみが を 停止す を ことが みつ 
ても织 わの な 用 じ 何等の あおを 巧 さ ベる 巧 合が みくない からで ホる。 义もか 行 ホのを ホ 巧 止け お 
ぶめ にはめ おのか 令を なつて 之を 爲 すを 巧迪 とする が、 巧 巧 的には 化 巧から 斯 るを々 をれ かじ： 巧 
ホす るので ホる。 お 巧を のを 巧は 發 がが 巧 じ 課せられ たるを 巧の 设も だる もので ホ S に拘ら 中、 
之を が 止して 信用を 失 巧 甘ざる を W れ ば、 中 かお 巧のを •だ 性を 給 中ろ について はが じが 棋 ホが 利 
の おがの 點 だけを お 討して 足る と 甜ふ譯 はない。 をれ よ b も尙ほ 一舟 規巧 をが く- r 中 化が がが 
巧々 に 化 巧を 巧 行し なる 巧な の もの がれに 巧す るかを 探らなければ ならぬ。 

巧に ライ ヒス バンクと をは 中、 がれの か 策に ホ b てら、 が おな ホのを し vr 」 を 5:^ ると 巧とは お 巧 
れ じぶ 乂 なる W 巧を 巧す る。 化に ライ ヒス バンクの をが 性を 巧究 する になつ ては 日を が 巧が ホの 
朵 巧にまで 化ぐ に 非 やん ばか 巧を 完をじ 巧 あしがないで ホら ぅ。 がれ どもな には 唯 ライヒ プ パン 
ク めを をす るを 巧 巧が 菩を ちなる をみ とし、 これを々 がすろ ことじよ つてが 究 の々 .V おめ る。 11111 
し 巧が ホの 来 巧に よで 义乂 つて お 討す る ことは 文 ft 乏しき 巧ず のをら 阁巧 とする 巧で あるからで 
ホる。 斯くて 巧ず は®! く 人の 素 巧の 重 巧 性を 巧 巧し •巧甜 「巧が ホ勒」 (w ミ 旨を を) をな 0 て 
Hi ホ R g 窒 



ミホ ，ィ； パ； の丢巧 《0 六 
媒 巧と しやぅ とすろ の— でみ るが、 化 局 巧の 內じ めいても かほ 一つの 硏巧 トーの 巧 度 じ 巧ぶ する。 が 
闲 なけが 究資 巧の 不備 ホに あ 姉が 巧ら す 所 のらので あつて、 巧が 迷 巧の 巧 じげ 巧を 巧す る ホの み 
かる 巧の 巧 あを 看 化せん とすろ 巧 じ 特に 著大で あろ。 斯ろ 巧な じは 巧が ホる 學ホ 父は 巧 論ぶ のぶ 
3? を參 照して お義を 巧る じ 甘ん ぜ ざるを 得ない。 

..ラ. ィ ヒス バンスの 諸 報吿が 必中し も おじがず の 不備な く义 何ず のな 饰 のか はらざる ものな ゎと 
はまが 訊 ひ 巧ょぅ 9 化 じ をれ をな つてが 究 のまなる 巧 かとする にめ いては 巧 巧なる 巧ぶ の： 卜 じこ 
れを黑 なしなければ ならぬ ので ホる。 

第一 一節 塔實性 硏究の 資料と しての 巧 業報 吿蕾 . 

一、 通 巧’，‘ 

お W じめいて 一八 四 四 年の ビ I グ條 例が ち閒 かけじ 巧して ぶめ た 所の 巧 報 Q 巧ぶ は 化の 謀 田の 
登 ホ 銀行の 化 ふ 巧と なつて 居る か 巧 逸では フリー ドリ， t 大王の ホ 巧の- > に 巧ぶ された る 王ち 巧 



を 巧 付 巧 斤が ブイ t ス バンクの 化 巧者で あるが、 一よ 六 五 年の 巧 おから 一八 巧 ホ 年の プ "イセ ン 
银 行への な 通じ 至る 闽> 未だを てを まがお じついての 巧が をを 巧を する ことじく、 n ザプ のおぷ 
すろ巧にょれば、 织斤の庶巧みは巧ち部巧員か-£巧曲する計巧#をががみじしてそ訟して居々た 
ので ホつ 佔 。まし 玉を おが 巧が 銀行は 其な 時 かか 巧 態 良 巧なら ざ b しが 化に 其內 巧を々 巧す ろを 
巧 まなかつ たのと、 をれ が W 巧 級 一行で みるから 其を 菜 巧 態を な閲 して 批判の 下に 擅く がかき こと 
は •巧 逸 のれが 巧 あの 傅が にだす ろと 考 へられた からで あらぅ。 王を 振が 巧 かが 巧が ななされ て 
プロイセン 织巧 じな ろと. なち じが 巧 策が 態を 発ます る こと、 した。 卽ち巧 巧には お W 1 M •巧 

じ まつて けな 巧 一 间巧惜 巧 おを を 作 化し、 瓦つ をが なおが 巧 葦を おなして W 々ホに お ホした ので 

9 。 

あ to 。 . 

プ n イセ ンな 斤のを を 引 おいだ ライ ヒス パンクは 前例に 化つ てな 案 巧 態を な 脚す る こと、 し 
た。 巧な 巧 化 巧 八 化に H く T が 行 タブを けスグ おけ パな バ七 = .十ぶ H •一 一十一 lln 役ビ パぶ：：： ュが 
ヶグ巧 巧 方 巧を 卜借方 期ぶ トノ狀 態ブ遅 クモ巧 H 後ノ 巧ぶ 日 二 n 己ノ巧 用ブな テた 報 >1 公が スべ 
シ」 と。 おがな 行 や 说视脚 化が はお 遇木峭 H •米 闲聯 がが 備 おけは おお 水峭 H 、 巧が H 本 化 わは 
第二 節 ホ Kttw 巧 S 巧ち として SW 巧 « 吿巧 田 0 A 



g 久章 ，ィ t スバ y ク のまな 围 OA 
な 巧 十： 瞒 目の 巧な をを まずろ から 巧 おの 巧 巧が 正 巧なる 一巧 間なる も、 ラィ ヒス パンクの 巧 おは 
をれ ずと 異 6 , お 確； ^ る セ 日を 巧 巧と する もので ない。 又 巧な 巧な 巧 S 十六 化には 巧 巧 作 巧 円を 
ぶめ じい V. 、 ラィ ヒス パンクは おなが ホの 作戍 日を 化ず して 巧る。 巧 巧の 託 巧 目に お化されろ 巧 
なは 本店を 策 部 A び 其 酌が ま 巧の お 巧を 化 巧と する ので ホる から、 あお ま 巧は 決な 日の か 字を 化 
林 > 本 巧に 通 かし ’ 本店 妃お 巧に がいて おがを 作戍 すろ ので ぁる。 

遇 報に おがず べき 巧を 巧 目は 巧な 巧 法が 八が 新な 巧な 巧 一二 十六が じめいて 之を ぶめ て 巧る。 
一八よ ぶ 年 S 月 十四日の 舊巧 一れ 法 巧 八な にを むる 巧の 巧が 巧ぶ 巧 目は 左の通りで ホる。 

一 •を ホ 之 巧を 二 va 

金 屬か巧 Metallbeid iws 蹇受ま 义； S 夕 S1 が 度 こ ミ 九-云 ミ； S 

:*】 

W が 巧 夕有商 ミミ レ ncl ミ Roichslcase ミ cheificn 

化な 巧な 打ゾ 化 巧务 巧な 巧〇をロロな an zotell £mclo 『 el - 巧ぉヴザけジ 

手 お义小 巧手 有な 巧 estand wn Wcchseln und Schecki 



ホに 


巧 巧附巧 かを ホが 田な tand sm L.otnbardfordcrungen 
ホ 化 超が ホな ロミ wnd an 田 巧 ektcn 
が 化 巧 ホ 巧な ロミ and wn mo ミ tigen Akti ミ！！ 

(は】 小が ホ u i 九 u 九が々 月 一 わ 法改 出に 巧ず s 巧 巧 巧が 隹を w て】 九- o 年- « 1 H ょ n お A て Ji へられ 
た。 - 

r 巧 化么部 piiva 
化 巧 巧み 金 orundkapital 
巧 立を 巧 escrve を nds 
流ぶ おが 夕 な ロミぶ を 『 cmlaufenden ZO すり 
共 化 お ホ拂 化が 家 口を go sgcnh fUlHge Verbindlic:hkdt さ 
巧 限 附巧巧 > 。 KUncl が uiig gebund 呂 n Ve を ndlichkdte 。 

み 化 負 巧 wons 二 ge Pa を ミ 

九 二 四 年 八月 一二 十日の 新鎮 がを 巧 S 十六が じぶ むる 所の おお 巧を 巧 目を おる じ 左の通り 

第二 節 SX な WXS 資 W としでの »>«ホ る no 九 


で 



« 八 > サィ ヒ K パンクの * w な Z10 

ホる。 

一、 資ま么 部を * iva 

を 有 巧 (地を) 巧 巧 外 巧み 巧 001 昏 estsd (uarrcngold)， sGwiei ミ ー; nd aslandkche 〇〇 乙- 

miinzcn 

w を 一 お巧ブ 1 ご 一九ニ ラィヒ スマ グク トシ テ 計な 

の 巧な ホ おがぶ 〇〇 乙 kassenbestam 一外 巧 中央な 巧へ ノみ巧 謹巧ヶ ( 巧 化樣ブ 巧を * 

ズ ) 〇〇 乙を pot (sljclastet) bci au を ndisdicn Ne ミ ralnot ミす nken 
巧 ホ ザ備適 ホノ中 w 巧 祥お庙 口 stand un dsk 旨 gsfdhig さ Devisen 

a 、 义巧 巧手 お ホが Be た ancl 旨》 oicllsscha な wediseln 

b 、 其 化 ホ お 小巧キ ホな 田 cstaml wo ミ tigs Wechse 一 n unA 夕 h さ kw 
巧 进巧巧 巧 巧 巧な Bowtand W3 dectsohon IsohelckmunNon 

化 巧 行を 巧/な 巧 おが 為 巧 ewtarul W3 N 0 す 3 a3ck 『 0 『口 wtllcen 
か 保附贷 付を 有 巧 巧 e 泛 aiul W5 !Lombw 『 d す 『derusRes 



夕 大な 巧手 お 巧 巧 巧 付 Darlells »cf 巧 eichsschatzwerthscl 
巧が ホ備 巧が ノ有巧 巧 ホを 巧 Bestanil un dcclc 己 9gs 巧 higeii West{>apicrcn 
巧 化を 巧 巧 ホが 巧 B 泛 tancl ミ sanstieen Wert ち pier ミ 
其 化を 查ち巧 田 CS な nd ミ so ミニ g さ Aktiven 
、巧 巧 之 巧 piiva 
化 巧を 本 金 onmdkapital 
巧 立を Reservcfcnd* 

a 、 なを 巧な を GesotNIiohon llewefvcfolulw 

b、 配な が 惦幫立 金 ぞ ez 堅 rescr ミを ndw を 『 Iciinftige Dividendsza 艺 ungen 

c •典 化 ホ 巧 金 Sonstige 》ucklagell 

曲 お 巧が 额 巧け ミのを r cm 一 aufenden 20ten 
巧 化 巧 求拂 依が 穿 ミ tige ta 已 ich fdllige Ve み indlichkeiten 
化 化 巧 依！ Sons 二 ge Passiva 

第二 》 巧！：； ftw 託 S 巧 巧と しての 巧 来 « 吿 » W1 】 



* 八 章 ライ ヒス パンク 《K 資巧 Hill 

ブイ t K バンクの 巧が は 右の 巧え じょつて 明かなる 通り、 巧が 日本な 巧の 「を 業 おお 報 か」 の 
化く、 义 化の 多くの 中央 化 •行に がけろ 化な 巧 かと 材 巧に 巧 借 巧 おおの お 式を なし、 諸 おを 巧 日の 
巧 化を を肢 的に 考 おしかろ 仕 かじな つて 居る。 而 して 巧が か 一打に がける がか さ 巧が 部 か 斤が の W 
別は なく‘ 义巧 目が 保 W 巧な がの 网 十九の 多き じ 比すれば ライ t 义 バンクの 迪 巧は 日本な 行を ホ 
巧 報と 同 巧に 怖がで ある。 

ままの がは 巧を 巧 目を な 巧が の耗 巧じ從 つて K 列して ホる。 が一の おお 高は なか 性のを 巧 巧 化 
に ホる もので みつて、 « 獲 巧を 巧 八が じがいて は、 これを を屬 有な (Mctallbes な nd ) とん、 其內 
に 金 巧な かの 現在 巧 用す る 巧进巧 巧の 有 巧 (Bestand sm furs 泣 higcm を ミち hen Ge 乙 C ) を も をょ 
せて ホつ た。 巧 巧 行 法が 三十 ホ 化は これを 變巧 して 金の お 巧の みを 記入す る こと、 しだから、 ラ 
イ ヒス バンクのを 化 有な が 一目して 巧が じかり 得らる/ '課で ある。 巧 じ 金 有 巧を 巧 別してを 巧 巧 
ち 巧と か 田 中央 « ホな 巧への 巧 護巧ヶ との 一一つ となし、 を 巧 保有 あ (〇〇 乙 kassenbcstan ろは ブイ 
ヒス パンクの 巧 巧に 巧を ずるを を 現は し、 外 田 中央を ホ 巧 一打への 巧な 巧 ヶは巧 外 まみを をみ にす 
る 巧め に 外 田に 於いて 巧を する をが 巧 巧に 上る かを を 現して 居る。 



巧 二 じ 潰 かれる 贵ホ巧 目は 二ぶ じ 別れる。 み內 a の 「巧が ザ 巧 適 かの 外 w 巧を」 じは 規 巧の 巧 
外 伉 巧 及びが 巧 ホを をむ。 巧 期の 巧 外巧樓 に 巧す ろ ものは 外闲巧 小切手 及び 巧閒 十四日な 內の外 
巧な なが キ おで ホる。 此额 はを 有な の S みの】 じ k るの が お 旅で ぁ b 、 巧 外の 外 闻爲お ホ おは 「其 
化のを ホ」 の 巧 じな ませて ホる。 

巧 二の b じ 巧 かれた る 大巧 巧モ おがな (历 stami »3 巧立を ま clia な wecrseln) は ラィ ヒス バンク 
が 巧 巧 ブィ t スマ グク まで 所 おすろ を 巧ろ もので ホる。 大巧 巧手 おは 其 利息が 巧 巧 利が で 計诗ク 
れ るから 一時的の おを を 運用す るに 適し、 父 何時でも 巧み じ巧黃 しがる のでみ な 巧 じがけ る 術な 
と；^つてがり、 従つてラィ t ス バ ン クの巧なら常に著しい终のを示卞。 巧が巧法じは化科目の處 
に巧巧巧夕(夕"一0す护8呂3を€式さ) ^ホなを上げてホつた。 w 巧巧夕は本ホ强制ぶ用力^:^^なが 
化 巧で ホつて、 祝が お 州の ながが 巧を が 一 する なめに 一八 古 阳が阳 W 一二 十日の 化が によつて 一巧 
二 千 萬マグ クミで を 巧が したので ホつ たが、 一九 一一; が 八 パ WH の 巧な 化に よ b これに 强 制ぶ 川 
力を 舆 へ、 且つ W 巧に がを ホ義 巧を 巧 じ、 W 巧め がの ずがが 巧と つた もので ホる。 大巧な 來ラ 
ィヒブ バンクな なじまる よでの 閒’ 化撕が 巧* K とな b 巧が を 化へ た。 

寒 二 《 K.K 巧硏究 の資巧 しての ♦关 麵吿巧 nil 二 



第 八 ♦ライ ヒス パ y ク の 里 w 巧 H 1 内 

巧 S の 「其 他の キお及 小切手」 は ライ ヒス バンクが 割引 甘し 內两手 お及び 內网小 切 ホが 大部々 
でみ つて' 巧 かじ 赛 タザ 備费か 外闻手 おぶ び化闽 小切手 も 之 じを まれる ことじ 新 か 行 法 « 化 
な ホ おおされた けれども’ 巧额 は化少 である。 ナチ ス巧 巧の 實巧 にがつて 巧 行 甘ら れる 巧な 巧 ホ 

ホ お ( warenljescha き ngswechsein )、 及び 巧 做 期 速 ホ お ( Arbeitsbescha き Bgswechseln ) の お 引 巧 も 
ミた 化內 じを ょれて 巧る。 化 巧 目は お# ホの 避 動を かる 上 じ 比較め 巧 適の バ n メ I 夕 I である。 

巧 五の r 化な 行 巧が の お 行が ホな」 は 巧 逸のを 立發 をな 巧 四 行の 巧 行す るな 行 夕 の 巧 有な でみ 
る。 を 立 発が な 行は 一九 S 五 年を なつて 巧が 特權を 失つ たから、 其な じがいて は 化 巧 目に* する 
殘 あがない。 - 

巧 六の 「巧 巧 附巧付 高」 は 上 化の 諸を ホ 巧 目と 同 巧に 巧 お 巧 備に 充てられ るので みるが、 ブイ 
ヒス バンクの 舆信荣 巧 じがいて は 巧 二み 的の かかを 占める。 

ホセの 「巧 券 巧が 適 かの 有 巧® ホ 巧な」 とは 一九 年 十月 二十と 日の 法を じょら、 ライ t ス 
バンクが を閒ホ 巧な 策を せ 巧ず る 巧り じがいて、 ボ巧 じがいて 責 巧し 巧る 一を « 巧の あ巧證 おの 
所を がで ホる。 ちな 巧な にがいて は 巧 « に 「ホ 巧抵 ホ あが」 とし、 义ホ 法律 化 行 前に かいてち 时 



巧に 、 r 有が 證 蔡み离 をろ 巧 目の 下に 所 巧々 巧證 ホの 巧 商を 記入した ので ぁつて’ 火 巧 後に 巧い 
ては 巧 巧した るが 巧 火が お 岡 想が がが の 大部み をみ めて 巧つた。 わ 法 巧 施が 後は あがが 備 資格な 
さかが 證 がは これを 「が 化の 巧が 靜 がが が」 の 巧 日に 計上して ホつて、 其 ホ G る ものは 糾总 化と 
の 化 引を 助か じする 爲 めじ 所 巧す るか 巧 痛が •及び おを 割引 お 巧 おじ 闻巧 化が がわの 巧 ホが をれ 
セ ホる 0 

か 後の 「其 他のを ホ ホな」 じ 記入 さ、 ろ ものは、 ィ 、巧 二 又はが 一二の 科目に 計ム されざる 外 W 
を 巧な な、 •口、 巧な 補助 巧 おがな に 計上され ざるが 巧 廚‘、 J 、 を 巧が がの 內 のがが が附の 部々‘ 

ュ 、レン テンな 巧が 巧 有な、 ホ、 巧 滞 手 お •へ、 所 巧 動 ま 不動 ホず が ホなる もので ホる。 . 

な 化 之 部に 巧す 巧 目は を 化が 法に をむ る 所が 巧績 されて 巧る ので ぁる。 

巧 一の 「ながを 本 金」 は 公 お 資本金で ホつて 今 U ではを が拂 で ホる。 

.巧 二の 「巧ぶ 金」 は 一九二 四 年の 新が が 化に 於いて、 ィ 、法ぶ 巧ぶ 金‘ n 、 が 常が 俯 巧 立を、 

户 、其 化 W 目的の 巧め の 巧 立を た 一一 巧と する ことに なめられて 巧る。 化ぶ 巧 立 金は 一を 二 0 年 十 
二月 一 U の倏 例に ょり 半々 がな おや 9 1 おを おきて これ じ當 て、 拂么を 本を と同额 じを して 止 わ 
»|1« まな W 兄の S としで s » 業 « 吿表 曰 一 五 



露 八* ，ィ « 一六 
ので ホる。 おを 巧 備巧立 金は なお 法に 定わ ろが 八々 の 出 ま ホ K 當を 例年が 巧め に 可能なら しむる 
なめ じ沒 立てられ るを 巧で ある。- 巧 化の 目的のを めの 巧 立命は 巧 貸が 巧. おがま 拂 、巧 巧かずに 
充てられ るを 巧で ホる。 

巧 S の 「巧 通 級 斤が 巧」 は 云 ふまで もな く 負 巧の 部の 主要 巧 目であって お 巧 ホを 巧 巧を 巧す。 
此巧唐 じは 囘 化されて な 斤の が內 にが 藏 せる 煤 巧 祭を をまない。 

巧 四の 「其 化の 巧ホ拂 巧が」 は ラィ ヒス バンクに お祥 勘ぶ を おする ホの 巧 商を なて 其 ホ 巧 部分 
とする ので あるが、 みかに 無 巧な 巧を や、 せが 巧 ホ 巧 入の 爲め化 巧 ホから 前 巧 ひ 甘し 念额ず をら 
なむ。 巧を おぶ を あずる をの 巧ヶ 金は これを おを 巧を siro ちを 真3) とおし > 巧 曲の 常 座 巧 金 
と 同搂に 入金 や、 かがや* 巧 金の 振祥 等に ょつ て 逆られ る けれども、 巧が は 許されな いから、 ラ 
ィ t タ バ ン クのお巧巧ぶをなつて日本か巧じ於けろな座期をと词 I 巧巧のもの；^.^6と化てはなら 
ない 〇 巧が 日本 鎮 斤では 巧が 巧 金 •巧が 當座 巧を， I 化 巧を の 段別を なし' 共 巧が を 明 於に して 
ゐ るが、 ラィ ヒス パンクでは 化 お 別を しないから 巧 S まがを 行と かかとの 脚な 巧 巧を かる b じ阐 
難を 舆 ふるもので ホる。 而 して 化が はまた をを のがに がいても 问巧 である。 



巧 五の 「其 化の 負が」 に 夕^れ ろ 主 巧なる ものは 利益を であろ。 

尙は內 巧 巧の 手形に 巧みして 他じ講 巧せ しもの あろ 時は をみ 巧 巧 じ 記 菊す る こと、 して ホる。 
これは 所有 手形み 化の 余 巧 巧！！ じて 巧 制 引した ろ 巧を じ ホ 中る 手 おかな (wcchsdobHg ろで ホつ 
て、 典' 巧 巧は 巧进 巧な (E ミミ 旨 h.err ま cht 旨 g) じ 外なら ない。 が 巧 巧な じがけ ス貨 借が 曲 案じは 
これは 記 栽され ない 口。 

二、 年 報 

ラィ t タ パンクは 商人と して 巧 逸 巧 法が 阿〇條 にょ b おが 巧 借 巧 照を 巧び 巧な 計な 薄を 作ぶ ず 
るを 巧を かすろ。 化しを がは 巧 化の 息 かにめ ける 巧 ホみ 化で だいから、 巧を が 巧 まみな じ 巧して 
化い ろ 巧の 巧 借 お昭！ おの 規を におは や、 巧 別法た る 绍巧化 及びが 巧を み ホ じ 巧 化 巧 阿 〇 化の お 則 
にょつ てこれ を 作成す ミので ホる。 

巧が 行 法のを わろ 巧は 町に ラィ ヒス バンク じ 巧しての みならず、 巧 化の 発が お 行に おしても 一 
おに •巧 巧 巧 照 おぶ び 巧な 期ぶ のが 化か 巧を 巧な 莱が 巧が 了 後兰ヶ =:: w 內 にれ がに あぶすべき こ 

第二 巧ち K 巧硏巧 S 巧 巧と して S 巧 菜 おを 巧 田 一 屯 
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とを かずろので ホる。 がして 此巧借 巧が ぶの 巧を とな 化との 巧 円け 巧が が 化に 化く 一八 セと が一 
= :卡ち U 5 か々 にょりて 聯がお 巧 おが これを ぶめ る。 これ 巧の 巧 日は 进 がに がける 巧 H と 卞 
るので ホつて > 巧 借 巧 照ぶ かぶに 脚す るが 本 原則は ホの 地 b でぁ r じ。 

一 •がおか おみる が价 おがは 巧 化か 照 おかぶ のげ にがけ る 化かを おがと してが がする こと。 

一 .1， がが のかが A が お 巧の 巧 川の 巧に て、 只 おがが お逝かの みこれ*^ 化が にか おず るを がる。 
其 化の 巧 川 巧 H はが々 锁 をが 度 かなに がいて 支出の •> じお乂 する を 巧す る。 

ご r 化 巧を 本 か 抑 及び 巧 ホな 撕は么 をれ 化の 部 じ 化 入す る。 

阳 •巧 ホ々 锁 とれ 化々 がとの 比 枚 巧 照ょり 生 中るな を 义は批 なは 巧 照ぶ の 坂 巧に か 別に お 化す 
る ことり 

巧惜巧 照ぶ はな 莱年 化が 了 後 ( i 一巧 二十 一日) ブィ ヒス パンク 巧が « にがいて 之を かぶし、 呈 
夕 W おを 化が 化けの おな を 化 巧と して 之を な 資し、 が お 巧を 中央を M 件 (ジミ ralaichu ちじが か 
すん。 中央 委 おな はこれ じついて な 化を 巧樂 巧じ睐 化し、 斑が W は 巧 値 巧 照ぶ に 中 典ぶ =? なの お 
化を 附 して 之を 前が 宰相 ( Re 一を ち wnzlcr ) じ 化 出し 巧 おを なけ* 然る 上に て 之を 出を ホ 姐 化な W 



にが かする ので あつた。 

巧 化 巧 化に がいて はお 卞の改 ぶが 化 へられた。 が ホ 巧；^ ろら のは 巧 一 じ 巧が 巧 照ぶ 及び 巧な か 
巧 化 公ぶ の 蝴 》 がかな 巧 S ケリから 々ケリに 延 たされ じこと‘ 巧 二 じな 菜が 化を がが とし •か 巧 
りを 十二 么 二十 一目し 左め たこと •巧！ 一| じ 斑が W はな 借 巧 照ぶ 度び がな々 化ぶ を 姐が 結な に附巧 
し、 かは 巧 策が 化 化を 化 W する こと、 し •従来の 中 化 ホ U の おぶ から 閒 放し. 巧ぶ が ル：： おや' 巧 
借 巧 照ぶ や、 巧な かが おの 找 巧は 普ら 化が おな の 嫌 化が •みとした こと 巧で ある。 

ライ ヒス バンクの 巧 借巧臘 ぶは 所 抑 乂 鸠 巧を 煤 b •化 仙を 巧 ホの 部と して かがの の财ホ 御を わ 
し •わ侧 をれ 化の がと して 抽 みめの 巧 本 糊を おして W る。 巧 逸が 化 巧 二 六 一 化 ホー 规乃 ザの 二 蛾 
のぶむ る 所に ょれば •化 ホが はが ホ 物件の 化 入 化か U のにめ いてが 化すろ ので あろが •ライ ヒス 
パンクは 旣述 のかく 贿化 のぶ 化に がける 巧ぶ かかで ないから 、化が ぶは 逊 川され ず‘ 別にが 化が 
巧 十 S 化 •巧ぶな 巧 九 化が 一 蛾に めいて •ホ 巧 かな あるが 巧 巧が のげ 巧 格を かなりの 相み なのと 
すべ VTj ことを 化め て 巧ろ ので ホる。 

な ホ W がは 一八と 六が ブイ ヒス パンクが 立な ホー 九 ー ニニが ょで 十 科 口に か 巧 さむて W ? たが、 
巧； 一節 Kw な W 兜八夕 巧と して cff 巧 お 巧 巧 内】 九 


セ 六 お 阴兰二 


巧 八 章 ン ♦の* 資を 910 

化 一 I 阿が 巧媒巧 法實化 にげ ひ、 巧に 闽巧 目を 化へ てこれ を 十 巧 巧 日と した。 

巧 鉛が 化に めけるな ホの 十 巧 目は おの 述り である。 

一 地み 义か 闲錢巧 巧を 口 stand wn 0 色 d in 》arrcn end PUSI が ndi ちす n 夕 liinzen 巧み 一 
が度ブ ニニ 九 二 馬 巧 トシ テ 計算 ス 
現な お 巧 巧 asse 日 bestand 
ホ お 有 巧 wechslbe ミ and 

地 お 及 か 闲通巧 有な 巧 esta 己 S 望 す " in Barrs 弓 d worts 
巧 巧附巧 かな 有な wetrag der Lombardforderunge 曰 
がが 證が おが 历 estanci wn Wertj>ap! ミ n 

毎韓 化が 化へ ノ巧ヶ を outhal>3 を r 巧 cich を ank im 巧 ontokorrs ミ erkch ，す i i す en 
巧 ミ rewpondonten 

八 期 化 お ホシテ 支が 未が ノ 手形 巧 獲 巧 etrag der 空晉 n- »bcr cn す zahlt g を窜 c ミ。 

wechselfonlerc 曰 gen 



九 •巧 巧 不動 巧 化が Wei-t を " 巳 er Bank weharigcn orundatuck* 

十* 雜 巧资を Verschi を ene Aktiva 
巧を む 化 化 わじ 化って 獲 . 化された る資 ホの 部 十四 巧 目は 左の 迪ゎ である。 

一、 ホ拂 込が か额 口 e ミの tier nicht begelie ミ。！ leichsbanka ミ eile 

二、 な 巧 なを 乙す stand 

‘ ー ニ、 現な ホ 巧を ssb を an 巳 
巧 か 巧が ヶな outhaben in « ミ landisoher Walirung 
お • か 聞が 巧 かな ロミ and an » ミ liindischs N ミ 3 
ム ハ、 外 闲ホお 义か闲 小が 手 ホな 田 est 呂 & an Aslancls-weohseln end schccks 
と 巧 闲ホ形 义み阅 小が 手 ホな 口 es な ml 旨す Ian を - wechscln end wchsks 
八、 銀 か な Der Silberbest 旨 d 
九 •が 化附 巧れ ながな 口 or 因 e ミ g der Lo 弓 bardforder 旨 gc 。 

十 • 所が々 化粧が がな D さ ロミ a 己 an eigsen Wertpapieren 

巧 二 節が 货巧 w 究 《巧ち としての •iiiuv 吿巧 M 二- 



• 巧 八 巧； t ; ソク C 巧實巧 • ご I 二 
十一 、 0 化不隹 巧ノ がが す rdercngen, <lcrs Eingang cngewic ist 

十二 > ホ 化ぶ 逆 物 orundstticke und CSeb が udo 

■Hll、 巧が トゾ 分® 焚巧ユ 3 グが巧 Forderungen ミ s iler Auseinanciersetz 尸 ng 31t cleni 

巧 eicho 

十 阿 •が 巧 巧 ホ Verschiedene Ak 二 va 

約 巧の 巧は 巧な 巧な じがいて は 九 巧 g でぁった が、 巧 化が 化 巧な ホ 巧 巧 目の み 一 一巧 日を 削除—-， 
巧に S 巧 目を 化へ、 义 一九 がからは •化に 一巧 目を 巧して 十一 巧 目と した。 卽ち 化の 地 b でぁ 
ろ 0 

一、 化 巧 資本を 〇 ミ 己 暑 一 己- 
一 r 法ぶ 巧 ホ 金 〇 否 e を icher 》 ミ r ミ fbn を 

I 二 ‘ なが 巧 職モな 巧瞄金 巧 ikks ミ 己 旨 的 fii 『 Pe ミ ions-und Wa こぶた dverp ま cluunge 。 

巧 化义巧 俯な Delkr を orefonds 

ぶ、 巧 行が 巧閒 巧ぶ 巧 巧 か 巧 立 巧 ikldagen f ミ zotcnn さを ucr 目 d zeu す utcn 



ム r* . たを 巧 偏 巧 別 巧 立々 wpezialrcsrvn で n を f ミ！ tiin 吉 ge Di もを nd さ zahlcn 巧 
ヒ、 經をユ 供な セ グ級巧 おな 领 02 am を etrag der ir 一口 otri を gegelJ33 allnlmols 
八. 扳巧化 引 化 巧 金 oli を aben der oiroku ヴ tl3 
化 、 IK 巧な 巧 金 cnverzinsliclle D ぶ osite 。 

十、* 巧 負 巧 Yc 『ち hiodone paww ミ » 

十一 • をを》 eingewinn 

お 巧 巧 口の 巧を 巧なる ちの じついて は旣じ 遇が を說 巧す る 巧に 化べ たので ホつ たが、 巧 化の ち 
のにつ いてな じ一應 のが 誰を 化へ て 的 さたい。 . 

資 ホの 部の 「ホ拂 泣 持々 撕」 と 云 ふは 坂 初 一九二 四が の 巧 借 お 照ぶ じがいて 二 一 〇 巧 巧 マ瓜ク 
を 計 トーした ので ホつ たが、 が 後 化が 巧 本を 额じ獲 巧 あ b 1 九 so が じがが 資本を 一 五 〇 巧な ライ 
C スマ グク 拂么濟 としたから' 讲巧此 巧 目は が 汹 した。 「か 巧巧ヶ な」 は 一九二 三年まで 之を 「は 
おれが 化への 巧ヶ を」 と 巧し •ライ ヒス バンクの 巧 巧 化が 先は 外 W み 行の みで あろから •此 な额 
は 巧 外 巧 梓 化 引の 巧な み-示す もので あろ。 「なが 巧」 は ライ ヒス バンクが 巧が けな 巧 十 S がぶ 一媒 
«11» 巧 W 巧 S 靑巧 4 しでの 巧 巧 巧 巧 3 H 二 一二 



第 八 章， ィヒ Kxy ク のち K 巧 弓 一一 

によ ゎ 地 鉛 及な 巧を 資巧 すろ が 能を 巧し、 义巧お 巧 法 巧 二 一條が I 巧 巧 一が によつても ホ 化が 能 
を 有する ので あつて、 I 九 ー セ 年な 巧 これを ぜ 巧して 巧る。 化し おのな 入は ラィ ヒス バンクの 樓 
能で ホつて •をのな 入とは 異り がを 巧では ない。 「巧 化々 化證 がかな」 なる 巧 目は 一九二 四が な ホ 
始めて 設けられ たもので あつて、 一八 セ 六 年から 一九 0 凹が に まる 閒は 「怒が 巧な」， _ 口 es な nd an 
内ず k ぎ： とし、- 九 〇 五 年から 一九二 一二が までは 「かが 證 がが を， _ B 法 tand an Wertp を erens 
と あけ、 み內 にお 引せ る 有が 證券 •巧 かが 巧 請が •が 備お述 用のを め 貝 入れた ろ あが 證 が •お 引 
せろ 大藏巧 巧 M あおを を 巧して 計上した。 「巧 化不 巧- 货の化 巧」；：？ る 巧 目は 一九二 111 年まで 「巧 巧 
ぉ ホし 支が 米み W キお义 巧 か 附化權 が 巧」 = ロミ rag <1 さ墅 ligen , aber cnlje 呂 hi " gebliebe ミ n 
we & se 】 ピ mlr 03 す rd を rdercngen -- とお 甘ら れ たる もので あつて、 其 金 额を貨 出金 お 巧 比を 
せ ばな がが 手 おが 引ぶ びが 化附巧 付 等の 巧 信 菜な につき 巧へ たる おがと 注 息の お 化を おがし 糾る 
巧で ホる。 併し 化 巧 目に 計上され るを 巧は ぞ 巧の お 巧 化權よ b もを しく 少なで あると 云 はれて 時 
ろ。 「政府との みなおの によるが 獲」 とを ふのは 一九二 巧が の ラィヒ スパン ク改 をの 巧* 巧 巧を 政 
がの！ •巧 よら « 立せ しむべし とする ホを か 有力で ホつ て •其 巧め じな 行と 巧 巧との 閱 じ々 離巧灼 



をが おし •二 云 五 五十 巧 ライヒ K マ グクの 巧 上 金を なつた。 此巧上 金の 巧、 100 巧が ライ t ス 
マ グクは 二々 利附 のな がと し、 銀行に 對 する 巧が を 許が 了の n (早 < も-九* W ザ 十 Ml H) にお し* 
巧餘の ニニ 五 お 十 萬 ライヒ スマ^クは S か利附 のな 化と し •十ち ヶ年 巧に 完讲 する 巧め であつ rv 
術後な かは 巧拂を 延滞せ しおが あり •一九 so がに おかを お化し、 十 五ヶ 年の ぶ ホを w 十四 ヶが 
が讲に 改め、 おが 五 ニニ S 阳 ライヒ スマ パクの 元を 华阳 がに が 子を おへて 支挪 ふこと、 した。 
化 巧 目のを 额 がな 少 すろ ことは な府 の支拂 がが 期 じ 巧 はれて がる ことを 示し、 其 巧 加は めが の 利 
拂が巧 滞 甘る ことを 示す ので ある。 「お 巧資 ホ」 にな まる^ 巧 目は 一九 一ニ ニが まで、 卽も 巧が 巧 化 
の： 卜 にめ いては 左の 通 b であつた。 ’ 
イ 、割引 ホ諾ヲ 巧へ タグ 手おブ W おリ トス グ前 巧な 
n 、 お 員-一 對ブグ 保が 前挪 
r を 巧 前貨金 

二、 流述 不適 ノ爲メ 引 上 ゲタ K が 行 ホ 
ホ、 諸な 餐 

度 二節罢 巧硏充 5 資料と しての ♦お « が 香 Ell 五 



第 八 車 サィ t K パ y *の奏 な «1ニ ハ 

諸め 巧の 巧で 巧 巧なる ものは みお 入の なめの 前 巧を、 巧び 一九 一 0 年な 來 はが 巧な 辟 巧み 巧で 
あつた。 かは おの 满巧 H はがが の 巧借對 照ぶ にが 則 的に おがせられ ろので あろが、 巧 外に 一げ 的 
の 巧 目 も々 つた。 をれ ずは 一九二 一二が までに 左の 諸 巧 目で ある。 

ィ 、かか- 1 K 資巧セ シがユ 巧スグ 巧ケ金 (一八 屯 屯 年) 

口、 かな ユテ贷 巧 ノ巧メ おを セシ化 ノ述巧 ぶ 其 化か 川 ノおリ ー八* A が】 

一 • W 化 引を W ノお巧 二 巧 タグ 出な 二九リ ハち 

ユ* 一九 0 化が ノ闻巧 発が ノ巧 二が 引な M へノ拂 込み こ 九 10 ザ) 

巧な 行を 化 巧な ホの 「巧 巧 巧 ホ」 はたの 满巧 日で ホる。 

ィ •ホぶ 不適 ノ化 巧が 
■ "> めが へノ斯 かれ 摧 • 

パ、 巧 巧 小切手 勘ぶ 巧ヶか 

ユ《 おが お 巧 化を 速 用 糊 • 

ホ •外 M 巧 ザ 化が 先へ ノが巧 化 巧 





へ •间 中期 ノ巧巧 
卜 、かがへ ノお 巧な 用 
チ、 が 化 ノが巧 

ホの 巧 r 巧が へのが 巧 巧 巧」 と 云 ふは 一九二 巧が 八月 一二 十日の レン テンな 巧みが 巧 じ 期す る 法 
巧巧卡 一な 巧 四 巧に ょ b 、 扣を レン テン おがから ブィ ヒス バンクに 讓渡卞 る こと、 なつた 巧 引 巧 
が 一九ニ セが までに ホ 拂の化 お 巧した ので 此 巧を なかに めいて 打 代りし' « 巧れ おに 巧す る 無が 
化の 伉樣 として 巧る ので ある。 「巧 化 小切手 巧ぶ 巧ヶ を」 は 一九二 五が な ホ 巧が 巧 照ぶ じ 明記され 
ること/なつたものであつて‘ ブィヒスパン クが巧化小切モ期ぶを側いたのは 一 九 1 〇がなホ'^* 
あろから' をれ までは 化が ヶ みは 「雜巧 化 巧」 のみに を まれて おた ので あらぅ。 「化が お 邮ぶ令 
迷 用 撕」； ^ る 巧 n は 一九二 六が と 一九ニ セが の 巧 借 巧 照ぶ には 叫 おされて がり •一九二 八 年から 
九 S 二が までの をれ には。 く、 一九 S 三年の 巧 照ぶ に 讲び化 巧され てがる。 一九二 八が —• S 
1 1 がの 巧 借 巧 照ぶ にがいて は 化な 额が 「化 他 化樓」 にか 巧され てが ろので ある。 「外闲 巧 特化が 化 
へのが 巧 化が」 は 一九 がの 巧 借 おおぶ にかめ て吼 姑され たる-み 目で ホつて •をれ ながけ 同化 

第二》 お«巧巧义^:餐巧としての巧窠«巧> H 二 A 



第 八 章 ライ ヒス パ y クの 巧}！: 巧 H 二八 

じ妄 化が 巧」 じを まれて 巧た。 「を 府 への おを 倍 用」 もぇた 一を ニニ 革から 巧 誠され たる 巧 目で 
ホえ お前は 化を 额は 「其 他が 巧」 じな 巧され て 巧た ので ホえ 「其 化 巧が」 は 一九二 四 年 じは 巧 
化 小 切ず 勘ぶ 巧ヶ 金を をみ •一九二 四 —— S 二が には 外闻 へのが 巧巧椎 とか 府 への 巧を 侣 用を を 

み、 一九二 八 S 二 年には 化が 退職が 金 運用が をな わ ものなる こ A は 上述の 姐り である。 をれ 

なかに 何が な 巧され てゐ るかは 巧が でない。 

其 外に 一時的 じ 設けられた 巧 目は 

イ 、レン ブン巧 巧 ホ 引 上ゲユ 9 ， 生ジ タグ 同な 巧へ ノ巧權 こ 九 二八 I ミが) 

口 > 弗 巧 借入金 一 00 百 巧 巧ユ巧 シブ 別ロ トセ グ手 おこ 丸一-一一— ミニ 年) 

わの 巧 「レン テンな 行が 引上げ じより 生じた ろ间が 行への 巧 巧」 は ライ ヒス バンクが j 九 二八 
が 中に レン ブン 巧が お セ 00 八 二 四 九 八 レン ブン マグク をが 姐が から 引上げて ホ 中に 納め’ 其が 
をンン ブンか 斤への 巧 巧と した ものである。 併し 1 九 so 年 六月 末 じ 巧び こ の i ン テン お 行 ホを 
化 通 ホ じ 出し •右な が 券の 回收を 一九 四 二 年 十二 巧まで お 巧した から、 W 巧 この 巧 目は 巧 激した。 
又 「お 貨借乂 を- 〇〇 なが かに 巧して 別口と せる 手 お」 とは ブイ t ス パンクが をが 巧を 充ぞ する 



目的の 下に 一を ニニ 年 六月 未 じ：^ 命 巧み 巧义れ 、其强 巧み 痛 保す る 巧め 巧 巧す おを 巧 別して 房 お 
りに 當て たこと から、 化 巧 目が 設けられ たので あつた。 がろ に 一九 sll 年 じ其內 一四 巧な がをお 
巧し、 一九 年 じ 巧が ぉ完满 したから、 W 後此 科目 も ホた 消滅した。 

お 巧の 部の 諸 巧 目 中で もな じ 一 應の說 明を 加へ て留 きたい ものが ある。 「おが 退職 手 常巧備 を」 
は 一九二 四 年の ブイ ヒス バンク 改进の 巧 •巧を ホを ライヒ スマ^ク じが 巧して 生じた るが 巧を か 
ら 造られた る ものである。 「巧 义巧備 金」 も 亦た を ホの 泮巧 益， 5 .なつて 一九二 四 年 じ 始めて 設けら 
れ たもので あつて 其な 前は 「不 確が 化 巧に 對 すろ 準備金」，， 巧 eser ミ fs を fUr Nwdfelha ミす r - 
を rungen ••とお けられて ホつた。 「巧 巧な ホ 金」 は 一九ニ ニ 年に 始めて 巧 借 お 照 まの 上 じ 現 はれた 
る 巧 目で ホつて、 其瞄 のを 额は巧 億 マグク であつた けれども •巧 おがが の 崩が にょり •お 巧改な 
の 巧は 之を】 ライ t ス •ノフ * J -1 ッヒ にがが て •巧に 巧 立を 始めたら •ので ある。 「銀行が 巧 則 巧 巧 
立 金」 ら 亦た 一九二 四が な ホ 設けられ たろ 巧 目で ある。 

「が 巧な 巧」 に々 まる、 巧 旨は 一九二 S がまでと、 一九二 四が 化と で おず 異 G る ものが ある。 一 
九 二 S がまでの 「おが 巧 化」 の 巧 日は 左の通り であろ。 

»二》 巧 wtt 巧 巧 《巧 巧と しての 巧 采巧巧 ホ W 1 一九 



■二 


第 八 章 ラィヒ K パンク 《ち 實巧 H1 二 0 

ィ 、未拂 お阁證 ホが 
a ‘を化 手形 ホ拂な 
パ， をが 巧拂ノ がな 及 利益な 

. ユ 、ホ拂 かがを ‘ 

ホ、 巧が おが 上ノ 化な 

わの かに 一九 00 年度ぶ ぴ 一九 〇 四が おの 巧が おおぶ には 「巧 かかへの 拂 込」 なる 巧 目が. € つ 
〇 

一九二 四が な ホは 「推 がれ 化」 の 巧 目が 左の お h かたれて 巧る。 

ィ 、翌年 お 拂ノモ お 利な 
口、 ホ拂 K を 金 

一、 レン ブン 鎮がヨ リノ 借 乂をこ 九 二 内 年) 

*、 レン ブンマ グク巧 お 化を 

ホ、 一九二 六 年期 化 ノか巧 大藏巧 泣 券 ホ挤颗 一^- 



へ、 外 巧 化が ‘ 

卜 •其 化ノ おが 巧な 

「ホ姊 巧 W 冠 ホが」 とは ラィ ヒス バンクが おな 勘ぶ を かせざる ホの ぶ拂 取引を 巧みに すろ はめに 
がめ たが 別の 施設 山 巧-がで あろ。 が化設 はおが に扳祥 期ぶ G き ホを 巧 化 人と して 他よ h お 込义は 
入み ホ b たる 巧 介に ながは がみ 额を巧 化 人 じが 巧す 制度で ある。 がして 此巧 口に 現 はれろ 巧が は 
お 么乂は 入を された るを 额 がをおが た 內 じがて ホ だを 化 人に 拂 がされ 中に 巧 b たるら ので あろ。 
■「ホ 化 ホ おホ拂 な」 とは ラィ ヒス バンクが rt 己の 計 巧を なて モお 化に がぶ 进 ホを ■打 入れろ 外に ホぶ 
によ b 巧が 證 がを 巧 ふから •巧 入の なめを 入れた ろを 额 はを ホの 部の 「现余 かが」 ぶび 「なが 化 
が 化巧ヶ を」 にお はれ > 其 巧ホ拂 のを 额が此 巧 目 じ 現れろ ので ホる。 巧が がな 化 •わな ホ k 貼の 二 
巧 目は お 滅 して 「が 他 3 おが 化が. I 中に 計卜： されて 巧る。 「ホ拂 化 常を. 一は 巧 化が 化 巧 二十 四 化 あ 
S 巧に 巧 かを 巧が としが 後は お 巧の 利な のな めじ 消诚 すろ をを 化め て 巧ろ から > 此 巧 日に 现 はれ 
るを 撕は 巧ヶ 年な の S ホ拂が 巧みで ホる。 巧 銀行 化には か、 る 時が に 脚す ろ規 ぶがない から •民 
法の 規 ぶに 従 ふので ホって、 掛进巧 法 巧 一九ぶ —— I 九六條 じよ b ホ拂 かお おのが 诚げ 化は 巧が 

«二« MK 巧 W 究 《 g # としで の« 集 «吿 書 田吉一 



第 <車 ごク のまを ち ミー 
である。 「其 他の お 巧 巧 株」 の 巧を は 明瞭で なく、 を 美 巧 か ホには 巧ず 巧 巧を 巧へ て 居ない から 唯 
おがす るよ b かにれ 方がない。 而 して 一九ニ ニが までは 化 巧 目の 余额が 五な 寓 マグク ぉお 逊 する 
ことが な々 つた けれどら、 が 後は 巧 t お额に 上る こト ホり 》 j 九 二 巧が の 巧 巧 巧 照 巧には 六 セ セ 巧 
巧 ライヒ こ グクじ 速した が、 化 巧 じは ド—,^ 借款の ホ 取み がみ 巧され て 巧つ たので あえが 他 
じは ホ 巧の 巧ぶ 念が 此巧目 じを まれて ゐ るので あらぅ. お 測され ろ。 が 化かと を ふじ I 化 三 S が 
の 巧 借 巧 おを に セ 千が 巧 ライヒ スマ グク のか 府 への 斯巧 巧が 巧備 みが 別 じ 乱 トーされ ると、 從ホ R 
巧に 上つた 化 巧 日の み 额が 巧げ から 著しき がかを 巧した からで ある。 一九 00 がと 一九 0 巧が と 
の 二が だけは 「巧 持々 への 挪 込」 なる 巧 目が 巧 借 巧 照ぶ にぶは されて 焊 ろが， これは ホ贿が ほに 
巧を が 巧 はれ、 がのに 拂込 よれた を 锁を剛 記した ので あ，^。 

巧 銀け 法せ 化を の 「が 株 か 化」 の 巧で 「レン テン お 行よ b の 借 入を」 は 一九二 四が の 巧 借 巧 呪 
お だけにち る 巧の もので ホる。 化 借入金は ライ ヒス パンクが レン テン バンク 御 立の 巧に 借 入れた 
るを 额を I 九 二 凹 年 十ー リニ 十二 n なが 蜡萊ホ おを ながに 謀が すろ ホ 化の 下にが 进を關 おし、 が 
年が 末に 巧つ た々 额 であ， る。 「レン テン： クが却 化な」 は 一九 言 年 八ぶ 手け の •「こ テン 級 



巧が ホ 巧の 巧算じ M する 法律」 巧 六が 及 巧 セが にょ b ブイ K ス パンクが ー ゾ * ゾ な 巧が 十二 巧ン 
ン テン マグク まで 间化 甘ん がな めじ 特に 巧 立 おなし、 之を 巧 用す るので ホつ て、# 巧 立の 方法は 
一巧み は レン サン 典 行の ± 化が 巧 巧 付 金の 化义 かたが 这 み、 ホの 一巧々 は 巧 おがが々 六 千 巧 レン 
テン マグタ をみ 化み、 化の 一部 かは ブイ ヒス パンクが 年々 巧 かじ 巧乂 する 利を 金を なつて 巧 込に 
をて るので ホつた。 がろ じ 一九 so が 十二月 一日の 大が 巧々 じょ h 主 地が 巧 巧 付を の 化 入から す 
る 巧：^ みとを かからの が这 とを をが あ 除し、 巧ら ライ ヒス バンク からが々 巧 化に 納入す ろ 利益を 
のみを なつて 巧な じ充 つる こと、 し、 巧 立 巧两も 一九 一二の 年 十一 一巧 S 十一 日を 一九二 巧が 十二月 
S 小一 日に 巧 おした。 「一九二 六 年 湖 化の 抓 巧 大巧 巧な お ホが 巧」 は ライ t ス バンクが 一九二 のが 
からか ム 五十 ケが闽 おれ ホ お 巧の 特樓を 獲 おしたお 巧と して •级巧 とな かとの おが じより、 一九 
二六が四月彻限のか巧大巧巧巧ホニち二巧巧な マ ク のち拂をがを引るけたことからホじた巧目 
でみ る。 


11110 S 實な W 充 《資 # として の« 巧な 巧 « Bit 一 3 



第八韋 ブィ ヒ XX y クの压 x 巧 HI 二 田 

第 S 節 貸 俏對照 表み 析の 本® と 季節 巧 動 
あぴ 景氣變 動の 影 巧 

貨借對 照 おの々 がは 巧 じがを が# のが 態を 巧 おず るに 役立つ にお •之 G い。 が 動態を 巧 おする 巧 
めには 巧な 計 巧 来を かがしなければ だら ね。 化 本は 巧 借 巧 照 ホが ホ ーぶ 時點 にがけ る 巧 菜の 財 巧 
巧 おぶ びを 本が 態を 巧 示す る 一党を でぁり、 巧を 計 巧を がぶ 一を 期間に がける 化 引の おおを 巧 示 
する 一ち おで ホる ことのが 巧から 生やるな 巧の 餘 結で ホる。 これ 巧が ホは 互に 補 化しな ふらので 
ホり、 をれ 巧 巧に ては がをお# の ザ應を 十々 に 示す 能は じいので ホる。 化に 巧が々 祈に ょつ 
て 或が 菜 9 みかを 巧捏 ずるな じは、 巧 借 お 照 おと 巧 益 計 巧 おとの が 方を 使用し なければ ならの。 
がむ どもな には ラィ ヒス パンクの 巧を 义び 資本の 構 逆を なおし •其 化 動 性を な 出し、 おを の お 無 
をを をし やぅと 卞 るので みつて、 其な めじは 巧 おお 照を を々 がして かを 比单义 はげ 態 比 ホを 巧 出 
し、 之を 史的に 比换 する ことじょ つて 目的が 巧 巧され ると 考 へられる からで ホる。 



巧 借 巧 お ホの みがに をつて 巧な しだければ なら ねらのは 巧# ホの 李 節 的 及び 致な 的 巧 動の が* 
である。 

巧 逸では 化の 多くの 闲 々にがけ ると 间巧 じ、 W ホを なつて ホ 巧の ま 巧の 化# 口と する 巧 巧が ホ 
る。 をれ 化、 ー ヶリを 述巧 すると’ お 巧 ホ ー巧 巧 前 巧から、 かがを なじ 充てる 爲 めに、 ホ おおが 
の 化が や、 巧が 附 なかの 要 ホが がかし、 且つ 外闲 なおの 資物も 多く 現れ、 民 脚 鉛 巧は 栋く巧 巧の 
手形を ラィヒ K パンクに て 巧 おし、 之 等の 巧 巧 おおじ おおす る。 於な が 巧から お 巧の おが 巧な 颗 
がおかす るが、 月末 じ をれ が 巧に がかして、 お 巧が 化 姐な が 著 巧し 其 巧の 坂な 额じ 速す る。 がし 
て 巧を 越す と‘ 民閒か 巧に がける 巧な が おゎ、 巧 化が 阿 化されて 其ず 許が 潤 巧と なると 化 じ‘ ラ 
ィ ヒス パンクの 巧 曲な も： 冉割 手形の 支が 期 n 到 巧 じょ b 、 巧の 巧 一遇 じな 速に 回 化され、 をれ か 
ら巧 S 巧 ホまで じがが し •お 巧が が 姐が もこれ と ホ 調を みに して 收 おする を 常と する。 

おじ ーヶ 年を 通がず ると、 巧 巧 能 巧のを も乂 G るは 年末で ある。 抑々 巧 逸 じは が の 乂節ホ 
が あつて、 其 巧. 华 ホが 李には がが の 支が 巧 ホの 外 じ クリスマスの 巧 巧. 北 おが あり、 义 多くの々 
菜 ホは 年末を 巧 巧 日と する から、 巧 菜 巧 かが 巧恤の 巧め 9 貨巧 也： をら あり、 巧 じが 一打 ホに がいて 

娜古 R 借 »M 巧サ析 3 本 K と illii 及び 录乂 巧 _二 五 
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それが おしい。 ホに か 巧が 化 ホな は 年 ホに まつて をが 额に违 する。 をれ に ホいで々 巧 ホの 馈 そに 
がける 巧が お： をが 大で ホる。 巧 李に け 商工 菜の 方： わから 贷 おの 巧 ホが ホろ t じ •巧 業 か 收巧物 
じ おすろ 巧 巧 及びが 巧 支 巧のを めの 巧 出を お ホす る 巧が 夕巧じ 上る。 化 之、 常態 じ 於いては 紫 物 
や、 おおや、 羊毛な どの お 入 じより、 巧 か支拂 のをめ の 货巧瓜 おも 化 任で ホる。 これ 等の がが によ 
b 化 李 節には をな ホ 巧に も、 よた ライ ヒス パンクに も 多 巧の 巧 曲 巧 ホが 現 はれて 來 るので ある。 

巧化需巧の旺巧^^る巧じホ6ては、、化けの仪なに巧すろ举備の蔚合がおしく化下する。 而して 
な 無 巧が が おする にが ひが 備 ホは 漸ホ 快な し •おには 其 割な が あ 化のを を さを 示す まで じ まるこ 
とが ある。 化に ライ t ス パンクの 遇 巧の 一二を 化て 直 もに ながの がを 狀 おを 論 やる がかき はを < 
無謀の おでみ ると 巧は ざるを なない。 

ライ t ス バンクの 年報、 卽 ちみな 贷借封 おを じついて ち时 巧で ホる。 上述の かく 巧 巧 巧 借 巧 巧 
ぶは ー ヶが中 じがけ る 货巧需 おのを も强 巧なる 日た ろ 十二 巧 S 十一 日の が 巧が 切 化 じ 巧け るな て 
の おを の 巧が によつて 作 化される ので あろから、 をれ のみを 化て なけの 平 索の 巧 態 も ホた 巧の か 
しと 速斯 しては なら だい。 か 之、 が# ホ じ 於け るが おながに 伴つて 化 だのが 巧が 巧が 巧し く 冷 化 



する。 ピグ— の 云 ふか^ •みなは お； 巧 巧の 朦因 とけを ゆ 難い けれども、 其 あ 巧で ホつて、 を氣 
の 上み 又は： 卜降 じは を じお融 側の 獲 動 がげ つて ゐ る。 卽 ち生產 のが 张 甘ら る、 じな じて な 用が 巧 
化し、 致 おの 絕 のに 速して が 巧の ま 拂が備 ホが おおまで 巧 少し •生ま あ剩 のが おじ 近づく おじが 
け 信用のを 速な ろ 化 祐が斤 はれ、 生を 巧跟の 巧を 阻止し、 之を 裕小 せしめ、 ななが 下がして 化 巧 
の ホ 巧 じ 至れば な 行の 巧が おを が お似なる 巧を さを 示す までに 增 かする。 而 してが 行 おな® 巧 も 
例外 だしにせ おの 絕巧 にがいて をが 额に上 b •赏站 の 下降 巧 じな かしてを 巧の 巧 じは が 化 颗に下 
る。 致 巧 六十 年 巧に 巧を じがいて 現れた ろが お 鞍 巧は ホの 巧り で ホる。 

上 井 巧 K 1 八と 一 —— セ S •八 〇 —— 八 二、 八 八！ 九 〇 •九 五 ！ 九九 •一九 〇 ぶ —— 〇 と • 
0 化 —— 一 一二’ 二 五‘ ニ セ —— 二 九 • 兰の 

:卜 巧が H 1 八 セ S —— と 九 •八ぶ i 八 六 > 九 一 —— 九 二 •一九 〇〇 —— 0 二、 0 八 (一巧 —— 
一二 云 J 1 六 J 1 化 —— 

右の 六十 年 巧 じかけ る 政乂塔 動を 乂觀 すろ と、 か 二 4 •が おが 閒 とすろ 巧义巧 巧を がする を 巧め 
がる。 卽ち 一八と S がから 一八 九 四が までをが 一巧と し •次に 一八 化ぶ 年から 一九二 一一 年までを 巧 

第 云！ I R 翁 »1| 表サ 本— 4 ザ 節 々び 《献 •動 《お« H 互 セ 
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二 巧と し、- あに 一九 一内 年 がら 一九 一ー ニニ 年までを を一窃 とし、 其 巧を 巧 四 巧と すろ を 得る ので あ 
る。 巧 一^は をみ じ 巧を H 集が 不振 じなり、 ホで 裳 案じ 及び、 § 並 じが 子が 巧 下した が、 共 巧に 
一較 のな あが ホ 面目と なり、 ホ 巧 じを 本が 蒂巧 され、 お 術が なを 甘ら れ 、を 本 ホ まめ 經 ホが 漁が 
化 立した。 巧 1:1 巧は 巧 逸の 巧满 ホ 活 じがけ るを 巧 期で みる。 巧逛 工業は 巧謹關 巧の 下にな t あ ホ 
し •が 巧ぶ ぴが 子は 巧 かし •生 ホの 巧张 巧に 巧 はれ* 資金の 淹巧 巧大 し、 信用 制度を しくを 速し 
た。 巧 は 世 ホ 巧 巧の 勃 巧に よろ 恐 化 じ 始ま b 、 をれ から イン フン— シ 3 ン 巧り •胳化 問扭と 
巧巧閒 題と が 巧 ホいで 巧 頭し‘ がが-^ の 不安ぶ •信用の 巧 ま、 を 本のみ 乏巧 によって 巧 業 ホが ホ 
だな 舆の茲 巧を おめ ざる 內じ未 曾 巧の* K 恐 化 巧 ホし、 外闲 短期 资 をのな がなる 引稱げ じあ ひ、 な 
な 機 M は闭 巧し •巧 工業は お々 化なん、 失策 おはを 人口の 一巧に 上ろ とな ふが 巧 じ 立ち まった。 
巧闽 巧は e ヴ トラ— のを 巧 じよ b 人ム ー巧し、 ネ指モ 菜 政 巧が お々 巧を ホし、 设满が b かじ 向 ひ 
つ、 ホる。 

ライ ヒス パンクの 巧 巧は かおを W 能；^ らしめ •又は これを 制約し つ、 巧 けられて 居る から、 ザ 
貸借が おおじは 其 時々 の お 巧が 反げ して おる。 化 じぶ 一つの 巧 巧 巧 借 勤 おな のみを みがして、 を 



れが同 巧の な 巧が 巧の 典 巧 と考 ふるが 化き ことは か 論 誤 b である。 巧く、 シュ マグブ のを ふ 
通り •々がすべ > を 業が 典 へられた ろ 耽 お 進行の 測 巧 中 じかが じ 巧 速した かを あが じお查 し、 巧 
る 後に を 巧と 其々 巧の 結果 じついての 巧ぶ 的の 批巧 をな すべきで ある。 

第 四 節 資產稱 成 

巧 巧 巧 照 まの かが 的が おに 巧 化^ あすろ ホは、 を ホに 於け るが 巧 巧を な 巧と して 之 和々 おし' 
岡ぶをホ‘ 流おをを、 おお資ホのーニ巧とし、 巧直の化率をお討するを常とする。 蓋し滿を^^る饰 
巧 巧は が 菜が 巧を に 巧 巧され る 巧め 巧め て 大切で ホる からでみ る。 间 をを ホとは 巧 業 おお 中、 が 
を ほの 內に 留まつて みく 使用され ろが 巧のを をで あろ。 巧 動を をとは 巧 莱お紛 中、 常に 轉 々流動 
する 現を 义び 現金に みへ ぶきを をで ぁる。 流動 資 をの 巧で 現な 义ぴ速 時が おを 速 座を ホ (0 も 0*^ 
を se な) とを 夕巧 巧を をとは ホ 脚を ホを なつて 前が 甘ら れ 、將 巧に がけろ ま拂 をを た： けを 除す 
る ままで ホる。 ホ 的を を •固定 資 ホ. おおを ホの おかは 巧 通じ 之を 资ホ 巧戍 化が と 云 ふ。 

第 Mlt 責麻 《ホ さ 二 九 
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ブイ t ス バンクの なお 巧 おおを々 がして、 里 巧 おすべき 速 座を をは 金ぶ びを 务ホ備 適 か外闲 
爲 を 有 高で ある。 一九二 一 一年 ホのを 有な は 十一 巧よ 千ぶ マグク であつて、 なを ま S 十 セ 促】 モ九 
百 巧 マグク のの S 1 •五％ じを る。 がるに 一九二 四 年 ホに けを 及びな ホ 巧が 適が のか W 巧 梓を な 
(を a 巧 巧 《 表に*。 では ホ 度 巧ヶ含 ゃの 巧# 準 •にか a でた る 麵と外 W 紙 麻 W なのかれ 巧のを がは 十值 一千 二 巧が 
巧 ブイ ヒス ►グク に 減少し、 巧を ホ网 十八な 八 千 巧 ライヒ スマ グク にがし、 約 二 0 •と％ じ 化 ド 
した。 其を は漸增 し、 一九二 八 年末は 金 有な 二十と を 二 千 九 巧が 巧 マグク となり、 發 お ホが 適格 
の 外 田な 巧との かが 二十 八な 八 千 四百 萬 ライヒ スマ グクじ 上 h - •おを 產 六十の 值五千 1 巧 萬 ライ 
ヒス マグク じを しめ 凹 阿 •六％ にが 增 した。 巧る をのが がは ライ ヒス バンクの おか 上 未だ ザて な 
ざる 巧の 出ホ举 でみ つて •其' 主；^ る 原因は 割引 ホ 合が ーヶ がを 通じよ ホと を ふが がを 巧持廿 しと、 
其 外 じ ホ や 巧の ライ t スマ グクに 封す るか 巧が 法を-か 巧な 下 じあつ たこと におす るので ホる。 翌 
一九二 化. 年 じ 义 ると 早をから じ 化 じ 尊 巧 おみ 巧が 巧 かれ ャング 案を 巧趙 として 討 巧が 始められ、 
巧ぶ の 巧 助の がを について 恐怖を 生じた からま 本 巧 おを 企つ る ホが 現れ、 ブイ t ス バンクは か 止 
策を！！ じて 巧る 巧に 一九 S 1 年のを 巧と なり、 か 曲 巧 資の引 « なにして 金は 滅少の 一巧を をみ、 



村 年と 巧と 日に 斑が 姑は の おを 巧 備のボ かを 化袭卞 ろの 巧議 をな し、 一九 ss 年 六月 十二 日 じは 
巧な5^おお^|^の惠功一わはをながる巧がい口泛 020"Ngegen Vcrrat dcr DSSCIlen volkswirtschaft) 

を 公 ホして 巧され たる 外 w か ホを 申 かせし め、 退 巧の 外闻 をが 及び 金を ライヒ スマ^クに 交 巧す 
る こと、 した けれども 、僅に 一な ライヒ スマ グク のな ぶび 外阴 おおみ 将 たるの みに て •一九 S 六 
年 ホの かきは 兩 おのか 計よ 千 一 一巧 二十が 巧 ライヒ スマ グクに 化 下し、 な資 ホ々 十九な 阳 千ぶ 巧が 
巧 ライヒ スマ 八ク におして’ 巧に ーホ餘 にお ざ ざろ じ まつた。 速 座を ホの がが おくべき で ホる。 
併しが がの ホ 内は 外を の拂 巧し にみ るので ホる から、 巧 巧の 巧 か 支が 能力の がかには 非 中して‘ 
夕つて其巧力が刚がじ；^つたのでホる。 . 

ならばを ホ 中で がが が ホじ增 化した かと 去 ふに •それは 化 勒巧ホ 中 S ホ お 化び 小 切 ホで ホる。 
手 おぶ び 小 切 ホは 內 W 手 お 化み W 小 切 ホが 大部 かで ホつて* 其 外に 発 タザ 備寶 かなき 外 W モお及 
び 小切手 もか额 なまれて 巧る が、 それが 一九 こ 一一が 末にが いて 十四 值九 千な マグク 、巧 資ホじ お 
し 四 巧が にがつた 。一九二 阳 がな ホは お濟 ホの 巧 動に おじて 巧が ぉ示しつ、 I 九 S 】 がのを ぶじ 
な 巧し、 巧に ナチ ス のをが に 入つて から 巧 かの 上に 巧 かを 巧ね、 一九 一二 六华 ホには 五十 巧な 四千 
uni ! 資 麻 禱 度 田 S 
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19 け 年 ハ 巧 A ▼み ク； け 24 年な 巧 一 單化 百 萬 ブイ ヒス マルク 
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畐 II 

と 巧が 巧 ラィヒ スマ グクに 上 
り、 热をホ 中のと 八. 阿％ を 
みいる に まつた。 斯る增 化は 
ナチ スか 巧の 巧 巧に ょつてを 
巧 せらる、 が 品が 巧手 お义び 
巧 侦則速 手 おの 所 かなが 巧 か 
したからで ホる。 これにな し 
がが 附巧 かや、 かが 巧が ホな 
は 著しき 增加 お示さ 中、 巧に 
前 ホに 一九 S 叫が はホ渐 城し 
て 巧ろ。 

岡を 巧 ホ 中の ホなる ものは 
止 地を 物であつて、 一九二 四 










が じ 其 評 巧を を 巧つ たが、 其な がが として 一二 千 巧 ライ t スマ グクぉ 計*^ しなを ホの 巧 かじが ひ、 
をれ じ 巧す る 巧 合は 化 下して 居る。 

巧く のかく ブイ ヒス パンクの 巧な する 金 及び 巧 ホが 備 適が の外闻 をを がが 巧し、 手 お及び 小 切 
手が 著增 した 事資は 同行のを ホな 戍ま替 すべき 巧 化で 畫 。を 巧び 巧勞 ホ備确 格の 外 闲巧巧 
は 所謂 r 規挣 流動 巧」 ( BarHquiditat ) じ 巧す るか ホで あつて、 何時 じても おかちが じ 使用し 将る 
ものであるから、 をれ わさな じ 巧 おすれば が 制 維持の 巧 巧を 巧ず じを みで ホる とかじ、 一 闻の巧 
外め 巧 巧 力を 巧 固 じする 巧 巧 ともなろ。 何 化かと 云 ふじ、 な祥巧 巧の 一時的 脚-ホは 銳き巧 引 巧 巧 
を貨 行せ 中と も 金 又は ル W 沒 巧の 化 用に よつて 之を 巧 止しが ベ'^、 又な 速 じち 额のお 入を 材 をぶ 
巧と する 巧 合、 金义 はか 内な おの 化 用に よつて 其 目的を 巧 化し 糾 ろからで あろ。 されば 金 及び 外 
两巧 巧は 一 阅の巧 かめ ザ備 をが とら 郎 つてよ い。 然るに をれ が 近が おしく がかした ので あるから • 
ブイ ヒス バンクが 巧が 巧 巧 安ぶ の 巧め に 巧す タカは 诞 巧を 加へ 》 外闽 巧が 巧 巧を な t 强 化せざる を 
がない ことと なる 巧で ホる。 化么 、巧 おの お內 が 化は ちとして 巧 おのを 化と 闻 はの 信が とじが か 
する から、 ライ じブ パンクは みあを が 化し、 巧 巧と をとの 速 おを 巧 おした る々 》、 巧 おわ 址の讲 
第 S « * ♦成 巧弓ユ 
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節 じついて のをむ も 亦たち だ 多い 吿 でぁる。 

よた 手形 小切手は 金ぶ び 外 W 巧を じ ホぐ 第一れ な勒 せの 化を とおめら れ るので みるが、 併しず 
おはな々 にして 滿 期日 じ まつて 支拂 はれ 中に、 巧手 おじ 蒂巧 へて 巧 曲を 巧 巧す る こと もみる から • 
このが々 は •其 巧 巧に 巧いて、 ホ 形の おおを 浆 へる お 抑 信用で ホる こと^ ドグプ .ス .ヴ ，ヶ y の 
一友 ム iSM ' で ホる ( Bank-ArchiA 】 九 ミ 八 年 十二月 I Han 文ず 而 して ブィ t ス バンクでは 回 化不確 寅よ る 
化 植は么 を 別 じ 巧 巧巧權 (eber 巧邑 巧 Forder 旨 gen ) の 巧 目に がいて 計上す る こと、 してち 5 が • 
夕 巧の 巧 巧 巧 權は化 巧を 巧 目 じ 計上され たるを 巧よ b もがち 多いで ぁらぅ とを はれて^ る。 果し 
てなら と 甘 ば、 上な のかく、 手形 小切手 巧 あ 巧の 巧增は ブィ t ス パンクのを ホ 巧 動せ が お化し* 
をを 回轉 率の 滅少廿 る ことを 示す〜 ので ホ b 、 同時に 中央 巧 行と してを なの 最後の 巧みた る 巧 巧 
を ホすべき 實力 がな 巧し つ、 ホる ことを 語る もので ホる。 

第 盡员倩 構成 



ブィ t 义 パソク のみな 巧 目の 巧で 巧 ホ 持じ屬 する ものは、 一、 纽 巧が な 巧 巧、 ir お轉巧 引を 
巧 今ー ニ、 無が 息 巧を の 一二 巧 目で ホる。 

ホの 巧、 な 巧 ホな 巧额 をみ ろじは 巧 巧を 見る か、 •ホは 巧 巧な 借 おおを じがけ ろ 負 巧 巧 目た るな 
をに 供が せる 织 巧が 巧 巧の 內 から、 資 ホの 部の 自 巧な 巧 ホ 巧 巧 あとな 巧 不適の 巧 巧 ホと を 巧 除し 
たる 巧 商を 見る ので ある。 お 巧 夕 化通额 はを がな 巧の々 的のを も大 なる 部み である。 お 祥化引 ホ 
巧 金は 鉛 巧 おに ホいで ながの 大 G る 部分を みむ。 お 利な 巧みは 巧みで みる。 迅 巧は 化 巧 ホ， V か 巧 
して 「其 化の 巧 求が 巧み」 なる 科目 じ 計上して をる。 

お 食 化 S 內で巧 求が 巧 巧が かが 巧の 部々 を* わろ かを 化る 爲め •前ぶ じ 巧す る 後 ホの 化 ホを 巧 
巧し ょぅ。 

一九ニ ニ 年末に 於け ろな 負仿は 一一 一十 屯 ほ 一千 九 巧ぶ 十が 巧 マ ク であっ たから、 か 巧 ホ ホ 巧 巧 
の 二十 五な 九モ S 巧が 武マ グクは 巧みよ 朔’巧 化の 巧 ホ 桃 化 巧と 化 九 千 S 巧が 巧 マ 作 クは約 ニー- 
五％ にを る。 ラィ ヒス バンク 改逛な ホ 級 巧が が 通额の おも 化 結廿し 一九二 巧が 末にが いては め w 
お、 其 化の 巧 ボ拂 巧が がか 一六. 八％ であ 6、 其 化な 化が 网一 - w % じ トーった。 斯く のかく， み 化 

策 お » « 構ぶ 内内 五 



»八 章 ブイ； パンクの 巧 K 巧 吕 

負 伉が 巨额に 上つた 所な は レン ブン な 巧からの 借入金 四な 五 モ六百 五十 巧 ライ t スマ グクが これ 
にか 巧され てゐ るからで ホる。 其を かが 券が 通 额は渐 巧して 一九二 八 年末には 四 九 so 、 一巧 巧 
ライ t スマ グク となりて のと 六. 二％、 み 他 巧 ホ拂巧 巧が め 一二. 六％ を 示した。 お 一九二 九が ホ 
の おが お 流通な はかは 巧 化して 五 0 四 兰、 よ 巧 巧 ライヒ スマ グクじ 上. 〇 巧よ と％、 共 他 お ホ拂化 
ぶが の 一 1 .六％ となつて 巧る。 爾後 お 巧 おが お额 はが 少して 一九 S 二 年末には S 五六 〇、 五な 
.巧 ライヒ スマ ク となり 、 I 化 ニ ホ 年の ホ 逆 巧ょ b も 下 « つた。 1 化 二 I 二 年 ホの 比が は 巧 巧が が 
通额 がよ 0%' 其 化 お ホ 巧 巧みが 九. 九％ でぁる。 一九 S 五 年からは 其 化 巧 ホが 巧 巧が お 巧し • 
闷 年末には 一 0 S 1、 八ち 萬 ライ C スマ グク に增 化した から 其 比 单ーホ •五 かとな 6、 な 巧が 嫌 
通が の 比率は 六 八 •四％ を 示して おる。" 

お 行 祭は 巧が 化 巧の ホ*! 貨出 と金 •か W 爲を あび お 巧 おがの 買 入と を 通 おとして 巧 通す ので ホ 
るから > をれ ずの 巧 巧 じ 伴つて な 巧 ホが 通商は を 動す え 巧な の お# ホけ 巧 前 ミで 巧 段を 上る が 
かき 步調 にて 西 おな 巧 達を 巧が たので ぁつたから、 な 巧 おが 通な もホ大 にが 加した。 か 之， が两 
に 長が のをぶ びか W 爲 巷を 巧 入れた る ことら 巧 巧 ホ 增 化の 巧 因を；^ した。 而 して 特に 巧を なみ 巧 



年末 貧 伉れ なぶ 

19 け 年 ハみ 化 百 巧' r* ブ： け 24 年な 巧,、 
ホ 化 百 巧 ライヒ スマみ ク 


年宋 

ぶな 

巧 お古 

宙巧庄 な 

巧 わ 巧 
巧ん 巧 

K 化 お 本 
巧 巧 巧 

It 化 a 巧 

1913 

180々 

7 化 0 

むれ 5 

のん 1 

b2 •夕 

1924 

9 も 0 

0,9 

1941.4 

820 夕 

202 ん 1 

1925 

122 ぶ 

185 ぶ 

2960,4 

が 7ぶ 

がり 

け 26 

122*8 

237,1 

3735,5 

648.1 

174.2 

1927 

口 23 

2 巧 ,4 

4564.1 

77 も 1 

28 い 

1923 

口 2 ぶ 

284,2 

4930,1 

816,1 

298.2 

1929 

口 2 ぶ 

3 巧 ,6 

5043,7 

755,2 

293,2 

1930 

122 ぶ 

37し1 

が 7 も 3 

が! ぶ 

323,6 

1931 

け 0,0 

337,3 

が 巧ぶ 

75 が 

850,5 

1932 

け 化 0 

417.4 

3560,5 

53 も 8 

745,9 

1933 

け：) ぶ 

473,2 

364 ん〇 

63 も 8 

2 じ .4 

1934 

け:), リ 

が 2 ぶ 

3900,6 

98 もろ 

37 も 2 

1935 

け： )ぶ 

がし 1 

42 が, 2 

103 し 8 

302 ぶ 

1936 

150,0 

473.6 

4980,1 

1012,4 

329,5 


はお 単備を 巧の 膨 眼が お 火で ホつた。 

無が 俯を がの 膨脹は 化成 因が 巧 出-無 巧に よろ がけが 流通 额の おかと ル 额巧お 船 喪に よろ み 巧 巧 

備磁 かとに がすろ ので あつて、 をれ が お掛的 
に 現 はれる のでな くして、 鲜 利が だしく、 瓦 
つ 其 鼓な 额と 圾化额 との 閒 きが ザ G り大 い。 
著し vr- 例を 擧 げろと、 おが 備を 巧の 最な额 と 
な化额 のをが 一八と みが じは 二 一九な 巧、 一 
九 00 がには 五 四 0 巧 巧、 一九 一二 年には】 
so 五 巧 巧 マ グクに 上つて 巧る。 巧く のか 
巧著^^ろ勞勤は經濟ホに於ける巧お淹裝の掛 
巧を 反映す る もので あり、 巧 利 烈し > に 從ひ 
がが は迪巧 化 巧に 苦' むを かふ S ことち ふよで 
も；， 本い。 尙は無 巧備當 巧の 胺 おせる 巧は をが 巧 巧 (金貨 义び捕 助貨) の 化 姐が も膨 化し、 且つ 振を 
第五 節— 债 禱 成 n 呈 
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化 引も增 化する。 み* 巧 お 巧 逆 巧の 增 かは ホ 巧貨巧 •巧に 捕巧貨 おの お 巧が 增大 ずるからで ホ b- 
巧祥取 弓の 巧 化は 大口の 巧 引が 化 方法に ょつて 巧涛 される からで ある •がして 巧 0 巧には 巧を を 
現金に て 引出す こと も 多い から、 ライヒ こ ンクの お 裤化引 先 W 金は がかす るので あえ 

ライ ヒス バンクの 续 巧が は 化 ホ 大巧 前までは 要求が 巧 巧であつた。 併し 大膊 のが おにょ b 巧 か 
が 停止され I 九 二 四 年 十 巧 十一 日から 巧に ブイ ヒス マ 八ク巧 巧が 巧け されても かは .ザ 巧め こ 巧 
钱 停止を 巧け て ほる から •巧が に 云へ ば、 么を巧 ホが 化 巧と 巧て はなら 0。 また をれ が 巧 ホが 巧 
務に非 ざれば こそ •ライ ヒス バンクは な 斤が 巧-わにつ > み设 びか 闲巧 巧の ザ倪 巧を 衍 巧し 得る の 
であろ。 

一九二の 年 八月 ライ ヒス パンクな 进の 巧は ホピ巧 化を 超 ゆるが マグク ホが 化 通して 巧つ たけれ. 
どら 同年 九 巧 一二 十け な 後が 巧 だを 止し、 ぶ 十一 日から 巧に ライ； マ； がを 化 化 甘し め 
たので みえ かに 裘粹窠 に化述 すろ 铅行 がは 5 グク 祭と •前 革 一 早 育から 巧 巧され 

た レンす ンな巧 夕 と •をして 巧 煤 巧が じろ ライヒ スマ グ クタとの S 巧で あ 6 •化 方 的 じは 化 ホ 巧 
おな 巧 巧 一打の » 巧す るぶ 斤 がら 油 用して ほつた 譯 である。 而 してが マグク おは 巧に 一九二. 一二 年卜 



一巧 二十日 巧來其 I , 化 マグク をな て 一な マグク とする ことを なをされ てゐ たが、 吏 じ ブイ t ター 
ンク巧 事局の ホ 示 じょ b , . 一九二 五が S 巧 五日み なつで、 一 化 巧 マ グク對 ー ライヒ ブ ►グク の 巧 
合の 下に 之が 巧捷引 巧^を 巧 ふこと、 し、 且つ 同年 六月 五日み なつて 黄、 肺 制 通用 力を 失つ たから、 
爾來み ホ 述巧窩 U 美滅 し、 巧 代りに ライヒ スマ グ クタの 巧 通 离が巧 化した。 ライヒ スマ グク ホと 
おにぶ 通す る レン テンが 巧が がが 巧に 上る かと 云 ふに、 ー ヶ 年の 平 巧 流通 额が 一九二 四 年は 巧 十 
と债 •一九二 五 年が 十で 僚餘* 一九二 六が が 十二 债餘 とが 巧して 巧ら、 巧 じ I 九 二八 年には ブイ 
t ス パンクが よ 千が 巧の レン チン マ グクを 巧 巧 巧から 引 巧げ、 が额を レン テン 绍 巧への 巧樓 とし 
たから、 なじ レン ブソ鎮 巧# の 無 被なる 化 おを 巧た。 卽ち 1 九 二八が の ホ 均が 通 巧は お 巧 六 平， 
一九二 九 年な 後は 五值 まを 巧つ たので ホる。 ホ も 一九二 jo 年 六月 ホには 巧に ライ ヒス バンクに 引 
巧げ たる レン テンを 行 ホを 巧び 化 通界じ 巧した けれども •レン チンを 巧 側の 网化 巧が を々 進 ホし 
て 居る から* 一九 S 1 がの ザ 巧 化 通が は 前ょ. 〇 も 化 じ 二 千 巧 レン テン マグク をが 加した るの みで 
ホつ た。 おして 一九 年の ライ ヒス バンク お 行が が 巧 流逆额 はが じ 四 億 まを 巧つ て S な 九 千が 
巧に 下る と 云 ふ 巧少お h である。 レン テン 织巧勞 の 间收に 代つ て ライヒ スマ グク缘 のが 加が 現れ 
策 五節 K 巧 《巧 内 ミ 
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て 居る 宵で ホる のにが は 且つ 巧く のかし で ホる。 

ホの 巧 おを おれば 巧制改 ザを のな 巧が ホ 巧 巧は、 巧 前 じがけ ると 同巧經 賣の进 巧に かつて 
巧る とを ひ 得る。 がち、 大 ほじが いて、 一九二 九が までは 巧が ホの 巧 典 卜な乂 の 上み とに ホつて 
巧が 券が 述额が 巧 化し、 其を の 恐ぶ かじ 巧 かの 一が を 進み、 一望 一四が に 至つ て 巧び 增 かじち 
たので ホえ 增器 中を U がい T 一九二 六 年 S 巧 巧が ホつ たけれ ども •薰に ホを 一千一 音 巧 ラ 
ィ じこ； に 上る を 9 流 系 ホり’、 をたら 一一 一年に W ゎ 念 巧 入が 想いた から •供 一行が 增 化の 巧 
勢 じ 鼓むべき をを 現 化しな かつた 而 してみ まの •窝じ 巧ず ると、 缉 わがが 蠢が最 巧が じを 
ずるのは なか 氣 のを 後の 年で ぁり' を 化 おじ 下る のは 巧 巧の 鼓 巧の 年で ホる が、 一九二 九 年から 
一一 年までの 巧 巧に がいて は 注目ず る じを る 例外的の 現み を ま 的し、 巧 化 巧间に 左つ てな 巧赛巧 
巧ががな々減かし- 其试かの耗おら亦た吉年两に十五化と云ふホだ巧ておざろ長がに义んだ 。 S 
し巧轉 のな 化は 従 巧の をれ とは 性-巧を 巧に し、 先 0 を かじな が じ 巨が のか W まなが 引 巧 げられ、 
巧いて 荫 化 ； SS 巧 お： •養 エ 菜の 篇小 •《巧 苗 下. 巧が 苗 麻 等が 糊が ぅて 現 はれ、 爱 ホの 

るげ たるれ > が睡 めて キ 巧で ホつ たからで ♦る。 面して ラィ K 义 パンクが をぶ 克脈 W 爲 めじ 备植 



のな 巧手 おの 巧 入れを せめてから お 巧 ホ 巧 巧 巧は 增 かの 倾 向じ轉 じた。 化 巧 じがけ る 銀 巧 巧 巧赛 
の 化 巧に ついて ライ ヒス X ンク巧 岡 r インジー デグ (Dr. Einsiedcl) は 曰く •「若し 他方に がいて 
巧おの供がが巧^6巧をじなれんか、巧おホは閒おにホをなるお！！6ホ巧となつて現はれろでみらぅ。 
化 おおは 辛 酷な ろ 恐 巧の なに 来る ので ホる。 …… 巧 かが じがいて がな 的 じ サ行 サるお 用が 张 めぶ 
は 巧 « 巧 速ず のな めじ 巧 化を*",* し •又 か 巧は W 巧 力の 巧を について 特別の 巧 巧が ホ じたけ いど も‘ 
巧ず る 巧 •巧が ホを あ 巧の 化つ 自 がの 地 化に 巧 ♦せしめん とする々 力に 外ならぬ」 と。 

次 じ 「が 化の 巧 ホ拂 めが」 を おろ じ > 巧が のかく、 其 巧を はお 特化 引 化 巧を とみが なが かとで 
ホる。 巧を 化 引 先 巧を (を tha す。 dcr oir?k 呂 をろ は 一を 亢 がまで お 辑 化が 座 化が おがを 
(oluhabcn d さ Giro-unti IContokorre ミ glaubigcr】 と 巧 ばれた もので あつて、 化 引 ホ ホち のがが：：： 

化 巧 商は 現を 入金. 化の なぞ 巧 目からの お韓 •化の 板を 口 化からの 付 巧 じょって 作られる 八で ホ 
るが、 其 內で间 一织斤 巧の 巧を 口が 相互 巧の か 巧は 巧に 同一を 巧の 巧 おおを 祥 へる だけで ホって 
ライ t. ス バンクの 巧韓 巧を 巧を 增巧卞 る こと、 ならない。 ライ ヒス バンクの 振 辑 巧を 巧を 增 化す 
る ものは 現み 义 を-化の 巧を 巧 目からの お 辟 •化 お行から の巧么 •化か 行へ 化 巧した ろ 化々 なの 

霞 五一 1 X ff 禱 成 ， E£I 



« 八 章 パン* 《曼« «玄二 
る 入 •化 巧 巧 巧を 巧 度の 巧み 巧# ずで ぁる。 

現を 入を は をれ だけ か 巧が 乂は滿 巧 巧の ホ 巧 额を巧 小す る •化の 勘を 巧 目からの お辖* が も 手 
お 小切手の 割引 や •潇巧 かじょ つてな 引 おにが 巧すべき を额の おお* を 入、 又は 外 W なぜ 化み が 
粧 おを 巧 化り、 其 お 巧を お替 へたる 巧 合に 於て は •化 巧が 又は 巧 か 巧の が 迪额に 何ず のが 巧を 舆 
ふること なし じ、 おお 巧 引 化 巧 金が 巧 化する。 化が 一打との 痕巧化 引 も ホた 村が である。 而 してを 
れが 現金 じて 引闲 さる/' じ 従 ひな 一行 おが 通 巧が 膨脹す るので ホる。 化に 乂 ほじが いて 投 お 巧を の 
增 化する 巧は か 巧が が 巧 ホし、 おおが が 膨脹す る 巧は おを 巧 金が 巧 小す るが 向が ホる。 

ラィ ヒス バンクの なが 巧 成を がな すれば、 巧 前にが いて お 行が ぶび おが 巧 お 巧の 巧が たる 巧 ホ 
拂の化 あが お 巧が の 九 割までを みめた のが、 一九二 巧 年の ラィ ヒス バンク 化を 化は 巧が 合を 低下 
し •巧 巧 船 おのを も旺 巧な りし 一九二 九 年 ホ じがいて さへ、 八 割 八 ホが をみ わる じあぎ や、 一九 
一ニ ニ 年め 银巧 券 巧述 なが おもが 少廿 しおにが いては 巧 おな 八 巧 じ 速 甘ざる 巧が となら、 其 化の 卽 
時 ま 巧を おせ ざろ 打 化の お 合が 巧 化した から、 其 巧ぶ にがいて 巧！： り货行 上の なみが 巧が された 巧 
でぁる。 巧に、 な 巧 券のを みが 止の 巧 行は 巧 ホ 巧が 辕の 固を 化で ぁゎ •化つ 度 格なる 巧 巧を 巧が 



貨 施され 》 其 、化ち 巧 巧豫 巧を (stillhaltcabko 日日 さ) や •巧 外ち 巧を の w 巧留 巧の か Ys をのが 闲 
を 巧 止し 或は 鞋 なすべき 多くの 手段が 讓ぜ られて 巧る ので ホる から •お 化 巧 目に 巧す る 巧 巧 ホ 化 
化 (尸 ぷも dita な vorsrge ) も 亦た 大 じち 巧され ると 訊つ てょ い。 これ 等の おに 今 口の クィ ヒプ パン 
クの 巧みが 伏 巧 するとななければ ならぬ。. 

第 六 節 資産ち 债の 相互関係 

を 產と負 巧との 相互 曲がを かる 上 じがいて* 最も ま 巧篇 甘ら る \ ものは 巧 巧 比 ホで ホる。 化の 
比举 (CU ミミ》 を 〇) は 化動資 ホを な 動 巧が にて 除した る 比 ホで ぁつて •ぶが 能力の か 向を 約 巧 
する にお ホつ。 巧に をを の內 でを もが 動 性の 商き 部々 たる 速 座を ホを 抽出し’ これを 化か 負め に 
巧 比すれば ま挤 能力の 巧を が 一 » 正確と なる 浮で ホる。 を 座を ホを 化が 負め にて がして 比 ホを ホ 
むる 方法は 通常 之を 巧杜 が 巧 (Acid Test ) とげぶ。 ラィ ヒス バンクの 巧 巧 巧 照 巧を 巧 かとして ホ 
せが巧を巧ふじ つ いては* 巧がをら巧巧お窟きをホなるやをなをめ；，^ければなら0の でホるが、 

露 ♦節資 tigllo 相互 S . —左己 


第八韋 'ライヒ* バシ； 罢 巧 田 3 
ライ k タパ シクに がいて はお 巧 化 引 先 巧を の 引 曲 じがして はお 一打 ホを 巧 巧して をれ を义 巧へ ばょ 
いけれども- 巧巧巧のか|^1^来じ巧しては必やを义は外田巧なをはつてち满はなければ。らの。 
がして や 巧の 巧を じを 换巧ボ の 現れる のは 金 巧を 闻內 じがいて 使用 せんが 巧め ではな 4、 みかみ 
# じ 充てん が 巧め でみ るかを ホが 巧 止されて 巧つ てら 巧 外 化ち 勘を がま ホ お あと なれば •外 W に 
ク レディッ トを設をずるとか、ホはホををお乂る、等の方化にょつて外«な用を化用卞るので^^い 
化 b •中央 銀げ のをを 現送し. 乂は 外が かがを 巧々 して 決满じ 充てなければ ら妇 。化 じ々 设び 
外 W 島を をな 巧が が 通な じ 巧 照し が 比 ザを なること が 化づ巧 一に 必要で ある。 

巧が 单巧規 ぶを をる に、 一八 A 五 年 S リ 十四日の な 斤な にがいて は •お 巧が 化 通撕に 巧し* か 
くも 巧 S 々の 一を、 述用 する 巧 逸 巧 お • W が 澄を •又は 化を •父は 外阴巧 巧を が備 としてみ が 巧 
に 巧 巧ず べき こと、 ぶめ て ホる。 化 じ ライ ヒス パンクの 金が なにな まる^も のは、 扣 をのを 巧 •地 
を. みび 外 W 傳 巧で ホろ。 化しな 借が 照ぶ じな 巧な として 計上せ る ものは. 一八 九 四が までは 化 
を 及 外 wu 巧の みで ホ 6、 な 巧は 之を 通 州ず る巧进 II 巧 おな にな 巧した。 一八 九 五が は來 がめ て 
右の ra 用す る Ba 巧蒂 J の 巧から 樓巧 巧を 曲 巧 レて 別の 巧 目に 於いてぶ 示卞る こと S なつた。. 



一九ニ ニ 年と 二 s がの かな 巧が 巧 照 表には 化を 及 外圃傳 貨の外 じ 「♦巧 權を投 を 甘ざる せ 外 巧 巧 
巧け の お 有 巧」 (口 estand を r l - nbelas ミ 3 oolddeplot * im > usl ;. nd ) み 巧 示して ホる。 一九二 四が 
な ホは を お 高を み ホ 化が いみと ホ W 中央な 行に 巧け たる かと じ提 別して 計上して 巧る。 同年 八 H 
二 一十 〇 の 巧な 巧 法に がいて けが 俯が をを 一 W 巧 かにし、 か 一打 ホが 通额 におして 少 くも 四 おのみ 及 
びか W な 巷 ぉ苹備 すべく > 其 內で余 ザ 備け少 くも 一二 割を 保 あしなければ なら 0 こと^して ホる。 

銀 巧 ホ 流 あなに 巧す る 余 ホ備の 比が は 上述の 通り 一九二の 年な 來か くも S 巧と して あるが、 余 
保有な のが 试 じげ ひが だしく 化 ドして ほち 卽ち 一九二 一一 年 ホ じがいて は 其 比 ホが 巧 割 五來を 巧 
ぇ、 乂 .か 一打 ホ« 巧な のか もを 巧に 上 b し 一九二 九伞 未に がいても 尙は阳 巧 お ホ 五な を ぉめ て お 
るが’ 一九 S 1 年な ホ 比 半 化 下 其 だしく •九月 未 じは S おを 化り、 みがな のなか 甘ろ 一九二々 が 
ホは ー ホ S がと な 1 九 一一 一八 年末は おに ー ホ まを おつて 僅に 0 •八 五％ じ 巧つ て ほる。 

を巧備 率は 時々 のを お搞 とおが おが 化な と にがおして 资 化する こと 巧く のかく であるが 'みか 
冉 もな 巧 おな 巧 巧 も 共に なお 巧 巧の が 春を 绍 投じを ける ホ 巧の ものであるから 、化つて々 巧 供が 
もちな 巧 巧を なげして 巧る。 

第 ホ 節 g 産 姐 g の 相ぶ 田 か H 左 五 



露 A 章 ブィ ヒ K バ な « 五六 

外 W 巧を は 巧な 巧 法が 一一 十八な によつて これを 金と 间ず じを 勞 巧が じ 充て 巧る ので ぁろ か、 其 
を あは、# に 巧 巧の 巧 巧の 巧に ぶべ たる 通りでぁつて、 詳しく 友へ ば、 外 W 巧 巧 ホ. 巧 两十巧 日 
化 巧の か 两巧巧 巧手 お •ホ H のをな 中ム かじが ける ま 巧 能力 ぁりと かられた るな 巧 じて 外貨を な 
つて ま拂 はる、 小切手 巧び 巧 求 巧 巧 巧で ホろ。 外因を をが 巧 おが 備お 件と してを と 同緣じ ななは 
る、 巧な の ものは、 魚 巧のを 外な 權は 金と 同 巧に 巧 巧の 巧 か 倚 巧い 巧を を 保持ず るに 役立つ から 
でぁるが、 其 上に をとは 巧つて 利子が 附く のでを をの 法 用 ともなり、 外 W お 斤への 巧 金と なつて 
巧る 巧 分は 小切手 又は 否 倍を なつて 巧 かし 得る から 現を 巧が を かれる ずの 利益が ぁる。 

金が 巧の 上に をが ホが 巧が のか 闻 巧を 巧 高を 化へ て. これを な 斤 ホが 通な じ 巧 比する と、 一九 
二 四 年末が 五 お ニ ホ、 適格 外闻 巧を ぞ 高の 巧少 甘し 一九二 八 年末で も 金の 巧 かによ b 五 巧 八 ホ 四 
がを 占める が、 金ら か W 巧 梓 も 共に をな せる 一九 S 四 年な 巧は が 比が も 乂に化 下し、 一九 S 六 年 
ホが】 ホ 四 M •一九 一一 一八 年 ホが 九が がで ホる。 

おし それを 巧 揭と發 券 卑巧 おがの か W 巧を とのを お颗 をな て 巧 座を まとし •な 巧が が 班 巧と が 
化の 巧ホ挪 巧みとの 合れ 巧を なて ホ か 負な とし、 其# 化に よつて 巧历 度せ KR をず るなら ば、 一 



光二 一一 年末が 一二 四. 六 か •一九二 巧 年が 一一 一六. 五％ •一九二 八 年が 五 9 o % •一九 一 云 ハが 一 •二ち 
一九 S 八 年 ホが 0 •屯 八％ である。 これぉ ホ 言 すれば •巧 マグク のがが 負 巧に 毋 すろ 速 座を 產が 
1 U 十四 マ V 夕 六十 フ ちー ユヴヒ から 巧に お 十八 フ * — ユッヒ に 化 下した ので ホる。 

！ 第 セ 節 お 說 

上 化せろ 所の々 析方 化は 巧に を ホが 戍比 ホと おな 構ぶ とを お出し、 其 上 じ 所謂 接せが 巧を なし 
たるの み じて‘ 酣も專 ら化举 化 じより てなみ 法を 用ゐ や. かほ 比率を にがいて さへ 巧 正比 率 •泛 
単比がず なしに 若干のを 目につき 比較を 巧つ たじ あぎない から •極めて 不を をなる ものた るは を 
ふまで もない。 併しな じは •をれ だけを なつて が 時 じがけ る ラィ t ス パンクの 堅货 をを 批判す る 
こと、 し •が 巧め じ々 巧の おぶ を】 をに なめて およぅ。 かは 巧 時の 堅 ザ巧硏 巧は 本 蕾の 巧な たる 
「巧 おの 巧 時 金な」 じなる。 

右の 表 じよつ て 巧 新し 得る 巧の ものを 巧 的す ると 左の 通 b である。 

露 セ節雜 論 —五セ 
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第 A 章 サィ e * バンク ハ clrtl K 玄八 

一、 なを さの 巧で 巧座資 ホの 占む るが々 は 大いに 減少した。 

二、 な 負 化 S 內で巧 巧 巧 化の 占む る 部々 は 少しく 巧 化した。 

をれ なじを 座 化 率が 甚だ 化い。 

がれ ども おの 二 おを 巧 息し なければ なら 0。 がち 

r がか A 伉^ 姐 大部み を おわる 化 一行が について は ザ 
货 上のを ホ 巧 止が 巧 巧され て 保る。 
ir 其 化の 巧 ホが 巧な のみ わる 部 かは 巧， 化 ドして 卽 
巧 支が を巫サ ざる 幻 巧の おかが 增 化した。 

かじ おを ザ行 k じめ ける 化か 巧 化 化の 必巧 が乂じ さ 
れて 巧ろ ので ある。 

化と、 おか じろ 外 W 巧が 巧 巧と 化 化の な 化 出防此 巧の. な 
跑 によつて 巧 巧の 巧 外が 化が 化 持 サられ 、よた 《がが 制に よつて 巧 巧の 巧 巧が 化 も 維持せられ、 
斯くして巧^|1夕おの巧ネ化が化はつた译で々る。 



巧么 •ブィ ヒ ニンクのを 實 ホは 茸 行の かを 巧 態 其み じみる のでは な ぐ- > て 、 S おの 方 巧 じょ 

つて 巧 碧 先 愛 塞を 送し、 巧が— 2 蓋せ を 化へ、 巧 S 繁ぞ菱 巧 持 甘る 所じ弯 

ると 謂は ねばならの。 

り W へぱ A.w*w は f r 巧が 史 XS 要 ホは 5 者の 8 S 巧と 凡での 支 S 東に？ 直ちに 现ミ 持つ て 塞 
し 待る SS* とを 包？ - 0 」 と ミ po*iif fs und spekuf ミ banks. IV. AUA. S. 3370 I 

の 8 さ s 巧 ss 究 ti さ 兵 '、 V 特 sip 、 5 s 夕 chsB ; さで t 。 さ - k 氏では 篇 

*? なつで— すべ ミニつ sc が ミと まろ of 0 ミ-客 •晏- ごを 己が 抑ち ミで みる (の •巧-ぎ— 
An •畫 S Credk Rf . N 5 ジ rk 1924- ch . ご〇 巧* のみに 一巧 8化會 S 祝に ついでん 勇卞 るの ホ ミ ■と 
し 人 输め5 『ミ。ユ、 5 奠 ホ— i 臣 Fi ユ 、巧 若单素 (cyelisl Flo S つ* 8卡る 
f ミ •促」 二れ# si 素 S 洗 支 sfsnl 二— をな S ミ >を18》 幸れば •人 巧望 索ち 度め 
まは それぞれ 田〇》、 々な 望 ホは 二 0》 で わる とち ふ (麦 _>ロ ミミ •すを >ミ 書を 田 3ミ堅 の ミき i 
N ミ Yor ; London 19:8. Ch . ご 2 文に 於いては ご P ぎ 一义は 3 ミミ 色 でュ弓 の巧 畫 ホと しか 巧に® じ 
て oyclict F ち tor に* でぶ ばす こと、 する。 

リ L 泛が をを をな und Kritik ミを ihe 。 田 ankgest ミミ 3. 14. 3. 1875, I- をを 一空 8 . ご 4; 产き h* 夕 DS 
Reichi-baak von 1876— 1 9 ジ WOr を ミ W 193 夕 S* 】 产 
A Bcnkordaun" vom 5. 10. 18 を 

露 去 巧 • ■ . S み 


誰 八 ♦ヴィ ヒス ごク 《巧 w な B 六 0 
W sif が 法 <】 五な 第二 9。 

0 Ob 夕 Geld- Bank csd grs9 ミ sn, 30- >UA* 沪 _ ま 巧. 
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W * •巧 法 •一二 《• - 巧。 

^ venvllltungtberich ~ 互， -924. W . 秦 M 。 

化 VSWUItungabericlu fUr ~930, S . 之參 WO 

£■ Josf rsnh ■さ S •ぞ idubslc sn 1876— 1933. wurzber * - 没夕 巧 _ 52. 

邱 <MI. W • ぎき ，ミ？ Deutsche Wi さ ch-ftageKhichte 18 ご — 1914. Jen ■一 さ 0- W..275. 567. M 夕 
W VKI. W*kerths83- ，■. 0. W’ 5&K 587- 590> 39 U 



巧 See prl づ Sch ョ idt , を ri 3 Biwin ミ C：yicle •ミ 24— 193 ザ N ミ vslc 1934 .をち t . IV . 

巧ぞ hm ち》 ぞす ieb ••ミ ly 夕！ Stuttgmrt 1 さ タタち. 

W Qcink >Mes なる »5 袁一 {は 未だ 一を しで 巧ない 0 lUa これを ocrrent >Met •と！ £ ホ 義に用 ひ •ホ a ourre ミ >T 
R ~ ■《《から ジ cufitis を 除外した a，s 度 •を ホ度卞 としつ-さ psved Me を od ミ th* presatlos of 
呈 see wh ミを temst.g す Uie Fed ミ ー》 ミ rve Board) •式は 现 々力び# 易に 現を に 《へ 巧る 資産と w しで 其 巧 
に有 |4#— ゎ吿： 5|0( ミら 5£ 〇 11 己さ .11|1 二〇 > ミミ 11| え 3 ミミ空 8 ミ *33 ダ 26<¥ 弓 11>1^0 己 §1928 .】 

巧 ゥイ K * パンクでは 宙錶 がの**# 目を 流 »な5 見地から R 巧す る 巧 合に 9 を 化 3 れ a 用 田 の & 巧に 化つて 流動 
な，？ »巧» な •第二 «ホ» な S 1 二つに K 抑 ♦る 〇 56 巧 ホ wttsT には 手元 巧を •外 •利札、 K « 礼 》 « 券麵 
が 力び 手 お 巧 ♦決濟 偃が へ けを をを A る〇 これ 等は 巧 含 巧な K の 巧 »«蠢 である わら 占 も &*5 とまん •これ 
を 現を ホ 動 巧と » しで 4 よい。 

冷 ライヒ* パンクでは 第一 «ホ» 巧の 时產 として le 巧 ホの 巧»* の 外に 手が 小切手 • > 利 底 w # a 々》 « ホロ « け 含を を 
ミ 》 

巧 •が 9 •錶が ホ 動な M 6 の g ホ •本章 餘雜。 

城！！ 準備 とは* 綴が 化藥 1 A 隹 による々 屢 《々ぶ ぴ* S か 狂) 力び w # 巧 券 (ミ昏 も ■ミミ 〇蔓 ミ) をな つで 寧 麵#ぞ6 を 

« ム。 

W 祥 細 主 Die ミ icjwbsk 187T1S8 . 夕な 2 及ぴ Die Rckh を呂 It 1900 - ミタ S. 30 を见 よ。 

卿 一九二 五 年年-一 月末に ライ ヒス バンプは 紙 マルク# の 巧* 巧な に 困す る圳 まを かぶした 0 v . envahcnsberic す fur 
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第 入 章， ィ ヒス X y* の お Ktt 国 《二 

~9 な • S. 14 蠢 ■» 

化 前 タザ ホ 資産 WX 表 參函。 

城 * Die wtBsbsk.., Berlin |£3| ド Jg • 穿 • 二 . 

巧 - か 二 H が 八 HI 二十日 S ■ がをは K 曲と しで 錐が 券を な义は 終两携 《 ♦ 價 巧 ■« 券た なでな 換 i る こと t を A で け 
れど 4 •此规 をは 永年！！ {施 S れず にか 止されて 巧る から •巧る 拥 巧を «|6# 者は 本來 のを 巧 本 化 M 义は iK«s 含 巧 本 化 

M な リと爾 ふ。 密 srd LiUk ぞ Aufgtbsn ds Ge 己 さ タミぶ ミ t 戶 B ミ Un 1937, S. N81 參 M 。 

な錄 

な 行 流動が 理論の 進 ホ 

本論 义は 巧る" y ブル グ大舉 ilOW 一* ェ *，ン ゲン 大 ー ル KA 7 -ス ブ，* ' y 《* edoIf ぎ cken 】 巧が パ ル t — 7 の】 
九 lll > OlK-l 頁 一日 M じ# する 巧 T みつて、 « 行 硏巧 ♦參ネ の 文字で* るから、 巧 じ 之^！* 化する • 

- 巧<9 じがけ a 》 itEB のな 蠢け 十八 》祀 のな キ WW ホ • 5 y プル グの ■ハン •ゲ ♦ルタ •プユ ブ シユ ( Joh § Gwf 
Bcich, Abhandlusgs cb *， pnken 旨 d sunMwesn •ザ >11 ご •• Humburg 182 とが 巧 巧 卞る巧 Ab •績 いて 十九 サ 巧の -tM 
じ 至 6* ブ 、 I . ヒ ユプナ I (otto 玄臣 n 夕 Di* B*nke? 尸 e ぞ ig -8 之】 や * T ドル ブ . ヴ V ナ— (Adolph W*gn3, Beitrig* 



■も Lehre von <len Busk さ LeipNi 、 185 ゴ 著ぶ よつ て •巧 じ满 il ぉ示しち 而も 化 巧 抽中じ 巧け 巧 其れが 一大®® た 来 

しにのでミ。 律化装’」畜3夕裏に於い^おを等ミじ。 卽ん|}4来3囊#行. 及び主と」差資3じ璧ち其 

のをら 小規曲 S 用ず 巧が 巧な つて W つた 巧 巧 法む 一 一六 一を 芸立 3 ハン プル グ巧 巧驾ヴ いかき'** い 一 の 外に* 巧た S 
巧け を 巧 じる 巧々 络わが 固 生した' いで* え 化 巧々 第む け か 来 巧を ゎ 巧 ホ W 巧々 义け通 巧 巧を りお じめ t て大 I じ 巧 化し をれ 
を蹇 として 透ろ ひ •円 己 巧-水 をは 巧 じ 其 一 小 雰か亩 むる じ？ ざス装 W もの ミる。 巧る 巧 K 巧 まじ •寞 閑却 サ 
たて 巧つ た 歯 S る 盛 •义け 巧に 3 巧缉 S み寫 S なと して 巧な はれが つじ ものが S し •養' い f るるのは 5 よ 

でもむ い。— 而」 て‘- れ巧諸 阻 S マ、 巧む S 信； ま 夕」 面 各 & SS 藍 •及堇 i ゎ 凄 Is に 守る 

ベ さ 商 則 3 設 おのか さはち も 巧 巧が さる、 ものと じつに。 

巧を で バタ けの 潇か S 則 か アドルフ •ヴグ T 若 じ 於いて 巧へ てが え" グナ- け！* を S 缉打文 1 S 中 お A 巧 责人ミ >• 
巧， い 巧 かな 畏さ塞 じな-つて 巧 S 巧む 策い 養に 3 た 0 み ミで 大じ寄 巧ず る 所 •か A つた。 巧 じ 發蠢 むじついて 口な H 
巧 - r しついて.； も 著しき 巧献が A つた。 しかし •巧 扣援則 •印ち 巧 雨 「终 S 窗 W お 則」 曼ミ S ミ Bsr 量) け 巧 がれ 
ホ cr - s でけ な、 ち」 度 一 じち WS 巧 誤み かた 靈し たえで *>、 巧 二に 田进 では 賈 前に じ ユ ，プナ I が 旣じ裝 にこ 
れじ H してを ぶし •巧闲 化 ザる 巧 ので ホる。 ヴグナ ー の^® せの 方面 じがけ る 巧な け、 车ろ巧 力 巧"^ 巧い み 上 じたけ 
か 何 じ S 5 W 巧 おおめ じかに 巧す るので ♦る 0 

ヒユ ，プナ ，の 草 也」 6 則け ホの 通 占 ホえ 曰 A 一つの 巧 W がが 伉# S むし 巧 ざを f 巧な じ 抬るこ ミし じ活 
を巧-^めじは* 其々がと舆じ糞><を0己3を<ろ^^がじ 一 技甘しむる基卞る」 支ヒ ユプ ナ—前舊ーー入弓。 而して度 
じこれ じついて 蓋 蓋め ると •巧な 味す A 巧け を パた ろな 州と 巧へ た 《な W え 巧 W が 一致 こ 《よと 巧 ふので* る。 か數の 
巧を おけ 'a •じユ -V ナ —は援 S 茎な 莫 的を 出し £マ言’ 旦つ 化は 寞 5 お •一にを」 S ミミ？ •巧 B 

餘 ♦偃 斤 ホ 動 度 alls !!♦ n ホー ニ 


•八 章 * ィ； ごクの 赛 巧 男 H 

53の巧をは巧巧級巧をと巧巧じ、 巧^巧〇巧おの巧出み巧搔^^巧^^巧じのみ巧應卞るのでホ^, 巧る巧^の巧ゎ蠢に；，* 
す 可能 巧が なけれ ピ 、巧 巧バ 巧を ゎ々 巧 巧 W 又は 巧 巧 じて をが じ蒂 W して a かざる 巧で •おつて 資ホ 巧た 巧 巧 じ 巧 用す る こと 
を 巧を しなければ G ら〇と 云 ふこと じなる (ヒユ プナ— 々内 巧 六 八 巧】 •巧 ホ# の 巧を じ M する 巧く のかき 巧 巧 じがいて 》 ヒユ— 
プ ナ I は^11:113のホ巧ホ历«の«の巧宙者た.<:を沪-現はしておる0 么じ反し、 ヴ グ ナ 1け巧求拂かホ巧をの巧刖じ つ い て巧巧を化 
て、 巧の 巧け を 則を お A 巧 巧 じ 巧 巧して 巧る ので* る。 ヴグナ IA ホた 巧 じを 巧は ホ 0 巧 > じ 巧いた。 「巧け け の 巧巧卽 
ら巧か及び巧；^585 (巧化】 じめいてを^^1^ホ者卜织杆お巧々者じ化巧して時る0でホるわら、巧；け妈巧の巧】 のお巧巧：^—巧刖 
は、 巧 巧の® 5 をな つて 巧む 巧 方の 也 (巧 産 r 《かわ 件 •及ヴ 現を 巧な 3 巧 巧 ホに をれ 等 巧 冗 0 せ ザ ゎ 巧む A 規が 者と し 4? けれ 
ばなら n ことが 疑； tse 巧' 3 巧 一の 駐巧巧 G ろな 則で ♦る」 と (ヴ グナ ，巧 巧 薄 巧 九夏。 巧れ ど I 巧は 化 巧 巧が 巧 パ— セントに 巧 
がさるべミことゎ巧ホ卞スネでは；；^、 ザ々其巧じ巧卞の巧卜巧巧するので*ぇ巧ら巧日巧おの巧を4.巧所するの方をけが 
十 じ & 毎月！^ の 巧 出の みじ肢 るを 巧サ 中と 見て 居る のでみ ホ。 巧は ヒユ— ブナ， の 巧 じ 反 巧して 曰く 》 「巧 ホ 拂か 巧み、 卽ち 
巧を及ゾ巧け巧け巧じ巧ホ拌ゴホつて》何巧じても16!3^^巧るのでなけれゴなら0けれども》 化し， 巧験上かた見て》 伉篇のそ 
巧が 一巧 じ おが けられる i を.* 巧 WAS では r ♦い > ぶじ现 をな なの 巧 巧 じ 巧す る 巧 辛け 巧 驗上か ご， 巧 化し 巧る。 巧ホ排 の 巧みを 法 
用して はなら 0 と 巧.* は 正しい けれども •巧 ホみ 巧を のを 巧を 巧 W すべから やと 前 ふは をく 誤で ホる」 でグ 鶴 •一产ぶ,， 《8 
じ 一円 》«。 れ泌 叫の 巧には s ' つの 巧 一が を i . れて W る •巧 一 じ 巧け々 則は 巧 巧 的の もの T . G いこと， 巧 二 じ 巧が々 M ゎ 巧つて〜 
ちまの ない 巧馆 巧^ あやる のけ 巧け 化！ g # がを 巧 パ 描つ でみ 巧を と 引 凹す がかき J とは 巧して な <• 1 方 じ M み S 引山が ホ &i 
巧じ化方じ巧をの诗人れが*ること*巧；！1じ巧け々«ゎ巧>巧ろ程«は诗»上から巧まること》の111つでホる。 

ヮゲナ ，が 巧 著 「 tt け 巧； 一 じ 巧す るが 巧」 《ミミ 巧 Sr 尸を 3 ミ n を 3 田 5 ken ) お 州 ほした のは 二十 II をの 巧で あつた。 
其 後 巧け 化 wilHar 巧の* かじ 注べ C る 巧 W 中で 留夕巧 巧。 巧な とか， 巧は 1 aaS むの 白 曲と 一 占 ふが 化き 1^,55 ! i これを 巧 巧したい 



で* るが •併し 巧 じ 法べ たる ミ 巧 WS! はを 卜间 守し •巧は！！ ♦巧け を 胡を ば！* 这 い 巧 巧ち じが パろ 貪 房 上 S 又け 巧 巧 上の 乂搭 
を 論 度 ずるに 引 州した。 化し 巧け ち 巧 を巧窠 して ヒユ —プナ —の满 » じな 巧した のでは いが •巧し 巧 ホけ！ 一つて ホて 屛 
る。 巧ら巧ザ2^!のヴグナ|は， 巧巧的だろ巧け3括なの上じ巧けられたる巧力じ巧巧し>現巧巧《义バ巧ホ巧わじ巧巧せるだ 
けの 巧 巧 巧け ぉ 巧な せろ 巧" 一ず じ 吃 巧して 进巧 しにので ホつ たが •ホ ザ じ 至つ てけ 巧 ホ 萊稱と •を おみ S 圧つ 往 ♦じして ち S5S 
巧 じ 巧る こと ぁる 巧な 萊 巧度グ a け 巧 巧と 3 持な じ坛 巧して 巧 撃を 巧へ た G でぁる。 巧ぐ して 彼い 诗韵 をを て 巧く と， 巧け ホ 則 
は 巧 論め K 巧 じがけ るょ >4 •夕 A 化-い 人み じ强く おけれ て 巧る i のなる ことを 巧る ので々 る。 

ヴグナ I 〔巧 じ 巧ぐべき ものは々— ル. ク 。 I スの 哉で ホる。 クニ I ス はヒユ ，プナ I や ログ ナ I のな 巧と j く お現した 
のでホつて， 口く》「巧；な巧のぞ^|:巧削けをれに巧を卞る巧〇仍拖い*05?巧がじ 一巧卞るので^*い」と。 化巧刚じがいては煤巧 
は巧^巧濟巧日け巧じ巧扭じされじいのでホつて》巧つて巧捕か辨巧される主で’い巧閒か巧巧#されるのでホ>, 义巧濟巧日巧 
じは媒ザ、巧か化し巧とことが大切；；^のでホる。 ク ュ—スけこれ巧の二つの巧を巧なして民ぇ 例へけホがか何時じて-^化じ^が 
され 巧る こと •特にが 巧 問い 短 か-'. ことを 巧が：，* b とする かきが をれ で ホる。 又 巧は 一石 ふ* 「近代の な值巧 券 じめ ては、 闷時じ .ょ 
た巧引巧にがては《巧ボ^|^|い巧巧じ化ムスホ化が拂けれて辟る」と。 巧は巧家じ巧すス巧巧の si £さへ〜》 をれか何巧じて 
iw 巧し 巧ろ 36 は •巧 期 巧稱じ 巧す ろ 產 となて 室 ま r ♦し〜 詢 ふので ホる。 

巧くして巧むホ«性の巧論け席巧して々日主で网なずる1巧じ3莲したのでホる。 併し»ホ5巧じけ巧てヒ ユ>ブナーか^^し 
たろ がが？；？？ 勘に 立つて 級む ホ 則 ぉ 論 中る 巧み 巧け 巧に ヴゲ ナーや クニ， K 巧 0 巧， 一め S 巧 かをるに 止めて 化 理进か 何れの 
巧じち通川卞ぅミをホ巧し巧ざろネらぁる* シ ユ マ I レ ンバ ブ ハ は化洗曲け巧班じ反巧卞るがかくじなぇるけれども* し-^*し 
巧 X め r * る 巧よ じは ホでして* ザ々 化 巧® か 巧ろ G で ホる。 ヮゲナ ー と ク I スけ织 りを 則 かた 山發 してを れい 巧 さるべ > 巧 
を R 閲 した。 シ ユマー レン パブ ハけ 巧り がが 巧い 外來資 ぶが ち 期い 巧 化に 巧 おし 巧る ( TrIforInalio ミで もユ§】 から 

餘3 « わ 巧 MttK な S お ホ 田々 五 


第 八 章 ブィ な W ホ* 

U 结 して •ま講 巧 ゲ巧闻 じする の i ダ 巧め • 巧 (ゴ i 一 〇弓をミ ミ si コ こかくべ から ざるを 巧 度した ので ホる 
< 口ぎ ミー SI - K —こ. K , •ち und Z ' さ 尸 言 i - -93 ニー ー 蚕. 4 下】。 而 して 装 ホ惦 •卽も ホ 助かが 巧い 程度は 巧# ミつ てを i 
ると を ふので々 るから •巧乂 的 じは ヴグナ —と閒 一の 巧进に 到ました 巧で みる 0 

これ 巧 S 託 巧に 巧して 巧乂的 W 苗を おふる 者は ぺブ コルト (す ミこで ホる。 ぺッ コルト 如 我 じ-- ク リッ シ* 'じ S わ もずる 
- で b つて •取引 速度 ( umstzgeschwindigk 呈 IX は间 0歎 ( uih 量 Z 穿 0 G はを を蜗閒 して ホ S み 越を ま S した。 な 用 
貧 G 支 揉 能力を 凄じす る S めじは を 巧 養间餐 がず とらを 資本 S 爱に 巧し き 基 ずる も® ら巧併 巧 おおの 巧 方 A 
思网曼 が 借義巧 S 阿 客-」 餐； ことが 肝史？ と 5 C 了 重。 巧は 一例と し T 寬方巧 K 巧萊 装を？》 に硏 
巧して ホの 繁 わな だ。 巧 ホ慧を 3 巧爱は 巧 出を の 网爱ょ J ちしく 离い •而 して をれ なじ 透を け 巧ホ舊 をの 諸に 
苗 甘 ざ tG でみ ると。 巧には 堯じ 互つ S 乎る ことを f 化 班 蓋 巧す るを める が • S 班は お 引 化への* ホが が 弓 
化から G 巧 入を じょつ てを 部 又は i 望 3 れ ない 巧を C 通 州す る。 なつ T べヴ コルトは を S 日 巧の 入を はな 行い 蠢叟は 
巧巧的巧りこ-充つ バ >^?^^とはめない のでホる。 巧れど&お引化か'^やホ巧に巧入をがホるホなゲ* 何ホじ 巧をピを巧が-巧^ 
として 一時 じ 引出されない W 度ち〜 括く 見 けれけ なら n かを 巧 ミ ましむ。 巧を 姜 巧が 一時 じが 曲され W いと 云 本 ホ gu 
ぺヴ コルト A 李考管 号 所 了 重。 何 泣かと 5 K •をし 巧ら X ば， S 、 巧を 支 SK 底 戈 《養ょ 2、 单ろ巧 か 
巧が 夕 窒ホ稱 ぉせ t 透 美を」 人れ as な ミ S 笛 Tt わら 了* 4。 班 行 L 1 け やま 巧に 巧 蓋が* さ 一とを 巧を 

のを 巧が 一巧に 引山され る ことは 原則としてな いと 一 占 ふ 二つの 巧 験 上の さわべ ヴ コルトけ 每 W 別卞る 巧な く お 巧つ た 巧な 
を巧明してお；-*い0 されピべブコ ルトの巧«をに«ずる巧けがもを中じ巧がガるもの、かくじをぇる0 

II - M 巧 接 じ 《ミ 供 本 的 ミ晏賓 から R わからす も 巧 & 2 の 上に 一つの 一致 5* る ことを 巧 b 巧る。 をれ 



よこれ 巧の な 巧の 何れもが •か 何 G る 1 をはつ て 巧の 性が 究を ならと 巧 ふべき わの 聞 ほを®^ つて 巧る ことこれ で ホる • 勿 
論* な則鏡巧け巧み巧巧^^を巧持しなければ^らない。 卽ら日巧の囊お引じめい>て巧を巧が#少すれば、 これじ巧じてお方 
を 巧た 试 少しなければ ならない。 例へ け 巧 巧手 おいな 引 やな 巧手 おの 頁乂お 手を へる とか、 巧 パ おお 化へ 0 巧 化 お W がする とか， 
巧は 又れ 塞？ 巧みす る 巧い 方法 じよつ て 併 方 巧を お ミければ ならない。 併し 一巧 じが* 巧 巧 じ 现ミ籍 の 巧 かに 巧し 
て化活 す， 0 こと だけで 十み で ホる 写な く、 ザ ろ 1 ホ わ 進めた る 巧の 巧の窠 が 巧 ホされ るので ホえ 而 してが ♦の 巧む 又 U み 
數の巧 行に 讨 して ホる が 付の 可能 おに M する ち 出が 巧る ー ホを 進めた る！ の*^ とな ミワ グナ— はなじ 化 事を ホが し > をれ 
を堅口して巧ミ 器3巧なじじ短時=^い閒じな巧の巧をか引出さた 現をを持おるとわ、 化の巧州機巧巧替へるとするい 
•かみる 。巧る-をい 巧 能 巧 じち 化 y を卞る ことの 巧が r ♦るは 云 ふよで〜 G い 所でめ つて、 织 巧が® fc すれば す 十み にじし 巧ち 
?-* ホつ た ホ 助 性に 巧卞 S お 大の巧 度 ミ さ」"*^ は遏 去。 お臉 C よつ T 巧 S 巧 了"^ ミ さな 织わ的 巧 巧の 巧 助 化に 巧卞 ，】 

化 巧は、 巧 借 方 おが か菱 お 巧た T 毎け S 藉力 保持 K 望つ か 巧 だまと し T 向 W た 易 で 重。 赛に尙 け 一 

つの3^のホることを巧らわピ。ら"。 をれけ巧ホのま巧^る一^^では^くして’なホじ、 而も非巧じ著し<なかするこ*"こむ 
了 ホ. 0。 わ、 as は# S 巧 §3 ホ W とし T 现 はた S 所で ホつ T 、 二た 賴い 5 付が 坦> •をれ を 巧け 化 SK りと* 

t 巧の ま 2 S 殼と ミミ やち 5 しを ぅ」 とは 今 は杞費 新た；- ミ 軍* ミ 併」 裹试を S 香 かし、 ミ 

ジ ー九-- 110 年から 一九 一 云 一年を で’® ろ 幸が ザの 村 装し ちがる 巧 態に 巧しても 亦に！ 巧*^ じついて ち へ r* けれけ G ら 
中 •化つ 理 131 も 其 上に 向 S： ら む ばなら G い。 巧 人は 化^ 5^ 臉を 巧が として •巧 動 巧*^^ の 手 巧 ミき 一つの 巧つ たる 化 幻'^ 下 
し 巧る。 何ぶ わと： お ふじ •巧る 爾淮的 a る 巧を W 少じ 巧して は 巧む-い 巧 方を 巧を を 速 じ 現を 化する 化 巧よ > も •单 々巧を 法が じ 

2 ずる 裏 SS こ 解 管 巧 苗 能 S 方が 遙 たを 了 言から 7*え 再 人 繁養菁 が S も 舅簿 がるを 

巧を 明か じし* 弓、^ ホ とする 巧 おを 巧き、 はつ ザ委 くい 化 判 のぞ* る 巧を 巧 W 甘し め がくして 巧 巧"*- と 

tt 祿 .■巧 ホ 動を all の 通 ホ. 田 六 セ 


« A 章 サィ の！**: 巧 W ホ 八 
.い 閒〇进 ホ' ダ搞 曲# ん とみする ので* る。 

s _ ホ扣 巧巧进 にがいて け、 何時 じて〜 裹じ 整す を 来さ ••"る やぅを# 能力を 巧 g じする 这 めじ •巧 行の 满 伉# を瓷巧 化な 

尸 i ミ 己 ま t50rs 占 e) の 大小を を 地と して 巧 別 する じ 巧 力す る C 巧む の 諸 位 巧 —— 巧 じけ 巧を 獲む’ い ホ 巧 巧け をを 巧く 巧 

-り内でホ：^る4のは巧々、-;;^;^<とでホる。 巧をじついてはをれ3保巧的お巧じ巧つて阳別しやぅとする。 細お34^^を， これ 
け巧に巧おをがや巧川巧なにめいて任化ずるのでホるが-化8^15を0議巧化はけ1&:^?^^3巧をょ>〜みき巧度にねいて化巧リ 
る ことけ ホ 巧の 一る する 巧で ホる。 され ど 此巧巧 じめ ける 巧を は 巧 じ进巧 甘ん とず* の 巧む が旌 じは 巧 校め かい。 巧を 
0 巧け 巧を は 》 ass じめいて は、 巧 ♦じして Kreditoreo と Dcpsites じみ けられて 居つ たけれ ど fc 、 化 巧 巧は 的蒋 的には 今 
がま 兀 G もので みつた。 をれ なじ •一巧に、 巧を S 輯巧 的け 巧を i する ことを S をし、 唯 支拂巧 おに 巧つ て冉 巧した S で ホる 0 
化し 證け 3 巧を が 巧ホ拂 3 巧を ょり I 巧历 巧 化 化を 少 くして 可な > や 巧 やじ ついてはな 化が なれて 民る。 T ドル プ .ヴ グナ| 
は 巧る W 別 か M じ 其 巧す i ミ 8* 吕 " r を 3 < きを n Bsken の两 じがいて ま 持し •が 巧 じめいて 4 これ わ 思 巧して 执 る。 巧 G 
进义 「织 りお 巧と 巧； 打 が 制」 つ.？ nk-br を he end 口 anucstro ご •百： • Dcu ミ he M こ s ， .schrift- •ド Btil さ？ • S. なご 七趙 ずる もの、： S じは •巧 
をがか何^^る巧なじがい て巧み|^を巧ホし* 义$^ホ^&|1が商き巧合かが つ て巧求满改をに向け'^ れ* 巧き幻ををけつ てなが 
け 巧を じ 向けられ るべ-^ かを 游 じて がる。 而 して】 九 0 八 —— 〇 九 年の 巧け 31 巧 6 にがいて は •巧け 要 ホ A 巧を に 巧し 一を の 巧 
を 1 がわ 巧站し •が 後 oa 言 じがいても ホ 動 巧の 必 巧から 》 巧を 六 巧 おじは つて W 別すべき ことを なべて おる。 ャ コップ. リ— 
ホ— ご！ lcob 》 icse ユも ホた 化 W 則を 巧 巧 とし 巧を 「巧を の 大巧 巧と 巧 巧 中」 (日 i 。 deu ミ す。 GfoMbske 。 end ぎ • 
IconNS ミニ 〇コ， 4. Acn . 呈20 じめいて ホ 0 巧> 进 いて お ミ 「化 巧を 冉び無 « 卞 ベから ざる I のが ぁる 《 それは 沒 がが 巧を# 
i のはれ じょ* 巧 ホ » とせ 中に 巧 巧 拂とサ る 巧 かじつい ては 》 巧 巧 時 じたいて ルレを 巧ざる 巧な じ •な 卽巧ま 揉を 巧 絕し巧 •が 



も- KJK § の を險を 件は ダる こと をれ で ♦る」 と •巧を を ま*?^ じな つて as する ことのが 要は ン エ T I ( schir . Dr BmIc 
>3 口 iestn {18 Kaufms ミ . Leipzig -9 き . m •こ) や フライシュマン ( Fleischmsn ) 巧 A 巧む る 巧で ホ Q * ブヲ イシ ュ マン 
化な 姑た る シュル ブ义 .ゲゲ ア—ニ ブヴ ( Wchuls - Gavesit とだれ 煮な を 明に 巧 也して 居る。 巧 じ ヵル ゲ H ラム 《六 己 Ve 3 日】 
は* S けな 巧の 巧を にす i 巧 S 巧 U じよつて 巧 別ず るの 化 巧を 巧く 力 巧し、 巧つ てな 巧 バランスの 借 方 抑の み 斑 ゎれ A 巧よ b 
。すべき ことを 巧 首して 居る。 巧れ ど 4 化 S 論 ホの 内 じは 巧る »» じ 一た 巧す る ま ホ b •例へ ば" ン ゼン ( HS 8 n > のかき かそれ 
で々 る。 巧 入は W な 巧 r •る 繁构 sa 硏巧じ 巧して 巧 « を 表ず る 巧で ホ b . 化つ 巧 人け み くの 巧 曲 巧な 巧 じがいて 巧を ゎ簽 の 
化 地 かた々 巧ず るを をれ る ことた A ド イヴ ナ义 .エコ ゾ ミスト Gs < 巧に 此巧 地を 巧く 硏究 甘る 者に さへ なるみな めざる か-得。 
い。 が 化 アドルフ •々主— バ— やフォ -s ■, I リンゲ ( V . sering ) も 同は で ホる。 クイ t ス バンク もがた な W 巧む G ホ 巧け；^ 
度に 巧つ て 巧を を 巧 おに 巧つて々 煩す る ことを 巧り 甘で これにつ いては 一九 0 八が —— 九 年の 級け S 巧に 統？； 的 巧な のす 十み 
"一る ことる MW * し て おゥ* こ 山 巧 かよた ドイッ チで. で コノミ ストを アドルフ.々 ェー パ— の 說述か トー 巧の かくで ホス 巧 村で も 
ホる か •巧 じ お 0 てら •例へ ば 一を き 幸の 巧；" 期を にがいて* ホみ の 襄は あつたに も拘 ちで 巧は 巧 巧と してを ホ 八方を 古 
巧 守 甘る をを るので ホる。 兹し ライ ヒス バンクの 議 巧け 巧 方法が 巧 論の 上 じ も 巧 巧して 居る， いで あらぅ。 

巧を のかに 引を 化 巧 も 亦た 巧む-い 化 巧で ホる。 が 巧 的に なれば 引を 化み 口 引 まを；‘* したる 巧む のな 茵巧 巧に あ い。！ gs か 
と 云 ふじ 引を 化 巧 G 大 f じ •毎む かか 巧を 巧へ たる 巧な 化に めいて 巧 目前 じキ おを がま 巧 じつき 邸 化する かじで々 ホる。 がわ 
どもる 巧 時に がいて けがが 化 中に 煤む への 巧 巧を 巧し 巧ざる# を 生ち 又 巧る 巧 合には 4 た 巧を ホへの 巧 化を 則 内に もま 拂担巧 
をな めざるを 巧。 い 4 のか 化る から •巧 行は 引 巧を 巧を CTJ S ホ 動时產 をが つて ぞ拂 ふの 巧 巧を 持に：-* けれけ r; G い。 比 s 

らして •巧拍 化 S 化が じ H して 0 な W がを 化か なする S で ホろ。 ハンゼン クシ ュ ルッで. ゲヴア I ュブブ 巧は 巧 S 巧 ホぶ 
。么 巧に ついて 力なして 居* •が 化 引を 的# を ass 巧な 巧 h 巧 巧し： は。 ら« ことは T ドル ブ •ゥェ ー パー や 》 フォン •ィ ーリ 

餘鋒 錶 が め！！ ホ . M 大九 


•八 章 クイ. ヒ .ニンクの 115 置 〇 
ンゲ〇 ま 巧ず る 巧で ホる。 これ じ 反 ム：ト イブ ナエ. で コイ ミスト 〇比閒 巧に 於け るな 度は 常にの おし • a — サ I は霎 々巧い 
三一 々の 一 だけ 4" 夕 g 甘 ばちる と W が、 ライ ヒス パンクは】 九 0 八 年 — 九 年の 巧け 巧を じ w ずるな 巧 じめいて •巧の めなる 巧 方 
々巧を 一方 じ 於いては 巧々 じ おな 甘し め， 化 方で a 引を 及びな 化の か 巧の 科目 おを わすべ ての ほ務じ 巧な でめて ほ b •又 一九 
量一年い巧行；||巧じ巧ずる化だめい1亦た乂凡同巧の巧*を示し’ 谦かけ產をホづ でをぎ3口 じ巧是しめ!" ホじ スミ 
を〇き と 引 さ々 颗と芙 評サる ものに 巧 立 甘し めて 民る のを 見る？ ホる。 

田 巧り G 巧 方々 がか 巧扣 をのな 地 か C- 異子る 巧な じ‘ 巧 方み なを！ み 化さ S 期間の ち 短 じ 巧つ て W ザづ ミを す- 
すろ 巧る R なの 尖 巧 じは を 手元 現を のか じ 夏を 织 けへの 巧 ホを 巧き， 其 ホな じ 手 おを •更にが 下 じが 巧 金ち をして 雲 じ 
巧； 装わ 及びが 化の すの 產を S くの が 音 通で ホる。 しかし 斯 る巧咨 のじは； のな 聞が がすえ 巧資 問とは， 手 おとわ*^々 

とかのを S 下を： 急、 舅を S が堯け 直」 了は を <2 言 辜* さ」 と 二れ マ* ミ 巧な 手元 C 署卞幕 形は 智 

とネお S とじ 巧つ て爵 され •が 一少 雰が蠢 续だ巧 巧 引の 資 5 る & のとし •毀 一少 巧みが 巿 《じて 賣巧 する 8* 

ミのと し •ち—# か f す 現秀臺 L ! 役 まけ ミミ 巧り か寶 葦ら 罰 お 乎 忘 轟と」 S 目 至つ i 
夕妾？ れ .0 が •かし 2 tT 智 C 巧 モ营實 へ T 活を 8 ; ことぇ ミミ 部み は 其 空は sws を 巧へ 

る さ 巧な W で A る 〇 ホの 巧 日 じがいて fc 间 巧で ホる。 これ 巧の 阳« は！ 巧稱 おの 巧 n をな々 細別 ずる ことじよ つて ホ 巧 じ 

解 巧され もく が、 符 しを たも b が乏 。をを C 藉對髮 に 汉片ろ 一 馨3 科：：： S 瓷 佳、 語から を ば •これ 

わ 十み じ 巧知す a 能 ミい？ t。 化し さじめ いてす お 葛は 益 8 化を なよ i i ホ 動ので ホ >、 文 巧 羣を其 化 
3 ボ苗 ホよ hi を じ 巧 巧め ub と 前 ふは でない 0 

巧じは^|!€巧の星じついてのをた理貧めじ巧<すらぅと中るので戸。 2上はさじ《いて巧しき異巧も1 な 



家の童を廷€*<具るのけ顏巧の累有8《じ つ いて ミミ 襄*賣ち 巧^^^^^赛8が各巧じ巧い 下在だし 

< f 巧る こ〜 及び— かもを 话こ 萬す ぅ一 至亨 a 写 重。 設立 雲 S 8 費が い 5 負曼 ミつ たを 

巧 ホ •い yp ホに 乏しき け 巧 ふ* マ も S けれど &> が、‘ 市 《ぉ々 し、 化 (致を なわな 外 S 沒が わけとし 下 通用す ろ^^^ 巧 券‘ 
接 的を 的で ♦る •ち# 多 碧い 装 巧 券の R 巧。 る 買け R じ アド ル マ. ヴグナ ふ？ しかで ホって’ 巧は _ 方 じがい 
て設な巧^^ヴ这む巧務备み巧巧と巧じ嫂巧卞ることじ话巧しミら‘ 化方じめいては 一 八丟年の巧巧 ぎ晏 じめいて 
ホ 来 巧を W 1 f の 運 用 uffl ホ 巧る だけ WK じして 巧 場則變 のか ミ 巧 附有货 巧 巧 じなんず べしと 注べ て 巧る〇 

を 巧の g 巧 文は ♦■£ 巧の S 巧 美 S 特色 ホる 數 宇を なつて ホ现 甘ん とする 受口 じ、 世人*」 巧 方 巧 〇 の 一巧の 塞 芝 口 
巧しても をを のを 蔓は 一部 じ 巧 童と るを 達と する。 含惡 なじ 4 じ 舅 お5 ぶべ にるな じ# げたる 養 か 
A る •而 してを ag 宇は 蓄じ 入れる 袋の 货 两の大 をょ つて’ 瓷管藝 を來卞 こを 明で ホる。？ 巧々 なじ 弓受が 
をな、 るか •巧は 巧々 巧 だけを 板る^、 をれ とも 1 W 菌を 巧く して 短 器な のみを 巧る かじょ つ ri けの？ 的历值 S か 
生 中る It ミミれ 妄 SW ミる 巧 ミ 了 ド； •こ— パ— は 一九 0 一幸 じ 巧た 示し T 巧る 巧は 巧 一 化 巧を をと して 
ネ委を ( wi でみ って 身 巧 巧け 及び モお巧 资萬织 けへの 巧け々 t をむ】， 巧 乱’ 手が •及ぴ S 巧 券 巧 萬の 一巧を と 
こ 巧て* 巧 一一 化巧扣 M まとして# 巧 附巧巧 ルポ— ル^^ •及びな 巧 券 所 巧 巧の ホの 一巧が 巧 化を 《裝 わへの 巧け ホを もを 
との 一一 置 ホを 么じ當 て、 をして これ 巧を け堯 巧を と i 蟲の なけ 巧 じ 巧 立 甘し を 居る。 リ — T A 亦 S 巧’ い塞卜 
巧 つて おる。 巧る C ラィヒ K バン ， S け ts は 二た 化け 乎して， 现を菜 性 •巧 一巧 雲 性 •夕哀 S を § つを 

ミ 吾る。 囊堯を (ぎ——】 S で U 舅 S 軍 G ま 累襄 巧 外赛巧 § 、養 巧を k # 巧 祭び® 
を換れ S 行へ S けを を お >， 巧 一 e ホ瘦 ¥ じは 卜； な •い 各 科 SS 含 手がん 切手 占 巧 窝寡髮 び 舅 n 巧け々 か 
4 を S 。 を S を 性の 下 じけ 巧 1 R 惡贷 巧な じ 巧"' たる 潇替い 外 お 爵七巧 基 巧を' ゲ赛 とする 巧 装び ルボ— 

♦錄 錫が 淹 動を W II の g ホ 田'^ 一. 


'第 A 掌 ブイ ヒス パ y ク の* xtt 田 屯 二 

、* 巧が. 巧な 巧白替 .在 味两せ 巧が 巧が たもを めろ みく の 論 まじょ つてを てられに る 巧* なる 潇動性 巧 巧を なる じ 何れ i 大时 
小 巧で ホる 〇 巧* 巧る 4 のとして なるべき も 0 、 一巧は" 3 I スレル (0. » ミ - nr 】 の 計 巧で ホつ て* 巧は： むへの 巧 ま 

ミ 巧け をを 手元 S . 黄 券を 某び 手が を 《祭な むへ S けを-及びを ホと 合 巧し S 1 化 巧 S 性 CM き、 ホ おな 性》 

二 巧 巧 動 性に A れて W る、 併し 巧し V 巧 ス巧巧 け 巧し き〜’ いでは ない。 

S 最^*巧；^る巧巧は、 巧わ2ま#能力をち店的じ**じらしむる径めじ5何じして巧るじ现を化し巧る巧方ホ巧、 借义ホ 
巧と。！# 的！* 巧を をむべき かで ホる。 巧 契 巧 ホは 巧し 化 巧に 曲して 學閒上 叫 » 。る W をが 巧ら る、 r * らけ 學閒に 巧して 乂 に 度 
巧ず る 巧が々 るで ♦らぅ 〇 巧；； ども ホ 者け なを 宋じ 巧して 化 w 巧を 未だ ホして お G いので ある。 吾人 か义が じがいて な 山ず 所， い 
ものは ザ々 ホの 满 巧に 止ょ つて おる。 巧 一け かか 資 をと 巧扣 めな 方み 巧との K 巧め aws を をれ ぐの 巧" じつ 》， 又け 巧の 巧る 
になつ て 巧 « ずる こと •巧 一一は 化 巧； 斗る*^’ い 程度に つ さ K 巧 上から 巧が つて 巧る 見 W おおな ずる こと、 共 岂バ» 巧卜 •がが する、 
义 U 1 I {巧 卜- のな W から 化 巧と なわろ： じついて これを ホみ とか 不 巧み Gb とわ 批巧 ずる ことで ホる。】 九 0 八— 九 年の 巧 
り調«の巧じ巧乂したををじ巧しミユ ，ラ| (2臣一5> や、 リ1サ1ウ》 ストリ*!* ( WS 811】 は ； つの353&を示した。 スト 
9 3 — ルは 没け 巧 術 的 公 a として 巧を の 円 巧を 手元 現を 及び 手 おを なつて $卞 べしと 巧唱 した。 化 場合 じな け 巧を いな 念に つ 
いて &• i む 手ち 現を ( f ミ】 G 巧を じついて I これを 巧 ホ レ r ♦かつた から •か 何 K る 巧 曲の 巧 方 巧 円 > 情 方 巧 H とが 巧賠卞 
ベ > で ホる わ 乂 巧 巧で G いので ホる。 而 して 巧； tss 巧# 達 U ミ ユーラ ー と UI サ I の* 見 にがつて ホの 巧 則 V 一な 呀 してが る。 卽 
ち仍36 (ホ巧巧ホ及び引せ趕 はまお巧ま六留"ホ吉々/11を手元現をと巧方口預けをとキおとルポ ， ル巧梦び^|5巧附巧が 
とみ 債 K さ の 1 164? —— 多 < は 半 巧 —— との合巧巧おなつ て**すべ きで*るも 巧巧の«お上の5^性政巧じ つ い ての舉者む 
ftc の 1 « として シユ A ブよ . V ゲ T — ニ ブブ〇 素 A を擧げ ると •をれ は大 iWJS の aSH を ミと 卞る もので* るが、 な U 云く > 



な 用な むいな 招 濟的巧 動を はを 今 r 巧して 逆 巧では。 い」 と。 

現じ 一つ G 特 巧： -* 抵 じがいて のみ、 巧 人は • 巧が 巧な のホ備 じつき！ ぷ か r* 巧め 巧 ホが 巧閒 5 侧 化て K る ことわ 化る。 を 
れけ 現を 覆 - い 巧跑 じついて 乂 ある。 特に 巧では アドルフ. ヴグナ I が 右 S 巧 ホを 巧 出して おる ので ホる。 巧は 一九 0 八 年 I 
化 ザの 巧け 諷奋 じがいて、 巧 ホみ 巧な じ 巧し 一巧の 班を 巧 備を巧 ホして 巧る。 

巧れ ど A 此な化 もがた 巧り りを 媒脆 力^ 維が ど閒趙 としてち 巧を 淮 めんと ずる 巧 にがつて は 何 巧 明の r * る 巧を かがし： •い。 何 
ぶ.； i と 云 ふに •巧備 ホの 大小は 化 化 ホからは ホむ る 能は 中 •义奇 化ず る ことら 闲 巧で ホる からで ホる 《 特に！^ 川 巧な か 化に 技巧 
。る 巧 方み 巧* 例へ け 巧 巧 引ち 巧 S ホ お 3 かき か 所がし， 何時 じて i 化 巧じ應 じて 巧な を 巧 達し 巧る ものに めいて 巧 h である。 
现ホ 巧め 巧の ザけ 离巧 なむを 巧の 見地よ b •又は そ 巧の 通 巧 政 巧のを 巧よ h 巧 ホ さるべき もので あ b •が 巧ら ヴグナ I にがうて 
け 巧； いの 巧 乂；- 占る 致 巧を 巧 制 甘ん とする ホぶ がかは つて 巧る ので ホる。 

巧くのか<學閒上はホだ何巧巧がじして 一をめ^^る巧則がな出されてがない。 巧れども巧入はホくの巧なを巧く時* か何^*る 
が 情 G 下にが い S 抗 4 巧 S 巧 動 性が 化娶 マホ 6、 又 如 戸 ミホ 情 S 下 fe いてけ 但き 程度 SS 性る っ 54 か •、明に. さ 
れ广 をる を 巧る^ でみ ミ织 がの 巧 巧 じを おが 多 けれけ— 巧も织 むが 巧 通の 巧り 巧 巧の かじ お獲 ザ 被と かを な萊 巧と かを むへ 
y レ —— をれ に 巧つ て 巧 » 巧 ホ 巧を 大 r * らしめ ざるべ わら 中、 又が の i か不 巧を 巧す 時 じがいても 巧 b で ホる。 何め かと 云 
ふじ 巧る 巧 巧の 下 じめいて は 巧が の ホる ことを* ザ じ •之を 巧 巧ず る ことを* 阳 がで ホる からで ホる。 义齿 ながみ » の 巧 巧 先 か 
ら 巧ん れられ るので；-* く か RS 巧る ホ か t 打が じ 持 込 i 、 れ るに 巧 ひ 法" けがな 化' い胁 おじよ \ な々 おき 巧化卜 巧々 巧が の 上に 
現化卞 るので ホる 0 

ホ化驾 i お 的の Mu は 本 K 的なる 巧 本 W おじめけ る 進んだ 一巧を 示し •が 巧ら、 巧 人は、 かが 巧み 又は 巧 巧を 巧の 巧 ホを 

公 « 錶 が ホ 動な 理 g の 0 步 田 セ 云 


»八 車 サィ e . ス パンクの 里資を W 屯凸 
なつて 巧 角ず ベ > 辛に H する 問題の W をのた か サ るを « かめ 巧た ので ホる。 巧單拍 。る 巧 則ぉ另 ちがん となす るが Q めの みな。 
中 •巧 U 巧 用 制が 巧 じがいて な W 巧け じ 巧し 辛を 巧 めんと する 拉 向を 巧 めても •なじ 本 巧 的 U るな なの 欠睹が ホる の 
で*る0 比場を*巧事け其儘で濟まさだければ^^ら《のでホるわ， 巧じ尙は 1巧的4*る度め1|<&沪3<^卞る巧|^ががするので 
* るか •化 Eau 々の 巧 巧の 巧 度 じがいて け ホ W 巧で ホる。 



第 化 章 廣域經 巧に 於け る 金 

第】 節. ドイツの 廣域經 巧と イギリスの 
ブロック 經 巧との 異同 

巧 あはい ま圣 力を 篡し T 鬟お濟 S 立 cw 進し T 居る。 が 蹇烹巧 立は 苦 インフレな 
き 巧時爱 を 裏す S 音聚 な資壽 甘ら る、 ばかりでなく、- 胃 闲翼隆 が 本 的 じ. 

ま 巧で あるからで々 る。 

今日、 巧 巧が 伊太利と かおんで 企阁 し. 巧 現じ 向つて 巧 進し つ、 ある 所の 巧 巧 姪み 
wiihaft ) なる ものは、 巧に 英 巧が 率先して 提唱せ し 巧 部 ブロ ヴク おが (田 一 00 。0 旨—) と 巧 化 
せる もの じ 見 ゆれ ども、 而もを が问巧 質の ものな りと 誤慶 しては K ら ない。 共 目的が が じを 巧 ホ 
菜のァゥタ ；1を現？512ホる點は異ら^^い。 資ども嘗的を璧するじ至る護を巧巧 

glB ド イヴの* wwll と イギリスの ブ n ツク輕 巧との 巧 H 田 屯 五 



g 九 ♦庚 城 ffg にかけ & ホ 田 セ々 
し. これを 速成す る 手段を 巧 おし' おじを のが 巧を 考を すると 兩 ホの 巧 じ 著しき をの かする こと 
をを 巧す る。 • 

先づ 目の 樹立の 動 巧を おる に、 ィ** リスの ブ n ック稻 がは お 本 W のちを 甘る ホ 業を がぶ 品の 化 
が 巧 巧に よつてな 巧 甘し めんと する を阁 から 生れた ものでぁるに 反し、 ドィッの 麻 媒が濟 は闻は 
の々 輯 皮び H おのな 巧を 巧 化 甘ん として 化 現した もので ホる。 卽 ち英闲 にがいて は 夙に 一八 九ぶ 
がジ 9 * ブ .チュン パ— レン じよつ て 巧 ホ W ブロ ブク がか てられ、 巧 じ 一九 S 二が ォヴタ 7 にが 
ける ホ W 巧## 藻に よつて 本 W 巧が 巧の 巧を セ、 お傾が 瓦 巧の 協を 五が 巧 ホし’ 本闲 と化領 との 
巧 じ 特お期 我が 設 をされ •巧 巧を 巧 ホなら しむる こと、 したので ホる。 巧を にめ いては 巧 一次 火 
巧 巧 化の お 巧と して、 一九 一八 年の グ* グ ナィ ュザ 巧條 のじよ b と 巧 やホキ p メ ー ト ホの 撕± と 
が闲の 五倍に 巧を すろ 面 巧の 化 民 かとを 巧 失した る じより •搜 化は 一割 五 ホを 城 ルし、 が ホ 化は 
屯 お 四 ホを がかし •が 他のを 巧を 源の 大部分が 失 はれた ので ぁるから、 巧 ほのを 稱 並に H 萊の頗 
巧を、 化闻の 巧みめ 巧 巧 ま 經# 巧 巧 じよつ て 煩は さる、 ことなし じ、 巧を 確 巧に 期 速すべき 方を 
を 見出す べきを 巧 じ なられた ので ホる。 



ホ じ 目的 速成の ホ 段を 巧る と、 大巧 プ n ック 巧满は 前ぶ のかく、 ホ闲巧 w 々讓ぉ 賄 化し やお 巧 
に 巧 現の 巧 ー ホを 巧み 巧した ので あつたが、 巧な の 巧 巧 巧が はぶ 力を 用ゐ てが 闲 現を 進 巧せ しめ 
て 居る。 斯る 手段の 巧 おは 大巧 ブ n ックが 濟と巧 逸 腹巧粹 がとの 本質め 相 巧から 來 ろので なく、 
がろ か 治 的 巧 境 或は 闻 巧め 化かの 巧 連から ホ やる ので ある。 卽ちあ ホに めけろ ホ闲ホ おを 巧の 巧 
巧と 失 化との を おが、 現せに まつて ァク タグ キ ー 現出のを 上に 平 巧と 巧 巧との ぶを 巧ら したと 鼓 
めて ょい。 巧 經讲の 本 巧を 站れ ば、 大巧 プ n ックは 英本闲 の ホ 策の 化 巧を 中ム として 考 おされ、 
巧锁じ 巧す る本阅 のが 化の 態 おが ホ だ 十々 改まつて ゐな いに 度し •巧 逸の が巧經 がは おが か 巧を 
斑が として 巧る。 化に 准ろ が ホ. 卽ち 乂おプ n ック にがいて •奴 御が だ 乃 ま 戰化勃 あの おおが 巧ぶ 
する こと •が も 巧 おの ダン デ— 翁 や ジャブ パラ I ^ •ネ 巧の-一- 1 動に 巧しても 吼 かで あろが 
巧 逸の が 巧お濟 じは 斯るお 險の巧 芽が 化 化せざる ことは、 ナチ ス 就め 鈍 ホが ホき パン ザ M 巧に 巧 
らしき 化を 巧せ るら ので ホる と 班く にょ つても が おに T がし かる。 パン サ M 轴の巧 巧した のは 巧 
十二世巧の中巧リ ユーべ ッ クホが 'ィ ンブ ^グと^盟したけであると云はれ、 巧くリ ユ《ぺ ッ クホ 
が中ふと；^つて此；1鉛を支がしたことは今おが巧らしく述べ るまでもないが、 リ ユ ー ベ ， クホに 

第一 巧 ド ィブ 2* 成 at » とィ V -— スのプ n ヴク W 濟 との 巧 M ちと 


第か^^ 廣48に巧ミを ミク 
巧る ホき 户ン ザの ホグシ ユブン 巧を おれば 00 口 srdiw <103 i - fori " pax (內は 一を —— かは かか) 
と 巧んで みる。 巧 逸の 廣巧 おがは 化な 言を 巧り つ、 地 巧 巧 大じ逆 おず るので あつて、 其を 上 じ ホ 
中る 多少 Q 莫は 之を 話し、 貧 伊太利と 问盟し •震と も 結び、 ッ硫ゃ 柄が 7 ラ； との 巧 
巧 さへ もを 現されて 行く ので ホる。 巧 巧が々 く 巧 力 じょつ て お 小の 未 閒闻を 巧が •し 闻巧 ユュサ 
ン •チャ， ク Q 巧る 處12 日を なしと 巧 ゎ 得る C 至つ た i とは f き 差異で あぇか 義 逸ら ご 
マ グクを 巧の 時化から 巧 一み 化 ホ 大巧 前までは 巧闻の 巧を 路んで 帝 W ホ まめ お出 じみ 中した けれ 
ども、 ヒ ，トラ ， S 巧 化 C 及んで 巧 かなろ 方向 轉巧を K しを げた？ ホる。 れ C 現在 揭 班が 巧秩 
が 巧 謀の 巧め じ 巧 力を 行使す るを 目して、 が 日の 英 M のをれ と 同意な じ 解して はならない。 

おじ 進んで 英巧兩 アゥ タグ キ I のか 巧內 がを 考寮 すると、 一な 重 おなる 塞 巧を 化 出す。 卽ち巧 
闲 のをれ は 化 巧が々 肢 的で ホり、 お 合が 無 巧 的で ホる に 反し、 巧を のをれ は 化 巧が 巧 中 的で ホら 
結合が 巧 巧 的で ホる。 大巧 プ n ックの 巧 巧が を 化 ホ じ 五つて がを する 巧 巧の すべてを 包 巧す ると 
を ふ 現 •なじは 多くのを 巧が あ b •就中 巧 品 ホ 巧が 廣 化で ホろ こと、 並 じ夕な 巧の 物を をを なじが 
する こと Q 二つは 管を おく 所 S も Q で ホる。 資 ども 其蓄 C はまた 宣大 なを 祭を なみ*- ホ 



に 所謂 巧たざる w 々かた 巧 械-冉 分割の お 請の 强 巧なる 現 時 じ まつて は、 其 化 巧 巧が のをめ に夕乂 
の 巧 ムと巧 用と を拂 はざる を 得ない ことが か 無の 玻ら なる ものである。 此苦ム と 巧 用とは 巧 かの 
樞巧闻 が 歐洲巧 巧が 巧設の 巧め じ 巧す 巧の 稻 度に 止まらざる ことは お 化する じを おであり、 又 現 
じ 今 ホの 巧が じめいて ホ 超されて ゐ ろでは ないか。 交魄 闲が夕 めて が密 とする 巧 巧の 额や巧 か 巧 
涉を巧 おして 立 超ず るを 須ゐ ない。 化 巧 巧 一の 海ず 闲 であ b お述 W であると 云 はれ •また 化 ホ ホ 
金が の あ 半を 白 闲の烦 巧より 產出 する 乂英闲 じして •化 脚 じ 族 巧を おいて あ朽 おおのが がを 巧け 
たる 规 態は 何よりも 雄 辯 じ 巧 巧 がをお « して おろので ある。 

大英ブ n ックお W の 地 巧が 分散 的で ある 巧な は、 前世紀 じ 於いて 巧お閒 がの 巧め じぶ 力を 化. つ 
てが おせし お 民 地を 其ぶ 取 入れて 巧 成 巧 素と したから である ことは 前に 述べた 所 じよつ て 明かで 
るるが、 巧な の廣 巧が ホは 巧 力に よつ て おおを 述さ ぅとす るので はなしに、 自 がの 巧 化を 巧ぶ し 
て 共 地 巧を 巧 大して 巧る。 此 行き方は 巧 點ず變 へて 地理め 腊 史的 必然 おじ 沿 ふと 謂つても よい。 

巧な は廣巧 経が を 巧ぶ する じついて 自闲を おがに おを、 をして 巧 逸 巧 巧の 化かせる 化かの 併 か 
を 始めた。 化 企ては 何人の 眼 じ も おた 的必が おに 沿 ふ ものと 映 やる。 ホ じが 太 利と 同盟し これを 

> 1 B ド ィヴの* 城 ！ JW とィ 午— スのブ 〇ブ ク經 w との 異 W 田 セ か 
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第 化 韋 濟 にたけ るを 田 AO 
樞 がに 加へ た。 巧 ー ホ 化を 大巧に めけるな 闲 であり •また ほ 族の 異ろ 伊太利との 提巧 はが 化め 必 
ななを 無 おする 始巧 であるか のか'- おゆる けれども、 白 然的與 件を 巧れば 無理なる か阁 でない こ 
とを 知りが る。 ツ聯 との 提携ら ス カン デナ ビア や 赃白佛 への 進が も •ぶは バグ カン や 巧 及 方 曲へ 
の 進出ち 亦 巧 b である。 斯 くして 揭 がをお 軸闲 (A を senmadi ミ) とする 糜 巧經濟 が獲設 されん と 
し’ がが 码の 排除の 爲 めに 武力が 動かされて ゐ るので ある。 化 巧 的 必然 おとお 化め 必然 巧に 從つ 
て 地 巧が 集中め にが 大 されつ/' ある ことは 化 廣巧經 试の强 みで あると 訊は ざるを がない。 

ィ.* リスの ア クタ グキ I は 巧成耍 索の おなが お 巧め であ b 、 ドィツの それは 構ぶ 樂 おのな かが 
お 巧 的で あると 云 ふ 所な はがょりも 巧 かじかの 流通 部が じ 於いて 現 はれて おる。 乂英プ "ック は 
英本闲 と風領 との 閒 じ、 及び 始御 相互 巧 じ 巧 立せ し夕 くの なぶを 巧す る けれども •これ 巧は なす 
る 巧 •脚 おを 輕媒し •巧みを をみ じする と云ム だけの もので あつて. がの 巧说 にな 巧的视 蹄を 作 
つて ゐ ない。 卽も お出 も檢乂 もが あの 作用に 一 化されて ゐる ことは プロック 內じ 於け る 化 引もプ 
ロック 外に 對 すろ 取引 も おじ 巧る 巧が なく. 义 代金 決 满 につい てら プ "ック 內に巧 別の 化 哉が あ 
るので もない。 がるに 巧な の 廣巧姪 にがいて は 梢 巧 取引 ( verrechnungsverkctlr ) をぶ 俯して か 



の 巧 巧を w 結し •をれ をを 巧なら しめんと して 居る ので あ 4。 

第一 一節 獨 逸の 貿易 じがけ る淸算 取引の 
, 構造と 其缺點 

現 時の 巧 逸の 巧 易は 闲 をのが 巧の 下 じ 主として 淸 巧な 引 cverrechncn 内 SV 巧す hr) にょつて 巧 借 
を巧濟 して 時る。 が 方法を 化る と > 巧 巧 締約 闲巧じ 一ぶ 巧 間 通用す ろな 禪比举 を 巧め なぶし、 が 
比 ホに 從 つて 巧 逸闲內 じがいて 巧 逸巧带 にょり 巧手 財 じめいて はが 化の 巧が 巧 化を なつて 巧 借の 
淸 巧を 行 ふので ある。 かじ 化を にけ 外 闻を巧 ホ 巧は なく、 巧 巧の 巧 巧は をら や、 從 つて 巧な 巧 巧 
の 獲 勒も化 じ G い。 化し 俩 々のがな 巧 巧に おし 別々 のな お 比 ホを 協ぶ すろ をげ けない。 而 して 贸 
ぉ妃はな义はみ他の切金ぷを檢送して么.^^?^みすることを避け、 をれにか巧すろ巧なの巧動を巧 
さし わるので ホる。 此化 引は 巧 逸の 侧と 巧手 閑の 側との 二つの 側の 閒に巧 はれるな 引で あるから > 
二 侧め化 引 (bilatc を cr <3kehr) とげ ばれろ ので あつて、 此二側 的 化 引に めいて はみ の 仰が 円 己 

第二 節 a な^ 货ぉ じがけ る 巧 » 化 引 S 巧进 とが W 巧 W 八 一 
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の 巧ろ 程度に 於いて 巧手 側から 貝 はんとす るから、 一時め じは 其 巧の 巧 借に を 巧が 現 はれても、 
みき 巧覃 には*'^ れが 巧衡す S 笛で ホえ 义斯る 期 係 C ホつ T は W がた る两 巧み® 卽も W 巧 的 
金な 贷 借の 行 はれる が 化な く •を 本の 巧 付 も、 又はを 本の お满ら 、たく 巧な 巧轉の 方な じよつての 
み 之を をし 得る 强 でぁる。 かじ 化淸算 方法 じよれば 二两 巧の おがめ 曲な は 安を しを 巧を ホ さや、 
巧れ 引 额を巧 意 じかな しが •巧 取引 じ おする 两 をのが 制を 可が じし > 且つな 巧が 巧手 闻 にがけ る 
物が 變 動の お# を さけざる をが ろ。 が ほ 巧な が 外 巧 巧を 停止しながら ちみが 车が甘 乎に 巧 巧され 
てゐ るのは 巧 巧 なぞの が寸 るからで ホる。 これ 等は 巧 巧な 引の 長所で ぁる。 

然れ ども 淸巧化 引は また 宝 お だろ 短所を 持つ て 巧る。 ちみが を 金 又は 巧 化の 巧な 巧を 巧 巧して 
か娩 すろ のでな しじ •をれ じ 相を する 巧 品の 巧 おを おさしむ る ことじよ つて 化 まを 巧 巧せ しめよ 
ぅとす る 如き 方法は •がめ W 相互 閒じ 不自が G 輪 入 又は 輸出を 巧は ねばなら n こと、 なる。 卽ち 
巧の！！ 巧を 巧に が も 巧 無 巧 逆 やる 編 給 M 巧が ホれば 閒趙 はない が、 さぅ でなければ 買ム方 か、 資 
る 方 か、 がた wla ; 乂 方に 無 姓を をばねば なら 0 こと > 'なる ので ホる。 實 例を 示せば 巧 进は度 品を 
欧洲 ボ 巧じ输 出し •巧みを おかを 美 W から » 入 する M なじ ホつ たので ホる が、 巧 g 巧を 巧 立の お 



巧 •巧みを 欧洲 工業 巧から 半 巧が の おで 巧當 多く 輪乂 しなければ なら 0 こと、 なつた。 巧算 おを 
のぶ 立した 當 巧の 一九 S 四 年が S の 四 ホ 巧と 未だが る 巧を のなかつ た 前年の 同期と を 比べて なる 
と 化 事 巧が 明が でぁる。 巧を 淸 巧な を 又は 巧 品淸算 なをが 化 巧に 戍 立した からして、 が お ま > が 
巧の お 入は お洲 のな ぶ 諸 M からの々 が 金 额で計 巧して 一割 ニ ホを 增 かし、 お 外投策 W からの 分が 
同じく金额で計巧して一韵九ホを巧少しておる。 が中變化のを大なるもの/^ 1 つは羊ででぁる。 
羊毛の お乂 巧を 斯 おで 計 巧し 一九 年と 月から 化 巧 じ まる かと、 盈 一九 S 四が の时彻 とを 比較 
して おる と、 アグ ゼン チン. 巧洲 •南阿 ク グボヒ ょり 輸入す る 巧は ニニ、 よ 九 五 巧から 五ぶ おみ 斯 
にが かしてと 割 六 ホの 化 下を 示した じ 反し •チ ユッ 3 •才— スト >ア •ィタ リ！ パン ダリ！ ス H 
I デン •トグ n ょ b お乂 さる/' 分が 一ー ニ 九 六 巧から 四と 五 四 巧 じ 巧 かして S 割 四 ホの なかを ホし 
て おろ。 而 して 其 巧 がをおる と 羊毛が ホ 化 じめいて 巧 巧 おを せる じ も 巧ら 中歐洲 のが 巧な ぶ W か 
ら窗 巧に 之を 貝 入れた お 巧と なつた ので ホる。 义淸算 取引は 巧 巧の 巧 b 白 W の お 山す る がをお ザ 
として 巧キ闻 からの 换入额 を 制限せ しわる 巧 かじ 巧く から •兩两 巧の 巧な を おみせし わろ ょ 6 も • 
夕 ろ 退 巧 的なら しむる。 ド ィブ. ス *1 デン おを のれく •巧 « に 巧 W 巧に がけろ 従 ホの お など 

第二！ 1 lla の KA に 於け る ホ 露た かの なをと 其缺 » n 八 I 二 
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，めし、 ホ. は ドィッ. ベ レノ， キ\ 協ぶ の 巧に 斯闲の お W 巧な を 10.0 封 六 二. ぷと比 ホを ぶめ、 之を 推 
持す る ことにすると ••输 お闲 阿の 貿易は 巧 互 じ 化 ホの 上で 巧少せ 中と も •か對 めじ も絕 巧め にち 
巧 進 しないを 證を 示して 賠 る。 か 之 •淸巧 化 引は 巧 事 W で 巧め 爲祥巧 おを 巧ぶ し、 之を 一ぶ 期 岡 
にぶつ て 化 引に 適用ず ろから、 物 かの 两內 巧みと 化 ホ 巧 巧が がとの 閒 きがな々 增大卞 ろに ちる。 
これ 巧は 淸算化 引の 巧 悲のお 明なる ものである。 斯くて 淸巧化 引な お 論が おがす る 巧で ホる。 が 
ラィ ヒス バンク 紀巧 シャバ トの かきは 巧 巧 化 引を なつて 怖る ベ， もの，， sheuBlicll ••な b として 
だ 對す るが 有力 G る 一人で ある。 ょた 巧 巧 聯盟が かお 满 を：：！： み も 夙 じ 憐持化 引の •だ 巧を がぞ し‘ 
世お巧易にをおな-〇として反おしてほる。 尙ほラィ ヒ ス バ ン ク巧がユ ミ1 グ.プ） グ(田3む puhl ) 
がお誌|1巧逸巧お鸦 ^!|&」 (Der Deutsho <011^ミミ)にホせたる論义にめいて淸巧制のをも巧乂^る 
缺就 として 巧ぐ る 所の ものは 左の S 點 である。 

一、 級 巧は 長が の 闲巧的 ホ 神化 引を 巧 おな くお閒 せし わるに 乂じお ホつて 巧る ので あるが、 贿 
巧 制の 制 化に ょ b これ 巧の 侣 用が 巧は W 巧 支が 化 引 じ 於いて 巧く おおされろ であらぅ。 何 化かと 
お ふに、 おな 巧を はすべ ての 支が がを を 現が のな 巧の 上 じ 巧く からで 水る。 



二、 がを 刺じ附 をせ る 各な の お 式 手 巧は 資方 にも 巧 方 じ も 多くの 負 巧を 巧へ、 従つて 巧 巧に w 
係 ホる W 民 おみ じまで もを 巧を 及ぼす。 

一二、 巧 お 期な の二侧 巧の 巧のは 巧々 じして ホ 望の 巧 巧を が ゆる こと ぁ 6、 化 巧か闻 巧め をが 平 
段 度び がな 手段と してを を-再び 巧 用す るを 化と する に まる。 

第二 一節 淸算制 改善 じついての 若干の 提案 

巧の かく 淸巧 制は 金大 なる かおを がする にか、 はら や、 フンクが が 巧の 息 見は 之を 改 なして 巧 
用に 適する もの とせば. 金は お 巧 巧 洲の巧 お 制度の お 巧と してがず 里 巧な ろ 役割を 巧 じないで ホ 
らぅと 云 ふに ホ り、 化 見解の 下に 巧を はなに 何 かの MW を 有する かき 巧 おか 巧を 行 ふこと 巧 じて 
これな き 旨を 巧 昔ん て 居る ので ホる。 又 先肢グ I マニアの 外 巧に み 進せ し マノ ィ レスコ (Manoi 
_ S 8) かおは 化が の 謀が にがいて 贿歐闲 ほが 巧 逸の 金ち 化を 巧 謝 甘る 育を 化べ、 前が 火. 利 外相 ァ 

ベ. グト •一 •デ. ス ，プア ニ； 一すュ〇 を wtefas ごも 同 おの； 巧を ： La W ご ョミ： にを 巧 ，てを 
SUB UMia 度 « について £于 《ち 失 田 八 五 
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巧 巧 化 引のを 巧は みに ポ I グ •アィン ナッヒ が 其 巧 田* を § 巧 〇〇 ミ 3 ご- (をぶ*.》 ゴ〇じ お 巧す 
る 巧の 化く* 巧に ま 巧を 巧の 部面に がする。 化 巧は ラィ ヒス バンク 巧 巧 玉 ミ I グ •プ ー グ がな ぶ 
「巧 逸 W 民 巧 W 」 にを 爱 せし 論文 じ も 明かに をめ られて 居る。 而 して それの なを じついて 化 ふ 所の 
も 八は 如何にして 一巧 其 巧 力 おを 巧 化し > 一巧が 能が を 巧 進すべき かに ホろ 課で ホろ。 

巧巧制改なじつ いて何人も考がずろ巧お城は巧借お额の決^を巧み^^らしゎる方法をお出する 
ことこれ である。 巧 巧の かく、 此 制度の 下にみ りて は 巧 借のを 额を 成るべく 巧 少なら し^ろ が ほ 
めに、 お乂额をお田额の巧阐內に制化せんとするが向が現れ、 化界が^^を養おせしわとの非巧が 
せる ので あるが、 自ホ巧 辖の巧 巧に めいても、 脚巧惦 がを 作つ て おんを 巧进 し、 入超の 巧 大を巧 
制 甘ん とするな 巧が 行 はれる。 かじ 化が お试 をを 縮す ろと 云 ふ ホ 難は 巧 b 巧な 化 引じ對 しての み 
舆 へらるべき もので ない。 化 じを 巧 かがを を 巧なら しわろ 方 化さへ 策 巧 さるれば がな 制は な 由な 
が 制ょりも 一思 巧 巧 G るら のとなる 巧で ある。 

差な 巧# をを おにす る 巧め じが 巧 如何なる 力なが 考お された か。 なに 巧 二 S を 巧げ ょぅ。 

其 一は 借 方 供 じ 巧す る 信用の 附 巧で ホる。 これは 巧 巧が 今次の 巧が 钓巧化 前に グ ー ►ュァ 巧び 



トグ n となを せし 巧 » が じめいて ザ 例の 存 する 所で ホえ 化 巧 闲は巧 巧からの お 入 お通じょ (て。 
淸巧 期を じ 居 巧の 巧 卞を额 が 現 はれろ ので ホる が、 をれ み 蘇 速 じみ 巧す る ことを 巧け、 巧 巧 側 じ 
がいて はこれ を淸算 上の 贷越 としてな 极 ひ、 後 H の 輸入 力 確 化に 充てた ので ある。 また これを^ 
I マニァ や K グ n の 側から 見る と、 淸質 勘ぶ に 借 ホみ 额の增 加は をれ だけ 巧 逸に 對 する 將 巧の お 
出 可能性が 巧 大した ことで ホる。 而 して 白 ホな 韓制 じあり ては 闻巧巧 借のを 额が巧 かする じけつ 
て 巧 巧 巧 巧の 變 がが 增大し •借 方 側は 不利 じ、 巧ぶ 侧 はが 利に 醬 かれろ けれどら •がな 制 じがい 
ては、 前に 說 巧せ しかく、 はを 闲 巧の 巧が 比 ホを おめ 一を 期 巧 じぶつて をめ て あるから、 斯 ろが 
ぉ なぃ。 

が 二は S 々お 淸算 であろ。 デンマ^クは 巧 巧に 巧して 巨额 のが 巧 上の 巧 巧と なり、 ス主 I デン 
に 巧して 借 越と なる 期な じある。 然るに ス 王— デンは 之 じだして 巧 逸じ對 して 借 おとなる 。めな、 
スユ I デンのを ぶなる お# 學 おべ グチグ •ォ ー リン (口 3 ミ 0 ザ 古 口) のかき は S 約お说 巧を ホ张 すろ 
9 である。 卽 ちか、 るを 额巧 ホの 困 雑の 化に、 デン マグク にめ ける ス王 I デンからの 餘 入を 制 化 
し •また ス A — デンに がける 揭 逸からの 检 入を 巧が する 代り 广 A デンマ^クが 巧 逸に 於いて 巧ず 

さ 二節 巧 >8 巧 おにつ いでの 巧 干の 巧 お 内 八 七 
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るが 巧 勘を の 巧 金を スユ I デンの 淸持 勘を へ附 おふれ ば、 これを S 巧 間にが する 巧が かがの 田 お 
はを おじ お化される 課で ある。 巧が じを へば •デンマ^クが ス 主 I デンに 巧して 一な の 巧 逸淸巧 
勘を が 金 お 巧 指阁 おを を附 すれば、 をれ だけにて S 闲 巧の 闲 巧な 借を 额 がか ホされ るので ある。 
かな 才— リンは ー ホを 進めて 化が に 中央 淸貫 局を 設廣 し' 此 中央 淸巧局 にがいて 諸闻 巧の 巧 借ぶ 
がを 巧 巧みが すべし と 巧言し、 化 方法 じよれば •淸持 制の 長所を 保持し つ、 確 巧に 巧 巧 上 おにな 
な 上の 巧 巧を 收を しがる であらぅ と 云つ て 巧る。 フンク お W 巧の 意見 も 亦た 化說に 一致して 居る 
ので あつて* 巧諷 一一 側 化 引 (der 1 >賢 ミ ale vskehr) を夕側 取引 (der ョ已 ユ laterale <erke 呈じ巧 
お甘しめ、 歐洲諸巧がホ自の對か巧化引から生乎るを额を中かの淸持所にお中して巧巧決^一^すべ 
きを 說 くので ある。 乂も巧 時の 今日では か/' る夕面 的なる 淸巧 決# をを ちに 貿 巧し 巧 きら •しか 
し •其 S ' 能せ のかす る ことは 巧が と ハン ボリ-- との 巧 じが 結され たる 巧な めに 現 はれて 巧る。 化 
な 巧は、 ィン ダリ-- とべ グ V! ォランダ. ノ I グク王 I 阳 のま 拂化 引を 巧が 聞の 淸爲 制に よつて 巧 
みせん とする もので あつて， これ 巧の W 々じがけ る 差 巧 閒趙は 化な をの 黃斤 によつ てを しく 巧 巧 



其 三は 巧を 有力なる お w 巧關 のがな おがを 化 巧す ろ 決 巧 方法で あつて、 キ 3 八ン乂 巧の ホ ー グ 
フ ユ グド(辛至.ぎ己呈ちお巧の巧巧じか、え同お巧け巧に 一 をーニニ年化の巧な「化巧紹^6評論」 
(weltwi ミ du でを hes を chiv. S •ミ 3.) じを ませし 論义 •「二 闻 巧の 資本 巧の の 巧 逆」 (日 i« で ru で ミ 
を 『 Nwisohen 一ぎ bischen Kapita 一す weg; 旨 gen) じがいて. 論 巧せ し 所を 化が とし、 おに* 九 三 化 ザ 
に 出 化せし 莱蒂 「侣用 お# じがけ る 〇 化 化と. だが」 (A ミ oma を 3US 一一 己一 FCFlrunw in der ICr を U- 
え rtschaft} じ述ぺ たる 巧 巧が を 巧が として、 凤じ フンク 提が 巧の 巧說の あぶ さる、 ながに 化ち 案 
を 執筆した かで ホろ。 巧は W 巧 的が 品が がょり ホず ろ支拂 のかみ ょら も、 膊巧 たるが 川 W 巧から 
生 中ろ 支 巧め が 乾の 力が 餘程 おおで ぁり、 而も 巧閒 蕾には をに‘ 闲巧閒 の 資本が 巧が たく 贿な巧 
巧 又は 金 巧 動の お 態に がいての み 可能で ホる と 主 化して 於る けれどら‘ をれ は々 日で はらは やお 
當 でない として、 巧の かき 息 見を 立て、 居る。 

闻 巧め 借款 成立 ずれば をの 手 化额が 巧械や 其他夕 くは 長期に 互つ てが 用し 料る 經 がかの お 態に 
めいて 交附 されろ ことは 確かに 吾人の 巧になる 所で ある。 このが はまた 短 巧の 闲巧侣 用 じ 巧して 
も お干の 制 化の 下じ閒 おでみ る。 がれ ども 其 かに 巧 おか 引に をが W 聯 なき 闲院金 がが あつて、 巧 

<1 二 節 ホ 冉 についての 巧于 5 投案 n 八 か 
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封め に 記 お 事み G 形に 於いて 行 はれ 商品の 慧を ち膊 たを Q ;^ 動を A お运」 ない。 葵 蘭は 巧 じ 
一知 巧闻巧 借款の 一重 お 部分を 巧 成す るので あつて、 主として 金融の 過度の お 巧を 肚正 すろ 爲 めと 
か、 ホは をの おな を改 きすろ 爲め とかの かき、 化 動 性の が 因から おろを 融ホ 巧の 規巧巧 借に ホ 行 
する もので ホる。 このが 巧の 闲巧 信用 附 巧は 從巧 ロンドン 及び アム ス テグ ダムの 鉛 巧に ょつて 行 
はれた。 これ 等の 鎮 行は ル 巧のを 融市媒 に 封して 月 ホの みお お 近 や 其 化の なお 巧を をが 和し •义 
蓄の 資金 堇を護 芝 . J わろ に大に 望つ た？ あつた。 而し T 斯る 假麗 與の義 から ぉ 
じたる か 巧 巧を は巧勒 お巧備 のな I 化に 爲 かれ* 何時 G りと もこれ を 金 じ巧隨 化しを しても こぶ 
がし 巧る ものである。 化しを に耸挺 化し 化に 讓 がする ことは 巧で あつた。 

ィゲリスやォランダのが巧がな旅すれば、 共後- これ等に代ろべきもの^巧ホさる、ことは巧 
ふべ くも；：？ い。 化 巧な じがいて* 紹 おに 確 巧が 力なり と 認められる 巧 所 •例へ ば 閑 巧 的が 巧 化 引 
を處 巧す る 局 巧のを 行す る 巧が 證券が 金に 化 化して 化 用され 巧べ しと 部つ てょ い。 なと 雖も闲 巧 
的 支 巧 取引に がいて は をれ 自らの ためにが 値を 巧す るので なく > みろ 何 おにが いてら 財 巧を 牌 頁 
する 能力を あする がが に 巧 巧が あるので あろから* これと 同等 じ 作られた ろ 巧な 巧が もまた 司 じ 



作 川を 巧し 得ろ 答で ホる。 化を、 此 巧が 巧 おは 進んで 闻巧的 支 拂キ段 ともなり 得べ く、 をして 今 
U かは を ホ 的 及び 巧 巧 巧 か 的 巧 おを 巧せ ろ 多くの 問題を 解かす るで ホら う。 がくして 淸算 所は 巧 
巧め支巧巧^^の巧巧なる仲かホたる作用な上じ、 巧じ本巧の息巧の信用巧閒、 卽ち信用仲かおた 
b 且つ 信用が 造 ホた る 作用を をむ に 到る であらう ことは 巧 かで ホる。 

上ぶ ずる 所の ホ I グフ ♦ーグ ド おおの 提 をは、 祐 がた ろを 金貨 借の 決 巧 方法を 示した 巧に フンク 
お 巧の 所說を 補充す る 意を を 有する ので あるが、 謂 ふ 所の 巧な 證券のを 一打が かや、 謀が 方法 乃 
ま 通用 力 や’ 网巧巧 おとの 關蹄 等に ついて 未だ 何等の 說 巧を 加へ て 巧ない から、 巧の な阅 する 所 
.のを 巧は 不明で ホる。 

巧のは 巧 巧 用 封 外ち 巧手 段 (velTshn 旨 gsdev 豪) の 考案で ある。 これは ミュンヘン 大巧の ァド 
少フ .ゥ ュ—バ I か 巧ず の 支持す る 巧に か、 ろ。 ゥ 王— パ— は闲 內物侦 が外闲 から 巧ろ 彩 糖 じょ 
つて巧かさる、をなつてがましからざる巧み；；？らと度め、 ^ヵ ス (Eduard L , uks , >11ぶ真3 des 
oe 乙 es. ジミ 香ュ u . Be 占 n 1 さ 7.) が 巧 お 制 化の 闲內 終# 的規 おの 部 曲に めける 闲 みのお 巧 お 
(sou ミ ranitat ) を强 調す るに 巧 息して、 巧 お 制 化を 白 閑の 經濟 のがを なる 巧 成 じ 巧 立つ やう 常備 

さ 岳 濟 についでの 巧卞 のな 案 n 九 一 



露 九車廣 城*! » にがけ るを Ht こ 
し かして 外闲が 巧し 义は爲 さんと 巧す る 巧の ものに 巧は さる、 ことなから しわべき で ホる とち 
へ、 化 淸巧用 巧 外支拂 手段の 化 用を 巧く ので ぁる。 卽ち闻 民 結# 巧の みおの 秘的义 びな 的 巧 W が 
一ぶ の 金が 格を ながと ずる 闲巧 巧の 支 拂化引 巧び 淸巧化 引を 化々 別々 に 行 ふので はなしに •この 
用 巧 おがが を 巧と して、 又はが 一せ る 巧 ま 的 お 巧の 下に 立ちて I をの 闲民的 化 がをおを する 所の 
义 が# として、 おかまが 取引を お 巧す る 巧を にがいて この 新を 外 支 巧手 段が 考 へられる ので ホる。 
巧 お 外支拂 手段は 巧を せるな 总 のがれの 闲 へら 支 拂の爲 めじ 引渡し 错 ベく. をして 巧な の資 方は 
が 上代 金と して 之を を 化り •白 己の ホす る 巧と みと 時と じがいて 使用す るを 得る ので 水る。 巧る 
义拂 手段を 化 用 すれば をれ を茲 巧と して W 巧 巧の 私め なかを なつて W 巧 力^テ^ のか さもの をを 
出す る ことが 可能と な ら、 おには 約 W が ホ！！ を 合せて W 巧 おがを お 巧し、 なつて を 巧な ろが；^ ホ 
まを. な 巧す る こと も 出 巧る、 化 おみは 巧 じ 二 W 巧 じがいて 巧 立す るに 止 •まら ホ SW 脚な にめ いて 
も四蜗 器： i がい T も 可能で 言。 巧く し 5 來は 巧ぶ 上 Gs が 器赏 W 對堇 巧手 巧卽ち 
梢 巧爲を (V ミ echnungsdevi ろと な b 得ろ と考 へて ょい。 而 して をれ がが ホの ロ ホ 巧を S を 
D ミ ise) と 巧る 巧は 何かと 云 ふに •後 ホ卽 ちな 由爲 巧は 巧 化 的に をして 無統制に 動く に 吏し ’ お 



ま 卽ち巧 巧 毎 巧は 計畫 的に をして w みの 席規の 下に 勒く點 じがす ろと 去 ふので ある。 

第 四 節 樞軸阀 廣域巧 巧の 興、 隆 と金の 貨幣 . 

王 庵 お 位 

悄巧制 改善に ついての 諸 粗 まは 巧け なる 理論を 附 してが 巧 益を 哉いて 巧る が •何れもを が保洲 
諸 巧 じめいて 閑 巧 貸借 巧が 手段と して 不足す るから、 止 わを が や 之に 代るべき 何もの かを 見出さ 
ん として 案 巧され たな 術め の ものである。 巧 3 すれば をが 闲巧巧 借み が 手段と して 不適を にな づ 
たと か、 ホは 巧を と 錠 わる 能は ざるに 至つ たと かの 經濟め 事が が これ 巧の 諸捉 まを かんだ のでは 
ない。 なれ ども 廣 巧お濟 への 巧 逸の 巧 力は 案外な 速に おおし、 終が 的 巧 巧が を t 改善 甘ら る、 が 
化に、 をを 化 用せ ざる か娩制 巧の！ T 化 巧は 益 t 巧乂し > ィ タリ I と 招 巧して リラと マ^クの 期 根 
を まり •巧 じ- ン ボリ I を 樞轴に 加へ、 盤んで をを 巧 巧 王座から 叩 S 一が さんと する 態 化を 示し 来 
っ た。。 

第 内 植 MW 廣试 巧# の 興 巧と をの 巧 巧 王座 巧 化 田 九 一二 



第 か 章 庚 城 経 g にかけ るを 田 化 田 
巧な 側では 廣巧 お汾じ 於け ろ 巧 巧 巧 制 おはを をが 巧と する ものでは なくして 巧衡 力を 巧 化と す 
る もので なければ なら や、 斯る货 お 制 巧 こを 他 田の かおに 巧は されざる 巧 立 ホ 巧の 完 きもので ホ 
ると 說 き、' なつて 化 乂じ一 おを 舆 へた。 しかしながら •み じ化考 すれば をれ がが 待すべき 巧說と 
お ふ释の ものでは ない ことを かるので ホろ。 を ふょで もな く 巧 巧の 巧みは 巧 巧め 乎 段た る ことを 
なつて 最 とする が 化に、 巧 あさるべき おかの がする みつて 始めて 其 巧值を 語る を符 るので ホる。 
今日 かは 金を ぶ 巧と する 貨 お* かち 金に 连 おせる 貨 おを なつて 宙夕 ならと し、 自力 お ホる がかく 
に考 へる のは 迅ま にがいて を貨 おが 巧 逆し •又はを じを 巧し 得る 巧 ホを 使用した 比較的み い 期 巧 
になされ たる 遺 傅 的 巧を じ 某く ので ホり •义ホ 巧 化まで 金の 巧 造し 難き せ 巧 おにを じ增 化しが き 
ぶに 巧 因が をす るので ぁる。 現 時を くの 巧々 が 金 巧を も. 又は 金を みの 可能なる 巧が をら 化 用せ 
やに、 金から 閱 かされろ 所謂 不巧巧 お力ま 巧 金 通貨を かして 闻內 のか 貨が 通を 支が なく をんで 居 
る 巧な のらのは 、之を 巧 的に ちへ ば貨 おを かして 供が さろ べき 物 かが 存す るからで ホる。 交み さ 
るべき おかなければ 貨 巧を 考 ふる 能は ない ことが 何人もを むる 巧の 化く でぁ 6、 又貨 おを かすれ 
ば 自己の 巧 ホす ろが 物 かを •ホは 自己の 巧 求ず る 何み をら 獲将し 巧る ことが 時人 も 信 やる 巧の か 



しとす で •貨 おのな 巧は がおか じ 巧す るので はなく して、 巧 巧 ザ 能の 物が じ ホ b と 巧は ざるを 巧 
なぃ。 

巧ら ば 巧 お 力を 貨 巧の お 巧と 謂 ふは 誤 b で ホろ かとを ふじ 決して さぅ ではない。 成ろ 巧. 巧 巧 
や •ボ ー トレ ー ス じを 動す る々 か 力が 货 おの 巧 巧で ホる ことは 何としても 想到す る 能は ざろ 所で 
ホり •义 求喊 ホみ 失 お ホの 持つ 巧衡 力は お 化の 巧 態 じだる のでみ つて •其 巧では 直ちに 之を 巧 巧 
の茲 巧な. 〇と考 へろ こと も 困難で ある。 巧れ ども 巧 化生 產の爲 めじ 活かせる 巧が 力は 巧 巧の 化 巧 
な b と諷 つて 巧して 誤りで ない。 何 化かと 云 ふじ •化 巧 合の 巧が 力は お 巧と おじ 物 か 生 ホの 巧 索 
であつ て、 巧述 のかく に、 生產 された る 物 おを 巧 巧の 巧 巧な りと 訊ひ稱 ろな 上は、 黄' 物 かを 巧ぶ 
する お 索を なつて 巧 おのな 巧たり と 謂 ふは 明かなる み 一巧 上の 結論で あるからで ホる。 但し 余は 巧 
か 生を の 巧 索が 巧 b 巧 街 力の みで あるとは 考 へない。 巧 巧 も 亦た 生 產のお 素で ホ b 、 従って々 巧 
力と 时樣に 巧 おの 化 巧な b と詢 はなければ ならぬ。 かじ 巧 巧 力を なつて 巧が のな 巧な ゎと する 說 
は 物 かが 巧 おのな 巧な b と 云 ふべき 所を 一面め じを 現した ものと 解せられ るので ある。 •而 して 又 

斯く がする じ 非 やん ばみ 說は 息を 夕失ふ もので ホる。 

«軸 画* 城 K 濟〇興 巧と 全の ft 度 王座 巧 化 田 九 五 



第 九章廣 城*; 濟に 於け る 金 田 九々 

史じ考 おを 進めて‘ まだが 現の 巧みを 得 ざろ おかの 巧 術 力 •ホに 未だ 閒巧 サられ ざる 巧 巧の 巧 
源は これを 巧 おのが 巧と 設 めが るか 否かの 牌 酉に 至る と、 余は これを なつて 巧 巧の 巧備 的が 巧で 
あると 解を すろ。 何と じれば 巧せ の 資源と 遊 化の 巧が 力とは これに おかの 巧 おを 巧 ふること にょ 
つて 物が 生を を 完戍す るら ので ホる からで ホろ。 巧 首 すれば これ 等は 巧 互 おかの 巧みを 待つ 所の 
巧 俯め なる 生 ホ 巧 おで あろが 化に 巧 おのが 俯め 化 巧と 凯 ふので ホろ。 斯く考 へ ホる と 余の 所論は 
巧 逸の" パ— 卜 .ノ 3 I ^ が闻民 おがめ 信用 化 本は ホ 菜に おすろ 巧 倒 巧 偏と 闲巧化 ホに 必巧 G る 
巧 かなりと 謀 巧せ し 思惟が 巧に 著しく 近 おせる ものなる を 巧 ゆる。 . 

現 お‘ 巧 逸 も' が 太 利 も‘ がた 巧阅も 巧を 化して々 力し つ \ あるが 巧 巧みが 動は* 共々 おの 巧 
立と 叫ばる、 かく* おが 闲 だけの 巧を をが 巧す ろに ホ やして、 巧 巧闲を 巧のを おと 巧々 を 巧 ホせ 
ん ことを をつ るら ので あろから、 其 巧 闽が巧 お 一を し、 有無 巧 通 中ろ 地 巧に 局限され るのは 曾が 
であると かに •また か、 る 地 巧にまで が大 されん とする こと もを 巧で あろ。 がして 利 おの 一を と 
か、 おがの 巧 通と かの 經 的が がは 今日の 處* 巧 巧 ホ まに ょつて 判 巧され るので ホり •それく 
の两を 及び 闲民お W が必 おとす ろ 物が •巧に 闲民 生活の お 持 防がの 巧め のみ 財に ついて、 巧 化ち 



をな 充し •其 巧 おを を 易 じし‘ 其 需給の 巧 街を 祝 巧す る ことじ 目 房が 設 をされ て 巧ろ。 化に 巧 域 
お# 逆 巧が おが. して 巧が の 化 巧が 巧 大して も 目ち から がれた ろ 經# 部耐 はが 巧 お# の おおに がす 
る 能は ない 巧で ホる。 

巧 巧 お# を提 巧す る闻 々は 何れもを に 乏しき 闲 々でぁろ から’ をを 化 巧 甘ざる 支が 制度を 巧 立 
せんとして ホは 巧 巧 取引の 改良を 企て、 ホは 巧の 力を 化 巧と する 巧 巧の 堅 巧を 說 くので みるが、 
しかしを が 金を 化 用せ ざる 支が 制 巧の お 立は をみ でない と 前は じければ なら 0。 々論が 巧 おがの 
進が によつ て 生 ホは 獲充 せられ、 利用し 得べき を 源と 巧 力は 豈な とな b 、 巧 述の巧 論に よつ て 巧 
巧の 堅夕 性は 巧大 し、 従つ て貨 巧が 隹 はお 內 的に らお 外的に も 巧を の废を かへ るで ぁらぅ。 まぶ 
が# W なのを 巧 化 じかつて 支が の おお 的 部が がを t がみ 化される こと も 云 ふを 待たざる 巧で ホろ。 
され ど お 巧拍內 じがいて あ 無 巧巧ぜ ざろ 物 化の 化 引 や‘ 急速 G る 物 かお 要の 充足 じついて はを を 
巧用せざるを料；^いことをが巧する能はないのでぁる。 

お ま拍內 にがいて 有無 巧逆ぜ ざろ 物 かとして が おにが 巧し 将ろ所 のらのは 主として 東 點ホ義 の 
目 巧から 離れた ろ 物 かで ホろ。 卽ち廣 巧巧濟 にがいて ホ 出されざる お 科 や 巧が は 之を 煩 外よ b 輪 
第 wti « 軸國庚 城經濟 3 興 任と をの 货巧 王座 巧な 巧 九 屯 
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入せ ざるべ から や， 而 して 財 外よりの お 入な あじよ つてを やる お 外が 巧は 化 あ 的に 巧 好 せらる、 
金の 移 巧に よつ て 巧みせ ざるを 得ないで はない か。 また 急速なる 物 か 無 巧と して 念朗じ 巧ぶ 巧の 
ものは 巧が である。 踩巧 はち 额の 巧な 物 かを な 速に-無 要する。 おし をれ ずを 巧 化に 於い r 小 かに 
調 速す る 能は 中ん ばか 闲 からの お 入に おたなければ なら 中、 其な めに 現. はれる お 入 おあら 亦た 化 
ホ 的に 巧が 甘ら る^ 金の 移轉 じよつて 決# 甘ざる を 得ないで あらぅ。 巧くて ホ 巧 財の 成大と あお 
化 じよつ て 取引 上 金を使 用す ろ 部面は お 小され、 义巧& の巧少 する ことは 認め 得る けれども* を 
の 使用が 巧絕 さろ べしとは あ 到す ろ 能は ない ので ある。 

世 巧の 金產 巧を 見れば 依な として 大タホ W が 其 おやを ちゎ。 がち 大ち巧 W 五大を 產 地からの み 
ま 出 巧は 一九 年 じ 於いて 化 巧を 额の六 二 •一% を 占めて 居つた のじ 一九 S 九 年 じ 於いては 巧 
々化 下して 五一 一一. 八％ となつ たが、 をれ じ ィンド. ユユ IV ユァ • -I ユ I ジ J ランドのを 巧を かへ 
ると め 五六％ となる ので ある。 をが 化 ホ 的に 巧が せらる^ 巧 b 英 M の 貿易 上 度び 巧 巧が わ 上 お 利 
なる 化 化に 立てる ことなつ て 見るべし である。 义 金の W 巧め々 ホを 見る と 化 ホな ホ两 のが 態に 驚 
かざる を 得ない。 をの 化 ホな ホ两 への 巧 巧は 巧々 としてぶ 止す ろ 巧をから や、 祐金ー ォンスを S 



十ぶ がと して 計 持 すれば 其 巧な 额が二 巧を かとな 化 ホを ぞ 高の 四 かの s をな ゆ。 耐もホ w は 
闻 巧に 金が おかしても、 をれ につれ て W 巧 物 巧の 巧せ サ ざろ やぅな な 巧を 巧り、 ゴ—グ デン 7 ィ 
ザ ー や、 モグ ゲン ゾ I のかき かがの 王 キス パ I 卜の ななに 街し てら ホ だが つて おがと けを めて 時 
ない ので ある。 がるな 巧；^ るを ホ 額め 闲 ががくら 巧 火なる を 巧 お 均の 巧 巧の ド じ お 轴闻に 巧 ホし 
て、 巧を がの 巧 持に がみの 巧 力を が 化して おる ので あろ。 樞か闲 は S 闽 同盟に 巧に パン ガリ I の 
參か 中る あり、 ジ聯 との 巧が も 脚が じして •化 巧 的 おかの 必か 巧に 化けす ろとは 去は る、 ものの、 
舊秩巧 破績の 案の 括々 なら' さる 推して かるべき で ホる。 

バン ボリ I の 一 ま ホ、 プダ ペスト 大巧 か 巧々-- グ •フォン •バ— ラス (psf. 巧ち 1 V •历 とを) は 巧 
て 「巧 お及びな のか 日の 問 お」 (口泛 heutige Probleni も 泛 oeldes un 。 ds 〇 えを S ) と趙 する 論 ダ 
ををおし- 化お論にがいて- なの削お度び聞巧的支拂で段の11巧をおらが巧；^る：2瞭的解かに巧 
せんとす る お 化から 次の 逆り 謀 巧した。 卽ち化 脚 おの 解み はなの 退化 や •巧 まみ 方を ぶび それの 
化が のが 山の 問 巧と 问げ にだ はれ 化る もので ない。 何 化かと を ふに T おの 巧 位 や 新 支拂制 化の 削 
巧は 巧に おみを 展 の】 おおで あり、 又が 濟 生活 义 びめ お 的 巧 力说 巧の 一 お 巧た る じかなら ない こ 
第 n 巧植軸 輕濟 6 興 度と をの 9 巧 王 唐ち 化 田ん ん 



« か 章* 城* » に* けるな 去 Do 
とが 巧 一の 巧 本 巧 巧 由で ホる からで ある」 と。 みら ホた 化を 解 じ 共 巧す る ホで あつて、 巧 米 供 重 
の* 巧が 如 破が 甘ら れ •闻巧 的 あ 力 巧 街が せ あ 的 反び 巧 濟的か 巧 じ 現 巧 すれば. をれ じ おやる 適 
ななる 巧 支 ホが W が 自ら 华れ 巧る であらぅ。 今は まだが を 上 じある が、 而も かは 巧 ホモ 座からの 
がが の 巧 ー ホを 埼み 出した。 卽 ちぶ W が お出の 巧 進 じ 巧 力を 度ね て 巧 干の な 巧 巧を 巧が しても を 
れを巧 かするな 前に 巧手 W の 金な 巧 如何によ り、 巧々 にして 所謂 罐詰 とされ •自 W のが 求す るか 
かの 贼乂じ 化 用す る 巧は ざる こと ホり、 义現ぞ にち々 しがべき み 又は 外貨を 持つ て 巧つ てら、 円 
W の 巧ます る 物 かが そのた 曲 W の卦 外を 巧の か 何に より 化資祭 止と なれる 巧 合 じは •巧 巧のを も 
外 巧ち 巧 ホたない 巧で ある。 ながの が 例は か 田を をを 巧 や > 外貨 支 拂 停止 や、 がが おがを 巧ずに 
がいて ならる/' 巧で ホる。 巧 じ 英米が 樞 か 两 じあして 企てつ、 ホろ お# おかな 巧は 明か じを の W 
巧 的 巧 能を 试 かする もので あつて •自 W のが# 巧 巧のを めじな < 八を がると 謂は ざるを 得ない。 

巧と •樞軸 W のぶ 巧が# 住設 運動は 再 人の 経濟巧 巧と 生活 關巧 じ强き 干が を 斤 ひ、 自由の 巧 巧 
と坤 能せ 3々 A に 巧し き 局限を 化へ つ、 を々 として おがして 行つて お 化が 巧のを ホが をの 巧 
巧で がからの 退化を 誘が する ことは 巧 巧す る 巧 じよつ て 巧 かで みる。 をが 巧 巧 王座から あ 化すれ 



ぶ 其 巧 任が 現を のれく 窩 位を 巧つ 化は f る こと も かおす るに 巧く はない。 がくして が ホは ネ巧廿 
るを 巧を $ ねつ、 巧が して 巧く ので あろ。 が 巧 お W の 臾降も 火英ゾ n ， クが がの _ 見解ら 持す る 所 
はを じ 由 ホす と 謂 ふべき か。 

い Laguo of Z を 〇 ミ • Q2ring Agreeme ミ， 巧 P •ち一 ご • 
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s 九 章 廣«ま にた けら 全 - 置 〇 二 

力— ル •フ オン •バ I ラス 「巧雕 度 金の 今日の 問趙」 

prnf. K さ 1 V. 田 >1:1 ツ Das heu 二 ge 巧 3ble ミ ds oeldes 弓 d <ls 

〇 え d 3. } ahrbcche『 fOr Nationaldkonomie und mta こ 8 tik . 口 d . 

こ 0 .田 oft 2. 

ブ .夕 •へ* 卜大ホ パ— ク 巧の 比む & 义 はな かに 十 置 其み 小 化では ホる が、々 日 Gw をに がけ 4 かか < •义巧 巧 じがけ るか か 
程度のきミぁれ2:52じ、 巧かま拂ホほ4してのを3不十みを化の何かの方巧わなつて補あし；^ければな'-:«巧*じとって 
一 « いが 値々 る 45 で ホる 〇 そな t と 巧 じみけ て お 巧して 居る。 

- 巧 ホと ま拂 。巧 入が 自 じを 化せざる M を 巧 得する 方を じを 换と巧 頁との 二つが ホる。 w 貫は •本来 • 1R 的を 換手 ほかけ 
つて 種々；-* る： 5 と 巧 ホす るので みつて •つょ h を換 3 巧 一巧と をる を 巧る。 而&化 11 巧は 一# S を换キ はを みする 者 じ S の廣況 
なる WR じ 瓦つ て 巧みし、 又 あ 迷 じを 換卞る 可能 巧 お 巧 ふるもの ならと 巧 A を 巧る 〇 化み 一巧 的を 換ホ 巧は S 逢して 資み 島を が 
つて 作らる、 じちつ にが、 ぜに おんで 貴を 屬 みかに； iK 卜用ゐ ざる ミ 揉が 併用 さる、 じ 及 A で、 近 〇! 濟 の 特 をを 这 して 巧る 0 
物 巧た 用なざる ま拂 . in き ミを ミジ己 U さとち ふは、 巧 w なが がか。 み！！ し、 をして ま 人け！！ 買 力 3 み 量.® ちま 操 
力 S 量わ^ じを 換に 巧し •巧は 麟ち 力い 分 M じ 巧して 巧 巧 じれ 巧 M 及が 巧 巧 わ 巧 巧し， 耐 i が M の 場な じ SIJEW 巧が を 推 g 
すわ 巧 ザざる w 煤で々 る •巧 w 苗け わ 巧 巧に* SK す 化 6 じ • 物と 方法の かかに ょ >、 巧 i 片 かた 抽 ♦せる « 
布な 卜ち接 じ# « ずる 巧 巧 巧が 生じた 巧で* ミが くして々 日の «濟 生 巧バホ AK 的 K るま挪 力の み s-i. 巧 おじ す さ J とじ 



よつて 資 ちを 巧 ふを 巧 •又 巧 化の 持 濟记引 じめいて はな 巧-い ホ 伤 K 的 まみ 力み & 033 ミ rielle N ■至 unsmach 占 u ■ミミ ts ) を 
なて する ま 巧 か 5 ホく •化 SAl おに 普及す る C 至つ た？ ホ え 化が 餐奠资 か g と 云 ふは 巧畜片 からみ 麵廿る 巧 
W 巧で ホつ て’ 巧 巧の 保 濟牛活 じめいて はまと してを を 巧 巧 じ 巧 李る。 化 巧 斤に 巧 人 甘る 巧幣 巧は 二つの 方を じよつ てま. の 
かし 巧る。 其 一方 巧 じ藉か 中の 一裹を 巧に 巧の 巧を じ 巧を へる こと， を 一の 塞け 幫畫か 氏 巧 空 片を引 化し •そし 
て 之 V な 巧 じ 引 巧す ことで ある。 

II 巧 代のを 換巧引 じ 於け ろ ない H 巧 巧 V 巧 巧れ^^ 巧 的を ♦力み*^*^ け 巧 W 巧は】 おじ 巧け 巧®® 9 じ 於 1 三 ミの 
作用を なす。 巧 一の 作 巧 巧が 巧が 的 巧-いな 品 巧 ホ. い同莲 及び 仲 か 者と して-街き 巧 さ 一と ミミ 卽ん ななと ffi なと を 巧 《卞 
る 時’ これ じ iG 巧 W 供が お 附卞さ 一と もで ホ ミ 化 巧を の 巧 8 巧け 巧 互’ いを 換 々 S をき をる ので ホつ て ■巧 帝 巧は 巧 
ち 目的 S 管を なす 苗 ミ， •い。 例へ ば 今日 S 皮 的 封--- め、‘ T •巧と 固が 淸巧 協を ゎ §して 時れ ち 其す C 巧は る 、 W 
るよ 巧な S 度で みつて •を 在され たる 費の み* は 一 累巧楚 ゎなつ て 相互 じ S 古紀 李る が、 S じおんし 5 巧夕 
抑 名-」 お 其 言 G 追 ざ ゃ」了’ 巧换 f 巧 S 街 愛び 其 分 f 二れ C よつ T 比 校し 巧 ミ T . 重。 されば 上 葦ろ 厮の 
巧 違 S お H 的 役目は 巧 品の 巧 巧を 《 S 養 巧 素 言 r — を ミ 己 ミ 因 i 口 至と してを 《巧な 望の み 基 愛 苗 S 

ぶを 明* じする じ 止ま 稱挡 力と して 柏いて 民る のでは K い。 

き 1 S 窺は 巧を 巧 換じ问 伴す ろ 8 S 一雰 がを 《蠢 のみ 巧に 巧き ことこれ で ホる。 を 塞がの 巧濟じ おま巧 みは 
巧 こが H 的 •卽も 巧巧史 巧 W がでは じしに‘ 巧ち」 K 巧に ま拂 力を を窜ス 巧が W みせ ミえ 巧 巧み 《よ h 生卡 るを がの 巧 
^1巧巧及びを立巧ぞ」よ京决巧される巧巧がの巧巧と巧る。 を《か巧ゃおをの巧をの巧«巧は巧じを《的でホ>、 巧》ぶ 
價巧美 現ずる じ 巧 ざない けれど、 比 差が の泛 をに 望つ ろ 巧 W 々胃 度な 3 麻 巧 力を 巧し •狩 ホに 瓦つ て Ag 《され 巧る〜 
か篇 々 I み-，* ご パ—， ス 「は 巧ぶ をの 今 H の 巧 苗」 ぶ 01 二 



第 九 章 廣城巧 » にたけ るを 五 UR 

の T* る 〇助も 早に 淸巧 決濟の ミロ じ 巧 w 巧の お 巧 じがい r 巧 巧の iia をち ィ だけ じ 止よ にす •巧い 巧資 のな 後 ま# の 任務を 4 
^|行卞る0でホる》 

巧一一の^^:^は巧なの餐巧的一^!*. 卽も$?^£告兀を；^る巧巧たまず巧.い|||貞力>* *^^すればかる巧務^.を巧す.<:巧|£巧い#現 
する 巧で* って、 さを じ 《ぃては S 3 れ桑 純。 る S 上に ぉ 人す る 巧* 巧で なく、 W た 巧な を換 S 々なた き东卞 るに 化ょ 
« 巧 w 巧では なしに 》 巧 人が それを がつ てな おに！！ 貝し 》 又 UII 巧し 巧る 巧が 巧で* る 〇化ホ わ WG る 巧 W 巧" 的 巧. ig 员カト 

堇ず ,0 ことが A み R 的；^* 貨 JgJg 片と鬟 で* る • 

一投的 ま拂手 巧と しての 巧 itwit ち 力と 巧 g と！！、 其货巧 かわ 巧 的の 寡な かで ホら ぅと •持た ホ A 巧 的の 巧 度 巧で ホら ぅ 
〜 共じ#し<»内的じ1!6房的じ*致現ミ巧ミ まし 一 巧の貨^£巧度あびを義度が良く化《立ち. しかも I つのをゅべわ 
らざる 《ザ CS れ T ♦ミな •整を 11 G 質 这べ f ぎが 決濟 S 巧 用を な* ま 拂手巧 2 1 田 a 巧 W 巧」 が：. T 、 白 力 的 
ス csdyn きを このま 挪 手段と な， 0。 巧に ち畜 sigendysmik ) とま ふだ 巧な。 る 夏 助 カタ ir 巨 ant こ aitintivkrtfo で* 
つて 巧る 力た 持つ ま！！ tlHSS け 田家 も ホ；.； 巧 わ 泣 巧；； > る 程度 じを 意す* 0 ことじよ つても わ 132 する を 巧 ミ而 して 
る 巧 度 i はィ y フ レ— シ と ザフレ ー シ •ン との 閒 いち 衡か ずる ことて *6、 常該 巧の 人口 じ 巧して け 遜 多なら 中*# た* 
少リらざる«度がをれでホる。冗しくれ|||されたる||:濟み巧卜資巧すれば，今日、々^^^<と*化可巧性が現じる、巧でホる。 

併し斯ろ巧巧は化ホし4巧に1:房的ま#^^カト巧するとは阻らない。1||^:2じ十を^る巧»ぉ資がする巧巧け上ホのお«り卜. 
じ •巧け 同店 的に 巧 分 ミホ Hi み 巧 表 存卞る ことを 巧す る •巧な 的に 蹇巧 w たるの ホち 何 ミつ て與 へられを とを ふ 
じ 斯るホ Bu 巧 一 じ 丙 房 的 任濟巧 引の 巧寫 R か. LI 3 生す るち々 つて •畜矣 R は當巧 巧 度壬襄 な 巧 的 巧 キ 巧と 
して 巧 义れる ことに 存卞 4 。巧つ て 化 ことは* 巧に 望に を 《廿る 音 g & ゲ 當な襄 にがいて 巧技 か 《する V . 巧を け じ 止 主ら 
ホ •巧け 當巧巧 w * な ミ すれけ をれ のみ じて 化 W にがいて-? 巧 gs 巧な* わ 卿ん する 卜巧 .0 ことわ* 巧す ミ 》 る 債 6 巧 Ri 



】 なじ金じ»|||し、 全が*〇£じ田巧巧力的の货*1^林と^>*つて居る»でホる0 

互を 巧 決 巧 じ 於け るを S 巧 号を は々 日では 巧を を换じ 於いて •巧に g 店め を換行 S 度び ちが 快 巧ん 場な じがいて 本能 的 及 
び <0# 的 じ UK 力と して •く 1 ので ♦ると 見て よい。 而 して* じ】 方 的の 自力め の 講頁キ ほ 及び 支 誘 手 ほで ホる。 併し 巧 < まへ 
ゴみくの化«卜お巧する巧れがみるけれど1« 闭巧的じ價巧々>» をして巧房的を巧1^たる本«む巧»け5^*がを換かじ3まし 
にか巧かじ«るのでなく、寧々巧がをれちみに||貫力を巧し* 义バ巧度い因^5^力じよつて其巧々者の这のを巧巧ならしむる巧 
じ巧すミ 安を；^4巧用を巧する巧がとなじざる§との閒の巧讲じ立2卞れば， ち人は巧巧巧力的の巧巧 义は巧ホのま冉力 
卜#卞 る 巧 度 と •單じ 巧な 巧换の 巧が 者と してち 目的の 巧 目を 司る 巧 度と を お同サ ざる ことが 肝 巧で ホる。 化 自力 かの 巧 W こを 
其 所々 ホを を 推 じ « いての 司 H 者たら し 》 るので ぁる。 

— KSI ®# 義じ 於け &巧 用。 は 上の 理由 わらして •巧 巧の 巧 用は •巧濟 vsb 柄 人の 化 巧 かた 之を 見る 場を と •巧 家の. 
共间 ts 内* 場 か C •之た をろ ち 口と じよつ て異 G ると 話は なけれ W なら 0 こと、 る。 巧 人め ホ 巧， なれば* 巧 帝な 一方 巧の a 
Si 力 ぉ附與 する ので •跃ホ 巧ち の S めの w 貝 力た 巧み する もので みる •巧れ ど A 闻家典 巧 巧の 立 巧 か。 a れけ •巧 おのは 
K 又は 其 巧 和 さ 巧の 特性 f 巧ず る。 若し E 家 •かなち じ！！ 貫し， 支み ひ’ をして な ホ美 ちよぅ ミ 甘 やじ •审ろ 巧に 人民の 
持 巧 生活い 巧！！ 者と してを 人 G 巧 引 ゎ坊两 のじ 柏 察する じ 止 i る ら が， 巧 » "あ H め W ろ •おお 巧‘— •債 的 美现的 K る® 
がか 現す るので ♦>* 巧みが な- <# 貫し ま挪だ i ,* さんと する 時には 巧 おい 自力 性が 必巧と G る •特に 两が M 巧に がい r 巧 WS な 
みなの 1 唐必巧：^る卜をる。 何巧かとをムじ、巧し巧夕が巧る自力的^る》 巧ら， 历店拍巧にがけ*-な巧古々サざる巧は， 向两 
じな3な巧や«なを外凤よ>||乂するじ曲*ゎ來卞からでホる。 化事はか論«寒的*353みなら中* «店的け巧ゎ巧する化 い记 

&録 *—*.7:. パ— サ*「9> 度 ホの ホ Hs 历醒」 五 0£ 



巧 九 ♦廣域 ホに 於け るを ぶ 〇 み 

がに 於いて M 巧で* る •自力 的 巧 gu を 人に 巧して i •义团 家に 巧して〜 資巧 力た 巧へ •を換 じよる 巧 ホ ホち じめ ける 迂 巧と • 
と •投を 巧と をを の 卞る〇 

今日 尙 じを r なつて 田 巧 的を 巧 巧 巧の 用に 巧し •円 力 性》 おする 巧 帝と なめて ゐ るのは 何ぶ で ホる た 吾人の な ザ」 從 へば • 
それ"*^>0$的の巧験 (ミ己*11*0す 巧ぎ~11ミ"口) に巧くのでホ6* 义巧ち度^でをの巧なし雖き化資ホじをに增かし巧を^じ 
巧 巧 か ホる ので ホる。 かしを の 巧みと なをに！ 一す る 巧 解 U 昔と々 と 大いに お U る A’ いか ホる。® ちを が 巧 材 として あ 要が 巧 
»の& ので ホる とち ふ 昔日の 考 へ：！ 大いに » 化した。 巧 巧の みく の 巧々 でけ 巧 »じホ$^ くと i 牛： 巧し 巧* 尙 はしかの み G ら 
で 巧 巧め を換お 引を し 巧 •<> ことを 巧 年の 育みに めいて g 苗した。 

五 用巧的な用の«化サる下じめける去*^ほとしてのち をは阁巧的だ州の十を；^る下じがけるま^|^'ほではな<*寧ろす 
がの 下 じめ ける ま！！ 手 巧で* ミを がま » 手段と して 一! く 巧 巧® は をれ ゎが W する ことが 巧 引 上 WK で* 4、 又 巧 巧で ホ々 こ 
との 永年 じ 置る 持 験 じ 巧く ので ホる。 巧巧閒 にお 巧が 巧 化 サば化 やし もが 閒のお 引に ホを 巧用卞 るを 巧 ひざる 巧で ♦る。 

な货は 巧な が 呪ち さる、 で ♦らぅ こと GW 曲を 抹 おする ことじよ つて 發生 卞え而 して 化 事は 巧 巧 的に'* 巧 外め じ* 巧 G ス所 
がない。 なる じ をれ が持濟 まの » 曲み じがいて は ホだ连 巧され：-* いわら 》 ま揉キ 段と してのを の 巧 則を 寢卞る じ まらない ので 
ホる。 併し ま 揉 巧* の おが じよ > 々の 化 用の «6 が 南ホ试 かする 巧 向 じみる ことは 爭 ふべ か； ざるまで ホる。 巧 W 王座 わたを 
が 巧 化 甘ん とする 化が 向 じ* をを なつて ま拂 ひがざる におつ たこと をな 巧す るので なむく •主た をを なつて ま 16 ふこと が 巧を と 
なめられ なくな 勺 た 巧で もない。 相 おがのを をな かする 巧々 じがけ ろを の 化 化は か ホ a 巧 巧 行の 巧の g 少を袁 巧す るの では 
く、 巧は をの 無能 化た 意 巧す るので もない •« 巧け ザろ をの 反 巧で ホる。 しかしを おな 巧 甘ざる sss じがけ るを の あ 化け 》 これ 
夕 Qg* が •をの 缺を 山な じ 》 巧な 用 § 借の 塞 巧を をを なつて 決 巧す る 巧 巧 性な？ 巧め 》止レ を 巧 や これ じ 化るべき 何 4 のか 



をを 出ず ことを 巧 巧す る。 但し これでの 諸 巧 じめいても 支# 丰 段と しての々 の 價« か w あした w では。 い •々を 持たざる かがに 
寅巧生巧にがいてホ ..ホが巧山し^^^い-いでホる。 

が ホ 的に もを 治めに も 正 タミち 衡 をな 採し > み - むを 换な 引、 巧中闲 R 閒のお 引が 夕ぶ 府稱 V •しじ わは ミ！ の y じ* 
h ては かゎな 巧と サ ざる 巧 巧 制 巧と* li 1 » 火 じる をを 巧を はつて 巧 化され 巧る。 何ぶ かとち ふじ 巧* sg 度の 来 巧と 巧阳 とはを 
の g じよつ て 巧 巧に される' いでな <• わ しろ 巧に 巧が なをが 巧 あ 活の巧 ホ-.- 迫を 甘し わる ことじよ つて* がされる 0 で ホる から 
でホる〇 適巧の巧が#1寒びま||キ段のみな-いみかが^£め推お力として稱巧を巧"お巧と巧がとむも衡'^现化し巧るの で みる 
か、 がし 化ち 巧の 前 巧 化 ホは i らあ ぞく 闲 内巧闲 房が おが じがいて げし、 廉 おけの ホ まと 供が け-い 巧 化と じがいで-も 巧 へられ 
る， いで ホる。 的け 進， •レで ちへ ると •が 巧を 巧め あび 巧 巧 化の 巧 力ち 巧の 巧趙 •及び これに 曲 怖して やか « ホの 閒煙 じよで 巧 おか 
巧ち せしめ 巧バ く、 化 W 巧栖 じがいて 巧 互の lfC 5 と 巧 さち ホと がな々 W みする じ 巧 ひ、 巧 W とし r をを 化 W する 巧 曲 4 ホた 縮小 
する 巧で ホる® 

《闻巧 的み 山 3 巧と ま 誘 お 引。々 日は 肉 巧冉巧 じめいて 巧が^ 均 巧'***^ が 曲 巧 も •ミた をれ から 化 十る 巧な 巧 ホい をが も 
か 化せる が 巧に 何 巧 i® めのを W ぉ？- す 能け" 户 ，•。併し 巧 間の 化 巧な ザろ 化阳巧 V-Bg する"^. 共に 其 化 巧を ま 化すろ 可能 巧を 巧 
ホす. る じ々 ミ 人 巧 文化 卜- 其. >离 達の 現价巧 じぁ b ては み 力み ホ攘 •巧 じを 糸 力に して 霎ミ闻 巧 的 賣闻は 及び 2S 
柏 巧3 巧 如ち 巧 装が 巧 巧 的な が' いお 岛 。む 巧め 巧 降を U て 巧を 何 がれ タカち 巧 状 巧 3 上を 巧 ふ 巧 格で ホる た 化 閒胜け お 
を： 円 出か 巧す けれどもな 財 人口の 必め乂 いさが 来 法の お 巧# 棄 a でぁる。 巧々 の闲 家， 闲找 •及び おちの g め あびは 反め の蠻化 
はミた两が及び闲寒3ミ曲3^化，いみ茲，い巧巧でホる0 がじ巧き牌ホじなろ5522^^-いミ巧わ卜ぶ巧ザんとして* これじM 
R するな ホ 的供濟 のな 央 を* み、 义巧治 的が 巧 か 見地に 化つ てち ふる。 らゴ •化 お 巧が； 4 るな ホめ 义ヴ « 巧め 閒巧 かおに 人 n 贵 
»» 々I .ブ： .パ— ぅ* 「は 帝夕よ 《个 HS 脚坦 一 五 〇 屯 



第 允 ♦庚 城！！ ホに かけ るか £0\ 

蓮 国の 內じ 巧沒 する を 巧る じ まるので ホる。 現受窒 からすれ ち 度 あ 的 S 力ち み，」 尙 けちく 巧 巧 巧赛ち 《の 上 じ》 > 
を與 へる でみ，： つ •而し T 历 R 的 度 治 かの なが* お 巧との 開 狸は 其 か 用た 巧 房 的を ホ 巧 引 及び ぞ拂巧 引の gg じ i で 及ばす ぺ 

<•5 の 历家 S を 《及び 巧 這 麵は囊 お g からを なさ おす * 化 ミいで をぇ な 注 おく、 をを 援め 客じ累 する 一 

|&5:{。9|^は巧なとしてを|5^への巧巧を巧持し、 々|5|||じ曲する巧巧を巧守廿中とも*をを巧ツてな巧の手巧とし‘ 巧をの手 
巧と し •ち 巧み 巧 S 手 巧と して 之 わな 持す ミ 之に 巧し をの 换を 甘る 託 田 かを 襄 S 巧 巧を 同 技の 方法 じて 霉 する 能は ダる 
ことは 當な ミ. 0。 をれ 故 ！ if を S やをから 3 af 丈 S 巧 香 K 立し© S 方法を 巧堯」 な wh ばなら S 。 これ 等 
の 止む を 巧ざる g が 最大の 化 巧 的輕濟 spjji じ •乂 « の aK に* 平和 じ ホ じ g お 的 及び お 濟巧巧 的 i じ •巧 ホょ bi i 
f す る巧105|1{^^$ びま||8|»の巧商をな巧す る で ホら ぅ こ iu 不可能で は な い 〇 

セ， をのけ 窝 組。 本 S 巧 巧 生 巧 じがけ る々 のな W の 化 化は をの 化 6 じ 化の ホ# をはつて すそ J と/同 襄 ではない。 をの 
まの 化が はな A がを なかの 巧 ふな > を > 巧を サ るを 換 ぶび 支拂キ 巧を 巧 用 廿んが 毎 《じ、 支 愛び を爱 引の み 巧に ねいて 巧 
宙の 人的® ち 巧ち g 濟 A 度 的 g « を 巧 ふこと をな 巧す る •化 篇濟政 巧 的 g 理だ 合 及び 人 巧の 耗巧巧 ft * 生 じ强 きす 巧 
を 巧 ふ &G で'^' つて •ち冉 の 程度と 巧 巧 性の み •とを WK じし 局 度 Ti ので ホる わら 》 i た H 人の 巧 巧 巧の 巧 巧 る 0 
# し g 濟的巧 能の み# と自 の 程度の 局 曲は •巧 人 じ 巧し • B 入の 企 巧みに » し •をして を 巧 可能性に 巧し ね 巧を 化 ふさ J と、 
なら 5 {と ah ら ない • 

金ゎ*#*!とす*巧|6|8*じ4>ては^6人及び«食の|6濟的可能巧の巧用が强く行はれ* 1 巧じ巧濟的円由の程度が大 で ホ る 
が* & じ 化 ふるに at 濟政巧 的 ||理> ，•なつて ♦る A のじ ホ 6 ては 人 巧 SW 濟生 巧に 巧いて-又 其 jjgg の宙 g じがいて • I ■»» 卞 
ホの 伴 ふこと » なさ W で* る •加を • W 巧なる 巧 巧 政策 的 aa を！ lit する s » じは 乂 なる >*£： 巧* 4正« さと g 臉 とわ 么 gi す 



金の 町 ほ 度び 田 店 的 ま 章 巧の 间胜 ゎを も 冗な ミ 用 店め w 巧に 津 せんとす 。ホ？， 玄 すると、 ホの 夸 じを ふを 巧る。 化 
间幽の 受けを の あ 位ス巧 支# 方 快 及び をれ S 巧の 留い麗 と时時 じけ はれ 巧る'* のでない。 餐 いと 云よ じ蹇 一の 巧 
本的畜 はを 巧 ま S 度い 暨け巧 じ 約 巧 3 S 一 寞でホ b •又 稱垂愛 ごか 治め 两巧》 力摄む 一括 巧で ♦る じ 

?:^いゎらミミ 近^^人〇 1装8£?め^5畫口育ホ2>マ*え 曲ら’巧屍，3襄お引為挂を 
来 至 S 冀 言し T 、 裝至 基く a つ窒資 S 畏 S 寡 爱ぴ巧 愛策 奠漠 愛番； こ i が A で ホる。 

巧る 度を W る EB ® みみ 快® が 現 化 ずれけ ち幽 めじ をれ じ 巧 中る え A 化满が 化れ るで ホら ぅ。 巧れ どらが 巧が 均 化と ホ 
巧を 3 .巧が •的 ミ网 巧め 需め不 巧の 可 獲は 巧 度 话爱び ミ 的み 巧の 寞る丈 W 客 K ろ献 おじよ つての みなられ る 0 マ- 
ホえ 斯く考 へるならば* ま 人け «* の两 おじ ホおサ るみ 數人 巧の せわ 比 2君» じな ひ V 致さ ••"るを 巧 K い。 尚 巧の 入口 均衔〇 
理 なじつ いての 麗 は巧襄 び*: 濟巧術 ホじモ 巧の 巧 本 的 W 立 SSG 閒趙 として： 占 S 巧す るじ惠 S い。 化 理想の $ さる 
るよ での 常 面の 方 巧は 巧るべく 速 かじ 現 化の 入口を 巧 持卞る 巧め • i たがを も 巧 巧 W る 化巧淆 巧い ホ 足の 巧め じ 巧す ス巧巧 巧び 
力 2 正し * み 巧と み 街と を！ する に ホ え 而し てこれ じ 巧つ て g を •ミ 巧み お 引'^ 抑 化する と 占 ふ 义閒 巧が W 決する。 で 
ホつ て •巧く して 巧 内的 化 場から & •义 W 巧 的 化み から も 巧 お。 る 盤 か 甘る まみ 制度が 確 化ず るで ホら ぅ。 

uk - がバ ーブ * Q 所論の 大要で A る〇 これを 見る と 巧は 巧 R 刖い巧 治め g 巧 的み 化か 巧 お 巧し をれ の資现 じよつ て闭 巧が レ 
ま<6巧度4巧そ！|寅4なるとをふのでぁつて* をの巧化じ津卞る**では* をい不化卞る巧* はみのが巧じ化るべ き入巧政ホじ巧 
け.ぞ止ゎ>疫ざ*0も0と度ミ0マミ。 ぶじ巧蓋3>&に化るべ 叉55&繁ザけ.ダ養しつ 、おお巧と>^^印山リ巧 
力た 叫ぶ 巧 じ « 見 5 恃巧 巧た 巧す るので ホる。 (菱 

々々力 J ル. 7 オシ. パ— ラス 「は 巧 A 々の个 H の 巧 田」 置 n -^ 
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/ アブラハム) ♦ツ ペン ゾ 、イム ( Abra - 

ham Oppenheim ) 82, 9ん 
Fould Oppenheim 7 し 
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—— 牟篇ホ 3 け. 
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E かこ 田 大巧 巧 令 27,30. 
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を 494— 50 し 506—509. 

をな 窗巧 2&巧 引ん 
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白な め お 巧 349. 

む 治！! 宙當 112. 
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